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正誤表

本文

語 注

頁 行 誤 正

14 16行 ON14245 071-2 ON24145 071-2

68 25行
サーラバシ サーラバシ

【※編注:p23「戦時中の北谷ヌ前屋取」の地図に記載】

74 39行 払い下げであるいう言い伝えが 払い下げであるという言い伝えが

81 33行 戸数14軒の小さな集落 戸数15軒の小さな集落

97 4行 【※編注:P199「 戦時中の謝苅屋取～桃原屋取」 【※編注:P211「謝苅屋取 集落の周辺」

120 3行 戦前のウフモーの感じが 戦前のウフモーの感じが

166 27行 屋号ホーイ:8の東隣 屋号ホーイ:8の南

171 40行 米海軍病院の西側一帯 米海軍病院の東側一帯

174 19行 集落の西側にあった。 集落の東側にあった。

180 21行 日召不日13ハV14(1937′ ′ヽ38)て年1頃に 昭和13～ 14(1938～ 39)年頃に

271 19行 集落の右側を南北に走っていた。 集落の東側を南北に走っていた。

279 18行 青年たちがムートートゥエーや 青年たちがムートゥトゥエーや

292 行 質屋は、昭和10(1953)年 までに 質屋は、昭和10(1935)年 までに

329 39行 ノーリグヮーの河 口。 ノーリグヮーの河口。

338 18行 日召和 7ハV8(1932～ 38)イ年頃に 日召不日7ハV8(1932ハ V33)イ年1頃に

350 17行 サクガーヤードゥイ(佐久川屋取)である。 サクガーヤードゥイ(佐久川屋取)である。

414 8行 戦前、お年りたちは 戦前、お年寄りたちは

頁 誤 正

283、 292、

293、 333、

334

■十・十空襲 :昭和19(1945)年 … ■十・十空襲:昭和19(1944)年・

277、 292、

342、 360
■嘉手納農林学校 :… 大正3(1916)年… ■嘉手納農林学校 :… 大正5(1916)年・

313
■千原エイサー:現在の嘉手納町域にあつ

た千原屋取のこと。…

■千原エイサー:現在の嘉手納町域にあつ

た千原屋取のエイサー。…

377
■ウシオーラセー :… ウシオーラセーとも言

フ。

■ウシオーラセー :… ウシオーラシーとも言

つ。



北谷町 の地名
―戦前の北谷の姿 ―
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現在の北谷町 (2002年 )

戦前の集落分布

‖北谷ヌ前屋取
爾石平屋取
鐵北谷
■玉代勢
聰伝道
■仲山屋取
■屋宜屋取
■桑江ヌ前屋取

桑江ヌ中屋取

■桑江
■桑江ヌ後屋取
■謝苅屋取
灘崎門屋取
目桃原屋取
鰈伊礼
輻平安山
1 浜川

平安山ヌ上屋取

■喜友名小屋取
‖砂辺ヌ前屋取
■砂辺
晰上勢頭屋取
臨下勢頭屋取
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戦時中の北谷町域 (1945年 2月ヽ
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戦前の道路

戦前の鉄道

現在の北谷町域

現在の道路
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現在の北谷町 (伊平から桑江、北谷にかけての海岸線を北から)

戦前の記念撮影写真

北玉尋常高等小学校の生徒

と教員が写つている記念写真。

左端の眼鏡をかけた男性は校

長、その隣の男性は片岡教諭

である。

片岡教諭は、ジュショーイン

(樹昌院)の住職も務めていた。

この2葉の記念写真の背景に写っ

ているのは、戦前の北谷付近を自比

川北側から見た風景である。

上の写真は、おそらくイチグスク

の上で撮影されたもの。下の写真は、

シルヒージャーの河口付近と思われ、

昭和に入つてから建造された護岸が

はつきりと写っている。

′
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発刊によせて

地名は、その地域の自然・歴史 0文化に根ざした貴重な歴史的遺産です。し

かし、北谷町は沖縄戦において米軍の上陸地点となった地であり、戦後は全域

が米軍の占領地となりました。その後、部分的に返還されたものの、かつての

集落域の多くは、現在も米軍基地として使用されている状況です。そのため、

地形や人々の生活様式も大きく変化してしまいました。それにともなって多く

の地名も埋もれてしまい、今まさに消えようとしています。

こうしたことから、北谷町教育委員会では町内の地名の記録保存 0継承をは

かるために、平成 11年度より地名調査として聞取り調査を実施してまいりま

した。戦前の集落の様子を今に伝える方々も高齢に達し、聞取りが難しい面も

多々ありましたが、多くの貴重な話を伺うことができました。そのなかから、

地名の呼称や由来、土地利用の方法、生活とのかかわり、集落で行なわれる祭

祀・行事などについて、田丁内のご年配の方々から教えていただいた内容を中心

にまとめたものが、この報告書となつております。北谷町の自然 0歴史・文化

を理解する一助となることと思います。また、田丁の事業や文化行政を行なう上

でも利用・活用されれば幸いです。

最後になりましたが、本報告書を調査から刊行までご指導していただき、立

派に完成させていただきました名嘉順一先生、そして、本調査にご協力いただ

きました話者の方々ならびに関係者の方々に深く感謝申し上げます。これから

も教育委員会では、民俗文化財の掘り起こし事業に努めていきたいと考えてお

りますので、田丁民のみなさまの、なお一層のお力添えをお願い申し上げます。

平成 18年 3月

北谷町教育委員会

教育長 瑞慶覧朝宏



はじめに

本報告書は、平成 11年度から平成 17年度にかけて行なわれた「北谷町陸地地名調査」

の成果をまとめたものである。

北谷町は、沖縄戦における米軍上陸地点となり、戦後は全域が米軍の占領地となった。

そのため、住民は村外への居住を余儀なくされた。その後、部分的に土地が返還されたも

のの、依然として嘉手納基地 。キャンプ桑江・キャンプ瑞慶覧の 3つ の米軍基地があり、

町面積の約 53%を 占めている状態である。

米軍基地建設にともない、土地の様子は急激に、かつ大規模に変わった。嘉手納地域と

も分村することにもなった。また、米軍用地以外の場所も、都市開発や宅地開発などによ

って、現在も変貌が続いている。このように地形や地理が変わってゆくなかで、かつてあ

った風景、そして地形や地理にまつわる民俗知識の多 くが忘れ去られ、失われつつある状

況である。

土地にまつわる民俗知識は、生産や漁労、祭祀、儀礼、経済活動、政治にいたるまで、

人々の生活のさまざまな側面に深 く関わっている。そして、土地についての知識・記憶・

空間感覚といったものは、忘れ去られつつあるものもあり、一方で現在生きている人々の

地理・空間感覚のなかに強固に存続しているものもあるが、いずれにせよ、過去、人々の

生活のなかに息づいていた土地や風景の記憶の一つ一つが、「現在」の土地や風景をより良

く知るために貴重な資料であり、可能なかざり正確に記録・保存され、後世に残されるベ

きものである。

そのため、今回、土地の様子が大きく変わった沖縄戦以前、現在の北谷町域に相当する

地域に存在していた23集落を対象とし、そこで使用されていた地名と、それにまつわる

民俗知識の調査を行なった。戦前の景観を記憶する方々の記憶を頼 りに、地籍図や米軍撮

影空中写真を用いながら、戦前の北谷の復元を行ない、その結果を文字記録として保存す

ることを目的としたのが本報告書である。

この報告書によって、戦前を知る方々には懐かしい北谷の姿を、また戦後生まれの方々

には新たな北谷の姿を発見をしていただけることと思 う。北谷町民をはじめ、北谷町域の

地理や民俗についての知識を求める人々に、広 く活用されるよう願ってやまない。

最後に、本報告書の発刊にあたり、ご指導 0ご協力いただきました多 くの町民の方々、

さらに各関係者の方々に対し、深 く御礼申し上げるとともに、今後ともなお一層のご協力

をお願い申し上げたい。



調査方法

調査は、現在の北谷町域内に存在した 23集落を対象とし、調査員が直接話者に会い、

聞取 りを行なった。話者は、沖縄戦以前の集落を記憶している世代 (大正～昭和初期生ま

れで、およそ65歳以上)の方々を対象とした。性別・職業には特にこだわらなかった。

調査方法は、まず『北谷町史 第三巻 民俗下』の「第二章 地名」「第六章 名所 。旧

跡」などから抜き出した地名を基本とした調査項目票を作成した。話者宅、各郷友会事務

所、公民館、北谷町役場などにおいて、 2～ 6名 の話者に集まっていただき、調査票 0屋

号地図・地籍併合図・米軍撮影空中写真などを見てもらいながら、地名の呼称 0由来 0土

地利用の仕方・生活との関わりなどの間取 り調査を行なった。

聞取 り調査は、集落の規模によって数回行ない、カセットテープに録音した。また、話

者同伴による現地調査も可能な限り行なった。

調査で得られた情報は、パーソナルコンピュータを用いて、整理・記録した。具体的に

は、録音情報はテープ起こしをし、Microsoft Wordで 文字化・記録した。さらに、項目

ごとの情報は、データベースソフト桐 ver.9や Microsoft Exelな どを用いて整理した。ま

た、地点の位置情報については、地理データ管理ソフトMapinfoを 用いて、地図上に項

目ひとつひとつの位置や範囲を記録した。

なお、これらのデータ及び録音テープ、写真などについては、北谷町教育委員会に保管

されている。

作業分担

●調査計画作 り:名嘉順一 。花城末子

●調査資料作成 (調査票・地図作 り):花城末子 0東恩納みさき 0八田夕香

●調査 :名嘉順一・花城末子・喜友名朝代・島袋理加 0上里しのぶ 0高良由加利

東恩納みさき 0八田夕香

●調査資料の記録 (テ ープ起こし・データ入力):花城末子 。東恩納みさき・八田夕香

●地図作成 :八田夕香

●報告書作成 (執筆 。編集):名嘉順一 。東恩納みさき 。八田夕香

●監修 :名嘉順一

各作業の段階で、以下の北谷町教育委員会関係者にも協力していただいた。

松田盛 0嘉手納昇・幸地清・大城操 。安次嶺承一 。中村感・山城安生 0東門研治・

比嘉ゆかり 0玉木順彦・町田数子 。亀田篤・佐久川志麻・山口まゆみ・我如古真弓・

島袋春美 0尾木綾・縄田雅重・稲嶺日沙子・文化係一同



調査に協力してくださった方々

調査及び本報告書の作成にあたり、多 くの町民の方々をはじめ、各郷友会ならびに関係

諸機関からのご指導 0ご協力をいただき、また写真・絵 0資料などの提供も受けた。以下

にお名前を記し、深 く感謝の意を表したい。

話者名簿

(※集落別に記載。話者名の敬称略。順序不同。)

北谷ヌ前屋取

徳里進 (昭和 5年生)。 新田宗信 (昭和 10年生)

石平屋取

新垣善春 (昭和 5年生)

」ヒ谷

新城馨 (大正 15年生)0仲村渠敏子 (昭和2年生)

玉代勢

大城喜信 (大正 9年生)0知念チヨ (大正 15年生)0島袋雅夫 (昭和 4年生)

嘉手納永周 (昭和 13年生)

伝道

座喜味忠正 (大正 14年生)

屋宜屋取

米須清太郎 (昭和 8年生)

桑江ヌ前屋取

仲本朝信 (昭和 2年生)0真栄城兼徳 (昭和6年生)・ 桑江ヌ前屋取郷友会の皆さん

桑江ヌ中屋取

比嘉昌信 (昭和 3年生)

仲山屋取

崎浜盛栄 (大正 8年生)



桑江

仲村渠操 (大正 11年生)・ 石川良栄 (昭和 2年生)・ 座喜味次郎 (昭和 5年生)

桑江ヌ後屋取

知念清 (昭和 3年生)

謝苅屋取

目取真興正 (大正 14年生)

崎門屋取

比嘉思保 (昭和 3年生)

桃原屋取

津嘉山ムト (明治41年生)0津嘉山寛信 (昭和 4年生)。 目取真浩二 (昭和 8年生)

伊礼

田里加那 (明治39年生)0砂辺鉄正 (大正 3年生)・ 屋良朝盛 (大正 5年生)

安和守礼 (大正 10年生)0渡慶次賀享 (大正 10年生)0島袋文助 (大正 11年生)

幸地真正 (大正 11年生)。 島袋文栄

平安山

照屋文吉 (大正 9年生)0糸村昌吉 (昭和 8年生)0玉城清松 (昭和 10年生)

島袋豊吉 (昭和 13年生)。 比嘉忠光 (昭和 15年生)・ 島袋善吉

浜川

新垣高明 (大正 10年生)0島袋吉盛 (大正 13年生)0島袋正雄 (昭和 9年生)

新垣政男 (昭和 10年生)・ 新垣裕 (昭和 10年生)

平安山ヌ上屋取

新城長佐 (大正 3年生)。 町田宗盛 (大正 10年)e町田宗棟 (大正 10年 )

新城勇 。新城長助

喜友名小屋取

糸村昌輝 (大正 3年生)・ 糸村ツル (大正 7年生)。 比嘉文清 (昭和 5年生)

安次嶺主栄 (昭和 10年生)0比嘉静子

砂辺ヌ前屋取

新城弘 (大正 10年生)0新城タケ (大正 12年生)0嘉手苅林興 (昭和 6年生)

島袋正章 (昭和 6年生)



砂辺

照屋徳吉 (大正 3年生)

新里員盛 (大正 7年生)

松田静造 (昭和 4年生)

。糸数基 (大正 4年生)0渡慶次盛明 (大正 4年生)

0国場永信 (大正 14年生)・ 砂辺孝正 (昭和 4年生)

0与儀正仁 (昭和 7年生)

上勢頭屋取

稲嶺盛幸 (大正 13年生)。 高宮城費 (昭和 4年生)。 喜友名朝昭 (昭和 4年生)

下勢頭屋取

喜友名朝永 (大正 8年生)・ 花城可祐 (大正 11年生)・ 源河朝金 (大正 14年生)

花城可盛  (昭和 6年生)

千原屋取

知花包喜 (大正 11年生)

残念なことに、本報告書作成中に、聞取 り調査でお世話になった数名の方がお亡 くなり

になりました。心からご冥福をお祈 りいたします。

10



協力者名簿

調査協 力団体

北 前 郷 友 会・旧字北谷郷友会・旧字玉代勢郷友会

旧字伝道郷友 会・玉 上 向 上 会・崎門屋取郷友会

桑江 ヌ前郷友会・桑江 ヌ中郷友 会・旧字桑江郷友会

桑江 ヌ後郷友会・謝 苅 郷 友 会・旧字桃原郷友 会

旧字伊礼郷友会 0旧字平安山郷友会 0旧 字浜川郷友 会

平安山ヌ上郷友会 0砂 前郷友会 隣組 0砂 辺 戸 主 会

喜友名小郷友 会・旧字上勢頭郷友会・旧字下勢頭郷友会

千 原 郷 友 会 0宇 地原 区公民館 0砂 辺 区 公 民 館

那覇防衛施設局

協力者名

渡邊康志・金城至佑・末吉文・末吉清信 。末吉健男・伊祀清

崎原盛喜・知念良夫 0花城隆・亀谷長久 0仲地信夫・仲地明吉

新垣義彦

11



目次

口絵

発刊によせて

はじめに

調査方法

調査に協力してくださった方々

目次

凡例

北谷町概況

1 北谷ヌ前屋取 (チ ャタンヌメーヤードゥイ)

2 石平屋取 (イ シンダヤードゥイ)

3 北谷三箇

北谷 (チ ャタン)

玉代勢 (タ メーシ)

伝道 (リ ンドー)

4 屋宜仲山

仲山屋取 (ナ ケーマヤードゥイ)

屋宜屋取 (ヤ ジヤードゥイ)

5 桑江一帯

桑江ヌ前屋取 (ク ェーヌメーヤードゥイ)

桑江ヌ中屋取 (ク ェーヌナカヤードゥイ)

桑江 (ク ェー)

桑江ヌ後屋取 (ク ェーヌクシヤードゥイ)

6 謝苅 0桃原

謝苅屋取 (ジ ャーガルヤードゥイ)

崎門屋取 (サチジョーヤードゥイ)

桃原屋取 (ト ーバルヤードゥイ)

7 伊礼・平安山

伊礼 (イ リー)

平安山 (ハ ンザン)

8 浜川一帯

浜川 (ハ マガー)

平安山ヌ上屋取 (ハ ンジャヌウィーヤードゥイ)

喜友名小屋取 (チ ュンナーグヮーヤードゥイ)

2

5

6

7

8

12

14

16

21

35

49

53

77

89

105

109

123

133

137

151

165

185

197

201

213

225

233

237

251

261

265

281

297
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9 砂辺一帯

砂辺ヌ前屋取 (シ ナビヌメーヤールイ)

砂辺 (シ ナビ)

10 上勢頭屋取 (ウ ィーシードゥヤードゥイ)

11 下勢頭屋取 (シ チャシードゥヤードゥイ)

小字名

調査の経過

おわりに

く資料〉 屋号一覧

サーターダミ (砂糖組)

項目索引

307

311

321

345

373

401

415

423

425

482

485
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凡例

一.本報告書は、現在の北谷町域の範囲に沖縄戦以前に存在していた23の集落出身の話

者に、大正年間から昭和初期頃に用いていた生活圏内の地名について、聞取 り調査を

行なった結果を記載したものである。

一。調査の地理的範囲は、現在の北谷町域内を原則とし、沖縄戦以前に存在していた23

集落を対象とした。

一.調査内容を記録した録音テープ・写真、得られた情報を整理したデータは、北谷町教

育委員会が保管している。

一.聞取 り調査によって得られた情報は、集落単位で章立てして記載した。一つの章のな

かには、集落全体の立地 0特徴 0年中行事などをまとめた節と、地名一語ごとに辞書

的に記述した節を設けている。また、地名が示す場所は、空中写真と地図の合成図版、

および集落の屋敷配置を復元した屋号地図の図版によつてあらわした。

一。集落全体の特徴および地名の解説は、話者の語った説明をまとめたものである。

一.空中写真と地図の合成図版のうち、空中写真は、北谷町役場が所有する 2002年の北

谷町域の空中写真、および沖縄県公文書館所蔵の「米軍撮影空中写真」 (1945年 2月

28日撮影、表題:ON24146 057-1,057-2,058-1,058-2,059-1,059-2,ON14245 071-2)

を用いた。地図は、現在の地籍図のベクトルデータを土台に、聞取 りで得られた情報

と上記の「米軍撮影空中写真」を参照しながら、戦前の道路 0河川 0ラ ンドマーク・

集落の屋敷配置などを復元したものである。

一.本報告書の編集にあたっては、次の点に留意した。

・方言の表記は、原則的として話者の発音に沿つたカタカナ表記を用いた。

O本報告書中で項目としてとりあげた地名は、文中でもゴシック体で表記した。

O方言語彙など、解説が必要と思われる単語に注を付した。

・植物名、動物名は原則としてカタカナ書きにし、 ( )で和名を記した。

O紀年の表記は原則として元号を用い、 ( )で西暦を示した。

一.地名項目は右の一覧表に従って分類し、おおむね分類順に記述してあるが、説明内容

や、前後の項目との関連性などから、分類順によらない場合がある。

一。掲載写真については、主に北谷町教育委員会 (文化係)所蔵写真を使用したが、他に

浜川出身の新垣政男氏から提供していただいた。

一.掲載イラストについては、桑江ヌ中屋取の比嘉昌信氏が描いたものを提供していただ

いた。

一.調査にあたって、各集落の郷友会長をはじめ、各区長のみなさまに便宜をはかってい

ただいた。記して感謝の意を表したい。

一.本報告書で地図によって示された場所には、米軍用地、個人有地、私設の設備 e建築

物等が含まれている。本報告書を参照に地名の示す場所を訪ねる場合には、土地所有

者や周辺住民の権利を侵害することのないよう、充分ご配慮いただきたい。
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地名の分類および地図上の記号表現についての凡例

地点の記号一覧

社会的区分

集落、「組」「小屋取」など、組分

け、集落内のより細かい区画や集

団区分。

・屋敷位置は以下の記号のように表 した。

屋号地図 (灰色)  空中写真合成図 (色つき)

河川

常に流水がある河川 名称 : li tt

降雨時などに流水がある河川、排

水路等。

名称 :青色の文字

地域

山地、谷間、耕作地 (小 ハル名)、

イノーなど、一定の広がりを持つ

空間。

名称 :緑色の文字

交通網

道路 (県道、村道、生活道など) 名称 :白色を黒で囲んだ文字

鉄道 名称 :自色を黒で囲んだ文字

―卜‖判―

地点 以下の一覧を参照。 名称 :ゴシック体の黒字

A
u

⌒

□ 皿 書
燻 瓢
r::::::::事■
ヽこ二ど ご 聰 ● 島 申

岩 山 洞窟 割れ目 林 丘 土手 野原 池沼 岩瀬 魚垣

■ト 回 9 」匿:罰
―

|

LJ
⌒
申

『

可
バL
Ч:「

⌒

圃 摯 璽
■■■■■
■■■■■

■ 嘔

礁池 湧水井戸 掘井戸 水タンク 橋 十字路 トンネル 駅 停車場 鉄橋

豊 」 ● 働 餓 ● 動 ● ⑮
建築物 役場 公共施設 交番 学校 病 院 工場 建物 製糖小屋

● 日
/^ヽ

日 童 凸 曲 童 曲 機 颯

田 採石場 灰焼窯 拝所 神家 寺 獅子屋 集会所 馬場 広場

●
rロロ¬

圏 Ω 醸 轟 ■
「

¬

願日剛 ●

寵屋 掘込墓 亀甲墓 碑 境界標 標木 壕 その他
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/ノ
//
び

Q

0

⊂ つ

θ

北谷町の概況

北谷町は沖縄本島中部の西海岸に位置

し、南側は宜野湾市、東側は沖縄市と北中

城村、北側は嘉手納町に接して、西側には

東シナ海が広がっている。東西に最大約

4。3km、 南北に最大で約 5。9kmの幅があり、

総面積は 13。62kピである。面積の53%ほ ど

が米軍によって使用されており、米軍用地

以外は住宅地や商業地がほとんどである。

北谷町の地形は、東側は標高 50～ 100m

ほどの台地、西側は標高 5m前後の海に面

した平地となっている。西側の平地の多 く

は米軍のキャンプや基地が占めるが、東側

の丘陵斜面にあたる部分や丘陵上部は返

還され、住宅地になっている。また、国道

58号線より西側の海岸沿いも返還され、

埋立地とあわせて、新しい住宅地および商業地となっている。

幹線道路は、国道 58号線が海岸に近い平地を南北に走っているほか、東西に走る県道

が 3本ある。沖縄市に向かう県道 23号線 (国体道路)と 県道 24号線、そして北中城村

に向かう県道 130号線である。

戦前の北谷町域 の集落

沖縄戦以前は、現在の北谷町域と嘉手納町域とをあわせた地域が「北谷村」というひと

つの行政区画だった。北谷村役場は、はじめは琉球王府時代の北谷間切のバンジュ (番所)

があったチャタン (北谷)に おかれ、明治 44(1902)年 にハンジャヌウィーヤードゥイ

(平安山ヌ上屋取)に移されて、沖縄戦が始まるまで同じ場所にあった。

近代の北谷村には全部で 50近 くの集落があり、そのうち、現在の北谷町域には 23の

集落があった。この 23の集落は、成 り立ちの違いから、近世期以前に成立した古い集落

と、近世期に成立した開拓集落の 2種類にわけることができる。昭和初期頃の北谷町域で

は、古い集落は「本字 (ホ ンアザ)」
「ムラ」などと呼ばれ、開拓集落は「屋取 (ヤ ードウ

イ)」 と呼ばれていた。この章では、古い集落を「本字」、開拓集落を「屋取」と呼ぶこと

にする。

本字は、チャタン (北谷)0タ メーシ (玉代勢)・ リンドー (伝道)・ クェー (桑江)0イ

リー (伊礼)0ハンザン (平安山)0ハマガー (浜川)・ シナビ (砂辺)の 8集落である。こ

の 8集落はすべて 1700年代前半までには成立していたとみられ、古い聖域を拝所として崇

めていた。家屋敷や耕地のほとんどが標高 0～ 50m以下の平地に展開していた。

屋取は、チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)0イ シンダヤードゥイ (石平屋取)0

ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)eヤジヤードゥイ (屋宜屋取)・ クェーヌメーヤードゥイ
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(桑江ヌ前屋取)・ クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)・ クェーヌクシヤードゥイ (桑

江ヌ後屋取)0ジ ャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)・ サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)0ト ー

バルヤードゥイ (桃原屋取)0ハ ンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)0チ ュン

ナーグ ヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)・ シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)・ ウィー

シードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)0シ チャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)の 15集落

である。この 15集落は、1700年代後半以降、首里 0那覇などから入植してきた開拓民

が作 り上げた集落である。拝所は開拓初期からのものが多 く、開拓民みずから設置したビ

ジュル (土地を守るとされる神)や、湧き水や井戸を拝所とすることが多い。また、集落

内に拝所を置かず、別の集落にある拝所を祈願する場合もある。本字と連続するように平

地に展開していた集落もあれば、本字から遠 く、丘陵上部に家屋敷や耕地が散在していた

集落もある。

戦前の北谷町域の景観

沖縄戦が始まる前までの北谷町域は田

んぼや畑の広がる農村地帯だった。

町域の西側は海に面した平地で、田んぼ

や芋畑やサ トウキビ畑が一面に広がり、そ

の耕地のなかに家屋敷がかたまって集落

をなしていた。田丁域の東側は台地で、山林

が多 く、薪を取るのに利用された。

台地 と平地が接するあた りは入 り組ん

だ谷間地形をなしていて、谷の底に田畑が

作られていた。また、台地の斜面から台地

上部にかけてところどころに比較的平坦

な土地があり、山林を切 り開いて畑や家屋

敷が作られていた。

農業用水や生活用水は、湧き水や川から

得ていた。北谷町域は水利に恵まれた環

境で、台地にしみ込んだ雨水が斜面や平地

に湧き出し、川となって流れ出て、より低地の田畑をうるおしていた。川は、いつも水が

流れている川と、雨が降ったときだけ水が流れる川があり、その他に、耕地に引水 0排水

するための用水路も作られていた。

湧き水や井戸の水は家事や飲料に用いることが多かった。平地の地下水脈は浅 く、井戸

を掘るとだいたい 1～ 6mく らいで水が出た。海に近い場所では井戸水に潮気が混ざるこ

ともあった。台地上部は地下水脈が深 くにあり、8～ 15mほ ど掘らないと水が出なかっ

た。場所によっては40m近 い深さの井戸も掘られた。このような台地上部の地域は水の

便が悪いため、天水をためて飲料水にあてるところも多かった。

交通網は陸路中心で、人や馬車が行き来する道路と軽便鉄道があった。

もっとも大きな道路は、那覇を起点に沖縄本島西海岸沿いを北上して名護に向かう県
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道 0国頭街道で、住民はもっぱらケンドーと呼んでいた。徒歩の人、人力車、荷馬車や客

馬車、乗 り合いバスなどがさかんに行き来した。ケンドーの支線として、北谷町域の東側、

宜野湾村 (現在の宜野湾市)、 中城村 (現在の北中城村)、 越来村 (現在の沖縄市)に 向か

う県道や村道が数本あった。他に、集落内や耕地の間を走る無数の生活道があった。

軌道交通としては、大正 11(1922)年に開通した県営鉄道嘉手納線があった。嘉手納

線は、那覇市の古波蔵駅を起点に、沖縄本島西海岸側を通って嘉手納駅にいたる路線で、

北谷町域内には北谷駅、桑江駅、平安山駅があった。普段はサ トウキビや黒糖の積みおろ

し、通学客の乗 り降りがあり、ときにはシーミー (清明)の 時期の間中墓参 りの客や、出

稼ぎや出兵の見送 りで那覇に向かう親戚一団で混み合うこともあった。なかでも桑江駅は、

越来村など近隣地域から那覇や嘉手納に行き来するための交通要所の一つとなっていて、

利用客も比較的多かった。

鉄道とは別の軌道交通路として、嘉手納製糖工場に向かう荷馬車用のトロッコ軌道もあ

った。 トロッコ軌道は越来村を中心に何本も敷設されていたが、その一部が北谷町域にも

走っていて、サ トウキビの運搬に利用されていた。

海上交通は、鉄道の開通で大幅に縮小していたものの、以前は山原船での輸送が盛んに

行なわれていた。クェー (桑江)の沖にあった大きな入 り江が港代わりに利用され、山原

から運んできた薪や炭などの林産物が降ろされたり、那覇向けの黒糖を積みこんだりと、

さまざまな物品が山原船によって運搬された。

戦前の北谷町域 の暮 らし

戦前の北谷町域は農業が主産業だつた。おもな産物はサ トウキビと芋で、立地によって

は米作も行なわれていた。自家消費用に疏菜の栽培、豚・山羊といった食肉用家畜の飼育

も行なわれていた。農作業や運搬用に牛馬を飼育していた家もあった。

芋は日々の主食であり、自家消費にあてられる割合が大きかった。一方、サ トウキビは、

ほとんどが換金された。サ トウキビの換金には二種類の方法があった。各集落に数軒あっ

たサーターヤー (製糖小屋)で製糖した黒糖を那覇に出荷するか、嘉手納にあった製糖工

場にサ トウキビを買い取ってもらうかである。昭和 10年代には、製糖業自体が衰退した

り、嘉手納製糖工場への持ち込みが増加したため、サーターヤーが使われなくなった集落

もあった。しかし、買い取 りや運搬費用によって利益が減ることを嫌う農家も多 く、沖縄

戦直前まで、サーターヤーでの製糖作業は北谷町域のあちこちでみられる光景だった。

農業以外に、ごく小規模ながら漁業、手工業、商業活動も行なわれていた。

戦前の北谷町域では漁業にたずさわる家は少なく、クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前

屋取)やシナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)に数軒しかなかった。これら漁師家庭の

男性たちは、海岸に発達した広いイノー (礁池)に小舟を出して、追い込みや投げ網、素

潜 りなどで魚貝を捕っていた。女性たちは、収穫物を近隣の集落で売 り歩いたり、家屋敷

で販売したりした。漁師以外の一般家庭では、干潮時にイノー (礁池)内にイジャイ (漁

り)に行つて、貝やタコ、エビ、小魚などを捕つてその日の食卓の足しにする程度だった。

工業も、もつぱら家庭あるいは個人単位の内職として行なわれる小規模なもので、機械

に頼らない手工業がほとんどだった。綿 0麻・芭蕉などの織物、豆腐製造、醤油製造、焼酎・

泡盛などの酒製造、日常品を製造・修理する鍛冶、鍋蓋・ざる 。籠などの竹細工、大工に
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よる家屋敷の建築、石工による橋や墓の建造、漆喰製造などがあった。ただし、これらの

手工業を専業としていた家は少なく、農業と兼業していることが多かった。機械を使った

工業としては、昭和 17(1942)年頃にクェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の北端

にデンプンコージョー (澱粉工場)が建設された。経営者は日本本土の人で、軍需品とし

て芋を原料とするデンプンを製造していたという。

商業活動もそれほど盛んではなかったが、北谷村役場に隣接して建てられたソンエイシ

チヤ (村営質屋)や、チャタン (北谷)のサンギ ョークミアイ (産業組合)に よる貸し付

けといった金融活動がみられた。また、桑江駅前には、旅館や食堂、大きな商店、写真館、

地方巡業の沖縄芝居劇団のための露天劇場、馬車の休憩所や蹄鉄屋などが立ち並び、北谷

町域の他集落とは一風ことなる、にぎやかな景観をつくっていた。ただし、ほとんどの集

落では、マチヤと呼ばれる小さな商店が集落内に 2～ 3軒散在しているくらいだつた。常

設の店舗以外に、北谷町内外から行商が来て、魚・肉・薬・石油・小間物・衣類などを売

り歩 くこともあった。しかし、日々の生活に必要なもののほとんどは、各家庭ごとに自家

生産でまかなわれるのが普通だった。

自給自足の暮らしとはいえ、金銭収入には重きがおかれ、各家庭では金銭の取得と貯蓄

に熱心だった。一方では、農作物、特にサ トウキビによる収入は不安定で、飢饉や恐慌に

よって困窮におちいる農家が多かつた。このような状況を背景に、明治末期から昭和にか

けての沖縄県では日本本土への出稼ぎや海外への移民が盛んになったが、北谷町域も例外

ではなく、若者たちが日本本土に数年間出稼ぎに出たり、一家あるいは親戚ぐるみで海外

に移民するといつたことが、ごく一般的におこなわれていた。これに徴兵による人口流出

も加わり、昭和初期から沖縄戦直前の時期にかけての北谷町域では、青年～壮年層の人口

が減少する傾向があった。

日々の営みには苦労も多かったが、辛さを慰める楽しみもあった。若者たちは夜になる

と広場などに集まつて、男女入 り交じって歌つたり踊ったりした。また、運動会や発表会

といった学校行事は、集落の人々みんなで楽しむものだつた。そして、時節にめぐってく

る年中行事は、人々にとって特に大きな楽しみとなっていた。

年中行事で最も大きなものは、作物の収穫期、特に製糖期の終わり頃に作業の終了を祝

う行事であった。北谷町域内では旧暦 2月 2日 頃に行なわれることが多 く、方言でニングヮ

チャーとか、クスックィーと言う。人々は、祖先や集落内の重要な拝所に祈願を捧げ、 2～

3日 のあいだ、ごちそうを食べたり、歌い踊つたりして楽しみのかぎりをつくした。

他にも、旧暦 6月 末頃に豊年感謝として行なわれる綱引き、 1日 暦 7月 の盆、 1日 暦 8月

15日 頃のジューグヤ (十五夜)などの行事の折には、集落の人々が綱引きやエイサー演

舞、歌舞の披露や沖縄相撲といった娯楽に興じた。どの集落にも、このような集まりに使

われる広場があった。

チャタン (北谷)、 クェー (桑江)、 シナビ (砂辺)の 3集落には、それぞれ 200～ 300m

ほどの長さのンマイー (馬場)が あり、綱引きなどの行事に使われたほか、ンマスーブ

(馬比べ)に使われていた。

牛同士を闘わせるウシオーラセー (闘牛)も 大きな娯楽のひとつだつた。シチャシードゥ

ヤードゥイ (下勢頭屋取)と ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)の中間には大きな
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ウシモー (闘牛場)があり、農閑期に闘牛が開催されて近隣の人々を集めていた。

そのほか、 1日暦 5月 4日 は、糸満漁業の流れを汲むクェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中

屋取)の漁師たちがハーリースーブ (II理龍船競争)を行なった。北谷村はこの祭を海神祭

と呼んで北谷村三大祭の一つとし、補助金を出していた。この日は沖縄相撲やムラ芝居も

行なわれて夜までにぎわいをみせ、北谷町内外の見物客が集まったと言う。

北谷町域の戦後の状況
けいかん

このような生活と景観は、沖縄戦と、そ

の後の60年という月日を経て大きく
へんよう

変容
ち

し、現在のゴ
ゃたんちょう

ヒ谷町の風景に至った。

生活と景観の変容が起こつたのは、社会

の仕組みが変わったことや、経済成長、生

活様式の変化などに原因がある。日本や

沖縄各地と同じように、工業化、道路整備、

住宅地・商業地開発などが、北谷町の風景

を変える大きな要因となった。

しかし、北谷という土地に激烈な変化を

もたらし、現在も大きな影響を持ち続ける、

最大にして直接的な要因は、米軍による

占有的な土地利用である。

沖縄戦終結直後、北谷町域の90%以上

が米軍に接収された。やがて米軍用地内で

は戦前の土地利用形態を無視 した土地整

備と施設建設がすすめられ、家屋敷、田畑、道路、鉄道などの人工物も、河川、岩山、丘

陵などの自然景観も、大規模な改変にさらされた。

また、従来の居住地を接収された住民の大部分は、北谷町域内外の別の地域に移住せざ

るを得なかった。戦後数年の間に、北谷町域内の台地上部の土地がわずかに返還されたの

で、従来は家屋敷の分布が少なかったこの狭い地域に住民が流入し、新しい住宅地を形成

していった。

この新しい住宅地の分布は、現在の行政区という概念につながっている。北前区、北玉

区、宇地原区、謝苅区、栄口区、桃原区、桑江区、上勢区、砂辺区、宮城区、美浜区とい

う11の行政区は、住民を居住地域によって区分したものである。行政手続きや地域活動

の多 くが行政区を単位として行なわれ、地縁的コミュニティとして機能している点が戦前

の集落に似ている。しかし、行政区の持つ空間的範囲と構成員は戦前の集落とはまったく

異なるもので、戦前にあった 23の集落は、物理的には沖縄戦を境に消滅したといえる。

しかし、23の集落それぞれの共同体意識は現在も続いている。同じ集落出身の人々と

その子孫たちが、郷友会や旧字戸主会と呼ばれる組織を作って交流を続けており、祈願行

事や伝統芸能の継承に取 り組んでいる。郷友会を組織していない集落でも、同じ集落だっ

た家庭の名簿を作成したり、拝所を再建するなどして、集落という共同体の概念を共有し、

継承している。
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戦時中の北谷ヌ前屋取 (チ ャタンヌメーヤー ドゥイ )



チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)

北谷町域南端に位置する屋取集落。ケンドー沿いにあり、北側は

チャタン (北谷)、 南側は宜野湾村に隣接していた。戸数 105軒
で、そのうちカーラヤーは 26軒だった。

集落名はチャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)だが、普通

はチャタンヌメーと言うことが多かった。

イシンダヤードゥイ (石平屋取)と 同じく、地籍上の字は北谷に

属していた。昭和 12(1937)年 に行政字北前として分離独立した。

その後はキタマエと言うようになった。

集落の組分けは、メーヤードゥイ、ナカヤードゥイ、クシヤードゥ

イの 3組に分かれていた。クシヤードゥイはさらにアガリヤードゥ

イとイリヤードゥイに分かれる。

主業は農業で、芋やサ トウキビなどを作つていた。クェーヌクシ

ヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)にデンプンコージョーがあり、そこで

芋の澱粉を作つていたので、工場に芋を売 りに行 くこともあった。

畑以外に田んぼもあり、米も作 っていた。また、チヤギーも多 く

あった。農業以外にも、荷馬車引き、人力車引き、役場吏員、大工、

サンジンソーなどの職を持つ人たちもいた。

サーターヤーが、集落の南側の屋号カカジ (嘉数):28の東側に 1

か所、集落の真ん中あたりの屋号ウフナカチ (大仲地):50の西側に

1か所、集落の東端に 1か所の計 3か所あった。それぞれ、南組、

中組、東組に分かれて共同使用していたと思われるが、はつきりと

した区分はわからない。

集落の人たちの墓はイートゥシにあった。洗骨を行なうので、墓

は川沿いに造ることが多かつた。イートゥシには、チャタンヌメー

ヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)だけではなく、チャタン (北谷)や伊

佐浜の人たちの墓もあった。

ガンは、チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)所有のもの

がなかったので、チャタンサンカのガンを借 りていた。昭和 28

(1953)年にキタマエのものとして作られたガンがあつたが、昭和

55(1980)年 に北谷町教育委員会に寄贈され、現在は「北谷町手

作 り資料館」に保管 0展示されている。

カヤモーは川の両岸に多 く、特に北岸側が多かった。川岸は崩れ

やす く、畑はできないので、カヤモーとすることが多かった。

フナウクイはアラファヌシーの上で行なっていた。

現在の北前区公民館敷地は、500～ 600坪 ぐらいの広さの沼

地で、ウワンクーラーと呼ばれていた。アシデーク (セ イコノヨシ)

がたくさん生えていた。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■チヤギー :田 んぼの真ん中に盛

り土をして畑としたもの。

■サンジンソー :易者。

■サーターヤー :製糖小屋。

■洗骨 :死後数年の間に遺骨を取

り出し、洗い清める儀式。

■伊佐浜 :現在の宜野湾市域にあ

った屋取集落。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■北谷町では昭和 28(1953)年
に沖縄市の火葬場を使用するよ

うになり、従来の風葬から火葬
へと移行したため、ガンは使わ

れなくなった。

■北谷町手作 り資料館 :町民の

方々からの寄贈品や、町内遺跡

からの出土品を展示した施設。

夏休み限定で開館している。

■カヤモー :屋根を葺くのに使う

茅を生やしていた野原。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。
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【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦2月 1～ 2日 <ニングヮチヤー>:ナーカヌシーを拝む。潮

が引くと、徒歩で渡ることができた。しかし、米軍の発電船を入れ
けず

るために削られて、深 くなってしまった。そのため、現在はナーカ

ヌシーヘ行 くときには船を使っている。

●旧暦 7月 <エ イサー>:エ イサーの練習はアラファヌシーの前の

浜でしていた。男性のみ参加する。イシンダヤードゥイ (石平屋

取)の青年団と一緒に行なわれた。

集落域は米軍上陸直後に捕虜収容所となっていた。その後、滑走

路が建設され、ハンビー飛行場となったが、昭和 56(1981)年 に

返還されている。現在はサンエーハンビータウンを中心とした商

業施設や、安良波公園、アラハビーチなどが整備されて、にぎわい

をみせており、返還後の跡地利用の成功例とされている。

25

■エングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■ハンビー飛行場 :米海兵隊のヘ

リ基地。昭和 56(1981)年 に

返還された。

≪聞取 り調査風景≫
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メ ー

日
ロ

嚢
工

チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)

集落の組分けの 1つ。メーヤードゥイ、ナカヤードゥイ、クシヤー

ドゥイの 3つ に分かれ、メーヤードゥイは、集落の南側に位置して

いた。

ナカヤードゥイ

集落の組分けの 1つ。メーヤードゥイ、ナカヤードゥイ、クシヤー

ドゥイの 3つ に分かれ、ナカヤードゥイは、集落の真ん中に位置し

ていた。

クシヤードゥイ

集落の組分けの 1つ。メーヤードゥイ、ナカヤードゥイ、クシヤー

ドゥイの 3つ に分かれ、クシヤードゥイは、集落の北側に位置して

いた。さらにその中で、東側はアガリヤードゥイ、西側はイリヤー

ドゥイに分かれていた。

アガリヤードゥイ

集落の組分けの 1つ。クシヤードゥイの中で東側に位置していた。

イリヤードゥイ

集落の組分けの 1つ。クシヤードゥイの中で西側に位置していた。

行政字名

北前。チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)は、イシンダ

ヤードゥイ (石平屋取)と ともに、地籍上の字は北谷に属していた

が、昭和 12(1937)年に、行政字北前として分離独立した。

集落

石平屋取。チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)と ともに、

地籍上の字は北谷に属していたが、昭和 12(1937)年に、行政字

北前として分離独立した。青年団もチャタンヌメーヤードゥイ (北

谷ヌ前屋取)と 一緒だった。

マ エ

シ ン
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≪聞取 り調査風景≫



メンター

′jヽハル名

畑地で、土質はジャーガルであった。田んぼはなかった。

イートゥシ 【※編注 :P37「戦時中の石平屋取」の地図に記載】

宇江登志と漢字を当てることもある。

チ ャタンヌメーヤー ドウイ (北谷ヌ前屋取)の人たちの墓が

あった。洗骨を行なっていたので、水がある川沿いに墓を造ること

が多かった。フインチヤーバカがほとんどで、カーミナクーバカは

2～ 3基だった。チャタン (北谷)や伊佐浜の人たちの墓もあった。

イートゥシは墓が多く、怖いところだつた。

=1:ヨメ可

屋号マツートーマ (松当真):6か ら西方向へ行つたところにあっ

た潟。所有者は屋号クシイリグヮー (後西小)であった。護岸沿い

は砂地。

現在の北前区公民館のあたりである。

ウワンクーラー

屋号マツートーマ (松当真):6か ら西方向へ行つたところにあっ

た沼地。500～ 600坪 ぐらいの広さがあり、アシデーク (セ イコ

ノヨシ)がたくさん生えていた。 トントンミー (ト ビハゼ)やカタ

チミガニグヮー (シ オマネキ)がたくさんいた。護岸があったが、

波で穴が開き、潮の満ち引きのときに水が入ってきていた。特に利

用価値のない場所であった。喜友名の大湾という人の土地だつたら

しい。

現在の北前区公民館のあたりで、広さも公民館敷地ぐらいだつた。

県道

県道。集落の中を南北に走つている道。

現在の国道 58号線である。

馬車道

チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)唯一の馬車道。

イ リ タワ
~

ケンドー

シーヌメーヌミチシチ ンク
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■ジャーガル :粘土質の灰色の土。

ジャーガル土質で作 られた芋は、

大きいが味はあまりよくない。

■洗骨 :死後数年の間に遺骨を取

り出し、洗い清める儀式。

■フインチャーバカ :岩石や堅い

土質の斜面に掘られた横穴の墓。

■カーミナクーバカ :屋根が亀の

甲のような形をした墓。

≪聞取 り調査風景≫



アラハミチ

生活道

屋号ナカンダカリヌメー (仲村渠ヌ前):62の ところからアラファ

ヌシーヘ行 く道。

池沼 ●

屋号ウサーアンナヤ~:12の 西側にあったクムイ。川の流れの中

にあり、浅いが、広いクムイであった。

トーマグヮーヌクシヌクムイ

屋号 トゥクートーマグヮー (徳当真小):8の北側にあったクムイ。

川の流れの中にあり、深さは2m40～ 50cmぐ らいであつた。

トゥンクィールー

屋号ハシヌフェーヌンナンミグヮー (橋 ヌ南ヌ稲嶺小):7の北側

にあったクムイ。ケンドーに接 したところにあった。一歩で飛び

越 えることができる。

また、モーがあって、そこでモーアシビをしていた。

イートゥシグムイ 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

イートゥシの下の方にあったクムイ。200～ 300坪 ぐらいの

広さだが、普段水が溜まっている範囲はそれほどではなかった。墓

が多 く、怖い場所だつたので、普段は行かなかった。

話者によると、現在もクムイの跡が残っていると言う。

集落の西方向へ行った、海の中にあった岩。屋号ナカンダカリヌ

メー (仲村渠ヌ前):62の ところからアラハミチを通って行った。

岩の上でフナウクイをしていた。

エイサーの練習をアラファヌシーの前の浜でしていた。

骸骨がいっぱいあったが、日本軍が

前には片付けられていた。
あ ら は       ご がん

現在、安良波公園の護岸にくっついた形で残っている。

ナーカヌシー

アラファヌシーと並んで、海の中にあった岩。

じゅうざ  せっ ち

銃座を設置するために、戦争

お が

旧暦 2月 1～ 2日 のエングワチヤーのときに拝んでいた。

=7ノ ムヤー

岩瀬

アラファヌシー

∩
ｖ

う
０

■クムイ:池。沼。

■モー :原野。野原。原っぱ。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線 0歌・踊りなどをして楽しむ。

■クムイ:池。沼。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■ニングヮチヤー :旧暦2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。



クガニグムイ

あ ら は

現在も安良波公園の西端から見ることができる。

礁池 ●

アラファヌシーとナーカヌシーの間、海の中にあったクムイ。2

坪ぐらいの広さがあり、潮が引いたときの深さは30cmぐ らいで

あった。足でかき回しても濁らなかった。野菜を持っていって、ク

ムイの塩水でもんでチキナーを作ると、家に着 くまでには塩味がつ

いて、いい味になっていた。豆腐作 りにも使用した。

あんきょ

トゥンクィールーの近 くにあった晴渠。

サーラバシ

屋号ハシヌフェーナカチグヮー (橋 ヌ南仲地小):16の 南側にあっ

た橋。アーチ型のされいな橋だった。欄干があり、そこで三味線を

弾いて遊んでいた。満潮のときには、橋から飛び込めた。かなりの

高さがあった。

十字路

屋号メンタートーマグヮー (メ ンター当真小):15か ら北東方向に

行ったところにあった。三方向からの道で、三角形になっていた。

いた。メンターミチが突き当たる三叉路のあたりで、アガリヤードゥ

イからの道が合流するところである。

鉄橋 冒電

沖縄県営鉄道嘉手納線の鉄橋。橋よりも下流にあった。両端は

橋げただが、途中は枕木しかなかった。大人は歩いて渡れたが、子

どもは怖がって這って渡っていた。

共同製糖小屋。集落の東端にあったアガ リグ ミのサーターヤー

である。
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土1春
1:可

アンチョー

ンマヌクチー

7v#=-

製糖小屋 罐
サーターヤー

■クムイ :池。沼。

■チキナー :漬け菜。

≪聞取 り調査風景≫

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納 0野国 0平安山・桑江 0北谷・

大山 0真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀・古波

蔵・那覇の 15駅があった。

■サーターヤー :製糖小屋。



サーターヤー

共同製糖小屋。屋号ウフナカチ (大仲地):50の 西側にあったナカ

グミのサーターヤーである。

サーターヤー

共同製糖小屋。屋号カカジ (嘉数):28の 東側にあった南組のサー

ターヤーである。
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■サーターヤー :製糖小屋。

≪聞取 り調査風景≫



北谷ヌ前屋取 集落の周辺
■

北谷ヌ前屋取の組分け

轟圃 メーヤードウイ

|| ナカヤー ドゥイ

|| クシャー ドゥイ
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イシンダヤードゥイ (石平屋取)

北谷町域東南にあった屋取集落。東側は中城村に隣接しており、

その中城村の一部も含めてイシンダヤードゥイ (石平屋取)だが、

中城村側と区別してチャタンイシング (北谷石平)と 言うこともあ

る。県議会で、チャタンイシンダ (北谷石平)と ナカグスクイシン

ダ (中城石平)を 1つ にしようと決議されたが、その発行日が昭和

20(1945)年 4月 1日 だったため、米軍上陸で実現しなかった。

戸数 26軒で、そのうちカーラヤーは 6軒であった。

チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名屋取)や屋宜原屋取と嫁取

り婿取 りがあつた。

主業は農業で、農作物は芋やサ トウキビなどを作っていた。土質

はマージであった。

イシングヤードゥイ (石平屋取)は水の便が良 くなくて、何か所

かあった個人の井戸もヒャーイになると涸れてしまっていた。そ

のため、イシンダヒージャーを集落の人みんなで利用していた。ま

た、クシヤードゥイのサーターヤーの道をへだてて北側に共同井戸

があった。フシクブと言う。話者によると、星が落ちて窪んだとい

う言い伝えがあると言う。

サーターグミは、アガリヤードゥイ、メーヤードゥイ、イリヤー

ドウイ、クシヤードゥイの 4つ に分かれた。サーターヤーは、アガ

リヤードゥイとクシヤードゥイはナカグスクイシング (中城石平)

の人たちと共同利用していた。

ガンヤーは集落の西側の丘の上にあった。昭和 16～ 17(1941～

42)年頃に作られた。それ以前は、ガンをチャタン (北谷)や安谷

屋などから借 りていた。

墓はアガ リヤードゥイの北側あたり、屋号ンジュグヮー (伊集

小):loや屋号ナカマヌクシ (仲 間ヌ後):11の後ろの小高い丘あた

りにあった。イシンダヤードゥイ (石平屋取)の人たちの墓があり、

マチ墓もいくつかあった。現在のアメリカ 0リ ージョンクラブのあた

りとなる。墓だつたところに、現在は建物が建っている。

薪取 りには、屋号カニクバルグヮー (兼久原小):20や屋号サチハ

マヌメー (崎浜ヌ前):18と 瑞慶覧との境にある松林に行っていた。

台風のときなどにも、風で落ちる松葉や枝を拾いに行った。

ハルヤマスーブはチャタンイシング (北谷石平)と ナカグスクイ

シング (中城石平)で一緒に行なっていた。場所はアガリヤードゥ

イのサーターヤーで行なわれていた。

学校の運動会には、イシンダヤードゥイ (石平屋取)の人はチャ

タン (北谷)の選手として参加していた。

馬車道が、屋号シムカタ :1の ところからチャタン (北谷)の屋

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■屋宜原屋取 :中城村 (現在の北

中城村)屋宜原にあった屋取集

落。

■マージ :赤土質の土壌。マージ

でできた芋は小さいが美味しい。

■ヒヤーイ :日 照 り。早魃。

■サーターヤー :製糖小屋。

■サーターグミ:製糖の作業をす

る組。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■マチ墓 :亀甲墓の一種。墓のてつ

ぺんにつむじの形の文様がある

大きい墓。

■ハルヤマスーブ :耕地や農作物

の優劣を競う行事。
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号シーサーニーヘと続いていて、イシンダヤードゥイ (石平屋取)

の子どもたちの通学路だつた。その途中にはチャタン (北谷)のハ

ツドーキがあった。話者は、子どもの頃にハツドーキに入 り込ん

で、砂糖のつまみ食いをしたことがあると言う。ハツドーキはイシ

ンダヤードゥイ (石平屋取)の人たちは使わなかった。

集落の東側に丘陵があった。現在の石平交差点あたりの、 リー

ジョンクラブの丘陵と米軍のヘッドコーラーの丘陵のことである。

もともとは 1つ の丘陵だったが、大正 3(1914)年 頃に丘陵を割 り

取って道を造った。その道がない時代は、首里への街道は安谷屋橋

を経由して普天間へとのぼつて行つた。石畳道だった。話者によ

ると、現在でも石畳の跡が残っているのではないかと言う。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 2月 2日 <ク スックイー (エ ングヮチヤー)>:2か 所に分

かれて行なわれた。メーヤードゥイ、イリヤードゥイ、クシヤードゥ

イの人たちは一緒にやり、アガリヤードゥイの人は中城村の人たち

と一緒にしていた。大きい屋敷を持ち回りで借 りて、集まる場所に

していた。豆腐や天ぶらなどのごちそうを作って盛 り合わせ、ヤマ

モモの花を挿していた。 トウイグヮー オーラセーもした。16歳

以上からクスックィーに参加することができた。

●旧暦 7月 <エ イサー>:エイサーの練習は墓の庭でしていた。当

日は各家を回り、酒や寄附をもらつていた。他集落へ行 くことはな

く、他集落のエイサーが来ることもなかった。イシンダエイサーは

千原エイサーを習ったものである。

集落域は米軍に接収され、キャンプ瑞慶覧内となっている。現在

の沖縄 リージョンクラブの西側、国道 330号線から西側一帯であ

る。そのため、集落の人たちの多 くは北中城村石平に居住している。
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≪聞取り調査風景≫

■ヘッドコーラー :headquarters

(軍の)司令部。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■トゥイグヮー オーラセー :闘

鶏。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■千原エイサー :現在の嘉手納町

域にあった千原屋取のエイサー。

エイサーが有名な集落だった。

■キャンプ瑞慶覧 (キヤンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。



20

ターヤー

石平屋取 屋号地図

… タ

慶1¬
照主駄

クムイ
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=ノ

稲 嶺

サーターヤ

下 門

イハガー

書
マ…チュー

9
フシクブ

く
=)マーマーグムイ

フテンマガニラ

ジャー

回 |

■

石平屋取の家の配置 (数字は屋号番号)

似鑓L

饒輻 鰊 鰊 河川

遅略

(小 さい文字は他の集落の呼び名)

(小 さい文字は他の集落の呼び名)

i称 (小 さい文字は他の集落の呼び名)

―卜冊
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アガリヤードゥイ

日
ロ

，
Ｔ

イシンダヤードゥイ (石平屋取)

東屋取。集落の組分けの 1つ。集落の東南側にあった屋号メー

ナカマ (前仲間):9を含めた 6軒を言う。

サーターグミの 1つ でもあった。サーターヤーは中城 村の人た

ちと共同使用していた。

旧暦 2月 2日 のクスックイーは、中城村の人たちと一緒に行なっ

ていた。イシンダヒージャーのカーウガミもする。

メーヤードゥイ

前屋取。集落の組分けの 1つ。集落の南西側にあった屋号マチ

ダ (松田):4を含めた 8軒を言う。

サーターグミの 1つ でもあった。メーヤードゥイ所有のサーター

ヤーがあつた。

旧暦 2月 2日 のクスックイーは、イリヤードゥイとクシヤードゥ

イの人たちと一緒に行なっていた。

イリヤードゥイ

西屋取。集落の組分けの 1つ。集落の北西側にあった屋号メー

ヤジ (前屋宜):22を含めた 5軒を言う。

サーターダミの 1つ でもあった。イリヤードゥイ所有のサーター

ヤーがあった。

旧暦 2月 2日 のクスックイーは、メーヤードゥイとクシヤードゥ

イの人たちと一緒に行なっていた。

クシヤードゥイ

後屋取。集落の組分けの 1つ。集落の北東側にあった屋号サン

ラーナンミグヮー (三良稲嶺小):17を含めた 7軒を言う。

サーターダ ミの 1つ でもあった。サーターヤーは中城村の人た

ちと共同使用していた。

旧暦 2月 2日 のクスックイーは、メーヤードゥイとイリヤードゥ

イの人たちと一緒に行なっていた。

その他

北谷石平。イシンダヤードゥイ (石平屋取)の なかで、北谷村に

含まれていた地域を言う。イシンダヤードゥイ (石平屋取)は北谷
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タンイシンチ

■サーターグミ:製糖の作業をす

る組。

■サーターヤー :製糖小屋。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■カーウガミ:井戸の神様を拝む。

≪聞取り調査風景≫

0



村と中城村にまたがっていたので、北谷側のイシンダだと区別して

言う必要があるときにはチャタンイシング (北谷石平)と 表現して

いた。行政的にはメーヤードゥイとイリヤードゥイの全部と、アガ

リヤードゥイとクシヤードゥイの一部が北谷村に属していた。チャ

タンイシングの子どもたちは、北谷の小学校に通い、運動会もチャ

タン (北谷)の選手として参加していた。地番は、戦前は北谷、戦

後は北前に含まれる。

ナカグスクイシンダ

中城石平。イシンダヤードゥイ (石平屋取)の なかで、中城村に

含まれていた地域を言う。イシンダヤードゥイ (石平屋取)は北谷

村と中城村にまたがっていたので、中城側のイシンダだと区別して

言う必要があるときにはナカグスクイシング (中城石平)と 表現し

ていた。行政的にはクシヤードゥイのほとんどが中城村 (現・北中

城村)瑞慶覧に、アガリヤードゥイのほとんどが中城村 (現 0北中

城村)安谷屋に属していた。

河 川

集落の北側、タメーシ (玉代勢)に 向かって流れ、チャタン (北

谷)の ターブックヮに流れ込んでいた川。水源は瑞慶覧のメーヌカ…

であった。

話者によると、昭和 19(1944)年頃、陣地造 りをしていた日本

軍の兵士が亡 くなったときに、この川の側で火葬していたのを見た

と言う。

普天間川。
なかぐすくそん  きょうかい               か

と中城村の境界だった。石橋が架かってお

り、橋から水面までは 15～ 20mぐ らいあつた。夏場には子ども

たちが橋の上から飛び込んで泳いだりしていた。

話者によると、以前はものすごい水量だったが、現在は少な く

なっていると言う。

現在の北谷町北前あたりに流れていく。

道

イハ

フテンマガーラ

ンドー

県道。集落の東側を南北に走っていた道。
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■ターブックヮ :田 んぼ。田のた

くさんあるところを言う。地名

としてはチャタンターブックワ

(北谷田んぼ)、 ハニジターブッ

クヮ (羽地田んぼ)な どが有名。

≪フテンマガーラ≫



卜ロッコ

トロッコ軌道

し

ケンドーに沿って トロッコのレールが敷かれており、
ず けらん    おお

瑞慶覧から大

山駅まで、サ トウキビを載せて運んでいた。3000斤 (1800
kg)のサ トウキビを載せることができた。瑞慶覧から普天間まで

はのばり坂だった。それから喜友名を通 り、大山駅から鉄道で嘉手

納の製糖工場へと運ばれていた。

イハガーの南側、屋号カニクバルグヮー (兼久原小):20や屋号サ
マツ

チハマヌメー (崎浜ヌ前):18の 北側にあった松林。
ず け らん

瑞慶覧に属する。

台風が来たときには、松葉や枝が落ちるので、それを拾い集めに

行っていた。土地は個人有地だが、落ちた松葉や枝は誰が取っても

良いことになっていた。

池沼 ●

そば

クシヤードゥイのサーターヤーの側にあったクムイ。正方形で、

10m以上の長さがあり、サーターグルマの軸木を漬けられるぐら

いだった。深いところは lm超すぐらいあった。日照 りでも涸れ

ることはなく、年中水があった。家畜 (馬
0牛)に水浴びをさせる

場所だった。

マーマーグムイ

屋号シムカタ :1の南側あたりにあった大きなクムイ。フテンマ

ガーラの流れの中にあつた。川幅の倍ぐらいに広がってクムイに

なっており、深さは 2m以上あった。

クムイの側にはアカギが生えており、子どもたちはその本から飛

び込んで泳いでいた。遊ぶのにいい場所だったので、普天間の子ど

もたちと奪い合いをしながら遊んでいた。

屋号ヤマーアラカチ (ヤ マー新垣):13あ たりから石畳道があり、

そこをおりて行つたところにあった。話者によると、その石畳道は

現在も少し残つているのではないかと言う。

イシンダヤードゥイ (石平屋取)は水が少なかったので、集落の

人たちみんなで、飲み水や洗濯などに利用していた。
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士
Ｔ

姜
Ｔ

マーチュー

クムイ

湧水井戸

イシン ヒージャー

■大山駅 :沖縄県営鉄道 嘉手納

線の駅の1つ。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

≪聞取 り調査風景≫

■クムイ :池。沼。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。



個人のチンガーも何か所かあったが、ヒャーイになると涸れるの

で、イシンダヒージャーを利用していた。ヒヤーイのときでもイシ

ンダヒージャーの水は涸れずに、ずっと湧いていた。

草刈 り場の 1つ でもあった。

旧暦 2月 2日 のクスックイーのときには、アガリヤードゥイの人

たちがカーウガミをしていた。現在はキャンプ瑞慶覧内であるた

め、フテンマガーラ沿いに行って拝んでいる。

終戦後も一時期利用していたが、現在ではコンクリートが張られ

れており、水量は少なくなっている。

現在の スイミングスクールの向かいあたりにあった。下

におりて行 くと、ものすごい水量のフテンマヒージャーがあった。

フテンマヒージャーの水を利用 したユーフルヤーがあった。

ユーフルヤーの余 り水を利用して、たくさんの鯉を飼っていた。

普天間拝みをする人たちは、そこでいったん体を清めていた。

戦前の
らん

覧集落の南側にあったワク。そこから流れ出した水

はイハガーと呼ばれる小川になり、タメーシ (玉代勢)の方へと流

れていった。

現在はキヤンプ瑞慶覧内である。このあたリー帯は窪地になっ

ていたが、今は埋められて住宅地となっている。

ll掘井戸 爾鞭
l■       ―
[豆三≡三互夏]

クシヤードゥイのサーターヤーの道をへだてて北側にあった共

同井戸。浅いが、水はどんどん湧いていた。掘った井戸で、深さが

2～ 3mぐ らいだつた。水がいっぱいのときにはニーブで汲める

ほどだった。

星が落ちて窪んだという言い伝えがある。

クスックィーのときに拝む井戸である。

大正 3(1914)年 にできた橋。石橋で
がんじょう

頑丈にできていた。橋から

水面までは 15～ 20mぐ らいあつた。夏場には、子どもたちが橋

の上から飛び込んで泳いだりしていた。

ケンドーに架かる橋で、バスも通れるぐらいの幅があった。

フテンマヒ

メーヌカー

橋

フテンマバシ
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■チンガー :つ るべ井戸。

■ヒャーイ :日 照 り。早魃。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■カーウガミ:井戸の神様を拝む。

■キヤンプ瑞慶覧 (キヤンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

■ユーフルヤー :風呂屋。

■普天間拝み :琉球八社の1つ で

ある普天間宮を拝むこと。人々

の尊崇を集め、現在も参拝者が

絶えない。

■ワク :湧き水。

■キヤンプ瑞慶覧 (キヤンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

■ニーブ :ひ しゃく。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。



日本軍が爆弾で橋を破壊したが、全壊はせず、一部残っていた。

それを米軍が鉄骨で補強して、一時利用していた。

その後、残っていた欄干を野嵩高校生が近道として利用していた

が、危険であるとして、宜野湾市が歩道を作った。それが現在の普

天間 。石平人道橋である。

チャタン (北谷)に あった製糖工場。ハツドーキと呼んでいたが、

イシンダヤードゥイ (石平屋取)の人たちが利用することはなかっ

た。

イシンダヤードゥイ (石平屋取)の子どもたちの通学路の途中に

あった。話者は、子どもの頃にハツドーキに入 り込んで、砂糖のつ

まみ食いをしたことがあると言う。

共同製糖小屋。4か所あるうちの 1つ。アガ リヤードゥイのサー

ターヤーで、屋号イーザ トゥ (上里):14の北側にあった。中城村

の人たちと一緒に使用していた。

ハルヤマスーブを行なう場所でもあり、芋、サ トウキビ、野菜な

どが一坪からいくら収穫できたかを競った。優秀な人は表彰状が

もらえた。

サーターヤー

共同製糖小屋。4か所あるうちの 1つ。メーヤー ドゥイのサー

ターヤーで、屋号ヤマームラユシ (山村吉):3の西側にあった。

サーターヤー

共同製糖小屋。4か所あるうちの 1つ。イリヤー ドゥイのサー

ターヤーで、屋号サチバルグヮー (崎原小):25の東側にあった。

サーターヤー

共同製糖小屋。4か所あるうちの 1つ。クシヤー ドゥイのサー

ターヤーで、屋号サンラーナンミグヮー (三良稲嶺小):17の北西側

にあった。中城村の人たちと一緒に使用していた。

サーターヤーの側には、クムイや立派なデイゴの本があった。

工場

― キツヽ

製糖小屋 礁
サーターヤー
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■クムイ :池。沼。

■野嵩高等学校 :県立普天間高等

学校の前身。

≪普天間・石平人道橋≫

≪いしんだじんどうきょう≫

■ハルヤマスーブ :耕地や農作物

の優劣を集落同士で競う行事。



屋号マチダ (松田):4か ら西側に行った、丘の上にあった。

昭和 5(1930)年 生まれの話者が小学校 5～ 6年生の頃に、みん

なからの寄附を集めて作 られたと言 う。ガンヤー完成祝いも行な

われた。

中城村も含め、アガリヤードゥイ、イリヤードゥイ、メーヤードゥ

イ、クシヤードゥイの 4組で使用していた。それまでは、安谷屋や

チャタン (北谷)の ガンを借 りていた。

フテンマガーラ
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■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。



石平屋取 集落の周辺

石平屋取の組分け

吻圏 アガリヤードゥイ
爾圃 メーヤードゥイ

は国 イリヤードゥイ

E]クシヤードゥイ

ヽ
「



Ｑ
Ｊ

北谷二箇



い
〇

現在の北谷―帯



い
い

ク ガ



北谷ウーンナ

轟騨簾嬌護
驚
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チャタン (北谷)

北谷町域西側、チャタングスクの南側に位置した集落。北東側に

はリンドー (伝道)やタメーシ (玉代勢)があり、南側にはチャタ

ンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)があった。タメーシ (玉代勢)

やリンドー (伝道)と ともに、チャタンサンカと称される。ほとん

どの行事を、この 3集落合同で行なつていた。なかでも、寅年に行

なわれるウーンナが有名である。

戸数 239軒で、そのうちカーラヤーは64軒であった。普通、

母屋にはダキガヤ (リ ュウキュウチク)、 納屋やフールなどにはモー

カヤ (マ カヤ)を使用していた。フクギで屋敷を囲つており、夜の

路地は真っ暗だった。道をたどるために、空を見上げながら歩いて

いた。

旧制度では区長は 1人だつたが、昭和 13～ 15(1938～ 40)

年頃に集落をイチゴー (一号)、 ニゴー (二号)、 サンゴー (三号)

の 3つ に分けて、それぞれに区長を置 くようになった。話者による

と、行政が配給や供出がしやすいように、適当に分けたのではない

かと言う。

主業は農業で、米、芋、サトウキビなどを作つていた。チャタン

ターブックヮと言う、県下に知られた田んぼ地帯があった。

農業以外にも大工、石工、荷馬車引き、客馬車引き、公務員、事

務、筆耕など、さまざまな職業を持つ人たちがいた。また、ケンドー

沿い、ンマイーのところには、診療所、郵便局、風呂屋、商店、菓

子屋、自転車屋、散髪屋、牛乳屋、馬車宿などが立ち並んでいた。

診療所が 1軒、ンマイー沿いにあった。ヤマシロビョーイン (山

城病院)、 タイショーイイン (大正医院)、 ミヤギビョーイン (宮城

病院)な ど、医師が変わると病院の名前も変わつていた。そのため、

普段は屋号であるイサヌヤー (医者ヌ屋):196と 呼んでいた。家の

前には医師が乗る入力車が置いてあった。雑用や事務を兼ねた集

金人が雇われており、診療費はその集金人が各家をまわって徴収し

ていた。

また、郵便局もケンドー沿いに 1軒あり、屋号ユービンチク (郵

便局):145の家が郵便局だった。屋根は瓦ぶきで、表が郵便局、裏

手が住居という造 りだった。配達人は 2人 ぐらいで、自転車で配達

していた。配達人は給料制だった。ポストは郵便局前にあり、近 く

の人は直接入れに行ったが、遠い人たちは配達人に託すこともあっ

た。集配物はクェーエキで貨車に積み下ろしをしていた。郵便貯

金も扱っていた。

ンマイーの北端にはユーフルヤーが 1軒 あり、屋号タンナファ

(玉那覇):208が営業していた。この風呂屋ができる以前はクェー

≪ウーンナ≫

■ウーンナ :大綱引き。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■フール :便所。石で囲んだもの

で、中に豚を飼い、糞は豚の飼

料となった。

■ターブックヮ :田 んぼ。田のた

くさんあるところをいう。地名

としては、チヤタンターブックヮ

(北谷たんぼ)、 ハニジターブッ

クワ (羽地たんぼ)など。

≪聞取 り調査風景≫

≪聞取 り調査風景≫
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■ユーフルヤー :風呂屋。



ヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の風呂屋に行っていた。風呂に使

う水は、大きな丼戸から汲み上げて沸かしていた。利用者は、主に

チャタンサンカの人たちだった。週に 1度 ぐらい入 りに行ってい

た。桶は備え付けのものがあつた。風呂屋は多 くの人たちが集ま

るので、色々な話が聞けるところだつた。話者によると、戦時中に

廃業していたと思うと言う。

サーターヤーが数か所あったが、牛馬を借 りたり、その牛馬を

追ってサーターグルマを回すのは大変だった。サーターヤーで処

理できない分は嘉手納の製糖工場へ運んでいた。その後、ハツドー

キができて、サーターヤーはあまり使われなくなった。

ガンヤーはメーグシクジマの西端にあった。チャタンサンカの

人が使 う場合にはお金はとらなかった。チャタンヌメーヤードゥ

イ (北谷ヌ前屋取)は ここのガンを借 りていた。ガンは解体してガ

ンヤーに納めてあり、喪家に持っていってから組み立てる。棺を墓

に運んだあと、ガンは墓で解体 し、ガンヤーに持って行 って納め

た。話者によると、このガンは首里からの払い下げという言い伝え

があったと言う。

屋号ユービンチク (郵便局):145の北隣にあったウククヌメーヌ

モーグヮーが青年たちの遊び場所で、マーイサーを置いてあった。

大・中・小の 3つ あり、大きいものは 100斤 (60kg)ぐ らい

あった。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 6月 <綱引き>:夜 8時ぐらいから行なわれていた。集落の

真ん中を東西に走る道によって 2つ に組分けされ、南側がメンダカ

リ、北側がクシンダカリである。頭に色違いのマンサージを巻い

て、区別していた。また、クシンダカリには、タメーシ (玉代勢)

やリンドー (伝道)のほか、クェー (桑江)、 イリー (伊礼)、 ハン

ザン (平安山)な どからも加勢が来ていた。対するメンダカリには、

チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)や伊佐などから加勢が

来ていた。

● <ウ ーンナ>:寅年にはチャタンサンカ合同でウーンナが行なわ

れる。昼に行なう大綱引きで、300年 の歴史があると言 う。戦争

で中断したものの、戦後、昭和 49(1974)年 に復活し、その後も

昭和 61(1986)年、平成 10(1998)年 の寅年に行なわれている。

集落域は米軍に接収され、キヤンプ瑞慶覧内となつている。現在

の北谷交差点南東側、米軍のモータープールー帯である。そのた

め、人々は他集落へ分散して暮らしている。しかし、現在でも屋号

ヌンドゥルチや郷友会を中心として、諸行事を行なつている団結の

強い集落である。

55

■サーターヤー :製糖小屋。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■マンサージ :は ちまき。綱引き

のときなどの装東。ターバンの

ように頭に巻くもの。

≪五月ウマチー≫

≪五月ウマチー≫

■キヤンプ瑞慶覧 (キ ヤンプ 0フ ォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。
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チャタン (北谷)

一号。集落の組分けの 1つ。屋号サケーニー (堺根):157か ら屋

号オームラ (大村):191ま で東西に走る道を境にして、道の北側に

ある家がイチゴーであった。

ハツドーキができた頃に、イチゴー、ニゴー、サンゴーの 3つ に

分けて、それぞれに区長を置いた。それまでは区長はチャタン (北

谷)の集落全体で一人だけだった。

ゴ ー

二号。集落の組分けの 1つ。屋号サケーニー (堺根):157か ら屋

号オームラ (大村):191ま で東西に走る道を境にして、道の南側か

らハツドーキミチの北側までにある家がニゴーであった。

サンゴー

三号。集落の組分けの 1つ。ハツドーキミチの南側にある家が

サンゴーであった。カニクとほぼ一致する。

村渠

集落の組分けの 1つ。屋号アガリヤマガー (東山川):127か らサ

ンギ ョークミアイまで東西に走る道を境にして分かれた。道の南

側にある家がメンダカリで、北側はクシンダカリだった。綱引きの

ときの組分けで、色違いの鉢巻を締めていた。集落内の人だけでは

なく、チャタン (北谷)の南に位置するチャタンヌメーヤードゥイ

(北谷ヌ前屋取)や伊佐などの人がメンダカリに加勢して綱を引い

ていた。

集落の組分けの 1つ。屋号アガリヤマガー (東山川):127か らサ

ンギ ョークミアイまで東西に走る道を境にして分かれた。道の北

側にある家がクシンダカリで、南側はメンダカリだった。綱引きの

ときの組分けで、色違いの鉢巻を締めていた。集落内の人だけでは

な く、タメーシ (玉代勢)、 リンドー (伝道)、 クェー (桑江)、 イ

リー (伊礼)、 ハンザン (平安山)な どの人がクシンダカリに加勢

して綱を引いていた。クシンダカリが勝つと、豊作になると言われ

ていた。

、′ヽ´
′ / カ リ

カ リクシン
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≪聞取 り調査風景≫



ム ラ チ

小集落

村内。イチゴーとニゴーの家が集まつている一帯を言う。

カニク

カニクヤールイとも言 う。サンゴーとほぼ同じ範囲である。力

ニクにはイチゴー、ニゴーからのヤーワカヤーが多かった。

社会的区分・その他

北谷二箇。チャタン (北谷)、 タメーシ (玉代勢)、 リンドー (伝

道)の 3集落のことを言う。ほとんどの行事をこの 3集落一緒に行

なっていた。行事のときには、ナナクミワイといって、集落の規模

にあわせてチャタン (北谷)4、 タメーシ (玉代勢)2、 リンドー

(伝道)1の 割合で費用を分担していた。ガンも共有していた。ま

た、チャタンサンカの中の他の 2つ の集落に嫁いだときには、ンマ

ザキは出さなくても良かった。ジュショーインも、チャタンサンカ

で運営していた。

集落

石平屋取。チャタン (北谷)集落の東南方向、北谷町域の南端に

位置した屋取集落。チャタン (北谷)と の付き合いはあまりなかっ

たが、キタタマショーガッコーの運動会などの学校行事は一緒に参

加していた。また、チャタン (北谷)の綱引きを見物に来たりもし

ていた。

現在のリージョンクラブから北中城村向けの一帯にあった集落

である。

河 川

ユナフイバルの北側にあった川。

→石平屋取のイハガーを見よ。

イートゥシガーラ 【※編注:P37「戦時中の石平屋取」の地図に記載】

サーラガーの上流で、フテンマバシからイー トゥシあた りの流れ

を言 う。

→石平屋取のフテンマバシを見 よ。

タンサンカ

イシン ヤードゥイ

イハガー
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■ヤーワカヤー :分家。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ンマザキ :他集落から嫁をもら

う婿が、女性の集落の青年たち

に出す酒代。

≪聞取 り調査風景≫



イーグチ

イーグチガーラとも言う。タメーシ (玉代勢)のチブガーから流

れてくる川。川幅は 2mぐ らいで、長さは20mぐ らいだった。流

れの途中にンマアミシグムイがあった。水が溜まっていた。

→玉代勢のイーグチガーラ、チブガーを見よ。

シルヒージャー

チャタングスクの北側を流れる川。ウフンダの方から流れてき

ていた。ケンドーから下流はチャタンガーラと言 う。シガイガー

ラと言う部分もある。

川の流れるあたリー帯を指すハルナーでもある。

戦後直後に、キヤンプ瑞慶覧からの洗濯排水で浜が汚染されると

いう問題が起きたため、排水を沖に流すためのパイプがシルヒー

ジャーの南側につくられた。現在、そのパイプは壊されている。

現在の自比川のことである。

→伝道のシガイガーラを見よ。

丘陵

きゅうりょう

北谷城。集落の北側に広がる標高 40mぐ らいの丘陵である。

グスクとも言う。話者によると、学校では「大川城」と教えられ、

クルマボーで戦ったという話などを聞いたと言う。

チャタングスク内にはアガリウタキ、イリウタキ、トゥン、ジュー

サンウコール、力ニマンウファカ、グスクヒヌカンといつた多 くの

拝所がある。現在はフナウクイモーの拝所も設けられている。拝

所の中でも、特にイリウタキとグスクヒヌカンは聖域とされ、屋号

ヌンドウルチの家人だけしか入ることができなかった。イリウタ

キとグスクヒヌカン以外の場所は自由に立ち入 りできたので、個人

で畑を作つたり、子どもが遊びに入つたりしていた。上の方には

シークヮーサー (ヒ ラミレモン)やバンシルー (グ ァバ)などがた

くさん生えていた。インギーマー (ハ リツルマサキ)や イチュビ

グヮー (い ちご)などもあった。

チャタンシジー

屋号クンミ (小嶺):1と 屋号カミリンドー (嘉味伝道):2の あた

りから100mほ ど東の方角に行ったところの丘陵を言 う。ハツ

ドーキの近 くである。松が 2～ 3本 とソテツや雑木などが生えて

いた。チャタンシジーにのぼると、チャタン (北谷)やシナビ (砂

辺)の浜が見えた。墓が 3基、放置されている墓が 1基あった。イ

チャタン ス ク
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■イビ墓 :神 の墓。

■ンマアミシグムイ :家畜 (馬

牛)に水浴びをさせる場所。

■ウフンダ :中城村 (現・北中城

村)に あった大平屋取。

■キヤンプ瑞慶覧 (キャンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

■クルマボー :殻竿。麦や豆など

の脱穀用具。

≪チャタングスク≫

≪グスク火の神≫



ビ墓であった。後ろの方には石を掘 り出した跡があった。

チャタン (北谷)の発祥の地と言われ、チャタンシジーに住み着

いた 5家族の伝承がある。話者によると、戦前、すでに屋敷跡はわ

からなくなっていたが、「どこそこには誰々の屋敷があった」という

ことは覚えられていたと言う。

小ハル名

ムラウチとメーグシクジマを隔てる深田。メーグシクジマの南

西側とイリメンターは、ポトンからの水がそれぞれに分水されてい

たため、ユバーとなっていた。1～ 2月 頃にバナナの本などの丸太

を沈めて足場にしていた。

キシャミチヌウィー
てん

キシャミチの東側一帯を言 う。田んぼとサ トウキビ畑が点
ざい

在 し
えんがい

ていた。キシャミチヌシチャよりは塩害が少なかった。

キシャミチヌシチャ

キシャミチの西側一帯を言う。海が近いの
えんがい

で塩害があり、

キビ畑はなかった。ほとんどが田んぼで、ヒジグミという

えていた。

カンタ

カンタバルとも言 う。ソー トゥクバルをのば り切って少し平
たん

坦

になったあたりを言う。畑地が多かった。

ナカイサーラ

ナカイサーラバルともいう。ウフドーバルの後ろで、ユナフイバ

ルの一部を言 う。土質はマージだった。山になつているところが

あり、麓の方に北向きの墓があった。高台になっていて涼しく、大

根がよくできた。

メンター

チャタン (北谷)の屋敷地の南側一帯。メンターグヮーとも言う。

マタジ

チャタンターブックヮからの排水が海に流れ込むところ。小さい

石垣があった。満潮になると水がいっぱい入ってきた。干潮になる

と潮が引き、そこに田の水が流れ込んでいた。干潮時はセーグヮー

猟
口印

ウ

う
植

卜

を

サ

¨
種
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クシユバー
≪聞取 り調査風景≫

■ユバー :泥が深い田んぼ。

■ヒジグミ :稲 の一種で、のぎが

長いのが特徴。

■マージ :赤土質の土壌。マージ

でできた芋は小さいが美味しい。



(小エビ)などがよくとれた。

マタジー帯の海岸はアダンが生えていたが、護岸が作られるとき

に潰された部分がある。護岸ができてからはモクマオー (ト キワ

ギョリュウ)が植えられていた。

戦前は何もなかったが、現在は碑が建てられてお り、屋号ヌン

ドゥルチが拝んでいる。

イートゥシ 【※編注 :P37「戦時中の石平屋取」の地図に記載】

サーラガーの上流の
けいしゃ ち

傾斜地一帯。イー トゥシバルとも言 う。急

な傾斜地にたくさんの墓があった。チャタン (北谷)やチャタンヌ

メーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)の人の墓が多かった。戦時中、チャ

タンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)の人たちは、このあたりに

避難した人が多かった。

→北谷ヌ前屋取のイートゥシを見よ。

メーグシクジマ

ムラウチからクシユバーをはさんで北東にある一帯。11軒の家

とガンヤーがある。

メーグシクジマの入口に細長い、楕円形の石碑が立っていたが、

何も刻まれていなかった。直径 1～ 1。 5m、 高さ lm弱 の築山も

あった。話者によると、マーイシの碑だったかもしれないと言う。

メーヌハルー

サンゴーの一部とカニクの東側一帯。

このあたりの家は、屋号メーヌハルーヤマガー (前 ヌ原山川)、

屋号メーヌハルーイリーグヮー (前 ヌ原伊礼小)の ように、屋号に

メーヌハルーとついていることが多い。

ヌールジー

チャタングスクのなかにヌールジーと呼ばれる土地があり、畑と

して整地されていた。チャタン (北谷)の ヌールが琉球王府から拝

領した土地と言われている。もともとヌールは屋号ヌンドウルチ

の家から出ていたが、ヌールが嫁に出るときにヌールジーを持って

いつたので、屋号クシイサヤグヮー (後伊佐屋小)が持ち主になっ

ていた。

水田地帯

集落の東側に広がっていた田んぼ地帯。西側にも田んぼは多かっ

チャタンター ク

（
∠

≪マタジ≫

■マーイシ :黒色の堅い石。

■ヌール :神女。



タンイノー

たが、 そこは海が近 く

えられなかった。

タスがtハ                           ひんじゅ     う

塩害が出るため、ヒジグミという品種しか植

イノー

【※編注 :P23「戦時中の北谷ヌ前屋取」の地図に記載】

シルヒージャー河口からアラファヌシーのやや南のあたりまで

の珊瑚礁。幅の広い干潟で、ほとんど砂地だった。アーサ (ヒ トエ

グサ)やナチョーラ (マ クリ)などの海藻が生えていた。ところど

ころに岩盤が出ている。塩などを作 った。戦前はスクが寄ってき

ていた。夜はイジャイをしてタコなどを取る。しかし、話者による

と、危ないとか畑仕事が忙しいという理由で、海に行 くことを嫌う

人が多 く、イジャイは好きな人だけが行っていたと言う。

チャタンイノーは、現在の安良波公園の北側 3分の2く らいにあ

たる。

干瀬

【※編注:記載した地図の範囲外にあるため、地図上には記載していない】

話者によると、場所はよくわからないが、名前は聞いたことがあ

ると言う。名前の由来はわからない。

県道

県道。チャタン (北谷)の西側を通っていた道。バスがすれ違い

できるほど広い道だった。バスは一日2往復走 っていた。新垣バ

スが運行していたが、いつも乗客がいっぱいで、なかなか停まらな

かった。ハツドーキができる前までは、製糖の時期になると嘉手納

製糖工場にサ トウキビを運ぶための荷馬車がたくさん並んでいた。

ケンドーの補修工事は集落ではやらなかった。請負人がいて人足

を集めて行なっていた。

タメーシ (玉代勢)の 間取 り情報によると、補修工事の一日の賃

金は35銭で、監督はヤマトンチューだったと言う。

現在の北谷交差点あたりは、ケンドーとその下の畑との段差が 1

丈 (1。 8m)ほ どもあった。

村道

タメーシ (玉代勢)の後ろを通る道。タメーシミチ、デ インドー

ミチ、ジキランミチともいう。 リンドー (伝道)を抜けて瑞慶覧に

向かう道。

ウラン ン

ケンドー

クシミチ
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■ヒジグミ :稲 の一種で、のぎが

長いのが特徴。

■スク :ア イゴの幼魚。

■イジャイ :い さり。火を使う、

夜の漁。

■新垣平尾バス :戦前の乗合自動

車。那覇～名護間を運行。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ヤマトンチュー :日本人。沖縄

に対して日本本上の人を言う。



ハツドーキミチ

イシンダヤードゥイ (石平屋取)に 向かう道。 ミーミチとも言う。

もともとあった道を拡張した。その工事のときには、チャタン

(北谷)で も人足の募集が行なわれた。

メーベーミチ

ハツドーキミチの一部。ハツドーキミチのうち、屋敷のある地帯

にかかっている部分だけを言 う。屋敷のある地帯を過ぎたあたり

からは、ハツドーキミチ、ミーミチ、サーターヤーミチなどと言う。

生活道

メンターにある道。2本あり、1本は屋号シーサ~二 ~:77の とこ

ろからのびる道。もう1本は、さらに東側にあり、2本は南北にほ

ぼ平行に走っていた。

坂道

ハツドーキミチと交差する畑の中の道から、タメーシ (玉代勢)

のナカミチに通じる坂。タメーシ (玉代勢)の屋号ウフグシク (大

城)ま でが坂になっていた。

鉄道

沖縄県営鉄道嘉手納線の線路。大雨でも浸水しないように、盛 り

土や埋土した上にレールが敷かれていた。1日 に 1回は 1両のガソ

リンカーが走っていた。周囲に柵がついていたので、外からぶらさ

がって乗ることができた。

戦争で石炭の質が悪 くなってからは汽車の速度が遅 くなっていた。

現在の牧港あたりは、ワイトゥイになっていたために人気がな

く、フェーレーが出ると噂されていた。

丘躍野

一 日と 五日には、チャタンサンカの小学校 5～ 6年生が当番で

メンターミチ

アラビラー

チョーローヤマ
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1暉冬

≪聞取 り調査風景≫

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国 0平安山・桑江・北谷 0

大山 0真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀 0古波

蔵 0那覇の 15駅があった。

■ワイトゥイ:切 り通し。山など

を切り開いて作った道。

■フェーレー :追いはぎ。

■北谷村の三大祭り:①北谷長老

祭 ②海神祭 ③野国総官祭

清掃に入っていた。

北谷村が行なう三大祭 りの一つとして、長老祭を行なっていた。

もともとはチョーローヤマでの祭 りは、 1日 暦 8月 15日 に行なって

いたが、野国総官祭と日程がかちあってしまうので、長老祭は旧暦



9月 15日 に変更された。長老祭では何度かムラ芝居も行なった

が、それを観るために集落内が無人になってしまい、盗難があった

り、人が集まるのでチ ョーローヤマの整地が悪 くなるという理由

で、キタタマショーガッコーに場所を移してやるようになった。ム

ラ芝居の演目は「阿麻和利」0「八重山節」。「八重瀬万歳」0「 ミルク

節」0「加那ヨー天川」0「双児物語」などで、演じるのはすべてチャ

タン (北谷)の男性だった。

現在、入口にある石碑や階段は、戦前のままである。長老祭も毎

年、 1日暦 9月 15日 に行なわれている。

テ〕「 から出る船のフナウクイをした丘。チャタングスクの西側

崖の麓にあつた。戦後の 1号線 (現在の国道 58号線)の建設に

よってなくなってしまつたので、その代わりに崖の上にウコールを

置いてある。

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の間取 り情報によると、

チャタングスク内の北谷モーシーの墓とスーガーとの間あたりに

あったと言う。ちょっと小高い丘になつており、そこで女性たちが

太鼓を叩いたり、煙を出したりして、航路の無事を祈っていた。主

に紡績に行 く人たちを見送っていた。昭和 12(1937)年以降はフ

ナウクイをする余裕はなくなつており、あまり行なわなくなった。

イーザチンヤマ

屋号イーザチン (上座喜味):238と タメーシ (玉代勢)の屋号クェー

ドゥンチ (桑江殿内)の 間にあった山。周囲から4mく らい盛 り上

がっていた。木が鬱蒼と茂っていて、近隣の家が影になるほどだつ

た。昼でも晴く、寂しいところだつた。話者によると、墓はなかっ

たが、戦時中は防空壕を掘ってあったかもしれないと言う。

集落を見下ろせる小高い丘。メーグシクジマの西端のあたりを

言う。土質はニービだった。

タマガイ ンジドゥクルーだったので、 1日 暦 8月 10日 のトウカ

ウガミのときにはタマガイを見るために、青年たちがこの山にの

ぼっていた。集落内にはマータク (竹の一種)を持った青年たちが

いて、タマガイが上がつたら、イーヌアタイから集落内に合図し

あつて、どこの家からタマガイが上がったかを確認していた。

フナウクイモー

イーヌアタイ
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■ムラ芝居 :集落の人たちが演じ

る芝居。

≪長老祭≫

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■北谷モーシー :絶世の美声の持

主と言われる伝説的な女性。

■紡績 :大正・昭和期に盛んだっ

た阪神や中京の製糸紡績工場へ

の出稼ぎ。

■ニービ :赤 くざらざらした堅い

土質。

■タマガイ ンジドゥクルー :タ

マガイを見る場所。

■タマガイ :凶兆。火の玉が家の

上に高く上がつたりすること。



ポトン

池沼 ●

イーグチの流れが終わるところにあった池。3m弱 の

なっていた。その周 りはユバーになっていた。

マタジのところにあった岩礁。lmぐ らいの高さがあった

りもさらに高かった。

ンマアミシグムイ

屋号ミ~:105の南側にあったクムイ。ケンドーに架かる溝のとこ

ろがクムイになっていて、家畜 (馬
0牛)に水浴びをさせていた。

クヮーディーサーグムイ

チャタン (北谷)とチャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)

の境界にあったクムイ。昭和に入った頃には水は干上がっていて、

手足を洗 うぐらいの広 さになっていた。クムイの側に、クヮー

デ ィーサー (モ モタマナ)の本があった。木のところにビジュルが

あり、クヮーディーサービジュルと呼ばれていた。

チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)の西方向へ行った、

海の中にあった岩。

ナカヌシーヘのウトウーシをする場所だつた。 1日 暦 5月 4日 に

はチャタン (北谷)の人みんなでシーに行き、子どもたちは肉をも

らつて食べていた。 1日暦 6月 25日 の綱引きのときに拝んでいた。

現在のアラファヌシーは、昔の 10分の 1の大きさになっている。

→北谷ヌ前屋取のアラファヌシー、ナーカヌシーを見よ。

ナカヌシー 【※編注 :P23「戦時中の北谷ヌ前屋取」の地図に記載】
ま つ

チャタン (北谷)の浜の沖にあった岩。ヒヌカンが祀られている。

ウマチーと旧暦 5月 4日 に拝みに行っていた。

現在も拝みが行なわれている。

→北谷ヌ前屋取のナーカヌシーを見よ。

マタジヌシーグヮー

たき

滝のように

ご がん

護岸よ

魚垣 憂ト

話者によると、場所ははつきりわからないが、イジャイをよくす

岩瀬

アラファヌシー

イーマガチ

■ユバー :泥が深い田んぼ。

■クムイ:池。沼。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。

■ウトゥーシ :遥拝。

■シー :岩。

≪ユッカヌヒーの拝み≫

■イジャイ :い さり。火を使う、

夜の漁。



る人たちには知られた場所だったらしいと百う。

クェー (桑江)の 間取 り調査によると、チャタン (北谷)の方に

あり、戦前、すでにあまり使われていなかったが、浅瀬に石で囲み

を作って魚を捕らえる場所で、その石積みの跡が残っていたと言う。

II湧水井戸 鷹爾
[亜三:三互亜I≡∃

ハツドーキの近 くにあった湧き水。ウスクヌイジュングヮーと

も言う。広さは半間四方で、ニーブで汲めた。水は冬でも温かかっ

た。屋号クンミ (小嶺):1と 屋号カミリンドー (嘉味伝道):2の 2

軒が使 っていた井戸である。近 くに、他 にも2か 所のイジュン

グヮーがあった。

現在、チョーローヤマの合祀所に祀られている。

カンタヌカー 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

カンタヌカーグヮーとも言う。ナカイサーラバルの中にあった。

ユナフイバルとナカイサーラの山がぶつかるところにあった。1～

2mの 滝のようになっていた。雨が降らないと涸れるぐらいの井

戸だった。周囲に家はない。ヤジナケーマからの排水が流れ込ん

でいた。水量は少ない。

現在、チョーローヤマの合祀所に祀られている。

II掘
井戸 Eヨ

巨≡亜亜∃
チャタングスクの西麓にある井戸。この井戸からウブミジを汲

んでいた。きれいな澄んだ水で、お茶を入れるための水や豆腐を作

るのに向いていた。lmぐ らいのつるべ縄があったが、ニーブで汲

める深さだつたので、ニーブで汲んでいた。

スミムンガー

屋号カーヌハタグヮー (川 ヌ端小):230の屋敷内にあった井戸。泥

水が溜まっていたため、普段の飲み水や生活用水としては使われて

いなかったが、造 りは立派な丼戸だった。泥染めに使 う井戸だとい

う言い伝えがあった。

現在、チョーローヤマの合祀所に祀られている。

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】
すい ろ   か

クシユバーから流れる水路に架かっていた橋。平たい石を置いた

土春71「可

ハ シ
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■ニーブ :ひ しゃく。

■イジュングヮー :泉。

≪カーの合祀所≫

■ウブミジ :産湯に使う水。

■ニーブ :ひ しゃく。

≪スーガー≫



だけの簡単な造 りだつた。

シルバシ

シルヒージャーに架かっていた石橋。橋から水面までは3mぐ

らいだった。子どもたちが、飛び込んで遊んでいた。橋の石材はユ

ンタンジヤー石で、橋の路面にあたるところはフールに使 うよう

な、畳一畳 くらいの広さの平らな石だった。欄干は高さ 1尺 (0。 3

m)、 幅 1尺 (0.3m)で、やはリユンタンジヤー石でできていた。

ティーチバシグヮー
か

ケンドーに架かっていた橋。ローラーで橋が
くず

崩れる事件が起き

てからは、ローラーバシと呼ばれるようになった。

ケンドーに架かっていた橋。スーガーの南側で、クシユバーから

の排水の上に石橋が架けられていた。

もともとはテ ィーチバシグ ヮーと呼ばれていたが、昭和 11

(1936)年 12月 8日 に、ジャーガルミチの工事に使われたロー

ラーが橋を渡ろうとしたときに橋が崩れてしまい、ローラーを見物

に来ていた子どもたちが巻き込まれて数名の死傷者が出た。この

事件のあとからローラーバシと呼ばれるようになった。

現在の北谷交差点のあたりである。

→謝苅屋取のジャーガルミチを見よ。

サーラバシ
か

イートゥシガーラの下流で、ケンドーに架かっていた橋。

チャタン (北谷)と クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の

間にあつたトンネル。馬車がすれ違いできるくらいの幅があった。

話者によると、バスも通れたので、幅 5m以上で、高さは2m20～

50cm、 長さは長かった印象だと言 う。セメントか石積みだつ

た。 トンネルの中は涼しかった。

クェーエキの近 くにはセーマイジョがあつたため、そこまで馬車

で米を運んでいたが、チャタントンネルのあたりは高地になってい

たので、人手が 2人分必要だった。

チャタントンネルの上の丘陵などでモーアシビをしていた。2～

3人で座れるような場所が 2～ 3か所あった。屋良飛行場の建設を
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ローラーバシ

トンネル

チャタントン

■ユンタンジヤー石 :読谷の海岸

から掘り出される石。

■フール :便所。石で囲んだもの

で、中に豚を飼い、糞は豚の飼

料となった。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■屋良飛行場 :昭和 19(1944)

年に日本陸軍が建設した飛行場。

中飛行場。米軍に接収され、現

在の嘉手納基地となつた。



エ
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覇

橋生
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こくば ぐみ  はつ ぱ        こわ

していた頃に、国場組が発破をかけて壊した。 トンネルの土台の平

たい石は戦後まで残っていた。

→桑江ヌ前屋取のクェーエキ、セーマイジョを見よ。

停車場

沖縄県営鉄道嘉手納線の北谷停車場。チャタンエキとも言 う。

木製の屋根がついていた。椅子もあったため、青年たちの遊び場所

ともなっていた。

エキグ ヮーから朝 6時 30分に出て、1時間半ぐらいで安里駅に

着 いた。料金は片道 36銭だ った。学生用の 4か 月分の定期は

10円 50銭した。

もともとは田んぼで、その中にレールを敷 くため、工事が大変

だった。土を盛ってあるので、ちよつと高 くなつている。

か で な                              か

沖縄県営鉄道嘉手納線の鉄橋。シルヒージャーに架かっていた

橋

公共施設 dL
きんゆう き

シンヨークミアイ、クミアイ、クミエーとも呼んでいた。金融機

関のようなものであつた。精米作業もしており、経営するセーマイ

ジョがクェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)に あった。

サンギ ョークミアイの建物は、石垣に囲まれた三階建てのカーラ

ヤーという造 りだつた。給仕が 1人雇われていて、事務仕事をして

いた。昭和 15～ 16(1940～ 41)年 頃には閉鎖していた。

→桑江ヌ前屋取のセーマイジョを見よ。

学ヽ校。のちの国民学校。男女共学で、一学年 3～

40名 ぐらいで、高等科は30名 ぐらいだった。先生方はチャタン

(北谷)や近 くの集落の貸家を借 りている人が多かつた。なかには

喜舎場から自転車で通勤して くる先生もいた。教頭先生は馬で通

勤していた。

学校敷地はルガイ (リ ュウゼツラン)で囲われていた。ケンドー

沿いには高さ lmの塀が作 られていた。校門はケンドーに面して

2か所あり、南側の門が正門だった。門を入ると両脇にアカギの本が

69
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ョークミアイサ ン

学校

マショー ツ コ ーキ タ

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国・平安山・桑江・北谷・

大山・真志喜 0大謝名 0牧港・

城間・内間・安里・与儀・古波

蔵・那覇の 15駅があった。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■北玉尋常高等小学校 :北谷尋常

高等小学校の分教場であった。

大正 3(1914)年 に北玉尋常小

学校 と して開校 し、大正 6

(1917)年に高等科を設けて北

玉尋常高等小学校となった。



生えていた。校庭には他にデイゴ、アカギ、ガジマル、カシノキ (樫

の木)と いった本が植えられていた。校庭の南東側には大きなガジ

マルが生えていて、校庭の半分近 くが影になっていた。昔はこのガ

ジマルのあたりまで海で、ガジマルはフナチナジボーだったと言う

言い伝えがあった。大雨が降ると、学校の周 りは膝まで水浸しに

なった。また、校庭は砂場になっていて、高跳びや走 り幅跳びがで

きた。キタタマショーガッコーになる以前は、校庭の真ん中に築山

があったが、校舎を改築したときに崩した。校庭の西側にはキカイ

ボーが 4～ 5基備えられていた。

校舎は瓦ぶきだった。コの字型をしてお り、北側が高等科の棟

で、東側が le2年生の棟、南側が 304年生の棟だった。高等科の

棟の北側が校長室だった。校長室のならびに宿直室、築山、池など

があった。キタタマショーガッコーができる前は、このあたりにバ

ンジュがあったという。

ケンドーの下の方の田んぼと畑を借 りて農場にしていた。高等

科の先生が畑を耕していた。

戦時中は日本軍の球部隊・石部隊の野戦病院として使われたため

に、大きい家やムラヤーを分教場にして、学年ごとにわかれて授業

を行なっていた。

戦後は、現在の謝苅区の方に移った。最初は昭和 22(1947)年

に山をならしてコンセットの校舎を建てた。その後、茅ぶきの校

舎、瓦とトタン屋根の校舎、コンクリート校舎へと建て替えられて

いった。

ウフドーバルにあった製糖工場。キョードーセートーとも言うが、

普通はハツドーキと呼んでいた。騒音が大きかった。チャタンサン

カの人 々が使 っていた。サンギ ョークミアイが管理していた。話

者によると、使用料というのはなく、サンギ ョークミアイがサトウ

キビを買い取るというかたちで運営していたのではないかと言う。

もともと、チャタン (北谷)に は 6～ 7軒のサーターヤーがあつ

。サーターヤーで製糖する以外に、嘉手納の製糖工場にサトウキ

を運んで製糖することもあった。ハツドーキができてからは、サー

ーヤーは使われなくなった。

製糖小屋。ハツドーキのところには 4軒のサーターヤーが集まっ

た

ビ

タ

工場

ツヽドーキ

製糖小屋 罐
サーターヤー

■フナチナジボー :船をつなぐ棒。

■キカイボー :鉄棒。

■球部隊 :牛島満中尉の率いる第

32軍の通称。

■石部隊 :第 62師団独立歩兵第
12大隊の通称。

■ムラヤー :集落の集会所。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。



ていた。瓦ぶき屋根だった。

ハツドーキができてからは、バツドーキから出るサ トウキビの殻

を集積する場所になっていた。

サーターヤー

製糖小屋。マタジに行 く途中にあった。

サーターヤー

製糖小屋。カニクにあった。

タメーシ (玉代勢)の タメーシガーの近 くにあった
なわしろ

苗代。タメー

シガーから流れ出る水を利用して、苗代を作つていた。 1日 正月のあ

との初午の日に籾まきをして、2月 に苗を植える。チャタンサンカ

合わせて400～ 500坪以上あった。幅は50mぐ らいで、長さ

は 100mぐ らいである。

→玉代勢のチブガーを見よ。

ナーシルダ

スーガーの足下にナーシルダと呼ばれる土地があった。ミフー

ダ、カミグサイヌナーシルダとも呼ばれていた。2坪 ぐらいの広さ

だった。苗代に使われているわけでもなく、特になんの用途にも

使ってはいなかつたが、水はいつも張ってあった。

チャタングスク内にある拝所の 1つ である。 1日 暦 5月 15日 の

グング ヮチウマチーのときに拝んでいた。ウンサクを各家庭で

作って、集落の役員がそれを集め、屋号ヌンドゥルチに納めた。現

在はお米を集めて、米を奉納している。

平成 16(2004)年に北谷町指定文化財となった。

イリウタキ

チャタングスク内にある拝所の 1つである。 1日 暦 5月 15日 のグ

ングヮチウマチーのときに拝んでいた。戦前、チャタングスク内に

自分の土地を持っている人もいたし、畑も作ってあって、一般の人

が自由に立ち入 りしていたが、イリウタキの付近だけは立ち入らな

かつた。イリウタキに行 くのは屋号ヌンドゥルチの家人だけだった。
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田

―シノ

≪ミフーダの碑≫

■グングヮチウマチー :5月 に行

なわれる農耕に関する祭り。ノ

ロ (神女)が祈願をささげる。

■ウンサク :神 に供える酒。

■北谷町指定文化財 :平成 16
(2004)年 3月 26日 に①ハマ

ガーウガン ②アガリウタキ

③ トウン ④チブガーの4か所

が指定された。

≪東り御嶽≫



トゥン
ちょうじょう        はいしょ

チャタングスクの頂上にある拝所。戦前は現在の位置より北北

東 15mほ どの位置にあった。現在は、トゥンの祠に隣接してアガ

リウタキの祠が立つている。また、祠の東側には畑の痕跡や屋敷の

跡らしい石積みが残っていた。屋敷 2つ分 くらいの長さで、高さは

1尺 (30cm)ぐ らいだつた。石積みの中は芋畑になっていた。

平成 16(2004)年に北谷町指定文化財となった。

ジューサンウコール

話者によると、戦前、この拝所は屋号ヌンドゥルチの人たちだけ

が拝んでいたので、知らなかったと言う。

戦後、チョーローヤマの方に遷座していたが、現在はチャタング

スク内の元の場所に戻してある。平成 10(1998)年のウーンナの

ときには元の場所で祈願を行なうことができた。

戦前のウコールは石灰岩でできていたので、線香を供えるたびに

だんだん焼けいつて、ばろぼろになっていた。戦後、セメントで型

をとって新たに作 り直した。古いウコールは新しいウコールの中

に埋め込んである。

ビジュル 【※編注:P23「戦時中の北谷ヌ前屋取」の地図に記載】
はいしょ

ナカヌシーにあった拝所。シーの上にビジュルがあって、毎年ウ
おが

マチーと旧暦 5月 4日 などに拝みが行なわれていた。

戦前は人骨があったが、戦後はなくなっていた。

戦後、ハンビー飛行場が返還されてから入れるようになった。返

還されるまでは拝みも絶えていた。

話者によると、現在は石のウコールが置いてあるが、戦前もあっ

たかどうかはわからないと百う。

→北谷ヌ前屋取のナーカヌシーを見よ。

クヮーディーサービジュル

チャタン (北谷)とチャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)

さかい

の境、
はいしょ

クヮーディーサーグムイのところにあった拝所。屋号タケー

シ (高江洲):6の西側あたりで、ケンドー沿いに、クヮーデ ィーサー

(モ モタマナ)の本とビジュルがあった。土に埋まつた石を、小さ

な石の祠で囲ってあった。

寺饉自

樹昌院。タメーシ (玉代勢)の集落入口にあった寺。カーラヤー

ュショーイン

〔
∠

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

≪殿≫

≪西御嶽・十三御香慮≫

■ウーンナ :大綱引き。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■シー :岩山。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。

■ウマチー :稲麦などの農耕に関

して行なわれる祭り。

■ハンビー飛行場 :米海兵隊のヘ

リ基地。昭和 56(1981)年 に

返還された。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。



だった。

庭でエ イサーやシーシモーラシをやった。エ イサーやシーシ

モーラシはジュショーインから出発し、屋号ヌンドゥルチ :239と ム

ラヤーを回った。

ジュショーインはチャタンサンカの所有で、チャタン (北谷)4、

タメーシ (玉代勢)2、 リンドー (伝道)1の割合で費用を分担して

いた。葬式、年忌、法要などはジュショーインの住職にお願いす

る。住職は、昭和初期には片岡先生という方で、北玉尋常高等小学

校の教師でもあった。そのため、ジュショーインの部屋を使って、

法話や補習などを行なっていた。中学校受験をする生徒が受験勉

強をしていた。片岡住職が移動になったあと、高江洲恵信氏が住職

となった。戦後、高江洲氏が亡 くなった後は、喜瀬氏が住職を継い

でいる。

しき ち

の獅子を置 く小屋。ムラヤーと同じ敷地の東角にあった。

旧暦 7月 や、 1日 暦 8月 の十五夜のときなどに獅子舞を行なった。屋

万ヌンドウルチ :239、 ジユシヨ~イ ン、ムラヤーの順に回っていた。

獅子舞は昼に行なわれ、夜にはムラアシビがあつた。

集会所

チャタン (北谷)の集会所。ムラウチの真ん中にあった。平屋で

瓦ぶきだった。床は板張りで、アマハジや雨戸もあった。ムラヤー

と隣接してシーシヤーが建ててあった。

ムラヤーの前の広場で、フェーヌシマの練習をしていた。フェー

ヌシマは、ウーンナやムラ芝居のときの余興として行なわれていた。

馬場。ムラウチの西側にあつた。ケンドーの途中がンマイーに

なっていて、そこだけ倍の道幅になっていた。

ンマスーブはしていなかったが、アブシバレーのときにンマイー

でハルヤマスーブを行なっていた。

普段はニクブクを敷いて、稲や種籾などの干し場などに使ってい

た。

獅子屋 燿
シーシヤー

ムラヤー
「

■|

馬場

ンマイー
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■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■シーシモーラシ :獅子舞。

■ムラヤー :集落の集会所。

■北玉尋常高等小学校 :北谷尋常

高等小学校の分教場であった。

大正 3(1914)年 に北玉尋常小

学校 と して開校 し、大正 6

(1917)年に高等科を設けて北

玉尋常高等小学校となった。

■ムラアシビ :歌・三味線・踊り

などを楽しむこと。また、村芝

居・祭りなど、仕事を休んで行

なう演芸・娯楽。

■アマハジ :軒の差し出した庇。

■ウーンナ :大綱引き。

≪フェーヌシマ≫

■ンマスーブ :馬の飾りや歩き方

の美しさを競う。

■アブシバレー :旧暦4月 頃に行

なわれる害虫よけの行事。

■ハルヤマスーブ :耕地や農作物

の優劣を集落同士で競う行事。

■ニクブク :藁縄で編んだむしろ。



サーターヤーモー

広場

ハツドーキの近 くにあった。ハツドーキができる以前、サーター

ヤーが集まつていたあたりにあった広場。エイサーの練習に使っ

たりしていた。

ウククヌメーヌモーグヮー

郵便局の隣にある小さな広場。以前、この広場の側にウククとい

う屋号の家があつたので、この名がついた。

ターンム (田芋)の畑になっていた。

マーイサーが置いてあって、青年の遊び場所になっていた。マー

イサーは大 0中・小の 3つ あり、大きいものは 100斤 (60kg)
あつた。

綱引きが終わると、この広場で、メンダカリとクシンダカリに分

かれてのシーチェー勝負などをして遊んだ。広場の前はカニチグ

チだった。

現在はキヤンプ瑞慶覧のフェンスのすぐ内側の地点にあたり、そ

の場所に小さい石碑を建てて拝所としている。

シーサーニー

屋号シーサーニー (シ ーサー根):77の 屋敷の東角に石のシーサー

があった。シーサーは東向きに立っていて、周 りは石積みで囲われ

ていた。シーサーの高さは lmぐ らいで、子どもがまたがれるほど

の大きさだった。背中はつるつるしていた。マーイシだった。

メーグシクジマの西端にあった。チャタンサンカの人が使 う場

合にはお金はとらなかった。チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前

屋取)の人たちは、ここのガンを借 りていた。話者によると、ガン

ヤーの鍵は区長が管理していたようだと言う。

ガンヤーは、ガンが納まるように幅 4mぐ らいで、高さは lm
50cmぐ らいだつた。屋根は瓦ぶきだったが、普段はあまり人が

こないので草が生えていた。葬式のあるときなどに手入れしてい

た。

ガンの長さは3m50cmぐ らいだつた。普段は解体 してガン

ヤーに納めてあり、葬式のあるときに喪家に持っていって組み立てる。

棺を墓に運んだあとは、墓でそのまま再び解体し、ガンヤーに納め

た。このガンは首里からの払い下げであるいう言い伝えがあった。

寵屋

ンヤー
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■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊 り、各家

を回る。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■シーチェー :お しくらまんじゅ

うみたいな遊び。

■カニチグチ :綱引きの中央。雄

綱と雌綱をつなぐ場所。

■キヤンプ瑞慶覧 (キ ャンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

≪綱のカヌチ根軸の碑≫

■シーサー :魔除けの獅子像。

■マーイシ :黒色の堅い石。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。



掘込墓 顧
力ニマンウファカ

がけ                            ほ

チャタングスク北面の崖にあったフインチャーバカ。掘 り込ん

だ跡のようなものがあり、ウコールが置いてあった。中に骨が見え

た。カニマンアンジという人の墓だったとか、チャタングスクの主

が葬られているという言い伝えがある。

チャタン (北谷)の なかでも、山川門中がカミウシーミーのとき

に拝んでいた。他に伊礼、嘉手納門中も拝んでいた。

話者によると、内容はわからないが、何か書かれた碑文が建てら

れていたと言う。

現在は、ヤマガーバルに近いほうに場所を移してある。

その他

番所。キタタマショーガッコー敷地内にあった。学校の北東角

に築山と池があり、このあたりにバンジュがあったと言う。

キタタマショーガッコーからケンドーをはさんで北西に向かい

合 う屋号マチヤイーマグヮー (マ チヤ上間小):210は、かつてはバ

ンジュヌイリーと呼ばれていた。

ンジュノ
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■フインチャーバカ :岩石や堅い

土質の斜面に掘られた横穴の墓。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■ムンチュー :門中。父系血縁に

よる一族。主に祖先祭祀を行な

う集団。

■カミウシーミー :本家の墓で行

なう祖先供養の行事。
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玉代勢

タメーシ



タメーシ (玉代勢)

チャタングスクの南東側に位置していた集落。北西側はリンドー

(伝道)、 西側はチャタン (北谷)に 隣接していた。戸数 76軒で、

そのうちカーラヤーは 16軒だった。

チャタン (北谷)や リンドー (伝道)と ともにチャタンサンカと

称される。「チャタン、タメーシ、リンドーヤ イーサンカ。ドゥー

ティーチ。ククル ティーチ。 (北谷、玉代勢、伝道は同じ三箇。

体 1つ。心 1つ。)」 と表現する。ほとんどの行事を、この 3集落合

同で行なっていた。なかでも、寅年に行なわれるウーンナが有名で

ある。

イチャバルヤードゥイ (板原屋取)、 ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)、

ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)を含めて、字玉代勢を形成してい

た。そのなかでも、集落の東側に隣接していたイチャバルヤードゥ

イ (板原屋取)は、タメーシ (玉代勢)と 関わりが深 く、運動会や

向上会などを一緒に行なっていた。

集落の真ん中を走る道、屋号メーウフグスク (前大城):31か ら屋

号アラカチグヮー (新垣小):49ま での道を境にしてイーンダカリと

シチャンダカリに分けられていた。これは、ワラビジナのときの組

分けである。また、サーターグミも2つ あり、血縁関係でイーグミ

とシチャグミに分かれていた。ニングヮチャーのときの組分けで

もある。

集落の西側、クシミチの南側をムラウチと言う。ムラウチの北東

側、クシミチの北側はクシヌヤードゥイグ ヮーと言う。

主業は農業で、芋やサ トウキビなどを作っていた。ユビダーやチ

ヤギーも多 くあり、米も作っていた。

井戸は各家にあった。屋号ナカマ (仲 間):5に は、レンガ造 りの

水タンクがあった。集落の東端には、タメーシ (玉代勢)の ンブガー

であるチブガーがあった。元旦のワカミジはチブガーから汲んで

いた。

共同のサーターヤーが、ムラヤーの北側に 2か所あった。東側が

イーグミ、西側がシチャグミのサーターヤーであつた。個人のサー

ターヤーも 1か所あり、屋号ハナウチ (花打)の ものであつた。

集落の西端に、北谷長老ゆかりのジュショーインという寺があっ

た。チャタンサンカの人たちが檀家である。エイサーやシーシモー

ラシなどは、ジュショーインで奉納舞踊をしてから出発していた。

ジュショーインの南東側には、北谷長老が葬られたチョーローヤ

マがあった。 1日 暦 9月 15日 には、北谷村の三大祭 りの 1つ である

長老祭が行なわれる。

メーグスクジマのところにガンヤーがあった。チャタンサンカで

≪聞取り調査風景≫

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■ウーンナ :大綱引き。

■向上会 :集落の産業を向上させ

るための会。優秀な人には賞状

や商品が与えられた。現在の産

業まつりのようなもの。

■ワラビジナ :子どもたちによる

綱引き。

■サーターグミ:製糖の作業をす

る組。

■ニングヮチャー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ユビダー :底なし田。深田。

■チヤギー :田 んぼの真ん中に盛

り土をして畑としたもの。

■ンブガー :産湯に使う水を汲む

井戸。

■ワカミジ :元旦に初めて汲む水。

■サーターヤー :製糖小屋。

■ムラヤー :集落の集会所。

■北谷長老 :沖縄に初めて臨済宗

妙心寺派を伝えたと言われる僧。

玉代勢の出身で、俗に北谷長老

と呼ばれた。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■シーシモーラシ :獅子舞。

■北谷村の三大祭り:①北谷長老

祭 ②海神祭 ③野国総官祭

■ガンヤー:寵 を納めておく小屋。
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利用していた。話者によると、このガン (コ ーとも百う)は、ウドゥ

ンからいただいたものだという言い伝えがあったと言 う。ガンは

4人で担ぎ、さらに荷物持ちの 1人がついた。墓までの道順は特に

決まっていなかった。ガンが家の前を通るときには、門の前にカラ

フェーを置いた。墓から戻ってきたら、 トー トーメーの前で 2尺

(60cm)ぐ らいの棒に板をつけたものを振る。カンカンブー

ブーと音が鳴る。「ウネウネ、クネクネ」と唱えながら、臼に置い

たまな板と包丁を蹴飛ばし、7回 まわって、塩をまいた。

結婚式のときのいたずらとして、ミームークを棒に乗せ、顔に鍋

の煤を塗りつけた。なお、チャタンサンカ内の結婚には、ンマデ ィ

マは必要なかった。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 2月 2～ 3日 <ニ ングヮチヤー (ク シユクワーシ)>:サ ー

ターダミであるイーグミとシチャグミの 2つ に分かれて行なわれ

る。イチャバルヤードゥイ (板原屋取)も 一緒だった。初日は集落

の入口5か所に、じめ縄と肉を吊り下げて、フーチゲーシを行なっ

た。アランモーの トウーテ イークーを拝む。豚 1頭 を 2世帯で半

分にし、シシジューシーなどのごちそうを作った。男性は豆腐 3丁

を持ち寄ったが、女性が持ってくるものは特になかった。集まる場

所は、輪番制で大きな家があてられていた。

●旧暦 6月 25日 <ワ ラビジナ>13～ 14歳以下の子どもたち

が参加する綱引きで、毎年行なわれていた。

● <ウ ーンナ>:寅年にはチャタンサンカ合同でウーンナが行なわ

れる。昼に行なう大綱引きで、300年 の歴史があると言 う。戦争

で中断したものの、戦後、昭和 49(1974)年 に復活し、その後も

昭和 61(1986)年、平成 10(1998)年 の寅年に行なわれている。

●旧暦 7月 15～ 16日 <盆 >:エ イサーは、ジュショーインに集

まってから始めた。チャタン (北谷)と リンドー (伝道)も、それ

ぞれジュショーインに集まって奉納舞踊をしていた。シチャンダ

カリからイーンダカリヘと各家をまわり、酒を 2合ずつもらってい

た。

集落域は米軍に接収され、現在の県道 130号線の南側、キャン

プ瑞慶覧内である。そのため地形は変化し、人々も他集落へ分散し

て暮らしている。しかし、郷友会を中心に、諸行事を行なっている

団結の強い集落である。米軍基地内ではあるものの、チョーローヤ

マでは毎年長老祭が行なわれている。また、平成 16(2004)年に

は、チブガーが復元され、同年に北谷町指定文化財の 1つ となっ

十,
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■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ウドウン:王子、按司 (位階名)

の家敬称。

■カラフェー :灰。

■トートーメー :祖先の位牌。

■ミームーク :新郎。

■ンマディマ :他集落から嫁をも

らう婿が、女性の集落の青年た

ちに出す酒代。

■ニングヮチヤー :旧暦2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■サーターダミ:製糖の作業をす

る組。

■フーチゲーシ :悪疫を防ぐため

のまじないの行事。

■トゥーティークー :土帝君。中

国起源の土地関係の神。沖縄本

島では農業の神とされる。

■シシジューシー :肉 を入れた炊

き込み御飯。

■ワラビジナ :子どもたちによる

綱引き。

■ウーンナ :大綱引き。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■キャンプ瑞慶覧 (キヤンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

■北谷町指定文化財 :平成16
(2004)年 3月 26日 に①ハマ

ガーウガン ②アガリウタキ

③トウン ④チブガーの4か所
が指定された。
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イーンダカリ

タメーシ (玉代勢)

村渠

上村渠。集落の組分けの 1つ。ワラビジナのときに、屋号メーウ

フグスク (前大城):31か ら屋号アラカチグヮー (新垣小):49ま で

の道を境にして分けていた。道から東側がイーンダカリである。

シチャンダカリ

下村渠。集落の組分けの 1つ。ワラビジナのときに、屋号メーウ

フグスク (前大城):31か ら屋号アラカチグヮー (新垣小):49ま で

の道を境にして分けていた。道から西側がシチャンダカリである。

砂糖組

上組。サーターダミの 1つ で 25軒あった。

ニングワチヤーのときの組分けでもある。

シチャグミ

下組。サーターグミの 1つで 26軒あった。

ニングヮチヤーのときの組分けでもある。

小集落

村内。集落の西側、クシミチの南側一帯を言う。

クシヌヤードゥイグヮー

後ヌ屋取小。クシヤードゥイグヮーとも言 う。ムラウチの北東

側で、クシミチより北側一帯を言う。

イチャバルヤードゥイ

板原屋取。タメーシ (玉代勢)の東側一帯に広がっていた屋取集

落。戸数 14軒の小さな集落だった。タメーシ (玉代勢)と 一緒に

運動会や向上会などを行なっていた。しかし、綱引きは別で、ガン

を利用することもなかった。

社会的区分・その他

北谷三箇。チャタン (北谷)、 タメーシ (玉代勢)、 リンドー (伝

道)の 3集落のことを言 う。「チャタン、タメーシ、 リンドーヤ
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イーグミ

ムラウチ

チャタンサンカ

■ワラビジナ :子どもたちによる

綱引き。

■サーターグミ:製糖の作業をす

る組。

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

≪聞取 り調査風景≫

■向上会 :集落の産業を向上させ

るための会。優秀な人には賞状

や賞品が与えられた。現在の産

業まつりのようなもの。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。



イーサンカ。 ドウー テ イーチ。ククル ティーチ。 (北谷、玉代

勢、伝道は同じ三箇。体 1つ。心 1つ。)」 と表現した。ほとんどの

行事をこの 3集落一緒に行なっていた。なかでも、寅年に行なわれ

るウーンナが有名である。行事のときには、ナナクミワイといっ

て、集落の規模に合わせてチャタン (北谷)4、 タメーシ (玉代勢)

2、 リンドー (伝道)1の割合で費用を分担していた。ジュショーイ

ンもチャタンサンカで運営していた。ガンも共有していた。

集落

石平屋取。タメーシ (玉代勢)集落の東南方向、北谷町域の南端
ヤードゥイ

に位置した屋取集落。戸数も少なく、小さな集落だった。タメーシ

(玉代勢)と 交流があり、嫁取 りもあった。

田んぼはなく、畑地で、農作物はサ トウキビを作っていた。山が

あり、松が多 く生えていた。松葉を取 りに行 くこともあった。

現在のリージョンクラブのところがイシンダヤードゥイ (石平屋

取)の 中心地だった。

河 川

チブガーからの水が流れとなり、チャタンターブックヮヘと流れ

込んで行く川。

→北谷のチャタンターブックヮを見よ。

ウティガー

イーグチガーラの上流を言う。

シルヒージャー

チャタンガーラとも言 う。チャタングスクの北側を流れる川。

喜舎場、屋宜原の方から流れてきていた。

現在の自比川のことである。

→北谷、伝道のチャタングスクを見よ。

丘陵

イチャバルヤードゥイ (板原屋取)の屋号カミーアジャマグヮー

(カ ミー安座間小):69の 西方向に行ったところにあつた。ソテツが

生えていた。モーアシビをする場所だった。マジムンがいたと言う。

イシンダヤードゥイ

イーグチガーラ

イチャバルモー
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≪ウーンナ 0ミ ルク (弥勒)≫

■ウーンナ :大綱引き。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

≪聞取 り調査風景≫

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■マジムン :魔物。化物。精。



タマタ

谷 間

集落の北方向に行つたところにあった。アカギが生えており、現

在でも残っている。タマタの下にはナービグムイがあった。

小ハル名

イチャバルヤードゥイ (板原屋取)の南側にあった平坦地。大き

な広っぱだった。名前の由来は不明。

村道

石平道。馬車がすれ違いできるほどの道幅があった。嘉手納方

面ヘサ トウキビを運ぶのに便利な馬車道だつた。コーラルで舗装

され、ローラーで敷き均されていた。

話者によると、1日 35銭の賃金で補修作業が行なわれていたが、

タメーシ (玉代勢)集落の人たちは補修作業はしていないと言う。

終戦直後まで道は残っていた。

クシミチ

ケンドーから屋号マチャーシーシグヮー (マ チャー末吉小):57あ

たりまでの範囲を言う。話者によると、その先からはイチャバルミ

チと呼ぶかもしれないと言う。

クシミチの補修工事はタメーシ (玉代勢)集落の人たちで行ない、

その作業に出ないと罰金となった。

馬車道

集落の真ん中を東西に走る道で、ムラヤーからヒージャーイーま

での範囲を言 う。荷馬車が通れるぐらいで、6尺 (1。 8m)以上の

道幅があった。

ワラビジナをする場所でもあった。

坂道

急な坂道だったので、馬車は通れなかった。道幅は 9尺 (2。 7m)

ぐらいだった。チャタン (北谷)へ と続 く道。

グソーンマイー

イシン ミチ

ナカミチ

フ
~

ア ラ
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≪聞取 り調査風景≫

■コーラル :サンゴの死骸が小石

や砂利になったもの。

■ワラビジナ :子どもたちによる

綱引き。



洞窟

イシ マ

ョーローヤマ

屋号ウフグスク (大城):30の 北西側にあったガマ。道の

に使うイシグーを取るところだつた。

ほ しゅう

補修工事

丘慶野

長老山。集落の南側の山。タメーシ (玉代勢)出身で、沖縄には

じめて臨済宗妙心寺派を伝えたと言われる僧 (南陽紹弘禅師)がお

り、俗に北谷長老と呼ばれていた。その僧をはじめとして、ジュ

ショーインの住職を葬つたところだと言われている。このチ ョー

ローヤマでは、 1日暦 9月 15日 に長老祭が行なわれていた。北谷村

が行なう三大祭 りの 1つ である。

現在、チョーローヤマはキャンプ瑞慶覧内となつており、長老祭

は基地内で行なわれている。チョーローヤマ入回の石碑や階段は、

戦前のままである。また、チャタン (北谷)や リンドー (伝道)の

合祀所もある。米軍から立ち入 り許可を得て、拝みに行っている。

タメーシ (玉代勢)のチブガーのウコールも、戦後の一時期はチョー

ローヤマに遷座してあったが、現在は元の場所に戻されている。

ヒージャーイー

屋号ハンタ (繁田):23の 西側にあった。上の方にヒージヤーの水

口が 2つ あった。

平坦地で、遊び場所だった。ガジマルや大人が 4～ 5人で抱える

ほどのヒラマーチューがあった。中は空洞の老木だった。

ヒージャーイーにはマーイサーが置かれていたが、後にムラヤー

に移された。

アランモー

屋号ウフグスク (大城):30の 西側にあつた。アラニモー、クガニ

モーとも言う。トゥーティークーが祀られていた。
よみたんそんざん ぱ

フナウクイをする場所でもあり、読谷村残波岬のあたりまで船を

見送ることができた。

池沼 ●

うつそう         こわ

タマタのところにあったクムイ。木が鬱蒼としていて怖いとこ

ろだった。マジムンがいると言われていた。
けいびんてつどう  ようすい ほ きゅう                                     せ

軽便鉄道の用水補給にも利用された。現在もコンクリートで堰き

ナ ー ム イ

′
４

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■イシグー :さ んご礁などを砕い

た細かい砂利。

≪長老山≫

■北谷村の三大祭り:①北谷長老

祭 ②海神祭 ③野国総官祭

■キヤンプ瑞慶覧 (キャンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

■ウコール :御香炉。線香を立て

る炉。

■ヒージャー :樋川。

■ヒラマーチュー :平松。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■ムラヤー :集落の集会所。

■トゥーティークー :土帝君。中

国起源の土地関係の神。沖縄本

島では農業の神とされる。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■クムイ:池。沼。

■マジムン :魔物。化物。精。



あと

止めた跡が残っている。

II湧
水井戸

匠:21≡≡∃
集落の東側にあり、ンブガーであつた。 ヒージャーガーで、水が

落ちるようになっていた。ニーブやターグなどで水を
がんたん

く

汲んでいた。

元旦のワカミジや毎日のお茶水もチブガーから汲んでいた。お茶

水以外の雑用水は、各家の井戸から汲んでいた。また、洗濯をする

ための足場用の板が 2枚浮いていた。デ ィージと言 う。板の材質

はリュウキュウマツで、サーターヤーで利用し終わったものを再利

用していた。ハーイのときでも水が涸れることはなかった。話者

によると、大ウナギ (鰻)も いたと言う。

チブガーの側にはウコールがあつた。そのウコールは、戦後、一

時期チョーローヤマに移されていた。

戦後は米軍に接収され、その後、県道 130号線の工事による石

の崩落によって、チブガーは埋没してしまっていた。いまだ、キャ

ンプ瑞慶覧内ではあるものの、米軍の文化財保護政策の一環とし

て、平成 16(2004)年に復元され、記念式典も行なわれた。戦前

のチブガーを知る人たちによると、元の姿と変わらないと言う。違

う点は、洗濯足場用の板に脚をつけたことと、ウコールを置いてい

た場所が少し違 うことだと言う。ウコールは、現在の県道 130号

線となっているところにあったため、今回、チブガーの側に復元さ

れた。

平成 16(2004)年に北谷町指定文化財となった。

県営鉄
で な    ちゃたん                                な

手納線の北谷停車場。ノリバとも言 う。無人駅。那

覇や嘉手納へ行 くときに利用していた。昭和 17～ 18(1942～

43)年頃、那覇へ行 くには片道 16銭かかった。

→北谷のエキグヮーを見よ。

共同製糖小屋。2か 所あったうちの 1つ。イーグ ミのサーター

ヤー。集落の東端にあり、シチャグミのサーターヤーの東隣で、一

段高いところに位置していた。25軒で共同利用していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。 2か所あったうちの 1つ。シチャグミのサーター

停車場

エキグヮー

鷹 願

製糖小屋 罐
サーターヤー
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≪聞取 り調査風景≫

■ンブガー :産湯に使う水を汲む

井戸。

■ヒージャーガー :樋川の井戸。

■ニーブ :柄杓。

■ターグ :桶。

■ワカミジ :元旦に初めて汲む水。

■ディージ :台木。

■サーターヤー :製糖小屋。

■ハーイ :日照り。早魃。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■キャンプ瑞慶覧 (キヤンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

≪チブガーとウコール≫

■北谷町指定文化財 :平成 16
(2004)年 3月 26日 に①ハマ

ガーウガン ②アガリウタキ

③トウン ④チブガーの4か所

が指定された。

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国・平安山・桑江・北谷・

大山・真志喜・大謝名 0牧港・

城間・内間・安里・与儀・古波

蔵 0那覇の 15駅があつた。



ヤー。集落の東端にあり、屋号ウズマーグヮー (ウ ズマー小):48と

イーグミのサーターヤーの間にあった。イーグミのサーターヤー

より、一段低いところに位置していた。26軒で共同利用していた。

ハナウチヌサーターヤー

製糖小屋。屋号ハナウチ (花打):8の 個人所有。屋敷の南側に

あった。

チブガーのあたりは、全部ナーシルダだった。

田

アランモーに祀られていた。トゥーティークーはニービ石だつた。

4人で担ぐほどの大きな石で、ニングヮチャーのときに拝んでいた。

寺 虚塾

樹昌院。集落の西端、屋号クェードゥンチ (桑江殿内):1の東側

にあつた。セメント瓦で、きれいな寺だった。

チャタン (北谷)、 タメーシ (玉代勢)、 リンドー (伝道)のチャ

タンサンカのエイサーは、ジュショーインに集まり、奉納舞踊を行

なってから、集落の各家を回っていた。

ll集
会所 饉轟

区豆王∃
集落の東端、屋号アガリリンドー (東博道):46の東側にあった。

もともとはヒージャーイーにあったマーイサーが、ムラヤーに移

されてきていた。そのマーイサーには膀みたいな窪みがあつた。

マーイサーは、戦前で無 くなっていた。

ムラヤーの東側には、チブガーから水を汲んだ帰りにひと休みす

る場所があった。

集落の西方向、メーグシクジマのところにあった。ガンは、チャ

タンサンカの人たちで共同利用していた。話者によると、イチャバ

ルヤードゥイ (板原屋取)の人たちは利用しなかったと言う。
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≪聞取 り調査風景≫

■ナーシルダ :苗代田

■トゥーティークー :土帝君。中

国起源の土地関係の神。沖縄本

島では農業の神とされる。

■ニービ石 :砂岩の堅い石。

■エングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■ムラヤー :集落の集会所。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

拝所運



ガンヤーの屋根の勾配はゆるやかだった。ガンヤーに行 くのは、

葬式があってガンを取 り出すときだけなので、普段は手入れするこ

とはなく、草が生えていた。

→北谷のメーグシクジマを見よ。

～ 復元されたチブガー ～
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■ガンヤー :寵を納めてお く小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。



玉代勢 集落の周辺
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リンドー



リンドー (伝道)

チャタングスク南側の

ラヤーが 5軒あった。

ふもと

1麓にある集落。戸数 25軒で、そのうちカー

チャタン (北谷)やタメーシ (玉代勢)と ともにチャタンサンカ

と称される。ほとんどの行事を、この 3集落合同で行なっていた。

ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)、 トーバルヤードゥイ (桃原

屋取)、 サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)を含めて、字伝道を形

成していた。

集落を南北に走る道によって、イーンダカリとシチャンダカリに

組分けされていた。道から東側をイーンダカリ、またはアガリンダ

カリと言い、西側をシチャンダカリ、またはイリンダカリと言って

いた。ワラビジナのときだけの組分けであった。

主業は農業で、芋やサトウキビを作つていた。フィリピンやベルー

など、南洋へ出稼ぎに行っていた人も多かった。マチヤが 1軒 もな

かつたので、日用雑貨などはチャタン (北谷)へ買いに行っていた。

個人で井戸があつたのは屋号ウフヤ~:12の 1軒だけで、その他

の人はチンガー、リンドーガー、ヤマガーなどを利用していた。

サーターヤーは、屋号 ミーヤシチグヮー (新屋敷小):25の 南側に

共同のものが 1か所あった。サーターグルマがあり、馬で引いてい

た。馬は持つている人に借 りて、イーマールーで返していた。松や

サ トウキビの絞 りかすを干したものを燃料にしており、さらに強い

火力が必要なときには石炭を少し混ぜていた。製糖期が終わると、

窯はそのままにしておいたが、サーターグルマははずして、横に倒

して置いた。サーターグルマの軸木は、屋号イーバシガ~:17の 東

南にあるクムイに漬けた。サーターヤーで処理できなかった分は、

荷馬車に乗せ、ケンドーを通り、嘉手納の製糖工場へ持って行った。

工場から委託を受けて、屋号メーヌヤーがサ トウキビ運搬の順番や

出荷の日にちなどを決めていた。また、チャタン (北谷)にハツドー

キがあつたが、 リンドー (伝道)の人たちが使うことはなかった。

拝所は、集落のほぼ真ん中にヤマガマーと呼ばれる拝所があった。

ニングヮチャーのときに拝んでいた。リンドー (伝道)発祥の地だ

と言われている。

ガンヤーはメーグスクジマグワーのところにあり、チャタンサン

カで利用していた。ガンの材質はチャーギ (イ ヌマキ)で、坊さん

の絵が描かれていた。ガンをガンヤーから喪家まで持って行き、そ

こで組み立てて、棺を入れる。墓まで 4名 で担いで行った。墓でガ

ンを解体して、ガンヤーに持って行って納める。 リンドー (伝道)

の人たちの墓はほとんどヤマガーバルにあった。

ガヤモーは、チャタングスクの中にあるグスクバルや、シルヒー
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■カーラヤー :瓦ぶきの家。

≪聞取 り調査風景≫

■ワラビジナ :子どもたちによる

綱引き。

■マチヤ :店。

■サーターヤー :製糖小屋。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■イーマールー :順番に労力交換

を行なうこと。

■クムイ:池。沼。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ニングヮチャー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガヤモー :屋根を葺くのに使う

茅を生やしていた野原。



ジャーの川べりなどにあった。いずれも個人所有であった。

学校は、ジキランミチからケンドーヘ出て、キタタマショーガッ

コーヘ通学していた。

ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)の人とは婚姻を結ぶことがあっ

た。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 2月 2～ 3日 <ニングヮチャー (ク スックィー)>:ヤ マガ

マーを拝んだあと、ごちそうを食べ、三味線を弾いたり、踊つたり

して遊んだ。毎年持ち回りで、大きい家を借 りて行なわれていた。

男女一緒に参加した。話者によれば、昔は青年と年寄 り組に分かれ

ていたらしい。会費はみんなから徴収しており、15歳以上からは

全額徴収であった。

●旧暦 6月 25日 <ワ ラビジナ>:豊年祝い。子どもだけでやる綱

引きのこと。集落を南北に走る道を境にして、イーンダカリとシチャ

ンダカリに分かれて行なわれた。夜に行なうので、大人たちは松明

を持って応援する。子どもは昼からチナウチをしていた。

● <ウ ーンナ>:寅年にはチャタンサンカ合同でウーンナが行なわ

れる。昼に行なう大綱引きで、300年 の歴史があると言 う。戦争

で中断したものの、戦後、昭和 49(1974)年 に復活し、その後も

昭和 61(1986)年、平成 10(1998)年の寅年に行なわれている。

●旧暦 7月 <エ イサー>:忌中の家以外、全部の家を回る。ごちそ

うを食べながら、酒をもらい、その酒を飲みながら回っていた。余っ

た酒は売って、費用にあてた。チャタン (北谷)の屋号ヌンドウル

チとジュショーインの 2か所には必ず行って、奉納舞踊をしていた。

奉納舞踊はチャタン (北谷)と タメーシ (玉代勢)も それぞれ行なっ

ていた。

●旧暦 8月 <シ マクサラシ>:魔よけ。病気や災害が入つてくるの

を防ぐための行事。集落の入口6か所に、馬車が通るぐらいの高さ

で竹を 2本立て、そこにしめ縄を張り、真ん中に豚肉をつるした。

また、豚の血はナカミチに置いておき、各自でギキチャー (ゲ ッキ

ツ)で豚の血を家の四隅につけた。

集落域は米軍に接収され、キャンプ瑞慶覧内である。米軍のエン

ジエア部隊がいた。現在 も米軍の倉庫が立ち並んでいる。県道

130号線の北側で、米軍消防署の西側あたりとなる。そのため、

人々は他集落へ分散して暮らしている。

91

■北玉尋常高等小学校 :北谷尋常

高等小学校の分教場であった。

大正 3(1914)年 に北玉尋常小

学 校 と して 開 校 し、大 正 6

(1917)年に高等科を設けて北

玉尋常高等小学校となった。

■ニングヮチャー :旧暦2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ワラビジナ :子どもたちによる

綱引き。

■チナウチ :綱 引きの綱を絢うこ

と。

■ウーンナ :大綱引き。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■シマクサラシ :集落に悪疫が入つ

てくるのを防ぐための行事。

■キャンプ瑞慶覧 (キャンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。
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イーン カ リ

リンドー (伝道)

村渠

集落の組分けの 1つ。ワラビジナのときに、集落を南北に走る屋

号メーヌヤー :11か ら屋号テイラベーチン (照屋親雲上):19までの

道を境にして分けていた。道から東側がイーンダカリ、またはアガ

リンダカリとも言っていた。綱引きに使う綱はカーニーモーで絢っ

ていた。

集落の組分けの 1つ。ワラビジナのときに、集落を南北に走る屋

号イーバシガ~:17か ら屋号ウフヤ~:12ま での道を境にして分け

ていた。道から西側がシチャンダカリ、またはイリンダカリとも言っ

ていた。綱引きに使 う綱はモーグヮーヌメーで絢っていた。

社会的区分 0その他

北谷三箇。チャタン (北谷)、 タメーシ (玉代勢)、 リンドー (伝

道)の 3集落のことを言う。ほとんどの行事をこの 3集落一緒に行

なっていた。行事のときには、ナナクミワイといつて、チャタン

(北谷)4、 タメーシ (玉代勢)2、 リンドー (伝道)1の 割合で費

用を分担していた。

ジュショーインの檀家である。

集落

謝苅屋取。リンドー (伝道)の北東方向の集落。ジャーガルミチ

を境にして、東側は字伝道、西側は字桑江に属していた。

リンドー (伝道)か らジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)へ行 く

には、シガイビラを通り、シガイガーラを越えて、チヌマタバルを
とお

通 って行った。

現在の県道 24号線沿いにある集落である。

河 川

白比川。集落の北、チャタングスクを越えたところを流れていた

川。チャタンガーラとも言 う。タマタから下流のことをシルヒー

ジャーと言う。

シチャン カ リ

タンサンカチ

ルヤード イ

シルヒ
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■ワラビジナ :子どもたちによる

綱引き。

≪聞取 り調査風景≫



シルヒージャーの流れの中、ナービグムイの下あたりに岩があり、

そこは子どもの遊び場所で、泳いで岩まで行っていた。岩はそんな

に高 くなく、子どもが 2～ 3名 のぼつて遊ぶことができた。その岩

の周囲の深さは lm50cmぐ らいだつた。

シガイガーラ

シルヒージャーの一部を言 う。ナービグムイを含んだ下流がシ

ルヒージャーで、上流をシガイガーラと言う。タマタからシガイビ

ラあたりの 100mぐ らいの範囲をシガイガーラと言う。

アラカー

新川。現在の沖縄市にある「 沖縄子どもの国」あたりから、島袋

を伝わって、県立球陽高等学校の裏側を流れてくる川。

アラカーと、喜舎場方面から流れてくるシリンカーが合流すると

ころをタマタと言い、そこから下流のことはシルヒージャーと言う。

から流れてくる川。
しまぶくろ                                   ごうりゆう

シリンカーと島袋方面から流れて くるアラカーが合流するとこ

ろをタマタと言い、そこから下流をシルヒージャーと言う。

丘陵

北谷城。オーカワジョー (大川城)と も言う。屋号イーバシガー :

17の すぐ上はチャタングスクとなっていた。屋号ナガタイ (長 田

井):14の 側から、チャタングスクヘのぼる道があつた。その道の名

前は特になかった。

大正 14(1925)年生まれの話者が子どもの頃には、東側の

はなくなつており、城壁の石はケンドーを造るために使用されたと

冒つ。

話者によると、夏休みなどには草刈 りのため、チャタングスクに

よく行っていたと言う。チャタングスク内では、草刈 りはしてもい

いが、木の枝を切つたりしてはいけないと言われていた。

個人所有のガヤモーもあった。

シルヒージャー沿いにはゴーがあった。

現在の国道 58号線と県道 130号線の合流地点のところにあ

る丘陵がチャタングスクである。チャタングスク内にある「アガリ

ウタキ」と「トウン」は、平成 16(2004)年 に北谷町指定文化財と

ほんでん

本殿

シリンカー

タン ス クチ
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≪チャタングスク≫

■グスクやウタキなどの聖域とさ

れる場所では、本を切つたり、

石を持つてきてはいけないとす

る風習が沖縄全域でみられる。

■ガヤモー :屋根を葺くのに使う

茅を生やしていた野原。



なった。

→北谷のチャタングスクを見 よ。

イチグスク

チャタントンネルが造られた丘陵地帯。南側は畑地であった。

現在の謝苅入口とシルヒージャーの間あたりであるが、全部住宅

地になつており、イチグスクの丘陵は残つていない。

谷間

アラカーとシリンカーが

流をシルヒージャーと言う。

ごうりゆう

合流するところを言 う。タマタから下

アカギが生えており、そのすぐ下にナービグムイがあった。

現在の北谷造園土木の近 くにある。

小ハル名

アガリウージバルとイリウージバルがある。

チヌマタバル

ほとんどリンドー (伝道)の人の山で、草刈 りや薪取 りに行って

いた。チヌマタバルヘ行 くには、シガイビラを通り、シルヒージャー

を渡って行った。シルヒージャーに橋は架かっていなかったが、浅

いところは、30cmぐ らいの深さしかなかったので渡ることがで

きた。

現在の北玉区公民館がある一帯である。

水田地帯

チャタンサンカの南側に広がる田んぼ地帯。チ ョーローヤマあ

たりから、現在の普天間川あたりまでを言う。

ユビダーやチアギーがあつた。チアギーは、田を掘って水を通 り

やす くし、真ん中にその掘った土を盛 り上げたものである。盛 り上

げたうえでは野菜などを栽培していた。

県道

県道。ケンドーを造るときに、チャタングスクの

された。

じょうへき

城壁の石が使用

タマタ

ウージバル

ックチャタンター

ケンドー
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■北谷町指定文化財 :平成 16
(2004)年 3月 26日 に①ハマ

ガーウガン ②アガリウタキ

③ トウン ④チブガーの4か所

が指定された。

■ユビダー :底なし田。深田。

■チアギー :田 んぼの真ん中に盛

り土をして畑としたもの。



ジャーガルミチ

現在の国道 58号線のことである。

郡 道

【※編注:P199「戦時中の謝苅屋取～桃原屋取」の地図に記載】
じゃ―がる        やまざと

現在の県道 24号線のことで、謝苅入口から山里まで行 く道を言

つ 。

→謝苅屋取・桑江ヌ前屋取のジャーガルミチを見よ。

道４
ｕ

士
Ｔ

集落の南側を走る道。

現在の県道 130号線のことで、
ず け らん

瑞慶覧へ行 く道。

ミーミチ

昭和 10(1935)年頃にできた新しい道なのでミーミチと言う。

他にも、イシンダヤードゥイ (石平屋取)か らチャタン (北谷)へ

行 く道なのでイシンダミチと言つたり、発動機があつたので、ハツ

ドーキミチとも言つたりしていた。

→北谷のハツドーキミチを見よ。

生活道

集落の前を東西に走る道で、屋号タンパラ :7や屋号ウフヤ~:12
と お

の前を通る道を言う。 リンドーミチとも言う。

ナカミチ

集落の真ん中を東西に走る道で、屋号カーヌメー (カ ーヌ前):23

や屋号イリーチクルン (伊礼築登之):21の前を通る道を言う。

クシミチ

集落の後ろを東西に走る道。屋号ミーヤシチイリー (新屋敷伊礼)

:22か ら屋号ティラペーチン (照屋親雲上):の前を通る道を言う。

坂道

シガイガーラに行 く坂道。リンドー (伝道)か らジャーガルヤー

ドゥイ (謝苅屋取)へ行 くときにも利用していた。ヒラの部分は石

畳となっていた。馬は通れたが、馬車は通れなかった。薪などを運

んでいた。シガイガーラを渡るところは石を積んで浅瀬にしてあっ

ジキランミチ

メーミチ
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■ヒラ :坂。

≪聞取 り調査風景≫



た 。
げんけい

現在も原型が残っている。

ジャーガルビラ 【※編注:P199「戦時中の謝苅屋取～桃原屋取」の地図に記載】

ジャーガルミチの途中にある坂道。雨が降つたら滑るので、石を

敷き詰めて石畳道にしてあつた。馬車は通れなかった。

ジャーガルビラには、イエンビーが出るという有名な話がある。

話者も旧歴 8月 14～ 15日 の夜にイエンビーを見ようとしたが、

見たことがないと言う。

道筋は現在も残っている。

→謝苅屋取のジャーガルビラを見よ。

野原 量彗

エンナーとも言う。集落の北東方向にあった広場で、チュラガサー

にかかった人を隔離していた場所である。チャタンサンカの人た

ちが使用していた。山のてつぺんで、風通しがよい場所だった。松

林だが、鬱蒼としているわけではなく、陽が差し込んでいたので怖

い場所ではなかった。話者によれば、ガマなどはないが、集落から

離れているので、隔離場所にされたのではないかと言う。

エンナーモーの周囲には墓やガヤモーがあった。

現在、米軍消防署から謝苅に向かう道の左側あたりとなる。

池沼 ●

リンドーガーから道をはさんだ南側で、リンドーガーの水が流れ

込んでクムイになっていた。深さは50cmぐ らいで、深いところ

でも70～ 80cmぐ らいであつた。サーターグルマの軸木を漬

けるクムイであった。軸本は水に漬けておけば、シロアリ (白蟻)

が入らず、何年でも使えた。泥沼なので、そこで遊んだりすること

はなかった。字有地である。

クムイ

屋号イーバシガー :17の東南側で、チンガーの水が流れ込んでク

ムイになっていた。水が道に溢れないように排水溝があって、イナ

グガーの下に流れるようになっていた。字有地である。

ナービグムイ
き しゃ

シガグムイとも言う。タマタのところにあったクムイ。汽車の水

エンナーモー

クムイ

■イニンビー :ひ とだま。死者の

遺念が火となって現れるとされ

るもの。

■チュラガサー :天然痘。疱清。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■ガヤモー :屋根を葺くのに使う

茅を生やしていた野原。

■米軍消防署 :キ ヤンプ瑞慶覧

(キ ャンプ・フォスター)の消

防署。県道 130号線沿いにあ

る。

■クムイ :池。沼。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■クムイ :池。沼。



マガー

を取るために堰き止めてられて、深 くなっていた。

現在の北谷造園土木の近 くにある。

湧水井戸

かこ                               く

き水で、簡単に囲いがされていた。ニーブですぐ汲めるように

なっていた。南側にはナーシルダーがあった。

ウージガー

アガリウージバルとイリウージバルの境にある湧き水。石積み

のカーだつた。ウージバルにはウージガーの水を利用した田んぼ

が少しあつた。その近 くに、他にも小さい泉が 2つ くらいあった。

戦後、全域が米軍の占領地となった北谷村のなかで、謝苅はいち

早 く居住許可地区になったため、人がたくさん入つてきた。その人

たちが、ウージガーを飲料水や生活用水として利用していた。下の

方にゴムホースで水を流し、洗:1麗場にしていた。ゴムホースを入れ

て配水していたので、戦後はホースガーとも言われるようになった。

現在はホースガーの呼び方が一般的になつている。コンクリート

で整備されている。

→謝苅屋取のホースガーを見よ。

II掘
井戸 9

[≡≡:亘≡≡]
屋号 リン ドー (伝道):18の 北東側にあった井戸。深 さが 5尋

かっしゃ  く                            あふ

(7。 5m)ぐ らいで、滑車で汲んでいた。下の方は、井戸から溢れ

た水でシッティになっていた。

リンドーガー

ヤマガマーの南側にあった井戸。深さが 1尋 (1。 5m)ぐ らいで、

ニーブで汲んでいた。あまり美味しい水ではなかったが、水量は豊

富だった。

ニングヮチャーのときに拝む井戸であった。

スーガー
ふもと                  お い

集落の西、チャタングスクの麓にあった井戸。美味しい水だった。

ニングヮチャーのときに集落で

暦 1月 3日 に拝んでいた。

おが

拝んでいた。ムンチューでも旧
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■ニーブ :ひ しゃく。

■ナーシルダー :苗代田。

■カー :井戸。

■シッテイ :沼地。

■ニーブ :ひ しゃく。

■ニングヮチャー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ムンチュー :門中。父系血縁に

よる一族。主に祖先祭祀を行な

う集団。



イナグガー

屋号バシガーイリー (バシガー伊礼):15の ところにあった井戸。

水はあったが、飲み水としては利用せず、手足を洗うぐらいであつ

た。ニーブで汲むことができた。井戸の下の方がシッテ ィになっ

ていたので、そこにターンム (田芋)を植えたりしていた。

昔はチャタングスク配下の井戸で、その周辺には家がなかったの

で、女官たちが水浴びしたり、洗:1翌 するのに利用していたという言

い伝えがある。

集落行事としての拝みはないが、 1国家のムンチューで個人的な拝

みをしていた。

話者によれば、井戸は米軍に埋められてしまい、現在は残ってい

ないかもしれないと言う。

シリンカーに架かる橋。ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)に 向か

う道の途中にあった。 リンドー (伝道)の人たちも、ヌーファバル

に畑を持つ人などが利用していた。

→仲山屋取のヌーファバシを見よ。

チャタンバシ

シルヒージャーに架かっていたアーチ型の石造 りの橋。バスや

ブル トーザーなどが通れるぐらい頑丈な橋であった。

イチグスクの
ほ   ぬ

を掘 り抜いて造 られた トンネル。ケンドーか
マツ

ら、 トンネルの上にのぼる小道があつた。のばつたところは、松林

になっていて、その

い遊び場所だった。

こ かげ

木陰は、人が座れるぐらいの広さがあった。い

こうない

坑内の高さは 10～ 20mぐ らいで、そんなに局くなかっため、

トラックや重機が通れず、日本軍によって昭和 19(1944)年頃に

壊された。

現在の謝苅入口とシルヒージャーとの間あたりにあった。全部

住宅地になつており、イチグスクも残っていない。

→北谷 0桑江ヌ前屋取のチャタントンネルを見よ。

橋

バ シヌーフ

トンネル

タントンネルチ
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■ニーブ :ひ しゃく。

■シッティ :沼地。

■ムンチュー :門 中。父系血縁に

よる一族。主に祖先祭祀を行な

う集団。



エ キ

停車場

か で な    ちゃたん          つうがく

沖縄県営鉄道嘉手納線の北谷駅。話者は通学のため、毎日利用し

ていたと言う。

→北谷のエキグヮーを見よ。

あと

バンジュの跡に作られた。

戦時中は日本軍の兵舎となっていため、生徒たちは各集落のムラ

ヤーや木陰などを利用して勉強していた。

→北谷のキタタマショーガッコーとバンジュを見よ。

屋号ミーヤシチグヮー (新屋敷小):25の南側にあったサーターヤー。

集落の人たちで共同使用していた。サーターグルマがあり、馬で引

いて回していた。馬は持っている人に借 りて、イーマールーで返し

ていた。絞った汁を鍋で煮詰めるために、松やサトウキビの絞 りが

らを干したものを燃料にしていた。もっと強い火力が必要なとき

には、石炭を少し混ぜた。製糖期が終わると、サーターグルマはは

ずして、横に倒して置いた。サーターグルマの軸木は、屋号イーバ

シガ~:17の 東南にあるクムイに漬けておく。窯はそのまま置いた。

サーターヤーで処理できなかった分は、荷馬車に積んで、ケンドー

を通 り、嘉手納の製糖工場へ持っていった。

エイサーの練習場所でもあった。

はいしょ

拝所。
じ はつしょう

の森。リンドー (伝道)の発祥の地と言われている。

リンドーガーよリー段高 くなつており、屋号 トウンチ (殿内):9よ

りも少し上がつたところに位置していた。屋号イリーチクルン (伊

礼築登之):21と 同じぐらいの高さであった。祭壇があった。話者に

よると、ヤマガマーという、ガマの名がついているが、ガマについ

てはわからないと百う。

樹昌院。タメーシ (玉代勢)の屋号クェードウンチ (桑江殿内)

学校

タタマショー ツ コ ー

製糖小屋 亀
サーターヤー

拝所

マ ーヤマ

| |
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■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国 0平安山・桑江・北谷・

大山・真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀・古波

蔵・那覇の 15駅があった。

■北玉尋常高等小学校 :北谷尋常

高等小学校の分教場であった。

大正 3(1914)年 に北玉尋常小

学校 と して開校 し、大正 6

(1917)年に高等科を設けて北

玉尋常高等小学校となった。

■ムラヤー :集落の集会所。

■サーターヤー :製糖小屋。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■イーマールー :順番に労力交換

を行なうこと。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

II寺 曜日
ビユ∠旦二■4



モ ー ヮーヌメー

の向かいにあった。チャタン (北谷)、 タメーシ (玉代勢)、 リンドー

(伝道)のチャタンサンカが檀家となっている。

広場 饉蒙

屋号ナガタイ (長田井):14の東南側にあった広場。4坪ぐらいの

広さがあった。ガジマルが 1本生えていた。

シチャンダカリはワラビジナに使う綱を、このモーグヮーヌメー

で絢っていた。

当 ―
~―

手 ―ノJ :― ―〕 ―

リンドーガーの側にあった小さい広場。5坪ぐらいの広さがあり、

ガジマルが生えていた。カーの側のモーだから、カーニーモーと百

つ。

マーイサーを置いてあった。17～ 8歳なら80斤 (48kg)
までは持ち上げることができた。100斤 (60kg)以 上は、

当の力持ちでないと無理だった。150斤 (90kg)の ものは

がすのがやつとなぐらい重かった。丸い石で、普段は片付けられ

おり、練習する時に前に出してきた。持ち上げる人以外は、その

りで応援していた。

イーンダカリは、ワラビジナに使う綱を、このカーニーモー

っていた。ガジマルから下げて、3名 ぐらいで絢っていた。

“
相

“
転

て
渤
周

な

で絢

ヤマガマーモー

ヤマガマーの東側にあった広場。ニングヮチャーやエイサーの

練習をするときなどに集まる場所だった。

集落の西、メーグスクジマグワーのところにあつた。チャタンサ

ンカで使用していた。ガンの材質はチャーギ (イ ヌマキ)で、その

周囲には坊さんの絵が描かれていた。喪家でガンを組み立てて、

棺を入れた。4名 で担いで墓まで行 く。ガンは墓地で解体して、ガ

ンヤーに持って行って納めた。怖がりの人は、夜にガンヤーの近 く

を通るのを避けていた。

リンドー (伝道)の人たちの墓はほとんどヤマガーバルにあった。

→北谷のメーグシクジマを見よ。
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寵屋

ンヤー

■ワラビジナ :子どもたちによる

綱引き。

■カー :井戸。

■モー :原野。野原。原つぱ。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■ワラビジナ :子どもたちによる

綱引き。

■ニングヮチヤー :旧暦2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガンヤー :ガ ンを納めてお く小

屋。



カーラ フ

建物

屋号ウフヤ~:12の 家の前、東側の
かど        かわら      たかくら

角にあった瓦ぶきの高倉。米

を納めるための倉だった。話者によると、瓦は黒っぼ く、現在の瓦

とは色が違つており、ヤマトガーラでもなかったと言う。また、カー

ラグラは元々、ウフムラウドゥン (大村御殿)の ものだったのでは

ないかと言う。

その他

【※編注 :P50「現在の北谷一帯」の地図に記載】

チャタングスクとシルヒージャーの
あいだ                   せつしゅう

間にあった。米軍に接収さ

れ、ランドリーとなっていたが、2～ 3年後にはスターケイとなっ

ていた。戦前は水田や畑地であった。

戦時施設歴ヨ
たい  しゅうていごう  ぎょらいてい

隊の舟艇壕。魚雷艇が入れるようにしてあり、チャタングス

クの下から、シルヒージャーの川べりに向けてトロッコのレールが

敷かれていた。壕はチャタングスクに 5基ぐらい、シルヒージャー

の川べり全体では 15基ぐらいあつた。

スターケイ
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■ヤマトガーラ :日 本風の瓦。

■ウドゥン :王子 0按司 (位階名)

の家の敬称。

■ランドリー :米軍のクリーニン

グ施設。

■スターケイ:米軍営倉。

■日本陸軍の海上特攻隊 (海上挺

身隊)の特攻艇・マルレの秘匿

壕 :昭和20(1945)年 3月 29
日深夜に、北谷村の基地から

17隻が出撃したが、ほぼ全艇

未帰還となった。
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第 二 号 ～
・Chttn TOWE D醸 騨 8“d Cun腱 :Attt No.2‐

lギノ御 嶽 は北 谷 域 の二 陵 の東 側 に機 書 し、『 琉 球 国 由来 書赳 に記 録 さ れ る

ヨ シ ノ嶽 、神 名 テ ン ゴ ノ神 イ ベ に 由未 す る拝 所 と考 え られ る。伝 え に よ る

と右 側 番 炉 は今 帰 仁 材 の ク ボ ー 神 義 の お通 じ とい う。1日 暦 5月・ 6月 ウマ チ

ー の時、北 谷 ノ ロ と北 谷 二 箇 村 (北谷・三 代 勢・繕 道 )に よ って拝 まれ て い る

神 翼 な場 所 で あ る。また、北 谷 グ ス ク との関 わ りや、構 仰 習俗 を後 世 の 人 々

に継 承 す るた め に t保存 が 受 要 で あ る。

北 谷 町 教 育 委 員 会

Lcacd on *E es{ side of $c CAa@r G&rlltr hilt, Agari w Uitt*r' is &n€t{ b hc Yosili aa 'rra- $oly
nenr: lirgoaoOilx)rocudedintrcityutyn-*r*u lfurrr*r', I?ll(Higmbalrecordsof theKiagdomof dre

Ryrftyus). According to a folh ruytlr. fu riSbt incerue hmcr is nn obla to *orship f,rSoo UtaAi in Nr&ijin
Village. During rhe Unrartrl t-hmnst duraD hclil ia hurar Mey ard June. dris sitc is a holy vor*ip gromd

fq *E Charfr,lVonr {the prie*csc ol Chorn} aid fuse crxnmurities of Chtm- Tenee$}i ad Diadm. In
tr&r to pass on religious rurtecl* aad customs m folb*'ing gcamims ad bccausc of its rclatirvr to

Chaan Gusr*u. tressvation of this site is coaridtrcd Iscsstry.
Desigrutut on March 26.2m{

Chatrn Bmrd of Edrrcatisr

北谷町指定文化財

～ lt谷可 文 定 第 二 号 ～
‐Chtt To粗 疑義‐mted C還職 」墨 量L3‐

「壕島は1ヒ0壕 0三ノ

"に

世詈している。醸 目薔ネ菫雪に2織されて

|ヽ る日Lo城漁え燎」と考えられI。 由栞記によれば二宙村 :[:.ェ代

"・籠:わ で1口曝の5月、6月 の
'マ

チー姉 なわや、■晰には,L谷ノ●力,テなって

い る とあ る。現 在 t三百 村 に よ つて拝 み が 行 な われ て い る神 翼 な場 所 で あ る。

槽 押 習俗 を後 せ の人 マ に織 承 す るた め に t保存 が 愛暮 で あ る。1993年に こ

の地 に復 元 さ れ た。

手 成 16年3月 26日 指 定

北 春 町 教 育 委 員 全

Ttre 'Ix'ral is locaed in ttrc drird erlosurt of Cia@r Clsd... h is boughr to be thc Cndrar A*!rl$t
arzti w T*ux rtcordfrl in drc &rtla-*afu ltr srti" I?13 tHistqie.at rccord* of the Kfu4$nn of tlx
Ryukyus), Asrrxrling to lhcsc rcoords. Oe Umciii {lsnrlst riuat} *'as hcld by tkoe r.mrannitkx
(Charan" Tarreshi and Didm) in lunr May ud Ju* ad &iad by drc Cfaan if{na (dE prfosc$s

of Ctrann). Ths sirc renraim a holy rorship grormd ftr &€se fucc cormuunities. To pass on rctigions
mimn rs ard custom o fdlowiog prruims. ptescryation of thie rssct is considersd rreary. Thc

sitc thar ue se lrday was rEpmerced in 1993.

Dcsignelid m ldsn r ?6. ?m4
Chstan Borfd of &ltmtioo

壌球石仄岩作 りの井鼻し正宙外周 には上晨防替 のための強状の配石 をし、二百角 と言樹宙 には二段の

■ざ口は張出した響池からlTり 出しにより3門設けられている。在樹手常には出入口のTり 階段が9段

ある。手前の石垣中奏には排ホ溝をtう け、その上には渡りの一枚石の機が年かっている。2(Ю年南の奥

籍と考えられ住時を押る■■な菫遺物である。

平成16年 3月 26日 指定

」L● 町 ま 宙 春 員 含

／
＼ヽ

＼
ノ

ttr prevent caving. Stones

difhrent *ays, &e lerel
uscs stoocs of differcnt sir.es and shape ad the trther uses rtctantular strffis. Tbc spring's nurth is a cut lcaEd rt lhc ccotef

tromoor of tlrc tonnl singh sooc. WaEr flows ft,om Sc pool drwgh drce ovatranging spo{rtr T}rerr is a ninc*n? *airway to
the left" sening as 80 entrance. A draio is locaed urder a silgle stooe bridge. This spring unll is ftought to be a srrnure ftm
2C0 yean ago and h an impqtant architectural piee ftx untlcrstauting &e past

Ttrc sprng well rva.s uscd nuinly by pco$ horn llurpcshl but dso by pcople ftom Chaal aed Dnrho cornmunitiat Spriag
watsr from this well is considercd holy. }}futrmrzr, tbe vcry first rratq dravn fnm a well oo lrfurs Ycar's Day. ad warer fu the

fnst batlr of newborns wls trker from this rvell. Tb Clwun tiato {tlc. pricsress of Greran) prays to 0r spring well on Juurary 3

ad &ring tte (oa (gami ritual oo August I I of tb lunar caleidr. In Fcbruary of trc lunar cahrdfr, fu Chat& Noro aad

community nrcmbcrs wrship the spring wcll during thc Ningvtclwa. a social guthcring fm farmcn heH during dE sgricuttural
off-scason. Spring water from tbc basin flows down ino rice nursries &d atso go ClwanTubufrxa, one of O*,inawat ftree
malx beautiful rice paddies Thc spring rvell was rcyoduced by thc U.S. Marine Corps in 2004.

Designatcd on Much 26.zmt
Chatan Board of Education

■北谷町指定文化財 :平成 16(2004)年 3月 26日

①ハマガーウガン ②アガリウタキ ③ トゥン ④チブガーの4か所が指定された。

【※編注 :ハ マガーウガンについては浜川集落参照。】

嗜 む

ゝ

デ・〆ザ1

目 ■ Eち 利 :: ～ lt谷暉 文 ft財指 定 第 四号 ～

Hisloric Building:Chibugaa Spring and Springヽ Vell ‐Chatan Town Designatcd Cultural Assetゝ o.4¨
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∠

上

屋宜仲山



い
〇
い

現在の玉上

ヽ

黎々臨
V錮職



戦時中の屋宜仲山 (ヤジナケーマ)

い
〇
刊



キャンプ瑞慶覧の高台 (ウ フモー)

キャンプ瑞慶覧の高台を北東側丘陵から撮影。

キヤンプ瑞慶覧内の小さな丘から西向きに撮影。

(マ テーシグヮーガマ、ウフモーのあつた方向)

剛■■

108

丘の斜面に残る、埋もれた墓の一部。



仲山屋取

ナケーマヤードゥイ



ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)

ヤードゥイ

北谷町域東側の高台に位置する屋取集落。戸数 33軒で、そのう

ちカーラヤーは 10軒あった。

ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)と

と言 うこともある。

へいしょう

併称し、ヤジナケーマ (屋宜仲山)

本字はタメーシ (玉代勢)であった。昭和 14(1939)年にはヤ

ジヤードゥイ (屋宜屋取)と ともに行政字として分離独立し、「玉

上 (た まうえ)」 となった。これは、タメーシ (玉代勢)よ り標高

が高いところに位置しているという意味でついた名前である。そ

れが、戦後には「玉上 (た まがみ)」 と呼ばれるようになり、現在

に至る。

ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)、 ヤジヤードゥイ (北谷・屋宜

屋取)、 ウフンダヤードゥイ (中 城 。大平屋取)、 ヤジヤードゥイ

(中城 。屋宜屋取)の 4集落は士族が拓いた屋取集落である。カー

ラヤー造 り0(マ チ)墓造 りなどの大きな仕事は、この 4集落共同

で行なっていた。

主業は農業で、芋やサ トウキビなどを作つていた。また、集落の

33軒のうち 2軒以外からは、フィリピン 0ベ ルー・ブラジル・ア

ルゼンチンなどに出稼ぎに出ていた。

各家に丼戸があった。丘陵の斜面から泉が湧いていたので、ナケー

マヤードゥイ (仲 山屋取)は水が豊かだった。

集落の真ん中を東西に走る道を境に、ウィーグミとシチャグミに

分かれており、それぞれサーターヤーを持っていた。ウィーグミは

屋号マチューアガリグヮー (マ チュー東小):31の 西側の三叉路のと

ころにあり、シチャグミは屋号ナーカグヮー (ナ ーカ小):7の北東

側にあった。サーターヤーの維持費は、砂糖 1丁あたりいくらとい

う風に賄われていた。個人のサーターヤーも3か所あった。嘉手

納の製糖工場も利用していたが、ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)

は地形が悪いため、工場へ運ぶのが大変だつた。そのため、すべて

自分で製糖して、自分で売っていた。屋号マチューアガ リグヮー

(マ チュー東小)と 屋号ハナドーサチバルグヮー (花堂崎原小)が

馬車を持つてお り、製糖の時期だけ馬車を出していた。タルガー

は、砂糖 120斤 (72kg)、 樽と蓋で 15斤 (9kg)を 合わ

せて 135斤 (81kg)で あった。那覇まで運ぶのに 1丁 15～

20銭かかった。大平で積む場合には 15銭だつたので、そこまで

担いで持って行って積んでいた。

ガンやガンヤーなどはナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)所有のも

のがなかったので、タメーシ (玉代勢)の ガンを借 りていた。

屋号ヤマーアガリ (ヤ マー東):20の三叉路のところが広つぱに
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■カーラヤー :瓦ぶきの家。

≪聞取 り調査風景≫

■マチ墓 :亀甲墓の一種。墓のてつ

ぺんにつむじの形の文様がある

大きい墓。

■サーターヤー :製糖小屋。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■タルガー :砂糖用の樽。

■ウフンダ :中城村 (現・北中城

村)に あった大平屋取。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。



な つてお り、そこにマーイサーを置 いてあった。重 さが 140斤

(84kg)0120斤 (72kg)0100斤 (60kg)070斤

(42kg)・ 40斤 (24kg)030斤 (18kg)な どのもの

が、10個ぐらいあった。そのうちの 2～ 3個は現存 している。

チャタンエキを利用 していた。そこから那覇まで、汽車賃は 32

銭だった。

集落の真ん中を東西 に走 る道 をウフミチ と言 った。荷馬車が 1

台通れるぐらいの道幅であった。道のところどころに、馬車がすれ

違 うための場所 を作 ってあ った。以前、この道 は、屋号 ナーカ

グ ヮー (ナ ーカ小):7あ た りまでしか、荷馬車が入 ることができな

かつた。そのため、昭和 9～ 10(1934～ 35)年 頃、日本政府の

援助を受けて造ることになった。しかし、農道補助金では足 りず、

ヤードゥイジンミを行ない、集落の人たちで夜間工事をすることに

なった。瓶などに石油を入れ、カコーに火をつけて道の周囲に置い

て行なわれた。ヌチシンもした。エーキンチュからは、ジューシー

メーおにぎりの差し入れなどもあった。工事後は、屋号ナーカヌア

ガリ (ナ ーカヌ東):25の ところまで荷馬車が入れるようになった。

タメーシ (玉代勢)へ行 く道につながる。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦2月 1～ 2日 <ク シユクワーシー (ク スックイー)>:ウ イー

グミとシチャグミに分かれて行なわれた。ヤードゥは毎年変わる

が、カーラヤーや大きい家などがあてられていた。10銭ぐらいず

つ徴収された。1日 目は男性のみで行なわれ、2日 目は男性がウ

ケーメーを炊いて、女性にふるまった。

●旧暦7月 <盆 >:屋号ヤマーアガリ (ヤ マー東):20の三叉路のと

ころが広っぱになっており、そこでエイサーの練習していた。

集落域は米軍に接収され、キャンプ瑞慶覧となり、軍司令部や軍

の住宅地などに使用されていた。現在は返還され、元の屋敷地一帯

は住宅地となっている。
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■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

≪聞取 り調査風景≫

■ヤードウイジンミ:集落の協議。

■カコー :使い古したばろきれ。

■ヌチシン :募金。

■エーキンチュ :金持ち。財産家。

■ジューシーメー :炊き込みご飯。

■クシユクヮーシー :農繁期のあ

とにする骨休みの行事。

■ヤードゥ:一時的に集会所にあ

てられる家。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■ウケーメー :お かゆ。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■キャンプ瑞慶覧 (キャンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。
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タマウエ

ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)

行政字名

玉代勢に属していたが、昭和 14(1939)年にヤジヤードゥイ

(屋宜屋取)と ともに行政字として分離独立し、「玉上 (た まうえ)」

となった。これは、タメーシ (玉代勢)よ り標高が高いところに位

置しているという意味でついた名である。それが、戦後に「玉上 (た

まがみ)」 と呼ばれるようになり、現在に至る。

社会的区分・その他

へいしょう

屋宜仲山。ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)と併称して言う。

日

＝

，
Ｔ

上組。サーターダ ミの 1つ。集落の真ん中の道を

ていた。道から北側がウィーグミである。

さかい

境にして分け

シチャグミ
さかい

下組。サーターグ ミの 1つ。集落の真ん中の道を境にして分け

ていた。道から南側がシチャグミである。

河川

集落の南側を流れる川。ウフンダから流れてくるので、上流はウ

フンダガーラと言う。アラカーガーラの本流である。ヌーファガー

ラとアラカーガーラが合流するところをタマタと言 う。タマタか

ら上流に向かい、右側がヌーファガーラで、左側がアラカーガーラ

である。

流れは現在と同じぐらいで、カニ、エビ、ウナギ、フナなどがい

た。

アラカーガーラ

集落の北方向から流れてくる川。現在の北中城村と沖縄市の間か

ら流れてくる川。ヌーファガーラの支流である。アラカーガーラと

ヌーファガーラが合流するところをタマタと言う。タマタから上流

に向かい、左側がアラカーガーラで、右側がヌーファガーラである。

アラカーガーラで家畜 (馬・牛)に水浴びをさせていた。

ケーマ

ウィーグミ

ヌーファガーラ
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≪ヌーフアガーラ≫

≪聞取 り調査風景≫

■サーターグミ:製糖の作業をす

る組。

■ウフンダ :中城村 (現・北中城

村)に あった大平屋取。



キヤマ

山地

集落の北西方向にあった山。ヤマダキ (リ ュウキュウチク)やク

サンダキ (ホ テイチク)などの竹が生えていた。

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

、アカギ、竹などが生えていた。畑はなかった。イシグジェー

ラという石ばかりのところもあった。

現在はキャンプ瑞慶覧内である。

アカギヤマー

メーヤジの西側の
けいしゃめん

傾斜面。アカギがたくさん生えていた。話者に
はん も

］圧

よると、植えたわけではなく、自然に繁茂したものだと言う。
ず け らん

現在はキャンプ瑞慶覧内である。

→屋宜屋取のメーヤジを見よ。

イシマラの上の方を言う。松がたくさんあり、そのため下草が生

えなかつた。シメジがよく採れた。

トゥタティハラガー

ウフモーの下あたりで、戸を立てたような真っ直ぐな絶壁。山道

があり、草刈 りや薪取 りのときに利用していた。

現在はキャンプ瑞慶覧内である。以前、米軍将校クラブがあつた

あたりの南側で、現在も山になっている。

谷間

ヌーファガーラとアラカーガーラが合流す るところ。シガイ

ガーラ、タマタガーラ、シガイグムイ、ナービグムイとも言う。

′」ヽハル名

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

リンドー (伝道)の屋号カーラグラの畑だったが、そこをナケー

マヤードゥイ (仲 山屋取)の人が買い取った。

イリヌヤ

アカノ

タマタ

カーラグラジー
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■キャンプ瑞慶覧 (キ ヤンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。



\-?-t-
きょうかい      ぶんすいれい                  ちゃたん

時代のジーワイの境界。山の分水嶺で分けられ、西側が北谷
なかぐすく

間切で、東側が中城間切だった。

ウフチドー 【※編注:位置不明確のため、地図上には記載していない】

ルの中にある平坦な場所を言う。ヌーフアバ

シチャヌトー 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】
へいたん

ヌーファガーラ沿いの平坦な道。

村道

ガッコーミチとも言 う。荷馬車が 1台 通れるぐらいの道幅だっ

たので、ところどころに馬車がすれ違いをするための場所を作って

あった。タメーシ (玉代勢)へつながる道である。

昭和 9～ 10(1934～ 35)年頃に日本政府の援助によって造られ

た農道で、荷馬車を入れるための道だった。しかし、農道補助金だ

けでは足 りず、ヤードゥイジンミを行ない、集落の人たちで夜間工

事をすることになった。瓶などに石油を入れ、カコーに火をつけた

ものを道の周囲に置いて行なわれた。ヌチシンもした。エーキン

チュからは、ジューシーメーおにぎりの差し入れなどもあった。道

の工事後は、屋号ナーカヌアガリ (ナ ーカヌ東):25ま で荷馬車が入

れるようになった。それ以前は屋号ナーカグヮー (ナ ーカ小):7あ

たりまでしか入れなかった。

ウマニーミチとも言う。屋号ユシガ~:3の側を通り、ヤジヤードゥ

イ (屋宜屋取)へ行 く道。ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)と ヤジ

ヤードゥイ (屋宜屋取)を つなぐ大きな道だったが、坂道で地形が

悪かった。馬車は通ることができず、馬の背中に荷物を載せて運ん

でいた。そのため、ウマニーミチとも言っていた。サ トウキビや砂

糖など 2丁ずつ載せて運んでいた。

坂道

タメーシ (玉代勢)へ行 く道で、ヌーファバシを越えると坂になっ

ていた。100mぐ らい急な坂があ り、その後、道がゆるやかに

なって下っていく。わりあい広 く、2間 (3。 6m)ぐ らいの道幅だ

生活道
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ウフミチ

フトゥキントーミチ

ヌーファ フ

■間切 :明治40(1907)年 まで

使用されていた沖縄独自の行政

区画単位。現在の市町村とほぼ

同じである。

■ジーワイ:地割。耕地その他の

割替制度。

■ヤードウイジンミ:集落の協議。

■カコー :使い古したばろきれ。

■ヌチシン :募金。

■エーキンチュ :金持ち。財産家。

■ジューシーメー :炊き込みご飯。



ったので荷馬車も通ることができた。しかし、普通は砂糖を 10丁

積むところを、坂が急なために半分ずつに分けて運んでいた。

ナージクビラ

【※編注 :記載した地図の範囲外にあるため、地図上には記載されていない】
ず け らん  しまぶくろ

現在のライカム交差点あたり。キャンプ瑞慶覧の島袋側のゲー
くだ

卜あたりから米軍アワセゴルフ場の方へと下って行 く坂道。

サカミチ

ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)の メーヤジヘ行 く道。急な坂道で、

道幅は 1間半 (2。 7m)ぐ らいであつた。馬は

ることができなかつた。

→屋宜屋取のメーヤジを見よ。

とお              のぼ

通れたが、馬車は上

サカミチ

ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)のイリヤジヘ行 く道。急な坂道で、

道幅は 1間半 (2。 7m)ぐ らいであつた。馬は通れたが、馬車は上

ることができなかった。屋号サーターヤ~二~:33の 側の道。

→屋宜屋取のイリヤジを見よ。

ヤジバンタビラ

ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)か らヤジヤードゥイ (屋宜屋取)

へ行 く坂道。人がやっと上がれるぐらい急な坂道。

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

トゥタティハラガーの真ん中あたりにあるガマ。シーがあり、そ

の下にあった。4～ 5坪 ぐらいの広さがあった。草刈 りに行ったと

きの雨風よけの場所だった。ガマの入国の方は、立ったまま入れる

が、奥の方は無理だった。

話者によると、水が流れるヒージャーの意味でついた名前ではな

いかと言う。

ボージバカ

上には岩が出ていて、その下にまんまるい穴が開いていた。イー

フだった。

以前はジーシガーミがあったが、拝んでいる人はいなかった。草

刈 りに行 く場所だった。

ハルナーもボージバカーと言う。

洞窟

レ .__さ

'ル
.__

L・  /~了 マ
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■キャンプ瑞慶覧 (キャンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

≪聞取 り調査風景≫

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■シー :岩山。

■ヒージャー :樋川。

■イーフ :大雨などで運ばれてき

た土。流出土。多くは肥えてい

る。

■ジーシガーミ:厨子甕。洗骨後

の遺骨を納めるためのもの。



イシマラ

ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)の人の畑があった。上の方に

はナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)と タメーシ (玉代勢)の人の山

もあった。墓もいくつかあった。イーフで、掘 りやすい土壌なの

で、そこを掘 り込んでガマにして、遺体を入れた。ンナトゥグヮー

石やシマ石で蓋をした。

ガマの中は、雫が垂れ下がってきて柱のようになっている (鍾乳

石)。 石が生まれるということでイシマラと言った。大雨のときに

は水が流れ込み、流される危険があるため、近寄るなと言われてい

た。

以前の米軍将校クラブがあつたところと、ナケーマバルの間にあ

る。現在、崖にセメントが張られているところの下あたりで、墓が

多 く造られている。

トゥールガマ

マテーシグヮーガマとも言う。ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)の屋

号ハンタクミシグヮー (ハ ンタ米須小)の側にあったガマ。

普段、ほとんど水は無かった。メーヤジとナカヤジからの水が流

れ込んでいた。大雨や長雨が続いたときには、トゥールガマから水

が流れ出し、アラカーガーラヘ流れ込んでいた。話者によると、流

される危険があるので、大雨のときには近寄るなと言われていたと

茜つ。
ず けらん        はいすい

現在はキャンプ瑞慶覧内で、軍の排水に利用されている。

→屋宜屋取のマテーシグヮーガマを見よ。

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

ヒージャーガマの前はモーだった。そんなに広 くなかった。

野原

メーヤジヘ行 くサカミチを
のぼ

上って、ちょっと平らになるところに

あった。カヤモーだったが、開墾して畑にしていた。農作物は、サ

トウキビ、芋、豆などを作っていた。屋号チーチーヤーサチバル

(乳屋崎原)が所有していたので、サチバルモーと言う。

→屋宜屋取のメーヤジを見よ。

池沼 ●

屋号ナーカグヮー (ナ ーカ小):12の 西側にあったクムイ。ウィー

丘

ヒージャーモー

サチバルモー

ノL,~7~ ム
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■クムイ:池。沼。

■イーフ :大雨などで運ばれてき

た土。流出土。多くは肥えてい

る。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■ンナトウグワー石 :具志頭村港

川で採石される黄褐色の石灰岩。

粟石。

■シマ石 :サ ンゴ石灰岩。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■キヤンプ瑞慶覧 (キヤンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

■モー :原野。野原。原っぱ。

■カヤモー :屋根を葺くのに使う

茅を生やしていた野原。



湧水井戸

ワ
~イ _L/

じくぎ   つ

グミのサーターグルマの軸木を漬けていた。

共同井戸。3か所あったうちの 1つ。屋号ウズマ~:13の北側に

あった。ニーブで汲むことができた。日照 りのときには水量が

減っていた。

現在、井戸があった場所は道になってしまったが、ウジュマーヌ

クシヌカーとして、ナケーマヌカーとウフヌカーとともに合祀さ

れ、碑が建てられている。

ウフヌカー

共同井戸。3か 所あったうちの 1つ。屋号クシウズマーグヮー

(後 ウズマー小):6と 屋号セーコーアガリグヮー (盛功東小):5の

間にあった井戸。イーフから湧き、豊富に水が流れ出していた。

ニーブで汲むことができた。石やセメントで作 りこんだ井戸では

なく、簡単な造 りだった。水がどんどん流れ出し、ヌーファガーラ

に流れ込んでいた。

話者によると、現在でも残つており、畑に流れ込んでいると言う。

現在はイジュング ヮーだつたところに碑が建てられ、合祀されて

いる。

共同井戸。3か所あったうちの 1つ。屋号サンナンヤマーサチバ

ルグヮー (三男ヤマー崎原小):23の 近 くにあった。サーターグルマ

の軸木を漬けるためにも利用していた。中城地番だった。

昭和の初め頃に造 られた石橋。イシジェークーだった屋号ハナ

ドーサチバルグヮー (花堂崎原小)が造った橋。幅は 2間半 (4。 5

m)で、長さは 6間 (10。 8m)だ った。橋から水面までは5mぐ

らいだった。両方に欄干があった。

ヌーファバシを境にして、ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)の土

地とタメーシ (玉代勢)の土地に分かれる。

話者によると、橋は戦争で破壊されたが、現在も跡が残っている

と言う。

戸掘井

シチャヌカー

橋

ヌーフ バ シ
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≪ヌーフアバシがあつた付近≫

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■ニーブ :ひ しゃく。

≪カーの碑≫

■イーフ :大雨などで運ばれてき

た土。流出土。多 くは肥えてい

る。

■ニーブ :ひ しゃく。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■イシジェークー :石工。



製糖小屋 瑾
サーターヤー

共同製糖小屋。屋号マチューアガリグヮー (マ チュー東小):31の

西側、三叉路のところにあったサーターヤー。ウィーグミの人たち

で共同使用していた。維持費は 1丁 あたり、いくらというふうに

賄っていた。サーターグルマの軸木を漬けるサーターヤーグムイ

があった。

サーターヤー

共同製糖小屋。屋号ナーカグヮー (ナ ーカ小):7の 北東側角に

あったサーターヤー。シチャグミの人たちで共同使用していた。

維持費は 1丁あたり、いくらというふうに賄っていた。

サーターヤー

製糖小屋。屋号ナーカグヮー (ナ ーカ小):12の北西側にあった

サーターヤーである。屋号ナーカの個人所有だった。

サーターヤー

製糖小屋。屋号ハナドーサチバルグヮー (花堂崎原小):2の個人

所有のサーターヤーである。屋敷の南側にあった。

サーターヤー

製糖小屋。屋号ウフサチハマ (大崎浜):16の 個人所有のサーター

ヤーである。屋敷の南側にあった。

広場 罐襲

屋号サンナンヤマーサチバルグヮー (三男ヤマー崎原小):23の 東

南側にあった。平坦で広 く、南側にちょっと斜めになっていた。ナ

ケーマヤードゥイ (仲 山屋取)の人たちの遊び場所だった。モーア

シビをしたり、相撲をとつたりして遊んでいた。大きい松があり、

その枝を取って、ウンケーのトゥブシにした。

ウフモー

集落の北西方向にあった。フナウクイモーとも言う。ナケーマヤー

ドゥイ (仲 山屋取)と ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)の人たちがフナ

ウクイをする場所だった。船が出る場合には、必ずダンジュカリユ

シで見送っていた。見晴らしが良く、太平洋と東シナ海の両方を見る

ことができた。地主はナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)の人だった。
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ニモーナ カ

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■ウンケー :各家で祖霊を迎える

盆入りの行事。迎え盆。

■トゥブシ :松の根元から取る木

くず。火がつきやすいので火口

に使われる。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■ダンジュカリユシ :船出の祝い

歌。身内のものが旅をするとき、

一族が集落の広場あるいは高台

に集まって、航海の無事を祈願

し、これを歌った。



現在、キャンプ瑞慶覧内となっている。戦前、ウフモーの上の方

は平坦だった。話者によると、現在も米軍による埋め土はなく、均

されているので、戦前のウフモーの感じがわかると言う。以前、米

軍の将校クラブがあったところで、現在は米軍住宅地となっている。

～ トゥールガマ調査 ～

′
=轟

魃

|・・
)´

舅

彎
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■キャンプ瑞慶覧 (キ ャンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。
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屋宜屋取

ヤジヤードゥイ



ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)

北谷町域東側、高台に位置した屋取集落。東側は中城村に隣接し

ていた。戸数 40軒であった。

ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)と併称し、ヤジナケーマ (屋宜

仲山)と 言うこともある。

集落は 3つ に組分けされていた。一番西側の 13軒がメーヤジ

で、メーヤードゥイとも言った。次に、集落の真ん中に位置した

12軒をナカヤジと言い、ナカヤードゥイとも言う。また、一番東

側に位置した 15軒がクシヤジで、クシヤードゥイとも言った。

本字はタメーシ (玉代勢)であった。昭和 14(1939)年にはナ

ケーマヤードゥイ (仲 山屋取)と ともに行政字として分離独立し、

「玉上 (た まうえ)」 となった。これはタメーシ (玉代勢)の上 (高

台)に 位置しているという意味でついた名前である。それが戦後に

は「玉上 (た まがみ)」 と呼ばれるようになり、現在に至る。

ヤジヤードゥイ (北谷・屋宜屋取)、 ナケーマヤードゥイ (仲 山

屋取)、 ウフンダヤードゥイ (中 城 0大平屋取)、 ヤジヤードゥイ

(中城・屋宜屋取)の 4集落は士族が拓いた屋取集落である。カー

ラヤー造 り、 (マ チ)墓造 りなどの大きな仕事は、この 4集落共同

で行なっていた。

主業は農業で、芋やサ トウキビなどを作つていた。田んぼも少し

あつた。また、フィリピン 0ペルー・ブラジル 0アルゼンチンなど

に出稼ぎに出る人も多かった。

集落内には泉が少なかった。メーヤジには屋号マチークミシ

グヮー (松米須小):1の 西側にメーヌカーがあったが、水量は少な

く、日照 りには涸れるため、ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)まで

水汲みに行っていた。クシヤジのイジュング ヮーとウフイジュン

は日照 りでも水が涸れることはなかった。特に屋号サーターヤー

ニーユヒングヮー (砂糖屋根饒辺小):30の 西側にあったウフイジュ

ンは、溢れた水が流れになるほどであった。

集落の西側にはウフモーと言うフナウクイをする場所があった。

ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)と ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)の

人たちが利用していた。現在はキャンプ瑞慶覧内で、米軍の住宅地

になっているものの、埋め土はなく、均されているだけなので、戦

前のウフモーの感じがわかると言う。

ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)は地形が悪 く、フトゥキントーミチ

をはじめ、急な坂道が多かった。道幅も 1間半 (2。 7m)ぐ らいし

かないような道で、馬車は通れず、馬の背に荷物を積んで運んでい

た。

集落の西側、ウフモーの下あたりには絶壁があった。戸を立てた

≪聞取 り調査風景≫

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■マチ墓 :亀甲墓の一種。墓のてつ

ぺんにつむじの形の文様がある

大きい墓。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■キャンプ瑞慶覧 (キヤンプ 0フ ォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。
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ように真っ直ぐな崖だつたので、トゥタティハラガーと言った。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 2月 2～ 3日 <ニングヮチャー (ク スックィー)>:ニーセー

カタと トゥス イカタの 2組 に分かれて行 なわれた。初 日には

ヒャーナーウガミとして山里のビジュルを拝みに行っていた。

集落域は米軍に接収され、キャンプ瑞慶覧内である。現在も米軍

の住宅地が立ち並んでいるライカムあたりである。

125

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ニーセーカタ :若者の組。

■トゥスイカタ :年寄 りの組。

■ヒャーナー :首里から逃げてき

て山里で子を産み育てた美しい

娘を祀ったと伝えられている。

普天間宮へ遥拝する場所である。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。

■キャンプ瑞慶覧 (キャンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。
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タマウエ

ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)

行政字名

字玉代勢に属していたが、昭和 14(1939)年にヤジヤードゥイ

(屋宜屋取)と ともに行政字として分離独立し、「玉上 (た まうえ)」

となった。これはタメーシ (玉代勢)の上 (高台)に位置している

という意味でついた名である。それが戦後に「玉上 (た まがみ)」

と呼ばれるようになり、現在に至る。

社会的区分・その他

へいしょう

屋宜仲山。ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)と併称して言う。

前屋宜。メーヤードゥイとも言 う。集落の組分けの 1つ。集落

の西側に位置した 13軒を言う。

ナカヤジ

中屋宜。ナカヤードゥイとも言 う。集落の組分けの 1つ。集落

日
ュ

，
Ｔ

あいだ

の真ん中、メーヤジとクシヤジの間に位置した 12軒を言う。

クシヤジ

後屋宜。クシヤードゥイとも言 う。集落の組分けの 1つ。集落

の東側に位置した 15軒を言う。

河川

アラカーガーラの一部を言う。クシヤマの

その部分をクシヤマガーラと言う。

→仲山屋取のアラカーガーラを見よ。

そば

側を流れているので、

山地

アラカーガーラの側にある山。集落の後ろ側の山という意味でクシ

ヤマと言う。松の本が生え、ヤマモモの木も 1～ 2本生えていた。

→仲山屋取のアラカーガーラを見よ。

ヤジナケーマ

ンメ ー

クシヤマ フ

クシヤマ
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≪聞取 り調査風景≫



トゥタティハラ

圧

ウフモーの下あたりで、戸を立てたような真っ直ぐな絶壁。

山道があり、草刈 りや薪取 りに利用していた。

現在、キャンプ瑞慶覧内である。以前、米軍将校クラブがあつた

あた りの南側で、今でも山になっている。

小ハル名

ウフモーのあるあたりを言う。土質はマージ。
ず け らん

現在、キヤンプ瑞慶覧内である。

メーヤジバル

メーヤジの家屋敷と畑地がある一帯。農作物はサ トウキビ、芋な

どを作っていた。土質は主にマージで、一部はジャーガル。

現在、キヤンプ瑞慶覧内である。

アガリバルー

クシヤジの家屋敷と畑地がある一帯。農作物はサトウキビ、芋な

どを作っていた。土質はマージ。昔の開墾地であるため、真ん中に

ジャーガル地が少しあり、その周囲はマージだった。田んぼの近 く

に、雨が降ったときだけ流れる川があり、その周辺はチューチチ

ジャーガルだった。

現在、キヤンプ瑞慶覧内である。

生活道

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

屋号ハルーウンチュー:9の ところから西側へ行き、崖つぶちから

下 りて行 く山道。クェーエキヘ下 りて行 く道。坂道で、人が歩いて

通れるぐらいの道だった。

→桑江ヌ前屋取のクェーエキを見よ。

フトゥキントーミチ

ウマニーミチとも言う。ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)の屋号

ユシガーの側を通 り、ウフミチにつながる道。ヤジヤードゥイ (屋

宜屋取)と ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)を つなぐ大きな道だっ

たが、坂道で地形が悪かった。馬車は通ることができず、馬の背中

に荷物を載せて運んでいた。そのため、ウマニーミチとも言ってい

いた。サ トウキビや砂糖など 2丁ずつ載せて運んでいた。
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イリバル

クェーウリグチ

■キャンプ瑞慶覧 (キャンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

■マージ :赤土質の土壌。マージ

でできた芋は小さいが美味しい。

■ジャーガル :粘土質の灰色の土。

ジャーガルでできた芋は大きい

が味はあまりよくない。

■チューチチ :固 い土。



→仲山屋取のウフミチを見よ。

坂道

【※編注 :記載した地図の範囲外にあるため、地図上には記載していない】

現在のライカム交差点あた り。キ ャンプ瑞慶覧の島袋側のゲー

トあた りから米軍アワセゴルフ場の方へと下 って行 く坂道。

ヤジバンタビラ

ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)か らヤジヤードゥイ (屋宜屋取)

へ行 く坂道。人がやっと上れるぐらい急な坂道。

洞窟

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

トゥタティハラガーの真ん中あたりにあるガマ。

→仲山屋取のヒージャーガマを見よ。

マテーシグヮーガマ

トゥールガマとも言う。

→仲山屋取のトゥールガマを見よ。

池沼 ●

アラカーガーラの川岸にあった。水が豊富だった。

→仲山屋取のアラカーガーラを見よ。

屋号サーターヤーニーユヒングヮー (砂糖屋根饒辺小):30の 西側

にあつた井戸。ニーブ
ば

ひ で       か

むことができた。日照 りでも涸れなかっ
く

で汲

た。立派なセメント張りで、タンクみたいな造りだつた。ウフイジュ

ンから溢れた水は流れとなり、その下の方は洗濯場として利用され

ていた。

イジュングヮー

屋号ジキラン (瑞慶覧):27か ら南方向へ行つたところにあった井

―ガマヒージ

カ ム ム イ

湧水井戸

ウフイジュン

戸 。
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■キャンプ瑞慶覧 (キヤンプ・フォ

スター):沖縄本島中部にある

米海兵隊基地。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

≪マテーシグヮーガマ調査風景≫

■ニーブ :ひ しゃく。



掘井戸 1
メーヌカー

製糖小屋《
サーターヤー

共同井戸。メーヤジの人たちが飲み水 として利用 していた。

ニーブで水を汲むことができた。水量は少なく、日照 りには涸れる

のでナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)へ水汲みに行っていた。

製糖小屋。屋号イリクミシグヮー (西米須小):8と屋号ハナグス

ク (花城):6の北側にあったサーターヤー。

サーターヤー

製糖小屋。屋号 トゥミザ トゥグヮー (豊見里小):20の 西側にあっ

たサーターヤー。

サーターヤー

製糖小屋。屋号カマーユヒングヮー (蒲饒辺小):35の 北側にあっ

たサーターヤー。

広場 曜蒙

ヤジヤードゥイ (屋宜屋取)と ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)

の人たちがフナウクイをする場所として利用した。

→仲山屋取のウフモーを見よ。

ウフモー

130

■ニーブ :ひ しゃく。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。



屋宜屋取 集落の周辺

屋宜屋取の組分け

メーヤジ (前屋宜)

ナカヤジ (中屋宜)

クシヤジ (後屋宜)
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桑江ヌ前屋取

クェーヌメーヤードウイ



クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)

北谷町域西側、ケンドー沿いの屋取集落。北側はクェーヌナカヤー

ドゥイ (桑江ヌ中屋取)に 隣接し、南側には沖縄で最初にできたと

言われるチャタントンネルがあった。

戸数 82軒で、そのうちカーラヤーが 19軒あった。

集落名はクェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)だが、略称と

してクェーヌメー (桑江ヌ前)、 クェーメー (桑江前)、 メーヤードゥ

イ (前屋取)、 クワマエ (桑前)と 言 うこともある。クェーヌメー

ヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の人や近隣集落のあいだでは、メーヤー

ドゥイと言 うことが多かった。また、仲地姓が多いため、ナカチ

ヤードゥイ (仲地屋取)と も言った。

主業は農業であった。砂地が多いので、落花生を作つていた。ま

た、組合を作って、本格的にトマトの栽培 0出荷をしていた。フィ

リピン、南洋移民が多 く、働き盛 りの青年は、ほとんど出稼ぎに

行っていた。

集落を南北にケンドーが走つており、その道沿いには飲食店、マ

チヤ、写真館、理髪店、旅館などが立ち並んでいた。屋号クヮーシ

ヤーヤマグスク (菓子屋山城):65の ところにあつたクェーヌメーカ

ジマヤーは他集落の人も知つているぐらいに有名だった。また、集

落の西側にはクェーエキがあり、交通の要所となっていた。そのた

め、クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)は、人や荷馬車が行

き交うにぎやかな集落として有名であった。

集落内は、深 く掘らなくても水が出たので、井戸は各家にあった。

つるべを 1回 で引き上げられるlm50cmぐ らいの深さだった。

海に近い集落だが、水は塩辛 くなく、水質が良かった。

サーターヤーは共同のものが 1か 所、屋号サーターヤーチズカ

グヮー (サ ーターヤー喜如嘉小):38の南側にあったが、嘉手納製糖

工場ができてからは、あまり利用されなくなっていた。

チャタントンネルとマヤーガマの中間ぐらいに拝所があった。

祠の中に 3体のビジュルがあり、クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ

前屋取)だけではな く、クェー (桑江)、 クェーヌナカヤードゥイ

(桑江ヌ中屋取)、 クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の人

たちも拝んでいた。

ムラヤーはなかったが、その代わ りに、屋号カジマヤーターバ

グヮー (カ ジマヤー田場小):35に 集まつたりしていた。

ガンヤーは集落の南端にあった。ガンはクェー (桑江)、 クェーヌ

メーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェーヌナカヤードゥイ (桑江

ヌ中屋取)、 クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の 4集落合

同で使用していた。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

≪聞取 り調査風景≫

■マチヤ :店。

≪聞取り調査風景≫

■サーターヤー :製糖小屋。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。

■ムラヤー :集落の集会所。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。
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フナウクイをする場所が 2か所あった。チャタントンネルの頂

上あたりと、チャタングスク内にある北谷モーシーの墓とスーガー

の間あたりの小高い丘で行なわれていた。煙をたてたり、女性たち

が太鼓を叩いたりして船を見送った。主に紡績へ行 く人たちに対

して行なわれていて、昭和 12(1937)年以降からは行なわれなく

なった。

マーイサーは、ビジュル、サーターヤー、屋号ヒャージョー (比

屋定):30の ところなど、あちらこちらに置いてあった。7～ 8名が

車座になって遊べるような場所や、ちょっとした広さがある道端な

どにあった。大 0中・小の 2～ 3個 ほど置かれていた。これらの

マーイサーは戦争でなくなってしまった。

学校はチャタントンネル、シラヒージャー、チャタングスクを越

えて、北玉尋常高等小学校へ通っていた。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 2月 <ク シュックイー (ニ ングワチヤー)>:13～ 30歳

ぐらいのワカカタ、30～ 40歳 ぐらいのナカカタ、50歳以上の

トゥスイカタ (ウ ヤカタとも言う)の 3か所に分かれ、ジューシー

メーや肉などのごちそうを作 り、3日 間行なわれた。ヤードゥは持

ち回りで、毎年変わる。1日 目は晩から、それぞれのヤードウで行

なう。2日 目は、年長者のところへ、代表者が挨拶へ行 く。その日の

晩には、 トゥスイカタのところに、ワカカタもナカカタも集まり、

組踊 りや舞踊をして遊んだ。3日 目は、そろってビジュルまで道

ジュネーをした。ビジュルで解散となる。クシュックイーと同じ

日に、学事 奨励会や向上 会 も行 なわれた。これ らは昭和 16

(1941)年頃まで行なわれていた。

●旧暦 7月 <エ イサー>:エ イサーの練習は、屋号ヒャージョー (比

屋定):30の ところの空き地や、テツヤー (蹄鉄屋)の ところの空き

地などで行なわれた。ビジュルですることもあった。男性のみで

行なわれた。1日 目は晩から翌日まで集落内の各家を回った。特に

新築の家はカリーをつけるために優先的に回っていた。2日 目も同

じく、各家を回った。近 くの集落へ行 くこともあった。3日 目は、

道ジュネーをしながら、ビジュルヘ行った。そこで拝んだら終了。

くわ

現在、集落域の東側はキヤンプ桑江内である。しかし、西側の

クェーエキだつたところは町立桑江中学校となり、その付近には店

が立ち並んでいる。昔と同じく、にぎやかさをみせている。
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■フナウクイ :見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■北谷モーシー :絶世の美声の持

主と言われる伝説的な女性。

■紡績 :大正 0昭和期に盛んだっ

た阪神や中京の製糸紡績工場へ

の出稼ぎ。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■北玉尋常高等小学校 :北谷尋常

高等小学校の分教場であった。

大正 3(1914)年 に北玉尋常小

学校 と して開校 し、大正 6

(1917)年に高等科を設けて北

玉尋常高等小学校となった。

■クシュックィー :農繁期のあと

にする骨休みの行事。

■ワカカタ :若者の組。

■ナカカタ :壮年の組。

■トゥスイカタ :年寄りの組。

■ジューシーメー :炊き込みご飯。

■ヤードゥ:一時的に集会所にあ

てられる家。

■道ジュネー :行事などのとき、

芸を披露しながら道を練り歩く

こと。

■学事奨励会 :学童の勉強を励ま

す会。

■向上会 :集落の産業を向上させ

るための会。優秀な人には賞状

や賞品が与えられた。現在の産

業まつりのようなもの。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■カリー :め でたい、縁起のよい

こと。

■キャンプ桑江 (キ ャンプ 0レ ス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。
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シラヒージャー

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)

河 川

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)とチャタン (北谷)の

間を流れる川。昭和初期頃にはチャタンガーラと呼ばれるのが普

通になっていた。

学校帰りには、シラヒージャーで泳いで遊んでいた。下流では家

畜 (馬
0牛)に水浴びをさせていた。

現在の自比橋の下あたりに飛び石があり、橋が架かる前は、その

飛び石を

と言う。

わた

渡っていた。その中でも大きい石をナーカヌシーグ ヮー

戦時中には川べ りに特攻隊の基地があつた。干潮時でも出撃で

きるようにするため、シラヒージャーを堰き止め、流水を調整でき

るように工事もされていた。海までレールが敷かれていた。

現在の自比川のことである。

→桑江のナーカヌシーグヮーを見よ。

カーラグヮー

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)と クェーヌナカヤードゥ

イ (桑江ヌ中屋取)の境界を流れていた川。

川の北側にはクェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の 屋号

ウードゥグヮー (小渡小)があつたので、ウードゥグヮーヌメーヌ

カーラグヮーと百うこともある。また、ウナガヌクシヌカー、ハイ

スイロとも言う。

川幅はそれほど大きくなかった。畑に降った雨水が海まで流れて

いた。

ンナジ (ウ ナギ)や ターイユ (フ ナ)などがいた。雨が降った後、

水量が増えると、橋の下でも釣 りをしていた。水量が少ないときに

は、上流の方に水がちょっと溜まるところがあつたので、そこで釣

りをしていた。

‐→桑江のウードゥグヮーヌメーヌカーラグヮー、エキヌメーヌカ…

ラグヮー、桑江ヌ中屋取のカーラグ ヮーを見よ。

丘陵

チャタントンネルが掘 られた丘陵。 トンネル開通後は トンネル

ヤマと言っていた。松林があり、30～ 40本ぐらいの松が生えて

いたが、昭和 19(1944)年に、特攻隊の船の枕木にするために日

イチグスク

141

■■国

≪聞取 り調査風景≫

■日本陸軍の海上特攻隊 (海上挺

身隊)の特攻艇 0マ ルレの秘匿

壕 :昭和20(194D年 3月 29
日深夜に、北谷村の基地から

17隻が出撃したが、ほぼ全艇

未帰還となった。

≪聞取 り調査風景≫

■日本陸軍の海上特攻隊 (海上挺

身隊):白 比川沿いに特攻艇・

マルレの秘匿壕があった。



本軍に伐採された。

チャタントンネル開通前は、ビジュルとマヤーガマの間から、4

尺 (1。 2m)幅ぐらいの道があった。 トンネルヤマを越えて、南側

にあった屋号トンネルヤ~:4の前に出る道で、その近くに幅 70cm、

高さlm50cmぐ らいの碑文があった。話者によると、全部漢字

で書かれており、縦書きだったと言う。

地域・その他

シラヒージャーのあたりから、北へ向けて、海岸沿いにずっとゴ

ガンが続いていた。ゴガンの切れ日から舟を出していた。馬車も

通れるようになっていた。

ゴガンは昭和 11～ 13(1936～ 38)年の頃に作られた。基礎工

事は、砂を lmぐ らい掘 り、そこに直径 15cmぐ らいの松を橋の

ように組み、ボル トで留めていた。その上に石を積んでいた。

ゴガンが作 られる前は、白浜でアダンが生えてお り、防風林と

なっていた。

県道

県道。集落の中を南北に走っていた。クェーエキヘ行 く道と交差

するところはクェーヌメーカジマヤーと言い、店が立ち並び、人や

荷馬車などが行き交う、交通の要所としてにぎやかな場所だった。

県道なので、県から工夫が 2～ 3名来て、補修工事を行なってい

た。 トラックで運んできた石を、道のあちらこちらに置いて、それ

を工夫がバーキグヮーに入れて運び、窪んだところを埋めていた。

話者によると、人手が足 りない場合には区長に頼んで、集落の人た

ちが出る場合もあったかもしれないと言う。

戦争前には大きな工事はなかったが、戦争が激しくなる頃には日

本軍が道幅を拡張していた。そのため、ケンドー沿いの屋敷の石垣

が崩されたり、フクギなどの植木が伐採された。このような工事は

国場組が請け負っていた。

現在の国道 58号線である。

郡道

ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)へ と上る道。クェーヌメーカ

ジマヤーを通 り、クェーエキヘ行 く道とつながっていた。

現在の県道 24号線を言う。戦前の謝苅入口よりも北側で、キャ

ゴガン

ケンドー

ルミチジャー
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≪聞取り調査風景≫

■工夫 :道路・鉄道などの土木工

事の作業員。

■バーキグヮー :ざ る・かごなど。



ンプ桑江第 1ゲート (軍病院入口)あたりから始まり、北谷郵便局

の湾曲したあたりに通っていた。この部分以外は、戦前の道と同じ

である。話者によると、ジャーガルミチというのは、道の側にあっ

たジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)と、粘土質の土質からついた

名前ではないかと言う。

坂道

ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)の屋号コンゴロー トーヤマ

(コ ンゴロー当山)へ行 く坂道。ジャーガルミチの一部を言う。県

道 24号線とほぼ同じだが、戦前の道の始まりは、現在の謝苅入口

よりも北側にあった。キャンプ桑江第 1ゲート (軍病院入口)あ た

りから始まり、北谷郵便局の湾曲したあたりに通っていた。その部

分が坂道になつており、アカヒラーと言った。周辺の山は赤土で赤

く見えていた。

イチグスクにあった割れ目。ガンヤー寄 りにあった。上の方は

lm80cmぐ らいの幅が開いており、そこを助走をつけて飛び越

すという遊びをしていた。高さは 8mぐ らいあつた。

話者によると、マヤーガマの名称の由来はわからないと言う。

ちゃたん

クェー (桑江)に あった。現在の県立北谷高等学校の下あたりで

ある。大昔、その周辺まで海で、このアンブシモーに網を干してい

たという言い伝えがある。

→桑江のアンブスーヤマグヮーを見よ。

アンブシモー 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

チョーローヤマのところにあった。大昔、その周辺まで海で、そ

こに網を干す場所があったという言い伝えがある。

→タメーシ (玉代勢)のチョーローヤマを見よ。

池沼 ●

屋号カーラヤーカンジャーグヮー (瓦屋カンジャー小):3の とこ

ろにあった。家畜 (馬
0牛)に水浴びをさせるのがやつとの広さだっ

丘

アカヒ

害」れ日

マヤー マ

シモー
~フ ｀ ´

ノ /

クムイ
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■キヤンプ桑江 (キ ヤンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

■ジャーガル :粘土質の灰色の土。

ジャーガル土質で作られた芋は、

大きいが味はあまりよくない。

≪聞取 り調査風景≫

≪聞取 り調査風景≫



た

クムイ

屋号ウフハマジョー (大浜門):39の ところにあったクムイ。

十字路

集落内で一番大きなカジマヤー。屋号クヮーシヤーヤマグスク

(菓子屋山城):65の ところだつたので、クヮーシヤーカジマヤーと

も言う。クェーエキヘ行 く道とケンドーが交差するところだつた。

店が立ち並び、人や荷馬車などが行き交う、交通の要所としてにぎ

やかな場所だった。他集落の人たちも知っているぐらいに有名な

カジマヤーだった。

→クェー (桑江)の クヮーシヤーカジマヤーを見よ。

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)とチャタン (北谷)の

間にあった トンネル。荷馬車が 2台通れるぐらいの幅があった。

高さは5mぐ らいだつた。

トンネルの頂上から、船が沖を通っていくのが見えたので、そこ

でフナウクイをしていた。

幅や高さがなく、大きな車は通れなかった。 トンネル内の天丼に

はこすった跡がついていた。屋良飛行場の整備のための トラック

が通れなかったために、昭和 19(1944)年の+0+空 襲以後、日

本軍によつてダイナマイトで爆破された。爆破で出た瓦礫はもっ

こやスコップなどで人力で片づけていた。

駅

県営鉄道嘉手納線の桑江駅。クェーヌメーエキ、クェーヌエキと

も言う。

無人駅ではなく、駅長がいた。嘉手納から那覇まで 15駅あり、

クェーエキは大きな駅の 1つ だつた。他には、安里駅 0大山駅・嘉

手納駅が大きかった。クェーエキの周辺は店が多 く、にぎやかだっ

た。那覇以外で、マチヤや写真屋まであるのは、クェーエキと嘉手

納駅ぐらいだった。グヤカジマヤー (現在のゴヤ十字路)の ヤマシ

タという店から、クェーエキまでの連絡馬車もあった。

具志川や越来などからも砂糖樽を運んできていた。クェーエキか

クェーヌメーカジマヤー

タン ルンチ

クェーエキ
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■マチヤ :店。

■クムイ :池。沼。

■カジマヤー :十字路。道が交差

するところ。

≪聞取 り調査風景≫

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■屋良飛行場 :昭和 19(1944)

年に日本陸軍が建設した飛行場。

中飛行場。米軍に接収され、現

在の嘉手納基地となった。

■十・十空襲 :昭和 19(1944)

年 10月 10日 、南西諸島に対

して行なわれた米軍最初の大空

襲のこと。

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国 0平安山 0桑江 0北谷 。

大山・真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀 0古波

蔵・那覇の 15駅があった。

トンネル藤菫



ら那覇へと運ばれた。駅の側には砂糖樽を保管する倉庫があり、そ

の管理は、屋号ヤラグヮー (屋良小):76が していた。

駅の側に、溜め池みたいなものがあり、そこから汽車の水を吸い

上げ給水していた。蒸気機関車だった。

現在の町立桑江中学校のあたりである。

鉄橋

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)と クェーヌナカヤードゥ

イ (桑江ヌ中屋取)の境界を流れていたカーラグヮーに架かってい

た鉄橋。

公共施設 dh

精米所。屋号ヤラグヮー (屋 良小):76の 南側にあった。

で取れた米を精米していた。農業組合が管理していた。

ちゃたんそん

北谷村内

建物 」h

劇場。屋号イチバルグヮー (池原小):79の 西側にあった。掘っ建

て小屋で、客席は露天だった。話者によると、ゲキジョーを建てた

人ははつきりわからないが、劇団が建てたのではないかと言う。地

方回りの劇団がやってきて、一定期間滞在しては入れ替わるという

かたちで、毎日芝居をしていた。 くじ引や福引などもあり、米一俵

などが当たった。昭和 12～ 13(1937～ 38)年 にできて、昭和

18(1943)年頃まであった。

共同製糖小屋。1か 所だけだ った。屋号サーターヤーチズカ

グヮー (サ ーターヤー喜如嘉小):38の 南側にあつた。サーターダミ

はなかった。嘉手納製糖工場が盛んになつてからは、サーターヤー

はあまり利用されなくなっていた。話者によると、戦争で働き手が

少なくなつたせいもあると言う。

チャタントンネルとマヤーガマの間にあった拝所。7～ 8段 ぐら

いの簡単な石積みの階段があり、そこを上がると香炉が置いてあっ

キョーア

セーマイ ヨ

ゲキジョー

製糖小屋 に
サーターヤー

拝所垣
ビジュル
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≪聞取 り調査風景≫

■サーターグミ:製糖の作業をす

る組。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治
45(1912)年 創業。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。



て、神様が祀 られていた。三方を石で囲み、屋根も石造 りの祠が

あつた。lm四方ぐらいだった。背後には松の本が生えていた。昭

和 12～ 13(1937～ 38)年 頃に、石造 りからコンクリート造 り

で瓦屋根の祠に改築した。ビジュルは埋まつており、地上に40～

50cmほ どしか出ていなかつたが、改築するときに掘 り起こして

みると、lm20～ 30cmぐ らいの高さがあった。他にもビジュ

ルが出てきて、計 3個になったので、3個並べて、祠の中に入れた。

そのときに石段もコンクリート造 りにした。話者によると、改築の

費用はクェー (桑江)だけではなく、北谷村からも出たらしいと言う。

クェー (桑江)、 クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェー

ヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)、 クェーヌクシヤードゥイ (桑

江ヌ後屋取)の 4集落の人たちが拝んでいた。 1日 暦 2月 2日 のエン

グヮチャーや、兵士が出征するときにも拝んでいた。

ビジュルの前は広場になつており、そこでラジオ体操やエイサー

の練習をしていた。

現在、ビジュルは町立第四保育所入口あたりに移されて、祀られ

ている。

桑江馬場。クェー (桑江)と クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中

屋取)の 間にあった。年に一度、ンマスーブが行なわれた場所であ

る。マーイサーも置いてあり、担いで遊んでいた。

→桑江のクェーンマイーを見よ。

クェー (桑江)、 クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェー

ヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)、 クェーヌクシヤードゥイ (桑

江ヌ後屋取)の 4集落でガンとガンヤーを共同使用していた。
いし

ガンヤーは崖のへこみに小屋を建て、その前に石
づ

積みをしてある

という簡単な造りだった。話者によると、ガンヤーのところは怖い

のであまり行かなかったと言う。

ガンは喪家で組み立て、墓まで 4名 で担いで行った。ガンは前に

2人、後ろに2人の合計 4人で担いでいた。一度担いだら人を交代

することができず、肩を変えることもできなかった。人の家の前で

休んではいけなかった。ニンブチヤーを先頭にして、ガンを担いだ

4人と、芭蕉布をかぶった5～ 6人の泣き女がその後に続いた。喪

家以外は、屋敷の門のところに霊が入ってこないようにという意味

馬場

クェーンマイー

寵屋 」
ガンヤー
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≪ビジュル≫

≪ビジュル≫

■ニングヮチャー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■ンマスーブ :馬の飾りや歩き方

の美しさを競う。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ニンブチヤー :葬式のときに鉦

をたたき、念仏歌を歌う人。と

きには経文を読み、僧の代わり

をつとめた。



標木

マ ー ユ
~

で、デーク (ダ ンチク)を置いた。デークがない場合には、竃の灰

を撒いた。ガンは墓で解体してから持ち帰って、ガンヤーに納めた。

現在のまつしま歯科のあたりにあった。

テ ィーチマーチャーとも言 う。サーターヤーの近 くにあった一

本松。ちょっと小高い岩から生えていた。岩はそんなに大きくな

く、lm50cmぐ らい盛 り上がっていた。話者によると、ウコー

ルが置いてあったが、誰が拝んでいたかはわからないと言う。

ティーチマーチューの下あたりにワクがあった。

「チャタントンネル 0ビ ジュル」

「軽便鉄道 0桑江駅」

費 ノ
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■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■ワク :湧き水。



(旅館 )

桑江駅周辺のにぎわい

沖縄芝居の露天劇場
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番号 屋号 備考

テツヤー

(馬 ヌ爪クマサー)

蹄鉄屋。屋号ヒャージョー (比屋定):30の敷地を借りて作業場を作り、馬の蹄鉄をはめる

仕事をしていた。桑江ヌ前屋取の人ではなく、別のところから通ってきて仕事をしていた。

10 ユーフルヤー 風呂屋、鍛治屋。日進食堂という食堂もしていた。鍛冶は鍬、釜、鍋などを作っていた。

12 シ ョーユ屋 醤油を仕入れてきて、それをおばあさんが売っていた。

13 マチヤ宮里小 宮里商店。雑貨、お菓子を売っていた。大きな店だった。

14 スバヤー仲地小 ソバ屋をしていたが、昭和 10年代には廃業していた。家の造りは普通の民家だった。

15 トゥクータンメー 雑貨を売っていた。

16 豆腐屋城間小 豆腐を作って売っていた。

17 仲本

ブリキ屋、洋裁店、傘屋、理髪店、自転車屋。父がブリキ屋で、ジョウロややかんなどを作っ

て売っていた。息子は洋裁店を開いて仕立てをしていた。店は家の向かいの屋敷を借りてやつ

ていた。自転車は、越来村役場の職員の人がよく修理などで使っていた。

18 ハーヤー 歯医者。準医師。

20 マチヤ仲地小 商店。雑貨を売っていた。

21 駐車場真栄城
バシャムチャー (馬車運送業者)の休憩所。お茶やちょっとした茶請けを出したりしていた。

屋敷内に馬も馬車も10台 ぐらいつなげる場所があった。

27 酒屋城間 酒を販売していた。大正の頃、首里から移ってきた。

58 チーチーヤー 北谷、屋宜仲山から牛乳を仕入れていたらしい。自転車で配達していた。

60 照屋旅館 簡易宿。

64 喜友名 理髪店をしていた。

65 菓子屋山城
山城菓子店。昭和 12年頃までアイスケーキー (ア イスキャンデー)、 氷など菓子の製造と販

売をおこなっていた。卸しを取って配達していた。

66 牧志 牧志写真館。商店と写真屋をしていた。通り沿いは雑貨商で奥は写真屋。

68 マチヤ渡嘉敷 瀬戸物屋。陶器、茶碗などの陶器類を売っていたほか、米などの食料品も売っていた。

73 ダンパチヤー稲嶺
理髪店。ヤマチが南洋移民に出たあと、戦争直前の時期にダンパチヤーンナンミが入ってい

た。

74 新仲村渠 商店。タバコ、塩などの専売品を売っていた。

75 旅館小 宿を経営していた。宿泊部屋は3～ 4畳半ほどの広さだった。

76 屋良小
桑江駅に搬入・搬出する運送業者のとりまとめ役をしていた。大きな堀があり、鯉を養殖し

ていた。一時期、ソバ屋もしていた。

78 醤油屋島袋 商店。雑貨、醤油などを売っていた。

79 池原小 池原商店。大きな新しい商店。

81 マチヤ仲地小 商店。そうめん、油、駄菓子、雑貨などを扱っていた。
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桑江ヌ中屋取

クェーヌナカヤードウイ



クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)

北谷町域西側、東シナ海に面する屋取集落。集落の東側はクェー

(桑江)、 南側はクェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 北側は

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)に 隣接している。

戸数 87軒で、そのうちカーラヤーが 13軒あった。

集落名はクェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)だが、略称と

して、クェーヌナカ (桑江ヌ中)、 クェーナカ (桑江中)、 ナカヤー

ドゥイ (中 屋取)、 クワナカ (桑中)と 言 うこともある。昭和 14

(1939)年 からショーワドーリ (昭和通 り)の名がつき、そう呼ば

れることもあった。

主業は農業と漁業であつた。その他に雑貨商、専売品の売店、醤油

の製造・販売店、豆腐屋、旅館などがケンドー沿いに立ち並んでい

た。

漁業に携わる人が多 く、網を干す場所であるアンブシモーが 2か

所あつた。 リューグーシンの北側にあったものは300坪 ぐらい

の広さで、3～ 4軒で使用していた。もう 1か所は、ヘーヤチガマ

の北側にあり、500～ 600坪 ぐらいの広さがあった。

井戸は各家にあったが、鉄道から海側の井戸には潮が混ざるの

で、飲み水は他に汲みに行っていた。

集落内にリューグーシンがあり、 1日 暦 5月 4日 に拝んでいた。

ガンヤーはクェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の南端に

あつた。クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェーヌナカヤー

ドゥイ (桑江ヌ中屋取)、 クェー (桑江)、 クェーヌクシヤードゥイ

(桑江ヌ後屋取)の 4集落合同でガンやガンヤーを使用していた。

【集落で行なう主な年中行事】

●旧暦 2月 2～ 3日 <ニングヮチャー (ク シユクヮーシー)>:親
睦会。ビジュルとリューグーシンを拝む。男性のみで行なわれて

いた。13～ 25歳 のワカカタ、25～ 39歳のナカカタ、40歳以

上のトウスイカタの 3か所に分かれて行なっていたが、昭和 12～

13(1937～ 38)年 頃からは、戦争のために人が少な くなったの

で、1か所で行なうようになっていた。若い人たちが先輩のところ

へ酒などを持って挨拶に行っていた。13歳以上から5～ 10銭の

会費徴収があったが、グムチもあったので、そんなにお金を出さな

いですんでいた。最終日にはサンミンジリが行なわれた。

●旧暦 5月 4日 <ハ ーリー>:海神祭。 リューグーシンを拝む。

クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)を 中心として、クェー

(桑江)、 クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェーヌクシ

ヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の 4集落合同で行なわれた。北谷村の

三大祭 りの 1つ だつたので、費用は北谷村から出ていた。中部地区

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

≪聞取 り調査風景≫

≪聞取 り調査風景≫

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ニングヮチャー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ワカカタ :若者の組。

■ナカカタ :壮年の組。

■トゥスイカタ :年寄りの組。

■グムチ :集落の財産。

■サンミンジリ:決算報告。

■ハーリー :1日 暦5月 4日 に行な

われる船の競争行事。

■北谷村の三大祭り:①北谷長老

祭 ②海神祭 ③野国総官祭
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の人たちが見物に来た。ハーリーに使 う船は、10日 ぐらい前から

陸揚げして手入れをしたり、旗を立てたりして準備していた。ウガ

ンバーリーは 2隻で、アガリバーリー (ス ーブバーリー)は 3隻で

行なわれた。1隻 に 12人乗 っていたが、実際に漕 ぐのは 10人

だった。残 りの 1人は鉦をうつ人で、もう1人は舵取 りであつた。

クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の人を中心にして、クェー

(桑江)、 クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェーヌクシ

ヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の人たちも漕ぎ手として出ていた。力

量が偏 らないように、漁労長が乗る人を調整し、決定していた。

ハーリーは昭和 16(1941)年頃まで行なわれていた。ハーリーを

終えた後は、アンブシモーで沖縄相撲やムラ芝居が行なわれた。相

撲は他集落からも参加者が集まった。嘉手納農林学校の生徒が多

く出場していた。芝居は、クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)

の人が演じるムラ芝居であった。北玉尋常高等小学校から教壇を

借 りてきて、10畳 ぐらいの広さで、高さ60～ 70cmの 舞台を

作っていた。

●旧暦 7月 13～ 15日 <盆 >:先祖への供物をガチに横取 りされ

ないために、 ミンヌク、ガンシナ、カーサグヮーに包んだ食べ物な

どを用意した。エイサーはクェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋

取)の みで行ない、集落内の家を 1軒ずつ回る。エイサーシンカの

30～ 40名が入れる家は屋敷内で行ない、入れない場合は家の前

の道で行なう。男性のみの参加で、空手の型のエイサーである。

集落域は、現在の58号線沿いとなる。東側は米軍に接収され、

キャンプ桑江内となっている。西側は店が立ち並ぶ地域で、戦前の

地形は変化してしまったものの、昔と同じく、にぎやかさをみせて

いる。
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■ハーリー :旧暦 5月 4日 に行な

われる船の競争行事。

■ウガンバーリー :神仏への祈願

として最初に行なわれ るハー

リー。

■アガ リバー リー (ス ーブバー

リー):勝敗をかけて競いあう

ハーリー。

■ムラ芝居 :集落の人たちが演じ

る芝居。

■嘉手納農林学校 :沖縄県立農林

学校。国頭農学校がその前身。

大正 5(1916)年 に嘉手納に移

設された。

■北玉尋常高等小学校 :北谷尋常

高等小学校の分教場であった。

大正 3(1914)年 に北玉尋常小

学校 と して開校 し、大正 6

(1917)年 に高等科を設けて北

玉尋常高等小学校となった。

■ガチ :餓鬼。食をむさぼる霊。

■ミンヌク :餓鬼に供えるもの。

■ガンシナ :荷物を頭に乗せて運

ぶ時に敷く、藁で編んだ丸い輪。

■カーサグヮー :食べ物を盛った

り、包んだりする大きな葉のこ

と。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■エイサーシンカ :エ イサー仲間。

■キヤンプ桑江 (キ ヤンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。



桑江ヌ中屋取 屋号地図

―卜冊

桑江ヌ中屋取の家の配置 (数字は屋号番号)

鉄池

■■■■■1 辛可川  (小 さい文字は他の集落の呼び名)

運動務  (小 さい文字は他の集落の呼び名)

緑の文字 地域の名称 (小 さい文字は他の集落の呼び名)
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ヤチガ

アンブ

⑩
ゴガン

倉 リ

ウードゥグヮーヌ糧―ヌカーラグヮー

カーラグヮー
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ショーワドーリ

クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)

行政字名

昭和通 り。クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の別名。一

部の有識者によってつけられた名称。昭和 14(1939)年頃から昭

和 18(1943)年頃まで、一時的に使用されていた。

クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)は、クワナカ (桑中)、

ナカヤードゥイ (中屋取)と 呼ぶことが多 く、現在でもナカヤードゥ

イと言うほうが一番わかりやすい。

河 川

クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)と クェーヌメーヤードゥ

イ (桑江ヌ前屋取)の境界を流れていた川。排水路であった。

クェー (桑江)の 間取 り情報によると、川の北側にはクェーヌナ

カヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の屋号ウードゥグヮー (小渡小):1

があつたので、ウードゥグヮーヌメーヌカーラグヮーとも言い、ウ

ナガヌクシヌカーとも百う。

→桑江のウードゥグ ヮーヌメーヌカーラグヮー、桑江ヌ前屋取の

カーラグヮーを見よ。

丘陵

チャタントンネルが掘られた丘陵。 トンネル開通前は、イチグシ

クと言っていた。松林があり、30～ 40本ぐらいの松が生えてい

たが、昭和 19(1944)年に、特攻隊の船の枕木にするために日本

軍に伐採された。

チャタントンネル開通前は、ビジュルとマヤーガマの間から、4

尺 (1。 2m)幅ぐらいの道があった。トンネルヤマを越えて、南側

にあつたクェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の屋号 トンネル

ヤーの前に出る道で、その近 くに幅 70cm、 高さlm50cmぐ
らいの碑文があった。話者によると、全部漢字で書かれており、縦

書きだったと言う。

→桑江ヌ前屋取のイチグシクを見よ。

イノー

クェーグチから入って北側の一帯を言う。ニシヌトーングヮーの

カーラ ワ
~

トン ルヤマ

ニシハラ
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≪聞取 り調査風景≫

■日本陸軍の海上特攻隊 (海上挺

身隊):白比川沿いに特攻艇・

マルレの秘匿壕があった。



リーフ側一帯である。現在の浜川漁港の第 1ポ ールを境にして、二

シハラガーとフェーハラガーに分かれる。

漁師は、潮の流れによって、ハンジャンイノーとニシハラガーを

はつきり区別していたが、一般の人はニシハラガー付近も含めて、

全体をハンジャンイノーと言っていた。

フェーハラガー

現在のサンセットビーチの下あたり。現在の
はまがわ

浜川漁港の第 1ポ ー
さかい

ルを境にして、ニシハラガーとフェーハラガーに分かれる。

カチャーラ

【※編注:記載した地図の範囲外にあるため、地図上には記載していない】

フェーハラガーの南側にあつた。カチがあつたところで、石積み

が残っていた。

カチグヮーヌチビ

イリーガチの下にあった。

津 口

サンゴ礁の切れ日から船が出入 りできる場所であった。クチを含

めてクェーンナトゥと言うこともある。潮が引いたときに、ある程

度の水深があった。話者によると、入 り江の下は 10mぐ らいの深

さがあり、一番深いところでは 17～ 18mぐ らいあつたのではな

いかと言う。そこで旧暦 5月 4日 の干潮時にはハーリーが行なわれ

ていた。ハーリーを行なうのは、クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ

中屋取)の人たちが中心で、周囲の集落の人たちは見物に来ていた。

薪

船頭

つ    ヤンバルセン                せんいん    く

などを積んだ山原船も来ていた。その船員が水汲みに来たり、

が酒やタバコ買いに来たりしていた。そうめん 0

つ          ヤンバル

こん ぶ

昆布
な

などを那
は

覇から積んで来て、山原に帰るときに寄つたりするようだつた。昔

は砂糖も積んで行った。

6～ 7月 頃には、クェーグチにガチュン (ア ジ)が入つてきてい

た。

現在のサンセットビーチのあたりである。

→桑江ヌ後屋取のクェーンナトゥを見よ。

ニシヌトーン ワ
~

【※編注:記載した地図の範囲外にあるため、地図上には記載していない】

クェー (桑江)の 間取 り情報によると、沖に向かって、クェーグ

クェーグチ
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≪聞取り調査風景≫

■カチ :魚垣。魚を捕るために浅

瀬に積んだ石垣。

■ハーリー :旧暦5月 4日 に行な

われる船の競争行事。

■山原船 :沖縄本島北部、俗称ヤ

ンバルと中南部を往来していた

交易船。



チの北側がニシヌトーング ヮーで、その反対側はフェーヌトーン

グ ヮーであると言う。3月 の干潮のときは腰ぐらいの深さだが、大

潮のときは2mぐ らいの深さになる。ニシヌトーングヮーは、フェー

ヌトーングヮーに比べて少し浅かった。また、冬にはフェーヌトー

ング ヮーより早 く波が来ていた。ニシヌトーングヮーは、天気の良

いときに漁をしており、ハイユー (サ ユリ)、 シージャ (ダ ツ)など

の魚が捕れた。しかし、サンゴが多 く、踏み潰してからでないと網

を張ることができなかった。また、ブーナー (フ グ)も多 く、網を

食い破られることもあった。ニシヌトーングヮーは、いい魚が捕れ

るが、これらの理由で、フェーヌトーングヮーを利用することが多

かった。

フェーヌトーングヮー

クェー (桑江)での間取 り情報によると、沖に向かって、クェー

グチの南側がフェーヌトーングヮーで、その反対側はニシヌトーン

グヮーであると言う。ちよつとした入 り江になつており、深いとこ

ろは 7尋 (10。 5m)ぐ らいだった。大きい船は入れないが、小舟

はゆつくりとなら入ることができた。潮が出入 りするため、魚の出

入 りも多 く、追い込み漁のときにはクチを使った。建干網によく利

用していた。

‐
フ

ノヽ

【※編注:記載した地図の範囲外にあるため、地図上には記載していない】

現在のハンビーの下のあたりで、イノーの外側。サザエ・ヒロセ

貝 0タ カセ貝などの貝が多 く取れた。満潮時に lm50cm～ 60
cmぐ らいの深さだった。

普段は岩は見えないが、 1日暦の 3月 3日 には水面に出る。

地域 0その他

護岸。
ぼうふうりん

防風林としてアラン (ア ダン)が植えられていた。

→桑江のゴガンを見 よ。

県道

集落の中を南北に走っていた。

現在の国道 58号線である。

→桑江のケンドーを見よ。

ム ー

ケ ン
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≪聞取 り調査風景≫

■イノー :礁池。



ル ミ

郡道

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の屋号ヤラグヮー (屋

良小)の前を通って、ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)へ と上る

道。

現在の町立桑江中学校のところから、キャンプ桑江内を通 り、北

谷郵便局へとつながっていた。

→桑江ヌ前屋取のジャーガルミチを見よ。

生活道

スージグヮーの 1つ。屋号ワチナグイ(湧稲国):85の 前を

ケンドーとクェーンマイーを結ぶ道だった。

クラニースージ

とお

通る道。

とお

通る道。ケンドースージグヮーの 1つ。屋号クラニ~:67の 前を

とクェーンマイーを結ぶ道だった。

ニーファグヮースージ

スージグワーの 1つ。屋号ニーファグヮー (禰覇小):24の 前を通

る道。道幅は 3mで、馬車が 1台通れるぐらいの道幅で、2台すれ

違 うことはできなかった。ケン ドーとクェーンマイーを結ぶ道

だった。道の両側は何百年もたつようなフクギ並木があった。太

さが lmぐ らいあるようなフクギだった。昼でも薄暗 く、子どもに

とっては怖い感じの道だった。しかし、大人にとっては、フクギ並

木があるため、真夏でも涼しく、お母さんたちが地機織 りをする場

所になっていた。

ンナンミスージ

スージグヮーの 1つ。屋号ムランナンミ (村稲嶺):13に つながる

道。道幅は lmぐ らいだった。テーラグヮースージとヒラカースー

ジヘと合流する道。

テーラグヮースージ

スージグヮーの 1つ。屋号テーラグヮー (平良小):14の前の道。

道幅は5mあ り、馬車がすれ違えるぐらいだった。クェーンマイー

とケンドーを結ぶ道だった。ンナンミスージと合流するところか

ら、クェーンマイーまでの範囲を言う。ケンドーに向かう道は、ヒ

ラカースージと言う。
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ワチナグイスージ

■キャンプ桑江 (キ ャンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

■スージグヮー :路地。小道。

■地機織り:脚のない布織機で、

地面に座って布を織ること。



ヒラカースージ

スージグヮーの 1つ。屋号ヒラカー (平川):9の前の道。道幅は

5mあ り、馬車がすれ違えるぐらいだった。ケンドーとクェーンマ

イーを結ぶ道である。ンナンミスージと合流するところから、ケン

ドーまでの範囲を言う。クェーンマイーに向かう道は、テーラグヮー

スージと言う。

‖割れ目 陶哺
llll● ●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●

"■
●●●中●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●‐l!:::::||||!:|IE::::ili

ヒ望三ゴ」
わ

トンネルヤマにあった割れ目。上の方は lm80cmぐ らいの幅

があった。

→桑江ヌ前屋取のマヤーガマを見よ。

野原 ●

漁師が網を干す場所。2か所あったうちの 1つ。リューグーシン

の北側にあった。300坪 ぐらいの広さがあり、3～ 4軒ぐらいで

使用していた。芝生が生えていた。

旧暦 5月 4日 のハーリーの後には、このアンブシモーで沖縄相撲

や芝居が行なわれていた。

現在は道になっている。北谷町公共駐車場東側、北谷運動公園前

バス停あたりである。

漁師が網を干す場所。2か所あったうちの 1つ。ヘーヤチガマの

北側にあった。500～ 600坪 ぐらいの広さがあった。屋号イチ

マンヤー (糸満屋)が主に使っていた。

昭和 17(1942)年頃には畑になっていた。

現在の北谷町公共駐車場東側あたりである。

魚垣 ●

クェー (桑江)の間取り情報によると、ヘーヤチガマの下の方で、

ゴガンから20～ 30mぐ らい離れたところにあったと言う。

→桑江のイリーガチを見よ。

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

ウミヌカーとも言う。話者によると、海の井戸という意味ではな

シモーア ン

アンブシモー

イリーガチ

湧水井戸

ウミヌカー ワ
~
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■スージグヮー :路地。小道。

≪聞取 り調査風景≫

■ハーリー :旧暦 5月 4日 に行な

われる船の競争行事。

■カチ :魚垣。魚を捕るために浅

瀬に積んだ石垣。



いかと言う。 リューグーシンの近 くにあった。水が出て、海へと流

れていた。

現在は埋め立てられ、美浜となつてている。

→クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の リューグーシンを

見よ。

II橋 爾
匹ヨ

シラヒージャーに架かっていた橋。昭和 20(1945)年 3月 頃に

米軍が渡れないようにするため、日本軍によって爆破された。

→桑江ヌ前屋取のシラヒージャーを見よ。

トンネル

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)と チャタン (北谷)の

間にあった トンネル。荷馬車が 2台 通れるぐらいの幅があった。

高さは5mぐ らいだった。昭和 19(1944)年末～20(1945)頃

に日本軍によつてダイナマイトで爆破された。爆破で出た瓦礫は

もつこやスコップなどで入力で片づけていた。

→桑江ヌ前屋取のチャタントンネルを見よ。

駅

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)に あった県営鉄道嘉手

納線の桑江駅。嘉手納から那覇まで 15駅あった。

駅の側に、溜め池みたいなものがあり、そこから汽車の水を吸い

上げていた。蒸気機関車だった。

具志川や越来などからも砂糖樽を運んできていた。クェーヌエ

キから、那覇へと運ばれた。砂糖樽を入れておく倉庫もあり、その

管理は、クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の屋号ヤラグヮー

(屋良小)が していた。

現在の町立桑江中学校のあたりである。

→桑江ヌ前屋取のクェーエキを見よ。

鉄橋 壼電

両端はセメントで、そこに
まくらぎ                    し

枕木を置き、レールを敷いたものだつ

た。排水路の上を汽車が走れるようにしただけの小さい橋で、3m

ぐらいだつた。

チャタントン

クェーヌエキ

7v*=-
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丞

嵐褻
薔鋼
驀∴
貯

≪聞取り調査風景≫

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国 0平安山・桑江・北谷・

大山 0真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀・古波

蔵・那覇の 15駅があった。



セーマイショ

公共施設 dL
ちゃたんそん

精米所。農業組合のもので、北谷村内で取れた米を精米してい

た 。

→桑江ヌ前屋取のセーマイジ ョを見 よ。

テーブルサンゴを海から取ってきて焼いていた場所。炭焼き窯

のような形をしており、ゴガンと一つになっていた。満潮時には、

船をつけて、ゴガンの上に取ってきたサンゴを置 くことができた。

焼いたものはヘー、あるいはサーターベーと言い、石灰のことであ

る。製糖のときに砂糖を固めるために入れたり、ムチに使つたりす

る。また、ヘーを水に溶かし、それを草にかけて、肥やしを作った

りもした。サバニの苔落としなどにも使っていた。

ヘーヤチガマの持ち主は、クェー (桑江)、 クェーヌメーヤードゥ

イ (桑江ヌ前屋取)、 クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)、

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の人ではなく、どこから

か通つてきており、毎日焼いていたわけではなかった。話者による

と、この人がどこに売っていたかはわからないと言う。昭和 13～

14(1938～ 39)年頃までやっていた。

龍宮神。最初は屋敷内の井戸の
そば

側にあったが、昭和 11～ 12

(1936～ 37)年頃に、ゴガンのすぐ側にあった広場に移した。戦

後、ゴガンはなくなったが、リューグーシンは同じ場所に新しく作

り直した。

旧暦 5月 4日 のハーリーのときに拝む。

現在の北谷町公共駐車場の近 くにある。

ビジュル
あいだ        はいしょ

チャタントンネルとマヤーガマの間にあった拝所。5～ 6段の階

段があり、そこを上がると

た。

昭和 12～ 13(1937～ 38)年 頃に、石造 りからセメント造 り

になった。三方を囲み、屋根もある造 りだつた。

旧暦 2月 2日 のニングヮチヤーのときに拝んでいた。クェーヌ

ナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)だけではな く、クェー (桑江)、

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェーヌクシヤードゥイ

こう ろ                      まつ

香炉が置いてあって、神様が祀られてい

161

灰焼窯

ヘ ー マチ

拝所

リューグーシン

■ムチ :し っくい。防風用として

屋根瓦の接合に多く用いられる。

■サバニ :松や椎の本で作った沖

縄の伝統的な漁船。

≪龍宮神≫

■ハーリー :旧暦5月 4日 に行な

われる船の競争行事。

■ニングヮチャー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。



馬場

クェーンマイー

(桑江ヌ後屋取)の 4集落が拝んでいた。

→桑江ヌ前屋取のビジュルを見よ。

桑江馬場。年に一度、ンマスーブが行なわれていた場所。

→桑江のクェーンマイーを見よ。

広場

クェーンマイーの一角で、屋号 トゥクーマージャ (徳マージヤ):

19の 東側にあった。lmぐ らい盛 り上がつており、大きなガジマル

の本があった。10坪ぐらいの広さがあった。話者によると、昭和

12(1937)年頃まで、クェー (桑江)、 クェーヌメーヤードゥイ

(桑江ヌ前屋取)、 クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)、 クェー

ヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の 4集落合同でムラ芝居をして

いたと言う。

→桑江のアシビナーギーを見よ。

アシビモーグヮー

屋号ニーファグヮー (禰覇小):24の 西側にあった広場。ケンドー

よりlmぐ らい上がっており、石が積まれていた。4畳 ぐらいの広

さがあった。涼み場所だった。

フナウクイモー

屋号イチマンヤー (糸満屋):51の南側にあった広場。50坪ぐら

いの広っぱで、何百年もたつような大きなガジマルとユーナ (オ オ

ハマボウ)の本が生えていた。幹は2人でも抱えきれないぐらい太

かった。雨が降っても、木の下だと濡れなかった。

フナウクイをする場所で、アンマーたちが集まって行なっていた。

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)に あった。ガンやガン

ヤーは、クェー (桑江)、 クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、

クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)、 クェーヌクシヤードゥイ

(桑江ヌ後屋取)の 4集落共同で使用していた。

→桑江ヌ前屋取のガンヤーを見よ。

寵屋

ンヤー
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■ンマスーブ :馬の飾 りや歩き方

の美しさを競 う。

■ムラ芝居 :集落の人たちが演じ

る芝居。

≪聞取 り調査風景≫

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■アンマー :お母さん。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

ＥＥ
覆
蓼
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クェー (桑江)

北谷町域西側に位置する集落。その周 りには 3つ の屋取集落が

あった。北側はクェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)、 西側は

クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)、 南側はクェーヌメーヤー

ドゥイ (桑江ヌ前屋取)に 隣接していた。

戸数は47軒で、そのうちカーラヤーは 9軒あった。ほとんどの

家が 100坪 ぐらいの広 さがあり、母屋、アサギグヮー (メ ーヌ

ヤーグヮー)、 豚小屋、炊事小屋なども別々に作ってあった。土質

はほとんど砂地だった。話者によると、軽便鉄道の線路を作るとき

に、各家の敷地内から砂を掘って、売っていたという話を聞いたこ

とがあると言う。そのため、どの家にも砂を掘った後の丸い穴があ

り、そこに池を作 り、アヒルを飼っていた。

クェーンマイーの一番北端には、ジュンサヌヤーがあり、「嘉手

納警察署 桑江駐在所」の看板がかかっていた。首里から来た巡査

と、その家族が住んでいた。

ムラヤーはなかったが、屋号ユナグスク (与那城):21に 集まった

りしていた。エイサーの最終日には、そこに報告に行き、慰労会の

ようなこともしていた。

集落内は 2mぐ らい掘れば水が出るので、ほとんどの屋敷に丼戸

があった。2m50cmぐ らい掘れば、そのうち lmは水が溜まっ

ていた。大雨の場合はさらに水位が上がって、ニーブで水を汲むこ

とができた。

組分けは集落の中央の道を境にして、北側はクシンダカリ、南側

はメンダカリの 2つ に分けられた。

サーターヤーは 2か所あり、屋号チカジャングヮー (津嘉山小):5

の南隣がメンダカリ、屋号ホーイ :16の東隣がクシンダカリのサー

ターヤーだった。以前は、屋号イリー (伊礼):36近 くにもあったよ

うだ。また、クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の話者によ

ると、クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の屋号ナンヨーチ

ニングヮー (南洋知念小)の南隣にあったサーターヤーは、ムラヌ

サーターヤーと呼ばれており、クェー (桑江)の ものだつたと言う。

ゴガンの切れ目のところから浜に下 りたところでフナウクイを

していた。アダンや浜に打ち寄せられたものを燃やして煙を出し、

アンマーやオバーたちが、テークグワーを叩き、ダンジュカーリー

をして踊 り、旅に出る人を見送っていた。以前は、サーターヤーモー

の側にあるちょつとした広場でも行なわれていたと言う。

クェーンマイーがあり、昭和 17(1942)年頃まで、馬勝負をし

ていた。朝 10時頃から、昼をはさみ、夕方頃までやつていた。ひ

げを生やし、クンジーを着た年寄 りが審判をしていた。北谷村外の

≪聞取 り調査風景≫

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■アサギグヮー :農村などで母屋

の前にある離れ。メーヌヤー

(前の屋)と も言う。

≪聞取 り調査風景≫

■ムラヤー :集落の集会所。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■ニーブ :ひ しゃく。

■サーターヤー :製糖小屋。

■フナウクイ :見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■アンマー :お母さん。

■オバー :お ばあさん。

■テークグヮー :太鼓。

■ダンジュカリユシ :船出の祝い

歌。身内のものが旅をするとき、

一族が集落の広場あるいは高台

に集まって航海の無事を祈願し、

これを歌った。

■馬勝負 :馬 の飾 りや歩き方の美

しさを競う。

■クンジー :藍染の着物。

▲
竃
一ヽ
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読谷村、中城村などからも来ていた。クェー (桑江)の人たちも参

加 していた。また、クェーンマイーには昭和 15～ 16(1940～

41)年頃に作られた鉄棒があった。五寸角ぐらいの杉材やパイプな

どで作られたもので、高いものが 1つ、中ぐらいのものが 1つ、低

いものが 3つ の計 5つ ぐらいあった。クェーヌナカヤードゥイ (桑

江ヌ中屋取)の屋号ナカチグヮー (仲地小)の家の前、西側にあっ

た。砂場 もあった。他にもクェーンマイー内には、マーイサーも

あった。話者は楕円形とやや丸形の 2つ は覚えていると言 う。別

の集落の人がマーイサーを自分の集落へ持って行き、持ち帰れるな

ら持つていつてみろという風に勝負することもあったようだ。

浜や、チャタントンネルの下の拝所のところでモーアシビをして

いた。昭和 5(1930)年 生の話者が小学校 5～ 6年生の頃まで行な

われていたのを覚えていると言う。戦争のため、取締 りが入るよう

になってからは、やらなくなった。

話者によると、クェー (桑江)とチャタン (北谷)はチャタント

ンネルを隔てただけだが言葉が違 うと言う。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 2月 1～ 3日 <ニ ングヮチヤー>:男性のみの参加で、3日

間行なわれた。メンダカリとクシンダカリに分かれ、さらに 13～

25歳 ぐらいまではワカカタ、30代 はナカカタ、50代以上は

トゥスイカタの 3組 に分かれて行なっていた。 トゥスイカタのと

ころにワカカタとナカカタは挨拶に行っていた。13歳以上の人か

らは 10銭ぐらい会費として徴収された。2日 目は、皿に豆腐や蒲

鉾を盛り、真ん中に芭蕉を立てたシンムイを持って、ビジュルやトゥ

ンを拝みに行った。シンムイを持つのはワカカタであった。3日 目

は役員がかかった費用のサンミンをした。

●旧暦 6月 <綱引き>:メ ンダカリとクシンダカリに分かれて行な

う。屋号ナカミチジャチングヮー (中道座喜味小):34の アジマーで

綱を引く。

●旧暦 7月 15～ 17日 <エ イサー>:大太鼓としめ太鼓を用いて

エイサーを行なった。3日 目には、屋号ユナグスク (与那城):21に

行き、神さまに無事終了したという報告を行なった。そこで慰

のようなこともしていた。

ろう
絆み△
刀 バ

集落域は米軍に接収され、キャンプ桑江内となつている。現在の

軍病院あたリー帯である。そのため、人々は他集落に分散して暮ら

しているが、郷友会を中心にさまざまな行事を行ない、親睦を深め

ている。
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≪聞取り調査風景≫

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ワカカタ :若者の組。

■ナカカタ :壮年の組。

■トゥスイカタ :年寄りの組。

■シンムイ :ご ちそうの盛 りつけ。

■サンミン :計算。勘定。

■アジマー :交差点。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■キヤンプ桑江 (キ ヤンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。
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桑江 屋号地図
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カ リ
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クェー (桑江)

綱引きのときの組分けの 1つ。集落の中央を東西に走 る屋号

ホ~イ :16か らクェーンマイーにつながる道を境にして分けていた。

道から南側がメンダカリである。

クシンダカリ

綱引きのときの組分けの 1つ。集落の中央を東西に走 る屋号

ホ~イ :16か らクェーンマイーにつながる道を境にして分けていた。

道から北側がクシンダカリである。

集落

桑江ヌ前屋取。クェーヌメー (桑江ヌ前)、 クェーメー (桑江前)、

クワマエ (桑前)、 メーヤードウイ (前屋取)と も言う。

クェーヌナカヤードゥイ

桑江ヌ中屋取。クェーヌナカ (桑江ヌ中)、 クェーナカ (桑江中)、

クワナカ (桑中)、 ナカヤードゥイ (中屋取)と も言う。

クェーヌクシヤードゥイ

桑江ヌ後屋取。クェーヌクシ (桑江ヌ後)、 クェークシ (桑江後)、

クワクシ (桑後)、 クシヤードゥイ (後屋取)と も言う。

ジャーガルヤードゥイ

謝苅屋取。大正時代まで字桑江に属し、青年団もクェー (桑江)

と一緒だつたので、クェー (桑江)のエイサーはジャーガルヤードゥ

イ (謝苅屋取)の方まで上って行った。しかし、婚姻などのつきあ

いはあまりなかった。昆

あった。

布、そうめん、酒などを売る小さな商店が

河 川

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)と イリー (伊礼)と の

境界を流れていた川。

ハージョークシ

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の屋号ウフハージョー

渠斗
リ

■
Ｔ
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クェーヌメーヤードゥイ

ルカー

≪聞取 り調査風景≫

≪聞取 り調査風景≫

≪現地調査風景≫



(大比屋定)の後ろから流れていたので、ハージョークシと言う。

流れはナルカーに合流していた。

昭和 9～ 13(1934～ 38)年 頃に、いくつもの小さな流れを大

きくして、最後には合流するようにした排水工事が行なわれた。そ

のため、この流れをハイスイコーとも言う。

上流はそれほど深 くなく、胚ぐらいの深さで、幅は土手と土手の

間でみると3～ 4mぐ らいだった。土手は石やコンクリー トで造

られていた。

このハージョークシの流れには、コンクリート造 りのハシグヮー

が架かっていた。

ウード ヮーヌメーヌカーラグヮー

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)と クェーヌナカヤードゥ

イ (桑江ヌ中屋取)の境界を流れていた川。

川の北側にはクェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の屋号

ウードウグヮー (小渡小)があつたので、ウードゥグヮーヌメーヌ

カーラグ ヮーと百う。また、ウナガヌクシヌカーとも言う。

常に水は流れており、橋が 3か所架かっていた。ミーミチと交差

するところにはコンクリート造 りのハシグヮーが架かり、ケンドー

とテツドーが交差するところにはテッキョーが架かっていた。テッ

キョーを越えたあたりの流れはエキヌメーヌカーラグヮーと言う。

ンナジ (ウ ナギ)や ターイユ (フ ナ)な どがいた。雨が降った後、

水量が増えると、橋の下でも釣 りをしていた。水量が少ないときに

は、上流の方に水がちょっと溜まるところがあったので、そこで釣

りをしていた。

→桑江ヌ前屋取 0桑江ヌ中屋取のカーラグヮーを見よ。

エキヌメーヌカーラグヮー

【※編注:位置不明確のため、地図上には記載していない】

ウードゥグヮーヌメーヌカーラグヮーの流れの一部を言う。クェー

エキ近 くのテッキョーを越えたあたりの流れを言う。

→桑江ヌ前屋取のクェーエキを見よ。

シルヒージャー

シラヒージャー、シラヒカワとも言う。若い世代はチャタンガー

ラと言つていた。現在の自比橋の下あたりに飛び石があり、橋が架

かる前は、その飛び石を渡つていた。その中でも大きい石をナーカ

ヌシーグヮーと言っていた。

学校帰 りには、シルヒージャーで泳いで遊んでいた。

戦時中には川べりに特攻隊の基地があつた。干潮時でも出撃でき

170

≪聞取 り調査風景≫

≪聞取 り調査風景≫

■日本陸軍の海上特攻隊 (海上挺

身隊)の特攻艇・マルレの秘匿

壕 :昭和20(1945)年 3月 29
日深夜に、北谷村の基地から

17隻が出撃したが、ほぼ全艇

未帰還となった。



るようにするため、シルヒージャーを堰き止め、流水を調整できる

ように工事もされていた。海までレールが敷かれていた。

現在の白比川のことである。

→桑江ヌ前屋取のシラヒージャーを見よ。

山地

集落の北東方向にあった山。馬の背中に似て真っ直ぐにのびて

いたので、ンマヌナガニー (馬 の背中)と 言う名がついた。畑はな

く、全部松林であった。

現在のユニオン北谷店のあたりの信号から西にのびていた。

ダキヤマ

集落の北東方向にあった竹林の山。太さ10cmぐ らいのモー

ソーチクがた くさん生えていた。竹は物干し竿などに利用してい

た。後に、ススキがたくさん生え、竹が育たなくなっていた。

現在、桑江公園内にある。

′」ヽハル名

【※編注:P199「戦時中の謝苅屋取～桃原屋取」の地図に記載】

屋号ユヒングヮー (饒辺小)の近 くを言う。東側にはジャーガル

ヤードゥイ (謝苅屋取)の屋号サクマ (佐久間)の屋敷があった。

現在の北谷スポーツセンターのあたりである。

クムイグチー

集落の北方向、クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の北側一

帯を言 う。50～ 100坪 ぐらいの水田があった。土質はタードー

シに似ているがもつとホロホロしている。ナーシルダーもあった。

現在の北谷町役場の北西側一帯である。

キジャマ

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の間取 り情報によると、

クェー (桑江)集落の北東側一帯がキジャマであると言う。

現在のキヤンプ桑江内、米海軍病院のあたりである。

カーラバタ

集落西側の畑地 を流れる川の周辺を言 う。川は普段はちよろ

ちよろとしか流れていなかった。土質がよく、畑が多かった。

現在のキャンプ桑江内、米海軍病院の西側一帯である。

ンマヌ

ヮーヌハタユヒン
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≪ダキヤマ周辺≫

■タードーシ :田 の水を干して畑

としたもの。

■ホロホロ :も ろくて崩れやすい

様子。

■ナーシルダー :苗代田。

■キヤンプ桑江 (キ ャンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。



その他

護岸。シルヒージャーのあたりから、北へ向けて、ずっとゴガン

が続いていた。ゴガンの切れ日から舟を出していた。馬車も通れ

るようになっていた。

ゴガンは昭和 11～ 13(1936～ 38)年頃に作られた。基礎工事

は、砂を lmぐ らい掘 り、そこに直径 15cmぐ らいの松を橋のよ

うに組み、ボル トで留めていた。その上に石を積んでいた。

ゴガンが作られる前は白浜で、アダンが生えていた。

当`占

ス旦

県道。県から工夫が 2～ 3名来て補修工事を行なっていた。 ト

ラックで運んできた石を道のあちらこちらに置いて、それを工夫が

バーキグヮーに入れて運び、窪んだところを埋めていた。話者によ

ると、人手が足 りない場合には、区長に頼んで、集落の人たちが出

ることもあったかもしれないと言う。

戦争前には大きな工事はなかったが、戦争が激しくなる頃には日

本軍が道幅を拡張していた。そのため、ケンドー沿いの屋敷の石垣

が崩されたり、フクギなどの植木が伐採された。このような工事は

国場組が請け負っていた。

郡道

ジャーガルミチの一部を言う。石がたくさんあって、あまりいい

道ではなかった。坂道で、でこぼこも多かった。道幅は馬車のすれ

違いができるぐらいだつた。道が険しいので、雨の日や日暮れなど

には通行を避けていた。

現在の県道 24号線の一部。戦前の道は、現在の謝苅入口よりも

北側で、キャンプ桑江第 1ゲート(軍病院入口)あ たりであつた。そ

こから、北谷郵便局の湾曲したあたりまでをゴンゴローミチと言っ

た。500mぐ らいの範囲である。

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の 間取 り情報では、コ

ンゴローミチと言う。

→桑江ヌ前屋取のジャーガルミチを見よ。

生活道

キジャマを通って、アンブスーヤマグヮーヘ向かう道。

ケンドー

ローミチ/

マミチ■‐
T
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≪現地調査風景≫

■工夫 :鉄道・道路などの土木作

業の作業員。

■バーキグヮー :ざ る Oか ごなど。

■キャンプ桑江 (キ ャンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。



ナカミチ

クェー (桑江)集落の中央を南北に走る道。屋号ヒガグヮー (比

嘉小):8か ら屋号ジャチン (座喜味):45までの範囲を言う。

ミーミチ

クェーンマイーから真っ直ぐ南に行 く道。昭和 8～ 10(1933～

35)年頃にできた。南へ向かい、ウードゥグ ヮーヌメーヌカーラ

グヮーの流れと交差するところには、コンクリート造りのハシグワ~

が架かっていた。クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の屋号

ティーラリョカン (照屋旅館)の ところでジャーガルミチと交差し、

さらにティーチマチャーのところまで通っていた。

→桑江ヌ前屋取のジャーガルミチを見よ。

クラニースージ

クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の スージグヮーの 1つ。

屋号クラニーの家が面している。

→桑江ヌ中屋取のクラニースージを見よ。

ウミミチ 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

リューグーシンのところから、クェーンナトゥの方に真っ直ぐの

びていた砂浜。途中、岩とリーフで狭 くなっているところもあった

が、幅は 10mを超えるぐらいあった。ケガするようなものが何も

ないので、舟を担いで歩 くことができた。昭和 11～ 13(1936～

38)年頃、砂利を取るために馬車も入つていた。

美浜一帯が埋め立てされるまで残っていた。

→桑江ヌ中屋取のリューグーシン、クェーンナトゥを見よ。

坂道

わんきょく

ジャーガルミチの途中にあった大きな湾曲のあたりを言う。

→桑江ヌ前屋取のジャーガルミチを見よ。

どうくつ         ぼうくうごう

集落の北東方向にあった洞窟。戦時中は防空壕として使われて

いた。戦後まで竹がたくさんあった。向かい側に丼戸もある。

現在、桑江公園内にある。

イシビラー

洞窟

キヤマウタキ
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≪竹山の祠 (が ま)≫

≪現地調査風景≫

■スージグヮー :路地。小道。

≪現地調査風景≫



スーヤマア ン ワ
‐~

丘慶騒

アンブスーヤマグヮー、アンブシモー、エンブスーモー、エンブ

スーモーグヮー、テンブスーヤマグヮーとも百う。

集落の北東方向にあった。周囲は畑で、畑より盛 り上がった丘で

あった。あまり高 くな く、200坪 ぐらいの広さがあった。現在の

キャンプ桑江あたりが海だった時代に、そこに網を干していたとい

う伝説が残っている。この伝説はクェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ

前屋取)と クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)で も聞くこと

ができた。また、クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の話者

によると、キャンプ桑江内は、戦時中に防空壕を掘ると砂が出てき

ていたので、大昔はそこまで海であったと思われると言う。

クェー (桑江)の話者によると、アンブスーヤマグ ヮーは

ようで、丘の頂上には高さ2mぐ らいの岩があったと言う。近 くに

は松林や泉もあった。

現在の北谷町役場庁舎の東側あたりとなる。

サーターヤーモー

集落の西側にあった。ちょっと丘になっていた。

現在のキヤンプ桑江内の軍病院裏側あたりとなる。

野原 曜彗

漁師が網を干していた場所。ハーリーの後にアシビをする場所で

もあった。

→桑江ヌ中屋取のアンブシモーを見よ。

池沼 ●

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)のデンプンコージョー

の側にあったクムイ。幅はあまりなかったが、長さがあるクムイ

だったので、泳いで遊ぶのに良かった。川とつながっており、下流

では家畜 (馬・牛)に水浴びさせていた。

→桑江ヌ後屋取のカヨーダヌクシヌクムイ、デンプンコージョー

を見よ。

イチ

屋号ヤマヒジグワー (山 ヒジ小):46の 北側にあつた池。話者によ

ると、家を造るときの材木を漬けていたのを覚えていると言う。

はいしょ

拝所の

‐
フ ｀ ′

ノ / シモー

カヨー ヌクシヌクムイ
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■キャンプ桑江 (キ ヤンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

■ハーリー :1日 暦 5月 4日 に行な

われる船の競争行事。

■アシビ :歌・三味線・踊りなど

を楽しむこと。また、村芝居・

祭りなど、仕事を休んで行なう

演芸・娯楽。

■クムイ :池。沼。



イチの側にはウガンジュがあつた。カンカーヌカミで、そこでカ

ンカーの行事を行なっていた。

メンターグムイ

屋号ナーカンダースー :1の南側にあった。ウードゥグヮーヌメー

ヌカーラグ ヮーの一部で、流れの途中の幅が広 くなってクムイに

なっていた。

魚垣 ゼト

クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の フェーヤチガマの下

の方 にあった。ゴガンか ら20～ 30mぐ らい離れたところに

あった。話者によると、はつきりとはわからないが、古老からカチ

の話を聞いたことがあり、クェー (桑江)の屋号イリー (伊礼)の

所有ではなかったかと言う。

石の間隔は開いていたが石積みの跡は残つており、建干をすると

きに、そこに網を仕掛けていた。魚の通 り道になっていた。

現在の県営美浜高層住宅あたりとなる。

シルヒージャーの中にあった飛び石の 1つ。lm四方ぐらいの飛

び石がいくつかあり、その中でも大きいものをナーカヌシーグウー

と言った。

普段はイーヒージャーの水を利用することはなかったが、草刈 り

や薪取 りのときなどに、水を飲んだり、手足を洗つたりするために

利用していた。

現在、湧き回は

ている。

埋まつているが、その下の方にいくと、水が流れ

ウミヌカーグヮー 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

ウミヌカーとも言う。話者によると、海の井戸という意味ではな

いかと言う。リューグーシンの近 くにあった。水が出て、海へと流

れていた。

現在は埋められ、美浜となつている。

→クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の リューグーシンを見よ。
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イリー チ

岩瀬

ナーカヌシー

湧水井戸

イーヒージャー

■ウガンジュ :拝所。

■カンカー :集落に悪疫が入つて

くるのを防ぐための行事。

■クムイ :池。沼。

■カチ :魚垣。魚を捕るために浅

瀬に積んだ石垣。

≪カチの跡の石≫

≪現地調査風景≫



1帥井戸 9
区夏日

ウカーとも言 う。集落の北東方向にあった。大音に使っていた

井戸として拝まれていた。クェー (桑江)発祥の地と言われる。石

垣の跡が残っていた。

ドラム缶が入るぐらいの深さで、ニーブで水を汲むことができ

た。早魃でも涸れなかった。普段は遠いので井戸を使 うことはな

いが、シーミーや墓掃除のときには、ンブガーの水を汲んでお茶を
わ

沸かし、墓に供えたり、墓掃除の水に使つたりしていた。

話者によると、現在は整地されて埋まっているが、モクマオー

(ト キワギョリュウ)が 3本生えているあたりであると言う。

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)と イリー (伊礼)の境

にあった橋。コンクリート造 りで、ケンドーに架かっていた。幅も

広 く、40～ 50cmの 欄干もあった。

橋の下の浜で、モーアシビをしていた。

→桑江ヌ後屋取のイリーグヮーメーヌハシを見よ。

ハシグヮー

ハージ ョークシに架かっていた橋の 1つ。屋号ジャチン (座喜

味):45か ら20～ 30mぐ らい離れていたところにあった。ハー

ジョークシの流れには、あと2か所橋が架かっていたが、それぞれ

特に名称はなく、3つ ともハシグヮーと呼んでいた。

昭和 12～ 13(1937～ 38)年頃にコンクリート橋の工事をして

いた。橋の長さは 5～ 6mぐ らいで、水面までは 2mぐ らいだつた。

ハシグヮー

ハージョークシに架かっていた橋の 1つ。キジャマミチと交差

するところに架かっていた。ハージョークシの流れには、あと2か

所橋が架かっていたが、それぞれ特に名称はな く、3つ ともハシ

グ ヮーと呼んでいた。

昭和 12～ 13(1937～ 38)年頃にコンクリート橋の工事をして

いた。他の 2か所のハシグヮーに比べると、やや小さめだった。

ハシグヮー

ハージョークシに架かっていた橋の 1つ。クェーヌクシヤードウ

イ (桑江ヌ後屋取)の屋号カマーアワグヮー (カ マー安和小)の南
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土1春7:口
司

ヮーヌメーヌハシイリー

■ニーブ :ひ しゃく。

■シーミー :清明祭。 1日暦3月 に

行なう祖先供養の行事。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線 0歌・踊りなどをして楽しむ。

≪現地調査風景≫



東側にあった。ハージョークシの流れには、あと2か所橋が架かっ

ていたが、それぞれ特に名称はな く、3つ ともハシグ ヮーと呼んで

いた。

昭和 12～ 13(1937～ 38)年頃にコンクリート橋の工事をして

いた。長さは 5～ 6mぐ らいで、水面までは 2mぐ らいだつた。

エキヌメーヌハシグヮー

クェーエキの近 くにあった鉄橋。ウードゥグ ヮーヌメーヌカ…

ラグ ヮーとテツドーが交差するところに架かっていた。

橋をちょっと越えたところにポイントの切 り替え機があった。

ハシグヮー

ウードゥグ ヮーヌメーヌカーラグ ヮーとミーミチが交差すると

ころに架かっていたコンクリート造 りの橋。

ローラーバシ ワ
~

チャタン (北谷)の方にあった橋。ジャーガルミチの工事に使わ

れたローラーが通ったときに壊れた橋。そのとき、子どもたちが巻

き込まれてしまい、数名の死傷者が出た。それ以降、この橋のこと

をローラーバシグヮーと言うようになった。

→謝苅屋取のジャーガルミチ、北谷のローラーバシグヮーを見よ。

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の屋号クヮーシヤーヤ

マグスク (菓子屋山城)の ところにあったカジマヤー。

→桑江ヌ前屋取のクェーヌメーカジマヤーを見よ。

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)とチャタン (北谷)の

間にあった トンネル。屋良飛行場を整備するための トラックが通

らなかったので、昭和 18(1943)年頃に日本軍によって壊された。

壊す前から、すでにトンネル内の天丼にはこすった跡がついていた。

→桑江ヌ前屋取と北谷のチャタントンネルを見よ。

くわ え

県 の桑江駅。クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前

十字路

クヮーシヤーカジマヤー

トンネル

ル

駅

2 --r
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≪聞取 り調査風景≫

■カジマヤー :十字路。道が交差

するところ。

■屋良飛行場 :昭和 19(1944)

年に日本陸軍が建設した飛行場。

中飛行場。米軍に接収され、現

在の嘉手納基地となった。

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国・平安山・桑江 0北谷・

大山・真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀・古波

蔵・那覇の 15駅があった。

=|‐



キョー

屋取)に あった。無人駅ではなく、駅長がいた。クェーエキの周辺

は店が多 く、にぎやかだった。

→桑江ヌ前屋取のクェーエキを見よ。

鉄橋

ウードゥグ ヮーヌメーヌカーラグ ヮーとケンドーが交差すると

ころに架かっていた鉄橋。

クェーンマイーの一番北端にあった駐在所。チューザイショと

言 うこともある。首里から来た城間巡査と、その家族が住んでい

た。

か

「嘉
で な

手納警察署
くわ

桑江駐在所」と書かれた看板があった。家は

カーラヤーで、広さは 3間 ×3間 ぐらいだった。床は板葺きで縁側

もあつた。クェーンマイーに面したところはガラス戸で、玄関もガ

ラスの引き戸だった。屋敷の周囲は 6尺 ぐらいの板塀で囲われて

いた。塀には防腐剤が塗られ、黒かった。電話もあった。このジュ

ンサヌヤーは昭和 12～ 13(1937～ 38)年頃作られた。それ以前

は、屋号ホーイ:16や屋号イリー (伊礼):36の アサギを借 りていた。

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)に あった工場。昭和

15～ 16(1940～ 41)年 頃に作 られた。話者によると、日本本

土の人が経営し、従業員は近辺の女性たちを雇っていたようだと言
イモ    でんぶん

う。芋から澱粉を作っていた。
ちゃたんそん

北谷村内だけではなく、村外からも

馬車で持ってきていた。建物はコンクリートではなく、石の板のよ

うなものでできていた。クェーエキの荷物置き場と同じような材

質だった。話者によると、工場はカヨーダヌクシヌクムイの水を利

用していたようだと言う。

昭和 18(1943)年頃には、日本軍の石部隊の宿舎となっていた。

戦後はすぐに壊されて、米軍のテントが建てられていた。

→桑江ヌ後屋取のデンプンコージョーを見よ。

共同製糖小屋。屋号チカジャングワー (津嘉山小):5の 南側に

あったサーターヤー。メンダカリの人たちで共同利用していた。
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交番

ジュンサヌヤー

工場

デンプンコージョー

製糖小屋 に
サーターヤー

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■アサギ :農村などで、母屋の前

にある離れ。メーヌヤーとも言

つ。

■石部隊 :第 62師団独立歩兵第

12大隊の通称。



サーターヤー

共同製糖小屋。屋号アワ(安和):15の 東側にあったサーターヤー。

クシンダカリの人たちで共同利用していた。

サーターヤー

屋号イリー (伊礼):36の 北側にあったサーターヤー。話者による

と、あったという話は聞いたことがあると言い、屋号イリー (伊礼)

の個人所有だったようだと言う。

サーターヤー

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の 間取 りによると、

クェー (桑江)のサーターヤーでムラヌサーターヤーとも言ってい

たと言 う。クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の 屋号ナン

ヨーチエングヮー (南洋知念小)の南隣にあった。話者によると、

このサーターヤーの近 くの人はクェー (桑江)の人たちと一緒に使

用したかもしれないと言う。しかし、この周辺にサ トウキビ畑は少

なかった。

→桑江ヌ後屋取のムラヌサーターヤーを見よ。

ナルカーの水源地のあたりで、トントングムイのすぐ
そば

側にあった

拝所。高さlm、 奥行 60cmぐ らいのセメント造 りの祠だった。

昭和 13～ 14(1938～ 39)年 頃に、出征軍人が拝みに行 くよ

うになったので、もっと大きい祠に作 り直した。

平成元 (1989)年頃、他の拝所を二―ヌファに移してきて合祀所

となった。

→桑江ヌ後屋取のトントングムイを見よ。

トゥン

集落の北方向にあった拝所。ちょっと盛 り上がって、丘みたいに

なっていた。その周辺は下がっていて全部畑だった。話者による

と、農業の神さまだったのではないかと言う。トゥンの本体は、石

のかたまりで、それを四角い平たい石で三方を囲み、ウコーを置け

るようにしてあった。ニングヮチャーの 1日 日、十日暦 2月 2日 に拝

んでいた。

トゥンの先まで馬車が入れる道があった。工事のときの砂利な

どを積んで運んでいた。

現在の北谷町役場水道局の建物の近 くとなる。

拝所

二―ヌファ

| |
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≪現地調査風景≫

≪合祀所≫

■ウコー :御線香。

■ニングヮチャー :旧暦2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。



カンカ…ヌカミ

イチの隣にあった

ぐらいだと言う。

はいしょ

拝所。話者によると、ちょっとした石があつた

カンカーのときには、集落の入口や十字路になつたところに、肉

を吊り下げた。4か所ぐらいあつた。しかし、昭和 15～ 16(1940～

41)年頃からは行なわなくなった。

カンカーヌカミの側にはムイグヮーがあった。

リューグーシン

龍宮神。最初は屋敷内のカーの側にあったが、昭和 11～ 12

(1936～ 37)年頃に、ゴガンのすぐ側にあった広場に移した。戦

後、ゴガンはなくなつたが、リューグーシンは同じ場所に、新しく

作 り直した。

現在の北谷町公共駐車場の近 くにある。

→桑江ヌ中屋取のリューグーシンを見よ。

ビジュル

チャタントンネルとマヤーガマの中間にあった拝所。三方を石

で囲み、屋根も石造りの祠があつた。lm四方ぐらいだった。背後

には松の本が生えていた。

昭和 13～ 14(1937～ 38)年頃にコンクリート造りで瓦屋根の

祠に改築した。ビジュルは埋まつており、地上に40～ 50cmほ
どしか出ていなかったが、改築するときに掘り起こしてみると、lm
20～ 30cmぐ らいの高さがあった。他にもビジュルが出てき

て、計 3個のビジュルが出てきた。3個並べて、祠の中に入れた。

祠の前は広場で、さらにその前に7～ 8段ぐらいの階段がついて

いた。簡単な石積みの階段だったが、祠の改築のときに石段もコン

クリート造りにした。話者によると、改築の費用はクェー (桑江)

だけではなく、北谷村からも出たらしいと言う。

兵士が出征するときに拝んでいた。

ンマヌファとも言っていた。話者によると、二―ヌファはイキガ

で、ンマヌファはイナグだと言われていたと言う。

→桑江ヌ前屋取のビジュルを見よ。

II馬
場機

E≡≡亜日
桑江馬場。ンマイーとも言う。クェー (桑江)と クェーヌナカヤー

ドゥイ (桑江ヌ中屋取)と の間にあった。

昭和 17(1942)年頃まで、年に一度、朝 10時ぐらいから昼を
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■カンカー :集落に悪疫が入つて

くるのを防ぐための行事。

■ムイグヮー :丘。築山。

■カー :井戸。

闘■

≪龍宮神≫

■ビジュル :霊石として祀られる

石。

■イキガ :男。

■イナグ :女。

紳口■‖鶴聴職



をはさんで夕方まで、馬勝負が行なわれていた。速さだけではな

く、歩き方も競っていた。ひげを生やし、クンジーを着た年寄りが

審判をしていた。沖縄馬を競わせる。鞍や馬の首などに飾 りをつ

け、きれいだった。話者によると、北谷村外の人、嘉手納、読谷、

中城からも来ていたのではないかと言 う。金持ちしか競争馬を

持つておらず、クェー (桑江)では屋号イリー (伊礼)が持ってい

た。クェーンマイーの他にも、チャタンンマイー (北谷馬場)0シ

ナビンマイー (砂辺馬場)0ノ ザ トゥンマイー (野里馬場)・ ズケラ

ンンマイー (瑞慶覧馬場)と 、近 くにたくさん馬場があり、相当盛

んだった。

クェーンマイー内にはマーイサーがあった。話者によると、楕円

形とやや丸形のものの 2つ は覚えていると言う。別の集落の人が、

マーイサーを自分の集落へ持って行き、持ち帰れるなら持ち帰って

みろという風に勝負することもあった。

他にも、クェーンマイー内には砂場や鉄棒があった。クェーヌナ

カヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の屋号ナカチグヮー (仲地小)の前

に鉄棒があった。昭和 15～ 16(1940～ 41)年 頃に、五寸角ぐ

らいの杉材やパイプなどで作られた。高いのが 1つ、中ぐらいのが

1つ、低いのが 3つ と、計 5つ ぐらいあつた。

自転車に乗って遊んだりもした。自転車はクェー (桑江)集落に

2～ 3台 ぐらいあつた。

きれいな芝生があったので、夜は三味線を持った青年たちが集ま

り、モーアシビをする場所でもあった。話者によると、大正生まれ

の人たちがよくやっていたようだと言う。

クェーンマイーは、現在のキヤンプ桑江第 2ゲート隣にある基地

内の学校のあたりとなる。

→北谷 0砂辺のンマイーを見よ。

集落の北東方向にあった広場で、ンブガーの反対側にあった。

アシビナーギー

クェーンマイーの南端、クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)

の屋号メーヌヤー (前 ヌ屋)と 屋号 トゥクーマージャ (徳マージャ)

の間あたりに、大きな平たいガジマルがあった。クェーンマイーよ

り70～ 80cmぐ らい上がったムイグヮーだった。10坪 ぐらい

の広さがあった。そこで相撲を取つたり、かくれんぼをして遊んだ

場所だった。話者が 6～ 7歳ぐらいの頃に、ムラアシビをしていた

のを覚えていると言う。クェーヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)

広場

クルマ
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■クンジー :藍染の着物。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

≪現地調査風景≫

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■キャンプ桑江 (キ ャンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

■ムイグヮー :丘。築山。

■ムラアシビ :歌 。三味線・踊り

などを楽しむこと。また、村芝

居・祭りなど、仕事を休んで行

なう演芸・娯楽。



寵屋

ンヤー

の話者によると、昭和 12(1937)年頃まで、クェー (桑江)、 クェー

ヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェーヌナカヤードゥイ (桑

江ヌ中屋取)、 クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の 4集落

合同でムラ芝居をしていたと言う。

クェー (桑江)、 クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェー

ヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)、 クェーヌクシヤードゥイ (桑

江ヌ後屋取)の 4集落で使用していた。ガンは喪家で組み立て、墓

まで 4名 で担いで行った。人の家の前で休んではいけなかった。

ガンは墓で解体してから持ち帰って、ガンヤーに納めた。ガンヤー

は崖のへこみに小屋を建て、その前に石積みをしてあるという簡単

な造 りだつた。ガンヤーのところは、怖いのであまり行かなかっ

た。

現在のまつしま歯科のあたりにあった。

→桑江ヌ前屋取のガンヤーを見よ。

磋≡ゴ
■菫

縁側がついている墓。屋号ジャチン (座 喜味)の 墓だった。

ジョーが 3つ あるように見えるので、ジョーミチャーバカと言う人

もいる。庇があり、15名 ぐらいでも雨に濡れることはなかった。

掘 り込み墓で、表はンナトゥグヮー石を使っていた。2基あったが、

1基は、県立北谷高等学校建設のときに土砂に埋もれてしまった。

標木 411

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の南端近 くにあった松

の本。シーグヮーがあり、その北側斜面から生えていた。松は若者

2人で抱きかかえるくらいの大きさだった。昭和 18(1943)年頃

に土地の所有者によって伐採された。

松が生えていたシーグヮーの南側は絶壁になっていて、ガマがあ

り、そこに骨があった。シーグヮーは戦後、米軍住宅が作られたと

きに崩された。

現在、キャンプ桑江内で、球陽交通の向かいあたりとなる。

→桑江ヌ前屋取のティーチマーチューを見よ。

イーンバカ

ァィーチマチヤー
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■ムラ芝居 :集落の人たちが演じ

る芝居。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

≪現地調査風景≫

■ジョー :門。

■ンナ トゥグヮー石 :具志頭村港

川で採石される黄褐色の石灰岩。

粟石。

■シーグヮー :岩。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■キャンプ桑江 (キ ャンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。
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桑江ヌ後屋取

クェーヌクシヤードウイ



クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)

北谷町域西側、東シナ海に面する屋取集落。集落の南側はクェー

(桑江)、 北側はイリー (伊礼)と 隣接している。

戸数 42軒で、そのうちカーラヤーが 6軒あった。

集落名はクェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)だが、略称と

して、クェーヌクシ (桑江ヌ後)、 クェークシ (桑江後)、 クシヤー

ドゥイ (後屋取)、 クワクシ (桑後)と言 うこともある。クェーヌ

クシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の人や近隣集落のあいだでは、ク

シヤードゥイと言うことが多かった。また、知念姓が多いため、他

の集落からチエンヤードゥイ (知念屋取)と も呼ばれていた。

クェー (桑江)の周 りには、クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後

屋取)を はじめ、クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェー

ヌナカヤードゥイ(桑江ヌ中屋取)の屋取集落があつた。その中でも、

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)は クェーエキや店などで

有名だったため、北谷村以外の人から出身を聞かれた場合には、

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)だ と答えることもあった。

北谷村内の人に聞かれた場合には、クシヤードゥイで通じていた。

主業は農業で、その他にはマチヤグヮーが 2軒 と漁業に携わる家

が 1軒あった。

屋号サカヤチエングヮー (酒屋知念小)が 自転車を持っていた。

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)に おいては、自転車はこ

の 1台 だけであった。

1～ 2m掘れば水が出てくるので、ムラガーや水タンクなどはな

く、各家に丼戸があつた。つるべで汲み、その縄は lm50cm～
2mぐ らいの長さだった。

サーターヤーは屋号ウフナーザ トゥ(大宮里):18の 北側にあった。

この 1か所だけだったが、小さな集落なので十分賄 うことができ

た。しかし、戦争前にはあまり作らなくなり、屋号ウフチニン (大

知念)の馬車などで、嘉手納製糖工場へ持っていくようになってい

た。

屋号ウフチエン (大知念):15の西側の道に拝所のような場所が

あった。高さ60cm、 幅40cmぐ らいの石敢営があり、 1日 暦 2

月 2日 のクスックイーのときに拝んでいた。昭和 3(1928)年 生ま

れの話者が小学生の頃、そこの草刈 りや掃除をしていたと言 う。

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)内で拝む場所はここだけ

であった。

ガンヤーはクェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)に あり、

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)、 クェーヌナカヤードゥイ

(桑江ヌ中屋取)、 クェー (桑江)の 4集落共同で使用していた。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

≪聞取 り調査風景≫

■マチヤグヮー :店。

■ムラガー :集落の共同井戸。

■サーターヤー :製糖小屋。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■石敢営 :中 国起源の除災招福の

石柱。

■クスックィー :農繁期のあとに

にする骨休みの行事。
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■ガンヤー :寵を納めておく小屋。



喪家からガンを担いで墓まで行 く道と、その帰り道は道順を変え

ていた。墓は集落の東側、山手側にあった。現在のちゅうざん病院

近 くや県立北谷高等学校の西側と南側などにあたる。

屋号ウフチエン (大知念):15の西側の道に、60斤 (36kg)
と130斤 (78kg)の 2つ のマーイサーが置いてあった。

集落の北端に、澱粉を軍事用品として使 うために作られたデンプ

ンコージョーがあつた。芋から澱粉を作つており、北谷村内だけで

はな く、他の集落か らも芋を運んできていた。昭和 17～ 19

(1942～ 44)年頃までは稼動していたが、それ以降は生産を止め

て、日本軍の兵舎となっていた。クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ

後屋取)は、この工場があったために十・十空襲を受け、集落の人

が何名か亡 くなった。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 2月 2日 <ク スックイー (ニ ングヮチヤー)>:屋 号ウフチ

ニン (大知念):15の 西側の道にある石敢営を拝む。豚を一頭潰した

り、天ぶら、豆腐、タマナーイリチャーなどのごちそうを作った。

それらのごちそうを膳に盛って、真ん中に大根の葉を飾る。三味線

を弾きながら、ヤードゥから拝所まで道ジュネーする。ヤードゥは

大きい屋敷を持ち回りで使っていた。男性のみが参加する。話者

によると、以前はメーンダカリとクシンダカリの 2つ に分かれて行

なっていたらしいと言う。

●旧暦 6月 <綱引き>:ク ェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)

にはなく、クェー (桑江)の綱引きを見に行った。クェーヌクシヤー

ドゥイ (桑江ヌ後屋取)は クェー (桑江)の北側なので、綱引きに

参加する場合には北側の綱を引いていた。話者によると、クェーヌ

メーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)は南側の綱を引いたかもしれない

と言う。

●旧暦 7月 <エ イサー>:男性のみ参加する。他集落へ行つたり、

他集落から来たりすることもあつたらしい。千原屋取から来たこ

ともある。エイサーの練習は、屋号ウフチエン (大知念):15の 西側

の道でやっていた。昭和 19(1944)年からは青年も少ないので、

やらなくなった。

集落域は米軍に接収され、キャンプ桑江内となっていたため、戦

前の地形は変化してしまった。現在は土地が返還され、土地区画整

理事業が進められている。北谷町役場西側一帯であり、北谷町の中

心地として、新たに生まれ変わろうとしている。
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■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■+0+空 襲 :昭和 19(1944)

年 10月 10日 、南西諸島に対

して行なわれた米軍最初の大空

襲のこと。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■タマナーイリチャー :キ ャベツ

炒め。

■ヤードゥ:一時的に集会所にあ

てられる家。

■道ジュネー :行事などのとき、

芸を披露しながら道を練り歩く

こと。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■千原屋取 :現在の嘉手納町域に

あった。エイサーが有名な集落

だった。

■キャンプ桑江 (キ ャンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。
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似翻宣

■■■■■1 辛可川  (小さい文字は他の集落の呼び名)

週醐鶴 (小 さい文字は他の集落の呼び名)

お黄の 文i事 1也お支σ)名 称 (小 さい文字は他の集落の呼び名)
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40

38

高宮城小

次郎高宮城小
23 大高官城小

瓦屋高宮城小

大知念
13

カミー宮里小

サ カヤ知念小

9
大比屋定

盛島

南洋知念小



ナルカー

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)

河 川

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)と イリー (伊礼)と の

境界を流れていた川。水がきれいで、エビやカニがたくさんいた。

現在の桑江公園内に源流がある。

カヨーダヌクシヌカー

ナルカーの一部で、屋号ウフカヨーダ (大嘉陽田):40の後ろの流

れを言う。この流れの中にカヨーダヌクシヌクムイがある。

集落の西側、イーヒージャーあたりから流れてくる。屋

号ウフハージョー (大比屋定):9や、屋号イリムティーナーグスク

グヮー (西ムティー宮城小):27の 側を流れ、イリグヮーヌメーヌハ

シでナルカ…と合流し、海まで流れていた。雨が降らないときに

は、ほとんど水がないぐらいの流れだった。上流の方は両岸をコン

クリートで固めていた。

屋号カマーアワグヮー (カ マー安和小):11の 東南側にコンクリー

ト造 りのハシが架かっていた。さらに上流には 2つ の橋が架かっ

ていた。

屋号ウフハージョー (大比屋定):9の後ろあたりは、ハージョー

クシヌカーラグヮーとも言うが、普通はハイスイコーと言うことが

多い。

→桑江のハシグヮー、ハージヨークシを見よ。

小ハル名

集落の北東側一帯を言 う。ジャーガルとニービを
ま

混ぜたような

感じの土質だった。話者によると、クムイグチーのクムイというの

は、ナルカーのことではないかと言う。

現在の北谷町役場の北西側一帯である。

→桑江のクムイグチーを見よ。

ケービンヌシチャー

ケービンミチは、周辺よりlm50cm～ 2mぐ らい高 く
も

盛 り上

げていた。土を盛り、表面はコーラルを敷いていた。土地の低いと

ころから見ると、ケービンミチは見えるが、海は見えなかった。
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ハイスイコー

クム グチー

≪聞取 り調査風景≫

■ジャーガル :粘土質の灰色の土。

ジャーガル土質で作られた芋は、

大きいが味はあまりよくない。

■ニービ :赤 くざらざらした堅い

土質。

■コーラル :サ ンゴの死骸が小石

や砂利になったもの。



ンナトゥ ワ
~

さ自ヨ
′句

イリグ ヮーヌメーヌハシの下流は入 り江になっていたのでンナ

トゥグヮーと言う。ナルカーとハイスイコーの流れが合流し、海へ

と流れ込んでいた。

津 口

すいしん

が引いたときに、ある程度の水深があったので、そこでハー

リーをしていた。ハーリーを行なうのは、クェーヌナカヤードゥイ

(桑江ヌ中屋取)の人たちが中心で、クェーヌクシヤードゥイ (桑

江ヌ後屋取)の人たちは見物に行った。

現在のサンセットビーチのあたりである。

→桑江ヌ中屋取のクェーグチを見よ。

県道

県道。集落の西側を南北に走っていた。

現在の国道 58号線である。

→桑江のケンドーを見よ。

郡道

じゃ―がる

現在の県道 24号線を言う。現在の謝苅入口よりも北側で、キャ

ンプ桑江第 1ゲート (軍病院入口)あ たりから始まり、北谷郵便局

の湾曲したあたりに通つていた。この部分以外は、戦前の道と同じ

である。話者によると、ジャーガルミチというのは、道の側にあっ

たジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)と 、粘土質の土質からついた

名前ではないかと言う。

→桑江ヌ前屋取のジャーガルミチを見よ。

鉄道

集落の西側、ケンドーよりも西側を南北に走つていた。ケービン

ミチは、lm50cm～ 2mぐ らい土を盛り上げて造られた。その

周辺の低 くなつたところをケービンヌシチャーと言う。

クェーンナト

ケンドー

ルミチジャー

ケービンミチ
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■ハーリー :旧暦5月 4日 に行な

われる船の競争行事。

■キャンプ桑江 (キ ャンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

■ジャーガル :粘土質の灰色の土。

ジャーガル土質で作られた芋は、

大きいが味はあまりよくない。



丘

スーヤマン

小さい山があり、そこに網を干したという言い伝えがあった。話
くわ え            ばうくうごう

者によると、現在のキャンプ桑江内は、戦時中に防空壕を掘ると砂

が出てきたので、大昔はそこまで海であったと思われると言う。
ちゃたんちょう

現在の北谷町役場庁舎の東側あたりとなる。

→桑江のアンブスーヤマグヮーを見よ。

池沼 ●

ナルカーの上流にあるクムイ。上流はワクなので、常に水が流れ

ていた。lmぐ らいの段差があり、滝のようになっていた。そこか

ら落ちる水が トントンと音をたてるので、トントングムイの名がつ

いた。丸い形のクムイで、泳げるぐらいの広さと、lm～ lm50
cmぐ らいの深さがあった。

現在はキャンプ桑江の水源地として利用されている。今はクム

イにはなっていない。クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の

拝所があり、 1日暦 2月 2日 と9月 9日 に拝みに行 く。

カヨーダヌクシヌクムイ

デンプンコージョーの北東側にあったクムイ。カヨーダヌクシ

ヌカーの流れの中で、湾曲しているところに水が溜まっていた。ク

ムイの形は四角形だった。長さが 14～ 15mあ つたので、泳いで

遊ぶのに良かった。畑仕事の帰りに、手足や農機具を洗つたりして

いた。下流では家畜 (馬・牛)に水浴びをさせていた。

クムイ
じくぎ

製糖期が終わった後、サーターグルマの軸木などを漬けるクムイ

であった。軸木の材質であるリュウキュウマツは、水に漬けた方が

強 く、長持ちし、シロアリ (白蟻)よ けにもなっていた。集落の西

方向にあり、サーターヤーからは、ちょっと離れた場所にあった。

礁池 ●

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

ケービンミチを造るときにできた海の中のクムイ。ケービンミチ

は土を盛 り上げて造つてお り、表面にはコーラルを敷いた。その

コーラルを取ったために、クムイみたいなものができた。3～ 4個

あり、深さは干潮時に lmぐ らい、満潮時には lm50cmを 超え

るぐらいあった。

トントングムイ

リグムイン
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■キャンプ桑江 (キ ャンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

■クムイ :池。沼。

■ワク :湧 き水。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■コーラル :サ ンゴの死骸が小石

や砂利になったもの。



去春
1:司

イリーグヮーメーヌハシ

み はま

現在の県営美浜高層住宅のあたりにあった。

ハシとも言 う。クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)と イ

リー (伊礼)の境界から流れるナルカ…とケンドーが交差するとこ

ろに架かっていた橋。コンクリート造 りで、幅も広かった。40～

50cmぐ らいの欄干もあった。

このイリーグ ヮーメーヌハシから下流は入 り江になっていたの

でンナトゥグ ヮーと言う。

→桑江のイリーグヮーヌメーヌハシを見よ。

ハ シ

ハイスイコーに架かっていた橋の 1つ。屋号カマーアワグヮー

(カ マー安和小):11の 南東側にあったコンクリート造 りの橋。昭和

9(1934)年 頃に作られた。橋の下には、ちょっとした水溜 りがあ

り、そこで家畜 (馬 ・牛)に水浴びをさせていた。

→桑江のハシグヮーを見よ。

駅

桑江駅。クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)に あった沖縄

県営鉄道嘉手納線の桑江駅。砂糖を積み込んだり、那覇へ行 くため

に、越来や美里からの人々も利用していた。クェーエキの側には、

砂糖樽を保管する倉庫があった。駅周辺には店も多 く、にぎやか

だった。

→桑江ヌ前屋取のクェーエキを見よ。

澱粉工場。昭和 17(1942)年頃に作られた。話者によると、澱

粉を軍事用品に使 うために作 られたらしいと言 う。芋から澱粉を

作っていた。北谷村内だけではなく、村外からも馬車で運んで来て

いた。社長は日本本土の人だった。従業員は沖縄の人たちもいた

ようだったが、機械が全部やつていたので、従業員はあまりいな

かった。工場の建物は、コンクリートではなく石の板のようなもの

でできていた。クェーエキの荷物置き場と同じような材質だった。

話者によると、工場はカヨーダヌクシヌクムイの水を利用していた

ようだと言う。

クェーエキ

工場

デンプンコージョー
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≪聞取 り調査風景≫

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国・平安山・桑江・北谷・

大山・真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀 。古波

蔵 0那覇の 15駅があった。



工場として機能していたのは、昭和 17～ 19(1942～ 44)年

の 2か年ぐらいだった。昭和 19(1944)年以後は、工場生産を止

めて日本陸軍 (石部隊)の兵舎となっていた。

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)は、この工場があった

ために十・十空襲を受け、集落の人が何名か亡 くなった。

戦後は、工場の建物はすぐ壊されて、テントが建てられていた。

共同製糖小屋。屋号ウフナーザ トゥ (大宮里):18の 北側にあった

サーターヤー。集落が小さいため、このサーターヤー 1か所だけで

賄えた。特にサーターダ ミはなかった。サーターグルマを回すた

めに、一頭の馬を一日中使っていた。小学校 5～ 6年生から馬ウー

ヤーをしていた。屋号サカヤチエングヮー (酒屋知念小)の 土地

だったが、借料は取 らず、砂糖を作るときに燃やした薪の灰をも

らっていた。灰は肥料となり、大豆を植えるときなどにかぶせると

実 りが良 くなる。製糖時期が終わると、サーターグルマの軸本はシ

ロアリ (白蟻)よ けのためにクムイに漬けていた。サーターヤーの

敷地内にはゲーン (ス スキ)が生えていたので、それでサーターヤー

の屋根を葺いていた。

戦争前には、あまリサーターヤーを使用しなくなり、嘉手納製糖

工場に出すことが多かった。屋号ウフチエン (大知念)の馬車など

で運んでいた。

現在の北谷町役場水道課の西側あたりにあった。

ムラヌサーターヤー

屋号ナンヨーチエングヮー (南洋知念小):5の 南隣にあったサー

ターヤー。話者によると、クェー (桑江)のサーターヤーだったと

言い、クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の人でも、ここの

近 くの人たちは使用したかもしれないと言う。しかし、この周辺に

サ トウキビ畑は少なかった。

拝 屋号ウフチエン (大知念):15の 西側の道に拝所みたいな場

所があった。そこはT字路だが、カジマヤーと言うこともある。高

さは60cmぐ らいで、幅が40cmぐ らいの石敢営があり、 1日暦

2月 2日 のクスックイーのときに拝む場所であった。昭和 3(1928)

年生の話者が小学生の頃に、ここの草刈 りや掃除をしたことが

製糖小屋 罐
サーターヤー

拝所

ンジュウ
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■石部隊 :第 62師団独立歩兵第
12大隊の通称。

■十・十空襲 :昭和 19(1944)

年 10月 10日 、南西諸島に対

して行なわれた米軍最初の大空

襲のこと。

■サーターグミ:製糖の作業をす

る組

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■馬ウーヤー :馬を追って、歩か

せる役。

■クムイ:池。沼。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■カジマヤー :十字路。道が交差

するところ。

■石敢営 :中 国起源の除災招福の

石柱。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。



あると言う。

エイサーの練習や、60斤 (36kg)と 130斤 (78kg)
の 2つ のマーイサーが置かれていた場所でもある。

現在はキャンプ桑江内に新しく拝所を作っているが、「石敢営」で

はなく、「諸大明神」と書かれている。これは、お坊さんが名づけ

たものである。

桑江馬場。ケンドーより東側で、クェー (桑江)と クェーヌナカ

ヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)の 間にあった。沖縄馬の競争を行なっ

ていた。速さだけではなく、歩き方も競っていた。鞍や馬の首に飾

りをつけ、きれいだった。金持 ちしか競走馬を持 っておらず、

クェー (桑江)の屋号イリー (伊礼)が持っていた。クェーヌクシ

ヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)に は 1人 もいなかった。クェー (桑江)

だけではなく、他集落からも参加したり、見物に来ていた。

チヤタンンマイー (北谷馬場)・ シナビンマイー (砂辺馬場)。 ヌ

ザ トゥンマイー (野里馬場)。 ジキランンマイー (瑞慶覧馬場)と、

近 くにたくさん馬場があり、相当盛んだった。

また、クェーンマイーは、夜には三味線を持った青年たちが集ま

り、モーアシビをする場所だった。話者によると、大正生まれの人

たちがよくやっていたようだと言う。

現在のキャンプ桑江第 2ゲー ト隣にある基地内の学校のあたり

である。

→桑江のクェーンマイーを見よ。

寵屋。クェーヌメーヤー ドゥイ (桑 江 ヌ前屋取)に あった。

クェー (桑江)、 クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 クェー

ヌナカヤードゥイ (桑江ヌ中屋取)、 クェーヌクシヤードゥイ (桑

江ヌ後屋取)の 4集落の人たちで使用していた。

ガンは前に 2人、後ろに 2人の合計 4人で担ぐ。一度担いだら人

を交代することができず、肩を変えることもできなかった。ニンブ

チャーを先頭にして、ガンを担いだ 4人 と、芭蕉布をかぶった 5～

6人の泣き女がその後に続いた。

クェーヌクシーヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)の人たちの墓は、集

落の東側にあった。現在のちゆうざん病院あたりや県立北谷高等学

校の西側や南側などである。山手側にあった。ガンを担いで墓まで

馬場

クェーンマイー
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■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊 り、各家

を回る。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■キャンプ桑江 (キ ヤンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■キャンプ桑江 (キ ャンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ニンブチヤー :葬式のときに鉦

をたたき、念仏歌を歌う人。と

きには経文を読み、僧の代わり

をつとめた。

■芭蕉布 :沖縄を代表する織物。

糸芭蕉の繊維で織られる。



行 く道と、その帰 り道は道順を変えていた。喪家以外は、屋敷の門

のところに霊が入ってこないようにという意味で、デーク (ダ ンチ

ク)を置いた。デークがない場合には、竃の灰を撒いた。

14～ 15歳以下の子どもが亡 くなった場合には、墓に20日 ぐ

らいの間、ランプを点けておいた。話者によると、寂しがらないよ

うにという意味だつたのではないかと言う。墓に4つ の柱を立て、

仮の屋根を作っていた。

→桑江ヌ前屋取のガンヤーを見よ。

掘込墓

現在の県 高等学校の北側斜面にあった墓。

→桑江のイーンバカを見 よ。

「北谷の海」

≪画・比嘉昌信氏≫

ジョーミチャーバカ

馬″ C0

卵江二恭た

」匿L

千 潟

ぐ野 」
、尋F

壼』幸

機
墨

帯kt、浜 4

キ江蛯た1潟
∠ lh

どrfヽ
」Lニニユ

,■

195

≪聞取 り調査風景≫
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謝苅・桃原
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現在の謝苅



戦時中の謝苅屋取 (ジ ャーガルヤー ドゥイ)～ 桃原屋取 (ト ーバルヤー ドゥイ)

い
つ
つ



謝苅区のエイサー

1闘
|′  ヽ/

黎
鋼薔諭目厖
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謝苅屋取

ジャーガルヤードウイ



ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)

北谷町域、ほぼ中央に位置する屋取集落。町内で最も険しい地形

に立地している。

戸数 49軒で、そのうちカーラヤーは 9軒であった。

集落はアガリ、イリ、ナカの 3つ の組に分かれていた。話者によ

ると、田場・比嘉 0新垣・大道 。仲嶺・宮里などの姓はアガリ、目

取真 0名 幸・喜友名・宇良などの姓はイリ、田港・目取真などの姓

はナカというふうに、親戚同士で分かれていたと思われるが、はっ

きりとは覚えていないと言う。ニングヮチャーのときにだけ、この

3つ の組に分かれていた。

主業は農業で、芋やサ トウキビを作っていた。日用雑貨を扱うマ

チヤが 2軒、易者が 1軒あった。

個人井戸が 7か所あったが、ニーブガーが多 く、早魃には涸れて

いた。そのため、共同井戸のイーヌカーとトーヤマヌカーを利用す

ることが多かった。

共同の水タンクがあった。補助を受け、屋号ナーザ トゥグヮー

(宮里小):32と 屋号メーヌミドゥルマ (前 ヌロ取真):28の 2か所

の個人屋敷内に作られた。瓦の屋根から樋を伝わってきた天水を

タンクに溜めていた。タンクの形は四角で、6畳 ぐらいの大きさ

で、高さが lm80cmぐ らいだった。鉄筋の代わりにヤンバルダ

キ (リ ュウキュウチク)を入れたセメント造 りだった。話者による

と、タンクを作 った時期は覚えていないが、取 り壊 したのは昭和

54～ 55(1979～ 80)年頃だったと言う。水タンクは水道ができ

るまで利用されていた。

アガリグミとイリグミのサーターヤーがあつた。集落の真ん中

の道を境に、東側がアガリグミで、西側がイリグミであった。親戚

同士で、10名 ぐらいのサーターグミを作つていた。1回 に作る砂糖

は 2～ 3丁 ぐらいであつた。ウージガラを燃料としていた。サー

ターグルマは、製糖時期が終わると分解した。軸木は製糖用の釜を

据えていた小屋に納め、サーターグルマはそのままそこに置いていた。

サトウキビを嘉手納製糖工場へ持って行 くこともあった。朝 1回、晩

1回の一日2回、馬車で運んでいた。

ジャーガルモーに 3体のビジュルがあり、 1日 暦 2月 2日 、 1日暦 8

月 15日、 1日暦 11月 15日 に拝む。

ガンはジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)所有のものがなかった

ので、クェー (桑江)か ら借 りていた。話者によると、お金を出し

て借 りていたのではないかと言 う。ガンは喪家まで持ってきてか

ら組み立てた。担ぐのは 4人で、箱を持つ人が 1人ついた。ガンを

一度担ぐと、墓まで下ろすことはできなかった。墓まで行き、そこ

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■エングヮチャー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■マチヤ :店。

■ニーブガー :ひ しゃくで汲める

ような浅い井戸。

≪聞取 り調査風景≫

■サーターヤー :製糖小屋。

■サーターダミ:製糖の作業をす

る組。

■ウージガラ :サ トウキビの絞り

殻。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。
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かいたい

でガンを解体
とお

した。ガンが通ってはいけないという道はなく、通 り

やすい道を通っていた。墓は、他の集落の人たちの墓と入 り混じっ

て、ウージバルやトゥラジなどにあった。墓普請は集落の人たち全

員で行なっていた。葬式は坊さんよりも、ウクルンバルに住んでい

たニンブチヤーに頼むことが多かった。

マーイサーはマーイサーモーに置いてあった。

現在の謝苅公園のすぐ下、一本松給油所のところと、宇地原区公

民館のあたりに個人有地のカヤモーがあった。

学校は、チャタン (北谷)に あつた北玉尋常高等小学校へ通って

いた。学校へはケンドーを通って行 くと遠いので、クンチリ道や山

道から通っていた。

クェーエキヘ行 くときはジャーガルミチを利用していた。

風呂はほとんど川ですませていた。風呂屋へ行 くのは年に 1～

2回 ぐらいだつた。話者によると、風呂屋はチャタン (北谷)と

クェー (桑江)の 2か所にあったが、クェー (桑江)の風呂屋しか利

用したことがないと言う。

【集落で行なう主な年中行事】

●旧暦 2月 <ニングワチヤー>:アガリ・ナカ・イリの 3つ の組に

分かれて行なっていた。

●旧暦 7月 <ェ イサー>:空手の型のエイサーだつた。ビジュルを

拝んでから出発した。集落内を回るだけではなく、他の集落に行 く

こともあった。話者によれば、ウィーシードゥヤードウイ (上勢頭

屋取)や クェー (桑江)か らも、ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)

に来たことがあったと言う。

戦後は、北谷可全域が米軍に接収されたなかで、いち早く居住許

可地域となり、ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)の人たちだけで

なく、帰る場所を失った多くの人々が移り住んだ。
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≪マーイサー≫

■ニンブチヤー :葬式のときに鉦

をたたき、念仏歌を歌う人。と

きには経文を読み、僧の代わり

をつとめた。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■カヤモー :屋根を葺くのに使う

茅を生やしていた野原。

■北玉尋常高等小学校 :北谷尋常

高等小学校の分教場であった。

大正 3(1914)年に北玉尋常小

学校 として開校 し、大正 6

(1917)年に高等科を設けて北

玉尋常高等小学校となった。

■クンチリ道 :近道。

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

≪ビジュルの祠≫

≪マーイサー≫



アガリグミ

ウ ン カ グヮーフ

目取真

ナー小

イリグミ

ジタン

8ビ
ジャ…

ル

サ…ターヤー
G

マーイサー

カマダー

目取真

0
アカムヤー

/｀ 、ヽ
/ 2｀

｀`
、ヽ

/ウ カミ小/
、`ゥンメー/ヽ＼y

+■‖+

謝苅屋取の家の配置 (数字は屋号番号)

似諷自

慇隕屹祗藤 1可川

週 略

i事
′́うて字 llll戦 、

(小 さい文字は他の集落の呼び名)

(小 さい文字は他の集落の呼び名)

γl l:力
t(小 さい文字は他の集落の呼び名)
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謝苅屋取 屋号地図

目取真小

大中村



日

＝

，
Ｔ

ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)

集落の組分けの 1つ。話者によると、親戚同士で分け、田場 0比

嘉 0新垣 。大道・仲嶺 。宮里などの姓がアガリだったと思われるが、

はっきりとは覚えていないと言 う。ニングヮチャーのときだけの

組分けだった。

ナ カ

集落の組分けの 1つ。話者によると、
しんせき            め どる ま

親戚同士で分け、日取真・

田港などの姓がナカだったと思われるが、はっきりとは覚えていな

いと言う。ニングヮチヤーのときだけの組分けだった。

イ リ

集落の組分けの 1つ。話者によると、親戚同士で分け、目取真・

名幸 0喜友名・宇良などの姓がイリだったと思われるが、はつきり

とは覚えていないと言 う。ニング ヮチヤーのときだけの組分け

だった。

砂糖組

集落の組分けの 1つ。集落の真ん中の道を境にして分けていた。

道から東側がアガリグミである。ほとんど親戚同士で組分けされ、

製糖作業をするときに 10名程度のサーターダミを作っていた。お

金を出し合ってサーターヤーを維持していた。

イリグミ

集落の組分けの 1つ。集落の真ん中の道を境にして分けていた。

道から西側がイリグミである。ほとんど親戚同士で組分けされ、製

糖作業をするときに、10名程度のサーターグミを作っていた。お

金を出し合ってサーターヤーを維持していた。

集落名

崎門屋取。集落の東方向にあった屋取集落。ジャーガルヤードゥ

イ (謝苅屋取)の人と婚姻を結ぶことがあった。

サチジョーヤードゥイ
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■エングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

≪聞取 り調査風景≫

■サーターグミ:製糖の作業をす

る組。

■サーターヤー :製糖小屋。



クルンカーラ ワ
~

河 川

集落の北側にあった山の中から
わ

湧き出て、西へ向かって流れてい

た。流れの真ん中から水が盛 り上がって吹き出ていた。川幅はあ

まり大きくなく、飛び越えられるぐらいだつたが、水が涸れること

はなかった。良質な水だったが、そこに住んでいたニンブチヤーの

人だけしか利用していなかった。

現在はポリテクセンターの真下となっている。ポリテクセンター

建設のときに埋め土され、湧き回は無 くなってしまった。しかし、

流れは教会の手前あたりからところどころ残つており、キヤンプ桑

江の方へと流れている。話者によると、戦前は海まで流れていたが、

キャンプ桑江内は作 り変えられているかもしれないと言う。

トーバルガーラ

トーバルガーから流れ出してくる小川。
きたたま

現在のハッピー (北玉)児童館あたりに流れてくる。

→崎門屋取のトーバルガーを見よ。

シガイガーラ

集落の北東方向から南へと流れている川。もう1つ の川と合流

するところをタマタと言い、そこから下流はシルヒージャーガワと

言う。上流は現在の沖縄市で、うぐいす谷墓地公園近 くを流れてく

る。

→伝道のタマタを見よ。

小ハル名

集落の南西方向一帯を言う。現在の小字のアガリウジバル・イリ

ウジバルの範囲はまとめてウージバルと呼ばれていた。墓が多い場

所で、ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)、 チャタン (北谷)、 クェー

(桑江)の人たちの墓があった。松林もあった。

ウチアラカー

集落の東方向にあった。ほとんどが山で、松林があった。ジャー

ガルヤードゥイ (謝苅屋取)の人たちの墓もあった。

現在のうぐいす谷墓地公園の下あたりである。

トゥラジ

集落の北東側にあった山。松が生えていた。 トゥラジの下あた

ウージバノ
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■ニンブチヤー :葬式のときに鉦

をたたき、念仏歌を歌う人。と

きには経文を読み、僧の代わり

をつとめた。

■ポリテクセンター :沖縄職業能

力開発促進センター ポリテク

センター沖縄

■教会 :日本聖公会 沖縄教区

北谷諸魂教会

■キャンプ桑江 (キ ヤンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

≪聞取 り調査風景≫



りには墓が多かった。ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)と トーバル

ヤードゥイ (桃原屋取)の人たちの墓が入 り混じってあった。

日本軍が掘った立派な壕があった。壕は海に向かつており、機関

銃が設置されていた。話者によると、壕掘 りの徴用もあったのでは

ないかと言う。

現在の

ある。

きたたま                ちゃたんちょう

町立北玉小学校の東側で、北谷町のタンクの南側あたりで

郡道

県道だった。下の方は郡道。
ほ しゅう                 こう ふ

補修工事には、県から2人の工夫が

来ていた。チャタン (北谷)の 人だった。ジャーガルヤードゥイ

(謝苅屋取)の人たちが補修工事に出ることはなかった。

道幅は約 3mで、馬車が一台通るぐらいの幅だった。荷馬車だっ

たらすれ違いできたかもしれないが、あまり通らなかった。道には

馬車の車輪の跡が残っていた。

ジャーガルミチの東側は字伝道、西側は字桑江だった。

現在の県道 24号線のことで、宇地原区公民館から桃原あたりぐ

らいまでを言う。

坂道

こうばい

ジャーガルミチの一部。相当急な勾配の坂道で、石畳道だった。

頑丈に造られていた。話者によると、道の補修に出たことはなく、

話を聞いたこともないと言う。馬車は通らなかった。林道である。

ジャーガルビラはイエンビーで有名で、 1日 暦 8月 15日 には、

ジャーガルビラの途中で青年たちが待っていた。しかし、話者は見

たことがないと言う。イエンビーは、喜友名のアヒラービラグヮー

から来て、ヤカビヌヒラを上 り、ジャーガルビラに来るという話が

ある。

クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)の間取 り情報によると、

米軍上陸前には、地雷を埋めて誰も通さないようにしていたと言

つ。
あ

現在の「北玉小学校入口」バス停留所から上がっていく坂道のこ

とである。セメントで固められている。

ヤカビヌヒラ

ルミチン

ジャー ル フ

（
Ｕ

（
∠

■徴用 :国家 (軍)が国民を強制

的に動員し、作業させること。

■工夫 :道路。鉄道などの土木工

事の作業員。

≪聞取 り調査風景≫

■イニンビー :ひ とだま。死者の

遺念が火となって現れるもの。

集落の南西方向にあった坂道。現在のミハマタクシーの近 くに

あった。絶壁みたいなところから人がやっと通れるぐらいの坂で、

白比川の方に下りて行 くことができた。階段のように作られていた。



ワイトゥイ

切 り通し

集落の北側にあった。両方の山を削り取って作 られた。話者に

よると、相当高 くて 10m以上あったのではないかと言う。昼でも

暗 くて、怖いところだつた。道幅は 3mぐ らいで、荷馬車がやっと

通れるぐらいで、すれ違いはできなかったと思われる。いつ頃でき

たかはわからないと言う。

丘鯉甕

屋号ナコー (名 幸):8の ところにあった山。赤土で山が赤 くなっ

ていた。大きな山みたいにとんがつており、子どもたちが遊んだり

した場所だった。

現在の幸地書店の向かいあたりである。

II湧
水井戸 回

区≡区互∃
水が豊富だったが、あまり上等な造 りの井戸ではなかった。戦後

作 り直して立派になった。ホースガーの名は、戦後ついたものであ

る。ゴムホースを入れて水を引いていたので、ホースガーの名がつ

いた。

→伝道のウージガーを見よ。

共同井戸。2か所あるうちの 1つ。屋号カマーナカムラグヮー (カ

マー中村小):34の 東側にあった。個人井戸があるのは数軒だけだっ

たので、集落のほとんどの人たちがイーヌカーを利用していた。一

番上等な丼戸だった。深さは lmぐ らいで、釣瓶を使っていた。

カーウガミをする。

現在の水量は、戦前の半分ぐらいになっている。

トーヤマヌカー

共同井戸。2か所あるうちの 1つ。屋号アガリターバグヮー (東

田場小):25の南側にあった。チンガーで、相当深 く、2～ 3m以上

あった。ワクではなく、早魃の場合には水が涸れた。

現在のハッピー (北玉)児童館のところである。井戸は埋められ

ているが、碑が建てられている。

アカムヤー

掘井戸 〔
イーヌカー
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≪ホースガー≫

≪イーヌカー≫

■カーウガミ:井戸の神様を拝む。

≪ トーヤマヌカー≫

■チンガー :つ るべ井戸。

■ワク :湧き水。



II水
タンク涸

E互亜Iヨ

共同の水タンク。2か所あるうちの 1つ。屋号ナーザ トゥグヮー

(宮里小):32に あった。昭和 13～ 15(1938～ 40)年頃に作ら

れた水タンク。6畳 ぐらいの大きさで、タンクの形は四角だった。

セメント造 りで、鉄筋の代わりにヤンバルダキ (リ ュウキュウチク)

を使っていた。雨水を溜めていた。

戦後も残っていたが、水道が普及してからはあまり使われず、昭

和 54～ 55(1979～ 80)年頃に取 り壊された。

ミジタンク

共同の水タンク。2か所あるうちの 1つ。屋号メーヌミドゥルマ

(前 ヌロ取真):28に あった。昭和 13～ 15(1938～ 40)年 頃に

作られた水タンク。6畳ぐらいの大きさで、タンクの形は四角だっ

た。セメント造 りで、鉄筋の代わりにヤンバルダキ (リ ュウキュウ

チク)を使っていた。雨水を溜めていた。

戦後も残っていたが、水道が普及してからはあまり使われず、昭

和 54～ 55(1979～ 80)年頃に取 り壊された。

ジャーガルミチを直すために来ていたローラーが、チャタン (北

谷)に あった橋の上を通ったときに、壊れてしまった。2～ 3名 の子

どもたちが巻き込まれて亡 くなった。それ以後、ローラーバシと

言うようになった。平たい石の橋だった。

→北谷のローラーバシを見よ。

共同製糖小屋。2か所あるうちの 1つ。屋号サーターニーナカム

ラグヮー (サ ーターニー中村小):16の 東側にあつた。アガリグミの

人たちで共同利用していた。

現在の町立北玉小学校の門のあたりである。

+l-9-r-
共同製糖小屋。2か所あるうちの 1つ。屋号マーチュートーヤマ

(マ ーチュー当山):26の 南西側にあつた。イリグミの人たちで共同

利用していた。

橋

ローラーバシ

製糖小屋

サーター
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≪聞取り調査風景≫

≪現地調査風景≫

il



拝所

ジュル

ジャーガルモーに 3体 ある。このビジュルは
やまざと

山里か らウンチ

ケーしてきたものである。旧暦 2月 2日 、旧暦 8月 15日、旧暦

11月 15日 に拝む。

広場 饉蒙

アザモー、マーチューモーとも言う。屋号ウフナーザ トゥ (大宮

里):31の南西方向にあった。20～ 30坪ぐらいのモーグヮーだっ

た。

山里か らウンチケーしてきた 3体 のビジュルがある。ウンチ

ケーして くる前は、ただのモーグヮーだった。ビジュルの祠は、

ソーメン箱を枠として、セメントで作られていた。すべて、ジャー

ガルヤードゥイ (謝苅屋取)の人たちによって作られた祠であった。

戦前、戦後とも、祠の位置や向きは変わっていない。

幹の太さが 2～ 3mぐ らいの大きな松があった。ジャーガルモー

に向かって右側で、碑の反対側に生えていた。しかし、その松は戦

後になって虫にやられて枯れてしまい、なくなってしまった。現在

生えている松は戦後のものである。

旧暦 2月 2日 と旧暦 8月 15日 の 2回 に拝んでいる。

フナウクイをする場所でもあった。おばあさんたちが太鼓をた

たきながら見送っていた。話者によると、煙だけをたててやったこ

ともあるらしいと言う。

周囲は畑だった。

現在の町立第一保育所のところである。

マーイサーモー

セーネンモーとも言う。トーヤマヌカーの南西側にあった。

マーイサーが置いてあり、それぞれ大きさ・重さが違っていた。

ほとんどは卵形だが、1個だけ、コーグヮーダチャーといって、鏡

餅みたいな形のものがあつた。話者によると、マーイサーの重さは

100kg余 りあつたのではないかと言 う。夜になると若者が集

まって、力比べをして遊んでいた。

沖縄相撲や、エイサーの練習を行なう場所でもあった。

現在のハッピー (北玉)児童館の南西側あたりである。マーイ

サーはジャーガルモーに移してある。
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ジャーガルモー

≪ビジュル≫

■モーグヮー :原野。野原。原っ

ぱ 。

■ビジュル :お招き。お連れする

こと。

■ウンチケー :霊石として祀られ

る石。

≪ジャーガルモー≫

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

≪マーイサー≫

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。
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謝苅屋取 集落の周辺



崎門屋取

サチジョーヤードゥイ



サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)

北谷町域東端、東シナ海を望む高台に位置する屋取集落。東側は

トーバルヤードゥイ (桃原屋取)と 隣接している。そのため、サチ

ジョーヤードゥイのことをイリトーバルと百うこともある。

戸数 24軒で、そのうちカーラヤーが 7軒あった。

集落は 2つ に組分けされた。南側の 12軒がメーンダカリ、北側

の 12軒がクシンダカリとなる。話者によれば、サーターダミや綱

引きなどもなかったので、特に組単位で何かをしたというわけでは

なかったと言う。

サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)は、首里・那覇から来た士族

ではなく、現在の北中城村比嘉・島袋からの平民による移住集落で

ある。北谷町内では他に例がな く、特殊な屋取集落であると言え

る。話者によると、移住時期については 100歳以上の方々に聞い

てもわからなかったと言う。しかし、移住するときの候補地として

ヤジバルもあがっていたが、最終的にこの場所を選んだという話が

伝わつていると言う。

主業は農業で、サ トウキビ、芋、豆類などを作っていた。しかし、

あまり土地が良くないので、南洋への出稼ぎも多 く出ていた。マチ

ヤは 2軒あり、そのうちの屋号マチヤ (店):22は、米、味噌、缶詰

類、酒、タバコなどを売る大きな店であった。サチジョーヤードゥ

イ (崎門屋取)の人たちだけではなく、トーバルヤードゥイ (桃原

屋取)の 人たちも買い物に来ていた。もう1軒 は、屋号 リーダン

ニーグヮー (リ ーダン根小):15の メーヌヤーを借 りていた屋号ナカ

ガワ (中川):16で ある。小さな店だった。

個人のクルマガーが 3か所あった。集落は高台に位置していたの

で、17～ 18mぐ らい深 く掘っていた。水が涸れることはなかっ

た。つるべ縄は、藁を編んで作っていた。また、カーラヤーである

4軒には個人の水タンクがあつた。瓦の屋根から樋を伝わってき

た天水をタンクに溜めていた。

サーターヤーは 1か所だけで、屋号サンラーサチジョー (三郎崎

門):21の 西隣にあった。作った砂糖は、馬車やクェーエキからテツ

ドーで那覇へ運んでいた。また、馬車で嘉手納の製糖工場へ運ぶこ

ともあった。工場へ出す場合には、出来上がった砂糖を受け取るの

ではなく、運び込んだサトウキビの代金が支払われていた。

集落内に拝所はなく、山里のハーナームイに拝みに行っていた。

戦後はイーヌモー近 くにカミヤーを作 り、そこにハーナーの神をお

迎えして祀っている。

現在のうぐいす谷墓地公園のあたりに、個人のカヤモーがあり、

屋根の葺き替えのときに、面積でいくらというふうに売っていた。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■サーターグミ:製糖の作業をす

る組。

≪聞取 り調査風景≫

■マチヤ :店。

■メーヌヤー :農村などで母屋の

前にある離れ。アサギグヮーと

も言う。

■クルマガー :滑車につるべ縄を

かけて水を汲む井戸。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■サーターヤー :製糖小屋。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ハーナームイ:首里から逃げて

きて山里で子を産み育てた美し

い娘を祀ったと伝えられている。

普天間宮へ遥拝する場所である。

■カヤモー :屋根を葺くのに使う

茅を生やしていた野原。

214



屋号イチンニーグヮー (池根小):7の ところの三叉路をマーイシ

モーと言い、そこにマーイシが 7～ 8個置いてあった。

学校は、チャタン (北谷)に あった北玉国民学校に通っていた。

サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)や トーバルヤードゥイ (桃原

屋取)の人たちの墓はトゥラジにあった。そこには、戦時中、防空

壕も多 く作られた。現在のうぐいす谷墓地公園の近 くまで、たくさ

んの壕があり、現存している。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦2月 2日 <ク スックイー (ク シユクヮーシー 0ニ ングヮ

チャー)>:ほ とんど男性だけで行なわれていた。大きな家を借り

てヤードゥとし、そこに集まって、三味線を弾き、太鼓を叩いたり

して遊んだ。ごちそうは膳に盛り、桃の花を挿して飾った。

●旧暦7月 <エ イサー>:2～ 3週間前から、マーイシモーに集まっ

て練習していた。当日は集落内の各家を回っていた。

●旧暦 8月 <カ ーウガミ>:ト ーバルガーを掃除し、拝む。

集落域は米軍に接収され、通信隊の施設となり、その後は婦人部

隊になっていた。現在は返還されている。白川園の北東側あたりで、

住宅地となっている。
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■マーイシ :集落の広場などに置

いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■北玉国民学校 :北谷尋常高等小

学校の分教場であった。大正 3

(1914)年に北玉尋常小学校と

して開校し、大正 6(1917)年
に高等科を設けて北玉尋常高等

小学校となった。後に国民学校

となる。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■ヤードゥ:一時的に集会所にあ

てられる家。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■カーウガミ:井戸の神様を拝む。

■白川園 :社会福祉法人高洋会

老人保健施設 自川園

≪ トーバルガー≫

≪ トーバルガー周辺≫



崎門屋取 屋号地図

→+++ト

崎門屋取の家の配置 (数字は屋号番号)

』関饉L

■■■■■1 7可川  (小さい文字は他の集落の呼び名)

週醐跡 (小 さい文字は他の集落の呼び名)

緑の文字 地域の名称 (小 さい文字は他の集落の呼び名)
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リーダン根

真中崎門

8

東崎門

前崎門

2

徳嶺小
(空家)

前崎門小



メーン カ リ

サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)

村渠

前村渠。集落の組分けの1つ。南側の12軒である。北側はクシ

ンダカリと言う。話者によると、サーターグミや綱引きなどもな

かつたので、特に何をしたというわけではないと言う。

クシンダカリ

後村渠。集落の組分けの1つ。北側の 12軒を言う。南側はメー

ンダカリと言う。

集落名

西桃原。サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)の ことである。普通

はサチジョーヤードゥイ (崎門屋取)と 言うが、イリトーバルとい

う呼び名もよく使った。他集落の人が、イリトーバルとアガリトー

バルのどちらの出身かと聞いてくることもあった。

アガリトーバル

東桃原。トーバルヤードゥイ (桃原屋取)の ことである。

おきなわ し みなみとうばる

のことで、現在の沖縄市南桃原側の集落。
ば る

越来桃原。

河川

トーバルガーから流れ出し、小川になっていた。集落の西方向、

ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)の方へと流れていた。

ウクルンカーラグヮー

集落の西方向にあった小川。幅 lmぐ らいの小さな流れだが、年

中水があり、なかなか涸れなかった。そこに住んでいたニンブチャー

の人だけが利用しており、他の人が利用することは、あまりなかっ

た。

現在のポリテクセンターのあたりである。

→謝苅屋取のウクルンカーラグ ヮーを見よ。

―ノツレ― ク

― フトーノル
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■サーターグミ:製糖の作業をす

る組。

■ニンブチャー :葬式のときに鉦

をたたき、念仏歌を歌う人。と

きには経文を読み、僧の代わり

をつとめた。

■ポリテクセンター :沖縄職業能

力開発促進センター ポリテク

センター



リバルーーア

′jヽ ハル名

集落の東南側にあった。畑地で、ほとんどムジバルだった。

現在のうぐいす谷墓地公園一帯である。

ウチアラカ…

集落の東南方向にあった谷底。谷を作っている川は、フテンマ

ガーラ・チャタンガーラにつながっていた。

家畜 (馬 ・牛)に水浴びをさせていた。

現存する。

トゥラジ

集落の南西方向にあつた。 トゥラジバルとも言う。山で、チャタ

ン (北谷)の人が薪を取るために買い取った土地があり、チャタン

ジーと言った。底は畑で農作物は芋を作っていたが、非常に悪い土

地だった。トゥラジという意味は不明。

チャタンジー 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

トゥラジの一部である山林を言 う。薪を取るために、チャタン

(北谷)の人がこの土地を買ったため、こう呼ばれるようになった。

イリウィーバル

集落の西側一帯を言う。トーバルガーラの流れがきており、田ん

ぼがあった。

戦後、埋め土されている。

ユヒングヮーヌメー

集落の北西方向にあった。深い山で、家もなかった。

ケンドーとも言う。ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)か ら上っ

てくる道。話者によると、明治 28(1895)年生まれの方が 10～

11歳の頃に、この道ができたという話を聞いたことがあると言

う。その道造 りのときには、サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)の

人たちもニンスクとして作業に出たと言う。

→謝苅屋取のジャーガルミチを見よ。

郡道

ルミチジャー
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■エンスク :人足。

■ムジバル :麦畑。

≪聞取 り調査風景≫



トゥラ ミチ

生活道

ジャーガルシンディリーから
のぼ

上つてくる道。屋号メーサチジョー

(前崎門):5へ行 く道。道幅が狭かった。

現在の玉那覇酒造のあたりである。

坂道

現在の
あ

学ヽ校のところから上がる、真っ直ぐな坂を言う。

ジャーガルビラより急な坂道だった。非常に道が悪 く、滑つたり転

んだりしていた。道幅も人が通れるぐらいだった。ニービなので、

台風のときは崩れたりした。トゥラジミチとつながつており、屋号

メーサチジョー (前崎門):5へ行 く道。

話者によると、土地はサチジョーヤードゥイ (崎門屋取)の もの

なのに、なぜジャーガルシンディリーと言うかはわからないと言う。

ジャーガルビラ

ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)に あった坂道。石畳道だった。

上の方に大きな松が 2～ 3本あり、学校の帰 りに一体みする場所

だった。

ジャーガルビラの上にはイエンビーが出ることで有名である。

話者によると、イシグー取 りをしているときに石が倒れてきて死ん

だ人がおり、この人がイエンビーになったという話があったが、実

際にイエンビーを見たことはないと言う。

→謝苅屋取のジャーガルビラを見よ。

切 り通し

ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋取)の方にあった。長さは24～

25mぐ らいだつた。右側は30mぐ らいで、左側はあまり長 くな

かった。高さは相当高かった。掘ったときの跡が残っていた。

丘慶勢
【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

2か所あるうちの1つ。トゥラジにあった。

フナウクイモー

2か所あるうちの 1つ。ウクルンバルにあった。山の上が平坦

になっていて、30名 ぐらいで輪を作って座れる広さがあった。この

ルシン

ウクルンワイトゥイ

ウクイモーフ
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■ニービ :赤 くざらざらした堅い

土質。

■イニンビー :ひ とだま。死者の

遺念が火となつて現れるとされ

るもの。

■イシグー :さ んご礁などを砕い

た細かい砂利。



フナウクモーでは、泊からスナベ (砂辺)ま で船を見送ることがで

きた。もう1つ のフナウクイモーよりも海を広 く見渡すことがで

きたので、こちらの方がよく利用されていた。松葉を燃やして、煙

を立たせ、隣近所の人や親戚のおばあさんたちが太鼓を叩いて、歌

を歌い、フナウクイをしていた。

現在のポリテクセンターのところにあった。

イーヌモー

サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)で一番高いところだつた。屋

号 トゥクンミ (徳嶺):3や屋号メーナカムラグヮー (前仲村小):4

の近 くだった。南側は絶壁になつており、下はアラカーガーラが流

れていた。

屋号イチンニー (池根)と 屋号メーナカムラグヮー (前仲村小)

の畑があった。

池沼 ●

屋号メーナカムラグヮー (前仲村小):4の東側、道向かいにあっ

たクムイ。30～ 40坪ぐらいの大きさで、深さは lmぐ らいだつ

た。道沿いに細長い形をしていた。畑仕事の帰 りに、手足や農機具

を洗うために利用していた。家畜 (馬・牛)に水浴びをさせるウマ

アミシグムイではなかった。

イチンニーグムイ

屋号イチンニー (池根):11と 屋号 ミーヤー (新屋):12の東側、

道向かいにあったクムイ。溜まり水だった。30～ 40坪ぐらいの

広さで、深さは lmぐ らいだつた。道にくっついて、半円のような

形をしていた。畑仕事の帰 りに、手足や農機具を洗つたりするのに

利用していた。家畜 (馬
0牛)に水浴びをさせる場所でもある。

サーターグムイ

サーターヤーのところにあったクムイ。製糖時期が終わると、シ

ロアリ (白蟻)よ けのためにサーターグルマの軸木を漬けていた。

10坪ぐらいの広さだった。畑仕事の帰りに、手足や農機具を洗っ

たりするのに利用していた。

トーバルグムイ

集落の北方向にあったクムイ。70坪ぐらいで、道沿いに細長い

形をしていた。深さは lmぐ らいだつたが、溜まり水だつたので、

メーナカムラ ヮークシヌクムイ
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■クムイ:池。沼。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■ポリテクセンター :沖縄職業能

力開発促進センター ポリテク

センター

■クムイ:池。沼。

■クムイ:池。沼。

■クムイ:池。沼。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。



湧水井戸

トーバル

長 く雨が降らない場合には水位が下がっていた。サチジョーヤードゥ

イ (崎門屋取)と トーバルヤードゥイ (桃原屋取)の人たちで利用

していた。周囲は畑だつたので、畑仕事の帰りに手足や農機具を洗っ

たり、家畜 (馬 ・牛)に水浴びをさせていた。

集落の西側にあった。話者によると、明治 28(1895)年生まれ

の方も、いつ頃作られたのかわからないと話していたと言う。水汲

みカンカラーで汲むことができた。敷地内に手足を洗う小さな丼戸

もあり、深 くないので、ここでもすぐ水を汲むことができた。水が

涸れるということはなかった。トーバルガーから水が豊富に流れ出

して、トーバルガーラとなつており、その水を利用して田んぼが広

がっていた。

学校帰 りにエビやカニを捕って遊んでいた。

現存しているが、戦後、コンクリートで少し上げられ、lm50cm

ぐらいの深さとなった。そのため、ロープをつけないと水を汲むこ

とができなくなった。また、敷地内の小さな丼戸は埋められた。

現在もカーウガミをしている。

共同製糖小屋。サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)はサ トウキビ

を作る人は少な く、7～ 8軒 ぐらいだつた。そのため、ここ 1か所

だけで賄えた。サーターヤーで製糖した砂糖は那覇へ運ばれた。

クェーエキから軽便鉄道を使 うこともあれば、直接馬車で那覇ヘ

持って行 くこともあった。サトウキビを嘉手納製糖工場に出すこと

もあり、山内まわりで馬車で運んでいた。 トロッコ道はなかつた。

工場ヘサ トウキビを出す場合には、出来上がった砂糖を受け取るの

ではな く、サ トウキビ代が支払われていた。屋号 リーグンニー

(リ ーグン根)の おじいさんが、サ トウキビを運ぶ日程調整やサ ト

ウキビ代を渡す仕事をしていた。

→桑江ヌ前屋取のクェーエキを見よ。

【※編注:P198「現在の謝苅～桃原」の地図に記載】

戦前、サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)に は拝所がなかった。そ

のため、山里のハーナームイに拝みに行っていた。しかし、遠 くて

不便だということで、戦後、サチジ ョーヤードゥイ (崎 門屋取 )

製糖小屋 曜
サーターヤー

拝所瑾
カミヤー
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■カンカラー :空缶。

≪トーバルガー≫

■カーウガミ:井戸の神様を拝む。

■軽便鉄道 :沖縄県営鉄道。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ハーナームイ:首里から逃げて

きて山里で子を産み育てた美し

い娘を祀ったと伝えられている。

普天間宮へ遥拝する場所である。

「 =:¬「」Ll



の集落内にカミヤーを作 り、ハーナームイの神をお迎えした。イー

ヌモーの近 くの個人宅敷地内にコンクリート作 りの祠を建てて祀っ

てある。

ハーナームイ

【※編注:記載した地図の範囲外にあるため、地図上には記載していない】

ヒャーナーとも言う。現在の沖縄市山里にある拝所。

戦前、サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)の集落内には拝所がな

かった。クスックィーなど行事ごとの拝みや、個人で拝みを行なう

ときには、ハーナームイに行った。ハーナームイの神は、首里から

山里に逃げてきて、子を産み育てた美しい娘を祀ったものだと伝え

られている。戦後、このハーナームイの神をサチジョーヤードゥイ

(崎門屋取)に お迎えし、イーヌモー近 くの個人宅にカミヤーを構

えて祀っている。

広場 ●

屋号イチンニーグヮー (池根):7の ところの三叉路にあった。大

きさや重さが違うマーイシが 7～ 8個あり、青年たちは仕事が終わ

ると、そこに集まつてマーイシを持ち上げる練習をしていた。

エイサーの練習もマーイシモーでしていた。

戦時中、日本軍が敵の戦車への攻撃のために使うと言って、マー

イシモーからマーイシを持ち出し、屋号カマラーサチジョー (蒲田

崎門):14の 東南にあつた山のところに置いてあった。戦後、マーイ

シはそのままなくなってしまつた。置いてあった山自体もなくなっ

ている。

マーイシモー
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≪聞取 り調査風景≫

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■マーイシ :集落の広場などに置

いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。
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崎門屋取 集落の周辺
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桃原屋取

トーバルヤードゥイ



トーバルヤードゥイ (桃原屋取)

北谷町域東端、東シナ海を望む高台に位置する屋取集落。越来村

と隣接しており、つきあいが盛んだった。トーバルヤードゥイ (桃

原屋取)と グィークトーバルを合わせてアガリトーバルと言うこと

もあった。

戸数は46軒で、そのうちカーラヤーは 4軒だった。

話者によると、集落の組分けはアガリムティやイリムティなど、

いくつかに分かれていたようだが、はつきりした区分は覚えていな

いと言う。

主業は農業で、芋やサ トウキビなどを作っていた。竹細工も行な

われていた。また、大工の棟梁、教員、ヤブーなどをしている人た

ちもいた。マチヤが 1軒 あったが、扱つているのが菓子類ぐらい

だつたので、サチジョーヤードゥイ (崎門屋取)の マチヤを利用す

ることが多かった。

共同井戸は現在の沖縄市にあるトーバルガーであった。ワクで、

ニーブで汲むことができた。トーバルヤードゥイ (桃原屋取)の集

落内には井戸が少なかったので、よく水汲みに行っていた。朝から

晩まで水汲みの人が絶えなかった。正月の若水も、トーバルガーか

ら汲んでいた。個人井戸としては、屋号ウフヒャーダングヮー (大

比屋根小):3に 18尋 (27m)の 深さのクルマガーがあった。

ちよっとした溜め池は各家にあり、野菜を洗つたり、手足を洗った

りするのに使 っていた。竹細工に使 う竹を漬けた りすることも

あつた。また、カーラヤーの家には、屋根から樋を伝わつてきた天

水を溜める水タンクがあった。

サーターヤーは屋号アガリイラフア (東伊良波):24の 北東方向に

ちょっと行つたところにあった。作った砂糖は、那覇や泡瀬に運ん

でいた。嘉手納の製糖工場ができてからは、トゥルクを利用して、

工場に持って行 くようになった。

拝所はインナーで、クスックィー、ヤイサーの出発時、クングヮ

チクニチーなどに拝んでいた。碑やウコールなどはなく、石垣を目

印にして拝んでいた。インナーは何かと集落の人たちの集まり場

所として使われていた。その他、集落外の普天間宮やヒャーナーな

どに拝みに行 くこともあった。

ガンヤーは集落の北端にあり、赤瓦屋根で、土壁造 りだつた。ガ

ンは一度担ぐと、墓まで一度も下ろすことができなかった。どうし

ても交代という場合には、ガンを地面に下ろさずに担いだまま交代

した。亡 くなった人の近い親戚はガンを担がなかった。ガンが家

の前を通る場合には、悪い霊が入ってこないようにという意味で、

門の前にススキを2～ 3本地面に置いた。トーバルヤードゥイ (桃原

≪聞取り調査風景≫

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■ヤブー :鍼灸師。

■マチヤ :店。

■ワク :湧き水。

■ニーブ :ひ しゃく。

■クルマガー :滑車につるべ縄を

かけて水を汲む井戸。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■サーターヤー :製糖小屋。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■ヤイサー (エ イサー):旧暦 7月

の盆の夜に行なわれる行事。各

集落の青年たちが行列をなして

踊り、各家を回る。

■クングヮチクニチー :旧暦9月

9日 に菊酒を飲むなどして、健

康・長寿を願う。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■普天間宮 :琉球八社の 1つ。宜

野湾市普天間にある。

■ヒャーナー :首里から逃げてき

て山里で子を産み育てた美しい

娘を祀ったと伝えられている。

普天間宮へ遥拝する場所である。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。
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屋取)の人たちの墓は現在の県営北谷団地あたりにあった。

マーイサーがインナーにあった。大きさや重さが違 うものが 4～

5個 ぐらいあつた。

正月には、チャンクルーをして遊んだ。屋号ウフヒャーダン

グヮー (大比屋根小):3の屋敷近 くに遊ぶ場所があった。そこは広

場というわけではなく、荷馬車が通るぐらいの道だったが、芝生が

生えていて、遊ぶのに良い場所だった。

【集落で行なわれる主な年中行事】

10)旧 暦2月 2～ 4日 <ク スックイー (エ ングヮチヤー)>:1日 目

は普天間拝みへ行った後、大きな家をヤードゥとして借り、みんな

で集まってごちそうを食べた。2日 目はヒャーナーとインナーを拝

みに行 く。各家庭で豆腐、天ぶら、チンヌク (サ トイモの一種)、

ゴボウ、野菜などのごちそうを大きな重箱に詰めて、インナーに持

ちより、みんなで食べた。3日 目はクスックィージューシーを炊い

て、ヤードゥで食べる。男女一緒に行なわれていた。

●旧暦7月 <ヤ イサー>:青年男子のみで行なわれ、女子や子ども

は参加しなかった。トーバルヤードゥイ (桃原屋取)とグィークトー

バルの人たちが一緒になって行なわれた。練習場所はインナーで、

当日も拝んでから出発した。集落内の各家を回つた。ウィーシードウ

ヤードゥイ (上勢頭屋取)など、他集落へ行 くこともあった。

●旧暦8月 15日 <ジ ューグヤー>:アシビナーで芝居が行なわれ

た。明治 41(1908)年 生まれの話者が 17～ 18歳の頃までは行

なわれていたと言う。トーバルヤードゥイ (桃原屋取)の アシビは

有名で、あちらこちらから見物人がたくさん来ていた。トーバルヤー

ドゥイ (桃原屋取)の人たちと山里の人たちが一緒になって「伊江

島ハンドーグワー」を演じた。上手な人がたくさんいた。

ちゃたん

集落域は現在の町立北谷中学校あたりである。
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■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■チャンクルー :お金を投げて、

裏返つたら自分のものになると

いう遊び。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■普天間拝み :琉球八社の1つで

ある普天間宮を拝むこと。人々

の尊崇を集め、現在も参拝者が

絶えない。

■ヤードゥ:一時的に集会所にあ

てられる家。

■ヒャーナー :首里から逃げてき

て山里で子を産み育てた美しい

娘を祀ったと伝えられている。

普天間宮へ遥拝する場所である。

■ジューシー :炊き込みご飯。

■ヤイサー (エ イサー):旧 暦7月

の盆の夜に行なわれる行事。各

集落の青年たちが行列をなして

踊り、各家を回る。

■ジューグヤー :十五夜。集落で

芝居などをして楽しむ。

■アシビ :歌・三味線・踊りなど

を楽しむこと。また、村芝居・

祭りなど、仕事を休んで行なう

演芸・娯楽。

■伊江島ハンドーグヮー :沖縄三

大悲歌劇の1つ。

≪インナー≫



桃原屋取 屋号地図
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リトーノア

トーバルヤードゥイ (桃原屋取)

社会的区分・集落

東桃原。北谷町域のトーバルヤードゥイ (桃原屋取)の ことであ

る。グ ィークトーバル と合わせてアガ リトーバル と言 うことも

あつた。

社会的区分・その他

越来桃原。
おきなわ し みなみとうばる

のことで、現在の沖縄市南桃原側の集落。

トーバルヤードゥイ (桃原屋取)と 隣接しており、何かとつきあい

が盛んだった。クスックイーは別だが、ヤイサーなどトーバルヤー

ドゥイ (桃原屋取)と 一緒に行なう行事もあった。また、ガンやサー

ターヤーなどを共同使用したりもしていた。

河川

か ちく

集落の南方向にあつた。家畜 (馬
0牛)に水浴びをさせていた。

現在のうぐいす谷墓地公園のところである。

谷間

屋号カミーヒャーダン (カ ミー比屋根):41の 南側は東西に走る谷

間になっていた。

現在も谷間になっている。

郡道

県道。現在の県道 24号線である。

卜ロッコ軌道

明治 41(1908)年生の話者が小さい頃からトゥルクのレールが

あったと言う。馬で引いていた。軌道は屋号 トーヤマ (当 山):14あ

たりから始まっていた。そこにサ トウキビを置いておくと、山内か

らグヤカジマヤーを通って、嘉手納の製糖工場まで運ばれた。工場

ができてから、トゥルクはよく利用されるようになった。

ィークトーバル

アラカー

ク ワ
~

ケンドー

トゥルク
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■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■ヤイサー (エ イサー):旧 暦7月

の盆の夜に行なわれる行事。各

集落の青年たちが行列をなして

踊り、各家を回る。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■サーターヤー :製糖小屋。

≪聞取り調査風景≫

■グヤカジマヤー :現在の沖縄市

胡屋十字路。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

経…………



ウクイモー
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丘

集落の西方向にあったフナウクイをする場所。山の上で松葉を

燃やして煙を出し、ダンジュカリユシで見送った。那覇から読谷あ

たりまで船を見送ることができた。

現在の桃原公園の展望台のあたりである。

池沼 ●

サーターヤーの にあった大きなクムイ。深いところは大人の

腰丈ぐらいあつたが、その周囲は浅かった。

クムイ

屋号クムイニ~:12の東側にあったクムイ。直径 10mぐ らいで、

あまり深 くなかった。芋などを洗うのに利用していた。

共同井戸。集落の東方向にあった。アガ リガーとも言 う。ワク

で、ニーブで汲むことができた。トーバルヤードゥイ (桃原屋取)

には井戸が少なかったので、みんなトーバルガーに水汲みに行って

いた。朝から晩まで人が絶えなかった。飲料や洗濯などの生活用

水にするほか、正月の若水もトーバルガーから汲んでいた。

カーウガミのときには、ヒャーナー、トーバルガー、インナーの

順で拝んだ。クスックィーやクングヮチクニチーにも拝む。

屋号アガリイラファ (東伊良波):24の北東方向にあった。5軒ぐ

らいで共同使用していた。作った砂糖は那覇と泡瀬に運んでいた。

近いので、泡瀬に運ぶことが多かった。砂糖を運ぶときには馬車を

使うとお金がかかるので、担いで持って行った。一樽 100斤 (60
kg)ぐ らいなので、両方の肩に担ぎ、200斤 (120kg)持 っ

て行った。トーバルヤードゥイ (桃原屋取)で馬車を持っていたの

は 1～ 2軒だけだった。

広場 饉蒙

屋号ウエユナバル (上与那原):23の東側の角のところにあった

サーターヤー ム イ

湧水井戸

トーバル

製糖小屋 1
サーターヤー

∩
）

う
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（
Ｚ

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■ダンジュカリユシ :船出の祝い

歌。身内のものが旅をするとき、

一族が集落の広場あるいは高台

に集まつて航海の無事を祈願し、

これを歌った。

■クムイ :池。沼。

≪聞取り調査風景≫

■ワク :湧 き水。

■ニーブ :ひ しゃく。

■カーウガミ:井戸の神様を拝む。

■ヒャーナー :首里から逃げてき

て山里で子を産み育てた美しい

娘を祀ったと伝えられている。

普天間宮へ遥拝する場所である。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■クングヮチクニチー :旧暦9月

9日 に菊酒を飲むなどして、健

康 0長寿を願う。

≪ トーバルガー≫



拝所。碑やウコールなどはなく、屋号ウエユナバル (上与那原):23

の石垣に向かって拝んでいた。クスックィーやクング ヮチクニ

チーに拝む。

直径 10mぐ らいの広場になっていて、行事のときなどはインナー

に集まっていた。ヤイサーの練習をする場所でもあった。インナー

を拝んでから、ヤイサーは出発し、各家を回つた。

マーイサーもインナーに置いてあった。大きさ 。重さも色々違 う

マーイサーが 4～ 5個 ぐらいあった。夕方になると、青年が集まっ

て力比べをしていた。

アシビナー

屋号メーヒャーダングヮー (前比屋根小):22の北側にあった。

ちょっとした広場になつており、芝居をする場所だった。広場を見

下ろすように段になっているところがあり、そこに上って見てい

た。広場はとても低 くなっていたので、普段の集まり場所としては

インナーを使うことが多かった。

集落の北方向にあった。赤瓦屋根で、4か所に柱を立て、周囲は

土壁だった。グィークトーバルと共同使用していた。

ガンは、喪家から墓まで一度も下ろさなかった。どうしても交代

という場合には、ガンを地面に下ろさずに、担いだまま交代してい

た。亡 くなった人と近い親戚はガンを担がなかった。同じトーバ

ルヤードゥイ (桃原屋取)の集落内の人で、亡 くなった人の親戚で

はない人が担いだ。ガンの通 り道になった家は、悪い霊が入つてこ

ないようにという意味で、門の前にススキを 2～ 3本地面に置い

た。

話者によると、幽霊話を色々聞かされたので、子どもの頃は昼で

も一人ではガンヤーのところを歩けなかったと言う。

トーバルヤードゥイ (桃原屋取)の人たちの墓は現在の県営北谷

団地あたりにあった。
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■ウコール :御香炉。線香を立て

る炉。

■クスックィー :農繁期のあとに

する骨休みの行事。

■クングヮチクニチー :旧暦9月

9日 に菊酒を飲むなどして、健

康・長寿を願う。

■ヤイサー (エ イサー):旧暦 7月

の盆の夜に行なわれる行事。各

集落の青年たちが行列をなして

踊り、各家を回る。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。
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桃原屋取 集落の周辺



７
‘

伊礼・平安山



現在の伊平―帯 亀
ヽ

*i,t

誹
I,4

の●祀

"蝿

ヽ

■
■
■
■

,  
‐_プ

.警 曇

シーサーヤー

Ъルーコ

～
1要

'

轟

■
ど

，
，

桑江ヌ後屋取

エヌ中屋馴

ｊ

　

　

　

　

´

難

紳彎
‐琴

|

ロヌ上屋取

下勢頭屋

∠
‥

（
∠

qピ



園

戦時中の伊礼

|

壇

〕|| ごヽヽ

1闘瓢
tィ リーガチ

う
Ｄ

（
∠



伊礼原 B遺跡範囲確認調査で出土した井戸の跡

236

::難 難 華

・ 1



イ:≡]末 |

:ノ  lu

イリー



イリー (伊礼)

北谷町域西側、東シナ海に面した集落。集落の人たちはイリー

グヮーと言うことが多い。イリー (伊礼)本字 21軒、南側のイー

マガニク (上間兼久)と いう屋取集落 18軒の合わせて 39軒から

なる集落であつた。そのうちカーラヤーがイリー (伊礼)に 2軒、

イーマガニク (上間兼久)に 3軒あった。

主業は農業で、芋、サ トウキビ、米などを作っていた。それ以外

にもマチヤ、ユーフルヤー、客馬車、荷馬車、人力車、役場吏員、

石工、大工、竹細工、帽子クマー、三味線作 り、豆腐屋などを営む

人たちもいた。また、ケンドー沿いにはサカナヤーもあった。

イリー (伊礼)に は、共同井戸がクシヌカー、クランモーヌカー、

クランモーヌフェーヌカーの 3か所あり、イーマガニク (上間兼久)

にはイーマガニクヌカーがあった。i現在、これらのカーの神はクラ

ンモーヌフェーヌカーに合祀されている。また、集落内のほとんど

の家にカーがあった。その 1つ だと思われるカーの跡が、平成 14

(2002)年に行なわれた伊礼原 B遺跡範囲確認調査で発見された。

石灰石の切石の石積みで、井戸の口径は lmで、北面には広さ 1ピ

ほどの洗い場が作 られていた。これは屋号タルーチチンミグヮー

(樽チチンミ小):13の カーであると思われる。

サーターヤーは、イリー (伊礼)、 イーマガニク (上 間兼久)と

もに 1か所ずつあった。共同使用しており、馬は持つている家が無

料で貸し出していた。借 りた人は作業が終わった後、馬を水浴びさ

せてから返していた。砂糖は平均 10～ 15丁ぐらい作っていた。

屋号メーマシ (前升)は個人でサーターヤーを持つており、50丁

ぐらい作っていた。

マーイサーは、クランモーに50～ 60斤 (30～ 36kg)ぐ
らいのものと、100斤 (60kg)ぐ らいのものの 2つがあった。

イーマガニク (上間兼久)は、中心地であるカジマヤーのところに

45斤 (27kg)、 65斤 (39kg)、 95斤 (57kg)の 3つ

のマーイサーがあった。

イリー (伊礼)、 ハンザン (平安山)、 ハマガー (浜川)の 3集落

共同で運動会を行なった。その場合、それぞれの集落名の頭文字を

取ってイハバマ (伊平浜)と言った。

【集落で行なう主な年中行事】

●旧暦2月 2～ 3日 <ニ ングヮチヤー (ク シックイー・クスッ

クィー)>:豊年祭。クランモーで豚を潰してごちそうを作り、30

歳以下のワカカタと、30歳以上のトシカタに分かれて宴会をした。

その宴会をする場所をニングヮチヤーヤードウと言う。大きな家、

アシャギの広い家、ミーヤーなどで行なわれるが、基本的には輪番

≪聞取 り調査風景≫

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■マチヤ :店。

■ユーフルヤー :風呂屋。

■帽子クマー :ア ダンの葉やこよ

りで帽子を作る内職。

■サカナヤー :料理屋。

■カー :井戸。

≪発掘調査で出土したカーの跡≫

■サーターヤー :製糖小屋。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■カジマヤー :十字路。道が交差

するところ。

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ワカカタ :若者の組。

■トシカタ :年寄りの組。

■ニングヮチャーヤードゥ:ニン

グヮチャーのときに一時的に集

会所にあてられる家。

■アシャギ :農村などで、母屋の

副にある離れ。メーヌヤーとも

言 つ 。

■ミーヤー :新 しい家。新築した

家。また、あらたに分家した家。
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制で、ほとんどの家で行なわれていた。1日 目は宴会があり、2日 目

は宴会の後に、ニングヮチヤーヤードウからサーターヤーまで「唐

船 ドーイ」を伴奏に道ジュネーをした。ニングヮチヤーヤードウは

毎年変わるので、決まった道順というものはなかった。子どもたち

にはチビカタマヤー (オ オバギ)の葉に肉を入れたものが配られた。

●旧暦 2月 <ニングヮチウマチー>:ハ ンザンヌルが来て拝んでい

たが、集落の人たちにはあまり関係がなかった。

●旧暦 7月 7～ 15日 <旧盆 >:エ イサーは昭和 14～ 15(1939～

40)年頃までは行なっていた。女性は入らなかった。現在の嘉手納

町域にあった千原屋取と交流があった。

●旧暦 8月 15日 <シ ーサーモーイ>:十五夜。クランモーで獅子

舞が行なわれた。悪疫払いと五穀豊穣を祈る。昔は鉦を鳴らした。

「大観口説」に合わせて、サル 2匹が舞い、寝ている獅子を起こす。

バカにされたと思った獅子はサルを追っかける。サルは本に逃げ

る。サルをつかまえることのできない獅子は歯ぎしりをしたりす

る。獅子舞の型は大正 15(1926)年に完成した。獅子の重さは頭

が 5。 6斤 (3。 4kg)で 、全体の重さは 18。 3斤 (1lkg)あ
る。これだけの重さを支えながら、夏の夜に 15～ 20分間舞うの

で、大変な重労働だった。獅子舞の後は、他集落の青年たちと沖縄

相撲をした。獅子舞は、イリー (伊礼)、 チャタン (北谷)、 シナビ

(砂辺)の 3集落にあつたが、現在、復活しているのはイリー (伊

礼)と シナビ (砂辺)である。

集落域は、米軍に接収されキャンプ桑江内となっていたが、集落

の人たちの努力により、昭和 57(1982)年 には拝所であるクラン

モーがいち早 く返還された。また、平成 15(2003)年には、残る

土地も返還され、現在は土地区画整理事業が進められている。戦前

の地形は変化したものの、獅子舞など、さまざまな行事を通して、

郷友会のつながりは強い。
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■エングヮチヤーヤードゥ :ニ ン

グヮチャーのときに一時的に集

会所にあてられる家。

■サーターヤー :製糖小屋。

■唐船ドーイ:民謡の1つ。

■道ジュネー :行事などのとき、

芸を披露しながら道を練り歩く

こと。

■ニングヮチウマチー :旧暦2月

に行なわれる農耕に関する行事。

ノロ (神女)が祈願をささげる。

■ハンザンヌル :平安山神女。伊

礼、平安山、浜川、砂辺、桑江

の5集落の祭祀を管轄していた。

平安山の屋号ヌンドウルチがヌ

ルだった。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■千原屋取 :現在の嘉手納町域に

あった。エイサーが有名な集落

だった。

■大観口説 :琉球古典音楽の1つ。

■キャンプ桑江 (キ ヤンプ・レス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

≪聞取 り調査風景≫
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イーマ ク

イリー (イアネL)

小集落

上間兼久。イーマヤードゥイとも言う。イーマは「上間」のこと

で、最初の入植者の屋号である。入植時期はわからない。

戸数 18軒で、そのうちカーラヤーは 3軒であった。

屋号タルーアワグヮー (樽安和小):34の カジマヤーがイーマガニ

クの中心地で、ウブガーであるイーマガニクヌカーやマーイサーな

どがあった。

土質は砂地とマージで、主な農作物は芋とサ トウキビであった。

イリー (伊礼)本字ほどではないが、山の土が混ざって、良い土地

であった。

河 川

水の湧き出し口と、そこから流れる流れのことをトゥクガーと言

う。橋が架かっており、その橋から下流はナガサと言った。水が一

番されいだった。イリー (伊礼)とハンザン (平安山)両集落の所

有であった。

ナガサ

トゥクガーの下流を言う。橋が架かつており、その橋から下流を

ナガサと言い、上流はトゥクガーと言う。水がきれいだった。人が

水浴びをしたり、家畜 (馬 ・牛)に水浴びをさせた。タナゲー (川

エビ)、 イーブー (ト ビハゼ)、 ンナジ (ウ ナギ)などがたくさんい

た。

ナルカ…

イリー (伊礼)と クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)と の

境界を流れる川。アヒルを飼育していた。

クシヌカーラ

ソンヤマの方から流れてくる川。屋号アガリテイーラグヮー (東

照屋小):6の 東南側を流れ、ケンドーに突き当たつたところからケ

ンドー沿いに南へ流れ、屋号アシンミ (安次嶺):22の 北側に沿って

テツドーヘ向かって流れる。さらに、フェーヤチガマの手前でまた

南へと折れ、海へと注いでいた。
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≪獅子舞≫

■カニク :砂地。地名に多 くみら

れる。名護市大兼久、西原町兼

久など。

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■カジマヤー :十字路。道が交差

するところ。

■ウブガー :産湯に使う水を汲む

井戸。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■マージ :赤土質の土壌。マージ

でできた芋は小さいが美味しい。

≪聞取 り調査風景≫



イリヤマ

山地

大正 0昭和初期頃に、所有者がクェー (桑江)の伊礼家から、イ

リー (伊礼)の屋号メーマシ (前升)に 変わった。2000坪 ほど

ある。

【※編注:P349「戦時中の上勢頭屋取」の地図に記載】

本寸山。
ゃたんそん

ヒ谷村の村有地であった。

現在の北谷町身障者等援産施設のあたりである。

ティーラヌヤマ

ハマガーティーラヌヤマとも言う。1万坪ぐらいあつた。

現在の北谷スポーツセンターのあたりである。

谷間

集落の北東にあった谷間。ウシヌホーミと言う岩山があった。

畑地で、芋とサ トウキビなどを作っていた。松とメリケンマー

チュー (モ クマオー)が生えていた。墓が多いところだつた。

戦時中は、ここに防空壕を作って避難していた。

=!Eヨ′句

幅 20mほ どで、半分はナジチュー (ハ イキビ)が生え、残 りは

満潮になると海になった。 トン トンミー (ト ビハゼ)、 アカガニ

グヮー (小 さい赤蟹)などがたくさんいた。

県道

県道。ケービンミチと平行に走っていた。

西海岸を縦貫していた国頭街道が明治 38(1905)年 にケンドー

として改修された。それに伴い、車の往来が自由となり、人力車や

乗合馬車、荷馬車、人の往来も多 くなった。ケンドー沿いには小料

理屋が 4～ 5軒でき、やがてイリー (伊礼)は “花のイリーグヮー"

と呼ばれるようになった。

新垣バスと昭和バスが運行しており、女性のバスガイドが乗って

いた。話者によれば、嘉手納へ買い物や遊びに行 く場合などに利用

していたが、バス停については覚えていないと言う。

ノ / マ

ンナ

ケンドー
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≪聞取 り調査風景≫

≪獅子舞≫

■新垣平尾バス :戦前の乗合自動

車。那覇～名護間を運行。

■昭和バス :戦前の乗合自動車。

那覇～読谷山村喜名間、那覇～

小禄～糸満～米須間を運行。



メーミチ

馬車道

集落の前を南北に走る道。屋号 ミーヤーグヮー (新屋小):8か ら

屋号 ミーヤー (新屋):38を 通 り、ナルカーにぶつかるまでの範囲を

言う。道幅は5mほ どあり、荷馬車も通ることができた。

ナカミチ

集落の真ん中を南北に走る道。屋号ヒチャグイグヮー (ヒ チャグ

イ小):loか ら屋号タンパル (田原):15ま での範囲を言う。道幅は

4mほ どで、馬車もすれ違うことができた。

クシミチ

集落の後ろを南北に走る道。屋号ヒチャグイグヮー (屋号ヒチャ

グイ小):loか らメーマシヌサーターヤーまでの範囲を言う。道幅は

4mほ どで、馬車もすれ違うことができた。

ヤマダヌミチ

集落からヤマダヘ行 く道。屋号コーチグヮー (幸地小):18の 西側

から続いていた。

カンジャーヤーヌメーミチ

イーマガニク (上間兼久)の道。屋号イシジェークーカナグシク

(石工金城):36の 北東側にあった空き屋敷の前の道を言う。この屋

敷は大正初期まではカンジヤーヤーだつたが、その後空き屋敷とな

り、 トー トーメーだけが残されていた。そのため、怖い場所だっ

た。

鉄道

軽便道。キシャミチとも言 う。ケンドーと平行に走 っていた。

少しでも運賃を安 くするために、那覇に行 く場合はクェーヌメーエ

キ、嘉手納へ行 く場合はハンジャヌウィーエキを利用していた。運

賃は中学生の定期券は 4か月で 12円 80銭であ り、8割引きと

なつていた。また、回数券は 5割引だつた。ハンジャヌウィーエキ

から嘉手納までは、大人料金で 7銭だった。話者の 1人は、汽車に

乗らずに歩いて行って、浮いたお金で 5銭のソバを食べたと言う。

めったに食べることはなかったが、大盛 りのソバは 10銭だった。

→桑江ヌ前屋取のクェーヌメーエキを見よ。

→平安山ヌ上屋取のエキを見よ。

ン ミケ ー
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≪聞取り調査風景≫

≪クランモー≫

≪獅子舞のサル≫

■カンジャーヤー :鍛冶屋。

■トートーメー :祖先の位牌。



岩 山

キラマジー

イリー (伊礼)本字の西側、ケービンミチを越えた海寄 りにあっ

た拝所。他集落の人たちが拝みに来ることはなかった。

現在、県営美浜高層住宅の北東側にある。戦前は今の位置よりも

10mぐ らい北側にあった。

ウシヌホーミ
め うし

ヤマダにあった岩山。岩の形が牝牛のホーミーに似ている。

洞窟

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

屋号アガリティーラグヮー (東照屋小)の墓の近 くにあったガマ。

横穴で、大人が立って入れるぐらいの大きさだったが、ハブが怖い

ので中に入ったことはなかった。話者によれば、その近 くの墓は防

空壕に利用されていたらしいので、夕カガマも戦時中には防空壕と

して利用したかもしれないと言う。

丘躍勢

イリー (伊礼)集落の鎮守の森。5～ 6mの丘。松などの木が鬱

蒼としており、きれいな芝生が生えていた。

フナウクイをする場所でもあった。ヤマトゥなどへ旅立つ人を

那覇まで見送 りに行けない人は、クェーヌメーエキで見送ったあ

と、クランモーヌムイで太鼓をたたき、ダンジュカーリーで見送っ
しゅっ

た。主に女性が行なっていた。那覇を出
こう      よみたん

港して、読谷
ざん ぱ

の残波までの

30分～ 1時間ぐらいの間、船が見えていた。クランモーヌムイで

フナウクイをした後は、その旅立った人の家へ行って、ちょっとし

た宴会を行なった。

→桑江ヌ前屋取のクェーヌメーエキを見よ。

土手

ウーチヌカーの南西、シチブバルとイリーバルとの
きょうかい

1境界にあった

3～ 4mの高いアブシを言う。そこは旧暦8月 15日 の夜にタマ

ガイを見る場所だった。

夕カアブサーの一角に、測量に必要な基準点の一種である図根点

があった。

タカガマ

クランモーヌムイ

夕カアブサー
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≪けらまじ―拝所≫

■ホーミー :女性の陰部。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

≪クランモー≫

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■ヤマトゥ :日 本。沖縄に対して

日本本土を言う。

■ダンジュカーリー :船出の祝い

歌。身内のものが旅をするとき、

一族が集落の広場あるいは高台

に集まって航海の無事を祈願し、

これを歌った。

■アブシ :あぜ。田のあぜ。土手。

■タマガイ :火の玉が家の上に高

く上がったりすること。凶兆。



クシヌクム

池沼 ●

屋号アガリティーラグヮー (東照屋小):6の近 くにあったクムイ。

クシヌカーラの流れの中にあり、ちょっと深 くなつたところを言

つ。

ンマアミシグムイ

クェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)のデンプンコージョー

の角にあったクムイ。深さは 2mぐ らいで、馬に水浴びをさせると

ころだつた。溜まり水ではなく、流れ水であつた。子どもの遊び場

所でもあった。

トゥントゥングムヤー

ナルカーの山間を抜けたところに、落差 2mぐ らいの滝があり、

滝壺が 10坪ぐらいのクムイになっていた。イーマガニク (上間兼

久)やクェーヌクシヤードゥイ (桑江ヌ後屋取)一帯にトゥントゥ

ンという水の音が聞こえていた。

イチ
そば

池。トゥンの側にあつた。掘って作ったものだが、作られた年代

はわからない。サーターグルマの軸木を漬けてお くための池だっ

た。広さは50坪ぐらいで、深さは 2mぐ らいだつた。話者による

と、はけ口がない溜まり水だったが、大正初期頃には、ターイユ (フ

ナ)やンナジ (ウ ナギ)などがいたと言う。イチは低いところに位

置していたので、上の方から流れてきたものが住みついたのではな

いかとのこと。字有地であった。

集落の北東に位置していたカー。周囲には本が生え、鬱蒼として

いた。 1日 暦 5月 15日 のグングヮチウマチーのときにハンザンヌ

ルが拝んでいた。雨乞いのときにも拝む。豚を潰して供えていた。

現在はキャンプ桑江内にあるが、今でも水が湧いている。

蔵森の井戸。クランモーヌウブガーとも言う。イリー (伊礼)の

ウブガーであった。グングヮチウマチーと十五夜のときなどに拝

んでいた。

湧水井戸

―チヌカ…

掘井戸

クランモーヌカー
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■クムイ :池。沼。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

‐内~―      ~ ・・・.P‐
~   

¬ lllllir'

≪発掘調査で出土したカーの跡≫

■カー :井戸。

■グングヮチウマチー :旧暦5月

に行なわれる農耕に関する祭り。

ノロ (神女)が祈願をささげる。

■ハンザンヌル :平安山祝女。伊

礼、平安山、浜川、砂辺、桑江

の5集落の祭祀を管轄していた。

平安山の屋号ヌンドウルチがヌ

ルだった。

■キヤンプ桑江 (キ ヤンプ 0レ ス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

■ウブガー :産湯に使う水を汲む

井戸。



クランモーフェーヌカー

蔵森の南の井戸。クランモーと屋号カナーティーラグヮー (加那

照屋小):4の 間にあった井戸。

クシヌカー

アラカチヌカーとも言 う。屋号タサ トゥ (田 里):20の北東角に

あった共同井戸。

イーマガニクヌカー

上間兼久の井戸。屋号タルーアワグヮー (樽安和小):34の南側、

カジマヤーのところにあった井戸。イーマガニク (上間兼久)の ウ

ブガーであった。行事のときなどにウコーを供えていた。行事以

外にも、なにかと集落の人たちが集まる場所であった。

イーマガニク (上間兼久)に あったアンチョー。ンナトゥグ ヮー

の上にあり、10mぐ らいある大きい石橋だった。座って休むのに

いいぐらいの大きさの石が並んでいた。

ランカングヮー

キラマジーに行 くところにあるアンチ ョー。子どもたちが遊ぶ

場所で、エビ、カニ、ウナギなどを手づかみでとることができた。

ムラヌサーターヤーとも言う。屋号コーチグヮー (幸地小):18の

ところにあった。イリー (伊礼)本字の人たちで共同使用していた

サーターヤーである。平均 10～ 15丁ほどの砂糖を作っていた。

サーターグルマを引 く馬は、馬を持っている家が無料で貸し出して

いた。借 りた人は作業が終わった後、馬を水浴びさせてから返して

いた。

メーマシヌサーターヤー

屋号クシヌティーラグヮー (後 ヌ照屋小):17の 南側にあった。屋

号メーマシ (前升)の個人所有である。

昭和 15～ 16(1940～ 41)年頃に個人でサーターヤーを作 り、

屋号メーマシ (前升)と 屋号メーマシグワー (前升小)の 2軒で共

同使用するようになった。個人所有のサーターヤーを作る前は、集

橋

ランカン ワ
~

製糖小屋

ヮーヌサーターヤーイリー
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■サーターヤー :製糖小屋。

≪カーの合祀所≫

■カジマヤー :十字路。道が交差

するところ。

■ウブガー :産湯に使う水を汲む

井戸。

■ウコー :御線香。

■ランカングヮー :欄干。手す り。

■アンチョー :暗渠。

■サーターヤー :製糖小屋。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。



落の共同製糖小屋であるイリーグ ヮーヌサーターヤーを使用して

いた。

普通は砂糖を平均 10～ 15丁作るが、屋号メーマシは50丁ぐ

らい作っていた。

イーマガニクヌサーターヤー

イーマガニク (上間兼久)の一番東端にあったサーターヤー。

サンゴ を

かま

く窯。イーマガニク (上 間兼久)の 屋号アシンミ

(安次嶺):22と 屋号アワ (安和):23の 間の道を海に向かい、護岸

に突き当たつたところにあった。サンゴを焼いたあとの灰を、砂糖

作 りやカーラヤーのムチに使 う。窯の周 りには石がた くさん置か

れていた。護岸が作られたのは昭和 13(1938)年頃で、フェーヤ

チガマは護岸が作られる前からあった。屋号ナーグシク (宮城)の

個人所有であった。繁昌していた。

おが

グングヮチウマチーのときにハンザンヌルが来て拝んでいた。

100～ 200年 ぐらいのガジマルがあり、幹は 4～ 5名 でも抱

えきれないほど大きかった。話者によると、キジムナーがいたと言

う。ガジマルの根元にはウコールが置かれていた。

陣T子屋 菫
巨≡ヨ∃

おさ かわら

シーサーを納めてお く小屋。瓦ぶき屋根だった。横幅が 1間 半

で、奥行が 1間 ぐらいの長方形だった。

戦後、シーサーヤーは残っていたが、中に納めていたシーサーは

無 くなっていた。復元したシーサーは戦前のものよりも大きい。

ちんじゅ

イリー (伊礼)集落の西南部にある小高い丘。鎮守の森。集落の

場】
ヽ

”
μ

はいしょ        さい じ

中心地である。拝所があり、祭事
ヂ ューグヤ

の中心地でもある。十五夜や
がく じ

学事

奨励会などもここで行なわれていた。

マーイサーが 2つ あり、重さは 100斤 (60kg)と 50～ 60
斤 (30～ 36kg)だ った。そのマーイサーも戦争でな くなっ

灰焼窯

フェーヤチ マ

拝所

トゥン

クランモー
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≪聞取 り調査風景≫

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■ムチ :し っくい。防風用として

屋根の接合に多く用いられる。

■グングヮチウマチー :旧暦5月

に行なわれる農耕に関する行事。

ノロ (神女)が祈願をささげる。

■ハンザンヌル :平安山祝女。伊

礼、平安山、浜川、砂辺、桑江

の5集落の祭祀を管轄していた。

平安山の屋号ヌンドウルチがヌ

ルだった。

■キジムナー :木の精。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■シーサー :獅子舞の獅子。

≪シーサーヤー≫

■学事奨励会 :学童の勉強を励ま

す会。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

漱
Ｋ

箋」
(甦

静

襲苺



てしまった。

2mぐ らいのウスクガジマル (ア コウ)の本があり、子どもの遊

び場所でもあった。木登 りやムートゥトゥエーなどをした。

クランモーの北側には 5～ 6体 の遺骨が納められている字伊礼

祖霊之墓がある。

イリー (伊礼)、 ハンザン (平安山)、 ハマガー (浜川)の 3集落

共同でガンを使っていた。

→浜川のガンヤーを見よ。

イリーバルにあったミジグルマー。屋号チサバ (喜舎場)が水田

の灌漑

い が 、

目的で作ったもの。話者によると、閉
さ

鎖時期はよくわからな
そ せき

ミジグルマーの礎石は終戦直後まで残っていたと言う。

獅子舞

寵屋

ンヤー

建築物

ミ ン ルマー

褻

憮 警

，
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だ
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諄
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■ムートゥトゥエー :子どもの遊

び。プロレスごつこのようなも

の。

■ガンヤー :寵を納めてお く小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ミジグルマー :水車。

「
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平安山

ハンザン



ハンザン (平安山)

北谷町域西側に位置する集落。ケンドーの東側で、南側はイリー

(伊礼)、 北西側はハマガー (浜川)に 隣接していた。ハマガー (浜

川)と ともに「ハンザン・ハマガー (平安山・浜川)」 と併称され

ることもある。戸数 41軒であった。

主業は農業で、芋やサ トウキビなどを作っていた。県から表彰さ

れたこともあるほどの農業優良集落であった。

各家に丼戸があり、深さは2mぐ らいだった。

集落 内にサーターヤーが 3か 所 あった。屋号 メーヌウフヤ

グヮー (前 ヌ大屋小):11の 東側に位置していたシマブクヌサーター

ヤーは個人所有で、北谷村内で 102位を競 うほどの生産高であっ

た。また、屋号ナーカイトムラ (中糸村):4の 東側にあったイトム

ラヌサーターヤーも個人所有であった。集落の東端にあったサー

ターヤーが共同製糖小屋で、集落の人たちみんなで使用していた。

嘉手納に製糖工場ができてからは、サーターヤーを利用することは

少なくなり、工場へ出荷するようになった。

屋号ヌンドゥルチ (祝女殿内)がハンザンヌル (平安山神女)で、

ハンザン (平安山)、 ハマガー (浜川)、 シナビ (砂辺)、 クェー (桑

江)、 イリー (伊礼)の 5集落の祭祀を管轄していた。しかし、す

べての年中祭祀に関わつていたわけではなく、2月 03月 05月 ・6

月のウマチーのときだけ、ハンザン (平安山)、 ハマガー (浜川)、

シナビ (砂辺)、 クェー (桑江)、 イリー (伊礼)の順で各集落のトゥ

ンをまわっていた。ハンザンヌルによる祭祀は昭和 19(1944)年

まで行なわれていた。

現在の拝所は、成人病検診センター沿いの道を北方向へ進み、県

営砂辺団地 (15号棟)の道向かいにある。「宇地川之神」「殿之神」

「白露之神」の 3つ を祀った合祀所である。ハマガー (浜川)、 チュ

ンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)の拝所と隣接している。

現在の国体道路のフェンス沿いあたりにはガンヤーがあった。

ハンザン (平安山)、 イリー (伊礼)、 ハマガー (浜川)、 ハンジャ

ヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の 4集落共同でガンを使用

していた。

結婚はハマガー (浜川)、 イリー (伊礼)、 クェー (桑江)の人と

が多 く、屋取集落の人との結婚はほとんどなかった。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦2月 2～ 3日 <ニングヮチャー (ク シユクヮーシー・クスッ

クイ)>:1日 目にはシマクサラシも行なわれる。豚を 1頭漬し、

ギキチヤー (ゲ ッキツ)の枝に、その血を塗り、悪鬼払いをした。

拝所を男性だけで拝んだあと、ワカカタとトゥスイカタに分かれて、

≪聞取 り調査風景≫

■サーターヤー :製糖小屋。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ウマチー :稲麦などの農耕に関

して行なわれる祭り。

■国体道路 :県道 23号線 国体

記念道路

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■エングヮチヤー :旧 暦2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■シマクサラシ :集落に悪疫が入つ

てくるのを防ぐための行事。

■ワカカタ :若者の組。

■トゥスイカタ :年寄りの組。
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それぞれのヤードウでごちそうを食べた。大きな家がヤードゥに

あてられていた。2日 目には、ワカカタが トゥスイカタにごちそう

を持って行 く。

●旧暦 6月 24日 <綱引き>:屋号アガリジョーグヮー (東門小):23

と屋号タマグスクグワー (玉城小):loま での道を境にしてメーベー

とクシベーに分かれた。屋号ヌンドゥルチ (祝女殿内):24の 家の前

で綱を引いた。

●旧暦 7月 <エ イサー>:昭和 11～ 12(1936～ 37)年頃まで

行なわれていたらしい。

●旧暦 9月 <白露の御願 >:ハンザンウガンとウーチヌカーで祈願

が行なわれていた。各家から大豆を集めて豆腐を作 り、その豆腐に

カラスグヮーをのせて供え、豊作を祈願した。

集落域は米軍に接収され、現在の国体道路の南側、キャンプ桑江

内となっている。そのため、戦前の地形を窺い知ることは難しい。

基地返還にあたってさらに地形が変化すると思われる。
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■ヤードゥ :一時的に集会所に当

てられる家。

■ワカカタ :若者の組。

■トゥスイカタ :年寄 りの組。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■カラスグヮー :ス ク (ア イゴの

幼魚)を塩漬けにしたもの。

■国体道路 :県道 23号線 国体

記念道路

■キャンプ桑江 (キ ャンプ 0レ ス

ター):沖縄本島中部にある米

海兵隊基地。米海軍病院がある。

≪間取り調査風景≫

鑑堪
呵唾簗



トーマ

嘔璽iイ トムラヌサーターヤー

一　
　

　

一

一　

　

　

一

一　

　

　

一

Ｆ

一
平安山の家の配置 (数字は屋号番号)

鉄道

■■■■■| 1可川  (小さい文字は他の集落の呼び名)

週醐鶴 (小 さい文字は他の集落の呼び名)

緑の文字 地域の名称 (小 さい文字は他の集落の呼び名)
+1+片
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ハンザン (平安山)

村渠

集落の組分けの 1つ。綱引きのときに屋号アガリジョーグヮー

(東門小):23と 屋号タマグスクグヮー (玉城小):loま での道を境

にして 2つ に分かれた。東側がメーベーであった。

クシベー

集落の組分けの 1つ。綱引きのときに屋号アガリジョーグヮー

(東門小):23と 屋号タマグスクグヮー (玉城小):loま での道を

にして 2つ に分かれた。西側がクシベーであった。

さかい

境

河 川

があり、そこからの流れをトゥクガーと言う。ハンザン (平安

山)と イリー (伊礼)の間を流れていた。

水がきれいで水量も多かつたので、そこで水浴びをしたり、泳い

だりした。また、家畜 (馬
0牛)に水浴びをさせた。

話者によると、戦前に比べ、現在は水量が少なくなっているので、

米軍が取水しているのではないかと言う。

→伊礼・平安山のトゥクガーを見よ。

谷間

ハマガー (浜川)の 間取 り情報によると、シリーヌサクの東側の

窪地であると言う。

現在、嘉手納基地内となっている。

シリーヌサク

ヤクバの南側にあった谷間。雨が降ると小さな流れができてい

た。墓がたくさんあった。

現在、嘉手納基地内となつている。

県道

県道。集落の西側沿いで、キシャミチと平行に走っていた。

新垣バスと昭和バスが運行しており、女性のバスガイドが乗って

いた。嘉手納へ買い物や遊びに行 く場合などに利用していた。

トゥク

カンジャーヤーヌスバ

ケンドー
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≪聞取 り調査風景≫

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

≪シリーヌサク≫

■新垣平尾バス :戦前の乗合自動

車。那覇～名護間を運行。

■昭和バス :戦前の乗合自動車。

那覇～読谷山村喜名間、那覇～

小禄～糸満から米須間を運行。



ャンモーリーハ ン

干瀬

【※編注:記載した地図の範囲外にあるため、地図上には記載されていない】

ハンザン (平安山)の沖にあった干瀬。

クェー (桑江)の 間取 り情報によると、北風が吹くと波が立って

きれいだったと言 う。マンナグヮー (サ ザエ)、 タカセ貝、チビト

ゥガヤー (ヒ ロセ貝)な どの貝が多 く取れる場所だった。普段は見

えないが、 1日暦 3月 3日 には水面に岩が出ていたと言う。北側は深

さが 7～ 8尋 (10。 5～ 12m)ぐ らいあった。

現在の宮城区の下あたりとなる。

馬車道

ハマガー (浜川)の 間取 り情報によると、イリー (伊礼)の北、

屋号シチヤグイグワー (下庫裏小)の ところから始まり、トゥクガー

のミジグルマーの近 くを渡って北東へ向かっていた道だと言 う。

馬車も通ることができた。

→伊礼のミジグルマーを見よ。

キシャミチ

沖縄県営鉄道嘉手納線の線路。ケービンミチとも言う。ケンドー

と平行に走っていた。ハンザンエキグヮーがあった。

→平安山ヌ上屋取のエキを見よ。

生活道

集落の中を東西に走っている道。屋号イリウフヤグヮー (西大屋

小):36か らトゥンまでの範囲を言う。

―ミチヤ マ

ナカミチ

岩山

ハ ン ン /

アルメビョーインの南側にあった岩山。ケンドーのすぐ

り、岩の根元はケンドーとくっついていた。

現在は、成人病検診センター沿いの道を北方向へ進み、県

そば

側にあ

すな ベ

営砂辺

団地 (15号棟)の道向かいに合祀所を作 り、「白露之神」として、

「宇地川之神」と「殿之神」とともに祀られている。
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≪白露之神の碑≫

≪聞取 り調査風景≫

■ミジグルマー :水車。

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国・平安山・桑江 。北谷・

大山・真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀・古波

蔵・那覇の15駅があった。

≪合祀所≫



池沼 ●

池。トーマヌカーの
そば

側にあった。深さは lmぐ らいあった。

ハンザン (平安山)は各家に丼戸を掘ってあつたので、特にイチ

を利用することはなかったが、子どもたちは水浴びをして遊んでい

た。ウスクガジマル (ア コウ)があり、池に影を作っていた。子ど

もたちはその本から飛び込んだりして遊んでいた。また、鯉を飼育

していた。

テーラグヮーグムイ

ハンザンメーバルとハマガーメーバルの境界のハマガー (浜川)

寄 りにあった。海の方に向かい、曲がつたところに水が溜まるが、

普段はあまり水がなかった。大雨の後にしか水浴びをすることが

できなかった。

人が一人通れるぐらいの小さな道が側を通っていた。

現在は整地されている。

イリー (伊礼)集落の北東側にある井戸。

イリー (伊礼)の間取 り情報によると、戦前、グングヮチウマチー

のときにハンザンヌルが拝んでいたと言 う。雨乞いのときにも拝

むカーで、豚を潰して供えたと言う。

現在も水が湧いている。

ll掘井戸
IL___

L左
=」

9
屋号ヤマトゥシマグヮー (大和島小):22の北東方向にあった井戸。

トーマヌカー

屋号ウードゥグヮー (小渡小):34の 南側にあった井戸。側にはイ

チと呼ばれる溜池があった。

湧水井戸

ウーチヌカー

橋

ナガサンニーヌハシ

ハンザン (平安山)と イリー (伊礼)の

現存している。

きょうかい           か

境界あたりに架かる橋。
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≪聞取 り調査風景≫

■グングヮチウマチー :旧暦5月

に行なわれる農耕に関する行事。

ノロ (神 女)が祈願をささげる。

■ハンザンヌル :平安山神女。平

安山、伊礼、浜川、砂辺、桑江

の5集落の祭祀を管轄していた。

平安山の屋号ヌンドゥルチがヌ

ルだった。

≪ウーチヌカー≫



アンチョー

屋号ダンパチヤー (断髪屋):7の 南側にあった暗渠。ケンドーの

下を水が流れていくように作 られていた。普段は水は流れておら

ず、雨が降ると流れていた。上の方は、両方に石を 2尺 (66cm)
ぐらい積んであり、ランカングヮーのように、人が座れるようにし

てあった。

病院 ●

有銘病院。アル ミヌイサヌヤーとも言 う。ハンザンウガンの北

側にあった診療所。個人の病院で、もともとはナーフアンチュの医

者がいた。

話者によると、現在も嘉手納基地内に病院の跡が残っていると言

つ。

共同製糖小屋。集落の東端にあつたサーターヤーである。集落

の人たちで共同使用していた。

イトムラヌサーターヤー

製糖小屋。屋号ナーカイトムラ (中糸村):4の 東側にあった。個

人所有のサーターヤーである。

製糖小屋。屋号メーヌウフヤーグヮー (前 ヌ大屋小):11の北東側

にあった。

集落の北側、屋号イリウフヤグヮー (西大屋小):36か ら西へ向か

う道の角にあった。ハンザンヌルが拝んでいたと言う。

現在は、成人病検診センター沿いの道を北方向へ進み、県営砂辺

団地 (15号棟)の道向かいに合祀所を作 り、「殿之神」として「白

露之神」と「宇地川之神」とともに祀られている。

広場 蠅彗

ぎゅうじょう                せいそう

牛場。シルー・クルー政争にな

アルメ ―イン

製糖小屋 竃
サーターヤー

シ マ クヌサーターヤー

拝所

トゥン

ハ ン ンウシ
とう

アカミチーバルの北側にあつた闘
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■ランカングワー :欄干。手す り。

■ナーフアンチュ :那覇の人。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■サーターヤー :製糖小屋。

≪現地調査 :大作原古墓群≫

■ハンザンヌル :平安山神女。平

安山、伊礼、浜川、砂辺、桑江

の5集落の祭祀を管轄していた。

平安山の屋号ヌンドウルチがヌ

ルだった。

■シルークルー政争 :伊礼肇北谷

村長が衆議院議員に出馬すると

きにおきた激しい派閥抗争。



ぞらえて、マックルーウシナーとも言った。

ウシオーラセーは、大正 9(1920)年 生まれの話者が生まれる前

は盛んだったようだが、その後はなかったようだ。話者は、ウシナー

の形は覚えていると言う。

ガンは、ハンザン (平安山)、 イリー (伊礼)、 ハマガー (浜川)、

ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の 4集落共同で使

用していた。

現在の国体道路のフェンス沿いあたりとなる。話者によると、ガ

ンヤーの敷地跡が残っているかもしれないと言う。
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■ウシオーラセー :闘牛。牛と牛

を闘わせる農村部の伝統的な娯

楽競技。ウシオーラシーとも言

つ。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■国体道路 :県道 23号線 国体

記念道路

≪屋号ナカムトゥの墓≫

寵屋 」
ガンヤー



平安山 集落の周辺
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現在の浜川―帯
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戦時中の浜川 (ハマガー)一帯
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瀑 川 ウ ガ ンは『 琉 球 国 由来記 』(1713年 )の「 島森 ヨ リア ゲ ノ織・神 名 イ シ ノ御 イベ」と称 さ

れ る石 仄 岩 塊 の拝 所 で あ る。東苗 には按 司暮 が あ り、粛 宙 下 に浜 川 ウガ ンの拝所 とア コ クの人

本 が あ る。拝所 はな ス 岩 で寄 棟 造 の家 型祠 が あ り、3つ の香 炉 が 書 置 さ れ て い る。戦 前 まで 旧

暑 2月 に シマ クサ ラサ ー、3月 には カ ミ ウシー ミーが お こな わ れ た。省地 の粛 側 には「殿 え神 」、

「 t官神」七彙立 さ れ て い る。

浜 川 ウガ ン武跡 は、二 隣部 の粛側基 部 には 8～ 10世紀 の 員塚 が形 成 され、二 険 上部 よ り投幕

さ れ た tの と考 え られ、発 掘 調 査 の受署 が あ るが争祀 違跡 の可 姓 :I生が富 い。類例 遣跡 と して伊

二名材 ア ギギ タ ラ員塚 が あ る。

手成 16年 3月 26日 指 定

北 谷 町 教 育 委 員 会

Ttle Hamagaa Ugcn is a place of worship made at the foot of a limestone rock. It is called Shimamori Yoriage na T'aki

(holy namc: lshi no Oibe) in the Ryu/ryu-ftoku Yuraiki, l7l3 (Historical records of the Kingdom of the Ryukyus). A tomb of
a fcudal lord is located to its east. The worship area and a large Akoutrw (Frcas superba Miq. var.laponica Mrrl) are found
to the south. In the worship area, there is a small house-shaped limestone shrine with a Yosanune-style hip roof and three

incense burners. The S&ima*usar&toa, a ritual held in lunar Fcbruary to prcvent evil from entering the community. and the
Kami-Ushitmii, a ritual to pray to gods held in lunar March, were held herc before the war. Ttre Twun no Kwni and
fr1'xugru ,Siia deities are also enshrined in the *outh sidc of the prcmises.

A shcll mound deting from the 8th to l0$r centuries is found north of the Hanwgru Ugan.lt is believed that rcfuse was

ご面 s si腱 Izena Village.

Chatan Board of Educadon

北谷町指定文化財

Hanwgaa Ugor Ruins rnd a large Ator trcc

■北谷町指定文化財 :平成 16(2004)年 3月 26日

①ハマガーウガン ②アガリウタキ ③ トゥン ④チブガーの4か所が指定された。

【※編注 :他の3つ については、北谷 0玉代勢 0伝道集落参照。】

団 浜 :lク ガ

b:ン

遥 調 寡 ～ 飛 谷 可 文 化 財 指 定 第 一 号 ～

HistOric Site:Hallnagaa lJgan Ruins ‐Chatan Town Designatcd Cuitural Asset No。 1‐

J
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havc existed on the top. Excavation
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ハマガー (浜川)

北谷町域西側、東シナ海に面した集落。テツドーが通る前は海岸

線の砂浜が集落の近 くまで来ていた。テツドー開通後、海岸線は西

側に寄り、海からの波はテツドーの線路で遮られて、集落に打ち寄

せることはなかった。水遊びはたいてい海に行っていた。

戸数 21軒からなる集落。戸数が少な く、行政上はハンジャヌ

ウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)、 チュンナーグヮーヤードゥイ

(喜友名小屋取)も 含めて字浜川となっていた。学事奨励会など

は、この 3つ の集落で交替で行なっていた。村会議員は 3集落から

1人選出という割合だった。役場職員数は30人で、昭和 15(1940)

年前後の北谷村の人口は約 16,000人、村民 500人 に対して、

役場職員 1人の割 り当てだった。区長交替は 2年ごとだった。

ほとんどの屋敷にカーがあった。すべてチーガーで、深いところ

は 2mぐ らいあつた。ニーブガーはなかった。個人でカーを持つ

ようになる以前は、イリガー、メーヌカー、クシヌカー、クラニー

ヌクシヌカーの 4つ のムラガーを使用していた。これらのカーは、

現存しているメーヌカーに「西之神井戸」「後之神井戸」「前之神井

戸」「西後之神井戸」として合祀されている。

サーターヤーは、屋号メーヌウナファグヮー (前 ヌ小那覇小):2

の南側にあった 1か所だけであった。集落の人たちで共同使用し

ていた。

集落の北西にはハマガーウガンと言 う拝所があった。現在の国

道 58号線と国体道路の合流地点近 くであり、木が生い茂ってい

る。また、ハマガーウガンの南に隣接して「龍宮神」と「殿之神」

があり、現在も拝まれている。現在、成人病検診センター沿いの道

を北方向へ進み、県営砂辺団地 (15号棟)の 道向かいにコーシ

ビョー (孔子廟)と 呼ばれる拝所がある。昔から拝まれている拝所

だが、戦前からコーシビョーと呼ばれていたかは確かではない。チュ

ンナーグ ヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)とハンザン (平安山)の

合祀所の間に位置している。

集落の人たちの墓はオータチャーヌシー周辺に多 く、シリーヌサ

クにも5～ 6基ぐらいあつた。

チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)やチャタン (北谷)

のンマイーヘ行って、モーアシビをしていた。

【集落で行なう主な年中行事】

●旧暦2月 2日 <シマクサラシ>:
プタ

豚 1頭を潰し、その血を
ぬ

塗った

ギキチャー (ゲ ッキツ)の枝を、道路の角や十字路、各家の門や四

隅などに挿した。豚の骨は、集落の出入口に吊り下げたヒジャイ

ナーにはさんだ。
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■ヒジャイナー :左経りの縄。

≪聞取 り調査風景≫

■学事奨励会 :学童の勉強を励ま

す会。

■カー :井戸。

■チーガー :つ るべ井戸。

■ニーブガー :ひ しやくで汲める

ような浅い井戸。

■ムラガー :村の共同井戸。

イ
一

≪合祀所≫

■国体道路 :県道 23号線 国体

記念道路

≪孔子廟≫

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■シマクサラシ :集落に悪疫が入つ

てくるのを防ぐための行事。

■■■

`・■■■■■■|

毅



その他、ニングヮチヤー、ニングヮチウマチー、サングヮチヤー、

ルクグヮチウマチーなどの行事があった。これらの行事は、トゥン

で行なわれ、ウカミヤーと呼ばれる屋号クラニー (蔵根)の家が取

り仕切っていた。

集落域は国道 58号線に重なつている部分が多い。集落の拝所

であるハマガーウガンは、平成 16(2004)年に北谷町指定文化財

の 1つ となった。
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≪ハマガーウガン≫

■ニングワチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ニングワチウマチー :旧暦2月

に行なわれる農耕に関する行事。

ノロ (神女)が祈願をささげる。

■サングヮチャー :旧暦 3月 3日

にごちそうを持って浜辺へ行き、

身を清め、楽しく遊ぶ行事。子

どもの健康祈願として、重箱の

ごちそうを食べさせる例もある。

■ルクグヮチウマチー :旧暦6月

に行なわれる農耕に関する行事。

ノロ (神 女)が祈願をささげる。

■北谷町指定文化財 :平成 16
(2004)年 3月 26日 に①ハマ

ガーウガン ②アガリウタキ

③トウン ④チブガーの4か所
が指定された。

≪ハマガーウガン≫

≪ハマガーウガン≫

≪ハマガーウガン≫



●
●

ソンエイシチヤ

カンジャーヌスバ

ヤ クバスアガリ

シリーヌサ

ワ …

ンサヌヤ…
ウンビ

9ク ラニーヌクシヌカー

ヤ

9

浜川 屋号地図

ヤ ー

リガ

ヤ ケバヌメー

ウ イー

ど3ス ーテ

7,7 
'

1-7+

チョ…

島

Ort>c

ハマガ…ウガン

リューグー

トゥン

亀

n

ジマヤ

グム

tニリ

9サ…ターヤー

ヽ

● テ…ラ

nァ

メーヌカ…

参
力…リー

浜川の家の配置 (数字は屋号番号)

似鍵≧

■■■■■ 河川

]幽略

緑の文字 地域 1

(小 さい文字は他の集落の呼び名)

(小 さい文字は他の集落の呼び名)

)名 称 (小 さい文字は他の集落の呼び名)

―卜冊
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運天小

４

座

１

与
‐３
劇

10
下ダイ小

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ



ハマガー (浜川)

河 川

トゥクガーのことである。ハンザン (平安山)と イリー (伊礼)

の間を流れていた川。イリー (伊礼)の屋号チサバ (喜舎場)の と

ころから北側へ向かい、ハマガー (浜川)集落沿いを流れていた。昭

和 7(1932)年に行なわれた護岸工事で、トゥクガーの流れはイリー

(伊礼)で堰きとめられ、ハマガー (浜川)に 向かわず、そのまま

海に注ぐようになった。

川の水はきれいで、水浴びをしていた。また、かつてトゥクガー

の上流にはミジグルマーの跡があり、そこで家畜 (馬・牛)に水浴

びをさせていた。戦前、ミジグルマーはすでになくなっていて、跡

が残っていただけだが、その場所はずっとミジグルマーと呼ばれて

いた。

→伊礼・平安山のトゥクガー、伊礼のミジグルマーを見よ。

圧

ハンザン (平安山)の トゥンの北東側に広がる崖。ハンザン (平

安山)集落の後ろにあるので、ハンジャヌクシーとも言う。また、

ヤクバの東側でもあるので、ヤクバヌアガリーと言うこともある。

ハンタの上には小さな岩があり、それをウィーヌシジと言っていた。

現在は崩れて低 くなっている。

→平安山のトゥン、平安山ヌ上屋取のヤクバを見よ。

谷間

ヤクバの南側、ハンタの北側にあった谷。ハマガー (浜川)の人

たちの墓が 5～ 6基あった。

現在、国体道路と国道 58号線が合流する地点から、やや東に

入つたところで、国体道路の北側にのびている谷のこと。

→平安山ヌ上屋取のヤクバを見よ。

くぼ ち

シリーヌサクの東側にある窪地。

ンヽタ

シリーヌサク

―ヌスノカン
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■ミジグルマー :水車。

≪聞取 り調査風景≫

■国体道路 :県道 23号線 国体

記念道路



ノ」ヽハル名

ヤクバの を走るケンドーの東側を言 う。ジュンサヌヤーの北

側あたりである。ハマガー (浜川)の人たちの畑が多 くあった。

→平安山ヌ上屋取のヤクバを見よ。

ヤクバヌメー

ヤクバと屋号ウイーヌナカンダカリグヮー (上ヌ仲村渠小):21の

間に広がる土地を言う。畑地で、土質が良く、芋やウージ (サ トウ

キビ)、 野菜などを作っていた。

一部が小さな広場になつており、ヤクバを訪れた人の馬車や馬を

つないでお くこともあった。

→平安山ヌ上屋取のヤクバを見よ。

ウィーヌアタイ

集落北側の畑地一帯を言う。ヤクバの向かいとも言う。

→平安山ヌ上屋取のヤクバを見よ。

ギーマンラ

クンチリミチの南側、ウィーヌシジのあたりを言う。地名の由来

は不明。

畑と山であり、畑ではトーフマーミ (大豆)を主に作 り、その他

アカマーミ (小豆)、 ウージ (サ トウキビ)、 芋などを作っていた。

山には松が生えていたので、麓は影になり、作物はあまりよく育た

なかった。

→平安山のハンザンウガンを見よ。

ウンビ

オータチャーヌシーとハマガーウガンの間の一帯。屋号ウィー

ヌナカンダカリグヮー (上 ヌ仲村渠小):21の西側あたりを言う。

ハンザン (平安山)の人たちの畑が多かった。土質はマージで

あった。土が浅 く、すぐ岩盤にあたる土地だつたので、クラガーイ

モ (芋の一種)やマージン (黍)などを主に作 り、その合間にトー

マーミ (そ ら豆)、 インローマーミ (え んどう豆)、 デークニ (大根)

などを植えた。土が浅いので、デークニは下に根ざさず、地上に高

く突きでていた。

現在、外人住宅が建っている。
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≪現地調査・嘉手納基地内≫

■マージ :赤土質の土壌。マージ

でできた芋は小さいが美味しい。

ヌ ア :



浜

アマジチメー

ハマガーウガンの西側一帯を言 う。海岸沿いに墓がた くさん

あった。病死した家畜や浜に流れついた水死体、無縁仏などを葬る

土地だった。大きなカーミナクーバカがあった。この墓は昭和 43
(1968)年に改築されている。また、この地域にはナーファバカと

呼ばれる墓があった。話者によると、その墓の主は那覇の人である

と言われるが確かではないと言う。

集落西側の海岸線の砂浜で、テツドーの西側にあった。

戦後、砂は米軍基地建設に使用されたと言 う。話者によれば、

キャンプ瑞慶覧の体育館建設には、この砂が使われたと言う。

現在は、国道 58号線沿いの、やや西側に入つたあたりの地域に

あたる。

県道。集落の右側を南北に走っていた。話者によると、ケンドー

沿いのナンマチは、名護親方の案を具志頭親方が実行したものだと

と言う。

ケンドーは雨が降ると、たくさんの窪みができてしまうため、よ

く補修工事が行なわれていた。よそから雇われた人たちが補修作

業を行なっていた。作業には男性だけでなく、女性もいた。

郡道

県道

じ

学校道。 学校からシチャシードゥヤードゥイ (下

勢頭屋取)へ続いている道。ハマガー (浜川)の人たちは、この道

はあまり利用していなかった。

生活道

ハマガー (浜川)集落の前方を東西に走つている道。屋号ナカン

ダカリグヮー (仲村渠小):11か ら屋号ウィーイリーダヮー (上伊礼

小):5の前を通る道。

ナカミチ

ハマガー (浜川)集落の中を東西に横切る道。屋号クラニー (蔵

シラハマ

ンドー

ツコ~ミ チ

メーヌミチ
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■カーミナクーバカ :屋根が亀の

甲のような形をした墓。

■ナーファバカ :那覇墓。

■キャンプ瑞慶覧 (キ ヤンプ・フ

ォスター):沖縄本島中部にあ

る米海兵隊基地。

■ナンマチ :松並木。

■名護親方 :程順則のこと。沖縄

で最初の学校である「明倫堂」

を建てた。

■具志頭親方 :察温のこと。三司

官として農業・林業に大きな業

績を残した。

■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し、

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校
へと変わった。



根):20か ら屋号テ ィーラベーチン (照屋ペーチン):15の前を通 る

道。

クシヌミチ

集落の中を南北 につ らぬいて走 っている道。屋号 ウナ ファ

グヮー (小那覇小):7の 東側、屋号ティーラ (照屋):18と 屋号シ

マブク (島袋):17の 間を通る道。

シンバルミチ

シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)へ行 く道。サングヮチャー
そば

モーの側
とお

から始まり、ハマガーウガンの東側を通って北へ向かい、

ウフドーミチとテツドーが交差する地点までの部分を言う。

クンチリミチ

ハンザン (平安山)の屋号ヤマガーグヮー (山川小)の南から始

まり、北谷尋常高等小学校の方へ続 く道。通学やシチャシードゥヤー

ドゥイ (下勢頭屋取)に行 くときなどに利用していた。人が通れる

ぐらいの細い道だつたので、馬車は通れなかった。

クンチリミチは途中で、シリーヌサクを抜けていく道とカンジャー

ヌスバを抜ける道の 2つ に分かれていた。シリーヌサクの道は、木

が生い茂って薄暗く、両脇に墓があったので、子どもたちは怖がっ

て通らず、カンジャーヌスバを抜ける道をよく使っていた。

坂道

ヤマガーグヮービラとも言う。ハマガー (浜川)か らハンジャヌ

ウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)へのぼつて行 く坂道。雨降り

には馬車は通 りづらい道だった。

鉄道

県営鉄道嘉手納線。テツドーはハマガーウガン西側、シーの側す

れすれを通っていた。

。ハマガー (浜川)集落の北西、トゥンの北隣に位置する。あ

まり本は生えておらず、岩だけが東西南北、どこからでも見えてい

た。ウスク (ア コウ)の 本が生えていて、木の下には風葬された

テツドー

岩 山

ハ 7ヽ /― ウ
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≪ハマガーウガン≫

■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し、

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校
へと変わった。

■クンチリミチ :近道。

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国・平安山・桑江・北谷・

大山・真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間 0安里・与儀・古波

蔵・那覇の 15駅があった。

■シー :岩山。



遺骨がた くさんあつた。ハマガーウガンから北はゆるく坂になっ

ていた。

子どもたちがハマガーウガンに上 り、凧上げをして遊んでいた。

現在、国道 58号線と国体道路の合流地点から北西側にある。岩

が見えないほど木が繁っている。拝みに来る人が今でも絶えない。

平成 16(2004)年に北谷町指定文化財となった。

カンシショー

監視哨。ハマガー (浜川)の北、ヤクバよりさらに北西に位置し

ていた。高さが 24～ 25mぐ らいあつた。ハマガー (浜川)と 比

べると、地形的にかなり高いところに位置していた。

ハマガー (浜川)では特に呼び名はなく、シーとだけ呼んでいた

が、戦時中に監視哨ができてからは、カンシショーと呼ぶように

なった。話者によると、哨員はノーミンドージョーでお茶などを飲

んで休憩していたのではないかと言う。手旗信号を使用していた。

→平安山ヌ上屋取のノーミンドージョーを見よ。

ウィーヌシジ

ハンザン (平安山)の トゥンの北東側に広がるハンタのタカチジ

を言う。または、崖の上にあつた小さい岩を言う。歩けないぐらい

強い風の吹くところだつた。

現在、国道 58号線と国体道路が合流する地点から東側、国体道

路の南側一帯を言う。採石によって平たくなっている。

オータチャーヌシー

オータチャーとも言う。集落の北西、シナビヌメーヤールイ (砂

辺ヌ前屋取)の 入口付近にある岩山。高さは 10～ 15mぐ らい

あった。木はあまり生えていなかった。地名の由来は不明。

周辺には畑があり、主に芋やマージン (き び)を植え、その合間

に豆類やデークニ (大根)などを植えていた。

周囲には墓もあつたので、子どもなどは怖がって近づかなかっ

た。墓は現在も残っている。

現在、外人住宅となっている地域の北側である。

ボージャージー

集落の北側、テツドーの西側に位置していた岩山。木は少なく、

背丈の低い植物がわずかに生えていた。高さは 15mぐ らいだっ

た。木の少ない様子が坊主頭に似ていることから、ボージャージー

と呼ばれていた。
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■国体道路 :県道 23号 国体記

念道路

■北谷町指定文化財 :平成 16
(2004)年 3月 26日 に①ハマ

ガーウガン ②アガリウタキ

③トゥン ④チブガーの4か所

が指定された。

■シー :岩山。

■監視哨 :敵の動きを監視すると

ころ。

■タカチジ :て っぺん。頂上。

■国体道路 :県道 23号 国体記

念道路

≪聞取 り調査風景≫



墓が 3～ 4基あった。

ハマガー (浜川)集落からはやや離れていたため、足を運ぶこと

はあまりなかった。

現在の国道 58号線沿いの左側である。国体道路と嘉手納基地

第 1ゲートの中間あたりとなる。根元から削られて、現存しない。

ハマガーウガンの北西側、海岸に位置する洞窟。戦前は這って入

ることができた。洞窟の中には人骨があった。

戦前からハマガー (浜川)を はじめ、シナビ (砂辺)、 ハンザン

(平安山)、 クェー (桑江)など海に関係する人々が、それぞれの

一門ごとで拝んでいた。ハマガー (浜川)集落ではシーミーのとき、

餅や豆腐、てんぶらなどを詰めた重箱を供えて拝んでいた。戦前は

ウコールはなく、設置したのは戦後になってからである。

丘

ヤマグヮーとも言う。屋号ウィーヌナカンダカリグヮー (上 ヌ仲

村渠小):21の 西側で、ヤクバのやや南側に位置していた。小さな平

たい丘で、石が多 く、スーティーチャー (ソ テツ)と小さな松が生

えていた。

→平安山ヌ上屋取のヤクバを見よ。

池沼 ●

ハマガー (浜川)と ハンザン (平安山)の境界にあるアンチョー

から10mほ ど離れたところにあったクムイ。面積は大きく、深さ

も3～ 4mぐ らいあつた。流れがあるので、水がされいだった。

水浴びもしていた。製糖のときに使った馬も、テーラグ ヮーグム

イで水浴びをさせていた。

周辺は畑だった。

南側はされいな白浜で、白浜に沿ってゲーン (ス スキ)やアダン

が防風林として植えられていた。

南から海岸線沿いに作られていたゴガンは、このあたりで切れて

いた。

→桑江のゴガンを見よ。

洞窟

アーマンチュ マ

スーティーチャーヤマ ワ
‐~

テーラグヮーグムイ
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■国体道路 :県道 23号 国体記

念道路

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■シーミー :清明祭。 1日 暦3月 に

行なう祖先供養の行事。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■クムイ :池。沼。

≪聞取 り調査風景≫



サーターヤーグムイ

メーヌカーの東側、サーターヤーモーとカーリーモーの間にあっ

たクムイ。製糖の時期が終わつたら、サーターグルマや軸木などを

このクムイに沈めた。広さは直径 7～ 8mぐ らいで、深さは lm余

りあつた。底はすり鉢状になっていた。

ホテイアオイがたくさん生えていて、ときどき草取 りをしていた。

また、クムイの周囲にはゲーン (ス スキ)がたくさん生えていた。

話者によると、クムイの水は日照 りが続いても干上がることがな

かつたので、湧き水だったかもしれないと言う。

普段は子どもたちが泳いで遊んでいた。

4か所ある共同井戸の 1つ。メーヌウカミガーとも言 う。サー

ターヤーグムイの南隣にあった。深さは2mぐ らいで、カーチナを

2回 ほど手繰るだけで水が汲めた。水量が多 く、きれいな水だっ

た。ハマガー (浜川)集落のウブガーでもあり、拝所として拝まれ

ていた。一番古い井戸ではないかと考えられている。

テツドーが敷設される前は、メーヌカーのすぐ下が砂浜だつたの

で、サングヮチヤーのときに集まる場所になっていた。

現在はなくなってしまったイリガー、クシヌカー、クラニーヌク

シヌカーは、唯一現存するメーヌカーに合祀されている。

クシヌカー

4か所ある共同井戸の 1つ。屋号シマブク (島袋):12の 北東側に

あった。大きな丼戸で、深さは 3～ 4。 5mぐ らいあり、水が満ちて

いた。話者によると、昔はクバ (ビ ロウ)の葉で作った釣瓶で水汲

みをしていたという話が伝わっていると言 う。明治時代の終わ り

頃まで、ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の人も利

用していた。ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)か ら

クシヌカーまでは600mぐ らいの道のりだつた。

このクシヌカーの水は、ウガンブトゥチーのときに汲んでハマガー

(浜川)の ムートゥヤーに供えに行つたり、産湯やミジナデ イーの

ための水として利用していた。

現在、クシヌカーの正確な場所は不明である。国道 58号線の中

央分離帯あたりであると思われる。そのため、現存するメーヌカー

に、イリガー、クラニーヌクシヌカーとともに合祀されている。

掘井戸 便
メーヌカー
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■クムイ :池。沼。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。

■カーチナ :井戸の縄。

■ウブガー :産湯に使 う水を汲む

井戸。

‐■鑽
≪合祀所≫

≪後之神井戸 。前之神井戸≫

■ウガンブトゥチー :神仏にかけ

た願を解くこと。

■ムートゥヤー :本家。

■ミジナディー :水撫で。若水や

産湯を汲むウブガーの水を指に

つけ、額を3回撫でる。



イ リ

4か所ある共同井戸の 1つ。カミガー、あるいはイリヌカーとも

言う。屋号クラニー (蔵根):20の 西側で、集落内の井戸のなかで一

番西側にあった。すぐ側をテツドーが通っていた。

昭和年代にはいると、各屋敷に丼戸ができはじめたため、飲料水

としては使用しなくなった。しかし、行事のときにはこの井戸から

水を汲んで、ハマガー (浜川)集落のムートゥにあたる屋号クラニー

(蔵根)やナカムートゥにあたる屋号ウナファグヮー (小那覇小)

に供えに行っていた。

サングヮチヤーには集落の人たちが集まり、四角い石を目印にし

て拝んでいた。昔はイリガー、クシヌカー、メーヌカーなど集落内

の古い井戸には、火のついてない線香を置いて拝んでいた。

現在、イリガーの正確な地点は不明である。国道 58号線に重

なっていると思われる。そのため、現存するメーヌカーに、クシヌ

カ…、クラニーヌクシヌカ…とともに合祀されている。その碑文に

はイリヌカミガーとある。

クラニーヌクシヌカー

4か所ある共同井戸の 1つ。屋号クラニー (蔵根):20の北側に

あった井戸の跡。戦前から水は涸れていて、土で埋まっていた。井

戸の縁の石積みだけが残つてお り、線香が供えられていることが

あった。拝所とされ、拝みが行なわれていた。周 りにはソテツ (蘇

鉄)が生えていた。

現在、クラニーヌクシヌカーの正確な地点は不明である。国道

58号線に重なっていると思われる。そのため、現存するメーヌカ…

にイリガー、クシヌカーとともに合祀されている。そこの碑文では

イリクシヌカミガーとある。

2か所あったうちの 1か所。ハマガー (浜川)と ハンザン
きょうかい                         ち か すい ろ

(平安山)の境界あたりでテツドーを横切る地下水路。

2か所あったうちの 1か所。屋号ティーラベーチン (照屋
ち か すい ろ

ペーチン):15の北東側。ケンドーを横切る地下水路。

アンチョー
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■ムートゥ:本家の先祖。

■ナカムートゥ:分家の先祖。

■サングヮチヤー :旧暦3月 3日

にごちそうを持って浜辺へ行き、

身を清め、楽しく遊ぶ行事。子

どもの健康祈願として、重箱の

ごちそうを食べさせる例もある。

≪西後之神井戸・西之神井戸≫

橋
1

アンヲ



十字路

クシヌカジマ

屋号ティーラ (照屋):18と 屋号シマブク (島袋):17の

十字路。ナカミチとクシヌミチが交差するところだった。

あいだ

間にある

停車場 1運勁

県営鉄道嘉手納線の平安山停車場。ハンジヤヌウィーエキグヮー

とも言う。シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)と 北谷尋常小学

校をつなぐ道とテツドーとが交差するあたりにあった。嘉手納方面

に向けて、線路の右側に位置していた。ハンジャヌウィーヤードゥイ

(平安山ヌ上屋取)側から線路をまたいで駅の反対側に出ると、シナ

ビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)の入口だつた。

ハマガー (浜川)集落で普段からテツドーを使うのは、那覇に通

う中学生や農林学校の学生 くらいだった。まれに、出征兵士を送る

ために、親戚一同で那覇まで汽車に乗っていくことがあった。

話者が小学生のときには、嘉手納の書店に教科書を買いに行 くか

らと親から汽車賃をもらい、実際には徒歩で行って、浮いた汽車賃

でアイスケーキー (ア イスキャンデー)を買い食いしたりしたこと

もあったと言う。

現在、嘉手納基地第一ゲートの南側あたりで、国道 58号線と重

なっている。

鉄橋

鉄橋。テツ ドーとトゥクガーが交わる地点にあった。コンク

リートの土台を築いて、その上に線路を走らせたもの。長さは5m
ぐらいだった。

子どもたちはテッキョーから川に飛び込んで遊んでいた。

→伊礼のトゥクガーを見よ。

踏切。シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)方面に向かうウフ

ドーミチとテツドーが交差するところにあった。

→平安山ヌ上屋取のウフドーミチを見よ。

7v*=-

建築物 」
フミキリ
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■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国・平安山 0桑江・北谷・

大山・真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀 0古波

蔵・那覇の 15駅があった。

■嘉手納農林学校 :沖縄県立農林

学校。国頭農学校がその前身。

大正 3(1916)年 に嘉手納に移

設された。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

≪聞取り調査風景≫



ソンエイシチヤ

公共施設 dh

村営質屋。ヤクバの側にあった。話者によると、利用者は目立た

ないようにこっそり質屋を使っていたので、利用状況はよくわから

ないと言い、質屋に近い集落では、かえって使っていなかったかも

しれないと言う。

→平安山ヌ上屋取のヤクバを見よ。

交番。ヤクバの道向かいにあつた。ハンザン (平安山)に属して

いた。

→平安山ヌ上屋取のヤクバを見よ。

共同製糖小屋。屋号メーヌウナファグヮー (前 ヌ小那覇小):2の

南側にあった。サーターヤーは 1か所だけであった。

側にはサーターヤーモーもあった。

龍宮神。サング ヮチャーモーにあった拝所。豊漁を祈願してい

た。背の高いスーティーチャー (ソ テツ)があり、それを目印にし

て祈願を行なつていた。 1日暦 3月 3日 に重箱を持ち寄 り、神様にお

供えするというかたちで拝んでいた。

戦後、サングヮチャーモーに碑がたてられ、リューグーシンと呼

ばれるようになった。

現在も3月 3日 に祈願が行なわれている。

トゥン

集落の北側、ハマガーウガンの南隣に位置する。
ほこら

祠があった。

トゥンで行なわれる行事には、ニングヮチャー、ニングヮチウマ

チー、サングヮチヤー、ルクグヮチウマチーなどがあった。これら

の行事はウカミヤーと呼ばれる屋号クラニー (蔵根)の家が取 りし

きっていた。

交番

ジュンサヌ

製糖小屋 鷺
サーターヤー

拝所

―シンリュー
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≪殿之神≫

≪龍宮神・殿之神≫

≪龍宮神≫



カミヤー

神家

屋号クラニー (蔵根):20の 屋敷内にあった。アサギとも言う。ク

ラニー (蔵根)の屋敷に入ると、右側がアサギ、正面が母屋、左側

がイチムシヌヤーだつた。2坪 ぐらいの広さで、床は板張 りで筵を

敷いてあった。たくさんのウコールが置かれていた。

祭 りのときや、他集落に遊びに行って帰 りが遅 くなった若者たち

が、ここに泊まることがあつた。

現在、国体道路が国道 58号線につきあたる地点のやや南側にな

る。砂辺水園の南東側あたりである。

広場

しば ふ

屋号ウクマ (奥間):1の 北西側にあった芝生のモー。サーターヤー

モーと隣合わせであった。間にサーターヤーグムイをはさんで、カー

リーモーが東側、サーターヤーモーは西側に位置した。カーリーモー

はサーターヤーモーに比べて小さかった。

青年たちがムー トー トゥエーやチャンクルーをして遊ぶ場所

だった。

サングヮチャーモー

集落の北側で、ハマガーウガンの南側、トゥンの前の広場。北側

にウスク (ア コウ)の本が生えていた。

旧暦 3月 3日 のサングヮチヤーには、女の人がごちそうを持ち

寄って、一日遊んでいた。

サーターヤーモー

力…リーモーと隣合わせの広場。製糖小屋があった。間にサー

タヤーグムイをはさんで、サーターヤーモーが西側、カーリーモー

が東側に位置した。サーターヤーモーはカーリーモーの 2倍近い

広さがあった。製糖時期以外は、 トーマーミ (そ ら豆)などの豆類

を干すのに使っていた。

昭和 20(1945)年頃には、学校の校舎に日本軍が駐留していた

ので、サーターヤーモーに茅ぶきの教室を造 り、そこで勉強をして

いた。

)j-l) -t-
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■アサギ :農村などで、母屋の前

にある離れ。メーヌヤーとも言

つ。

■イチムシヌヤー :家畜小屋。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■国体道路 :県道 23号 国体記

念道路

■モー :原野。野原。原っぱ。

■ムートゥトゥエー :子どもの遊

び。プロレスごつこのようなも

の。

■チヤンクルー :お 金を投げて、

裏返ったら自分のものになると

いう遊び。

■サングヮチャー :旧暦3月 3日

にごちそうを持って浜辺へ行き、

身を清め、楽しく遊ぶ行事。子

どもの健康祈願として、重箱の

ごちそうを食べさせる例もある。

≪現地調査・嘉手納基地内≫
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平安山ヌ上屋取

ハンジャヌウイーヤードウイ



ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)

北谷町域北西側で、ハンザン (平安山)の北側、坂の上の高台に

位置していた屋取集落。ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上

屋取)を 略してヘイジョー (平上)と言うこともある。ガッコー、

エキ、ヤクバなどの公共施設があり、北谷村の中心地だった。

戸数は 61軒で、団結の強い集落だった。

チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)と ともに、字浜川

に属 していた。ハマガー (浜川)やチュンナーグ ヮーヤードゥイ

(喜友名小屋取)と 一緒に向上会、学事奨励会、農事奨励会などを

行なっていた。

イシジエークー、キージェークーで有名だった。特にイシジェー

クーは棟梁が多 く、シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)やチュ

ンナーグ ヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)か ら習いに来た弟子がた

くさんいた。久米島まで石普請に行つていた。スバヤーが、屋号ス

バヤーウンテイングヮー (蕎麦屋運天小):20と 屋号 トウンドーシマ

ブク (通堂島袋):48の 2軒あった。てんぶらや今川焼きなども売っ

ていた。屋号スバヤーウンテイングヮー (蕎麦屋運天小)は 5銭 と

10銭のそばだったが、2銭分売つて くださいとおばあさんに言 う

と、5銭分のそばと変わらないぐらいの量を作ってくれた。近隣集

落からの客も多かった。雑貨商は 5軒あり、品物は、那覇へ行って

卸をとつたり、自転車で来る行商人から買つたりして、それを小売

りしていた。近隣集落からも買いに来ていた。その他、行商とし

て、中城村熱田から肉を赤箱に入れて担いで売 りに来ていたが、病

人でもいない限り、肉は買えなかった。宜野湾村大山のウヤマハー

メーが昆布、煮干、お茶などを、ロシア人のエコライという人は洋

服や反物などの行商をしており、ガッコーや屋号ニーケーシマブク

(三階島袋)な どをまわっていた。頓服薬やマンチンタンなどの薬

類は、富山からの行商人が各家庭に卸していたが、めったに飲ま

ず、風邪を引いたらヨモギの汁を飲んで治していた。熱が出たら屋

号イリヌジッチャク (西 ヌ勢理客)の ウフヤーのタンメーに針を突

いてもらった。重病になったら嘉手納の大山という医者に往診を

頼んだ。アルメビョーインの医師は正式な医師ではな く、医介輔

だつたので、大山医師の監督を受けて診療していた。普段、現金で

診察代金を支払うことは出来なかったので、七月かあるいは正月に

払っていた。

移住当初はハマガー (浜川)へ水汲みに行っていた。桶に汲んで

約 lkmの距離を運んでいた。その後、ほとんどの家にクムイが作

られた。大体は丸い形だったが、屋号マツシマ (松島)の クムイは、

4m× 2mぐ らいの長方形であった。

■向上会 :集落の産業を向上させ

るための会。優秀な人には賞状

や賞品が与えられた。現在の産

業まつりのようなもの。

■学事奨励会 :学童の勉強を励ま

す会。

■農事奨励会 :集落の中で農業を

奨励する会。

■イシジエークー :石工。

■キージェークー :大工。

■石工道具として、フイチ (石を

動かす長い鉄の棒)、 ユーチ (小

型のおの。荒削り用と仕上げ用

の2種類ある)、 ヌミ (の み)、

イヤ (石を削るくさび)、 チーシ

(重い木や石に、木や竹の柄を

立てたもの)、 大ハンマー (直径

約 5寸、重さ約 20kg、 柄に

はゲッキツを使用)、 シーフィー

(水平器)な どがあり、クングヮ

チクニチとトウシヌユルーに、

道具にも感謝した。仕事を休み、

豚を潰して大きなお祝いした。

大工の安全祈願である。

■スバヤー :そ ば屋。

■そばは、当時支那そばと言った。

ガジマルを焼いて、その灰の上

澄み水を使って作られる手打ち

そばであった。三枚肉、かまぼ

こ、ネギなどがそばの上にのつ

ていた。小さいじゃこでだしを

取る。だしを取った後のものを、

子どもたちは「カシグヮーくだ

さい」と言って、店のおばあさ

んから貰って食べていた。何の

味もしなかったが、芋よりも美

味しかったと言う。

■医介輔 :医師不足を補うための

制度。制限つきの医療従事者。

■屋敷の中のクムイ:雨が降った

ら溜まるように、屋敷の水が流

れるところに作つた。そこで野

菜や芋を洗ったり、農具や手足

などを洗った。1か 年に1回、

クムイの中の泥を出して掃除す

る。
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ムンチャリナーにマーイサーがあった。125斤 (75kg)、

100斤 (60kg)、 82斤 (49。 2kg)、 50斤 (30kg)の
4個があった。100斤のマーイサーは屋号ヒータイスー (兵隊主)

が作ったものだつた。話者によると、尖っていて持ちにくかったと

言つ。

【集落で行なう主な年中行事】

●旧暦 2月 2～ 4日 <ニングヮチャー (ク シユクヮーシー)>:昔
はサーターヤーグミで 3組に分かれて行なっていたが、その後、青

年と年寄 りの 2組に分かれて行なうようになった。豚を 1頭潰し、

その 2組で分けていた。青年たちの場合は、大根の和え物を作る者

や肉を煮る者など役割分担をしていた。2日 間は男性のみで行なっ

たが、3日 目には男性がジューシーメーなどのごちそうを作 り、女

性を招待した。この日にサンミンワカシーもあった。

●旧暦 7月 13～ 16日 <盆 >:13日がウンケーで、15日がウー

クイである。ユーアキウークイということで、夜通しエイサーをし

た。エイサーの打ち合わせや練習を 7日 から始め、クシグミのサー

ターヤーで練習していた。今年、ハンジャヌウィーヤードゥイ (平

安山ヌ上屋取)か ら、シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)に

エイサーをしに行ったら、次の年はシチャシードゥヤードゥイ (下

勢頭屋取)がハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)にエ

イサーをしに来る。これをイーシンケーシンと言った。他集落から

のエイサーが来ると、舞って迎えた。そして、ゴボウ、豆腐、ウケー

メーなどのごちそうを作ってふるまった。ハンジャヌウィーヤードゥ

イ (平安山ヌ上屋取)のエイサーが他集落に行っても同じように迎

えられた。カジマヤーになっているので、ウィーシードゥヤードゥ

イ (上勢頭屋取)、 シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)、 クェー

ヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、 千原屋取、野国などのエイサー

が通って行った。戦後は 1回 だけエイサーが行なわれた。

●旧暦 8月 11日 <ヤ ードゥイジュリー (ヤ ードゥイジンミ)>:
集落内の 1か年の規約を協議した。 トゥイバットや、他集落へ娘が

嫁ぐ場合の結納金の額は酒一升なのか、お金なのかなど、さまざま

な取 り決めがあつた。ヤードゥイヌヌチジンも集めた。

ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)は十・十空襲の

被害はなかったが、米軍上陸時には屋号ナカドゥマイグヮー (仲泊

小):36あ たりの 2～ 3軒の家が焼かれた。その後、集落域は米軍に

接収され、兵舎を作るために、ほとんどの家が壊された。現在も嘉

手納基地内で、ゲー ト1か ら入ってすぐのあたりとなつている。

人々は他集落での暮らしを余儀なくされているが、戦前から団結の

強い集落で、現在も郷友会を中心に、親睦を深めている。
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■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■エングヮチャー :旧 暦2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■サーターヤーグミ:製糖の作業

をする組。

■ジューシーメー :炊き込みご飯。

■サンミンワカシー :決算報告。

■ウンケー :各家で祖霊を迎える

盆入りの行事。迎え盆。

■ウークイ :各家で祖霊を送る行

事。送り盆。

■ユーアキウークイ:夜通しかけ

て祖霊を送る。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■ウケーメー :お かゆ。

■カジマヤー :十字路。道が交差

するところ。

■千原屋取 :現在の嘉手納町域に

あった。エイサーが有名な集落

だった。

■野国 :現在の嘉手納町域にあっ

た。県営鉄道嘉手納線の野国駅

があった。

■ヤードゥイジュリー :集落の協

議。

■トゥイバット:鶏の放し飼いを

禁止した決まり。

■ヤードゥイヌヌチジン :募金。

■十・十空襲 :昭和 19(1945)

年 10月 10日 、南西諸島に対

して行なわれた米軍最初の大空

襲のこと。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。
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平安山ヌ上屋取 屋号地図
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ム ン

メーグミ

グシクンニー

ミキリ

ノーミンドージョー

島
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ンエイシチヤ ャクパ
ヤクパヌアガ

島一カ

+1+片

平安山ヌ上屋取の家の配置 (数字は屋号番号)

鉄道

■■■■■1 7可川  (小さい文字は他の集落の呼び名)

週醐鶴 (小 さい文字は他の集落の呼び名)

緑の文字 地域の名称 (小 さい文字は他の集落の呼び名)
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メ ー

日
ュ

立
Ｔ

ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)

集落の組分けの 1つ。ナカミチを境にして南北 2組に分かれてい

た。道から南側の37軒がメーグミである。

クシグミ

集落の組分けの 1つ。ナカミチを境にして南北 2組に分かれてい

た。道から北側の24軒がクシグミである。

河 川

集落の北方向にあり、東西に流れていた川。クシントーヌカーラ

グヮーとも言う。流れはシナビ (砂辺)の ノーリグヮーヘと続いて

いた。ただし、雨が降らないと水は流れず、通常は溜まり水だった。

クシントーをチュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)の人

たちは、メーヌトーと言う。

→喜友名小屋取のメーヌトーを見よ。

ンージュグヮー

ガッコーのデイゴの本の下から、屋号アラグシク (新城):23の
かど

角

に向かってあった溝。雨降りのときにだけ、ガッコー周辺の水が流

れ込んでいた。流れの大きなところは幅 lmぐ らいあり、その流れ

は海へと続いていた。

小ハル名

ウフドーミチとケービンミチの間である。上質な畑地で、土質は

アカマチクーと言うサラサラした黒味がかった赤土だった。

アシジョー

クシントーとクンディヌシーの間一帯を言う。クンディヌシー

の北側を通る農道よりも北側を言う。

アカミチー

ナカミチの南側で、ケンドーの東側一帯である。地籍はハンザン

(平安山)に入るが、ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋

取)の一部である。畑が大多数を占めるが、アルメビョーインやハ
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クシントー

, 4 -/\- U-

≪聞取 り調査風景≫



ンザンウガンなどもある。

→平安山のアルメビョーイン、ハンザンウガンを見よ。

カーシヌメーバル

カーシヌボントゥーの南側の平坦な土地で、土質がよく、畑が多

かった。サ トウキビがよくできた。

現在は嘉手納基地内のゴルフ場になっている。

県道

県道。集落内を南北に走っていた。道幅は 6～ 7m余 りあつた

ので、カヤ (茅)7～ 8尺 (約 2.5m)を 載せた馬車がすれ違 うこ

とができた。しかし、集落からチュンナーグ ヮーヤードゥイ (喜友

名小屋取)へ行 くところは狭 くなっていた。

ケンドー沿いには察温松の並木があり、屋号ヤクバヌクシ (役場

ヌ後):1か ら屋号ウシーアラグシク (牛新城):61を通って続いて

いた。北側に行 くにしたがって、右手、東側に多 く植えられてい

た。チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)に入ると、松の

数は多 くなった。

ガッコー前のケンドーはナンマチの影ができ、道に陽があたると

いうことはなかった。2つ の屋敷を覆うほどの枝の広がりがあつた。

ガジマルもあった。木々が道にかかっても切ることはなかった。

ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)内 のケンドー沿

いの松で、一番大き くて見事だつたのは、屋号ウシーアラグシク

(牛新城):61の 門の右側にあった松で、大きな根が裂けるほどに

張っていた。

ヤクバの下からハマガー (浜川)集落の入口までは坂道だつたの

で、道の両側が土手になつており、松は植えられていなかった。ハ

マガー (浜川)集落内には松が植えられていたが、それより南の

クェー (桑江)か らチャタン (北谷)あ たりのケンドー沿いには植

えられていなかった。松は道沿いのアブシや屋敷などに植えられて

いた。

ガッコーの前には大きな側溝があった。

郡道

ガッコーからクンディヌシーの方角へ延びる道。ウシモーに向か

う、ガッコー前の道。シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)の

アカミチカジマヤーの屋号アカミチチュンナー (赤道喜友名)あ た

ケンドー

アカミチー
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■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■察温松 :三司官として農業 0林

業に大きな業績を残した察温の

指導によって植えられた松。

■ナンマチ :松並木。

■アブシ :あぜ。田のあぜ。土手。



りまでを言 う。

→下勢頭屋取のウシモーを見 よ。

グンドー

郡道。大正 11(1922)年に郡道から県道に編入されたが、集落

内では、その後もグンドーと言っていた。

中頭郡には 11の集落があり、その集落が組合組織を作って、道
ほ しゅつ

路の補修を行なっていた。大正 3(1914)年 生の話者が 17～ 18

歳の頃にグンドーの補修工事を行なったと言 う。補修工事はコー

ラルを敷き、石のドゥルジ (ロ ーラー)で表面を均していた。ドウ

ルジは長さ 1。 8m以上で、重さは2ト ンぐらいあつた。5名 がかり

で動かしていた。ドゥルジはガッコーの門の右側にあった溝に置

いてあった。グンドーの補修工事のために、グシクンニーのイシア

ナーなどからイシグーを担いで運んでいた。女性は 15日 満勤で

4円 50銭であった。昭和 7(1932)年 の補修工事が最後だった。

ナカミチ

集落の真ん中を通る生活道路。グンドーの一部である。クシグ

ミとメーグミの境界となる道。

集落内ではナカミチと言うが、他の集落の人たちは、ハンジヤヌ

ウィーミチと言っていた。

村道

村道。屋号カマダーウンチュー (蒲太ウンチュー):2の 南側から

始まり、エキの方へと続 く道。イシグー道だった。道幅は4mぐ ら

いあつたので、馬車が通ることができた。しかし、馬車同士のすれ

違いはできなかった。昭和 5～ 6(1930～ 31)年 に農道を広げて作

られた。

ウフドーミチ

ヤクバからシナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)を通 り、シナ

ビ (砂辺)へ向かう道。シナビ (砂辺)の人たちがよく利用してお

り、ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の人たちはあ

まり利用しなかった。

馬車道

集落内を北向きに走 る生活道路。2か所あるうちの 1つ。屋号

ソンドー

―ドゥイミチ

287

■コーラル :サンゴの死骸が小石

や砂利になったもの。

■イシアナー :採石場。

■イシグー :さ んご礁などをくだ

いた細かい砂利。

■イシグー :さ んご礁などをくだ

いた細かい砂利。



シェークーウンチュー (大エウンチュー):8か ら小高い岩山である

ヤマグヮーンニーのところまでの道を言う。道幅は6～ 8尺 (1。 8～

2。 4m)ぐ らいあった。馬車が通れる道だった。

ヤードゥイミチ

集落内を北向きに走 る生活道路。2か 所あるうちの 1つ。屋号

ニーファ (禰覇):26か ら屋号ユージ (与儀):59ま での道を言う。

道幅は 6～ 8尺 (1。 8～ 2。 4m)ぐ らいあつた。馬車が通れる道

だった。

生活道

クンディヌシーの北側を通る農道。馬車が通れないほどの小さ

い道だった。シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)か らシナビ

(砂辺)へ と続く道。シナビ (砂辺)の人たちが山へ薪取りに行く

のによく利用していた。

坂道

ハマガー (浜川)の屋号ハマガーグヮー (浜川小)か らハンジャ

ヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の屋号ヒラグヮーニー (坂

小根):6ま での600m余 りの坂道。ケンドーの一部で、ヤクバの

前の坂道をヤクバヌメーヌヒラと言う。急な坂で、真っ直ぐではな

く、曲がりくねった道だった。

他の集落の人たちはハンジヤヌウィービラと言っていた。

鉄道

か で な                                かいつう

県営鉄道嘉手納線。大正 11(1922)年 3月 28日 開通。

大正 10(1921)年頃、軌道敷設工事が行なわれていた期間には、

子どもたちが敷設途中の線路を走る作業用の運搬車両を「トゥダナ

ヌ アッチュル (戸 棚が歩 く)」 などとはやし立てながら追ってい

くこともあった。

急な上 り勾配になっているところがあり、そこを通るときには人

の乗 り降りができるぐらいゆつくりとした速度で走っていた。

一時期、ガソリンカーも走っていた。
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アシジョー

ヤクバヌメーヌヒラ

ケ ー ンミチ

≪聞取り調査風景≫

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国・平安山・桑江・北谷 0

大山 。真志喜・大謝名・牧港・

城間 0内 間・安里・与儀・古波

蔵・那覇の15駅があつた。



岩 山

クンディヌシー

ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)と シチャシードゥ

ヤードゥイ (下勢頭屋取)と のおよその境になる岩。周囲の土質は

アカマチクーで、上質な畑であった。

ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の人たちの墓が

多 くあった。

現在は嘉手納基地内である。シーは残っているが、木々が生い茂

り、岩肌は見えなくなっている。

ヤマグヮーンニー

集落の北西方向、カーシヌボントウーの南側にある小高い岩山。

ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の人たちの墓が

あった。大きな墓が 2基あり、そのうちの 1基であるカーミナクー

バカは屋号サカヤ (酒屋)、 もう1基のヒラフチバカは屋号タルー

ジッチャク (樽勢理客)の墓だった。他にも、屋号カマダーウン

チュー (蒲太ウンチュー)、 屋号アラグシク (新城)、 屋号カミーア

ラグシクグワー (亀新城小)の小さな墓が 3基あった。

大きな墓は36坪ぐらいの広さがあり、墓の内部はニチンクサー

ク (奥行 2間 ×幅 9尺/3.6m× 2。 7m)で、棚は 5段、あるいは

7段あった。大きなカーミナクーバカのボージは、1寸 5分のゆる

やかな勾配であった。話者によると、その屋根の上でモーアシビを

したと言 う。50～ 60名 ぐらい上がれるほどだった。周囲を含め

ると100坪ぐらいの広さがあった。大正 3(1914)年 生の話者が

生まれる以前からあつた墓である。あまりにも立派な墓だったの

で、役人に見つからないようにと、カヤ (茅)で墓を覆って隠した

という話があった。

旧暦 8月 15日 の十五夜にはここにタマガイを見に行った。

現在は嘉手納基地内である。北に向かい、国道 58号線の東側沿

いにある。戦前は岩山だったが、現在は木々で鬱蒼としている。

グシクンニー

集落の南西方向にあった岩山。シーの頂上に上 る道が東側に

あった。頂上は平坦で広 く、フナウクイをする場所であった。船が

那覇を出て、残波岬に隠れるまで見えた。本土に出稼ぎに行 く人な

どを太鼓をたたきながら、ダンジュカリユシで見送っていた。

サングヮチャーには、子どもたち 1人 1人に重箱があつた。その

重箱を持って、グシクンニーの頂上の平坦なところへ行き、そこで

ご馳走を食べた。「ウジュー ヒラシーガ ンジャン (お重を開きに
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■アカマチクー :黒味がかった赤

土でサラサラしている。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■シー :岩山。

■カーミナクーバカ :屋根が亀の

ような形をした墓。

■ヒラフチバカ :屋根が平板な墓。

■ボージ :屋根。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■タマガイ :凶兆。火の玉が家の

上に高く上がつたりすること。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■シー :岩山。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■ダンジュカリユシ :船出の祝い

歌。身内のものが旅をするとき、
一族が集落の広場あるいは高台

に集まって航海の無事を祈願し、

これを歌った。

■サングヮチャー :旧暦3月 3日

にごちそうを持って浜辺へ行き、

身を清め、楽しく遊ぶ行事。子

どもの健康祈願として、重箱の

ごちそうを食べさせる例もある。



行った)」 と言う。

グシクンニーの周辺はイシャーラグヮーだった。土質はアカマチ

クーで、少し黒ずんだ土であった。芋やサ トウキビを作っていた。

後に、監視哨が作られてからは、カンシショーと呼ぶようになっ

た。昭和 20(1945)年 3月 頃には、米軍攻撃が激しくなり、監視

哨としての業務はトゥクガージーの自然壕の方に移っていた。

→下勢頭屋取のトゥクガージーを見よ。

集落の東側、アカミチーの途中にあった土手。高いところは2m
ぐらいあり、幅は30mぐ らいあった。薪取 りの帰りなどに、土手

を利用して小休止する場所だった。

家もなく、寂しい所であったため、シチャシードゥヤードゥイ (下

勢頭屋取)の青年達は、ここを夜に通るときには歌いながら通って

いた。

池沼 ●

集落の北側、クシントーとケンドーが交差するところにあったク

ムイ。クシントーは雨が降らないと流れができなかったが、このク

ムイにはいつも水が溜まつており、家畜 (馬・牛)に水浴びをさせ

ていた。クムイに下 りるところは石畳になっていた。しかし、日照

りが長 く続き、このクムイの水が涸れたときにはシナビ (砂辺)の

ノーリグ ヮーに行って、馬に水浴びをさせていた。

→砂辺 0砂辺ヌ前屋取のノーリグ ヮーを見よ。

共同井戸。屋号カーヌハタ (川 ヌ端):44の南側にあった。明治

43(1910)年 に集落で最初に掘った井戸である。話者によると、

明治 42(1909)年 に生まれた古老が、掘つたばかりのヤードゥイ

ガーの水をウブミジとした話を聞いたと言 う。この井戸を掘る前

までは、ハマガー (浜川)ま で水汲みに行っていた。

最初の頃はタグイガーであったが、その後チンガーに変わった。

深さは 14尋 (21m)ぐ らいだつた。大きな水脈が地下にあり、

水量が豊富だった。井戸の縁石には綱跡が残っていた。

下の方はガマになっていた。

土手

夕カア サ ー

シントーヌクムイ

掘井戸

ヤードゥイ
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■ガマ :洞窟。ほら穴。

■イシャーラグヮー :土に石ころ

が混ざった土地。石原。イサー

ラとも言う。

■アカマチクー :黒味がかった赤

土。サラサラしている。

■監視哨 :敵の動きを監視すると

ころ。

■クムイ :池。沼。

≪聞取 り調査風景≫

■ウブミジ :産湯に使う水。

■タグイガー :つ るべをたぐって

水を汲む井戸。

■チンガー :つ るべ井戸。



橋

クシントーヌハシ

クシントーとケンドーが交差するところに架かる橋。長さ10
m、 幅 6mぐ らいで、アーチ型のきれいな橋であった。欄干があ

り、そこに腰掛けて休んだり、三味線を弾いて遊んだりしていた。

現在は嘉手納基地内で、橋は壊されて暗渠になっている。

停車場

か で な     へ ん

県営鉄道嘉手納線の平安
ざんえき

山駅。エキグヮーとも言う。細長いホー

ムで、日よけの小屋があった。エキの周辺は、店などもなく、乗客
つうがく

が乗 り降りするだけの駅であった。普段は中学生が通学のために利

用しているだけで、祭 りがあるとき以外は客も少なかった。

建築物 ●

踏切。2か所あったうちの 1つ。ナカミチとケービンミチが交差

するところにあった。ナカミチに沿って水の流れがあり、排水のた

め、アンチョーが作られていた。その上に踏切があった。流れの大

きいところは、幅 lmぐ らいあり、流れは海へ続いていた。踏切の

表示はなく、遮断機もなかつた。

フミキリ

踏切。2か所あったうちの 1つ。ウフドーミチとケービンミチが
しゃだん き

交差するところにあった。踏切の表示はなく、遮断機もなかった。

役場 馨

ソンヤクバとも言う。集落の南端にあり、ウフドーミチに面して

いた。ヤクバの敷地内、西側のほうに丼戸があり、さらにその西側

にはソンエイシチヤがあった。

公共施設』L
かいせつ

村営質屋。大正 12(1923)年 9月 に開設。
い れいはじめ

伊礼肇村長の時代に

北谷村が作った質屋である。ヤクバの西側に位置し、ウフドーミチ

に面していた。建物は平屋の瓦ぶきで、壁は高 く、自塗りの漆喰で

窓は小さかった。開所 3年 目の大正 15(1926)年に倉庫一棟を増

築した。話者によると、両方の建物とも9坪ぐらいで、三間マシン

エ キ
「

覇

フミキリ

ヤクバ

ソンエイシチヤ
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■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国・平安山 0桑江・北谷 0

大山 0真志喜・大謝名・牧港・

城間 0内 間・安里・与儀・古波

蔵 0那覇の 15駅があった。

■アンチョー :暗渠。

≪聞取 り調査風景≫



(三間幅の真四角)だ ったのではないかと言う。質草として、夏は

冬物を入れ、冬は夏物を入れていた。元金を払えない人は利子だけ

払い、質草を入れ替えていた。昼間は行かず、朝早 くか、夜出入 り

していた。大繁盛していた。村民にとって、一番身近な金融機関で

あった。当時、郵便局長の給料が 12円程度で、10円 ある家は金

持ちだった。

昭和 12(1937)年、小作農家支援政策として、政府の施策を受

け、質草以外の貸し金業務を質屋に行なわせた。農民が土地を購入

する場合、購入代の80%を借 りることができた。業務担当は当初、

崎原盛栄氏が行ない、山川長栄氏に引き継がれた。

質屋は、昭和 10(1953)年までに県下で 2市 10町村に設立さ

れていた。

農民道場。
ちゃたんそん

の通称である。北谷村が計画し、昭和

14(1939)年に作られた。ヤクバ敷地の北側にあった農業指導機

関である。運営は農会が行なっていた。敷地は200坪 ぐらいで、

一部を研修農地にしていた。シナビ (砂辺)の方にも研修用地があっ

た。建物は平屋の瓦ぶきで学校の 3教室ぐらいの広さがあった。

農業指導の技手がいて、村民に砂糖の製造方法、芋の植え方、ユリ

(百合)の栽培方法などの指導をしていた。当初、主任は農業技手

の長嶺由松氏で、他には吉田実男氏が県駐在の農業技手であった。

研修生は村内の農業青年から、各集落の農会支部長の推薦で決め

られていた。研修は年 2回程あり、1回 に 10～ 15名 を定員とし

ていた。研修中は 1週間寝食をともにし、費用は全額北谷村負担で

あった。

芋の植え方には畝立て植えと平植えの 2つ の方法があった。嘉

手納農林学校での品評会に、畝立植えの芋を出品して入選したこと

がある。サ トウキビは 25号 (1225号 )を奨励していた。

昭和 19(1944)年の戦争前まで農業指導を行ない、多 くの研修

生を輩出していたが、十 。十空襲後は、那覇や首里から国頭へ避難

する人たちの宿泊所にあてられるようになった。

学ヽ校。昭和 16(1941)年に北谷国民学校となっ

た。ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の人たちはガッ

コーと言い、近隣の人たちはハンジヤヌウイーガッコーと言って

いた。
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ノーミンドージョー

学校 1
ガッコー

≪聞取 り調査風景≫

■嘉手納農林学校 :沖縄県立農林

学校。国頭農林学校がその前身。

大正 3(1916)年 に嘉手納に移

設された。

■十・十空襲 :昭 和 19(1945)

年 10月 10日 、南西諸島に対

して行なわれた米軍最初の大空

襲のこと。

■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し、

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校

へと変わった。



瑞慶覧朝蒲氏が大正 15(1926)年から昭和 7(1932)年 まで校

長を勤め、戦争前は稲嶺盛昌氏が勤めていた。

コの字型で 4校舎あった。北側の新しい校舎東側の壁には棚が

お宮のように作つてあり、御真影が掲げられていた。新校舎は教室

の壁を外して講堂として使 うことができた。そのときには御真影

の方を向いて整列した。話者によると、講堂にいる間は顔を上げる

ことができず、顔を上げると厳しく叱られたと言う。

校区に入っていた集落は、イリー (伊礼)、 ハンザン (平安山)、

ハマガー (浜川)、 シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)、 シナビ

(砂辺)、 ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)、 シチャシードゥ

ヤードゥイ (下勢頭屋取)、 チュンナーグ ヮーヤードゥイ (喜友名

小屋取)、 野里、千原屋取、そしてハンジャヌウィーヤードゥイ (平

安山ヌ上屋取)だ った。

ガッコーの南角の鉄棒の近 くに、マーイサーがあつた。

ナカミチとケンドーの交差する角にデイゴの本があった。

戦時中、ガッコーの校舎は日本軍が使い、生徒は飛行場作 りに駆

り出された。ハマガー (浜川)の 間取 り情報によると、昭和 18～

19(1943～ 44)年の夏頃、ハマガー (浜川)のサーターヤーモー

に茅ぶきの教室を作 り、1～ 3年生の低学年児童はそこで勉強した

と言う。ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)、 シチャシードゥ

ヤードゥイ (下勢頭屋取)の低学年児童は、それぞれ集落のジムス

で授業を受けていたと言う。+0+空 襲後は、ほとんど授業は行な

われなかった。

→上勢頭屋取・下勢頭屋取のジムスを見よ。

建物

校長住宅。ガッコー敷地の東側に隣接していた。昭和 9(1934)

年にガッコーが増築されたときに一緒に作られた。

共同製糖小屋。屋号カーヌハタ (川 ヌ端):44の 北側にあった。最

初はハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)全体で使用し

ていたが、のちにクシグミが所有するようになった。

屋号タルージッチャク (樽勢理客)、 屋号カーヌハタ (川 ヌ端)、

屋号カマーチバナグヮー (蒲知花小)、 屋号クルマーチバナグヮー

(車知花小)、 屋号クシヌジッチャク (後 ヌ勢理客)、 屋号ユージ

(与儀)、 屋号ウシーアラグシク (牛新城)、 屋号クシヌタルージッ

コーチョージュータク

製糖小屋 に
サーターヤー
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≪聞取り調査風景≫

■御真影 :学校などに配布された

天皇皇后の写真。天皇皇后の分

身として、丁重に扱われていた。

■野里 :現在の嘉手納町域にあつ

た集落。野里馬場があった。

■千原屋取 :現在の嘉手納町域に

あった。エイサーが有名な集落

だった。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■十・十空襲 :昭 和 19(1945)

年 10月 10日 、南西諸島に対

して行なわれた米軍最初の大空

襲のこと。



チャク (後 ヌ樽勢理客)などで共同使用していた。

砂糖を作るときに燃やす薪は、桃原あたりの松を購入して馬で運

んできた。適当な長さに切って薪とした。

製糖時期の日雇の賃金は、女性の場合は一日30銭であった。

砂糖は60丁で600円 ぐらい稼げた。普通は20～ 30丁作っ

ていた。

サーターヤー

屋号サーターニー (砂糖根):31の敷地の南側にあった。

屋号サーターニー (砂糖根)、 屋号サーターニーグヮー (砂糖根

小)、 屋号タルーサーターニーグヮー (樽砂糖根小)、 屋号カミー

サーターニーグヮー (亀砂糖根小)、 屋号ニーファ (禰覇)、 屋号ニー

フアグヮーヌイリ (禰覇小ヌ西)などで共同使用していた。

サーターヤー

ミーヤーヌサーターヤーとも言う。屋号 ミーヤー (新屋):27の 南

西側にあった。

屋号 ミーヤー (新屋)、 屋号ヒラグヮーニー (坂小根)、 屋号イリ

ヌジッチャクグヮー (西 ヌ勢理客小)、 屋号ウガンニー (御願根)

などで共同使用していた。

広場 罐襲

クンディヌシーからアカミチーをはさんだ南側にあった広場。

昭和 7～ 8(1932～ 33)年頃まで、ウシオーラセーをしていた。

そんなに広くなかった。

サーターヤーモー

クシグミヌサーターヤーモーとも言う。青年たちが集まって、エ

イサーの練習をしていた。

15日 のウークイがすむと同時にみんな集まって来て、エイサー

に繰 り出した。深夜までエイサーのにぎわいが続き、演者も観衆も

忙しい一日だった。

エイサーは隣集落同士のイーセーであつた。今年、シチャシードゥ

ヤードゥイ (下勢頭屋取)や ウィーシードウヤードウイ (上勢頭屋

取)のエイサーがハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山上原屋取)に

来ると、来年はハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)か

らお返しをするイーシンケーシンという形をとった。ウィーシー

ドゥヤードゥイ (上勢頭屋取)、 シチャシードゥヤードゥイ (下勢

ウシモーグヮー
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■ウシオーラセー :闘牛。牛と牛

を闘わせる農村部の伝統的な娯

楽競技。ウシオーラシーとも言

つ。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■ウークイ:各家で祖霊を送る行

事。送り盆。



頭屋取)、 シナビ (砂辺)、 クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋取)、

千原屋取、野国などのエイサーが来ていた。ハンジャヌウィーヤー

ドゥイ (平安山ヌ上屋取)は カジマヤーに位置していたので、集落

をほとんどのエイサーが通って行った。他の集落のエイサーが入っ

てくるときには、集落の入口で舞って迎え入れた。女性たちはウサ

ンデーのゴボウ、昆布、豆腐などを休憩所になっている家に持って

行き、エイサーシンカをもてなした。ウケーメーも炊いた。エイ

サーシンカはナカュクイでごちそうを食べて冗気をつけ、集落内を

回ってから帰って行った。ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ

上屋取)のエイサーが別の集落に行っても同じようなもてなしを受

けた。

ムンチャリナー

屋号ウガンニー (御願根):18の敷地の南側にあった広場。ケン

ドーから屋号ウガンニー (御願根)の南側にある小道に入るところ

は幅が広 くなってお り、小さな広場になっていた。この隣近所の

家々が、穀物を干すムンチヤリナーとして利用していた。

マーイサーが置かれていた。
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■千原屋取 :現在の嘉手納町域に

あった。エイサーが有名な集落

だった。

■野国 :現在の嘉手納町域にあっ

た。県営鉄道嘉手納線の野国駅

があった。

■エイサー :旧暦 7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊 り、各家

を回る。

■カジマヤー :十字路。道が交差

するところ。

■ウサンデー :お さが り。供物を

さげたもの。

■エイサーシンカ :エ イサー仲間。

■ウケーメー :お かゆ。

■ナカユクイ :中 休み。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

≪聞取 り調査風景≫



平安山ヌ上屋取 集落の周辺 ■
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喜友名小屋取

チュンナーダヮーヤードゥイ



チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)

北谷町域北側一帯に広がっていた屋取集落。戸数は48軒で、そ

のうちカーラヤーは屋号ウシーアシンミ (牛安次嶺)と 屋号サン

ルーアシンミ (三良安次嶺)の 2軒だけであった。

集落はメーグミとクシグミの 2つ に組分けされる。クシグミは、

さらにアガリグミとイリグミに分けられた。話者によると、この組

分けの由来は、あるトゥシヌユルーに3軒の葬式があつたことから

始まったと言 う。一度に 3軒の手伝いをするのは大変であるため

に、メーグミ、アガ リグミ、イリグミの 3つ に組分けするように

なったと言う。

チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)はハンジャヌウィー

ヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)と ともに、字浜川に属していた。学

事奨励会も一緒に行なっていた。

主業は農業で、芋やサ トウキビを作っていた。また、柑橘類の一

種であるオートーやカーブチャーなどが、各家に 10本ぐらいあり、

その実を買いに来る人がいた。サ トウキビと同じく、換金作物の 1

つとなつていた。また、それらの本々は屋敷囲いの意味もあった。

集落内の馬はメーグミー9頭、アガリグミー2頭、イリグミー4頭

の計 15頭であった。畑が少なかつたため、耕すために使う牛馬を

飼う必要がなく、堆肥も必要なかった。そのため、家畜の数はそれ

ほど多 くなかった。食肉用としては、牛がメーグミ ー9頭、イリグ

ミ ー5頭 の計 14頭であった。豚は各家で飼われていた。屋号ウ

シーアシンミ (牛安次嶺)は 闘牛用のクティ牛を飼っていた。集落

内では 1軒だけで、久米島まで買い付けに行ったと言う。

自転車を所有している家は、屋号メーイトゥムラ (前糸村)、 屋

号カナーイトゥムラ (加那糸村)、 屋号アガリイトゥムラグヮー (東

糸村小)の 3軒だった。

屋号ウシーアシンミ (牛安次嶺)と屋号サンルーアシンミ (三良

安次嶺)の 2軒には畳があった。

サーターヤーが 6か所あった。サーターグルマを回すために馬

を使つており、その馬を追うのは子どもの仕事であった。サーター

ヤーの借 り賃は、薪を燃やした後の灰であった。この灰は堆肥に良

いため、ちゃんと管理されていた。できあがった砂糖は、那覇の

通堂まで馬車で運んでいた。馬車はメーグミ…7台、アガリグミー1

台、イリグミ…2台 の計 10台あった。1台に 8～ 10丁ほど積むこ

とができた。砂糖 1丁 (120斤)の値段は、特等 01等は 12円

以上で、あまり質の良 くないものは 5円であった。

集落内の 4か所にユシミヌカドゥという拝所があったらしいが、

その場所ははつきりわからない。現在は、成人病検診センター沿い

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■トゥシヌユルー :大晦日の夜。

■学事奨励会 :学童の勉強を励ま

す会。

■クティ牛 :雄牛。

■サーターヤー :製糖小屋。

■サーターグルマ :サ トウキビを

圧搾する装置。
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≪間取 り調査風景≫



の道を北方向へ進み、県営砂辺団地 (15号棟)の道向かいに合祀

所を作 り、「ゆしみぬ神」として「ゆがふの神」と「うぶ井戸」と

ともに祀られている。

チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)所有のガンやガン

ヤーはなかった。そのため、シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋

取)のガンをお金を払って借 りていた。ガンは 4人で肩に担いで運

び、道具入れを持つ人が 1人付き添う。その 5人は、葬式の終わっ

た晩に、板を組で くくりつけた竹を持って、マブヤーワカシを行

なった。「ウネウネウネ。クマクマクマ。アネアネアネ。」と唱え

る。まな板・包丁・つき臼を置き、その回りを回ってから蹴飛ばし、

喪家から500mほ ど走った。戻ってきてから、葬式のときに使っ

た花輪などを門の前で燃やした。戦後、チュンナーグヮーヤードゥ

イ (喜友名小屋取)の ガンを作ったが、火葬になったためにガンを

使うことはなくなった。

マーイサーが、屋号カミーヒジャグヮー (亀比嘉小):29の カジマ

ヤーのところに4個 ぐらい置いてあった。大きいものは 150斤

(90kg)、 小さいものは30斤 (18kg)ぐ らいの重さであっ

た。

【集落で行なわれる主な年中行事】

● 旧暦2月 2～ 3日 <ニングヮチヤー>:大きい家を借り、40歳

以下のニーセーター、40歳以上のタンメーというふうに2か所に

分かれ、各家庭から豆腐、肉、ジューシーメーなどのごちそうを持

ち寄って食べた。男性のみで行なわれていた。

● 旧暦7月 <盆 >:エ イサーを行なう。

集落域は米軍に接収 され、現在も嘉手納基地内である。そのた

め、人々は他集落へ分散して暮らしている。しかし、郷友会を中心

としてエングヮチヤーなどの集まりは続けられており、親睦を深め

ている。
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≪聞取 り調査風景≫

≪合祀所≫

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガンヤー :亀を納めておく小屋。

■マブヤーワカシ :死者が迷わず

に彼岸に行けるように祈願を捧

げる行事。

■北谷町では昭和 28(1953)年
に沖縄市の火葬場を使用するよ

うになり、従来の風葬から火葬

へと移行した。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い丸い石。

青年たちが力試しをする。

■カジマヤー :十字路。道が交差

するところ。

■ニングヮチヤー :旧暦2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ニーセーター :若者の組。

■タンメー :年寄りの組。

■ジューシーメー :炊き込みご飯。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。



サータ…ヤー

トーヌカー

ン ユ

…ヤー

サーターヤ…

サ ー ―ヤー

ハーイジー

メーヌ トー

メーストーヌクムイ

G

喜友名小屋取 屋号地図

クマジャク

クシムイ

θ
クシムイグヮーヌモー

トー

フナウクイ サーターヤ

ハ

++++ト

喜友名小屋取の家の配置 (数字は屋号番号)

鉄道

覇国圏国圃朦 7可川  (小さい文字は他の集落の呼び名)

週卸客  (小 さい文字は他の集落の呼び名)

緑の文字 地域の名称 (小 さい文字は他の集落の呼び名)
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メ ー

日
ュ

立
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チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)

前組。集落の組分けの 1つ。集落はメーグミとクシグミの 2つ

に組分けされる。メーグミは 17軒だった。

クシグミ

後組。集落の組分けの 1つ。集落はメーグミとクシグミの 2つ

に組分けされる。クシグミは31軒だった。さらにクシグミは、ア

ガリグミとイリグミに分けられた。

アガリグミ

東組。集落の組分けの1つ。クシグミの中で東側の 13軒をア

ガリグミと言う。

イリグミ

西組。集落の組分けの 1つ。クシグミの中で西側の 18軒をイ

リグミと言う。

河 川

集落の南側を流れていた川。しかし、いつも水があるわけではな

く、雨が降ったときだけ流れができた。

ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の人たちはクシ

ントーと言う。

現在は嘉手納基地内であるが、地形は残つている。

→平安山ヌ上屋取のクシントーを見よ。

クシヌトー

クマジャクとも言う。集落の北側、野里の境界あたりを東から西

へと流れていた川。しかし、いつも水があるわけではなく、天気の

良い日には流れはなかった。雨が降つたときには道にまで水があ

ふれるほどだつた。そのため、子どもが流されて亡 くなるという水

難事故があり、その事故の後からは、雨が降ると迎えが くるまで子

どもたちを学校から帰さなかった。

戦前、チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)と野里の境

界あたりは大きな松が生い茂 り、家もな く、怖い場所だった。ゥ

ワーグヮーマジムンやアヒラーマジムンが出ると言われていた。

メーヌトー
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≪聞取 り調査風景≫

≪メーヌトー≫

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■野里 :現在の嘉手納町域にあっ

た集落。野里馬場があった。

■ウワーグヮーマジムン :豚のお

化け。

■アヒラーマジムン :ア ヒルのお

化 け 。



話者によれば、昼間は繁った松の下が休憩所として良かったと言

う。2～ 3名 で抱えるほどの大きな松があったが、その松は戦争の

ときに日本軍が切って防空壕作 りに使ったらしい。

県道

県道。道の両側に松が生えていたが、戦争時に日本軍が切って
ぼう

防

空壕作 りに使ったらしい。

チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)か ら嘉手納までは、

ケンドーを歩いて 1時間ぐらいかかつた。

ガッコーヘの通学路として利用していた。

馬車道

馬車道。屋号ミチバタイシチャーグヮー (道端石川小):14か ら屋

号イシチヤーグヮー (石川小):45の前を通って、シチャシードゥヤー

ドゥイ (下勢頭屋取)へ行 く道。小さい馬車道だつたので、馬車の

すれ違いはできなかった。

バシャミチ

馬車道。屋号カジマヤーアシンミグヮー (カ ジマヤー安次嶺小):

12か ら屋号アガリイトゥムラグヮー (東糸村小):3の前を通る道。小

さい馬車道だつたので、馬車のすれ違いはできなかった。

集落の南側にあった岩山の 1つ。ウカマジーの南側には、防空壕

のようなほら穴があった。幅 2間 (3.6m)、 奥行き 10間 (18m)
ほどの大きさだった。

話者によれば、昭和 2(1927)年 頃まではウカマジーには昔の人

の骨があったが、教材にするためなのか、沖縄中の小 。中学校が

取っていって、いつの間にか全部なくなっていたと言う。

現在は嘉手納基地内であるが、戦前に日本軍によって作られた砲

台の跡が残されている。

ハーイジー

集落の南側にあった岩山の 1つ。ハーイのように
とが

尖っていた。

ケンドー

シヾ ミチ

岩 山

ウカマ
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■ハーイ:針。

≪聞取 り調査風景≫

≪ウカマジー≫

≪ウカマジー≫

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。



フナウクイモー

丘 選甕

屋号 ミチバタイシチャーグヮー (道端石川小):14の北側で、ケン

ドーのすぐ側にあった。とてもきれいなモーグヮーだった。そこ

からは海が見えるので、船が出るときには、チジングヮーを打ち、

ダンジュカリユシで見送つていた。しかし、フナウクイは昭和 19

(1944)年からは禁止されていた。

クシムイ

チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)と 野里の

りで、クシヌトーよりも北側にあった。

きょうかい

境界あた

池沼 ●

チュンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)と シチャシードゥ

ヤードゥイ (下勢頭屋取)の境界にあったクムイ。屋号イシチャー

グヮー (石川小):45の近 くで、シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭

屋取)へ行 く道のすぐ側にあった。クムイの形は丸 く、直径 4～ 5

間 (7。 2～ 9m)、 深さは lm50cmぐ らいだつた。

グシチングムイから泥を出して、いたずらをすることもあつた。

結婚式の前夜にコーガーキーした遊び仲間が、豆腐や天ぶらなどの

ごちそうをもらいにやってきたとき、ちゃんとしたごちそうを渡せ

ば問題はないが、コーレー (唐辛子)を仕込んだものを渡すと、次

の日にグシチングムイから出した泥を、通 り道に盛られた。話者は

3回ほど、そんないたずらをしたことがあると言う。

メーヌトーヌクムイ

メーヌトーの流れの途中にあったクムイ。ケンドーの側にあっ

た。水が溜まっていたので、そこで馬に水浴びをさせていた。

カーヌトーとも言う。屋号カナークジャ (加那古謝):18の 西側に

あった共同井戸。深さは 6尋 (9m)ぐ らいあり、タグイガーだつ

た。

旧暦 2月 3日 のエングヮチャーと旧暦 12月 24日 のウガンブ

トウチのときに拝んでいた。

シチングムイ

戸掘井
ノ
磁
ド
ヽ

トーヌカー
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■モーグヮー :原野。野原。原っ

ぱ 。

■チジングヮー :つ づみ (鼓 )。

■ダンジュカリユシ :船出の祝い

歌。身内のものが旅をするとき、

一族が集落の広場あるいは高台

に集まって航海の無事を祈願し、

これを歌った。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■野里 :現在の嘉手納町域にあっ

た集落。野里馬場があった。

■クムイ :池。沼。

■コーガーキー :ほ おかむり。

■クムイ:池。沼。

■タグイガー :つ るべをたぐって

水を汲む井戸。

■ニングヮチャー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ウガンブトゥチ :神仏にかけた

願を解くこと。



学校 1
ガッコー

「肩
~~肩

医ヨ
こう さ             か

メーヌトーとケンドーが交差するところに架かる橋。

北谷国 ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)

にあつたので、ハンジャヌウィーガッコーとも百う。

ケンドーを利用していた。
いし ぶ たい

戦時中、日本軍の石部隊が
ちゅうりゅう

駐留していた。そのため、生徒たちは

サーターヤーに集まって勉強していた。

共同製糖小屋。集落に 6か所あったうちの 1つ。屋号ジルーア

シンミ (次郎安次嶺):8の南側にあつたサーターヤーである。

屋号ジルーアシンミ (次郎安次嶺)、 屋号アガリイトゥムラグヮー

(東糸村小)、 屋号ジラーアシンミグヮー (次良安次嶺小)、 屋号シ

ターアシンミグヮー (思太安次嶺小)、 屋号コーフーアシンミグヮー

(工夫安次嶺小)、 屋号カナーイトゥムラ (加那糸村)の 6軒で共

同使用していた。

地主への借 り賃は、砂糖を作るときに燃やした薪の灰であつた。

灰は堆肥となるため、きちんと管理されていた。

サーターヤー

製糖小屋。集落に6か所あったうちの 1つ。屋号サンルーアシ

ンミ (三良安次嶺):loの 南側にあったサーターヤーである。個人所

有だった。

サーターヤー

製糖小屋。集落に6か所あったうちの 1つ。屋号タルーヒジャ

グヮー (樽比嘉小):31の 南側にあったサーターヤーである。個人所

有だった。

サーターヤー

共同製糖小屋。集落に6か所あったうちの 1つ。屋号ウシーア

シンミ (牛安次嶺):38の南側にあったサーターヤーである。

屋号ウシーアシンミ (牛安次嶺)、 屋号カミーアシンミグヮー (亀

安次嶺小)などで共同使用していた。

つうがく

通学には主に

製糖小屋 魔
サーターヤー
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■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し、

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校
へと変わった。

■石部隊 :第 62師団独立歩兵第

12大隊の通称。

≪聞取 り調査風景≫

≪現地調査・嘉手納基地内≫



いし ぶ たい  ちゅうりゅう

戦時中、ガッコーに石部隊が駐留するようになってからは生徒た

ちはこのサーターヤーに集まって勉強していた。

サーターヤー

製糖小屋。集落に 6か所あったうちの 1つ。屋号クブヌワカサ

マチ (ク ブヌ若狭町):35の 東側にあったサーターヤーである。個人

所有だった。

サーターヤー

製糖小屋。集落に 6か所あったうちの 1つ。屋号 ミーヤーワカ

サマチグヮー (新屋若狭町小):23の 北側にあったサーターヤーであ

る。個人所有であった。

採石場

2か所あったうちの 1つ。ケンドーの近 くにあった。

16名で担ぐほどの大きな石が採れ、墓石やフールの囲いなどに

使われていた。小さな石などはケンドーの修復に使われた。

イシアナー

2か所あったうちの 1つ。ウカマジーの西南側にあった。

メーグミの拝所。屋号ヤマーハマガージー (山浜川地):17の とこ

ろにあった。ニングヮチヤーのときに拝んでいた。

現在は、成人病検診センター沿いの道を北方向へ進み、県営砂辺

団地 (15号棟)の 道向かいに合祀所を作 り、「ゆがふの神」とし

て「ゆしみぬ神」と「うぶ井戸」とともに祀られている。

ビジュル

アガリグミとイリグミの拝所。屋号サンルーアシンミ (三良安次

嶺):loの北側にあった。ニングヮチャーのときに拝んでいた。

現在は、合祀所に祀られている。

広場 轟彗

50坪ぐらいの小さいモーグヮーだった。特にいい景色でもなかっ

たので、そこで行事をしたり、集まるということなどはなかった。

シアナー

拝所

ジュノ

クシムイグヮーヌモー
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■石部隊 :第 62師団独立歩兵第

12大隊の通称。

≪現地調査 0嘉手納基地内≫

■フール :便所。石で囲んだもの

で、中に豚を飼い、糞は豚の飼

料となった。

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

≪ゆがふの神の碑≫

■モーグヮー :原野。野原。原っ

ぱ 。
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カジマヤー (97歳の祝い)
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砂辺ヌ前屋取

シナビヌメーヤールイ



シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)

北谷町域西側、東シナ海に面した屋取集落。戸数は 29軒で、そ

のうちカーラヤーは、屋号カーニー (川根)、 屋号ウフヤートゥキ

シグヮー (大屋渡慶次小)、 屋号ウフヤーカリカルグヮー (大屋嘉

手苅小)、 屋号ナカドゥマイ (仲 泊)の 4軒だった。また、半分だ

け瓦ぶきという屋号カミーチシャバ (亀喜舎場)も あった。

屋敷囲いにはガジマル、フクギ、ユーナ (オ オハマボウ)な どを

利用することが多かった。

集落は 2つ に組分けされる。東側のテツドー寄りの 15軒をイー

ヤールイと言い、西側の海岸寄 りの 14軒をシチャヤールイと言っ

た。

首里の士族に連なる家が多いが、国頭の屋古から移住してきた家

もあった。

主業は農業で、主に芋やサトウキビなどを作っていた。屋号マカ

ルートゥキシグヮー (真苅渡慶次小)と 屋号ヤマートゥキシグヮー

(山渡慶次小)の 2軒が漁業を営んでいた。

馬車を所有 していたのは、屋号カーニー (川 根)、 屋号チャン

グヮー (喜屋武小)、 屋号ウフヤートゥキシグヮー (大屋渡慶次小)

の 3軒であった。

シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)の ムラガーは、イーヌカー

とサーターヤーヌカーの 2か所だったが、飲み水として利用してい

たのはイーヌカ…だけであった。個人のカーは、イーヤールイに 5

軒、シチャヤールイに 9軒 の計 14軒あつた。シチャヤールイの

カーは浅 く、2尋 (3m)ぐ らいの深さしかなかった。潮が混ざる

ので、海の近 くにはカーはなかった。戦後しばらくは水道がなかっ

たが、外人住宅が造られるようになつてからは米軍が水道を引いた。

サーターヤーは 1か所のみで、屋号カーニー (川根):14の 東側に

あった。5軒で共同使用していた。その他の人たちは嘉手納の製糖

工場へ出荷していた。

拝所はイーヌカーとビジュルの 2か所であった。どちらもニン

グヮチヤーのときに拝む場所であった。現在はイーヌカー、サーター

ヤーヌカ…、個人井戸の 3つ を祀った合祀所がある。また、その隣

にはビジュルの祠もある。

マーイサーは 100斤 (60kg)の ものが 2つ あった。屋号ウ

フヤートゥキシグヮー (大屋渡慶次小):9の前の道と、屋号ウフヤー

カリカルグヮー (大屋嘉手苅小):loの側にあった。

【集落で行なう主な年中行事】

●旧暦2月 2～ 4日 <ニングワチヤー (ク シユクワーシー)>:豊
さく き がん                                                    おが

作祈願の祭 り。イーヌカー、サーターヤーヌカー、ビジュルを拝

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

≪聞取り調査風景≫

■ムラガー :集落の共同井戸。

■カー :井戸。

■サーターヤー :製糖小屋。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。
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む。3日 間仕事を休んで、屋号ウフヤーカリカルグヮー (大屋嘉手苅

小):loや屋号ウフヤートゥキシグヮー (大屋渡慶次小):9の よう

な大きな家を借 りてヤードゥとし、そこに集まって遊んだ。ソーミ

ンチャンプルー、ジューシー、豆腐などのごちそうを作 り、1日 目

と2日 目は夜通し遊んだ。そして、3日 目にサンミンワックヮシと

いって、諸経費を計算し、各家割りにした。昭和 12～ 13(1937～

38)年頃まで、ニングヮチヤーを行なつており、シナビヌメーヤー

ルイ (砂辺ヌ前屋取)集落全体として一番大きい行事だった。

●旧暦 7月 13～ 15日 <エ イサー>:15日 のウークイが終わっ

た後にエイサーを行なった。シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋

取)の アヤグは千原エイサーと同じだった。一番強い者が先頭に

立った。他集落のエイサーとかち合 うと、弱い者が強い者に道を

譲っていた。昔、サキガーミは酒を入れるものではなく、武器を入

れるものだつたと言 う。エイサーは大正時代まではあったようだ

が、昭和時代には絶えてしまっていた。

集落域には、住宅地が広がっている。また、海のすぐ

だったが、現在は埋め立てられ、宮城区となっている。

そば

側の集落
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■ヤードゥ :一時的に集会所にあ

てられる家。

■ソーミンチヤンプルー :そ うめ

ん炒め。

■ジューシー :炊き込みご飯。

■ニングヮチャー :旧暦2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ウークイ:各家で祖霊を送る行

事。送り盆。

■エイサー :旧暦7月 の盆の夜に

行なわれる行事。各集落の青年

たちが行列をなして踊り、各家

を回る。

■アヤグ :明治時代にできた踊り。

宮古民謡調のリズムで、男女が

集団で踊る。

■千原エイサー :現在の嘉手納町

域にあった千原屋取のこと。エ

イサーが有名な集落だった。

■サキガーミ:酒甕。

≪聞取り調査風景≫

≪合祀所≫
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イーヤールイ

日
巳

，
Ｔ

シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)

上屋取。集落の組分けの 1つ。イーヤールイグヮーとも言 う。

集落はイーヤールイとシチャヤールイの 2つ に分けられ、イーヤー

ルイはガッコーミチのヒラグヮーから鉄道寄 りにある、東側の 15

軒を言う。

イーヤールイの方が、シチャヤールイより、やや高いところに位

置していた。土質は主にマージだった。

シチャヤールイ

下屋取。集落の組分けの 1つ。集落はイーヤールイとシチャヤー

ルイの 2つ に分けられ、シチャヤールイはガッコーミチのヒラ

グヮーから海岸寄 りにある西側の 14軒を言う。

土質は主に砂地だったが、海岸沿いは岩が多 く砂浜ではなかった。

河 川

集落の北側を東西に流れていた浅い川。キシャミチとガッコー

ミチが交差するあたりから、集落の中心を走る道の北側沿いを流

れ、ウフドーミチとの十字路あたり、屋号シナビグヮー (砂辺小):17

の後ろで北側の畑に流れ込んでいた。子どもの胸のあたりぐらいの

深さだった。普段は涸れていて、雨が降ったときだけ水が流れた。

ノーリグヮー

集落の北方向を東西に流れていた川。シナビヌメーヤールイ (砂

辺ヌ前屋取)と シナビ (砂辺)の境界あたりを流れていた。普段は

溜め池のように水が溜まっているだけで、雨が降ったときだけ流れ

になっていた。名前の由来は不明。

流れの中に、すり鉢状になったノーリグヮーグムイがあった。

′」ヽハル名

屋号タルートゥキシグヮー (樽渡慶次小):4の北側あたり、ガッ

コーミチから南側の土地を言う。
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ンジュ

ヌンド ル チ

■鉄道 :沖縄県営鉄道嘉手納線。

■マージ :赤土質の土壌。マージ

でできた芋は小さいが美味しい。

■ヒラグヮー :坂道。

≪聞取 り調査風景≫



ガッコーミチ

郡道

学校道。集落内の中心を東西 に走 る道を言 う。海辺の屋号 タ

ケーシグヮー (高江洲小):11か ら屋号イリー (伊礼):22の前を通

り、ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の ナカミチヘ

と続き、学校に至る道。

→平安山ヌ上屋取のナカミチを見よ。

村道

ノーリグヮーのあたりから、屋号チャン (喜屋武):29や屋号サン

ラーカリカルグヮー (三良嘉手苅小):20の 前を通 り、鉄道までの道

を言う。鉄道から東側はハンジャヌウィーミチと言う。

→平安山ヌ上屋取のハンジャヌウィーミチを見よ。

坂道

ガッコーミチの一部、イーヤールイとシチャヤールイの境界あた

りの坂。海に向かい、屋号ナーカカリカルグヮー(中嘉手苅小 ):18

を通 りすぎるあたりから屋号カーニー (川根):14の 前までが 10m
ほどの長さのゆるやかな坂道になっていた。途中からふたまたに

分かれていた。

鉄道

か で な

軽便鉄道。県営鉄道嘉手納線のことを言う。汽車に乗るときに

は平安山駅を利用していた。話者によると、お金がなかったので、

仕事や買い物で嘉手納まで行 くときには線路沿いに歩いて行 くこ

とが多く、たまにしか利用しなかったと言う。話者の 1人は、祖父
な  は

に連れられて那覇まで行くときに2回ほど乗ったことがあると言う。

屋号マカルートゥキシグヮー (真苅渡慶次小):1の先にある岩。

シーに上る階段が 3段ほどあった。シーは保安林で覆われ、護岸の

あるところはモクマオー (ト キワギョリュウ)が植えられていた。

イノーが大きく、 1日 暦 6～ 8月 頃のスクが寄る時期には集落のみん

なで、エンダーでスク捕 りをした。モクマオーの護岸あたりなどの

高い所から、スクがやつて来るのがよく見えた。

ウフドーミチ

ヒラ ワ
~

岩 山

ムイヌシーマチ ワ
~
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■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し、

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校
へと変わった。

■鉄道 :沖縄県営鉄道 嘉手納線

≪聞取 り調査風景≫

■沖縄県営鉄道 嘉手納線 :嘉手

納・野国 0平安山・桑江・北谷・

大山・真志喜・大謝名・牧港・

城間・内間・安里・与儀・古波

蔵・那覇の 15駅があった。

■シー :岩山。

■イノー :礁池。

■スク :ア イゴの幼魚。

■エンダー :魚具の一種。



戦時中は護岸沿いに、シナビ (砂辺)の トーンナトゥのシーから

マチグムイヌシーグ ヮーまで、幅 2mぐ らいの道を掘っていた。弾

薬を運んだりするための道だった。また、岩と岩の間に機関銃を設

置してた。松の本を切 り、とがらせてから海に向けて設置し、敵が

来るのを阻むようにしていた。

→砂辺のトーンナトゥを見よ。

海岸から少し上がつたところで、オータチヤーの西側のハルミチ

の側にあったガマ。名前の由来は不明。ガマの入回は大きく、のぞ

くと水が見え、石を投げ込むと水音がした。話者によると、中には

塩水が溜まっていたようなので、海とつながっていたのではないか

と言う。危ないからと、子どもたちは親にガマヘ行 くことを禁じら

れていた。

ガマの上はシーグヮーで、見晴らしが良く、木々はあまり生えて

いなかった。

シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)に は漁業を営む家が 2軒

あり、海岸沿いは網を干すのに良い場所であった。

現在は住宅になっているため、正確な場所はわからない。

→浜川のオータチャーヌシーを見よ。

ガマ
そば  とお

ボージャージーの側を通るウフドーミチの真下にあったガマ。

雨が降ったときに雨宿 りする場所として利用していた。
ぼうくうごう

戦時中は防空壕として使用され、10名以上の人たちが入ること

ができた。

→浜川のボージャージーを見よ。

池沼 ●

ノーリグ ヮーの中にあるクムイ。シチャヤールイを通って、シナ

ビ (砂辺)に至る道があつた。その道とノーリグ ヮーが交差するあ

たりに年中水が溜まっていた。話者によると、すり鉢状になってお

り、正確な深さはわからないが、一番深いところはかなりの深さが

あったと言う。子どもたちが泳いで遊んだり、馬に水浴びをさせた

りしていた。
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洞窟

ウシックヮー マ

ノーリ ム イワ
‐…

■シー :岩山。

■ハルミチ :農道。畑の中の道。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■シーグヮー :岩。

≪聞取り調査風景≫

■クムイ :池。沼。



ム イマ

礁池 ●

屋号マカルートゥキシグヮー (真苅渡慶次小):1の 先にある岩か

ら10mぐ らい行った海の中にあった。大きいイノーだつた。

日本軍が手相弾を投げて魚を捕つたり、水浴びをしたりしていた。

共同井戸。2か所あったうちの 1つ。屋号クシヌアラグシク (後

ヌ新城):27の西側角に位置しており、深さ9尋 (13.5m)ぐ ら

いのクルマガーだった。飲み水として利用するのはこのイーヌカー

だけなので、集落の人たちみんなで使っていた。

拝所でもあり、 1日 暦 2月 2日 のエングヮチャーのときに拝んだ。

現在は住宅が建っているため、正確な場所はわからない。合祀所

が作られ、サーターヤーヌカー、個人井戸とともに祀られている。

サーターヤーヌカー

共同井戸。サーターヤーの東側にあった。サーターヤーで使う水

を汲むところだつた。水は少なく、製糖時期にしか使わなかった。

合祀所が作られ、イーヌカー、個人井戸とともに祀られている。

共同製糖小屋。屋号カーニー (川根):14の東側の広場にあった。

150坪ぐらいの広さがあった。屋号カーニー (川根)、 屋号ウフ

ヤーカリカルグヮー (大屋嘉手苅小)、 屋号ウフヤートゥキシグヮー

(大屋渡慶次小)、 屋号チャングヮー (喜屋武小)、 屋号シマブク

グヮー (島袋小)の 5軒で共同利用していた。

その他、ほとんどの家は嘉手納製糖工場へ出荷していた。工場か

ら馬車を借 りてサトウキビを運んでいた。

屋号ナーカカリカルグヮー (中嘉手苅小):18の西側の畑にあり、

後ろのハルミチに近い場所にあった。

旧暦 2月 2日 のエングヮチヤーのときに拝んでいた。

1960年 代に、ビジュル、サーターヤーヌカ…、イーヌカー、

個人井戸を合祀した。現在も、 1日 暦 2月 2日 のエングワチヤーのと

きに豊作祈願、健康祈願をしている。
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掘井戸 1
イーヌカー

製糖小屋 竃
サーターヤー

拝所

ジュノ

≪聞取り調査風景≫

■クルマガー :滑車につるべ縄を

かけて水を汲む井戸。

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

≪合祀所≫

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。

■ハルミチ :農道。畑の中の道。

≪ビジュル≫



砂辺ヌ前屋取 集落の周辺

砂辺ヌ前屋取の組分け

ロイーヤールイ
ロシチャヤールイ

319



砂辺

シナビ



シナビ (砂辺)

北谷町域北端の海岸沿いに広がった集落。戸数は 105軒で、そ

のうちカーラヤーは 9軒だった。景色の良いンマイーやアシビなど

で有名な集落であった。

集落は屋号アガリジョー (東門):49か ら屋号クシヌチカジヤン

(後 ヌ津嘉山):56の 前を通る道を境にして、南側がメンダカリ、北

側がイリンダカリの 2つ に組分けされる。さらに、メンダカリは

メーチンジュとメーナカチンジュに、イリンダカリはイリナカチン

ジュとイリチンジュに分けられていた。

集落の成立は古 く、『琉球国由来記』に名前がある。もともとは知

念村 。玉城村からながれてきたと言い伝えられている。

主業は農業で、芋やサ トウキビを作つていた。その他、ユリ (百

合)の栽培も一時期行なわれていた。海に近いが、それぞれの家庭

でイジャイをするぐらいで、船を持つている家はなく、漁師もいな

かつた。しかし、グングヮチャーのときは、千原屋取から船を借 り

て船遊びをした。商店が、屋号ガジマルシチャ (ガ ジマル下):5、

屋号リンドーグヮー (林堂小):74、 屋号チチンミグヮー (月 見小):6、

屋号ウイーヌインガー (上 ヌ犬川):60、 屋号ニシイリーグヮー (西

伊礼小):75の 5軒あった。屋号ガジマルシチャ (ガ ジマル下)は、日

用品を扱 う雑貨店でシナビ (砂辺)では一番大きな店だった。酒、

そうめん、カチューグヮー、アミグヮー、メリケン粉、石油などを

売っていた。屋号ニシイリーグワー (西伊礼小)では酒だけを売っ

ていた。塩や煙草は専売制で、シナビ (砂辺)に は売つている店は

なかつた。ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)に は

あった。

サーターヤーが 3か所あつた。イリチンジュのサーターヤーは屋

号カマーチエングヮー (蒲知念小):99の東側、イリナカチンジュの

サーターヤーは屋号メーヌチャングヮー (前 ヌ喜屋武小):64の 南側、

メーチンジュとメーナカチンジュのサーターヤーは屋号 メン

ティーラ (前照屋):17の 北側にあった。嘉手納製糖工場へ出荷する

こともあり、そのときは人が担いで徒歩で運ぶか、馬車で運んでい

た。

マーイサーは、ンマイーとナカミチの側にあった。ナカミチのほ

うのマーイサーは、綱引きのカヌチを抜 くところの道路脇に置かれ

ていた。小さいのが 40斤 (24kg)で 、大きいのは90斤 (54
kg)ぐ らいあつた。小さいマーイサーは寄附され、現在、町立浜

川小学校にある。

カーシヌボントンの北側、ケンドーの側にマカヤ (チ ガヤ)やゲー

ン (ス スキ)が た くさん生えている場所があった。ガイモーと言

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■アシビ :歌・三味線 0踊 りなど

を楽しむこと。また、村芝居・

祭 りなど、仕事を休んで行なう

演芸・娯楽。

■『琉球国由来記』:琉球国の地誌。

全 21巻。

■イジャイ :い さり。火を使 う、

夜の漁。

■グングヮチャー :旧暦 5月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■千原屋取 :現在の嘉手納町域に

あった。エイサーが有名な集落

だった。

■カチューグヮー :か つおぶし。

■アミグヮー :飴玉。

■メリケン粉 :小麦粉。

■サーターヤー :製糖小屋。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

■カヌチを抜くところ :綱 引きの

ときに、雄綱と雌綱のつなぎ目

に棒を通す場所。綱引きの中央。

■ガイモー :屋根を葺 くのに使 う

茅を生やしていた野原。
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う。竹などを杭のように打ち、持ち主がいることを知らせた。現在

は村有地となっているところが多い。カヤ (茅)は クェーガヤーと

言って、家畜小屋に敷き、その後、畑の堆肥を作るのに使った。屋

根を葺 くためのカヤ (茅)は、昭和年代からは他集落からヤンバル

ダキガヤ (リ ュウキュウチク)やマカヤ (チ ガヤ)を買い入れて使

うようになっていたので、シナビ (砂辺)集落内のガイモーのカヤ

(茅)は あまり使われなくなっていた。

集落から外に出るときは、主に徒歩だった。テツドーを使うのは

ムンチューのシーミーや出兵の見送 りをするために那覇に行 くと

き くらいだつた。平安山駅から那覇までは38銭だった。学生割

引では 4か月分の定期が 11円 で買えた。他の乗 り物には路線バ

スがあり、那覇から名護までのケンドーを運行していた。しかし、

普通はバスに乗ることもあまりなかつた。話者の 1人は、昭和 16

(1941)年頃に大宜味村田港の澱粉工場建設作業のために、ハンジャ

ヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)か らバスに乗って、名護に

行った経験があると言う。芝居を見るときも、嘉手納の劇場へ徒歩

で出かけていたと言う。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 8月 9日 <カ ンカー>:牛の内臓に火を通したものを供えて

祈願を行なう。岩か木などに牛をつるしあげ、眉間をユーチで割っ

て屠殺した。屠殺する場所は決まっているわけではな く、アガ リ

ジョーモーグヮー、ウシモー、浜などで行なわれた。祈願が終わる

と、供えものをユーナ (オオハマボウ)の葉に入れてみんなで食べた。

肉はチュマジンといつて、2～ 3斤 (1.2～ 1。 8kg)ぐ らいずつ

小分けにして、各家庭に割 り当てた。骨は集落の入口であるアシビ

ナーの前の通 りと、出口である屋号 ミードゥンチ (新殿内):103を

過ぎたあたりのガジマルやウガンジュに立てかけるなどして魔よ

けとした。

●旧暦 8月 15～ 17日 <ム ラアシビ>:8月 15日 はンマイーで

前座として、獅子舞や「長者の大主」といった決まった演目を行なっ

た。16～ 17日 にアシビナーで行なうのが本番で、組踊 りや芝居

などの演劇や、アヤグや夕千鳥といった舞踊など、さまざまな演目

を行なった。芝居は 3日 間という取 り決めだったが、少しづつ日延

べして、1か月近 くやることもあった。

集落域は米軍に接収されていたが、昭和 29(1954)年 に戻るこ

とができた。アシビで有名だった集落だけあって、現在も「砂辺ぬ

浜まつり&十五夜あしび」を開催し、にぎやかである。
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≪砂辺ぬ浜まつり&十五夜あしび≫

■クェーガヤー :堆肥用の茅。

■ムンチュー :門 中。父系血縁に

よる一族。主に祖先祭祀を行な

う集団。

■シーミー :清明祭。 1日暦 3月 に

行なう祖先供養の行事。

■新垣平尾バス :戦前の乗合自動

車。那覇～名護間を運行。

■カンカー :集落に悪疫が入つて

くるのを防ぐための行事。

■ユーチ :小型のおの。手おの。

■ウガンジュ :拝所。

■ムラアシビ :歌 0三味線・踊り

などを楽しむこと。また、村芝

居、祭りなど、仕事を休んで行

なう演芸・娯楽。

■長者の大主 :集落の行事のなか

で演じられる祝儀舞踊。

■組踊り:沖縄独特の伝統楽劇。

■アヤグ :明治時代にできた踊り。

宮古民謡調のリズムで、男女が

集団で踊る。

■夕千鳥 :昭和初期にシナビ (砂

辺)に伝えられた群舞。男女と

千鳥役の全 12人で踊る。
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メーチンジュ

シナビ (砂辺)

集落の組分けの1つ。集落の一番南側の28軒を言う。綱引き

のときにはメーナカチンジュとともに、メンダカリに含まれた。

メーナカチンジュ

集落の組分けの1つ。メーチンジュとイリナカチンジュの間に

ある20軒を言う。綱引きのときにはメーチンジュとともに、メン

ダカリに含まれた。

イリナカチンジュ
あいだ

集落の組分けの 1つ。イリチンジュとメーナカチンジュの間に

ある24軒を言う。綱引きのときにはイリチンジュとともに、イリ

ンダカリに含まれた。

イリチンジュ

集落の組分けの 1つ。集落の一番北側の33軒を言 う。綱引き

のときにはイリナカチンジュとともに、イリンダカリに含まれた。

村渠

前村渠。集落の組分けの 1つ。屋号アガリジョー (東門):49か ら

屋号クシヌチカジャン (後 ヌ津嘉山):56の 前を通る道を境にして 2

つに組分けされた。道から南側をメンダカリと言い、メーチンジュ

とメーナカチンジュからなる。綱引きのときにもこの組分けに従っ

てメンダカリとイリンダカリで勝負をする。

イリンダカリ

後村渠。集落の組分けの 1つ。屋号アガリジョー (東門):49か ら

屋号クシヌチカジャン (後 ヌ津嘉山):56の 前を通る道を境にして 2

つに組分けされた。道から北側をイリンダカリと言い、イリチンジュ

とイリナカチンジュからなる。綱引きのときにもこの組分けに従っ

て、イリンダカリとメンダカリで勝負をする。

河 川

集落の北方向にあった川。クマジャクと呼ばれる谷から流れ出し

日
ロ

，
Ｔ

メンダカリ

カーラ

（
∠

つ
Ｄ

≪聞取 り調査風景≫

≪現地調査・嘉手納基地内≫



て、現在の北谷町と嘉手納町の境を流れて海に注いでいた。雨が

降ったときだけ流れができていた。

特に名前がついているわけではなかったが、河口から川の沿岸一

帯がクンナトゥと呼ばれていたので、クンナトゥヌカーラグヮーと

も言う。

ハーマミチから続いている馬車道は、この川にさえぎられて終

わっていた。橋は架かっていなかった。

→喜友名小屋取のクシヌトーを見よ。

カーラ

集落の北方向にあった川。 トーヌカーラグヮーとも言 う。チュ

ンナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)集落や、その周辺の畑な

どから水が集まって川になり、グーフの南側を通って、マヤーヤー

の北側に流れ込んでいた。雨が降ったときだけ流れができていた。

カーラから北側はユナンディと呼ばれた。

現在は米軍の排水溝として使われている。流れは、戦前より多少

南側に移動し、川幅も広 くなつている。

ノーリグヮー

集落の南端を流れていた川。雨が降ったときだけ流れができてい

た。特に、その流れにあるノーリグヮーグムイやその周辺を言う。

ノjヽ ハル名

現在 のゴ谷町
か で な     さかい

と嘉手納町の境に、雨が降ると流れができるカーラ
イモ

があり、その川沿いの一帯を言 う。畑地で、主に芋が作 られてい

ヒ

シンバルヤードゥイ

た。千原屋取があつたあたりである。

ユナンディ

集落からクマジャクヘ向かう馬車道を進み、マヤーヤーやカーラ

を越えた一帯を言う。土質はアカマチクーで、上質の畑があった。

サ トウキビ、芋、豆類、マージン (も ちきび)、 麦、野菜などを作っ

ていた。

→喜友名小屋取のクシヌトーを見よ。

グーフバル

グーフの一帯を言う。土質はマージで、良質の畑地だった。サト

ウキビのほか、ユリ (百合)の栽培もしていた。

ク ン ト
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≪ノーリグヮー上流≫

■千原屋取 :現在の嘉手納町域に

あった。エイサーが有名な集落

だった。

■アカマチクー :黒味がかった赤

土。サラサラしている。

■マージ :赤土質の土壌。マージ

でできた芋は小さいが美味しい。



マヤーヤー

グーフの
そば

側を流れるカーラの南側にあった丘。周囲はアカマチ

クーの良質な畑で、サ トウキビ、芋、粟、マージン (も ちきび)な

どを作っていた。松、ソテツ、アダンなどで囲まれていた。

3～ 4基の破風墓があった。

マヤーユーレイが出るという話もあった。
か で な         ちょ ゆ           もくにんこうさく ち

現在、嘉手納基地の陸軍貯油施設の南端、黙認耕作地があるあた

りであるが、マヤーヤーは現存していない。

サークヌトー

グーフの南側を流れるカーラ沿いの、低 くなっている一帯を言

う。畑の防護林として植えられたソーシギ (ソ ウシジュ)が生えて

いるあたりである。流れが運んで くる土が溜まり、フェージャーの

上質な畑地になっていた。

卜‐―バル

カーラ沿いの地域で、マガヤーからグーフのあたりは、川の南岸

が周 りの土地より低 く、クブンになっていた。そのため、この一帯

をトーバルと呼んでいた。土質はアカマチクーで、上質の畑地だっ

た。サ トウキビを主として、芋、大豆なども作っていた。近 くには

畑の防護林として植えられたソーシギ (ソ ウシジュ)が 20本ほど

生えていた。

ナカシェーラ

集落の北側一帯を言う。ほとんどが畑地で、良い土質だった。ユ

リ (百合)を栽培し、球根を出荷していた。

現在の嘉手納基地の陸軍貯油施設内の一基残された破風墓のあ

たりである。墓は屋号カミーイリーグヮー (亀伊礼小)の ものであ

る。墓を北面にして、勾配になつたところから西側をナカシェーラ

と言う。戦前は平坦な土地だったが、現在は少し起伏がある。範囲

はそれほど広 くない。

クィージ
イモ

クィージヌサチあたりを言う。一部、芋を育てる畑があった。

アカハガーバル

アカハガーとも言う。カーシヌボントンの北東側でクビリの近 く

の地域を言う。赤土がむき出しになるほど禿げあがっていた。面積

はあまり大きくなかった。シナビ (砂辺)か ら見るとやや高い位置

にあった。芋、サ トウキビ、トーフマーミ (大豆)、 トーマーミ
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≪聞取 り調査風景≫

■アカマチクー :黒味がかった赤

土。サラサラしている。

■破風墓 :破風型の屋根で、岩壁

を背にして造られている墓。

■マヤーユーレイ :ネ コの幽霊。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■黙認耕作地 :米軍基地内で米軍

が緊急に必要でない土地を、地

主に一定条件のもと、農耕など

に使用することを認めた地域。

■フェージャー :薄黄色のやわら

かい土。ねばりが少なく、耕し

やすい。フェージャーで作った

芋は美味しい。

■クブン :窪地。

■アカマチクー :黒味がかった赤

土。サラサラしている。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■破風墓 :破風型の屋根で、岩壁

を背にして造られている墓。
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(そ ら豆)などを作っていた。
ていりゅうじよ

現在の「砂辺」バス停留所よりもやや北の位置である。

ウチャタイ

ウガンの東側で、ノーリグヮーの川沿いを言う。屋号グンナンの

墓があった。話者によると、この墓には、ジーシガーミの中にクガ

ニがあったという言い伝えがあると言う。また、アカルチ・クルル

チという力自慢の兄弟が葬られているとも言う。

また、屋号グンナンの墓の側にムラバカもあった。アーチ型の門

を持ち、そこをくぐると普通の墓の門があるという造 りで、ジョン

タバカと呼ばれていた。現在も墓は残つているが、アーチ門はなく

なつている。

話者によると、昭和 63(1988)年 に道路整備を行なったときに、

墓のあたりからたくさんの古銭が出土したと言う。

ウチャタイは、幽霊が出そうだということで怖がられていた。現

在も怖がられている。

ウチャタイヌメー

ウチャタイの南西一帯で、ノーリグヮーを渡つたあたりを言う。

近辺は畑だった。作物は主に芋やサ トウキビで、他に麦や トーマー

ミ (大豆)なども作っていた。

ムラウチ

村内。集落の屋敷地一帯を言う。ホーグマーチが点在し、その内

側はすべてムラウチとされていた。話者によると、「ホーグは集落

とハルの境」だと言う。

ホーグ 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

村境の松。集落を囲むようにして、ウフシヌシーの下から屋号マ

サーインガーグヮー (マ サー犬川小):104の屋敷のあたりまで、松

の大木が 6～ 7本、点々と生えていた。この松はホーグマーチと呼

ばれ、松の立つているところより内側がムラウチとされていた。話

者によると、「ホーグは集落とハルの境」だと言 う。ホーグマーチ

は、察温松と同じくらいの大木だった。

話者によると、昭和 3～ 4(1928～ 29)年頃まではあつたが、切

り倒して売ったかして、昭和 6(1931)年 頃にはなくなってしまっ

ていたと言う。
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■ジーシガーミ:厨子甕。洗骨後

の遺骨を納めるためのもの。

■クガニ :黄金。

■アカルチ・クルルチ :「砂辺に、

グルンナーのアカルチ、クルル

チという人がおったらしいです

よ。その人は大へんな武士だっ

たらしいですよ。その人が、
「ここの風水は、このままでは

いけない。三つの岩のケーシを

作ろう。」と言って、砂辺の高い

岩のてつぺんに、約ニトンほど

もあるかなあと思われる石なん

ですが、その石をはるかてつぺ

んに上げてありましたよ。」

★話者 :砂辺出身の花城氏『北

中城の民話』p303よ り

■ムラバカ :集落の共同墓。

≪聞取り調査風景≫

■察温松 :三司官として農業・林

業に大きな業績を残した察温の

指導によって植えられた松。



シ ナ ト ゥ イ

岬

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

クェー (桑江)の 聞取 り情報によると、シナビ (砂辺)の方にあ

る岬だと言う。

トゥビラヌサチ

集落の北方向、ガクフチャーガマがあった岬。 トゥビラとも言う。

トゥビラ (ト ベラ)が生えていた。

クィージヌサチ

集落の北西、ガンヤーがあつたところの岬。

マカルーイリーグヮーヌサチ

屋号マカルーイリーグヮー (真苅伊礼小):1の西側にあった岬。

マチグムイヌサチ

シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)の屋号マカルートゥキシ

グヮー (真苅渡慶次小)の近 くにあった岬。岬の先端から約 10m

先にマチグムイがあった。

岬の上には芝草が生えていて、子どもの遊び場になっていた。ま

た、小学校の海水浴に来たときはここに着物を脱いでいた。

集落の西側、海岸の側に広がる
しっ ち たい     ふ

湿地帯。足を踏み入れると、60
cmぐ らいの深さまで沈み込んだ。一面にガマ (蒲)が生えていた。

湧き水が湧いている場所が 2～ 3か所あり、ワクガーと呼ばれて

いた。満ち潮になると、水がわずかに吹き上がるので、その場所が

わかった。

戦争が始まる前から昭和 18(1943)年ぐらいまで、コイ (鯉 )

の養殖が行なわれていた。また、カチラの陸寄りのところにカズラ

を、海寄 りのところには稲を植えていた。

ガタ

ンマイーから北に向かい、ガクフチャーガマのあたりまでの海岸

には護岸が作られており、それをガタと言う。

トーンナトゥ

ノーリグワーの河口。ンナトゥグヮーとも言う。 トーは「唐」で、

=自
ヨ

′句

カチラ

（
∠

う
０

■ガンヤー:寵 を納めてお く小屋。

≪聞取 り調査風景≫

≪現地調査・嘉手納基地内≫



中国という意味だと言われている。話者によると、昔は山原船が

トーンナトゥに入っていたと言う。

ガマの下に4基ほどの墓があり、戦後はさらに3基ほど増えた。

トーンナトゥにある屋号ユナシチャ (与那下)の墓の甕の下には金

が埋められているという伝え話もあった。

浜

クィージヌサチから北へ向かい、ガクフチャーガマのあたりまで

の砂浜を言う。昭和初期、県によってセメント造 りの護岸が建造さ

れた。カチラの下からンマイー、ナガバーマにかけての範囲に造ら

れた。カチラの下が昭和 6(1931)年 頃で、ナガバーマが昭和 12～

13(1937～ 38)年 頃に完成した。防風林としてモクマオー (ト

キワギ ョリュウ)が た くさん植えられていたが、昭和 19～ 20

(1944～ 45)年 にかけてすべて伐採された。伐採されたモクマ

オーは、クマヤーガマの防空壕に使われたり、米軍の上陸を妨害す

るためにリーフに立てられたりした。しかし、米軍の艦砲射撃や爆

弾で破壊され、上陸直前の 3月 26日 頃には一本も残っていなかっ

た。沖縄戦の米軍上陸は、ナガバーマから始まった。

現在は嘉手納基地の陸軍の貯油施設敷地内の、海岸沿いに走るパ

トロール用道路より海側である。

現在の砂浜は戦前より後退している。話者によれば、嘉手納基地

建設のときに砂が採取されたためではないかと言う。

イチャーバーマグヮー

マカルーイリーグヮーヌサチからシナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ

前屋取)と の境界近 くまでを言う。話者によると、短い浜なのでイ

チャーバーマと呼んだと言う。

昭和 10(1935)年前後に、シナビ (砂辺)あ たりの浜で次々に

護岸が作 られた。イチャバーマグ ヮーもその 1つ だつた。保安林

もあつた。子どもたちがよく遊びに行 く場所の 1つ だつた。

現在の町営砂辺団地の北側あたりである。護岸の一部が残ってい

る。

イノー

集落の西側の海に広がるリーフ。ハンジャンイノーにクチがあり、

そこから船で出入 りできた。シナビ (砂辺)の人たちはこのイノー

にイジャイに出ていた。主に子どもが海に入って、セーグヮー (小 さ

ナガバーマ

シナ イノー
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■山原船 :沖縄本島北部、俗称ヤ

ンバルと中南部を往来していた

交易船。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

≪聞取 り調査風景≫

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

≪聞取 り調査風景≫

■イジャイ :い さり。火を使う、

夜の漁。



なエビ)、 タクグヮー (小 さなタコ)、 シガヤー (タ コの一種)、 イ

ビ (エ ビ)、 カニなどを捕っていた。タクグヮーは、昼は沖の方に

いて捕 りにくいので、夜になって大人が手網を使って捕っていた。

旧暦 2～ 3月 にかけては、引き潮のときにアーサ (あ おさ)を取っ

ていた。スヌイ (モ ズク)も取れたが、食用ではなく、もっぱら子

どもが、ぬるぬるしているスヌイで滑って遊ぶために取っていた。

他にも、ところてんや糊の材料になるチヌマタ (海藻の一種)を集

め、売 りに行 くこともあった。

県道

旧県道。集落の東方向にあり、南北に走っていた道。ハンジャヌ

ウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)か らクマジャクを通って嘉手

納に向かう道。

スクミチという言葉は、戦前でも年寄りが使うような古い言葉だっ

た。

→喜友名小屋取のクシヌトーを見よ。

村道

シナビ (砂辺)か らガッコーやヤクバヘ向かう大きな道。

→平安山ヌ上屋取のガッコー、ヤクバを見よ。

馬車道

屋号ミーティーラ (新照屋):29か ら屋号イリメーグヮー (伊礼前

小):40までを言う。道幅は 2間 (3m)ぐ らいだつたが、屋号ユナ

シチャグヮー (与那下小):38の前は 3間 (4。 5m)ぐ らいの広さ

があつたので、綱引きのときにカヌチを抜 くところとして使われ

た。ムラウチで一番大きい道だった。

ミチ

馬車が通る道。シナビ (砂辺)の ムラウチから北に向かい、クマ

ジャクに抜ける。

ハーマミチ

カチラの東側沿いを通る馬車道。カチラの南東端にあったウシ

モーから屋号ユージグヮー (与儀小):95ま でを言 う。屋号ユージ

グヮー (与儀小)を過ぎたところからはハーマミチとは呼ばないが、

スクミチ

ウフドーミ

カミチ
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≪聞取 り調査風景≫

■スクミチ :宿道。王府時代に首

里城と地方の番所 (役所)を結

んだ道。

■カヌチを抜くところ :綱 引きの

ときに雄綱と雌綱のつなぎ目に

棒を通す場所。綱引きの中央。



坂道

道自体はさらに北へ伸び、現在の嘉手納町へと続いていた。道幅は

1間半 (2。 7m)く らいで、馬車が一台通ることができた。

ミッチャヌヒラグ ヮーとも言 う。屋号グンナン :72の
そば  とお

側を通 り、

北東へ上っていく道。100mぐ らいの坂になっていた。急坂であ

るため、馬車だと上まで上ることができなかった。人も休み休み上

るほどだった。上質の畑やモーがあり、モーアシビも行なわれてい

た。また、坂の上には墓がたくさんあり、ガンを運ぶときにはユク

ヒラを通っていった。

切 り通し

けいびん

カーシヌシーとクシムイにはさまれた坂道。軽便鉄道の線路に
くだ

沿って、南向けにゆるやかに下る坂になっていた。線路が
ふ せつ

敷設され

か で

嘉手

る前は、カーシヌシーとクシムイはひとつにつながっていた。クビ

リ (く びれ)の タナカ (真ん中)と も言う。クビリの西側、クシム

イの裏側にあたるところは畑になっていた。

現在、国道 58号線と境になるフェンスに沿って走っている

納基地内の道路である。

クヒラ

クビリ

岩 山

カーシヌシー

クシムイから軽便鉄道の線路をはさんで東側にあった岩山。鉄

道が敷設される前はカーシヌシーとクシムイはひとつにつながっ

ていた。

頂上付近にカーシヌボントンがある。

現在は嘉手納基地内にある。戦前よりも低くなっている。

カーシヌボントン

カーシヌシーの頂上あたりに、ボントンと呼ばれる大岩があっ

た。話者によると、軽便鉄道に乗ってクェー (桑江)やイリー (伊

礼)あ たりから見ると人が座っているように見えたと言う。ボント

ンは読谷方面からも見ることができた。遠 くから見ると人の頭 く

らいだが、上 つてみるとかな りの大き く、6人 ぐらい座れるほど

だった。インギーマー (ハ リツルマサキ)がたくさん生えていた。

シナビ (砂辺)でムラアシビがあるときは、12～ 13歳の子ど

もを中心に 15～ 20名でボントンに出向き、鉦や太鼓を叩いて、
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■モー :原野。野原。原っぱ。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■ボントン :丸い球。橋のらんか

んの擬宝珠 (ぎ ぼし)な どを言う。

≪カーシヌボントン≫

■ムラアシビ :歌・三味線 0踊 り

などを楽しむこと。また、村芝

居 。祭りなど、仕事を休んで行

なう演芸・娯楽。



ムラ芝居の始まりを告げた。鉦や太鼓の音は、チュンナーグ ヮー

ヤードゥイ (喜友名小屋取)、 ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安

山ヌ上屋取)、 シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)な どの周

辺の集落まで聞こえていた。

ボントンは、下の方を石ではさまれていて落ちないようになって

いた。話者によると、昔、ボントンでよそ者が宝物を探していたら

ボントンが落ちたので、シナビ (砂辺)の人たち総出で元に戻した

という伝え話があると言う。

内陸のほうからシナビ (砂辺)の海岸にかけて、いくつかの岩山

が点在するが、それらはハブが噛みつくような形に並んでいて、カー

シヌシーがハブの頭にあたると言う。ボントンはシナビ (砂辺)集

落のフンシゲーシの役割をしていた。

現在は嘉手納基地内である。ボントンは半分ぐらいに削られ、根

元の部分しか残っていない。戦時中の艦砲射撃でなくなったのか、

戦後、飛行場作 りに使われたためか、定かではない。

集落の南端にあるガマ。クマヤーとも言う。話者によると、自然

のままのガマで、そこで祈願や行事を行なうことはなく、とりたて

て用事もないので中に入る人はめったにいなかったと言う。

十・十空襲の後、昭和 19(1944)年末頃にクマヤーガマを防空

壕として使うために清掃や工事が行なわれた。戦前から、クマヤー

ガマとティラは、人がなんとか通れる程度の隙間でつながっていた

が、その隙間を広げてティラとつなげた。また、天丼には 6つ の通

気口が開けられた。300人余 りの人 々が避難し、1人 の死傷者も

出なかったと言われている。

戦後、シナビ (砂辺)集落全域が米軍に接収されている間に、ガ

マの入口が埋められ、わからなくなってしまっていた。その後、昭

和 31(1956)年 に返還されたが、貸住宅ブームがあったために、

ガマ付近は全部敷きならされてしまい、そのまま家が建てられた。

そのため、現在は住宅地となっている。平成元 (1989)年 にガマの

入口が発見され、発掘調査が行なわれた。入口付近からヒスイ、替、

貝の装飾品が出土したほか、風葬が行なわれていたので、古い頭蓋

骨などがたくさん発見された。人骨は、ガマ入口隣に納骨堂を設け

て移した。現在は、ガマ内には子宝に恵まれるというリューダーシ

ン (子宮神)と 病気を治す神様が祀られていて、鳥居や石碑が建っ

ている。 リューダーシンは女性がお産をするところなので男は入っ

てはいけないといわれているが、戦前はそのような話は伝わってい

洞窟

クマヤー マ
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≪クマヤーガマ≫

■ムラ芝居 :集落の人たちが演じ

る芝居。

■ボントン :丸い球。橋のらんか

んの擬宝珠 (ぎ ぼし)な どを言 う。

■フンシゲーシ :地相が悪くて、

悪い気が流れ込んでくるのを防

ぐもの。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■十・十空襲 :昭 和 19(1945)

年 10月 10日 、南西諸島に対

して行なわれた米軍最初の大空

襲のこと。

≪クマヤーガマ≫



なかった。
すな ベ

現在の砂辺区公民館から南西に 100mほ ど行つたところにある。

ア イフ

集落の南端にあるガマ。拝所として拝まれていた。聖域とされて

いたことと、ガマの中がせまかったため、中に入る人はあまりいな

かつた。旧暦 8月 15日 頃にテ ィラメーという拝み行事がある。

旧暦 9月 には、各家ごとで、重箱 1つ に揚げ豆腐、芋のてんぶら、

魚などのごちそうを作って、それぞれ都合のいい日に拝みに行 く。

旧暦 9月 15日 に行 くが、9月 いっぱいならいつでもよかった。

ティラの周辺は畑だった。入国の側には松が 1本生えていて、そ

の周りにはアダンが生えていた。

ティラとクマヤーガマは、人がなんとか通れる程度の隙間でつな

がっていたが、十・十空襲の後、昭和 19(1944)年末頃にクマヤー

ガマを防空壕として使うために行なわれた工事のときに、その隙間

を広げてクマヤーガマとつなげた。

戦後、シナビ (砂辺)集落全域が米軍に接収されている間に、ガ

マの入口が埋められ、わからなくなってしまっていた。その後、昭

和 31(1956)年 に返還されたが、貸住宅ブームがあったために、

ティラ付近は全部敷きならされてしまい、そのまま家が建てられた。

そのため、現在は住宅地となつている。平成元 (1989)年 にガマの

入口が発見され、発掘調査が行なわれた。

現在の砂辺区公民館から南西に 100mほ ど行つたところにある。

トゥイヌヤーガマ

ンマイーの下にあったガマ。話者によると、南向きで風よけにな

るためか、よく鳥が出入 りしているのを見たと言う。特に台風のと

きには風を避けるために鳥が入ってきていたと言う。

10人ぐらい入れるガマで、冬など寒い季節はこの中でモーアシ

ビをすることもあった。

現在、ンマイーの南に作られた砂辺馬場公園内であるが、ガマの

入回は埋もれている。

トゥルクガマ

ガンヤーの南側にあった小さな三角形のガマ。かつては護岸が岬

の崖に突き当たるところにあった。屋号 ミードゥンチ (新殿内)の

墓があるところの崖にあたる。
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■ガマ :洞窟。ほら穴。

≪ティフ≫

■+0+空 襲 :昭 和 19(1945)

年 10月 10日 、南西諸島に対

して行なわれた米軍最初の大空

襲のこと。

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線 。歌 0踊 りなどをして楽しむ。

■ガマ :洞窟。ほら穴。



ガクフチャーガマ

集落の北方向の海岸にあったガマ。トゥビラヌサチの北面にガマ

の入 り口がある。乞食が住んでいた。ガマの上や周囲には墓がたく

さんあった。

現在の北谷町と嘉手納町との境界線上で、嘉手納基地の誘導灯の下

となる。

IL墨勁
ヒ主二」

カーラの北側、マガヤーの西側にあった小さな岩。グーフムイ、

グーフムイグヮーとも言 う。グーフはニービのように堅 くて黒っ

ぱい石だつた。

グーフでは昭和 18(1943)年ぐらいまでモーアシビが行なわれ

ていた。シナビ (砂辺)と 千原屋取の両方から男女が集まっていた。

グーフの近 くにソーシギ (ソ ウシジュ)があつた。話者によると、

このあたりに畑を持っていた人が、防風林として植えたのではない

かと言う。また、グーフ近 くの畑では、コーブシ (ハ マスゲ)やヤ

ファタ (ム ラサキカタバミ)などの雑草を抜いたら、グーフの近 く

に捨てていた。

現在は国道 58号線に重なっている。

のあるムイ。集落のクシにあたるのでクシムイと言う。鉄道

が敷設される前はカーシヌシーとつながっていた。クシムイの東側

と南側、3分の 1く らいまで上つたあたりから軽便鉄道まで畑が広

がっていた。イシグーが多い土地で、それほど畑作向きの土地では

なかったが、芋や豆を作っていた。

クシムイの中や南側と西側の麓には墓があった。

頂上にはウフシヌシーがある。

戦後、クシムイの北側では米軍がコーラルを採掘していた。

ウガン

クシムイの南側で、ノーリグヮーの
そば

側にあったムイ。以前はカー

シヌボントンとつながっていたが、鉄道が敷設されたため、切 り離

された。ウタキとも言う。拝所であり、 1日暦の朔日や十五日に屋号

ニードゥクル (根所)の家人が拝んでいた。ニードゥクルー家の者

以外の人間がここで木の枝を取つたり折つたりすると、祟られると

言われていた。そのため、普通の人は、このウガンをシジダカサン

と言って畏れ、拝むことはあまりなかった。しかし、集落の行事と

クシムイ
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■ガマ :洞窟。ほら穴。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■ニービ :赤 くざらざらした堅い

土質。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

■千原屋取 :現在の嘉手納町域に

あった。エイサーが有名な集落

だった。

■ムイ:丘。山。

■クシ :後 ろ。

■イシグー :さ んご礁などを砕い

た細かい砂利。

■コーラル :サンゴの死骸が小石

や砂利になったもの。

≪クシムイ≫

■シジダカサン :神 々しい。神の

霊力が高い。聖地などについて

言 つ 。



して行なうムラシーミーのときには、ウガンでも祈願を行なってい

た。

話者によると、たくさん生い茂っていた本を家屋造 りのために乱

伐されたら困るという意味があったかもしれないが、本当に祟 りも

おきたと言う。昭和 19(1944)年、掩体壕を作ることになったと

きには、シナビ (砂辺)集落では軍に出資を願い出て、祈願を行なっ

てから樹木の伐採をした。祈願を行なわずに伐採したときは、作業

員にけが人や病人が出ることがあったという。

ンマイームイ

ンマイーの北側にはンマイームイと呼ばれる丘が隣接し、南は屋

号マカルーイリーグヮー (真苅伊礼小):1の あたりの小さなシーの

ところまで広がっていた。ムラアシビなどの行事やモーアシビを

する場所だった。

17本位の立派な松があり、そのうちもっとも東側にあった古い

松は特にホーヤーマーチと呼ばれていた。しかし、現在ある松はす

べて戦後のものである。また、ンマイームイの東側斜面にはたくさ

んのソテツが生えていた。

現在、「米軍上陸地モニュメント」があるところである。

池沼 ●

池。屋号ユージグヮー (与儀小):95の 南側にあった。浅かったが、

広さは 100坪 ぐらいあった。大雨が降ると雨水でいっぱいにな

る。湧き水ではなかった。家畜 (馬
0牛)に水浴びをさせたり、芋

を洗つたりするのに使っていた。

イチ
そば

池。カチラの側
わ

にあった。きれいな水が湧いており、それ
た

が溜まっ

て池になっていた。カチラとつながつており、その一部になってい

た。農作業の帰りに家畜 (馬・牛)に水浴びをさせたり、芋を洗っ

たりするのに使っていた。子どもが泳いで遊んだりする場所でも

あった。

ノーリグヮーグムイ

ノーリグムイとも言う。ノーリグ ヮーの途中、土地の高低差のた

めに滝になるところがあり、その滝壺のところには常に水が溜まって

いた。それをノーリグヮーグムイと言う。2尋 (3m)ほ どの深さが

あった。広さは馬が泳げるぐらいに広かった。雨が降るといつぱ
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■ムラシーミー :集落で行なう墓

参り。集落の共同墓地や拝所で

祈願をささげる。

■掩体壕 :射撃がしやすいように、

また敵弾から身を守るための壕。

■シー :岩山。

■ムラアシビ :歌 0三味線 0踊 り

などを楽しむこと。また、村芝

居・祭りなど、仕事を休んで行

なう演芸・娯楽。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌 0踊 りなどをして楽しむ。

■米軍上陸地モニュメント :北谷

町の平和祈念のシンボルとして、

平成 3(1991)年 4月 1日 に建

立されたもの。

≪聞取 り調査風景≫

．鐵
　
　
ゝ

経
組
鋒
露
ＩＥ
狂
ノ



いになり、ノーリグヮーグムイから溢れ出た水は海へと流れた。馬

に水浴びをさせたり、子どもが飛び込みをして遊んだりするところ

だった。

話者によると、シナビ (砂辺)の人以外にも、近 くのハンジャヌ

ウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)やシナビヌメーヤールイ (砂

辺ヌ前屋取)の人たちも使つていたのではないかと言う。

礁池 ●

ンマイームイから海に突き出した岬のすぐ先にあつた。イノーが

潮流にえぐられてできた。鍋の底に似た形をしていたので、ナービ

グムイと言う。潮が引いたときには深さ2m、 直径 10mぐ らいあつ

た。ボラなどの魚も入 り込んでいた。子どもたちが泳ぎや潜 りの練

習をする遊び場所に使っていた。

マチグムイ

シナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)の マチグムイヌサチにあ

る岩から10mぐ らいのところにあった。広 くて深いクムイで、夏

になると北谷小学校の海水浴場として使われた。昭和 3～ 4(1928～

29)年頃から石段を積むなどして少しづつ整備し、昭和 6(1931)

年からは毎年、教師の監視のもとで、北谷小学校の児童全員が海水

浴を行なっていた。

昭和 20(1945)年頃には、日本軍がここで手相弾を投げて魚を

捕つたり、海水浴もしていた。

現在は埋め立られている。

→砂辺ヌ前屋取のマチグムイヌサチを見よ。

陣面芦回
区互日

屋号ウサーチカジャングヮー (ウ サー津嘉山小):19の 東側にある

湧き水。ホーヤーガーとも言う。縦型の洞窟に似た形をしているが、

深さはなく、数段降りたところで人が通れないせまさになり、その

先は湧き水で満たされている。水量が豊富だったが、戦前からすで

に飲料水や生活用水としては使われておらず、主に拝所として拝ま

れていた。

子どもが生まれたときに、ンブガーの水を音をたてないように汲

み、眉間に水をつけた。水を汲むときにブルプル震えると、子ども

が喘息になると言われた。若水もンブガーから汲んでいた。ニーブと

いってもバナナの葉を帽子のようなかたちにしたもので、それを

ナービ ム イ
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■イノー :礁池。

■クムイ:池。沼。

■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し、

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校
へと変わった。

≪ンブガー≫

≪ンブガー≫

■ニーブ :ひ しゃく。



使つてゆつくり汲んだ。

ンブガーの入 り口にアカギが 1本生えていた。

現在のニービの石碑の基部は戦前からの石である。

II掘井戸 顔動
||      

―

[憂≡≡≡≡∃
ウガンの南西側の麓にある湧泉。拝所でもあった。ウガンガー、

タキグサイウカーとも言う。

旧暦 1月 7日 にナンカヌシクという祈願を行なった。菜の花、芋

など、畑の作物を酒とともに供えた。

戦前、平安山ヌルは白い着物を着て、この井戸で手足を清めてか

ら、トゥンなどムラウチの拝所を拝んだという。

シジダカサンと言われ、畏れられていたので、普通の人はあまり

訪れなかった。

カーバタガー

共同井戸。屋号ウチインガーグヮー (内 犬川小):63の敷地内に

あった。もともとはチンガーだったが、昭和 7～ 8(1932～ 38)

年頃にポンプ井戸に整備された。深さは 3尋 (4.5m)、 井戸の回の

幅は普通の井戸の倍 くらいあった。

メーチンジュの人々がお茶を入れる水として使っていた。また、

カーバタガー周辺の家は、手足を洗つたり、芋や野菜、農具などを

洗つたり、洗濯をしたりするのにも使っていた。

この井戸をムラ行事として拝むことはなかったが、ウコールと、

イシガントゥーのような小さな無銘の石碑がおかれていて、個人で

拝みにきていた。

共同井戸は、それぞれの井戸があるチンジュの人々が年に一回、

カーザレーを行なっていた。カーバタガーは、イリチンジュの人が

掃除していた。

現在も郷友会の予算で整備している。

インガー

共同井戸。屋号ウイーヌインガー (上 ヌ犬川):60の 屋敷前、西側

にあった。ほとんどの家に丼戸があったが、この井戸の水も飲料水

として共同利用されていた。炊事や、芋や手足を洗つたりするため

にも用いられた。

現在の井戸の深さは4mぐ らいだが、戦前はもっと浅かった。井

戸があった位置もずれており、現在は道路の真ん中あたりだが、そ

こから2mほ ど西側にあった。
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≪インガー≫

■ニービ :赤 くざらざらした堅い

土質。

■平安山ヌル:平安山祝女。伊礼 0

平安山・浜川・砂辺・桑江の5

集落の祭祀を管轄していた。平

安山の屋号ヌンドゥルチがヌル

だった。

■シジダカサン :神 々しい。神の

霊力が高い。聖地などについて

言 つ 。

≪カーバタガー≫

■チンガー :つ るべ井戸。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

■イシガントゥー :石敢営。中国

起源の除災招福の石柱。

■カーザレー :井戸掃除。



去1春
1:司

イセンバシ

ウガンの南西側にあり、ノーリグ ヮーに架かっていた橋。木橋

だったが、3回 ほど水に流されたので、昭和 13(1938)年頃に石橋

に改築した。改築当時は日中戦争が始まつたばかりの時期だった

ので、勝利を祈願するという意味で、伊礼肇村長がガイセンバシ

(凱旋橋)と命名したと言う。

馬車も通ることができた。また、コンクリートで高さ60cmぐ
らいのランカングヮーが作 られていた。ときどきモーアシビも行

なわれていた。

出征する兵士は、ニードゥクルを拝んでからこの橋を渡 り、発っ

ていった。

ユタカバシ

ノーリグ ヮーとシナビヌメーヤールイ (砂辺ヌ前屋取)の屋号

カーニー (川根)に続 く道に架かっていた橋。

昭和 18～ 19(1943～ 44)年の 1～ 2月 頃に作られた。話者に

よると、完成後すぐに、沖縄戦が始まったので、そのときに壊され

たと思われると言う。ごく短い間しかかかっていなかったので、名

称などははつきりしない。戦死者を集落に迎えるときはこの橋を渡

らせたと言う。

共同製糖小屋。屋号メンティーラ (前照屋):17の 北側の道路をは

さんで向かいにあった。2か所並んでいたが、昭和年代には 1か所

しか使われていなかった。

メーチンジュとメーナカチンジュの人たちが共同使用していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。屋号メーヌチヤングヮー (前 ヌ喜屋武小):64の 南

側にあった。

イリナカチンジュの人たちが共同使用していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。屋号カマーチニングヮー (蒲知念小):99の西側、

道をはさんだ向かい側にあった。

イリチンジュの人たちが共同使用していた。

製糖小屋 罐
サーターヤー
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■ランカングヮー :欄干。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線・歌・踊りなどをして楽しむ。

≪現地調査 0嘉手納基地内≫



拝所

トゥーシイヒャ
はいしょ  い

集落の一番北側にある拝所。伊
あ じ  ようはい

按司を遥拝するための拝所

廃藩置県でジ

祀っていると

へ や

平屋の

で、ご く小 さなムイグ ヮーになっていた。カンカー、イヒヤウ

トゥーシウガミなどの祈願行事を行なった。

現在の砂辺スポーツランドの前の道が嘉手納基地の陸軍貯油施

設のフェンスに突き当たる地点から、やや南側にある。

ジトゥーヒヌカン

言う。簡単な石垣で囲った小さな祠があり、中に香炉が置いてあっ

た。祠の屋根はテーブル珊瑚が石化したヒライサーと呼ばれる石を

かぶせただけのものだったので、台風が くるたびに壊れてしまい、

そのうち直されなくなり、なくなってしまった。

現在は、砂辺戸主会によって建立された祠がある。

ウフシヌシー

クシムイの頂上にある大岩。拝所として拝まれていた。

話者によると、平安山ヌルはここに拝みにきたことはないと言う。

平安山ヌルがシナビ (砂辺)で祈願を行なう場所はトゥンだけで、

他の拝所には行かなかったと言う。

現在も香炉が置いてある。

―‐ .ュゞヽ ら
――ノJ/

はいしょ

屋号ニードゥクル (根所):51の 敷地にあった拝所。母屋とは別棟

の建物になっていた。話者によると、ウカミヤーと比べると格が下

で、線香をあげるぐらいしかしなかったと言う。

現在も、母屋の北西側に小さな小屋が建てられている。

話者によると、もとはジトゥデーの屋敷だったが、

トゥデーが那覇に引き揚げたあと、残つたヒヌカンを

平安
おが        はいしょ

ヌルがシナビ (砂辺)に来て拝んでいた拝所。クシムイの

西側に崖になったところがあつて、その岩陰に香炉を置いてあるだ

けで、建物などはなかった。

トゥンの前方は小さな広場になっていて、ウマチーの前には草刈

りをしていた。『琉球国由来記』にはシナビ (砂辺)の人たちが芋の

神酒六完を供えるとあるが、戦前の段階では神酒は供えていなかっ

た。

現在は小さな建物と碑がある。

トゥン
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■按司 :古琉球～琉球王府時代の

位階名。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■ジトゥデー :地頭代。地方役人

の長。現在の村長に近い。

■ヒヌカン :台所に祀られる火の

神。かまど神。また、ノロ火の

神。地頭火の神など、集落の公

的祭祀の場にもなる。

■ヒライサー :テーブル珊瑚が石

化した平たい石。

■平安山ヌル:平安山祝女。伊礼・

平安山・浜川 0砂辺・桑江の5

集落の祭祀を管轄していた。平

安山の屋号ヌンドウルチがヌル

だった。

■ウマチー :稲麦などの農耕に関

して行なわれる祭り。

■『琉球国由来記』:琉球国の地誌。

全 21巻。



ミヤー

神家

シナビ (砂辺)集落のニガンを

の祈願はウカミヤーで行なわれる

敷地内に別棟の建物として建てら

現在でも、屋号ニードゥクル (

の大きな屋敷となっている。

祀っている拝所。ほとんどの行事

。屋号ニードゥクル (根所):51の

れていた。

根所)の敷地内にあり、赤瓦屋根

ニードゥクル

クシムイの西側に隣接している家の屋号。屋号ニードゥクル (根

所):51の ことである。敷地内にはウカミヤーがある。

シーシヌウグヮンのときの獅子舞などもここが出立点となる。

出征兵士たちはここに立ち寄 り、拝んでから出立した。

II馬場 di鵬

ヒ三二」
集落の南西側にあった馬場。17本位の立派な松があり、そのう

ち一番東側にあった古い松は特にホーヤーマーチと呼ばれていたが、

現在ある松はすべて戦後のものである。北側にはンマイームイと言

う丘が隣接していた。その東側斜面にはたくさんのソテツが生えて

いた。

ンマイーでは、 1日 暦 1月 20日 にンマスーブが行なわれていた。

ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)、 シチャシードゥヤードゥ

イ (下勢頭屋取)、 宜野湾村、越来村などから出場馬が集まった。馬

はきれいに飾られていて、どれ くらい美しい足並みで走れるかを競

い、速さよりも美しさが重視された。馬は北側のムイの麓から出発

して南のほうに向かって走った。観客はンマイームイから競争を観

戦していた。

旧暦 4月 にはアブシバレーを行なった。ンマイーの浜から、芭蕉

で作った虫かごに入れたヘンサー (カ メムシの一種)を海に流した。

旧暦 8月 15日 から3日 間行なわれるムラアシビの初日は、ンマ

イーでシーシマーシや「長者の大主」などが演じられた。

昭和 6(1931)年 頃から、辻遊郭の遊女たちや那覇の小学生が、

汽車に乗つてンマイーまで遠足に来るようになつた。ンマイーの

浜で潮干狩 りをしたり、リレーなど運動会のようなことをして遊ん

でいた。また、糸満の漁船が沖に船を停泊させて、ンマイーの浜に

上がって休憩することもあった。

話者によると、昭和 11(1936)年頃、新聞社が沖縄八景を決め

る投票を開催したので、シナビ (砂辺)で も投票用紙を手に入れる
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■ニガン :集落の神官。ニガンの

いる家をニードゥクルと言う

≪ウカミヤー≫

■ンマスーブ :馬 の飾りや歩き方

の美しさを競う。

■アブシバレー :旧暦4月 頃に行

なわれる害虫よけの行事。

■ムラアシビ :歌・三味線・踊り

などを楽しむこと。また、村芝

居・祭りなど、仕事を休んで行

なう演芸・娯楽。

■シーシマーシ :獅子舞。

■長者の大主 :集落の行事のなか

で演じられる祝儀舞踊。



ために各戸で新聞を取って投票運動をしたが、八景には選ばれな

かったと言う。

戦時中は、青年学校や嘉手納農林学校の生徒が軍事教練に使って

いた。

広場 蠅畿

屋号メーリンドー (前林堂):34の 南側の広場。ムラアシビを行な

う場所で、芝居の舞台を作るときの礎石があつた。

ホーヤーガジマルが生えており、子どもたちの遊び場所だった。
すな べ く こうみんかん  ちゅうしゃじょう

現在の砂辺区公民館の駐車場あたりである。

ウフカーニーモー

ンブガーの上はモーになっていて、ウフカーニーモーと呼ばれて

いた。近 くに帽子クマーのヤードウがあつたので、帽子編みの作業

が終わると若者たちがウフカーニーモーに集まってモーアシビをし

ていた。

アガリジョーモー

屋号アガリジョー (東門):49の 南側にあった広場。 1日 暦 8月 9日

のカンカーのときに、牛を屠殺した場所の 1つ。

ウシモー

イリナカチンジュのサーターヤーの西側にあり、カチラに面して

いた。牛や馬に水浴びさせたあとなどに、このモーに放って遊ばせ

ていた。屋号 ミーガーグヮー (ミ ーガー小)は牛を 2～ 3頭飼って

いて、よくウシモーで遊ばせていた。

シナビ (砂辺)ではアガリジョーモーとウシモーの 2か所でカン

カーの祈願を行なっていた。カンカーはもとは 2月 と8月 の年 2回

行なつていたが、昭和初期には、年 1回、8月 9日 にだけ行なうよう

になっていた。

し

獅
おさ

の獅子を納める小屋。屋号ウフティーラ (大照屋):48の 南

側にあった。屋根は赤瓦で、壁は杉板でできていた。

普段、獅子は箱におさめられて、シーシヤーに安置されていた。

し

旧暦 7月 17日 のシーシヌウグヮンや、 1日 暦 8月 15日 の十

のときに獅子舞を舞う。

―グヤ

五夜

ア シ

獅子屋 鷹
シーシヤー
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≪シーシヤー≫

■嘉手納農林学校 :沖縄県立農学

校。国頭農学校がその前身。大

正 3(1916)年 に嘉手納に移設

された。

■ムラアシビ :歌・三味線・踊り

などを楽しむこと。また、村芝

居 0祭 りなど、仕事を休んで行

なう演芸・娯楽。

■モー :原野。野原。原っぱ。

■帽子クマー :ア ダンの葉やこよ

りで帽子を作る内職。

■ヤードゥ:一時的に集会所にあ

てられる家。

■モーアシビ :農村で夜、若い男

女が野原に出て遊ぶこと。三味

線 0歌・踊りなどをして楽しむ。

■カンカー :集落に悪疫が入つて

くるのを防ぐための行事。

■モー :原野。野原。原っぱ。

■カンカー :集落に悪疫が入って

くるのを防ぐための行事。



寵屋

ンヤー

標木

― マ ー

クィージヌサチにあった。瓦ぶきのガンヤーだった。

現在は小さな畑や野原になっていて、近 くには木の碑が建てられ

ているが、ガンヤーの跡は残っていない。

ンマイームイに生えていた松。ムイの上の東寄 り、集落に最も近

いところに生えていた。ホーグにある松や察温松と同じくらい古い

大木だった。ンマイームイには、十数本の松が生えていたが、これ

らは戦時中に伐採されるなどしてだいぶ数が減ってしまった。

その他

シナビ (砂辺)か らクマジャクの方へ向かう馬車道はグーフの南

側あたりでバンジョーガニーのように直角に曲がっていた。そこを

マガヤーと言う。

ちゃたん 8月 15夜遊び

<夕千鳥>
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■ガンヤー :亀を納めておく小屋。

■察温松 :三司官として農業・林

業に大きな業績を残した葉温の

指導によって植えられた松。

■バンジョーガニー :か ね尺。直

角に曲がったものさし。

違

鴨

聾
=  瑶

b

_L」即ら

Γ̈

ユ

メ
`

′ |

癬

ゴ

豪
厳
ヾ



砂辺の組分け

躙 メーチンジュ

[I]メ ーナカチンジュ

陪鱚量イリナカチンジュ

%イ リチンジュ

リンダカ

ウ シ
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上勢頭屋取



現在の上勢頭屋取
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戦時中の上勢頭屋取 (ウ ィーシー ドゥヤー ドゥイ)

上勢頭屋取の組分け

||ウ ドゥンジーグミ

||メ ーカッチングミ

||ク シカッチングミ

■ロチュンナーグミ

ジキラングミ

||ウ ィーバルグミ

ユナファグミ

マチダグミ

タナカグミ

ンナンミグミ
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ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)

北谷町域北東部一帯に広がる屋取集落。戸数は220軒で、その

うちカーラヤーは20軒ほどであった。

ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)は、主に血縁的つなが

りで小集落に分かれており、それらを「組」と呼んでいた。ウィー

バルグミ、タナカグミ、ンナンミグミ、ジキラングミ、マチダグミ、

ユナファグミ、チュンナーグミ、メーカッチングミ、クシカッチン

グミ、ウドゥンジーグミの 10組である。「組」は昭和に入ってから

使 うようになった呼び方で、それ以前は「ジキランヤードゥイ」の

ように「ヤードゥイ」と呼んでいた。

ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)は首里・那覇 0泊 0久

米の士族が入植してできた屋取集落で、その入植時期は約 200年
ほど前と考えられる。近世期から近代にかけてはシチャシードゥ

ヤードウイ (下勢頭屋取)と合わせて「勢頭七組」と称されていた。

「勢頭七組」とは田仲組・稲嶺組・瑞慶覧組・与那覇組 0喜友名

組・勝連組と、サクガーヤードゥイ (佐久川屋取)である。字浜川、

字伊礼、字平安山、字桑江に分散 して広が っていた。大正 10
(1921)年、「勢頭七組」は上勢頭・下勢頭の行政字として、それ

ぞれ独立し、区長がおかれた。このとき字桑江に属していた御殿地

屋取がウドゥンジーグミとして加わった。しかし、行政字としての

上勢頭が成立したあとも、地籍は字伊礼、字平安山、字桑江のまま

だった。地籍字として成立するのは昭和 26(1951)年 の土地所有

権確認事業を経てからである。昭和 10(1935)年頃、勝連組がメー

カッチングミとクシカッチングミに分かれた。同じ時期に与那覇

屋取から勢理客組が分離 した。その後の昭和 12～ 13(1937～

38)年 頃に勢理客組 はマチダグ ミに名称 を改 めた。昭和 26

(1951)年 には、行政字国直 (地籍字は野里)に属していた喜屋武

組がンナンミグミに加わり、昭和 60(1985)年 に再びンナンミグ

ミから分離して、ウィーバルグミに名称を改めた。

主業は農業で、芋やサ トウキビを作っていた。副業でカマンタや

バーキなど竹細工の生産が行なわれており、それらは仲買業者や行

商人によって買い取られ、那覇や山原に出荷された。特にカマンタ

は、近隣集落からシードゥカマンタと称されるほど有名だった。

サーターヤーは、各組に 1～ 3か所、総計で 12か所あり、親戚関

係のある家で共同使用していた。個人所有のサーターヤーも4か所

あった。また、それぞれのサーターヤーにはクムイがついていた。

集落全体で拝む拝所はなかつたが、ンナンミグミのビジュル、

ウィーバルグミのビジュルのように、「組」単位で拝む場所はあった。

水タンクが 20基ほどあった。「天水を大量に生活用水として利

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

≪聞取 り調査風景≫

■サクガーヤードゥイ :シチャシー

ドウヤードゥイ (下勢頭屋取)

のこと。最初の入植者である佐

久川家の名を取つて、サクガー

ヤードゥイとも言う。

■カマンタ :大なべのふた。茅・

藁などを編んで作る。

■バーキ :ざ る。かご。

■山原 (ヤ ンバル):沖縄本島北部、

国頭郡の俗称。

■サーターヤー :製糖小屋。

■クムイ :池。沼。

■ビジュル :霊石として祀られる

石。
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用出来るようになったのは、あちこちに瓦屋根がふえてきた昭和の

初め頃からである。―略 ―瓦屋根の先にティー (樋)を掛けてもら

い、屋根の雨水をコンクリートタンクに集めた。」 (『上勢頭字誌・

上巻』より引用)ま た、家々には溜め池が掘られた。「各戸の庭に

クムイを掘 り生活用水として利用した。ある家には 3つ ものクム

イがあった。 (『北谷町史・民俗下』より引用)

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 2月 2～ 3日 <ニ ングヮチヤー (ク スックイー)>:「ャ_

ドゥイ (上勢頭の中の小組単位の集落)のエングヮチヤーヤードウ

(ク シュックィーの会場にあたる家)の上座の真ん中で、長老が土

帝君の像を心の中で念じつつ五穀豊穣の祈 りを捧げた。―略 ―初日

は、青年組と老年組の何人かで井戸拝み (カ ーウガミ)を する。二

日目は青年組の家でシンムイ (四角いお膳にごちそうを盛 り桃花の

小枝をさして飾ったもの)を造 り、午後になると、竹竿の先に藁束

で作った輪を大根の花や桃の花で飾った旗頭を先頭に、シンムイを

かつぎ、三線で トーシンドーイをかきならし、全員踊 りながらミチ

ジュネーイ (パ レード)を しながら、老年組の宿にチジワタイする。」

(『上勢頭字誌 0上巻』より引用)

●旧暦 5月 <ハルヤマスーブ >:「農事奨励の方法として、村役場主

催で各字対抗の原勝負がおこなわれていた。勝負の対象は家畜・農

作物の優劣や、緑肥などの手入れ状態を数人の審査員が各字を回つ

て審査し、その功績を発表した。」 (『上勢頭字誌・上巻』より引用)

●旧暦 7月 15日 <ヤ イサー>:各組ごとで行なっていたが、他集

落へ行 く場合には組を越えて集まった。男性のみで行なわれる。

「上勢頭では十五日の晩、ウークイがすむと、事務所の庭 (ジ ムス

ヌナー)やシーグヮー、石付庭 (イ シチチナー)に近 くの若者が集

まり、数週間前から練習していたエイサーを始める。上勢頭の瑞慶

覧組は事務所の庭、稲嶺組はシー小、田仲組は首里喜友名の前と各

ヤードゥイ、それぞれ広場から始まって各家々を夜通しめぐり歩い

た。」 (『上勢頭字誌・上巻』より引用)

●旧暦 9月 9日 <チ クザキ (ク ングヮチクニチー)>:「戦前は毎

年九月九日には上勢頭と下勢頭の境にある牛毛 (ウ シモー)(闘牛

場)で、盛大な闘牛大会が行われた。」 (『上勢頭字誌 0上巻』より

引用)

集落域は米軍に接収され、現在 も嘉手納基地内である。そのた

め、人々は他集落へ分散して暮らしている。しかし、郷友会を中心

として『上勢頭誌』の発行や、さまざまな活動を行ない、親睦を深

めている団結の強い集落である。
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≪聞取 り調査風景≫

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ハルヤマスーブ :耕地や農作物

の優劣を集落同士で競う行事。

■ヤイサー (エ イサー):旧 暦7月

に行なわれる行事。各集落の青

年たちが行列をなして踊り、各

家を回る。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。
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上勢頭屋取 屋号地図 4
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上勢頭屋取 屋号地図 5
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上勢頭屋取の家の配置 (数字は屋号番号)
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ウ ド ンジー

ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)

御殿地組。集落の組分けの 1つ。19軒あった。

大正 10(1921)年頃、上勢頭に行政区として加わった。

「勝連御殿の別荘 (別 宅)が あった土地に人々が入植してきたの

で、組名を御殿地 とよぶようになったという。小橋川・屋良 e稲

嶺・仲村渠家が続いて入植したようである。」 (『上勢頭字誌 0上巻』

より引用)

メーカッチングミ

前勝連組。集落の組分けの 1つ。21軒あった。

昭和 10(1935)年頃、カッチングミ (勝連組)がメーカッチン

グミとクシカッチングミの 2組に分かれた。

クシカッチン

後勝連組。集落の組分けの 1つ。15軒あった。

昭和 10(1935)年頃、カッチングミ (勝連組)がメーカッチン

グミとクシカッチングミの 2組に分かれた。

チュンナーグミ

喜友名組。集落の組分けの 1つ。17軒あった。

ユナファグミ

与那覇組。集落の組分けの1つ。14軒あった。

マチダグミ

町田組。集落の組分けの 1つ。27軒あった。

ユナファヤードゥイ (与那覇屋取)か らジッチャクグミ (勢理客

組)が分離し、昭和 12～ 13(1937～ 38)年 頃にマチダグミに

名前を改めた。マチダグミという呼び方が定着したのは戦後のこ

とである。

ジキラングミ

瑞慶覧組。集落の組分けの1つ。31軒あった。

タナカグミ
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田仲組。集落の組分けの1つ。35軒あった。

≪聞取 り調査風景≫



ンナンミグミ

稲嶺組。集落の組分けの 1つ。18軒あった。

ウィーバルグミ

上原組。集落の組分けの 1つ。23軒あった。

戦後、上勢頭の行政区に加わった。戦前は字野里に属していて、

チャングミ (喜屋武組)と 呼ばれていた。

「現在の嘉手納町在字野里から分離。野里には上の原、中の原、

下の原があり、上勢頭の行政区分のとき、「上の原」の地名をとっ

て上原組となる。―略 …戦後の昭和二十三年頃、稲嶺組に加入した。

た。そして昭和六十年頃に「上原組」として独立し、現在に至る。/
戦前は「ヒージャーバル」とも呼ばれていた。」 (『上勢頭誌 0上巻』

より引用)

河 川

ウィーバルグミに近いところを流れていた川。ウクマガイバシ

が架かっていた。北谷村 と越来村の境界になっていた。流れは

野里の後ろを流れて、海に注いでいた。

「イシジャク池より西の方にある溝 (雨降りには川になる)が、

上勢頭上原組の北側のウクマガイである。―略 …橋の上から西の上

下の方を見ると、曲が りくねった大きな溝の所 々に、水たまりと

なった大小の池がある感じの川である。橋の下には敷石をつめ洗

濯場として利用された。大きな池は水浴場、下方は牛、馬の水浴び

場となっていた。/池の下方は幅の広い川底になり、両側は高い崖

になつているが、その崖下には大きな松の本等も生えていた。左側

の崖の上には小高い丘がある。その西側の麓に上原組のビジュル (拝

所)がある。そこから約五百メートルくらい川下の方に行 くと、ほ

とんど直角に左に曲がり、また一五〇メートル位行 くと、直角に右

に曲がつていく。この場所を曲 (マ ガイ)と いう。そこから野里部

落の後方に流れ、そして野国川に注ぐ。ウクマガイは下方に行 くに

連れて曲折した流れとなり、この蛇行する流れのことをウクマガイ

とよんだ。」 (『上勢頭字誌・上巻』より引用)

山地

ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)集落の境界とされてい

た岩山。ヒラカージー、ナーカヌシー、イリヌシーの 3つ の岩山が

並び立っていた。その麓には墓がたくさんあった。

ウクマ イ

ン ー ヌシー

358

≪ウクマガイバシ≫



livf-y<
ウドゥンジーグミのはずれにある山地。村有地だった。

校舎建築のための本材を取るということになり、学生たちがクス

ノキ (楠)な どを植えた。2～ 3年ほどのあいだ、上級生が放課後

に草刈 りをして管理していた。

谷間

谷間にできた水たまり。馬に水浴びをさせたり、子どもが泳いで

遊んだりした。

「ミンタマヤー (水溜)/イ シアナーダムイから、タルー喜友名小、

タードーシ (喜友名)の側を通り御殿地に向かうと、中間位の所に

大きな谷間がある。そこがミンタマヤーである。」 (『上勢頭誌 0上

巻』より引用)

ウスクドー

「イームイ小のあたりから次第に深 く広 くなった溝は、イームイ

小の北麓からはウスクドーになる。喜友名組と瑞慶覧組と田仲組

の間の大きな溝状の谷である。大雨の時は、ウンティムイの前あた

りからの水が集まり大きな川になる。」 (『上勢頭字誌・上巻』より

引用)

郡道

「北谷国民学校 (平安山)前の県道の支道を始発点として、下勢

頭の真ん中を横断し、シードゥヌシーの麓に沿って北谷村国直まで

東西に伸びている道。」 (『上勢頭誌 。上巻』より引用)

馬車道

ジージャケーのあるところを通っている道。

「与那覇組と越来村字山内との地境を走 り、ウドゥンジ (御殿地)

まで大きく迂回して字伊祀に行き着 く道。」 (『上勢頭誌 0上巻』よ

り引用)

ジムスヌメーヌミチ

ナカミチとも言う。

「集落の中心部を通る道。平安山中勢頭原と平安山上勢頭原の境

を走る馬車道。」 (『北谷町史 0民俗下』より引用)
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ミンタマヤー

ケーミチ

■ジージャケー :土地の境界。

グンドー



ウシモーミチ

「北側 (中央)の招待席の背後には、牛毛道とよばれる白い道が

上勢頭から下勢頭に向かって走っていた。闘牛のある日には、その

道の両側に俄か露天商が立ち並び、ジーマーミ、ミカン、ハチヤグ

ミ、タンナファクルー、アップ リグヮー、てぃんぶら一、アイス

ケーキー、冷たい飲み物等々が売られ、ずいぶんと賑わいを見せて

いた。」 (『上勢頭字誌 0上巻』より引用)

ウドゥンジーミチ
とお

ウドゥンジーグミのあたりを東西に通る道。クェー (桑江)に近

いほうをナルカーミチとも言う。
ちゃたん                            あtヽ だ  ぬ

現在の県立北谷高等学校と北谷ゴルフ練習場の間を抜けて、クェー

(桑江)へ と続いていた。

生活道

ウシモーミチからフェーヌカーに向かって
ぶん き

分岐した道。

坂道

「小橋川家の後の坂道。 ミンタマヤーミチの南端。」 (『北谷町史 0

民俗下』より引用)

ミンタマヤービラ

ミンタマヤーから北に向けてのぼつていく坂道。クヮシチャヌ

クシビラとも言う。昭和 12～ 13(1937～ 38)年頃にウィーシー

ドゥヤードゥイ (上勢頭屋取)の人たち総出で道の補修をした。そ

れまでは傾斜が急だつたので馬車は通れなかったが、この改良に

よって馬車が通れるようになった。

卜ロッコ軌道

き どう  タンノーイ  けい ゆ

サ トウキビを運ぶために使われた トロッコ軌道。国直を経由し

て嘉手納の製糖工場に向かう。製糖工場は、戦前の嘉手納農林学

校、現在の町立嘉手納中学校の近 くにあった。
お

話者によると、この道の近 くで、石に押
つぶ

し潰されて亡 くなった人

がいて、幽霊やイエンビーが出るという話があったと言う。
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カーミチ

クヮシチ ヌクシビラ

トゥルクミチ

≪現地調査・嘉手納基地内≫

■国直 :現在の嘉手納町域にあっ

た屋取集落。

■嘉手納製糖工場 :沖縄製糖株式

会社の嘉手納工場のこと。明治

45(1912)年 創業。

■嘉手納農林学校 :沖縄県立農林

学校。国頭農学校がその前身。

大正 3(1916)年 に嘉手納に移

設された。

■イニンビー :ひ とだま。死者の

遺念が火となって現れるとされ

るもの。



岩 山

イリヌシー

集落の北側にあったシードゥヌシーの 1つ。

現在は、米軍に整地されてほとんどなくなってしまったが、西側

の一部分だけが残っている。

シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)の 間取 り情報によると、

ウチヤードゥイの東側にある岩を夕カジー、あるいはタッチューと

も言い、フィラカージーからの一連のシーであると言 う。3つ の

シーが並んでおり、フィラカージーの西側に位置し、グンドー寄 り

で槍のように尖ったシーであった。ウィーシードゥヤードゥイ (上

勢頭屋取)の人たちは、シー全体を総称してシードゥヌシーと言う。

ナーカヌシー

集落の北側に 3つ並んでいた大きな岩山の 1つ。

「ナーカヌシーはイリヌシーとヒラカージーとの間にあり、ヒラ

カージーより小さく、面積も狭 く三つのシーのうちで最も低い。麓

は広 く松が生い茂 り墓地地帯になっていた。ハブの生息地として

知られ、普段はなかなか人の行かないところだつた。」 (『上勢頭誌・

上巻』より引用)

ヒラカージー

集落の北側に 3つ 並んでいた大きな岩山の 1つ。ヒラカージー

からは読谷村まで見渡すことができた。

「ヒラカージーは、田仲組の北西 4～ 500米のところに位置し、

横に連なる三つのシー (勢頭巖障)の うち一番大きな北側のもので

ある。」 (『上勢頭誌 0上巻』より引用)

シーグヮー

もともとは稲嶺一族の拝所だったが、現在は字有地となり、ウィー

シードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)全体の拝所として、 1日 暦 9月 9

日などに祈願が行なわれている。

戦前は、シーグヮーからトゥルクミチをへだてた隣に、ヤイサー

ができるくらいの原っぱがあった。

【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

「ウキンジュガマの西側の方に約九〇メートル離れた所に、もう

一つ大きなガマがある。カーブヤーガマ (蝙蝠洞窟)と よぶ。入 り

回は屈んで入る位だが、天丼は竿でも届かぬ位の高さである。入 り
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洞窟

―ガマカー

≪現地調査・嘉手納基地内≫

≪シーグヮー≫

■ヤイサー (エ イサー):旧暦 7月

の盆の夜に行なわれる行事。各

集落の青年たちが行列をなして

踊り、各家を回る。



回は斜入形だが、少し入ると側面から水が湧き出していて、奥に流

れ込んでいる。」 (『上勢頭誌 。上巻』より引用)

ウキンジュガマ

「以前は盗賊の隠れ家となっていたウキンジュガマとカーブヤー

ガマだが、沖縄戦の時には上勢頭の人々を戦火から守 り、百数十人

の人 々の命を救つた洞窟である。/ウ キンジュガマには御殿地組

の人々や平安山上周辺の人が入っていて助かつたのである。」 (『上

勢頭字誌 0上巻』より引用)

クェー (桑江)の 間取 り情報によると、現在の北谷交通の側にあ

るガマで、大雨の時には、そこから水が流れ出るらしいと言う。ま

た、ガマの中は人が立つて入れるほど大きく、県立北谷高等学校の

あたりまで続いているらしいと言う。

アブヤマー 【編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

「アブヤマー (洞窟山)/ミ ンタマヤーから曲がりくねった谷間

を西に行 くと、アブヤマーがある。/こ の谷間には大木は少なく、

ところどころに数本生えているだけである。アブヤマーは、戦時中

避難壕として多 くの人に利用された洞窟である。この谷間の下手

(西方)は学校山である。」 (『上勢頭誌 0上巻』より引用)

マヤーガマ 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

「フェーヌカーの水が流れ込む下方にある洞穴である。町田組と

勝連組との境にある土手の下の方にある。周囲は畑になっている

が、低地帯になっていて、雨が降ると水の流れていくところがな

く、フェーヌカーから流れる水と一緒にこの洞窟に流れ込む。人も

入れないような小さい穴だが、水があふれて周囲の畑を浸すことが

ある。」 (『上勢頭誌 0上巻』より引用)

ヤマシシガマ 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

「テーラーグヮーの西の方の谷間の土手に、大人三名 くらいが

入 って座 るくらいの洞窟がある。これがヤマシシガマである。」

(『上勢頭誌・上巻』より引用)

丘慶堅

ジキラングミの人がフナウクイをした丘。船がシナビ (砂辺)の

あたりを過ぎるまで見ることができた。那覇から船が出て通 り過ぎ

るまで 4時間ほどかかったが、そのあいだ、太鼓を叩き、ダンジュ

イームイ
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≪ウキンジュガマ≫

■ガマ :洞窟。ほら穴。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。



カリユシを歌いながら見送 りつづけた。

マッコー (ハ リツルマサキ)がたくさん生えていて、子どもたち

はマッコーをとるために、この丘によく登っていた。

イーマシグーフ 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

フナウクイをする高台。イームイグヮーより少し高かった。

イーマジーグヮーヌグーフ

【※編注:位置不明確のため、地図上には記載していない】

「ジキラングミのサーターヤーから東南一キロほど先の丘。」

(『上勢頭誌・上巻』より引用)

ウンティンムイ

「シー小の側を通っているトロッコ道を町田組の方に向かって二

五〇メートル位行 くと、道の左側一畑 (チ ュファタキ)奥に小高い

岩山がある。これがウンティンムイである。―略 ―ウンテインムイ

の周 りは平坦な畑になっているので、畑の中の小高い岩山という感

じである。面積もあまり広 くはない。周囲の畑は赤土だが、このム

イだけが岩山となつており、麓は、大きな墓や小さな堀込墓が取 り

巻いていて、大きな松の木も所々に生えている。」(『上勢頭誌・上巻』

より引用)

池沼 ●

「イシアナーダムイ (採石場跡の池)/喜友名組の山内家の門前

に石チチナー (力試し用丸石置き場)と 称する広場がある。その石

チチナーの側から、南にゆるい坂道を下ってゆくと、道の右側下に

採石場跡にため池がある。これがイシアナーグムイである。/昔、

このあたりには石切場が所々にあり、イシアナーグムイもその一つ

で、一番大きい石切場の跡である。―略 ―クムイ (池)ではコイの

養殖も行われていた。また、餓鬼大将たちが、大人の目を盗んで、

真っ裸で泳ぎ遊ぶところでもあった。」 (『上勢頭誌 0上巻』より引

用)

ウフグムイ

「平安山中勢頭原一一五の角。子供の水浴、洗濯。扇形状の池。

深さはニメートルほど。」 (『北谷町史・民俗下』より引用)

イシア ム
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■ダンジュカリユシ :船出の祝い

歌。身内のものが旅をするとき、
一族が集落の広場あるいは高台
に集まって、航海の無事を祈願

し、これを歌った。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

≪現地調査・嘉手納基地内≫



掘井戸 1
トーグヮー

イームイグ ヮーの麓に、雨が降ったときだけ水が流れる川があ

り、その側にあった井戸。

ニシヌカー

ウフユナフアヌメーヌカー、ミカジチガーともいう。屋号ウフユ

ナファ (大与那覇):107の南西にあった井戸。井戸の石積みは崩れ

にくいように組まれていた。また、井戸の脇に石の台が立てられて

おり、その台に桶を置いて柄杓で水を汲み入れていた。台に乗って

いるので、桶を頭に乗せるのが楽だった。井戸の前面から水が流れ

出すようになっていて、その水を利用してターンム (田芋)畑を作っ

ていた。

フェーヌカ…

生活用水として重要な丼戸だった。

現在は軍用地の境界にあるので、囲いがされているが、いまも拝

みに訪れる人が多い。

「東原沢峨の方から少し勝連組に下っていくと、道の左側の畑一

つ隔てた土手の下にある杓井戸がフェーヌカーである。造 り方はニ

シヌカーと同じであり、水量も同じ位である。こちらも上勢頭のウ

ブガー (産育井戸)の一つである。」 (『上勢頭誌・上巻』より引用)

現在、合祀所に祀られているカーの 1つ。

滑車はなく、綱で引きあげる井戸で、3～ 4mの深さであった。

現在は、嘉手納基地内となつている。

「イリージガーは伊礼家の山林の番をしたり、畑の小作人達に利

用させるために掘った井戸で、また伊礼の土地にあるのでその名が

ついている。」 (『上勢頭誌 0上巻』より引用)

ミーガー

「共同のニーブガー (浅 い井戸)。 伊礼原四九二。飲料水として喜

友名組と勢理客組が利用。共同ニーブガー。」 (『北谷町史・民俗下』

より引用)

現在、合祀所に祀られているカーの 1つ。

イ リ
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≪み―が―の碑≫

≪ニシヌカー≫

≪ふえぬか―の碑≫

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。



イーマ ヮーヌメーヌカー

【※編注:位置不明確のため、地図上には記載していない】

現在、合祀所に祀られているカーの 1つ。

ウフジッチャクグヮーヌメーヌカー

【※編注:位置不明確のため、地図上には記載していない】

「共同井戸、ニーブガー (柄杓井戸、浅い井戸)。 」 (『上勢頭誌 0

上巻』より)

ウキンジュガー

「御殿地組の新屋小の南。山稲嶺の東側の土手の下にウキンジュ

ガー (ニ ーブガー 。杓井戸)がある。水量豊かで、早魃時にも水が

あり、遠 くから水汲みに来る人達もいた。」 (『上勢頭誌・上巻』よ

り引用)

ウクマガイに架かっていた橋。幽霊が出ると

子どもたちはときどき川に泳ぎに行っていた。

「国直カジマヤー (十字路)か ら上原組に向かって郡道を下ると

500m位 の所に租がある。ウクマガイ租である。昔は橋はなく

元道を利用していた。この北谷と越来の境界にある元道は現在も

あるが、雨降りには渡れず難渋した場所である。/明治初期 (二、

三年)に本格的な木橋になったが、それでも床板が腐り所々に穴が

出来て、女や子どもは下の元道を利用した。大正十二年 (一九二三

年)頃、石積の橋になり、橋幅、川幅も広 く補強された。」 (『上勢

頭字誌 0上巻』より引用)

製糖小屋。ウドゥンジーグミにあったサーターヤー。ヤマーミー

ヤー (山新屋):25の西側にあった。

サーターヤー

共同製糖小屋。カッチング ミに 2か所あったうちの 1つ。シラ

ギーユナファグヮージナン (シ ラギー与那覇小次男):28の 南西側に

あった。

こわ

怖がられていたが、

橋

イバシウクマ

製糖小屋《
サーターヤー
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≪い―ま小ぬめ―ぬか―の碑≫

≪ウキンジュガー≫

≪ウクマガイバシ≫



サーターヤー

共同製糖小屋。カッチング ミに 2か所あったうちの 1つ。シラ

ギーユナファグヮー (シ ラギー与那覇小):29の東側にあった。

サーターヤー

共同製糖小屋。チュンナーグミにあったサーターヤー。屋号ハ

ギヌユナファグヮーサンナン (ハ ギヌ与那覇小三男):44の西隣に

あった。チュンナーグミ、メーカッチングミ、クシカッチングミ、

ウドゥンジーグミの人たちで共同使用していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。ユナファグミに 2か所あったうちの 1つ。屋号

ウフユナファジナン (大与那覇次男):113の東隣にあった。

サーターヤー 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

共同製糖小屋。ユナファグミに 2か所あったうちの 1つ。

サーターヤー

製糖小屋。マチダグミに 2か所あったうちの 1つ。屋号カマー

ジッチャク (蒲勢理客):9oの南側にあった。

サーターヤー 【※編注 :位置不明確のため、地図上には記載していない】

製糖小屋。マチダグミに 2か所あったうちの 1つ。

サーターヤー

共同製糖小屋。ジキラングミのサーターヤー。1か所のみ。屋号

カミータクシグヮー (亀沢岨小):128の北西側にあった。

+t-9 -y-
共同製糖小屋。タナカグミに 3か所あったうちの 1つ。屋号タ

ルーヌグニ (樽野国):148の西隣にあった。クバガーチチョーデー

が使用していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。タナカグミに 3か所あったうちの 1つ。屋号ス

イチュンナーミーヤー (首里喜友名新屋):163の東隣にあった。チュ

ンナーチチョーデーが使用していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。タナカグミに3か所あったうちの 1つ。屋号ジャ

う
Ｄ

≪聞取り調査風景≫

■クバガーチチョーデー :久場川

一族。

■チュンナーチチョーデー :喜友

名一族。



ファナジーグヮー (謝花地小):147の西隣にあつた。タナカチチョー

デーが使用していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。ンナンミグミのサーターヤー。1か所のみ。屋号

カミージキラン (亀瑞慶覧):187の西側にあった。

サーターヤー

ウィーバルグミの共同製糖小屋。屋号チヤン (喜屋武):213の西

側にあった。ウィーバルグミには、他にも個人所有のサーターヤー

が 2か所あった。

「ウクマガイ租の西方に、川の土手の所から小高 く盛 り上がった

小山がある。これが上原後 (イ ーバルヌクシ)の シー小で、そのシー

小の西の麓に上原組のビジュルがある。裾野の所は芝の生えた広

場になつている。広場の周 りは松林に囲まれた拝所である。広場

の橋の方から川辺に下 りる小道がある。現在も金網の側に残って

いる。」 (『上勢頭誌・上巻』より引用)

ll集会所 饉轟
IttI=Z]
「字の事務所が出来たのは大正十年のことである。/字の事務所

は字の諸行事を遂行する中心機関であり地理的にもほぼ字の中心

に位置していた。村屋は普通近 くに広場と拝所を持つが、上勢頭の

事務所には拝所はなかつた。東側の門の方には国旗掲揚柱があっ

た。」 (『上勢頭誌 0上巻』より引用)

広場 磯彗

「ウシモー (闘牛場)…勝連組、喜友名組から下勢頭赤道に通じ

る通学路の途中に、三方を観覧席で囲んだ見事な闘牛場であった。

田仲組からも声の届く位の近さにあった。/面積も広 く、三方が高

い土手に囲まれている。道に面した方の上手の上は広場になり、道

の側に大きな松が数本あった。東と西には大きな松の本が生え、自

然の地形が段々になった見物席があり、道側の広場の両方から牛の

出入り口がある。/― 略 ―/当 時の闘牛は村内はもちろんのこと、

近隣の村々からも参加が多く、見物人も手弁当持参で観戦にき

拝所

ュ ル

シモー
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■タナカチチョーデー :田仲一族。

≪びじゅる之碑≫



たものである。/― 略 ―/ウ シモーは終戦後、軍用地となり整地さ

れて米軍人軍属用の住宅地となっている。 (『上勢頭字誌 0上巻』よ

り引用)

イシチチナー

屋号ヤマチ (山 内):74の 家の前にあった、クシカッチングミのイ

シチチナー。丸石が 3～ 4個置いてあった広場。若者や子どもな

どが石を持ち上げて力試しをして遊んだ。石は 14～ 15kgの

ものから100kgく らいのものまであった。

イシチチナー

屋号クバガーグヮー (久場川小):121の近 く、南側にあったジキ

ラングミのイシチチナー。丸石が 4個 くらい置いてあった広場。

若者や子どもなどが石を持ち上げて力試しをして遊んだ。

屋号クバガー (久場川)の カーミナクーバカである。この墓のあ

るあたりから上勢頭に入る。

現存する墓である。

「町田組の後ろあたりに、石柱に刻んだ測量点があり、その付近

をジージャケーと称した。」 (『上勢頭誌 。上巻』より引用)

<affi. o
三角の形をした畑。サンカクバタキグヮーとも言う。

ものに取 りつかれた人が、よく迷わされていた。

現在の町立北谷小学校の西側あたりとなる。

亀甲墓

―ヌハカク バ

境界標

ジージャケー

ムヌマイーバタキ

368

≪現地調査・嘉手納基地内≫

■カーミナクーバカ :屋根が亀の

甲のような形をした墓。



上原組のビジュルとウクマガイ征
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上勢頭屋取 集落の周辺 上勢頭屋取の組分け

■ロウドゥンジーグミ
II:メ ーカッチングミ
麟国晏クシカッチングミ
■チュンナーグミ
囃ユナファグミ
囲マチダグミ
匿]ジキラングミ
■タナカグミ
ロンナンミグミ
■ ウィーバルグミ
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下勢頭屋取
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戦時中の下勢頭屋取 (シチャシードゥヤードゥイ)

375



シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)

北谷町域北側一帯に広がる屋取集落。戸数は 135軒で、そのう

ちカーラヤーは40軒ほどであった。最初の入植者である佐久川家

の名を取って、サクガーヤードゥイと言うこともある。字浜川に属

していたが、大正 9(1920)年 に分離独立し、下勢頭区となった。

農業を中心とした比較的裕福な集落で、闘牛やアシビなどで有名

だった。屋号スズキ (鈴木)に はラジオがあった。

集落の組分けはイチクミ、ニクミ、サンクミ、ヨンクミの 4つ に

分かれていた。綱引きには、南側のイチクミとニクミがメーンダカ

リ、北側のサンクミとヨンクミがクシンダカリの 2つ に分かれた。

入植当初はトゥクガーから馬で水を運んでいた。その後、メーヌ

カー、フェーヌカーを掘 り、共同使用していた。大正～昭和時代に

かけて、各家に丼戸を掘るようになった。水の出が異なるので、そ

れぞれ掘る深さが違い、ウフサク周辺は 7～ 8尋 (10。 5～ 12m)、

ウチヤードゥイ周辺は地盤が高いので 36～ 38m掘 った。季節に

よっても水の深さは変わつた。カージナは寄り集まってチナウチをし

て、各自のものを使っていた。スルガージナと言う。また、水タン

クがイチクミー2基、ニクミ…6基、ヨンクミー3基あった。屋根が

茅ぶきから瓦ぶきに代わり始めたのは、大正時代に入つてからで、

その後、昭和 10(1935)年代からタンクが設置された。水対策の

一環として、各市町村が 70円の補助金を出して奨励していたが、

個人には出ないので、何名かで共同名義にしていた。

サーターヤーがイチクミー7か所、ニクミー4か所、サンクミー3

か所、ヨンクミー5か所あった。血縁中心、あるいは隣近所で組を

作つていた。サ トウキビを絞るクルマナーと、その絞った汁を炊 く

小屋があった。クルマナーには鉄輪のクルマが 3個組まれ、中心

のクルマに付けられた 10mほ どの丸太の端を、馬が引っ張ってク

ルマを回した。そのクルマの間にサ トウキビを挟みこんで絞る。絞

られたキビ汁は小さな溝を通 り、小屋の中にある竃の上の丸鍋に流

れる仕組みになっていた。
かい        に つ

た

溜
せっ

まったキビ汁は角鍋に移し、少量の石

灰を入れて煮詰める。煮詰まった砂糖汁は更に冷やし用小鍋に入れ、

棒でかきまわし、これを冷やして樽に詰めた。樽 10斤 (6kg)、

樽の蓋 5斤 (3kg)、 砂糖 120斤 (72kg)の 1丁 135斤

(81kg)の黒糖の製品が出来た。砂糖を製造する時期をサーター

ジーと言う。3月末になり、製糖が終わった農家では、ごちそうを作っ

て、親戚や一緒に働いた人々とシースビーの喜びにひたった。昭和

12～ 13(1937～ 38)年 頃、イシアナーの南側に製糖工場があ

り、発動機と呼んでいた。2～ 3年後、野里の方に移った。

ガンヤーはウカマジーの東側に位置していた。ガンをコー、ンマ、

376

■カーラヤー :瓦ぶきの家。

■アシビ :歌・三味線・踊りなど

を楽しむこと。また、村芝居・

祭りなど、仕事を休んで行なう

演芸・娯楽。

≪フェーヌカー≫

■カージナ :井戸の縄。

■チナウチ :綱 (縄)を絢うこと。

■スルガージナ :シ ュロで作った

縄。

■サーターヤー :製糖小屋。

■クルマナー :サ トウキビを圧搾

する装置を据えた広場。

■クルマ :サ トウキビを圧搾する

装置。

■サータージー :砂糖を製糖する

時期。

■シースビー :行事や作業を無事

に終えること。

■野里 :現在の嘉手納町域にあっ

た集落。野里馬場があった。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。



アカンマーとも言う。ガンで送られるのは男は 7歳、女は 9歳以上

からで、「ンマに乗せ る」と表現 した。死者を入れ ると300斤

(180kg)に なり、ガンの前後に 2人ずつの計 4人のガンカタ

ミヤーが肩に担いで運んだ。妻が妊娠している人は、ガンカタミヤー

にならなかった。ガンは組み立て式であり、墓からの帰 りは、下の

台と上の櫓を取 り外して小さくした。ガンヤーに納めるときはチカ

バクも一緒に納めた。戦前、チカバクは 2つ あった。

カヤモーが、屋号ウフジンカ (大源河):51の前やウマヌナガニー

を越したあたりなどにあった。管理された牧草地で茅を作つており、

無断で草刈 りをすることはできなかった。マカヤー (チ ガヤ)と ダ

キガヤがあった。ダキガヤは母屋に使った。家畜小屋で使 うこと

もあった。

【集落で行なわれる主な年中行事】

●旧暦 2月 2日 ～ 3日 <ニングヮチャーグヮー>:1日 目はメーン

ダカリとクシンダカリに分かれて行なわれた。その中でも、さらに

29歳 までのニーシェーター、30～ 49歳までのヤクミー、50歳

以上のタンメーの 3組に分かれ、ヤードゥに集まって行なわれた。

ニーシェーターから年長者に三枚肉、天ぶら、豆腐などのごちそう

を差し上げた。2日 目はアシビナーに集合し、合同祭をした。ヤー

ドゥは輪番制で、水の便や台所の設備、部屋の大きさなどを考慮し

て決められていた。

●旧暦 6月 16日 <綱 引き>:屋号シチャヌハナグシク (下 ヌ花

城):96の 屋敷前で、メーンダカリとクシンダカリに分かれて行なわ

れた。綱引きの後はムンチャリナーで沖縄相撲をした。

●旧暦 6月 25日 07月 17日・8月 10日 09月 9日 <ウ シオーラ

セー>:年に4回 闘牛が行なわれるが、6月 ・7月 08月 は練習試合

で、9月 9日 が本試合だった。

●旧暦 7月 7日 <旗スガシー>:芝居の旗やアシビに使う道具を虫

干しする。

●旧暦 7月 <盆 >:ヤ イサーを行なう。

●旧暦 10月 ～ 11月 <ア シビ>:10月 か 11月 の農閑期に行な

われたが、毎年あるわけではなかった。7月 頃に、クィーシラビチ

(声調べ)と いう試験をしてから役が振 り分けられた。シチャシー

ドゥヤードゥイ (下勢頭屋取)は 8つ の演目を持っていた。

集落域は米軍に接収 され、現在も嘉手納基地内である。そのた

め、人々は他集落へ分散して暮らしている。しかし、郷友会を中心

として『下勢頭誌』の発行や、さまざまな活動を行ない、親睦を深

めている団結の強い集落である。
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■ガン :寵。葬式のとき、死者の

棺を入れて墓地まで運ぶための

もの。

■ガンカタミヤー :ガンを担ぐ人。

■ガンヤー :寵を納めておく小屋。

■チカバク :ガ ンを解体して納め

る箱。

■カヤモー :屋根を葺くのに使う

茅を生やしていた野原。

■ニングヮチヤー :旧暦 2月 に行

なわれる行事。集落や組単位で

酒宴を開き、余興をして楽しむ。

■ニーシェーター :若者の組。

■ヤクミー :壮年の組。

■タンメー :年寄りの組。

■ヤードゥ:一時的に集会所にあ

てられる家。

■ウシオーラセー :闘牛。牛と牛

を戦わせる農村部の伝統的な娯

楽競技。ウシオーラセーとも言

つ。

■アシビ :歌・三味線・踊りなど

を楽しむこと。また、村芝居・

祭りなど、仕事を休んで行なう

演芸・娯楽。

■ヤイサー (エ イサー):旧暦 7月

の盆に行なわれる行事。各集落

の青年たちが行列をなして踊り、

各家を回る。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。
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下勢頭屋取の家の配置 (数字は屋号番号)

似鑓L

■■■■■ 河川

]幽略

(小 さい文字は他の集落の呼び名)

(小 さい文字は他の集落の呼び名)

名称 (小 さい文字は他の集落の呼び名)
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口
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シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)

1組。集落の組分けの 1つ。グンドーから南側に位置する33軒

を言う。行事のときにはニクミとともにメーンダカリに含まれた。

ニクミ

2組。集落の組分けの 1つ。グンドー沿いの北側 37軒を言う。

行事のときにはイチクミとともにメーンダカリに含まれた。

サンクミ

3組。集落の組分けの 1つ。ヤガグヮーヤードゥイとウチヤードゥ

イの北半分を合わせた25軒を言う。行事のときにはヨンクミとと

もにクシンダカリに含まれた。

ヨンクミ

4組。集落の組分けの 1つ。ニシバルグヮー、ウィーヒングヮー、

シチャバルグ ヮーを合わせた37軒を言う。行事のときにはサンク

ミとともにクシンダカリに含まれた。

村渠

前村渠。集落の組分けの1つ。集落の南側をメーンダカリ、北側

をクシンダカリと言う。メーンダカリはイチクミとニクミを合わせ

た70軒を言う。

クシン カ リ

後村渠。集落の組分けの1つ。集落の南側をメーンダカリ、北側

をクシンダカリと言う。クシンダカリはサンクミとヨンクミを合わ

せた62軒を言う。

小集落

【※編注:位置不明確のため、地図上には記載していない】

佐久川屋取。シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)の村立て
ヤードゥイ

をした最初の屋取。集落のほぼ真ん中で、ユシミヌカミ内に位置す

メーン カ リ

―ヤードゥイク

る
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≪聞取り調査風景≫

≪現地調査 0嘉手納基地内≫



ウチヤードゥイ

内屋取。ジムスが位置する集落の真ん中あたりである。シードゥ

バシの東方～屋号 ミーテーラ (新平良):106～ アシビナー～屋号サ

ンドウーテーラグヮー (三良平良小):80の 近 くのマヤージーー帯の

37軒を言う。

シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)の村立てをしたと言わ

れる佐久川家がある。

シチャバルグヮー

下原小。ウチヤードゥイの西側、ウカマジーの東側一帯である。

シチャバルグ ヮーミチ沿いの屋号ウクバル (奥原):82か らチュン

ナーグヮーヤードゥイ (喜友名小屋取)寄 りの屋号シェークーチュ

ンナー (細工喜友名):62あ たりまでの20軒を言う。

ウィーヒングヮー

上辺小。アシビナージーの西側である。屋号ンー トーチュン

ナー (武戸喜友名):75他、17軒を言う。

地形的に一段高 くなっている。同じヨンクミのシチャバルグヮー

は一段低 くなっていたので、下の組が上の組をウィーヒング ヮーと

百っていた。

ニシバルグヮー

北原小。集落の一番北側で、アシビナージーの北側に位置する6

軒を言う。

ヤガグヮーヤードゥイ

屋我小屋取。集落の北東はずれで、フィラカージーの北側に位置
や が

する屋我姓の7軒を言う。

河 川

9か所ある拝所の 1つ。イリー (伊礼)とハンザン (平安山)の

間を流れていた川。ナガサンニーとも言う。ハンザン (平安山)や

ハマガー (浜川)の集落からは距離的に遠いので、一番トゥクガー

を利用していたのは、2kmぐ らいの距離だったシチャシードゥヤー

ドゥイ (下勢頭屋取)であった。

入植当時はトゥクガーの水を馬で運んで飲用していた。その後、

共同井戸であるフェーヌカーやメーヌカーを掘 り、大正から昭和に

かけては個人の井戸が掘られるようになった。
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≪聞取 り調査風景≫



トゥクガーは水量が豊富で、水は冷たかった。カニ、エビ、チン

ボーラー (巻貝)、 スップヤー (黒 い魚)な どがたくさんいた。学

校帰りには、田んぼの草で石の間をふさいで水を溜め、そこで泳い

で遊んでいた。水が冷たいため、唇が黒 くなった。

昭和 19(1944)年頃、日本軍の石部隊の兵隊が水浴び場所とし

て使っていた。

現在は国体道路沿いのトゥクガーシーの南側に位置する谷間に

イジュングチがある。昔、ここ一帯は山だった。もう山はなくなっ

てしまい、水量も少なくなっている。

→伊礼・平安山のトゥクガーを見よ。

トゥンワタルガーラ

ウカマジーとカーシヌシーの南側を流れて、シナビ (砂辺)に流

れていく川。普段、水はなく、雨が降ったら流れができる川であっ

た。以前、水はウカマジーの前の古墓のところに流れていたが、現

在は米軍が堰き止めて、タイチョーヤーのところに流している。

→砂辺のカーシヌシーを見よ。

ウスクドーヌカーラ
そば

集落の中、メーヌカーの側
とお

を通って東から西へ流れる川。普段、

水はなく、雨が降つたら流れができる川であった。

谷間

ウチヤードゥイから北へ向かい、アシビナージーとフィラカージー

の間の盆地を言う。地形的に高い所に位置しており、また岩と岩の

間であるため、北風が強 く吹く場所であった。

ノ」ヽハル名

ドゥリグ ヮーあたりを言う。屋号アカミチチュンナー (赤道喜友

名):42の 側であった。家の前に、ガジマルがあつて、その周囲はア

シビドゥクルになっていた。晩になると、青年たちがドゥリグ ヮー

をさわつてくるという遊びがあった。

メーヌハルー

ウシモーの南西あたりを言う。屋号メーヌハルーテーラグヮー(前

ヌ原平良小):23の他、2軒の屋敷があった。

ワンドゥー

ヮーヌハタドゥリ
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≪現地調査・嘉手納基地内≫

■石部隊 :第 62師団独立歩兵第

12大隊の通称。

■国体道路 :県道 23号線 国体

記念道路

■イジュングチ :泉口。泉の湧き

出るところ。

≪ワンドウー≫

■アシビドゥクル :遊び場所。



郡道

ソンドー、ウフミチとも百う。メーヌハルーの人たちは、この道

を通って学校に行 くので、ガッコーミチと言っていた。

北谷国民学校の側が起点となり、そこからアカミチーヌフィラま

では上 りであった。さらに進み、トゥンワタルーバシからグンドー

沿いにある墓 1基まで上り坂であつた。そこからウィーシードゥヤー

ドゥイ (上勢頭屋取)の屋号コーチョージキラン (校長瑞慶覧)の

ところまでは平坦だった。少し下 り気味でウクマガイヘ行き、クン

ノーイカジマヤーまでは上 り気味となる。

グンドーの補修工事は、サトウキビの収穫時期に入る前の 11月

頃に集落単位で行なっていた。年に 1～ 2回ほどあり、担当範囲は

シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)と ハンジャヌウィーヤー

ドゥイ (平安山ヌ上屋取)の境界の道からアシビナーミチ入口まで

だった。一世帯から13歳以上の者が 1人出て、イシグーを敷きな

らす作業を 2～ 3日 かけて行なった。日当が 30銭ぐらいもらえた。

グンドー沿いの屋号シチャヌハナグシク (下 ヌ花城):96屋敷前で

綱引きが行なわれていた。

現在の嘉手納基地ゲート1か らゲート2に つながる道とほぼ一

致している。

→上勢頭屋取のウクマガイを見よ。

アカミチー

シチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)と ハンジャヌウィーヤー

ドゥイ (平安山ヌ上屋取)の境からアカミチーカジマヤーまでの道。

イシグーは敷かれておらず、赤土のままであった。雨が降るとよく

滑った。

馬車道

ウチヤードゥイの中を通る道。グンドー沿いの屋号ウフミチバ

タハナグシク (大道端花城):103か ら北へ向かい、屋号ウグヮン

グヮーニー (御願小根):79の 前を通 り、ウィーヒングヮーヘ行 く道。

馬車も通ることができた。

ウシモーミチ

ウシナーミチとも言う。毎日、集落から牛を引っ張って行 く道。

2か所あるうちの 1つ。グンドーからアカミチカジマヤーを右に折

れ、ウシモーヘ行 く道である。

ウチヤードゥイミチ
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■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し、

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校
へと変わった。

■クンノーイカジマヤー :現在の

嘉手納町域にあった国直屋取に

あった十字路。

■イシグー :さ んご礁などを砕い

た細かい砂利。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

≪現地調査・嘉手納基地内≫



ウシモーミチ

ウシナーミチとも言う。毎日、集落から牛を引っ張って行 く道。

2か所あるうちの 1つ。グンドー沿いの屋号ウフミチバタハナグシ

ク (大道端花城):103か ら南側へ向かい、ウシモーヘ行 く道である。

北谷国民学校前のグンドーからクンディヌシーの前を左に折れ、

シチャバルグヮーを通り、ウィーヒングヮー、ニシバルグヮーとア

シビナージーの間を抜け、ヤガグヮーヤードゥイヘと続く道。

昭和 8(1933)年 頃、シチャバルグヮーからウスクドーヌカーラ

まで畑をつぶして、馬車道を作った。それ以前は、馬車の通れない

lm幅ぐらいの狭い道であった。昭和 12(1937)年以降に、ウス

クドーヌカーラからグンドーのシチャシードゥヤードゥイ (下勢頭

屋取)と ハンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の境まで

馬車道となった。

→平安山ヌ上屋取のクンディヌシーを見よ。

アシビナーミチ

グンドー沿いの屋号 ミーテーラ (新平良):106か ら北へ向かう道。

アシビナージーヘと続き、ウチヤードゥイを過ぎたあたりからワン

ドゥーに入る。

この一帯は地形的に高いところに位置し、フィラカージーとアシ

ビナージーの間であるため、北風が強 く吹く場所であった。大正 3

(1914)年生まれの人が 13歳の頃に、アシビナーミチの道普請を

したと言う。

生活道

グンドーのアカミチーカジマヤー、トゥンワタルーバシを過ぎ、

屋号シチャヌカミーハナグシク (下 ヌ亀花城):53か ら北へ向かう

道。シチャバルグヮーの中を通 り、チュンナーグヮーヤードゥイ

(喜友名小屋取)へ と続く。

坂道

アカミチーカジマヤーから南へ向かい、ウフサクに至る道の途中

までを言う。屋号アカミチーチュンナー (赤道喜友名):42か らトゥ

クガーヘ行 く坂道。急な坂なので、馬車に荷物を少ししか積むこと

ができなかった。

ガッコーミチ

―ミチバ ノシチ

ウフサク フ
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■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校
へと変わった。

≪現地調査・嘉手納基地内≫



アカミチーヌフィラ

アカミチヌヒラグヮー、アカミチービラとも言う。北谷国民学校

や夕カアプサーを過ぎたところから、屋号シターハナグシク (思太

花城):25の 前までのグンドーを言う。ゆるやかな坂道であった。そ

の一帯は赤土で、雨が降るとよく滑った。

→平安山ヌ上屋取の夕カアプサーを見よ。

切 り通し

岩山を切 り取った道。集落の南西側、屋号スイテーラグヮー (首
とお                                ルお

里平良小):11の 前を通る道。トゥクガーに行 く道で、馬一頭が通れ

るぐらいの道幅だった。

ウチヤードゥイの東側に3つ 並んでいたシー。フィラカージー

を境にして西側がシチャシードゥヤードゥイ (下勢頭屋取)、 東側は

ゥィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)に なる。

一番大きなシーをフィラカージーと言 うが、3つ並んだシーを総

称してフィラカージーと言 うこともある。3つ の中で、グンドー寄

りのシーは夕カジーと言い、真ん中のシーには特別の呼称はなかっ

た。

フィラカージーの一番上のモーグヮーで、時々フナウクイをして

いた。船が那覇から出て、読谷残波岬に隠れるまで見えていた。普

段はジムスの西側やグーフなどでフナウクイすることが多かった。

また、集落内行事、特にアザアシビがあるときには、フィラカ…

ジーに上 り、鉦をたたいて隣接の集落である山内、諸見里、ハンザ

ン (平安山)、 ハマガー (浜川)、 イリー (伊礼)、 国直、桑江島屋

取あたりまで呼びかける場所として利用した。

夕カジー

ウチヤードゥイの東側に 3つ並んでいたシーの中で、グンドー寄

りで槍のように尖ったシー。タッチューとも言う。一番大きなシー

はフィラカージーと言 うが、3つ並んだシーを総称してフィラカー

ジーと言うこともある。真ん中のシーには特別の呼称はない。

ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)の人たちは、シー全体

を総称してシードゥヌシーと言っていた。

ワイト イ

岩 山

フィラカージー
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■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し、

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校
へと変わった。

■シー :岩山。

■モーグヮー:原野。野原。原っぱ。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■アザ :下 勢頭屋取で言 うアザ

(字)は集落の意味。

■アシビ :歌・三味線・踊りなど

を楽しむこと。また、村芝居・

祭りなど、仕事を休んで行なう

演芸・娯楽。

■国直 :現在の嘉手納町域にあっ

た屋取集落。

■桑江島屋取 :国 直の南側にあっ

た屋取集落。

■シー :岩山。



アシビナージー

アシビナーの北側にある岩山。話者によると、アシビナーでアシ

ビを始めたのが明治 19(1886)年頃からなので、その頃からアシ

ビナージーと呼ぶようになったのではないかと言う。

嘉手納基地内に現存している高い岩山である。

マヤージー

屋号サンドゥーテーラグヮー (三良平良小):80の 北側にあった岩

山。話者によると、マヤージーと言うが、必ずしもそこにネコを吊

るすわけではなく、吊るされているのを見たこともないと言う。名

前の由来は不明。

現在も嘉手納基地内に原形が残つている。立派なシーである。

しかし、戦前はどこから見てもシーが見えたが、戦後は草刈 りや薪

取 りもしなくなつたために、木が生い茂っている。

ウカマジー

シチャバルグ ヮーの西側にあった岩山。話者によると、ウカマ

ジーの東側には遺骨がたくさんあり、集落が開拓される前から風葬

地帯だつたのではないかと言う。

ウカマジーとカンジャージーの北側は石切 り場だった。一級品の

石で、墓石や石垣などに使われていた。シチャシードゥヤードゥイ

(下勢頭屋取)の人たちは墓を作る時、ここから石を調達していた。

話者によると、戦時中、ウカマジーの防空壕は海軍の一番大きな

高射砲が設置されていたが、一発も撃っていないと言う。

現在も嘉手納基地内に残つている。戦前はどこから見ても岩が

見えていたが、現在は本が生い茂 り、岩が見えなくなつている。

→喜友名小屋取のウカマジーを見よ。

カンジャージー
つら

ウカマジーの北西側に連なって位置するシー。

トゥクジヌシーグヮー

集落の西はずれにあった岩。このシーから草や石を取ると祟 り

があると言われている。話者によると、トゥクジヌシーグ ヮーから

石を取って豚小屋を作ったら、豚の様子がおかしくなり、取つた石

を戻したという伝説があると言う。タマガイが出たり、骨なども多

く、草刈 りには行かなかった。

嘉手納基地内に現存している小さなシーグヮーである。
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■アシビ :歌 0三味線・踊 りなど

を楽しむこと。また、村芝居・

祭 りなど、仕事を休んで行なう

演芸・娯楽。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■ネコの死骸を葬るときに木の枝

に吊るす習俗が沖縄各地にみら

れ、そうすると化けネコになら

ずに成仏すると言う。

■シー :岩山。

≪マヤージー≫

■シー :岩山。

■タマガイ :凶兆。火の玉が家の

上に高く上がつたりすること。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■シーグヮー :岩山。



トゥクガーシー

アカミチーカジマヤーから南へ向かい、ウフサクビラを

ころにあった岩山。

風葬地帯でもあった。

昭和 20(1945)年 3月 頃、米軍の攻撃が激 しくな り、カンシ

ショーでの業務ができなくなった。そのため、トゥクガーシーの自

然壕に監視哨業務を移した。

現在は嘉手納基地内である。国体道路から国道 58号線に向け

て、右手にあるイーグルロッジと山の上のタイチョーヤーとの間に

あるシーである。

→浜川のカンシショーを見よ。

くだ

下 ったと

陣:¬F~~
L二壼 登三二」

メーヌカーの北東側にあった松林。メーヌマーチューグヮーとも

言う。周囲は畑で、このメーヌマーチューのところは、サ トウキビ

の枯れ葉を積むところだつた。フアーガラマジミドゥクルと言う。

土地はやせていたが、ナーバ (キ ノコ)を探したり、子どもたち

の遊び場所でもあった。また、ネコが死んだときに吊るす場所でも

あつた。イエンビーもよく出た。
か

現在は嘉
で な

手納基地内である。戦前はた くさんの松があったが、

7～ 8本が残っているだけとなった。

アシビナージーの西側にあった。周辺はイシャーラ畑だった。

シチャバルグ ヮーの人たちは、グーフでフナウクイをしていた。

戦後、米軍がイシグーを取ったため、現在は穴が開いている。

池沼 ●

はい しょ

9か 所 ある拝所の 1つ。ナーカヌクム イとも言 う。屋号サン

ドゥーテーラ (三良平良):87の南側にあった大きなクムイ。

9か所ある拝所の 1つ。集落の真ん中あたりで、ウシモーの北東

側にある。南側に住んでいる人はクシヌカーと言 うこともある。

7～ 8尋 (10。 5～ 12m)の 深さだつた。

掘井戸 膚
メーヌカ…
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≪メーヌカー≫

■監視哨 :敵の動きを監視すると

ころ。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

≪メーヌマーチュー≫

■ファーガラマジミドゥクル :落

葉を積むところ。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■ネコの死骸を葬るときに木の枝

に吊るす習俗が沖縄各地にみら

れ、そうすると化けネコになら

ずに成仏すると言う。

■イニンビー :ひ とだま。死者の

遺念が火となって現れるとされ

るもの。

■イシャーラ :土に石ころが混ざつ

た土地。イサーラとも言う。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■イシグー :さ んご礁などを砕い

た細かい砂利。

■クムイ :池。沼。

IL」勲
堕主

=_」



入植当時はトゥクガーの水を馬で運んで飲用していた。その後、

共同井戸であるフェーヌカーやメーヌカーを掘 り、大正から昭和に

かけては個人の井戸が掘られるようになった。

メーヌカーは、釣瓶の滑

となった。

車が出てからは柱を立てて、クルマガー

嘉手納基地内に現存し、井戸の縁石には釣瓶の綱の跡を見ること

ができる。

い し

9か所ある の 1つ。イチクミからは、ニシヌカーと言う。谷

間にあり、フェーヌカーの頂上にはウシモーがある。話者によると、

ウシモーー帯の山の水が染み込んで、フェーヌカーに流れ込んでい

るのではないかと言 う。7～ 8尋 (10。 5～ 12m)ぐ らいの深さ

で、澄み切ったきれいな水であった。井戸の右側にある角柱はウー

キイシーの役目をしていた。

入植当時はトゥクガーの水を馬で運んで飲用していた。その後、

共同井戸であるフェーヌカーやメーヌカーが掘られた。話者による

と、ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)の人たちも一緒になっ

て井戸を作つたのではないかと言 う。大正から昭和にかけては個

人の井戸が掘られるようになった。

小満亡種の大雨の時には、水は泉のように溢れ出た。乾燥した土

地に浸水するほどであった。

昭和 17～ 8(1942～ 43)年 頃に突然水が吹き出し、それが長

い間続いていた。

明治 30(1900)年代生まれの女性の方々は、18歳ごろまでフェー

ヌカーで水を汲んでいたという。

カーウガミは旧暦 9月 9日 に行なつていた。また、出征する前に

もフェーヌカーを拝んでいた。

嘉手納基地内に、原形のままで現存しており、井戸の縁石に釣瓶

の綱の跡を見ることができる。

シチャバルグヮーヌカ…

4か所あった共同井戸のうちの 1つ。屋号ウファカニー (御 墓

根):71の後ろにあった。石囲いされた大きいガジマルの北側、2～

3m離れたところにあった。深さは 22尋 (33m)だ った。

現在は嘉手納基地内で、ガジマルはあるが、井戸は残っていない。

ウィーヌハナグシクヌカー

4か所あった共同井戸のうちの 1つ。屋号イーヌハナグシク (上

ヌ花城):lo9の 北側、サーターヤーの側にあった。深さは20尋

フェーヌカ…
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≪シチャバルグヮーヌカー≫

≪ メーヌカー≫

■クルマガー :滑車につるべ縄を

かけて水を汲む井戸。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■ウーキイシー :桶を頭に載せる

ための台。

≪フェーヌカー≫

■小満亡種 :沖縄で雨の多い季節。

梅雨期。5月 中旬～6月 下旬頃

を言う。

■カーウガミ:井戸の神様を拝む。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。



(30m)だ った。

カナータケーシグヮーヌカー

4か所ある共同井戸のうちの 1つ。屋号カナータケーシグヮー

(加那高江洲小):123の ところにあった。深さは 21尋 (31。 5m)

だった。

ウフヤガヌカー

4か所ある共同井戸のうちの 1つ。屋号ウフヤガ (大屋我):135

の西側にあった。深さは27尋 (40。 5m)で、シチャシードゥヤー

ドゥイ (下勢頭屋取)で一番深い井戸だった。

国民学校前のグンドーからアカミチーカジマヤーを過ぎたと

ころにあった。橋の手前には屋号ハシヌハタジンカグヮー (橋ヌ端

源河小):44があつた。アカミチーから来ると橋までは下 り坂で、橋

を過ぎると上 り坂になっていた。

コンクリート製の橋になつてからは、シードゥバシと言うように

なった。

話者によると、最近まで石積みのアーチが少し残っていたと言

う。今回の現地調査のときには、石積みは残っていたものの、アー

チは崩れていた。米軍がコンクリートで伸ばした跡も残っている。

屋号アカミチチュンナー (赤道喜友名):42前の
こう さ てん

交差点。ウシモー
くだ        こう さ てん

ミチ、ウフサク、グンドーヘ下る道との交差点。

共同製糖小屋。イチクミに7か所あったうちの 1つ。屋号スイテー

ラグヮー (首里平良小):11の北側にあった。

使用者は屋号スイテーラグヮー (首里平良小)、 屋号イリアシンミ

グヮー (西安次嶺小)、 屋号アガリアシンミグヮー (東安次嶺小)、

屋号カミーサクガー (亀佐久川)の 4軒だった。維持費は使用者み

んなで出していた。

土春
TF■

トゥンワタルーノン

十字路

アカミチーカジマヤー

製糖小屋 に
サーターヤー
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■北谷尋常高等小学校 :明治35
(1902)年に北谷尋常小学校と

野国尋常小学校の二校が合併し、

平安山ヌ上屋取に開校した。昭

和 16(1941)年 の「国民学校

令」により、学校名が国民学校
へと変わった。

≪聞取り調査風景≫



サーターヤー

共同製糖小屋。イチクミに7か所あったうちの 1つ。イリヌテー

ラ (西 ヌ平良):8の西側にあった。

使用者は屋号イリヌテーラ (西 ヌ平良)、 屋号ウフテーラ (大平

良)、 屋号テーラ (平良)の 3軒だった。維持費は使用者みんなで

出していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。イチクミに7か所あったうちの 1つ。屋号アカミ

チハナグシク (赤道花城):13の北側にあった。

使用者は屋号アカミチハナグシク (赤道花城)、 屋号シタージンカ

(思太源河)、 屋号ンートークミシグヮー (武戸米須小)の 3軒だっ

た。維持費は使用者みんなで出していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。イチクミに7か所あったうちの 1つ。屋号カマー

ジンカ (蒲源河):16の西側、屋号シタージンカ (思太源河):15と

の間にあった。

使用者は屋号カマージンカ (蒲源河)、 屋号カマダージンカグヮー

(蒲太源河小)の 2軒だった。維持費は使用者みんなで出してい

た。

サーターヤー

製糖小屋。イチクミに 7か所あったうちの 1つ。屋号サンラージ

ンカ (三良源河):49の南西側にあった。

サーターヤー

共同製糖小屋。イチクミに7か所あったうちの 1つ。屋号ンートー

ジンカ (武戸源河):48の南側にあった。

使用者は屋号ンートージンカ (武戸源河)、 屋号ハシヌハタジンカ

グヮー (橋 ヌ端源河小)の 2軒だった。維持費は使用者みんなで出

していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。イチクミに7か所あったうちの 1つ。屋号アカミ

チチュンナー (赤道喜友名):42の北東側にあった。

使用者は屋号アカミチチュンナー (赤道喜友名)、 屋号カミーヤン

バルチュンナーグヮー (亀山原喜友名小)、 屋号サンーテイーラ (三

良平良)の 3軒だった。維持費は使用者みんなで出していた。
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≪聞取 り調査風景≫

≪現地調査・嘉手納基地内≫



サーターヤー

共同製糖小屋。ニクミに4か所あったうちの 1つ。屋号シチャ

バルタケーシグヮー (下原高江洲小):28の東側にあった。

使用者は屋号シチャバルタケーシグヮー (下原高江洲小)、 屋号ウ

シーチファ (牛津覇)、 屋号サンラージンカグヮー (三良源河小)、

屋号フランスタケーシグヮー (フ ランス高江洲小)、 屋号シターハナ

グシク (思太花城)の 5軒だった。維持費は使用者みんなで出して

いた。

サーターヤー

共同製糖小屋。ニクミに4か所あったうちの 1つ。屋号 ミーチリ

ハナグシク (目 切花城):54の北東側にあった。

使用者は屋号 ミーチリハナグシク (目 切花城)、 屋号ウフヤーハナ

グシク (大屋花城)の 2軒だった。維持費は使用者みんなで出して

いた。

サーターヤー

共同製糖小屋。ニクミに4か所あったうちの 1つ。屋号シチャヌ

ハナグシク (下 ヌ花城):96の北側にあった。

使用者は屋号シチャヌハナグシク (下 ヌ花城)、 屋号シチャヌカ

ミーハナグシク (下 ヌ亀花城)の 2軒だった。維持費は使用者みん

なで出していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。ニクミに4か所あったうちの 1つ。屋号ウフミチ

バタハナグシク (大道端花城):103か らグンドーをはさんだ南側に

あった。

使用者は屋号ウフミチバタハナグシク (大道端花城)、 屋号アガリ

ハナグシク (東花城)、 屋号ウグヮングヮーニー (御願小根)、 屋号

アガリー (東 リー)、 屋号スイハナグシク (首里花城)、 屋号クシハ

ナグシク (後花城)、 屋号イーヌチフアグヮー (上 ヌ津覇小)の 7

軒だった。維持費は使用者みんなで出していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。サンクミに3か所あったうちの 1つ。屋号ウフサ

クガー (大佐久川):91の西側にあった。

使用者は屋号ウフサクガー (大佐久川)、 屋号ヤマーサクガー (山

佐久川)、 屋号タケーシ (高江洲)、 屋号イチバル (池原)、 屋号屋

号カナーチファ (加那津覇)の 5軒だった。維持費は使用者みんな

で出していた。
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≪現地調査 0嘉手納基地内≫

≪聞取 り調査風景≫

≪聞取り調査風景≫
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サーターヤーと屋敷の間にデイゴがあり、よくハブがいた。

サーターヤー

共同製糖小屋。サンクミに3か所あったうちの 1つ。屋号イーヌ

ハナグシク (上 ヌ花城):lo9の北側にあった。

使用者は屋号イーヌハナグシク (上 ヌ花城)、 屋号イーヌタルーハ

ナグシク (上 ヌ樽花城)、 屋号イーヌマチーハナグシク (上 ヌ松花

城)、 屋号イーヌカミーハナグシク (上 ヌ亀花城)の 4軒だった。維

持費は使用者みんなで出していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。サンクミに3か所あったうちの 1つ。屋号マチー

ヤガ (松屋我):134の東側にあった。

使用者は屋号マチーヤガ (松屋我)、 屋号ウフヤガ (大屋我)、 屋

号ウシーヤガ (牛屋我)、 屋号メーヤガ (前屋我)、 屋号タルーヤガ

(樽屋我)、 屋号ウシーヤガ (牛屋我)の 6軒だった。維持費は使

用者みんなで出していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。ヨンクミに5か所あったうちの 1つ。屋号チサバ

グヮー (喜舎場小):56の東側にあった。

使用者は屋号 ミーハナグシク (新花城)、 屋号ヘーチチャハナグシ

ク (灰土花城)、 屋号シチャバルタケーシグヮー (下原高江洲小)、

屋号ウクバル (奥原)の 5軒だった。維持費は使用者みんなで出し

ていた。

サーターヤー

共同製糖小屋。ヨンクミに5か所あったうちの 1つ。屋号ジキラ

ングヮー (瑞慶覧小):61の 南西側にあつた。ジキラングヮーヌサー

ターヤーとも百う。

使用者は屋号ジキラングヮー (瑞慶覧小)、 屋号クミシ (米須)、

屋号 ミーヤーサクガーグヮー (新屋佐久川小)、 屋号フナクシ (冨

名腰)、 屋号シチャバルサクガーグヮー (下原佐久川小)、 屋号ウチ

サクガーグヮー (内 佐久川小)、 屋号シチャバルヤマーチュンナー

グヮー (下原山喜友名小)の 7軒だった。維持費は使用者みんなで

出していた。

サーターヤーのクルマナーを平たく、きれいなガジマルが覆って

いた。ガジマルは端っこにあった。ガジマルから南側がサーター

ヤーであった。ガジマルは現存する。
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≪聞取 り調査風景≫

≪現地調査 0嘉手納基地内≫

■クルマナー :サ トウキビを圧搾

する装置。



サーターヤー

共同製糖小屋。ヨンクミに5か所あったうちの 1つ。屋号シェー

クーチュンナー (細工喜友名):66の南側にあった。

使用者は屋号シェークーチュンナー (細工喜友名)、 屋号ウファカ

ニー (御墓根)、 屋号ウファカニーグヮー (御墓根小)、 屋号クムイ

ヌハタ (池端)、 屋号クムイヌハタイリー (池端西)の 5軒だった。

維持費は使用者みんなで出していた。

昔、井戸があったので、井戸の神様として石垣で囲ってあった。

戦後、井戸は埋められた。

サーターヤー

共同製糖小屋。ヨンクミに5か所あったうちの 1つ。屋号アガリ

ンートーチュンナー (東武戸喜友名):120の南側にあった。

使用者は屋号アガリンートーチュンナー (東武戸喜友名)、 屋号

ンートーチュンナー (武戸喜友名)、 屋号ヤマグシク (山城)、 屋号

ヤマグシクグヮー (山城小)、 屋号イリサクガーグヮー (西佐久川

小)、 屋号カニータンメー (金 タンメー)の 6軒だった。維持費は

使用者みんなで出していた。

サーターヤー

共同製糖小屋。ヨンクミに5か所あったうちの 1つ。屋号ムルン

ザ トゥグヮー (諸見里小):122の西側にあった。

使用者は屋号ムルンザ トウグワー (諸見里小)、 屋号ムルンザ トウ

(諸見里)、 屋号カミームルンザ トゥグヮー (亀諸見里小)、 屋号ク

シサクガー (後佐久川)、 屋号クシサクガーグヮー (後佐久川小)、

屋号 ミーテーラ (新平良)の 6軒だった。維持費は使用者みんなで

出していた。

採石場

夕カジーの南側にあった。グンドーに

採石されていた。

9か所ある

畑であった。

し

敷 くイシグーは、ここから

はいしょ

拝所の 1つ。アシビナーの南側にあった。その周囲は

2月 の豊年祈願をするところである。

現在、嘉手納基地内で、昔の石段と思われる石積みは残っている

イシアナー

拝所

アシビナーヌウ ンジュ
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≪現地調査・嘉手納基地内≫

■イシグー :さ んご礁などを砕い

た細かい砂利。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。



が、ウコールはなくなっている。

ユシミヌカミ

ウチヤー ドゥイの四隅に神様を祀 った うちの 1つ。屋号サン

ドウーテーラグヮー (三良平良小):80の南西側にあった。・

ユシミヌカミ

ウチヤードゥイの四隅に神様を

にあった。

まつ

祀ったうちの 1つ。ジムスの前

ユシミヌカミ

ウチヤー ドゥイの四隅に神様を祀 った うちの 1つ。屋号 ミー

テーラ (新平良):106の北側に位置する。

ユシミヌカミ

ウチヤードゥイの四隅に神様を祀ったうちの 1つ。屋号ウグヮ

ングヮーニー (御願小根):79の 側にあった。一番北側の神様である。

‖集会所 選畿
種:亜I=2∃

昭和 2(1927)年 頃に建てられた事務所。見はらしの良い高台に

位置していた。遠 くは浦添ようどれ付近までよく見えた。

ジムスの西側、墓地の上にソテツが植えられていたところがあ

り、そこでフナウクイをしていた。
さえぎ

な は

那覇を出港した船は、ウカマジー

のところに来ると、シーで遮られて船影が見えなくなった。
lま  ら

法螺を吹き鳴らして、諸行事の連絡をする場所でもあった。

アシビナーで行なつていたアザアシビを、昭和 2(1927)年 から

はジムスで行なうようになった。

広場 饉彗

ウシナー、シードゥウシナーとも言う。シチャシードゥヤードゥ

イ (下勢頭屋取)と ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)の 中

間あたりにあった闘牛場。ウシオーラセーのときには、ドラ、鉦、

太鼓などを鳴らして、青年たちが応援した。ウシオーラセーをした

後は、余興として沖縄相撲などをした。

話者によると、観覧席を作つて、ナーとして整備したのは、明治

30(1897)年 頃で、それ以前はモーの状態で、ウシオーラセーを

していたのではないかと言う。

シモー
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■モー :原野。野原。原っぱ。

■ウコール :御香炉。線香をたて

る炉。

≪合祀所≫

■浦添ようどれ :浦添城跡北側の

崖にある英祖王統と尚寧王の墓。

■フナウクイ:見はらしのいい場

所から、旅に出る人の安全を願

い、船を見送ること。

■シー :岩山。

■アザ :下 勢頭屋取で言 うアザ

(字)は集落の意味。

■アシビ :歌・三味線 0踊 りなど

を楽しむこと。また、村芝居・

祭りなど、仕事を休んで行なう

演芸・娯楽。

■ウシオーラセー :闘牛。牛と牛

を闘わせる農村部の伝統的な娯

楽競技。ウシオーラシーとも言

つ。

■ナー :広場。



現在は嘉手納基地内で、空き地となつている。話者によると、地

下は石であるために杭が打てず、そこに家は作れないと言う。

アシビナー

ウチヤードゥイの北側にある広場。明治 19(1886)年頃から、

この広場でアザアシビをするようになった。南側にはアシビナーヌ

ウガンジュがあり、その側に舞台を作って芝居などをしていた。そ

の後アザアシビは、昭和 2(1927)年 頃にアシビナーからジムスヘ

と場所を移して続けられた。

ムンチャリナー

屋号シチャヌハナグシク (下 ヌ花城):96の ところ、グンドーをは

さんだ南側にあった。200坪以上の広さがあった。

豆や、製糖期に出るウージガラを干したりする場所だった。農閑

期には子どもたちの遊び場所となり、ムートゥトゥエーなどをして

遊んでいた。また、綱引きの後に、沖縄相撲をする場所でもあった。

マーイサーが大 127斤 (76。 2kg)。 中 55斤 (33kg)0小
30斤 (18kg)の 3つ あった。

ムンチャリナー

屋号ンートーチュンナー (武戸喜友名):75の ところにあった。

100坪ぐらいの広さがあった。

ガンを納めておく小屋。ウカマジーの東側で、シチャバルグヮー

との間にあった。

ウィーシードゥヤードゥイ (上勢頭屋取)の屋号クバガー (久場
そくりょう               き ちよう

川)の カーミナクーバカ。測量の基準となる貴重な墓である。この

墓からウィーシードゥヤードウイ (上勢頭屋取)と なる。

現在は嘉手納基地内である。現存している。

境界標

屋号アカミチチュンナー (赤道喜友名):42の屋敷の
そば

側にあつた。

2mぐ らいの盛土の上に、幅 30cm、 厚み 7～ 8cmぐ らいの平

寵屋 」
ガンヤー

亀甲墓

クバガーヌハカ

リグヮード

つ
Ｄ

≪クバガーヌハカ≫

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■アザ :下 勢頭屋取で言 うアザ

(字)は集落の意味。

■アシビ :歌・三味線・踊りなど

を楽しむこと。また、村芝居・

祭りなど、仕事を休んで行なう

演芸・娯楽。

■ウージガラ :サ トウキビの絞 り

殻。

■ムートゥトゥエー :子どもの遊

び。プロレスごつこのようなも

の。

■マーイサー :集落の広場などに

置いてある大小の堅い、丸い石。

青年たちが力試しをする。

≪現地調査・嘉手納基地内≫

■カーミナクーバカ :屋根が亀の

甲のような形をした墓。

■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。



タイチョーヤー

建築物

きょうかい

たい石を置き、畑の境界の目印にしていた。

【※編注 :P374「現在の下勢頭屋取」の地図に記載】

隊長家。話者によると、米軍航空隊の准将の住居らしいと言う。

昭和 42～ 43(1967～ 68)年頃、コンクリートから赤瓦に変わっ

た。戦前の屋号サチヤマグヮー (サ チヤマ小):1の屋敷跡に建てら

れている。終戦当時からタイチョーヤーと言っていた。

現在は嘉手納基地内である。国体道路沿いに見上げると、屋根の

一部が見える。
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■嘉手納基地 :沖縄本島中部にあ

る極東最大の米空軍基地。

■国体道路 :県道 23号線 国体

記念道路
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下勢頭屋取 集落の周辺

い
つ
∞

下 勢 頭 屋 取 の組 分 け

[I]イ チクミ (一組)

[I]ニ クミ (二組)

[=]サ ンクミ (三組)

[三]ヨ ンクミ (四組)
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小字名



大字と小字

日本国の行政では、土地の整理・管理 0認証を行な うのに市 。区・町 0村・字 という区

画をもうけ、地番をわ りふっている。市・ 区・町・村の下位単位である「字」は、「大字」

とも呼ばれ、地番をふるための最小単位になっている。また、「字」の下位区分に「小字」

があって、 こちらは土地の登記手続きなど限られた場面で用いられている。

この土地区画制度は明治時代にはじまる。 日本本土では明治 22(1889)年の市区町村制

実施によって、近世期の土地制度を上台に土地 区画が再編 され、大字・小字という区分が

設定されたが、沖縄県の場合は明治 41(1908)年、沖縄県及島嶼町村制の実施によつて、

近世琉球期の土地制度を上台とする大字 と小字が設定 された。大字は、近世琉球で「村」

と呼ばれていた行政単位をもとにしてお り、その「村」をより細か く区画 していた「はる」

が小字の設定 とむすびついた。

北谷村の大字

北谷村内の大字の名称 と区域は、明治時代に、近世琉球期の「村」の名称 と区域をもと

に設定 され、昭和 20(1945)年 の沖縄戦までほとんど変わることがなかつた。

《沖縄戦以前の北谷村の地籍字名》

北谷・玉代勢 0伝道・桑江・伊礼 。平安山・浜川・砂辺

(現在は嘉手納町域に含まれ る字 → 野里・野国・屋良 。嘉手納 )

ただし、大正初期から昭和 14(1939)年 頃にかけて、地籍上の大字 とは別に、行政字と

よばれる区画が次 々に設置 された。行政字は集落のまとま りをもとに設定 されたもので、

土地制度にかかわる編成単位 というよりは、自治にかかわる集団区分の単位であ り、行政

組織の末端部的な機能をもっていた。

《昭和 15(1940)年 頃の行政字名》

北前、北谷、玉代勢、伝道、玉上、桑前、昭和通、桑江、桑後、

謝苅、桃原、伊礼、平安山、浜川、砂辺、下勢頭、上勢頭

行政字の設置は、住民からは本字からの分離独立 と受け取 られていたようである。 しか

し、行政字はあ くまで行政上の集団区分であ り、土地 区画の単位 としては先述の地籍字が

かわらず用いられていた。

地籍字の再編が行なわれたのは、昭和 21(1946)年 から昭和 24(1949)年 にかけての

ことである。沖縄戦によって土地関係の公簿や地図、登記簿などが消失してしまつたた

め、米軍政府は、昭和 21(1946)年 、沖縄諮詢会を通じて各村に村土地所有権委員会を設

置し、地籍調査にとりかからせた。その際、北谷村では、同時に地籍字の再編も行なわれた。

《再編後の地籍字名 (昭 和 24(1949)年に確定)》

北前・北谷 。大村 0玉上 0桃原・桑江 。伊平・上勢頭・下勢頭 0浜川 0砂辺

(現在は嘉手納町域に含まれる字 → 国直・野里 。野国 0兼久・水釜 。

嘉手納・屋良 0東・久得)

この 20の字ごとに字土地所有権委員会が設置され、昭和 21(1946)年 から昭和 23(1948)

年末まで、地籍調査と測量作業が行なわれた。現在北谷町域で用いられている大字・小字

の名称は、この地籍字の再編と地籍調査によって確定されたものである。
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〆

浜川、
い

桑江

伝道
`お

」ヒ谷

①沖縄戦以前の地籍字

下勢頭

桑江

大村

1ヒ谷

②昭和24(1949)年の地籍字

ウト

上の図は、沖縄戦以前 と、沖縄戦後再編 された地籍字の違いを示 したものである。戦前

は行政字のなかに名前が出ていた北前、玉上、桃原、下勢頭、上勢頭が、地籍字 として編

成 されている。なお、字玉上は、戦前の行政字玉上は「たまうえ」と読まれていたようで、

戦後、地籍字になってからは「たまがみ」 と読まれている。

字大村、吉原、伊平は、戦後の字再編によって新設 され、名前がつけられた。字大村は

戦前の字伝道の一部 と字玉代勢の一部、字吉原は戦前の字伝道 と桑江の一部、字伊平は戦

前の字伊礼 と字平安山の一部が合併 して新設 された。

③現在の字

北谷 1

北谷 2

北前 1

字下勢頭

字上勢頭

字伊平

字桑江

2丁 目

字大村

字北谷

平成 17(2005)年現在、北谷町域の土地 区画は

21区画ある。昭和 24(1949)年 と比べて増加 し

たのは、埋立地 に新設 された字や、埋立地隣接区

域の区画整理で再編 された字である。字北前の海

岸沿いの一部は北前 1丁 目、字北谷の海岸沿いは

北谷 1丁 目 02丁 目となった。また、字桑江・伊

平の海岸沿いと、その沖の埋立地は字美浜 と美浜

1丁 目～ 3丁 目、浜川漁港のあるあた りは字港、

字浜川 と字砂辺沖の埋立地は字宮城 と名づけられ

た。埋立地の字名には、美浜や港など、まった く

新 しく作 られた名称があらわれるが、 これ らの名

称は、方言的な要素や伝統的な地名 との関連が薄

く、非常に日本語の地名 らしい響きを持 っている。
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砂 辺

伊平

吉原

字宮城

字吉原



小字の表記 と読み

ところで、北谷村内の大字の名称表記は、漢字表記も日本語での読みも固定化 されてお

り、戦前 も戦後 も一定の表記が広 く定着 している。一方、北谷村内の小字名は、大字名に

くらべて、表記 も読みも時期によって揺れがみられ る。

原因は、沖縄県において明治期から現在まで続いている、言語表記法の揺れにあるといつ

てよいだろう。

小字名は、沖縄県の土地が 日本政府の管理制度に組み入れ られる過程で作 られ、 日本政

府のつ くる文書のなかで使われ ることを想定されていることから、本質的には日本語の単

語である。 しかしなが ら、小字名はほとんどの場合、琉球語の地形語や地名から命名 され

てお り、琉球語の地形語や地名が持つ歴史や、琉球語 としての発音 と強い結びつきを保 っ

ていた。そして、小字名の制度が沖縄県に導入 された明治期後半の沖縄県は、主要な言語

であった琉球語に、おもに公的な場面での書きことばや話 しことばとして、 日本語が急速

に入 り交 じるようになっていたが、この入 り交 じって使われ る琉球語 と日本語 とを自由自

在に表記できるような、合理的な表記方法は定まっていなかった。

結果、小字名を文字表記するには、琉球語向けの規則 と日本語向けの規則がごちゃまぜ

に適用 された。方言語彙の意味に対応する漢字・かなを用いられるかと思えば、方言語彙

の音のほ うだけを重視 して漢字・かなをあてることもあ り、そして一つの小字名のなかで

この両者を組み合わせ ることもあった。 このように小字名ごとにば らば らな基準で表記が

確定されると、今度は漢字表記された小字名を音読みで読むのか訓読みで読むのか、方言的

に読むのか日本語的に読むのか、 というような、読みに関する問題 もうまれたのである。

この節では、北谷町域内の小字名について、漢字ではどのように書き、方言 としてはど

のように読んでいるか、『北谷町史 第 1巻  付録』から小字名の漢字表記 と小字名の方言

読みを引用 して一覧 として示すことにした。また、 この小字名の一覧には、今回の「北谷

町の陸地地名」調査で聞取 りされた情報から、小字ごとの土質 と土地利用状況、小字名の

由来 と思われる地名などの情報を付け加 えた。

凡例

地籍字 北谷 一一一―①

安良波原 (アラハバル)一――③
② 方言語形はアラハバル 〈北谷ヌ前屋取〉。

土質

利用

作物

2 佐阿天原 (サ ーテ ィンバル)                  土質

チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)の話者によれば、戦前はサーテンバル、 利用

サーティンバルのような呼び名は使っていなかったという。海沿いは砂地だった。
④ 作物

ジャーガル、砂地

畑地
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⑤

①所属地籍字名       ②小字番号         ③小字名の漢字表記

④今回の調査で確認された情報。〈集落名〉は、その方言語形を回答した集落名。

()内 は方言読み

⑤土質と土地利用

¬

」



現在の北谷町域に含まれる小字

31

戦前の地籍字

北谷

玉代勢

伝道

桑江

伊礼

平安山

浜川

砂辺

癬諷野里)

物iF孵

' 80平安山中勢頭原
72
ンディ

癬
鰯P 87 感 t

平安山伊森原

赤道原

浜川千原

尋

西上原

東新川原

西屋宜原

東宇地原

伊野波原

‐
35

山川原
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伊礼伊森原 鯛

脚
響

徳川原

西表原

14
東表原

18
正徳原

横嵩原

安良波原

佐阿天原
安仁屋原



地籍字 北谷

1 安良波原 (ア ラハバル )

方言語形はアラハバル く北谷ヌ前屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

2 佐阿天原 (サーテ ィンパル )

チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)の話者によれば、戦前はサーテンパル、
サーティンパルのような呼び名は使っていなかったという。海沿いは砂地だった。

土質  ジャーガル、砂地

利用  畑地

作物

3 安仁屋原 (ア ンニ ャバル)                   土質

方言語形は確認できなかった。タードーシが多かった。チヤギーがたくさんあった。 利用

作物

ジャーガル

水田、畑地

米、芋、サトウキビ、豆、疏
菜

4 土々小堀原 (ド ゥルクムイパル、ルルクムイパル )

方言語形はドゥルグムイく北谷〉。

土質  ジャーガル

利用  畑地

作物  サトウキビ

5 内佐阿天原 (ウ チサーテ ィンパル)               土質

チャタンヌメーヤードゥイ (北谷ヌ前屋取)の話者によれば、戦前はサーテンパル、 利用

サーティンパルのような呼び名は使っていなかったという。            作物

6 稲干原 (ンニフシパル)

方言語形はンニフスー 〈北谷ヌ前屋取〉。

土質  ジャーガル、マージ

利用  畑地、墓地

作物

7 石平原 (イ シンダパル、イシンラバル)

方言語形はイシンダバル く石平屋取〉。イシンダヤードゥイ (石平屋取)の集落が広
がっていた。

土質  マージ

利用  畑地、宅地

作物  サトウキビ、芋

8 横嵩原 (ユクタキパル)

方言語形はユクタキバル 〈北谷ヌ前屋取〉、ヨコタケパル く石平屋取〉。名前の由来
は不明。

土質  マージ

利用  畑地

作物  サトウキビ、芋

9 伊波川原 (イ ハガーバル)                   土質

方言語形はイハガーバル く石平屋取、玉代勢〉。イハガーという小川が流れていた。  利用

作物

マージ

原野、畑地

芋

10北谷原 (チャタンバル)                    土質

調査では方言語形が確認できなかった。チャタン (北谷)の家屋敷が広がってぃた。 利用 宅地

作物

11西 前 田原 (イ リメンターバル )

方言語形はメンター 〈北谷ヌ前屋取〉、イリメンタ く北谷〉、メンターグヮー 〈北谷〉。
チヤタン (北谷)の家屋敷が広がっている一帯の南側。アガリメンタとイリメンタ
を合わせた一帯をメンターと呼んでいた。

土質  ジャーガル

利用  水田、宅地

作物  米

12西表原 (イ リムテ ィバル )

方言語形はイリムティパル 〈北谷〉。チャタン (北谷)の家屋敷の広がつている一帯
の西側。海岸近くまで田んぼが広がっていた。キシャミチより東側にはサトウキビ
の畑もあった。

土質

利用  水田、畑地

作物  米、サトウキビ
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13塩川原 (ス ーカーバル )

方言語形はスーガーバル 〈北谷〉。スーガーという井戸があった。

土質

利用  水田、畑地、宅地、茅野

作物  米、田芋、疏菜など

14東表原 (ア ガ リムテ ィバル )

方言語形はアガリムティパル 〈北谷、玉代勢〉。チャタン (北谷)の家屋敷の広がっ
ている一帯の東側。ユビダー (深田)が多かった。

土質

利用  水田

作物  米、疏菜

15東 前 田原 (アガ リメンターバル )

方言語形はアガリメンタ 〈北谷〉、メンターバル 〈北谷〉。アガリメンタとイリメン
タを合わせた一帯をンターと呼んでいた。

土質

利用  水田、畑地

作物  米、芋、サ トウキビ

16高畔原 (タ カプシパル)

方言語形はタカプシバル〈北谷〉。名前の由来はわからない。メンターの一部。土が

良質で、チャタン (北谷)では一等地だった。

土質  粘土質の良質な土

利用  畑地

作物  芋、サトウキビ

17大道原 (ウ フドーバル )

方言語形はウフドーバル く石平屋取、北谷〉。名前の由来はわからない。

土質  マージ、イシグー

利用  畑地

作物  芋、サトウキビ

18正徳原 (ソ ー トゥクパル )

方言語形はソートゥクパル く北谷〉、ソートク、ソートゥク 〈玉代勢〉。名前の由来
はわからない。耕地は少なく、墓がたくさんあった。昭和 10年代、ハワイ移民か
ら戻った人が百合の栽培を広めていた。

土質

利用  畑地、墓地、松林

作物  百合

19与那堀原 (ユナ フイパル )

方言語形はユナフイパル〈北谷〉。名前の由来はわからない。ソートゥクパルを登り
きったところがユナフイパルだった。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

地籍字 玉代勢

20玉 代勢原 (タ メーシパル)                    土質

調査では方言語形が確認できなかった。タメーシ(玉代勢)の家屋敷が広がってぃた。 利用 宅地、畑地

作物

21前原 (メ ーバル)

方言語形はメーパル〈玉代勢〉。タメーシ (玉代勢)の家屋敷が広がつている一帯の
南側。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

畑地、茅野、松林

22後 原 (ク シバル )

方言語形はクシバル 〈玉代勢〉。タメーシ (玉代勢)の家屋敷が広がっている一帯の
北側。この一帯はクシヌヤードゥイグヮーと呼ばれていた。

土質

利用  畑地、宅地

作物  サ トウキビ

23知真良原 (チマラバル)

聞取り情報なし。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

24船 作原 (フ ナジ ャクパル )

方言語形はフナジャクパル 〈玉代勢〉、フナズクパル く仲山屋取〉。ナケーマヤー
ドゥイ (仲 山屋取)の話者によれば、船底のような形をしているからフナズクパル
と言ったという。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作
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25板 原 (イ チ ャバル )

方言語形はイチャバル〈玉代勢〉。この一帯にはイチャバルヤードゥイと呼ばれる小
集落があった。

土質

利用  畑地、宅地

作物  芋、サ トウキビ

26仲 山原 (ナケーマバル )

方言語形はナケーマバル 〈仲山屋取〉、フナズクバル 〈仲山屋取〉。ナケーマヤー

ドゥイ (仲山屋取)の家屋敷が広がっていた。

土質  ジャーガル、ウズマ

利用  畑地、宅地

作物  サ トウキビ、大豆

27伊野波原 (ヌ ーファバル )

方言語形はヌーファバル〈玉代勢、仲山屋取〉。南側にヌーフアガーラが流れていた。
ナケーマヤードゥイ (仲 山屋取)で はヌーファジーとも言っていた。

土質  ジャーガル、マージ

利用  畑地

作物  芋、サ トウキビ、大豆

28新川原 (ア ラカーバル )

方言語形はアラカーバル 〈仲山屋取〉。北側にアラカーが流れていた

土質

利用

作物

畑地

芋、サトウキビ

29東 屋宜原 (ア ガ リヤジバル )

方言語形はアガリバルー 〈仲山屋取〉。クシヤジの家屋敷と畑があった。真ん中は
ジャーガルの土地で周囲はマージ。雨が降ったときだけ流れる川があり、その周辺
はチューチチジャーガル。

土質  マージ、ジャーガル

利用  畑地、宅地

作物  芋、サ トウキビ

30西 屋宜原 (イ リヤジバル )

方言語形はイリバルー 〈仲山屋取〉。イリヤジの家屋敷と畑があった。

土質  マージ

利用  畑地、宅地

作物

31 前屋宜原 (メ ーヤジバル )

方言語形は、 メーバル 〈仲山屋取〉。メーヤジの家屋敷と畑があった。

土質  マージ、ジヤーガル

利用  畑地、宅地

作物  芋、サ トウキビ

地籍字 伝道

32伝道原 (ディンドーバル、リンドーバル)

方言語形はリンドーバル 〈伝道〉。 リンドー (伝道)の ほぼ全部の家屋敷が含まれて
いた。

土質

利用  宅地、畑地

作物  芋、サトウキビ、豆など

33城原 (グスクバル )

方言語形はグスクバル〈北谷、伝道〉。チャタングスクー帯を指すハル名。現在も黙
認耕作地がある。

土質

利用  畑地、茅野

作物  サトウキビ

34白比川原 (シルヒージャーバル)

方言語形はシルヒージャーバル〈伝道〉。北側にシルヒージャーが流れている。田ん
ばもあったが、あまりいい田ではなかつた。

土質

利用  畑地、水田

作物  米、サトウキビ

35山川原 (ヤマガーバル)

方言語形はヤマガーバル〈玉代勢、伝道〉。ヤマガーという湧き水があった。チャタ
ン (北谷)、 タメーシ (玉代勢)、 伝道 (リ ンドー)の人の墓があった。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

畑地、墓地

36西宇地原 (イ リウージバル )

方言語形はイリウージバル 〈伝道〉、ウージバル 〈伝道、謝苅屋取〉。戦前はアガリ
ウージバルとイリウージバルをあわせてウージバルと呼んでいた。墓がた くさん

あつた。

土質

利用

作物

畑地、水田、墓地、松林

米
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37東 宇地原 (アガ リウージバル )

方言語形はアガリウージバル 〈伝道〉、ウージバル 〈伝道、謝苅屋取〉。戦前はアガ
リウージバルとイリウージバルをあわせてウージバルと呼んでいた。松の木を切っ
て、薪に利用していた。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

山林、松林

38西 角又原 (イ リチ ヌマタバル )

方言語形はチヌマタバル〈伝道〉。戦前はアガリチヌマタバルとイリチヌマタバルを
あわせてチヌマタバルと呼んでいた。ほとんど山林で、草刈りや薪取りに行った。

土質

利用  山林

作物

39東角又原 (アガリチヌマタバル)

方言語形はチヌマタバル〈伝道〉。戦前はアガリチヌマタバルとイリチヌマタバルを
あわせてチヌマタバルと呼んでいた。

土質

利用  山林

作物

40謝 苅原 (ジ ャーガルバル )

方言語形はジャーガルバル 〈崎門屋取、謝苅屋取〉。ジャーガルヤードゥイ (謝苅屋
取)の家屋敷が広がっていた。全体が粘りけのあるジャーガル土質で、雨が降ると
耕作が難しかった。

土質  ジャーガル、フェージャー

利用  畑地、山林

作物  芋、サトウキビ

41西 新川原 (イ リアラカーバル )

調査では方言語形が確認できなかった。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

畑 地

42東 新川原 (アガ リアラカーバル )

調査では方言語形が確認できなかった。 リンドー (伝道)の話者によれば、山林に
薪を取りに入つたという。サチジョーヤードウイ (崎 門屋取)では、耕地も少し
あったがはげ地だつたので麦畑に利用していたという。

土質

利用  山林、畑

作物  麦

43東 上原 (アガ リウィバル )

聞取り情報なし。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

44西 上原 (イ リウィバル )

方言語形はイリウィーバル〈崎門屋取〉。 トーバルガーから流れる小川の周囲に田ん
ぼを作っていた。戦後、米軍が土で埋めたので、地形が変わっている。

土質

利用  畑地、水田

作物  米

地籍字 桑江

45桑 江原 (ク ェーバル )

方言語形はクェーバル 〈桑江〉。クェー (桑江)の家屋敷が広がっていた。

土質  ジャーガル、砂地

利用  宅地

作物

46後兼久原 (ク シガニクバル)

方言語形はクシガニク 〈桑江〉。柔らかい砂地で、良質の畑地だった。また、クェー

ヌクシヤードウイ (桑江ヌ後屋取)の話者は、クシガニクバルという名称は、戦後
になって聞いたという。

土質  砂地

利用  宅地、畑地

作物  芋、サトウキビ、落花生

47小 堀原 (ク ムイバル )

方言語形はクムイグチー 〈桑江、桑江ヌ後屋取〉。50～ 100坪 ぐらいの水田が
あった。土質はタードーシに似ているがもつとほろほろしていた。ナーシルダー

(苗代)があった。

土質  ジャーガルとニービを混ぜた
ような土質

利用  水田、畑地

作物  米
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48見 嘉作原 (ミ カサ クパル )

方言語形はミカサクパル、ミカザクく桑江〉。マージとジャーガルが入り混じってい
た。クェー (桑江)の話者は、この付近がクェー (桑江)集落の発祥地と聞いたこ
とがあり、昭和初期頃までは石垣や屋敷跡のようなものも残っていたという。

土質  マージ、ジヤーガル

利用  山林、水田、畑地

作物  米

49奈留川原 (ナルカーバル)

聞取 り情報なし。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

50御殿地原 (ウ ドゥンジバル)

調査では方言語形が確認できなかった。ウドゥンジヤードゥイと呼ばれる15軒 く

らいの小集落があった。クェー (桑江)の話者によればクェー (桑江)の人の畑は

なかったが、山林は持っていたかもしれないという。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

山林

51 峡原 (ハサマバル )

方言語形はハサマバル 〈桑江〉。

土質  イーフ混じりの土

利用  畑地

作物  芋、サトウキビ

52嘉良川原 (カ ラガーバル)

方言語形はユヒングヮーヌハタ 〈桑江〉、ユヒングヮーヌメー 〈崎門屋取〉。カラ
ガーバルという名前は聞いたことがないという。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

53 ツL原、(ト ーバル)

聞取り情報なし。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

54栄 口原 (イ ーグチバル )

方言語形はイーグチバル 〈桑江、崎門屋取〉。現在の栄口区。

土質  フェージャー

利用  山林、畑地

作物  芋

55宇 久殿原 (ウ ク ドゥンバル )

方言語形はウクルンバル 〈桑江、崎門屋取、謝苅屋取〉。ウクルンカーラグヮーが流
れていた。この一帯は山林が多く、山番がいた。また、ニンプチャーの家が一軒
あつた。

土質  ジャーガル、フェージャー

利用  山林、畑地

作物  芋

56上樋川原 (イ ーヒジャーバル)

方言語形はイーヒージャーバル、ヒージャーバル 〈桑江〉。イーヒージヤーという湧
き水があった。イーヒージャーからの水を利用して、一部に水田もつくられていた。
山番が住んでいた。

土質  フェージャー

利用  畑地、水田

作物  米

57伊地差久原 (イチジャクパル)

方言語形はイチジャクく桑江〉。

土質  ジャーガル

利用  山林、畑地

作物  芋、サトウキビ

58前 原 (メ ーバル )

方言語形はメーバル、メンターバル 〈桑江〉。クェーヌメーヤードゥイ (桑江ヌ前屋
取)の話者によれば、メーバルというハルナーは聞いたことがないという。

土質  砂地

利用  畑地

作物  落花生

59長 崎原 (ナガサチバル )

調査では方言語形が確認できなかった。名前の由来も不明。

土質  粘土質の固い土

用
　
物

利
　
作

410



60西 兼久原 (イ リガニ クパル )

方言語形はイリガニク、イリガニクパル 〈桑江〉。クェー (桑江)の家屋敷が広がる
一帯の西側にあたる。軽便鉄道よりは東側。

土質  砂地

利用  畑地

作物  芋、サ トウキビ

61長港原 (ナガンナトゥバル)

方言語形はナガンナトゥバル〈桑江〉。沖にクェーンナトウと呼ばれる入り江があつ

た。海岸のすぐそばにはハマヤードゥイと呼ばれていた小集落があった。ハマヤー

ドゥイには漁師が多かった。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

畑地、宅地

地籍字 伊礼

62伊礼前原 (イ リーメーバル)

方言語形はメーバル〈桑江〉。イリーバルの西側。イリー (伊礼)の家屋敷が広がる
一帯からみて海側。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

63伊礼原 (イ リーバル)                     土質

方言語形はイリーバル〈伊礼〉。イリー (伊礼)の家屋敷が広がる一帯。家屋敷の裏 利用

手、山手側のほうもイリーバルに入る。山手側は夕~ド ~シ°           作物

タードーシ

64志知部原 (シチブバル)

方言語形はシチプパル 〈伊礼〉。

土質  アカマージ

利用  畑地

作物  芋、サトウキビ、大豆

65徳川原 (ト ゥクガーバル)

方言語形はトゥクガーバル 〈伊礼〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

畑地、山林

84伊 礼東原 (イ リーアガ リバル )

方言語形はアガリバル く上勢頭屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

85伊礼油原 (イ リーアンダパル)

方言語形はアンダバル く上勢頭屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

86伊礼伊森原 (イ リーイームイバル)

方言語形はイームイグヮー、イリムイく上勢頭屋取〉。戦前はこの地域にイームイ
グヮーという丘があり、この一帯をイリムイとも呼んでいた。イームイバルとは呼
んでいなかった。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

地籍字 平安山

66平安山前原 (ハンジャンメーバル)

聞取り情報なし。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

67平安山原 (ハンジャンバル)

聞取り情報なし。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作
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68大 作原 (ウ フサ クバル )

方言語形はウフサクバル 〈伊礼〉。ウフサクー帯は山と谷が入り組んだ地形だった。
谷底に畑地や水田があつたが、80%は 山林だった。土質が悪く、耕作に向いてい
ない土地だった。

土質  フェージャー

利用  山林、畑地、水田

作物  サトウキビ、米

69赤 道原 (ア カミチバル )

方言語形はアカミチーバル 〈平安山〉、アカミチー 〈平安山ヌ上屋取、下勢頭屋取〉。
この一帯は赤土が広がっていた。耕作には向いていなかった。この一帯に広がる
家々はまとめてアカミチーシンカとも呼ばれていた。

土質  赤土

利用  畑地、宅地、山林

作物

80平 安山中勢頭原 (ハ ンジャンナカシー ドゥバル )

方言語形はナカシードゥバル く上勢頭屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

81 平安山上油原 (ハ ンジャンウィアンダバル )

方言語形はアンダバル 〈上勢頭屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

82平 安山下油原 (ハ ンジャンシチャアンダバル )

方言語形はアンダバル 〈上勢頭屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

83平 安山上勢頭原 (ハ ンジャンイーシー ドゥバル )

方言語形はウィーシードゥバル 〈上勢頭屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

87平 安山伊森原 (ハ ンジャンイームイバル )

方言語形はイームイグヮー、イリムイく上勢頭屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

88平 安 山下勢頭原 (ハ ンジャンシチ ャシー ドゥバル )

方言語形はシチャシードゥバル〈下勢頭屋取〉。シチヤシードウヤードウイ (下勢頭
屋取)の イチクミ (1組)の家屋敷が集まっていた。

土質  赤土

利用  畑地、宅地

作物

地籍字 浜川

70千原 (シ ンバル)

方言語形はシンバル 〈浜川、砂辺ヌ前屋取〉、ハマガーシンバル 〈平安山ヌ上屋取〉。
シンバルー帯は土が浅く、おもに芋が生産されていて、良質の芋ができた。

土質  砂地、アカマチクー

利用  畑地、宅地

作物 芋、サトウキビ、キビ、豆
類、百合

71 平安 山上原 (ハ ンジ ャンウィーバル )

方言語形はハンジヤニーバル〈浜川〉、ハンジヤヌウィーバル〈平安山ヌ上屋取〉。ハ
ンジャヌウィーヤードゥイ (平安山ヌ上屋取)の家屋敷が広がっていた。砂と土が
混ざったようなアカマージに似た土質で、良質の芋ができた。

土質  アカマージに似た土質

利用  畑地、宅地

作物  芋、サトウキビ、大豆

72ク ンデ原 (ク ンディバル)

方言語形はクンディバル 〈平安山ヌ上屋取〉。クンディヌシーという岩山があった。
この一帯は上質な畑だった。

土質

利用  畑地

作物

73西 久間作原 (イ リクマサ クバル )

方言語形はイリクマサク 〈喜友名小屋取〉。北側にクマジャクという谷間がある。
フェージャープックヮイという水を多く含んだ土地で、芋作りには適さず、おもに
サトウキビを作っていた。

土質

利用

作物

,/ t-/ a -
,xElrt,. +hfr,

ttr+L"
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89田 名嘉地原 (タ ナカジバル )

方言語形はタナカジ〈平安山ヌ上屋取、下勢頭屋取〉。石一つないマージで、非常に
良い土地だった。

土質  マージ

利用  畑地、宅地

作物

90東 久間作原 (ア ガ リクマサ クバル )

方言語形はアガリクマサク〈喜友名小屋取〉。北側にクマジャクという谷間があった。
イリクマサクの東側のハル。

土質

利用  畑地

作物  サ トウキビ、疏菜など

91下 勢頭原 (シチ ャシー ドゥバル )

方言語形はシチャシードゥバル〈喜友名小屋取、下勢頭屋取〉。シチャシードゥヤー
ドウイ (下勢頭屋取)の中心地であるウチヤードウイの家屋敷が広がっていた。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

畑地、宅地

92浜川上勢頭原 (ハマガーウィシー ドゥバル )

方言語形はハマガーウイーシードゥバル 〈下勢頭屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

地籍字 砂辺

74村 内原 (ム ラウチバル )

方言語形はムラウチ 〈砂辺〉。シナビ (砂辺)の家屋敷が集まつていた一帯。

土質

利用  宅地、畑地

作物  芋、サトウキビ

75大 道原 (ウ フ ドーバル )

方言語形はウフドーバル 〈砂辺ヌ前屋取〉、ウフドー 〈砂辺〉。水たまりが多かった。
芋がよくできる、上質の畑だった。

土質  マージ、アカマチクー

利用  宅地、畑地

作物  芋、サトウキビ、大豆、麦、
キビ、野菜

76差 久原 (サ ークバル )

方言語形はサークバル〈砂辺〉。やや勾配があり、周りのハルより少し標高が高めの
地域だつた。昭和初期の一時期、テッポウユリの栽培も行われていた。

土質  アカマチクー

利用  畑地、墓地

作物  芋、サ トウキビ、大根、百合

77加 志原 (カ ーシバル )

方言語形はカーシバル 〈砂辺ヌ前屋取、砂辺〉。カーシヌシーという岩山があった
シナビ (砂辺)では、戦前はキシャミチから東側をカーシバルと言っていた。

土質

利用  畑地、墓地、茅野

作物  芋、サトウキビ、豆類

78後原 (ク シバル)

方言語形はクシバル〈喜友名小屋取、砂辺〉。クシムイの北側一帯。シナビ (砂辺)で
は、戦前はキシャミチの西側の一部地域も含めてクシバルと呼んでいた。

土質  ジンニ

利用 畑地

作物  芋、サトウキビ、大豆、キ
ビ、粟など

79兼久原 (カニクバル)                     土質 砂地

方言語形はカニクバル 〈砂辺〉。カニクバルの範囲は、戦前、ナガバーマと呼ばれて  利用  畑地

いた地域とほぼ一致している。                         作物  落花生、そら豆、スイカ、サ
トウキビなど

地籍字 野里

93大道原 (ウ フドーバル )

方言語形はウフドーバル 〈下勢頭屋取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作
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94平良迫原 (テ ィーラサクパル)

方言語形はテーラヌサク〈下勢頭屋取〉、フィージャーバル く上勢頭屋取、下勢頭屋
取〉。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

95上 原 (ウ ィパル )

方言語形はウィーバル く下勢頭屋取、上勢頭屋取〉、フィージャーバル 〈上勢頭屋取、
下勢頭屋取〉。ウィーバルヤードゥイとよばれる小集落があった。シチャシードゥ
ヤードウイ (下勢頭屋取)の話者によれば、戦前、お年りたちはフィージャーパル
と呼ぶことが多かったが、この呼称の由来はわからないという。

質
　
用
　
物

土
　
利
　
作

畑地、宅地
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調査の経過



調査日誌

(※集落別に記載。話者名の敬称略。順序不同。)

北谷ヌ前屋取

・平成 1 6(2004)

・平成 16(2004)
。平成 17(2005)
。平成 17(2005)

年 12月 16日 (本 )

年 12月 24日 (木 )

年 1月 13日 (木 )

年 1月 20日 (木 )

(話者 :徳里進 0新田宗信)

(話者 :徳里進 0新田宗信)

(話者 :徳里進 0新田宗信)

(話者 :徳里進 0新田宗信)

聞取 り調査

聞取 り調査

聞取 り調査

聞取 り調査

石平屋取

・平成 17(2005)年 3月 25日 (金)聞取り調査 (話者 :新垣善春)

ヨヒ谷

0平成

・平成

・平成

・平成

・平成

0平成

・平成

0平成

。平成

・平成

0平成

・平成

0平成

。平成

0平成

0平成

・平成

・平成

・平成

・平成

・平成

。平成

・平成

・平成

(2003) +
(2003) +
(2003) +
(2003) +
(2003) +
(2003) +
(2003) +
(2003) +
(2003) +
(zoos) +
lzoos) +
(zoos) +
lzoos) +
(zoos) +
(zoos) +
lzoos) +
(zoos) +
(zoos) +
(zoos) +
lzoos) +
(zoos) +
(zoos) +
(zoos) +
(zoos) +

4月 18日

4月 24日

4月 25日

5月  1日
5月  2日
5月  8日
5月  9日
5月 15日

5月 16日

6月  3日
6月  5日
6月  6日
6月 12日

6月 13日

6月 14日

6月 19日

6月 20日

6月 26日

7月  3日
7月  4日
7月 10日

7月 11日

7月 17日

7月 24日

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

(金 )

(本 )

(金 )

(木 )

(金 )

(木 )

(金 )

(木 )

(金 )

(火 )

(木 )

(金 )

(木 )

(金 )

(土 )

(木 )

(金 )

(木 )

(木 )

(金 )

(木 )

(金 )

(木 )

(木 )

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :仲村渠敏子)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :仲村渠敏子)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :仲村渠敏子)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :仲村渠敏子)

北谷の拝み見学 [ユ ッカヌヒー]

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :仲村渠敏子)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :仲村渠敏子)

北谷の拝み見学 [五月ウマチー]

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :仲村渠敏子)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :仲村渠敏子)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :仲村渠敏子)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)

聞取 り調査 (話者 :新城馨)
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玉代勢

。平成

・平成

・平成

・平成

・平成

・平成

・平成

・平成

。平成

(zoor)

lzoos)

lzooa)

lzoos)

(zoos)

(zoos)

lzoos)

lzoos)

(zoo+)

0月 31
1月 17

1月 24

1月 31

2月  7

2月 21

2月 28

3月  7

2月 20

日 (水 )

日 (金 )

(話者 :

日 (金 )

(話者 :

日 (金 )

(話者 :

日 (金 )

(話者 :

日 (金 )

(話者 :

日 (金 )

(話者 :

日 (金 )

(話者 :

日 (金 )

3

5

5

5

5

5

5

5

6

年

年

年

年

年

年

年

年

年

長老祭参加

聞取 り調査

大城喜信・知念チヨ・島袋雅夫・嘉手納永周)

聞取 り調査

大城喜信・知念チヨ・島袋雅夫・嘉手納永周)

聞取 り調査

大城喜信・知念チヨ 。島袋雅夫・嘉手納永周)

聞取 り調査

大城喜信 0知念チヨ・島袋雅夫 0嘉手納永周)

聞取 り調査

大城喜信・知念チヨ・島袋雅夫・嘉手納永周)

聞取 り調査

大城喜信・知念チヨ・島袋雅夫・嘉手納永周)

聞取 り調査

大城喜信・知念チヨ 0島袋雅夫・嘉手納永周)

チブガー復元セレモニー参加

伝道

0平成 15(2003)年  8月 22日 (金)聞取り調査 (話者 :座喜味忠正)

0平成 15(2003)年 8月 27日 (金)聞取り調査 (話者 :座喜味忠正)

0平成 15(2003)年 10月  2日 (木)聞取り調査 (話者 :座喜味忠正)

仲山屋取

0平成 16(2004)年 11月 12日 (水)聞取り調査 (話者 :崎浜盛栄)

。平成 16(2004)年 11月 16日 (火)聞取り調査 (話者 :崎浜盛栄)

。平成 16(2004)年 11月 24日 (水)聞取り調査 (話者 :崎浜盛栄)

・平成 16(2004)年 12月  1日 (水)聞取り調査 (話者 :崎浜盛栄)

屋宜屋取

・平成 16(2004)年 12月 10日 (金)聞取り調査 (話者 :米須清太郎)

桑江ヌ前屋取

・平成 17(2005)年
0平成 17(2005)年
0平成 17(2005)年

3月 16日 (水)聞取 り調査 (話者 :真栄城兼徳)

4月 12日 (水)聞取 り調査 (話者 :真栄城兼徳 0仲本朝信)

6月 28日 (水)聞取 り調査

(話者 :真栄城兼徳・仲本朝信 e桑江ヌ前屋取郷友会の皆さん)
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桑江 ヌ中屋取

・平成 16(2004)年
0平成 16(2004)年
・平成 1 6(2004)年

・平成 16(2004)年

4月 27日 (火)聞取 り調査 (話者 :比嘉昌信)

5月 25日 (火)聞取 り調査 (話者 :比嘉昌信 )

6月  1日 (火)聞取 り調査 (話者 :比嘉昌信)

6月 15日 (火)聞取 り調査 (話者 :比嘉昌信)

桑江

・平成 1

0平成 1

0平成 1

・平成 1

・平成 1

0平成 1

・平成 1

・平成 1

・平成 1

0平成 1

・平成 1

・平成 1

・平成 1

・平成 1

・平成 1

・平成 1

・平成 1

( r ggg)

(zoos)

(zoos)

(zoos)

(zoos)

(zoos)

(zooe)

(zoo+)

(zoo+)

(zoo+)

(zoo+)

(zoo+)

(zoo+)

(zoo+)

(zoo+)

(zoo+)

(zoo+)

20日

31日

6日

13日

28日

12日

19日

9日

16日

30日

26日

12日

2日

16日

21日

14日

25日

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

(話者

石川良栄)

仲村渠操)

1

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

年 1

年 1

年 1

年 1

年 1

年 1

年 1

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

0月

0月

1月

1月

1月

2月

2月

1月

1月

1月

2月

3月

4月

4月

4月

5月

6月

(水)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(木)聞取 り調査

(木)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(金)聞取 り調査

(水)現地調査

(金)現地調査

(金)現地調査

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎・

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎・

座喜味次郎)

座喜味次郎)

座喜味次郎)

桑江ヌ後屋取

0平成 17(2005)年

・平成 17(2005)年

2月 18日 (金)聞取り調査 (話者 :知念清)

2月 25日 (金)聞取り調査 (話者 :知念清)

謝苅屋取

・平成 1

・平成 1

・平成 1

・平成 1

・平成 1

6 (zoo+) +
6 (zoo+) +
6 (zoo+) +
6 (zoo+) +
6 (zoo+) +

7月 23日

7月 30日

8月  6日
8月 13日

8月 20日

聞取 り調査

聞取 り調査

聞取 り調査

聞取 り調査

現地調査

(話者 :

(話者 :

(話者 :

(話者 :

(話者 :

目取真興正)

目取真興正)

目取真興正)

目取真興正)

目取真興正)

/ハヽ
■ヽ2ノ

/本ヽ
二ヽ主五ノ

/本ヽ
三ヽLノ

/△ヽ
二ヽ1ニ ノ

(金 )

崎門屋取

・平成 16(2004)年
・平成 16(2004)年

9月 17日 (金)聞取 り調査 (話者 :比嘉思保)

9月 24日 (金)聞取 り調査 (話者 :比嘉思保)
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・平成 16(2004)年 9月 30日 (金)聞取 り調査 (話者 :比嘉思保)

桃原屋取

0平成 16(2004)年 10月 22日 (金)聞取 り調査 (話者 :目 取真浩二)

・平成 16(2004)年 10月 29日 (金)聞取 り調査 (話者 :津嘉山寛信)

0平成 16(2004)年 11月  2日 (火)聞取 り調査 (話者 :津嘉山寛信)

0平成 16(2004)年 11月  5日 (金)聞取 り調査 (話者 :津嘉山ムト)

伊礼

・平成 12(2000)年 7月  7 日 (金)聞取 り調査

(話者 :田里加那・砂辺鉄正・屋良朝盛 0

幸地真正・渡慶次賀享 0安和守礼 0島袋文栄)

日 (水)聞取 り調査

(話者 :幸地真正 0渡慶次賀享・安和守礼・島袋文助)

日 (金)聞取 り調査

(話者 :幸地真正・渡慶次賀享・安和守礼・島袋文助)

日 (金)聞取 り調査

(話者 :幸地真正・渡慶次賀享・安和守礼・島袋文助)

日 (金)聞取 り調査

(話者 :幸地真正・安和守礼 。島袋文助)

日 (金)聞取 り調査

(話者 :幸地真正 0渡慶次賀享 0安和守礼・島袋文助)

日 (金)聞取 り調査

(話者 :幸地真正 0渡慶次賀享・安和守礼・島袋文助)

日 (金)聞取 り調査

(話者 :幸地真正 。安和守礼・島袋文助)

日 (金)聞取 り調査

(話者 :幸地真正 0渡慶次賀享・安和守礼・島袋文助)

日 (金)聞取 り調査

(話者 :幸地真正・渡慶次賀享・安和守礼・島袋文助)

日 (金)伊礼の獅子舞見学 [八月十五夜]

日 (金)現地調査

・平成 1

・平成 1

0平成 1

e平成 1

・平成 1
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0平成 1
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.Yfit 4(zooz)

.YEtt 4(zooz)
年 9月 2

年 10月 1

平安 山

・平成 11(1999)年 10月  4日 (月 )聞取 り調査 (話者 :照屋文吉・糸村昌吉)

。平成 12(2000)年 9月  1日 (金)聞取 り調査

(話者 :照屋文吉・島袋善吉 0糸村昌吉 0玉城清松)

0平成 12(2000)年 10月 18日 (水)聞取 り調査

(話者 :照屋文吉・糸村昌吉・比嘉忠光・島袋豊吉・玉城清松)
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浜川

・平成 12(2000)年

. YF.I t 3 (zoot) +

. YEI t 3 (zoot) +

. YEI t 3 (zoot) +

. YFI t 3 (zoot) +

. YFI t 3 (zoot) +

7月 28日 (金)聞取 り調査

(話者 :新垣高明・島袋吉盛・島袋正雄・新垣政男 0新垣裕)

2月 28日 (本)聞取 り調査

(話者 :新垣高明・島袋吉盛・島袋正雄・新垣政男)

3月 14日 (水)聞取 り調査

(話者 :新垣高明 0島袋吉盛・島袋正雄 0新垣政男)

3月 19日 (月 )現地調査 (話者 :平安山郷友会の皆さん)

7月 24日 (火)聞取 り調査 (話者 :新垣政男)

7月 27日 (金)聞取 り調査 (話者 :新垣政男)

平安山ヌ上屋取

・平成 12(2000)年

. YEI t 2 (zooo) +-

・平成 12(2000)年

. YEt t 2 (zooo) +

・平成 13(2001)年

・平成 13(2001)年
・平成 13(2001)年
・平成 13(2001)年

7月 14日 (金)聞取 り調査

(話者 :新城長佐・町田宗盛・町田宗棟 。新城勇・新城長助)

9月 11日 (月 )聞取 り調査

(話者 :新城長佐・町田宗盛 0町田宗棟)

9月 18日 (月 )聞取 り調査

(話者 :町田宗盛・町田宗棟 。新城長助)

9月 25日 (月 )聞取 り調査

(話者 :町田宗盛・町田宗棟 。新城長助)

3月 16日 (金)聞取 り調査

(話者 :新城長佐・町田宗盛・町田宗棟)

4月 13日 (金)聞取 り調査 (話者 :新城長助)

4月 20日 (金)聞取 り調査 (話者 :新城長助)

4月 27日 (金)聞取 り調査 (話者 :新城長助)

喜友名小屋取

0平成 12(2000)年
0平成 12(2000)年

聞取 り調査 (話者 :糸村昌輝 0糸村ツル)

聞取 り及び現地調査

(話者 :糸村昌輝 0糸村ツル・安次嶺主栄

防衛施設局 :喜友名朝考)

聞取 り調査 (話者 :糸村昌輝)

聞取 り調査 (話者 :糸村昌輝 。糸村ツル)

聞取 り調査 (話者 :糸村昌輝・糸村ツル)

聞取 り調査 (話者 :安次嶺主栄)

聞取 り調査 (話者 :比嘉文清・比嘉静子)

聞取 り調査 (話者 :比嘉文清 0比嘉静子)

聞取 り調査 (話者 :比嘉文清・比嘉静子)

。平成 1

0平成 1
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・平成 1
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砂辺ヌ前屋取

・平成 13(2001)年

0平成 13(2001)年

・平成 13(2001)年

・平成 13(2001)年

3月  7日 (水)聞取 り調査

(話者 :新城弘 0新城タケ・嘉手苅林興・島袋正章)

3月 15日 (木)聞取 り調査

(話者 :新城弘 0新城タケ・嘉手苅林興 0島袋正章)

3月 22日 (本)聞取 り調査

(話者 :新城弘 。新城タケ・嘉手苅林興・島袋正章)

9月 14日 (本)聞取 り調査

(話者 :新城弘 。新城タケ・嘉手苅林興・島袋正章)

砂辺

・平成 11(1999)年
0平成 11(1999)年 1

・平成 11(1999)年 1

0平成 12(2000)年

平成 12(2000)年

・平成 13(2001)年 1

0平成 14(2002)年

. +FI 1 4 (zooz) +

. +EI 1 4 (ZOOz) +

. YFI t 4 (zooz) +

・平成 14(2002)年

・平成 14(2002)年

0平成 14(2002)年

9月 30日 (木)聞取 り調査 (話者 :与儀正仁)

1月 17日 (本)聞取 り及び現地調査

(話者 :砂辺孝正・糸数基 0照屋徳吉 0

新里員盛 。渡慶次盛明・与儀正仁)

1月 29日 (月 )現地調査 (話者 :砂辺孝正・与儀正仁)

6月 22日 (本)聞取 り調査

(話者 :照屋徳吉 0砂辺孝正 。国場永信・与儀正仁)

8月 21日 (月 )現地調査

(話者 :照屋徳吉 0砂辺孝正 0国場永信)

2月 11日 (火)現地調査

1月 25日 (金)聞取 り調査

(話者 :新里員盛 0国場永信 0砂辺孝正 0与儀正仁)

1月 30日 (水)聞取 り調査

(話者 :照屋徳吉 0新里員盛・国場永信 0砂辺孝正・与儀正仁)

2月  6日 (水)聞き取 り調査

(話者 :照屋徳吉 。新里員盛 0国場永信・砂辺孝正 0与儀正仁)

2月 15日 (金)聞取 り調査

(話者 :照屋徳吉 。新里員盛・国場永信・砂辺孝正・与儀正仁)

2月 20日 (水)間取 り調査

(話者 :照屋徳吉・新里員盛 。国場永信・砂辺孝正 0与儀正仁)

2月 21日 (木)間取 り調査

(話者 :照屋徳吉・新里員盛 。国場永信・砂辺孝正・与儀正仁)

3月 22日 (金)聞取 り調査

(話者 :照屋徳吉・新里員盛・国場永信 0

砂辺孝正・与儀正仁・松田部造)

5月 24日 (金)聞取 り調査

(話者 :照屋徳吉・新里員盛 。国場永信・与儀正仁)

・平成 14(2002)年
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上勢頭屋取

。平成 11(1999)
。平成 1 1(1999)

・平成 11(1999)

・平成 11(1999)

・平成 11(1999)
。平成 11(1999)
。平成 14(2002)
。平成 15(2003)

年 7月  2日
年 7月  9日
年 7月 21日

年 8月 11日
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年 4月 25日

年 11月 20日

(水 )

(金 )

(水 )

(水 )

(金 )

/△ヽ
k立ノ

(木 )

(木 )

聞取 り調査 (話者 :高宮城責・喜友名朝昭)

聞取 り調査 (話者 :高宮城費・喜友名朝昭)

聞取 り調査 (話者 :高宮城費・喜友名朝昭)

聞取 り調査 (話者 :喜友名朝昭)

現地調査  (話者 :稲嶺盛幸)

現地調査  (話者 :稲嶺盛幸)

ニシヌカーの碑建立セレモニー参加

上原組ビジュルの碑建立セレモニー参加

下勢頭屋取

・平成 11
0平成 11

・平成 12

・平成 12

・平成 12

0平成 12

0平成 13

・平成 13

・平成 14
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年

年 1

年

年

年

年

年 1

年 1

年

8月  6日 (金)聞取 り調査 (話者 :喜友名朝永 0花城可祐)

1月  2日 (火)聞取 り調査

(話者 :喜友名朝永・花城可祐・花城可盛・源河朝金)

3月  8日 (水)聞取 り調査

(話者 :喜友名朝永・花城可祐・花城可盛)

3月 24日 (金)現地調査

(話者 :喜友名朝永 0花城可祐・源河朝金

防衛施設局 :喜友名朝考)

4月 28日 (金)聞取 り調査

(話者 :喜友名朝永 。花城可祐・源河朝金・花城可盛)

5月 26日 (金)聞取 り調査

(話者 :喜友名朝永・花城可祐・源河朝金 0花城可盛)

2月  5日 (水)聞取 り調査

(話者 :花城可祐・源河朝金・花城可盛)

2月 14日 (金)聞取 り調査

(話者 :花城可祐・源河朝金・花城可盛)

1月  9日 (水)聞取 り調査

(話者 :花城可祐・源河朝金 0花城可盛)

千原

。平成 11(1999)年 12月  7日 (火)現地調査 (話者 :知花包喜)
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おわりに

『北谷町陸地地名調査』は、戦前の北谷町域にあった陸地上の地名を主な対象とした調

査事業である。調査 リストに挙げていた地名はのべ 1901項目、そのうち、発音や意味、位

置などを確認できた地名としてこの報告書に記載した地名は 1111語である。

この調査をはじめた当初はハルナーと呼ばれる、ある一定の地域をさす方言語彙を調査

するつもりでいた。しかし、調査をはじめると、ハルナー以外にもたくさんの地名が、す

でに失なわれたり、失なわれつつある地名として飛び出してきた。そこで、ハルナーだけ

でなく、北谷町域内にあるすべての地名を調査対象にすることにした。

ところで、地名が消滅していくのには大きく二つの側面があって、ひとつは方言そのも

のが使われなくなつたり、日本語の影響を受けて発音や意味に揺れが出たりするという言

語的な要因、もうひとつは、ある地名がつけられていた景観が消滅していたり、あるいは

大きく変容していたりするという物理的な要因である。北谷町で地名を調査する場合にも、

消滅しつつある北谷方言の一部として地名の発音や意味を聞いて書き留めておくことと同

時に、言語や風景が急激な変化にさらされる以前の北谷町の風景や、そこに暮らす人々の

空間認識や暮らしぶりも記録する必要があった。

そこで、地名の示す場所を比定したり、発音や意味を記録することに加え、その地名の

示す場所が生活にどう関わつていたのかを重視して間取 りを行なうことにした。また、「大

正頃から沖縄戦直前までに使われていた地名」というふうに時期を限定し、話者の持つ何

十年分もの土地と生活の記憶のなかから的を絞ってお話を伺 うことにした。

このように方針を定めていくなかで、この調査を、単に聞取 り資料を集めるだけの行為

で終わらせてはならないという意識も生まれた。今回の調査結果は、いま北谷町域に暮ら

す人々が自分たちの生活空間に対する理解を深めようとするときに、北谷町域という土地

がかつてはどのような姿であつたか、この土地での生活がどのようであつたかということ

を、すぐに思い描けるようなかたちにまとめなければならない。このようなことを念頭に

おきながら、調査と資料整理を続けた。

それにしても、調査も資料整理も試行錯誤の連続だった。作業が進めば進むほどさまざ

まな課題が見えてきたが、時間や作業量におされて、多 くを見過ごさざるを得なかった。

残された課題の筆頭としては、今回の調査では対象から外した戦後の地名の調査・記録

保存作業がある。戦後から現在までの60年のあいだに、はや くも消えてしまった地名や、

やがて消えていくだろう地名がたくさんある。戦前の地名と違い、戦後の地名の多 くは文

字記録として残されているが、間取 りによる資料収集ももちろん必要になるだろう。

また、今回の調査でもっとも足 りなかったのは、集落の社会的環境についての間取 りで

ある。特に各屋取集落の成立や性格、また各集落のなかでの、より小さな集団区分である

「クミ」「サーターダミ」「ヤードゥイ」などの成立過程や性格についての情報が不足して

いる。これらの集落内での集団区分の名称や、区分の仕方や、その成立過程というのは、

各集落の生活様式や空間的な認識と密接に関係しているのだが、調査員自身の勉強不足も

あり、十分な聞取 りをなしえなかった。

他に大きな課題として、今回の調査で得られた地名の言語学的な分析がある。本報告書

においても、地名ひとつひとつの意味やことばとしての歴史について、なんらかの考察を
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付すのが理想だつたろう。しかし、実際の作業は分析・考察の段階にはまるで追いつかな

かった。ただ、地名を分析するということは、よく似た地形語を探したり、語源らしい古

語をビックアップするといつた作業だけで終わるものでもない。琉球語および日本語の体

系全体を見ながら、地名のひとつひとつの語構成要素単位で、意味の分析をしなくてはな

らないだろう。これは北谷町の地名だけでなく、琉球語圏で地名を調査し、分析していく

ことにつきまとう課題であると思う。

課題は山のようにあるが、北谷町域全体というまとまった量で、地名に関する情報を調

査記録し、公開したという点で、この地名調査事業の意義は大きいと考える。この事業が

これほどの成果を達成できたのは、話者の方々が、何度も、何時間もかかる間取 り調査に

快 く応じてくださり、ときには現地調査として長い距離を一緒に歩いてくださったからで

ある。話者の方々に教えていただいた戦前の地名や土地の様子や暮らしぶりといった情報

のすべてが、他で得ることは決してできない、貴重なものである。長い時間と多大な労力

を割いてくださった話者の方々には、心より御礼を申しあげたい。

また、北谷町内の各集落の郷友会や各行政区の区長の方々、町外の自治体の方々には、

話者の紹介、聞取 り調査の際の場所提供、祈願行事の取材承諾など、さまざまな面ではか

りしれない御助力をいただいた。それから、渡邊康志氏にはGISソ フト導入の全般にわた

って御指導いただいた。もしGISソ フトが使えなかったら、調査用の資料づくりにも、デー

タの整理にもいっそうの時間がかかつていただろうし、この報告書も今あるようなかたち

には仕上げられなかつただろう。また、沖縄コロニー印刷の方々には、図版や注の多いこ

の厄介な体裁の報告書の印刷をお願いし、さまざまなわがままに応えていただいた。他に

も、たくさんの方々から数々の御指導や御協力をいただいて、この報告書はできあがった。

御協力 くださったすべての方々に厚 く御礼を申しあげたい。

【参考文献】
『北谷町史 第一巻 ～ 第六巻』

『北谷町史 別巻 近代統計資料』

『戦時体験記録 北谷町』

『北谷村誌』

『北谷町文化財調査報告書第 15集 北谷町の拝所』

『北中城の民話』

『北谷字誌』

『旧字伊礼郷友会誌』

『上勢頭誌 (上・中・下)』

『下勢頭誌 (戦前編・戦後編)』

『沖縄大百科事典 (上 。中・下)』

『沖縄語辞典』

(北谷町史編集委員会)

(北谷町史編集委員会 1987)

(北谷町役場 1995)

(北谷村役所 1961)

(北谷町教育委員会 1995)

(北中城村教育委員会 1995)

(金城至盛 1986)

(北谷町旧字伊礼郷友会 2004)

(旧 字上勢頭郷友会 1997、 1993、 1998)

(下勢頭郷友会 2001、 2005)

(沖縄タイムス社 1983)

(大蔵省印刷局 1998)
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〈資料〉

屋号一覧



1 北谷ヌ前屋取

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

シターンナンミグヮー シター稲嶺小 テーラ小の家を借 りて住んでいた。

ウサーナカマ ウサー名嘉真

ナカンダカリ イ中本寸渠

4 ウフイファグヮー 大伊波小

ミーイファグヮー 新伊波小

ハｈ
） マツートーマ 松当真

ハシヌフェーヌンナンミグヮー 橋ヌ南ヌ稲嶺小 瓦 屋根がセメンガーラ (セ メントの瓦)だ った。

トゥクートーマグヮー 徳当真小

トーマヌアガリ 当真ヌ東

10 ウフトーマ 大当真 瓦 屋根が赤瓦だった。

11 トーバルグヮー 桃原川ヽ

12 ウサーアンナヤー ウサーアンナヤー

13 カマーアンナヤー 蒲アンナヤー 瓦

14 カマルーアンナヤー 蒲戸アンナヤー

15 メンタートーマグヮー メンター当真小 瓦 フィリピンに出稼ぎに出ていた。

16 ハシヌフェーナカチグヮー 橋ヌ南仲地小 瓦 ハシヌハターナカチグヮー(橋ヌ端仲地小)と もいった。

17 ベルーヤラグヮー ペルー屋良小 瓦 ベルーに出稼ぎに出ていた。

18 クヮシチャヌクシー 小橋川ヌ後 瓦

19 ハシヌフェー 橋ヌ南

20 スナングヮー 楚南小 瓦 アミダイ(屋根の庇)だ け瓦だった。小さい商店で、

タバコ、しょうゆ、塩、お菓子、雑貨などを売っていた。

21 アラタグヮー 新田小

22 カミーンナンミグヮー 亀稲嶺小

23 ンーターンナンミグヮー 武太稲嶺小 カタカシラ (沖 縄風のまげ)を 結 ったおじいさ

んがいた。

24 サンラーンナンミ 良稲嶺

25 マチヤーンナンミグヮー 店稲嶺小 瓦 以前、商店だったらしいが、昭和年代には店はやって

いなかった。ハワイに移民したのでハワイイチーン

ナンミグヮー (ハ ワイイチー稲嶺小)と もいった。離

れは瓦葺きだった。

26 カミーンナンミグヮー 亀稲嶺小

27 カカジ 嘉数 瓦 28:嘉数の娘が住んでいた。

28 カカジ 嘉数 瓦 屋根が赤瓦だつた。

29 ミチバタンナンミグヮー 道端稲嶺小

30 ウカミヤラグヮー 御神屋良小 瓦

31 サンラーヤラグヮー 三良屋 ′ｒ川
「

良

32 ミチバタヤラグヮー 道端屋良小

33 カーラバタンナンミ 川端稲嶺

34 ンーターヤラグヮー 武太屋良小

35 イリンナンミグヮー 西稲嶺小

36 ヤマーンナンミグヮー ヤマー稲嶺小 ナンミグヮーヌジナン (稲嶺小ヌ次男)と もいう。
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

37 カマーヤラグヮー 蒲屋良小

38 タルーンナンミグヮー 樽稲嶺小

39 カーラバタグヮー 川端小

40 メーヒントゥナ 前辺土名

41 ナーカヒントゥナグヮー 中辺土名小

42 (貸家) 空家で、貸家としてつかわれていた。

43 ヒントウナメー 辺土名前 瓦 ブラジルに出稼ぎに出ていた。

44 ヒントゥナ 辺土名 ブラジルに移民 していた

45 ナーカ ナーカ

46 ナーカナカチ ナーカ仲地

47 ウサーンナンミグヮー ウサー稲嶺小 瓦 ジナンウサーンナンミグヮー (次男ウサー稲嶺小)と

もいった。ブラジルに移民していた。

48 ナーカグヮー ナーカ小

49 ナカチヌメー 仲地ヌ前 瓦

50 ウフナカチ 大仲地 瓦

51 クシナカチ 後仲地

52 ナカチヌクシ 仲地ヌ後

53 ヤマーナカチグヮー ヤマー仲地小

54 クラカグヮー 久高小 クラカグヮー (久高小)、 シンビークダカ (シ ンビー

久高)と もいった。

55 クラカグヮー 久高小 荷馬車で運送業をしていた。

56 ウシーヒントゥナグヮー ウシー辺土名小

57 トゥンチグヮー 殿内小 瓦

58 ユナファ ユナファ 瓦 村役場職員をしていた。

59 Y+Y-I f77fv- 下ユナファ小

60 シェークーヒントウナグヮー 大工辺土名小 先代が大工をしていたらしい。昭和年代には大工は

やっていなかった。

61 サチバルスー 崎原スー

62 ナカンダカリヌメー 仲村渠ヌ前

63 ヤマーンナンミグヮー ヤマー稲嶺小 農業と兼業で馬車運送業もやっていた。

64 ナカンダカリ 仲村渠 瓦

65 ウフミーヤーグヮー 大新屋小 瓦

66 クシクェーグヮー 後桑江小 イリクェーグヮー (西桑江小 )、 あるいはシェークー

クェーグヮー (大工桑江小)と もいった。大工をして

いた。

67 メーイリグヮー 前西小

68 クシイリグヮー 後西小
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

69 クシミーヤーグヮー 後 ミーヤー小 ミーヤーグヮー (ミ ーヤー小)、 ハッパイコーミーヤ

ーグヮー (ハ ッパイコーミーヤー小)と もいった。ハ

ッパイコーとは、ハワイで働 く場所のことか働き者

のことをいう言葉だったようだ。

70 サンラーユナファグヮー 三良ユナファ小

71 タンマー 田港 (空家) 空家。タンマー (田 港)の屋敷があった。

72 ブラジルユナファグヮー ブラジルユナファ小 瓦 ブラジルに出稼ぎにいって帰ってきた。

73 ブラジルンナンミグヮー ブラジル稲嶺小 瓦 ブラジルに出稼ぎにいって帰ってきた。

74 トウクーヒントウナグヮー 徳辺土名小 トタン屋をしていた。

75 カーヌチビ 川ヌチビ

76 マチューナカズニグヮー マチュー仲宗根小

77 アガリンナンミグヮー 東稲嶺小

78 フテ ィマヌメー 普天間ヌ前 宜野湾村普天間から移住してきた。

79 ジナンフティマヌメー 次男普天間ヌ前

80 アガリユナファグヮー 東ユナファ小

81 アガリナカズニグヮー 東仲宗根小

82 ウフンナンミ 大稲嶺

83 (屋敷跡) アガリマージャグヮー (東真喜屋小)の屋敷跡。

84 マージャグヮー 真喜屋小

85 シターンナンミグヮー シター稲嶺小

86 ウシーンナンミグヮー ウシー稲嶺小 ウサーンナンミグヮー (ウ サー稲嶺小)と もいった。

87 トウクーンナンミグヮー 徳稲嶺小 瓦

88 タルーナカズニグヮー 樽仲宗根小

89 ナカマ 名嘉真

90 フティマヌメーグヮー 普天間ヌ前小

91 (屋敷跡) ウバナータンメーの屋敷跡。

92 クルマーヒントゥナグヮー 車辺土名小 人力車を引く仕事をしていた。那覇から読谷まで出

ていた。

93 カマーヒントゥナ 蒲辺土名 瓦 厩が三階建てだった。

94 クシクラカグヮー 後久高小 帽子クマー (パナマ帽子を編む内職)をする人のヤー

ドゥ (集 まるところ)に なつていた。

95 トゥクーミーヤーグヮー 徳新屋小

96 メーナカチ 前仲地

97 イリナカチグヮー 西仲地小

98 タナカナカチグヮー 田中仲地小

99 クシナカチグヮー 後仲地小 瓦

100 ティーラグヮー 照屋小

101 シムチーターリー シムチーターリー スムチーターリーともいった。サンジンソー (易者)

をしていた。

102 グスクママージャグヮー 城間真喜屋小 (貸家) グスクママージャグヮー(城間真喜屋小)の家があった

が、フィリピンに移民に出ていたので、貸家にしていた。

103 カナーナカチグヮー カナー仲地小

104 ウサーヒントゥナグヮー ウサー辺土名小

105 ターバ 田場 (空家) 瓦 空家。ターバ (田場)の屋敷があった。
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2 石平屋取

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

シムカタ シムカタ

イリムラユシグヮー 西村吉小 イリムライシグヮーともいった。

ヤマームラユシ 山村吉

4 マチダ 松 田

ウフムラユシ 大村吉

アガリムラユシグヮー 東村吉小

マンナカナンミ 真中稲嶺

カナグスク 金城

メーナカマ 前仲間

10 ンジュグヮー 伊集小

11 ナカマヌクシ 仲間ヌ後 瓦

12 シムジ ョー
~下

F] 瓦

13 ヤマーアラカチ ヤマー新垣

14 イーザトゥ 上里

15 ムラユシヌアガリ 村吉ヌ東 瓦

16 ナンミ 稲嶺

17 サンラーナンミグヮー 三良稲嶺小

18 サチハマヌメー 崎浜ヌ前

19 クシヌアラカチグヮー 後ヌ新垣小

20 カニクバルグヮー 兼久原小

21 チャタンバルー 北谷原

22 メーヤジ 前屋宜

23 ヤージグヮー 屋宜小

24 ヤラグヮー 屋良小 瓦

25 サチバルグヮー 崎原小 瓦

26 イチャバルアラカチ 池原新垣 瓦

(貸家) 貸家。ナカグスクイシンダのウフアラカチという家

が持ち主だった。
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3 北谷

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

クン ミ 小嶺 馬車で運送業をしていた。

カミリンドー 嘉味伝道

フテ ィマヌメー 普天間ヌ前

4 ナカムトゥグヮー イ中本小 カーラヤー (瓦屋根の家)だ ったかもしれない。県庁

職員をしていた。

5 ンナンミグヮー 稲嶺小 戦前、戸主の息子が那覇で洗濯屋をしていて、戦後、

北谷で洗濯屋を続けていたので、戦後は屋号をセン

タクヤーンナンミともいった。

6 タケーシ 高江洲 クヮーデ ィーサータケーシ (ク ヮーデ ィーサー高江

洲)と もいった。

メータマグシクグヮー 前玉城小 瓦

8 メーテ ィーラ 前照屋 瓦 戸主は村役場職員で、の息子は教員 (校長)を してい

た。おばあさんは豆腐屋をやっていた。

イサグヮー 伊佐小 瓦 ハワイに移民経験後、帰村。三階建てだった。

10 ターバ 田場 瓦 フィリピンに移民 して戻 ってきた。戻 ってきてから

瓦屋根の家を建てた。

11 カニクナーグスクグヮー 兼久宮城小

12 カンジェークグヮー 金細工小 他集落から移住。本家は伝道にあった

13 イファグヮー 伊波小 カニクイファグヮー (兼久伊波グ小)と もいった。

14 テイーラグヮー 照屋小 瓦 カニクテイーラグヮー (兼久照屋小)と もいった

15 ハワイシーシグヮー ハワイ末吉小 ハワイに移民経験後、帰村。

16 ミーイリー 新伊礼

17 ナービナク ナービナク 貸家。この家を借りて住んでいた人は屋号はナービ

ナクといったが、体の大きな人だつたので、ヒータイ

タンメー (兵隊タンメー)と いうあだ名で呼ばれてい

た。

18 タマグシクグヮー 玉城小 瓦 商店。専売品 (タ バコ・塩)、 石油、酒、そうめんな

どを売っていた。

19 ガニク 我如古

20 イリナーデーラ 西宮平小 瓦

21 スナングヮー 楚南小 瓦 他集落から移住。

22 クシタマグスクグヮー 後玉城小 ハワイ移民経験後、帰村。

23 カニクナーカグヮー 兼久名嘉小

24 フクチグヮー 福地小 家を借りて住んでいた。家の持ち主は 36:伊礼築登

之小だったかもしれない。

25 マカビグヮー 真壁小 貸家に間借りしていた。

26 メーリンドーグヮー 前伝道小 ハワイ移民経験後、帰村。

27 ユースーイーマグヮー 友松上間小

28 (ト ーフーシカンヌースー ) (豆腐シカンヌースー) 屋号ははつきりしないが、戸主が豆腐が嫌いだった

ため、トーフーシカンヌースーというあだ名で呼ば

れていた。上間一門。

29 イリー 伊礼 瓦 村役場吏員や、村長を出している家。伊礼肇の実家。
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

30 リンドーマテーシグワー 伝道又吉小

31 ナカイリー 中伊礼 瓦 戸主の息子が教員。

32 クラム トゥ 蔵元

33 ニーケーシーシグヮー 三階末吉小 瓦 フィリピン移民経験後、帰村。三階建てだった。一

階の戸は上げ戸になっていて、商店ができる構えに

なっていたが、商店としてはつかわれていなかった。

34 ア イー フ 照屋

35 マチシマ 松 島 フィリピン移民経験後、帰村。上勢頭・下勢頭か平安

山ヌ上から移住。

36 イリーチクドゥングヮー 伊礼築登之小

37 ムチヌヤートゥキシ ムチヌヤー渡慶次 左官をしていた。家を借 りて住んでいた。家の持ち

主は 209:上江洲小。

38 イサヤー 伊佐屋 (貸家) 貸家。イサヤー (伊佐屋)と いう家の屋敷だったが、

戸主一家は南洋に移民していて、貸家に出していた。

39 クェーグヮー 桑江小

40 ヒジャ 比嘉 瓦 戸主は読谷出身のおばあさんで、娘が北谷の人に嫁い

だので、そのつてで屋敷を借りて住んでいた。那覇か

ら古着を仕入れて、カミアチネー(行商)を していた。

41 カニクマテーシグヮー 兼久又吉小

42 ハワイーアラカチグワー ハワイー新垣 瓦

43 グーガグヮー 呉我小 戸主の息子は俳人の呉我春男。

44 イシジェークーマテーシグヮー 石細工又吉小 農業が主体だったが、石工も兼業していた。

45 ヤンバルイリーグヮー 山原伊礼小

46 シールビ シールビ

47 マンナカシーシグヮー 真中末吉小 瓦

48 カマーイリーグヮー 蒲伊礼小

49 アイクイリベーチン アイク西ペーチン 瓦 イリペーチン (西ペーチン)と もいった。アイクは、

田や水路、河などに設置 して小魚や蟹を捕る竹細工

のかごのこと。

50 カンパーシーシグヮー カンパー末吉小

51 マカーイージグヮー マカー上江洲小

52 シールビ シールビ 52:シ ールビと53:嘉数小は、一つの敷地を共有し

て、二軒の屋敷を建てていた。

53 カカジグヮー 嘉数小 52:シ ールビと一つの敷地を共有して屋敷を建てて

いた。

54 カーラヤーイージグヮー 瓦屋上江洲小 瓦

55 カニクイーマグヮー 兼久上間小

56 イェーマイリーグヮー 八重山伊礼小 母屋の他に、県道側には貸し屋を建てていた。貸家

は瓦葺き。

57 (貸家) 瓦 貸家。持ち主は56:八重山伊礼小。山原出身の人が

借りて、薬局と助産婦をしていた。

58 トーバルグヮー 桃原/」ヽ 瓦

59 イファグヮー 伊波小 村役場職員をしていた。

60 ナカンダカリグヮー 仲村渠小 (空家) 空家。ナカンダカリグヮー(仲村渠小)の 屋敷があった。
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

61 シラギ 白毛

62 クラントー クラン トー 瓦 客馬車で運送業をしていた。

63 リンドーペーチングヮー 伝道親雲上小

64 イリカナグスクグヮー 西金城小 屋根は一部が瓦葺き。

65 ナカカナグスクグヮー 中金城小 瓦 金融機関の職員だった。

66 アガリカナグスクグヮー 東金城小 瓦 ハワイ移民経験後、帰村。

67 メーヌハルーヤマガー 前ヌ原山川

68 メーヌハルーイリーグヮー 前ヌ原伊礼小

69 メーヌハルーヤマザトゥグヮー 前ヌ原山里小

70 メーヌハルーチカジヤングヮー 前ヌ原津嘉山小

71 メーヌハルーアガリーグヮー 前ヌ原アガリー小

72 ヤンムトゥ 山本 (空家) 空家。ヤンムトゥ (山 本)の屋敷があった。

73 ヤマムラグヮー 山本寸小

74 マカビ 真壁 瓦 商店をしていた

75 サチマージャ 崎真喜屋

76 シーシ 末吉

77 Y-t-:- シーサー根 瓦

78 アガリーモー アガリー毛

79 アガリイーマ 東上間 「与那覇小」という家が、一時的に間借りしていた。

80 タメーシチカジヤン 玉代勢津嘉山

81 マスル イ 桝取 サンジンソー (易者)を していた。

82 ヤマガーグヮー 山川小

83 ジョーグチグヮー 門口小 (空家) 空家。ジョーグチグヮー (門 口小)の屋敷があった。

84 イリチカジャングヮー 西津嘉山小

85 クルーイリベーチン 黒西ペーチン

86 ナカヤマガー 中山川

87 クバグヮー 久場小 他集落から移住。

88 ナカチ 仲地

89 (貸家) 貸家。メーチカジャン (前津嘉山)と いう家が家主。

90 ハワイイーマグヮー ハワイ上間小 瓦 ハワイ移民経験後、帰村。

91 ムラウチターバグヮー 村内田場小 謝苅屋取から移住。

92 サンナンイーマ 三男上 間 イーマヌサンナン (上間ヌ三男)と もいつた。ハワイ

に移民 した。

93 ジラータケーシグヮー 次郎高江洲小

94 メーベータマグスクグヮー 前辺玉城小

95 ヌンドゥルチグヮー 野武殿内小 離れは瓦屋根だった。

96 カミーイリーグヮー 亀伊礼小

97 イーマチカジャン 上間津嘉山 (貸家) 貸家。イーマチカジャン (上間津嘉山)と いう屋号の

家が家主だった。

98 メーベーカカジ 前辺嘉数

99 クチョーイージグヮー 区長上江洲小
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

100 メーイーマ 前上間

101 アガリモーグヮー 東毛小 瓦

102 マチャータケーシグヮー 松高江洲小 (空家) 空家。マチャータケーシグヮー (松高江洲小)の屋敷

があったが、空家になつていたと思う。

103 (屋敷跡) 屋敷跡のみ残っていた。もとはグェードゥチという

家の屋敷があった。

104 ナーザトゥグヮー 宮里小

105 瓦 客馬車で運送業をしていた。

106 マチヤーヒジャ 店比嘉 瓦 商店。雑貨を売っていた。首里から移住。107:伊礼

小と一軒の屋敷になつていて、県道側のほうを間借

りしていた。

107 イリーグヮー イヂ・ネLガヽ 106:店比嘉に屋敷の一部 (県道側)を貸していた。

108 シマブク 島袋 大工、ウーキジェーク (桶作り職人)を していた。

109 ンマイーヌハタヤマガー 馬場ヌハタ山川 瓦

110 ンマイーヌハタイリベーチン 馬場ヌハタ西ペーチン

(貸家)

貸家。ンマイーヌハタイリペーチン (馬場ヌハタ伊礼

ペーチン)の屋敷だったが、戦前から戦中にかけて一

家はフィリピンに移民していて貸家にしていた。

111 シーシグヮー 末吉小 (空家) 空家。敷地のうち県道側のほうを112:仲本小が借り

ていた。

112 ナカムトゥグヮー 仲本小 ダンパチャーナカムトゥ(断髪屋仲本)と もいった。ダン

パチャー (理髪店)を していた。111:末吉小の敷地

のうち県道側のほうに住んでいた。

113 メーヌヤータケーシグヮー 前ヌ屋高江洲小

114 (貸家) 貸家。113:前ヌ屋高江洲が、県道沿いに 2、 3軒の貸

し屋専用の家を建てていた。

115 ヤマガー 山川

116 トゥンチグヮー 殿内小 首里から移住。

117 トゥンチグヮー 殿内小 伝道から移住。

118 ビシタケーシグヮー ビシ高江洲小

119 アミク 天久

120 ヤマザ トゥ 山里

121 ナカンダカリ 仲村渠 瓦

122 ジョーグチ Fl回

123 ウフヤマガー 大山川 チャタンヤマガー(北谷山川)と もいった。高倉を持っ

ていた。

124 ムラウチシールビ 村内シールビ

125 アガリー アガリー 農業と兼業で馬車での運送業をしていた。

126 メーヌハルーアガリーグヮー 前ヌ原アガリー小

127 アガリヤマガー 東山川 瓦 村役場職員をしていた。

128 (貸家) 貸家。181:細 工金城小が購入し、娘婿の「崎原」という

人に貸していた。

129 デークグヮー 大工小 メーヌデークグヮー(前 ヌ大工小)と もいった。那覇で

商売をしていたが、十十空襲のあと北谷に戻ってきた。

130 (空家) 空家。155:東 江小が持ち主。
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

131 ウフイーマ 大上間 高倉を持っていた。北谷集落の上間一門のムートゥ

ヤー (本家)。

132 ナカタケーシ 中高江洲

133 ミーイーマグヮー 新上間小

134 メーリンドー 前伝道 瓦

135 メーカナグシク 前金城

136 ムラヤーヌアガリマテーシグヮー 村屋ヌ東又吉小

137 メーヤンムトゥ 前山本 (空家) 空家。メーヤンムトゥ (前 山本)の屋敷があった。

138 クシマテーシ 後又吉

139 ナカミチイーマ 中道上間 瓦 ブラジル移民経験後、帰村。戦争直前に屋根を瓦葺

きにした。

140 イリイーマ 西上間

141 イファ 伊波 瓦 銀行頭取をしていた。家には高倉があったかもしれ

ない。

142 マチヤタマグシク 店玉城 瓦 商店。米、そうめん、缶詰などを売っていた。首里崎山

から移住。もとはバシャムチャー (馬車引き)だ った。

143 イリグヮー 西小

144 ターバグヮー 田場小 瓦 ンマイーヌハタターバグヮー (馬場ヌハタ田場小)と

もいう。ターバグヮーの娘が、与那原から薪を売り

に来ていたバシャムチャー (馬車引き)の息子と結婚

して、この家に住んでいた。

145 ユービンチク 郵便局 瓦 那覇から移住。郵便局だった。

146 ンマイーヌハタタケーシ 馬場ヌハタ高江洲 瓦 終戦時点の村長の家。以前は嘉手納製糖工場の職員

として勤務していた。

147 イリマテーシグヮー 西又吉小 瓦 教員だった。

148 アガリマテーシグヮー 東又吉小

149 (空家) 空家。185:チチンミ (吉味)が家主。

150 ヒジャヤー 比嘉屋 瓦 おばあさんの1人住まいだった。位牌を管理していた。

151 ヤンムトゥ 山本 瓦

152 ウフカナグスク 大金城 離れが瓦葺きで、母屋はカヤ葺き。

153 ウフブーニチカジャン 大骨津嘉山

154 ウィーバルリンドー 上原伝道

155 アガリーグヮー アガリー小

156 アガリイーマグヮー 東上間小 瓦 ミーチリーイーマグヮー (目 切上間小)と もいった

村役場職員だったが、のちに移民した。

157 Yf -:- 堺根 瓦

158 ウフイージ 大上江洲 瓦

159 カドゥヌタケーシグヮー 角高江洲小

160 カミーテ ィーラ 亀照屋

161 クシデークグヮー 後大工小

162 チカジャンペーチン 津嘉山ペーチン 瓦

163 クシマスルイグヮー 後枡取小 瓦
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164 タケー タケー

165 ナーファヤー 那覇屋 瓦

166 ミーヤーイリー 新屋伊礼

167 ウフタケーシ 大高江洲 (貸家) 貸家。ウフタケーシ (大高江洲)の屋敷だったが、家

族は住んでおらず、貸家として使われていた。

168 ミーダムイグヮー 梅田森小

169 クシタケーシ 後高江洲

170 ナカミーダムイ 中梅田森

171 クシミーダムイ 後梅田森 瓦 戸主は教員をしていて、退職した後は、シンシースー

(砂糖の樽に貼る証明書)を書く仕事をしていた。

172 カーラヤー 瓦屋 瓦

173 ナーカ 名嘉 ウフナーカ (大名嘉)、 あるいはシェークナーカ (細

工名嘉)と もいった。大工をしていた。

174 イーダ 栄 田 山内から移住。

175 ナカビグヮー ナカビ小

176 スントーイリベーチン 村頭西ペーチン 瓦

177 クシヤマガー 後山川 (空家) 空家。クシヤマガー (後山川)の屋敷があった。

178 (廃屋) 屋敷跡。グシチャーマチャーという人が住んでいた

が、昭和 13年 頃には住む人がいなくなり、廃屋にな

っていたと思う。

179 ウチマ 内間

180 アラカチグヮー 新垣小 玉代勢出身の人で、のちに玉代勢に戻った。新垣小

が引っ越した後、家はドーギーイージグヮー (道義上

江洲小)が購入した。

181 シェークーカナグシク 細工金城 石工で、フール (沖縄式便所)づ くりを専門にしていた

182 (貸家) 屋号ではないが、ムジチュータンメーという呼び名

があった。首里から移住してきた老夫婦が家を借り

て隠居生活をしていた。特に仕事を持っていなかっ

たため、無禄という意味のムジチューとあだ名がつ

いた。アカバナーの生け垣があった。

183 (貸家) 水質の良い井戸があった。

184 イリベーチン 西ペーチン イリベーチングヮー (西ペーチン小)と もいった。

185 チチンミ チチンミ

186 クラニー 蔵根 (貸家) 貸家。クラニー (蔵根)の一家は南洋に移民していた

が、屋敷跡は残っていて、離れが貸し屋に使われてい

た。

187 イリナーカグヮー 西名嘉小 離れが瓦葺きで、母屋はカヤ葺き。北玉小学校の教

員などに貸し出していた。

188 ナーカ 名嘉 瓦 ナビーナーカグヮー (ナビー名嘉小)、 あるいはガッ

コーヌメーナーカ (学校ヌ前名嘉)と もいった。

189 マージャ 真喜屋

190 テイーラグヮー 照屋小 瓦 商店。191:大村と一つの敷地にあった。

191 オームラ 大村 190:照屋小と一つの敷地にあった。県道から奥側。
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192 マチヤヤマガー 店山川 瓦 商店。専売品 (タ バコ)、 米、雑貨などを売っていた。

また、敷地内の離れには親戚にあたる人が住んでい

て、自転車の修理販売をしていた。

193 リンドーペーチン 伝道ベーチン

194 アラカチ 新垣 トーフヤーアラカチ (豆腐屋新垣)と もいつた。首里

から移住。

195 チーヤーサチバル 乳屋崎原 197:乳屋崎原の分家。

196 イサヌヤー 医者ヌ屋 瓦

197 チーヤーサチバル 乳屋崎原 牛乳屋。乳牛を飼っていて、乳を絞って瓶詰めにし

て配達していた。屋根は一部が瓦葺き。搾乳・製造す

る建物はトタン葺きにコンクリづくり。

198 クヮーシヤー 菓子屋 瓦 菓子店。200:新城の家を借りていた。バンの製造・販

売をおこなっていて、「島袋菓子店」と看板も掲げていた。

199 イリー 伊礼 200:新城の家を借 りていた。197:菓子屋の敷地の

うち、南側は菓子屋の屋敷で、北側は伊礼の屋敷とな

っていた。

200 アラグシク 新城 瓦

201 ナーカグヮーアンマー ナーカグヮーアンマー メーリンドーグヮー (前伝道小)と もいった。与那原

から薪を売りにくるバシャムチャー (馬車引き)が止

まる宿を経営していた。ナーカグヮーアンマーは宿

を経営していた女主人の呼び名。

202 メーウフグシク 前大城 瓦 理髪店をしていた。玉代勢集落から移住。メーウフ

グシクが入る前はハネジグヮーという一家が住んで

いたが、よそに移った。

203 マスドゥイグヮー 枡取小 マスルイグヮーとも発音する。

204 タンマグヮー 田港小 のちに集落のなかのほうに引っ越した。タンマグヮ

ーが引っ越したあと、この場所にはサチバル (崎原)

という屋号の家が入つた。

205 マチヤイーザ トウ 店上里 瓦 商店。雑貨を売っていた。親の代では大工もしていた。

206 ナカジョー 仲 門

207 チ ナ (貸家) 瓦 209:上江洲小が瓦屋根の屋敷を建て、貸しに出して

いた。歯医者のチナ (喜納)が借りていた。

208 タンナファ 玉那覇 風呂屋。首里から移住。北玉小学校北東角にある十

字路の向かい側にユーフルヤー (風呂屋)を 開いてい

た。

209 イージグヮー 上江洲小 瓦 ジォーイージグヮー (ジ オー上江洲小)と もいった。

カナダ移民経験後、帰村。三階建てだった。

210 マチヤイーマグヮー マチヤ上間小 瓦 商店。専売品 (酒、塩、タバコ)、 そうめん、缶詰、

学用品などを売っていた。当主は教員をしていて、

その母親と嫁が店を経営していた。以前は屋号をバ

ンジュヌイリーともいっていた。

211 シマブク 島袋 洋服屋をしていた

212 カーグヮーヌイー 川小ヌ上 瓦 種付け豚を飼育していた。玉上から移住。

213 ガッコーヌクシタケーシ 学校後高江洲

214 イリティーラグヮー 西照屋小
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215 クシナーデーラ 後宮平 クシナーグスクグヮー (後宮城小)と もいったかもし

れない。

216 ナカドゥマイグヮー イ中7自 ガヽ

217 イリグヮー 西小 農業と兼業で、石工や養豚をしていた。仲山屋取か

ら移住。

218 クシイサヤグヮー 後伊佐屋小

219 ナカムトゥ 仲本 瓦 祖先は首里系統。

220 カマーティーラグヮー カマー照屋小

221 イサヤーグヮー 伊佐屋小 メーイサヤーグヮー (前伊佐屋小)と もいった。

222 ウフテイーラグヮー 大照屋小 瓦

223 ジローナーカグヮー 次郎名嘉小 筆耕 (現在の代書士)をやっていて、村役場に通って

いた。また、八重山の炭坑へ出稼ぎする人の募集も

していた。

224 マンキーナーカグヮー 満亀名嘉小 戸主の名前が満亀だつたので、屋号に満亀とついた。

225 イシジェークヤー 石細工屋

226 クダ 久 田 首里から移住。祖先は首里系統。

227 イリチカザン 西津嘉山 チカザングヮー (津嘉山小)と もいった。産業組合の

事務をしていた。

228 クラントーグヮー 蔵当小 (空家) 空家。クラントーグヮー (蔵当小)の屋敷があった。

229 メーヒジャグヮー 前比嘉小

230 カーヌハタグヮー 川ヌ端小

231 ワカザチン 若座喜味 236前比嘉小と若座喜味は、戸主は老人だったが、シ

ーシケーラシ (獅子舞)の ときにはいつもこの両名が

シーシを演じていた。

232 メーグスクイージグヮー 前城上江洲小

233 (貸家) 貸家。

234 ヒジャ 比嘉

235 メーグスクチカザン 前城津嘉山 瓦

236 (空家) 空家。

237 イリヒジャグヮー 西比嘉小

238 イーザチン 上座喜味 (空家) 空家。イーザチン (上座喜味)の屋敷があった。残っ

ていた屋敷は津嘉山門中が一族で管理していた。

239 ヌンドゥルチ ヌンドゥルチ 神屋。
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4 玉代勢

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

クェードゥンチ 桑江殿内 瓦 母屋が瓦葺きでシム (台所)は カヤ葺きだった。

2 シチャチカジャングヮー 下津嘉山小 昔はサンラーチカジャングヮー (サンラー津嘉山小)

ともいったかもしれない。

アサ トゥグヮー 安里小

4 ティーラベーチン 照屋親雲上 瓦 夫婦ともに教員をしていた。

ナカマ 仲 間 瓦 レンガ造 りの水タンクがあつた。

シチャナカムトゥグヮー 下仲本小 ナカムトゥグヮー (仲本小)と もいう。

スイナカムトゥ 首里仲本 産業組合の職員。首里から移住してきた。

8 ハナウチ 花打 母屋はカヤ葺きで、シム (台所)と 離れは瓦葺き。個

人でサーターヤーを持っていた。

メーハナウチ 前花打 メーヌハナウチ (前 ヌ花打)と もいつた。

10 ナカムトゥ 仲本 瓦

11 ククムクルン ククムク殿

12 カカジグヮー 嘉数小

13 アガリンヤー 東ン屋 ベルー移民経験後、帰村。戻つてから、コンクリート

の垣をつくった。

14 イリジョー 西 門

15 シ バ 志場 中城村仲順か喜舎場から移住してきたらしい。ウカ

ミヤー (神 を祀っている家)で、仲順から拝みに来る

人もいた。

16 アサ トゥ 安里

17 カーラヤーリンドー 瓦屋博道 瓦 玉代勢で最初に瓦葺きになった家。

18 アラカチペーチン 新垣親雲上 屋敷囲いが板塀だった。

19 ヒジャ 比嘉 瓦 戦争直前に瓦葺きになった。

20 カカジ 嘉数 瓦 以前、郵便局長をしていた。

21 タルーイーマ 樽上間 (空家) 空家。タルーイーマ (樽上間)の屋敷があった。

22 カーバタ 川端 (空家) 空家。カーバタ (川 端)の屋敷があった。

23 )\> , 繁 田 瓦 屋根は瓦で、カキジュクイ (軒 に雨よけのひさしをか

ける造り)だ つた。家畜小屋も瓦葺き。チンガー (滑

車つきの井戸)が あった。台湾で校長をしていた。

24 r=- 4 - 毛井

25 ミーティーラ 新照屋

26 イーマ 上 間 しょうゆなどを行商していた。

27 メーヌヤー 前ヌ屋

28 i -Y- 新屋

29 シーシ 末吉 瓦

30 ウフグスク 大城 クミグラ (米倉)が あった。倉の下は厩になっていた。

31 メーウフグシク 前大城

32 シナー 砂名 (空家) 空家。シナーの屋敷があった。

33 メーヌシナーグヮー 前ヌ砂名小
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34 ナカムトゥグヮー 仲本小 イーヌナカムトゥグヮー (上 ヌ仲本小)と もいった。

35 アラカチ 新垣 戦後、屋号がアラカチ (新垣)か らナカチエン (中知

念)に変わった。

36 ヤマガー 山川 (空家) 空家。

37 ナカミチチカジャングワー 中道津嘉山小

38 ナカミチティーラ 中道照屋

39 クシミーヤー 後新屋

40 クシアラカチ 後新垣

41 シマブクペーチン 島袋親雲上

42 イーヌチカジャン 上ヌ津嘉山 (空家) 空家。イーヌチカジャン (上ヌ津嘉山)の屋敷があっ

た。一家はベルーに移民した。

43 ミーヤシチ 新屋敷

44 シェークーチカジャングヮー 大工津嘉山小 屋敷の前に洞窟があったため、以前は屋号をガマヌ

メーチカジャングヮー (ガマヌ前津嘉山小)と いって

いた。木工大工の棟梁をやっていた。

45 アガリミーヤー 東新屋

46 アガリリンドー 東博道

47 アガリジョー 5積[Fl 瓦 屋根は瓦で、カキジュクイ (軒 に雨よけのひさしをか

ける造 り)だ つた。三階がある厩があつた。

48 ウズマーグヮー ウズマー小

49 アラカチグヮー 新垣小 ウフアラカチグヮー (大新垣小)と もいった。大工を

していた。

50 クシヌティーラ 後ヌ照屋

51 ジラーチカジャン ジラー津嘉山

52 カマーシナーグヮー カマー砂名小

53 ハナウチグヮー 花打小

54 ヒジャグヮー 比嘉/jヽ

55 アガリナカムトゥ 東仲本

56 ミーアガリジョー 新東門

57 マチャーシーシグヮー マチャー末吉小 瓦 石工で、墓、フール (沖縄式便所)造 りを専門にして

いた。

58 マチューアジャマグヮー マチュー安座間小

59 カナーシーシグヮー 力醐「末吉小 帽子クマー (パナマ帽子を編む内職)の作業をする場

所になっていた。

60 ミーアラカチグヮー 新新垣小 瓦

61 グシチン 具志堅 瓦

62 サチバルグヮー 崎原小 (空家) 空家。サチバルグヮー (崎原小)の屋敷があった。

63 シチャアジャマグヮー 下安座間小 馬車で運送業をしていた。チンガー (滑車つきの井

戸)が あった。

64 クシアガリジョー 後東門

65 カミーヒジャ カ ミーヒジャ 瓦 屋根は一部が瓦だつた。

66 アラカチ 新垣 シチヤヌアラカチ (下 ヌ新垣)と もいった。
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

67 アガリグヮー 東小 瓦 玉上から移住。サチバルアガリグヮー (崎原東小)と

もいった。

68 ナバーヒジャグヮー ナバー比嘉小 商店。そうめん、鰹節、石油、酒などを売っていた。

69 カミーアジャマグヮー カミー安座間小 瓦

70 マンナカアジャマグヮー 真ン中安座間小

71 ウフアザマグヮー 大安座間小 (空家) 空家。

72 イージャトゥグヮー 上里小

73 アジャマ 安座間 ヤブー (鍼灸師)を していた。

74 アガリヒジャグヮー 東比嘉小 戸主が背の高い人で、あだ名をとって屋号をタッチ

ューヒジャグヮーということがあった。

75 シチャヌアラカチ 下ヌ新垣

76 クラントー 板原蔵武当 クラントー (蔵武当)と もいった。

440



5 伝道

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

カナーイリー 力醐「伊礼

ヒ ラ ヒ ラ

カーヌハタチカジャングヮー 川ヌ端津嘉山小 瓦

4 ナカミヤ 中新屋 瓦

イリーグヮー 伊礼小

6 アガリミーヤ 東新屋 空家。おばあさんが一人暮らしをしていたが、昭和 7

8年頃に亡くなり、それから空家だった。

7 タンパラ タンパラ 家族のほとんどがベルーに移民していて、老夫婦が住ん

でいた。孫娘も一緒に住んでいたかもしれない。戦前

に老夫婦が亡くなり、空家になつていたかもしれない。

チカジャン 津嘉山

トゥンチ 殿 内 瓦

10 カーヌイー カーヌ上 (空家) 空家。首里に引っ越した。

11 メーヌヤー メーヌヤー 瓦 嘉手納製糖工場からの依頼を受けて、サトウキビの

出荷を請け負っていた。

12 ウフヤー ウフヤー 瓦 瓦屋根の倉を持つていたので、カーラグラ (瓦倉)と

も呼ばれた。個人で井戸を所有していた。

13 ナガタイグヮー 長田井小

14 ナガタイ 長田井

15 バシガーイリー バシガー伊礼

16 ミーイリー 新伊礼

17 イーバシガー イーバシガー (空家) 空家。戸主が引っ越していって、空家になっていた。

18 リンドー 伝道 ナガタイチカジャングヮー (ナガタイ津嘉山小)と も

いった。

19 テイラベーチン 照屋親雲上 貸家。戸主は住んでいなかった。

20 イリミーヤシチグヮー 西新屋敷小

21 イリーチクルン 伊礼築登之

22 ミーヤシチイリー 新屋敷伊礼 おばあさんと孫が住んでいた。

23 カーヌメー カーヌ前 もともとはディンドーガーのところに家があつたらしい。

24 チファヌク 津波古

25 ミーヤシチグヮー 新屋敷小
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6 仲山屋取

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

イリサチバルグヮー 西崎原小

2 ハナドーサチバルグヮー 花堂崎原小 瓦 おじいさんが石工をしていた。息子は村会支部長を

していた。荷馬車を持っていた。

ユシガー ユシガー

4 ウ フ ウ フ 仲山屋取にいちばん古 く入植してきた家。

5 セーコーアガリグヮー 盛功東小 アガリグヮー (東小)、 サーターヤーニー、サーター

ヤーアガリグヮー (サーターヤー東小)と もいった。

クシウズマーグヮー 後ウズマー小 瓦 移民に出ていた。

ナーカグヮー ナーカ小

フクジグヮー 福地小

メーウズマーグヮー 前ウズマー小 瓦 移民に出ていた。

10 ナカウズマーグヮー 中ウズマー小 戦前の区長の家。移民経験あり。

11 カミーナーカグヮー カミーナーカ小 瓦

12 ナーカグヮー ナーカ小 農業と兼業でパナマ帽編みをしていた。

13 ウズマー ウズマー ハワイに移民に出ていた。

14 シチャアガリグヮー 下東小

15 ニオーサチバルグヮー ニオー崎原小

16 ウフサチハマ 大崎浜 瓦

17 トゥクーサチバル 徳崎原 瓦 戸主は村役場職員で、村議会議員もした

18 ウフサチバル 大崎原 瓦

19 カマーアガリグヮー カマー東小 フィリピン移民の経験あり。

20 ヤマーアガリ ヤマー東

21 カーヌウィー 川ヌ上 シチャヌカーという井戸が近 くにあった。

22 ヤマーサチバルグヮー ヤマー崎原小

23 サンナンヤマーサチバルグヮー 三男ヤマー崎原小

24 ガイモー ガイモー

25 ナーカヌアガリ ナーカヌ東 瓦

26 ナーカ ナーカ 瓦

27 サンラーマンナカサチバルグヮー 三良真中崎原小

28 カマドーアガリグヮー 蒲戸東小

29 ウィーヌミーヤー 上ヌ新屋 瓦

30 イーサチハマグヮー 上崎浜小 北玉小学校の補助教員をしていた。

31 マチューアガリグヮー マチュー東小 荷馬車で運送業をしていた。

32 クシグヮー クシ小

33 サーターヤーニー サーターヤーニー
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7 屋宜屋取

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

マチークミシグヮー 松米須小 瓦

カマドゥークミシグヮー 蒲戸米須小

3 サンナンマチークミシグヮー 三男松米須小 シンシータークミシグヮー (先生ター米須小)と もい

った。フィリピン移民をしていて、フィリピンで小

学校の教員をしていた。

4 アガリバルグヮー 東原小

ターヌハタグヮー 田ヌ端小

り^ ハナグシク 花城 瓦 ブラジルに移民していた。

ターヌハタ 田ヌ端

イリクミシグヮー 西米須小

ハルーウンチュー ハルーウンチュー

10 セージチューサチハマグヮー セージチュー崎浜小 戸主がセージチューという名前だった。

11 屋号は不明。長男はブラジル移民に出ていて、おばあ

さんと娘しか住んでいなかった。家を貸家にしていた。

12 ハンタクミシグヮー ハンタ米須小

13 グシチヌミー グシチヌミー グシチ (ス スキ)が たくさん生えているなかに家があ

った。

14 イリマテーシグヮー 西又吉小

15 サンラーマテーシ 三良又吉

16 トゥクジョーグヮー 徳門小

17 ミーヤーマテーシグヮー 新屋又吉小

18 アガリマテーシグヮー 東又吉小

19 ウフマテーシ 大又吉

20 トゥミザ トゥグヮー 豊見里小

21 タカラーグヮー 多嘉良小

22 フィシチグヮー 平敷小

23 ハマムトゥグヮー 浜元小

24 クシトゥミザ トゥグヮー 後豊見里小

25 カミーマテーシグヮー 亀又吉小

26 モーニークミシグヮー モーニー米須小

27 ジキラン 瑞慶覧

28 タカーイサグヮー タカー伊佐小

29 メーユヒングヮー 前饒辺小

30 サーターヤーニーユヒングヮー 砂糖屋根饒辺小

31 イリユヒングヮー 西饒辺小

32 ユ ヒン 饒辺

33 ミーヤーユヒングヮー 新屋饒辺小

34 ヤマーユヒングヮー 山饒辺小

35 カマーユヒングヮー 蒲饒辺小
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

36 コーフースナングヮー 工夫楚南小

37 サンラースナングヮー 三良楚南小

38 マチャースナングヮー マチャー楚南小

39 ウシークミシ ウシー米須

40 ジラークミシ 次良米須
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8 桑江ヌ前屋取

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

クニシグヮー 国吉小

2 トゥカシチ 渡嘉敷 トンネウハタートゥカシチ (ト ンネルハター渡嘉敷)

ともいった。

3 カーラヤーカンジャーグヮー 瓦屋カンジャー小 瓦 シーンニーカンジヤーグワー (シ ーンニーカンジャー

小)、 シーグヮーカンジャーグヮー (シ ー小カンジャ

ー小)と もいった。鍛治屋をしていた。

4 トンネルヤー トンネルヤー タタンチュクヤー (畳屋)を していた。繁盛していた。

ムルンジヤトウグヮー 諸見里小 6:大諸見里の分家。

ウフムルンジャトゥ 大諸見里

スナングヮー 楚南小

カナグスクグヮー 金城小 小料理屋をしていた。

イズ ミ 泉

10 ユーフルヤー ユーフルヤー カンジャーヤー (鍛治屋)と もいった。風呂屋と鍛治

屋をしていた。鍛冶は鍬、釜、鍋などを作っていた。

日進食堂という名前の食堂もしていた。

11 アラグスク 新城

12 ショーユヤー ショーユ屋 荷馬車で運送業をしていた。那覇や国頭に行ってい

た。醤油をまとめて仕入れてきて、それをおばあさ

んが売っていた。もともとは首里出身で、昭和初期

頃に桑江ヌ中屋取に移り住み、さらに桑江ヌ前屋取

に家を借りて引っ越した。

13 マチヤナージャトゥグヮー マチヤ宮里小 瓦 ナージャトゥグヮー (宮里小)と もいった。宮里商店。

雑貨、お菓子を売っていた。大きな店だった。

14 スバヤーナカチ スバヤー仲地 ソバ屋をしていたが、昭和 10年代には廃業していた。

家の造りは普通の民家だった。

15 トゥクータンメー 徳タンメー トゥクータンメーター、あるいはトゥクーナカチ (ト

ゥクー仲地)と もいった。商店。雑貨を売っていた。

16 トーフヤー 豆腐屋 トーフヤーグシクマグヮー (ト ーフヤー城間小)と も

いった。豆腐を売っていた。

17 ナカムトゥ 仲本 父はブリキ屋で、ジョウロややかんなどを作って売

っていた。息子は洋裁店を開いて仕立てをしていた。

他に、傘屋、床屋、自転車屋もしていた。店は家の向

かいの屋敷を借 りてやつていた。自転車は、越来の

役場吏員の人がよく修理などで使っていた。

18 ハーヤー ハーヤー 歯医者。準医師。もともと桑江ヌ前屋取の人ではな

いが、17:ナ カムトゥの娘を嫁にしたため桑江ヌ前屋

取に住んでいた。

19 ウフナカチ 大仲地 瓦

20 マチヤナカチグヮー マチヤ仲地小 商店。雑貨を売っていた。

21 チューシャバメーグスク 駐車場真栄城 バシャムチャー (馬車運送業者)の休憩所。お茶やち

よっとした茶請けを出したりしていた。屋敷内に馬

も馬車も10台 ぐらいつなげる。

22 シンシーメーグスク 先生真栄城 戸主が教員だつたので屋号にシンシーとついた。
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

23 ウフメーグスク 大真栄城

24 ヤマーメーグスク ヤマー真栄城

25 セークーカンジャーグヮー 細エカンジャー小 26:大カンジャーの分家。以前、鍛治屋をしていた。

26 ウフカンジヤー 大カンジャー 以前、鍛治屋をしていた。

27 サカヤグスクマ 酒屋城間 グスクマ (城間)と もいった。大正の頃、首里から移

ってきた。酒を販売していた。

28 シンシーハナグスク シンシー破名城 首里から移住してきて間もなかった。

29 アラグスクグヮー 新城小 ニージョー (新城)と もいった。農業と兼業で北玉小

の用務員をしていた。

30 L,t,-i=- 比屋定

31 イファグヮー 伊波小

32 マダンバシ 真玉橋 田場小の敷地内にあった貸家を借りていた。桑江ヌ

中屋取の兄弟のところから魚を買ってきて、家で売

っていた。

33 ナカチ 仲地

34 マチューメーグスク マチュー真栄城 マチューメーグスクグヮー (マ チュー真栄城小)と も

いった。

35 カジマヤーターバグヮー カジマヤー田場小 瓦 大きな赤瓦屋根の家で、集落の集会によく使われた。

謝苅からの分家なのでグヮーがつく。

36 ナービナク ナービナク 大正年間までは鍋の修理を職業にしていたので、屋

号をナービナクと呼んでいた。

37 チュンナーグヮー 喜友名小

38 サーターヤーチズカグヮー サーターヤー喜如嘉小 瓦 屋根はセメント瓦だつた。

39 ウフハマジョー 大浜門

40 ウフナカンダカリ 大仲村渠 クルースーターともいった。

41 ハマジョーグヮー 浜門小 39:大浜門の分家。

42 チジュカグヮー 喜如嘉小 43:喜如嘉小と区別する場合は、戸主の名をとって

「喜如嘉小のタルーヤッチー」のように呼んだ。

43 チジュカグヮー 喜如嘉小 42:喜如嘉と区別する場合は、戸主の名をとって「喜

如嘉小のシターヤッチー」のように呼んだ。

44 マキシ 牧志

45 クルマーナカチ クルマー仲地 荷馬車で運送業をしていた。

46 チカジャンペーチン 津嘉山ペーチン

47 サクマ 佐久間

48 ハイタチーチズカグヮー 配達喜如嘉小 瓦 ハイタチー (配達)と もいった。郵便配達員をしてい

た。屋根はセメント瓦だった。

49 ナカンダカリ イ中本寸渠

50 ナカフドゥ 仲程 瓦 屋根はセメント瓦だった。荷馬車で運送業をしていた。

51 クニシグヮー 国吉小 49:仲 村渠の貸家を借りていた。戦争の頃には空家に

なっていた。

52 ノムラグヮー 野村小

53 イージ 上江洲
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

54 : -) = - 新城

55 スナングヮー 楚南小

56 ハイタチーシマブク 配達島袋 郵便配達員をしていた。

57 シンジヤトウ 新里 石工をしていた。

58 チーチーヤー チーチーヤー 瓦 トゥミザトゥグヮー (豊見里小)と もいった。屋根は

赤瓦だった。チーチーヤー (牛乳屋)を していた。北

谷、屋宜仲山から牛乳を仕入れていたらしい。自転

車で配達していた。

59 イーマチクドゥングヮー 上間チクドゥン小

60 ティーラリョカン 照屋旅館 瓦 リョカングヮー (旅館小)、 テルヤリョカン (照屋旅

館)と もいった。赤瓦葺きの三階建てだった。簡易宿

をしていた。

61 アガリナカチグヮー 東仲地小 屋敷が広 く、東側と西側にアサギみたいなものがあ

り、皆の遊び場だった。 lm"～ 30 c mの 塀があり、

そこの上でも遊んだ。

62 ナーカナカチグヮー 中仲地小

63 ハナグスク 花城 おじいさんが時 馬々車で運送の仕事をしていた。

64 チュンナー 喜友名 瓦 屋根は赤瓦だった。理髪店をしていた。

65 クヮーシヤーヤマグスク 菓子屋山城 瓦 クヮーシヤー (菓子屋)、 ヤマグスククヮーシヤー (山

城菓子屋)と もいった。赤瓦葺きの三階建てだった。

昭和 12年頃までアイスケーキー、氷など菓子の製造と

販売をおこなっていた。卸しを取って配達していた。

66 マキシ 牧志 瓦 屋根が赤瓦だった。商店と写真屋をしていた。通り沿

いは雑貨商で奥は写真屋。のちにクニシグヮー (国吉

小)が入り、昭和 19(1944)年頃中頃まで住んでいた。

67 ヨギ 与儀 瓦 祖母と女の子だけの家。北玉小の教員たちが部屋を

借りていた。

68 マチヤトゥカシチ マチヤ渡嘉敷 トゥカシチグヮー (渡嘉敷小)と もいった。瀬戸物屋。

陶器、茶碗などの陶器類を売っていたほか、米などの

食料品も売っていた。

69 カララ 金良

70 グスクマグヮー 城間小 荷馬車で運送業をしていた。

71 ムシルウチャーヤマチグヮー ムシルウチャー山内小 以前はむしろを作つていたので、屋号にムシルウチ

ャーとついた。話者の小さいころには、むしろは作

っていなかった。

72 アラグスクグヮー 新城小

73 ダンパチヤーンナンミ ダンパチヤー稲嶺 瓦 理髪店。家の造りが向いているためにダンパチヤー

(理髪店)を やる人がいつも借りていた。ダンパチー

チュンナー (断髪喜友名)の次にヤマチ (山 内)が入

り、ヤマチが南洋移民に出たあと、戦争直前の時期は

ダンパチヤーンナンミが入つていた。

74 ミーナカンダカリ 新仲村渠 瓦 商店。タバコ、塩などの専売品を売っていた。
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

75 リョカングヮー 旅館小 瓦 カナグスクグヮー (金城小)と もいった。宿を経営し

ていた。宿泊部屋は3～ 4畳半ほどの広さだった。

76 ヤラグヮー 屋良小 桑江駅に搬入・搬出する運送業者のとりまとめ役をし

ていた。大きな堀があ り、鯉を養殖 していた。一時

期、ソバ屋 もしていた。漁業組合役員 もやっていた

かもしれない。

77 ホカマ 外 間 瓦 ヤブー (鍼灸師)を していた。屋根はセメント瓦だった。

78 ショーユヤーシマブク 醤油屋島袋 商店。雑貨、醤油などを売っていた。

79 イチバルグヮー 池原小 瓦 大きな新しい店。屋根はセメント瓦だった。

80 マテーシ 又吉 瓦 屋根はセメント瓦だつた。

81 マチヤナカチグヮー マチヤ仲地小 瓦 ナカチグヮー (仲地小)と もいった。商店。そうめん、

油、駄菓子、雑貨などを扱っていた。屋根はセメント

瓦だった。
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9 桑江ヌ中屋取

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

ウールグヮー /」 渡ヽ/1ヽ 位牌やおぼんに漆を塗る仕事をしていた。

ダンパチヤーンナンミ ダンパチヤー稲嶺 瓦

ヤマダグヮー 山田小 貸家を借りて住んでいた。

4 トーフヤーウワン 豆腐屋大湾 ウワン (大湾)と もいった。豆腐を作って売っていた。

ジーブ 宜保

チシグヮー 喜瀬小 サンジンソー (易者)を していた。

7 トーフヤーチカジャングヮー 豆腐屋津嘉山小 チカジヤングヮー (津嘉山小)と もいった。農業と兼

業で、豆腐を作って売っていた。

タンナファ 玉那覇 農業と兼業で、豆腐を作って売っていた。

ヒラカー 平川 瓦

10 :r-:1 - F'- 栄光堂 アグニ (粟国)と もいった。商店。雑貨を売つたり、

自転車の修理・販売などを扱っていた。

11 ナーカヌヤー ナーカヌ屋 本部から移住。

12 グスクマグヮー 城間小 首里から移住。首里では酒のこうじをつくっていた。

昭和 10年 頃までは酒を売っていた。

13 ムランナンミ 村稲嶺 瓦

14 テーラグヮー 平良小 瓦 瓦葺きで三階建ての家だった。採石、石切りをして

いた。以前は旅館もしていた。

15 ナガタ 永 田 商店。タバコ、塩などを売っていた。鹿児島出身の

人だった。

16 メーヌヤー 前ヌ屋 漁師、石工をしていた。もともとは本部出身の家系。

17 トーヤマグヮー 当山小

18 トーヤマグヮー 当山小

19 トゥクーマージャ 徳マージャ 昭和 12～ 13年 頃まで、老夫婦が住んでいた。

20 ミームトゥブ 新本部 瓦 本部から移住。醤油の製造と販売を行なっていた。

家の前には製造場があった。

21 ヒジャグヮー 比嘉小

22 メーグスクグヮー 真栄城小 村役場職員をしていた。

23 ヤマダグヮー 山田小 (空家) 空家。

24 ニーファグヮー 禰覇小 離れが瓦屋根だった。離れは教員などが借りていた。

25 チーフアウワングヮー チーファ大湾小 瓦 チーファともいう。村芝居でチーファという役が上

手だった。

26 ハマヌニーフアグヮー 浜ヌ禰覇小 瓦 屋根は一部が瓦だった。農業と兼業で漁業もしていた。

27 チブヤ チブヤ 那覇の壺屋から移住。漁業をしていた。

28 ニーフア 禰覇 以前はウーヌミーニーファ (ウ ーヌミー禰覇)と もい

っていた。家の周囲にウー (芭蕉)が生えていた。漁

業をしていた。

29 ガサ ミーチニングヮー ガサミー知念小 ガサミ、あるいはガサマーともいった。

30 クラグヮー クラ小 瓦
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

31 クジャ 古謝 30:ク ラ小の貸家。嘉手納出身の人。

32 イチンニー イチンニー 桑江集落から引っ越してきた。桑江にあつたときの

家は池のそばだつたのでこの屋号がついた。

33 (貸家) 貸家で、いろいろな人が出たり入つたりしていたが、

戦争の時期は空家だった。

34 マチーンナンミ マチー稲嶺 瓦

35 ジラーンナンミ ジラー稲嶺 ジローンナンミ (ジ ロー稲嶺)、 ンナンミ (稲嶺)と
もいった。

36 マチダグヮー 松田小 農業と兼業で大工をしていた。

37 シマブク 島袋 魚の行商をしていた。

38 ナカチグヮー 仲地小 農業と兼業で帽子クマー (パナマ帽子編み)を してい

た。

39 イジーカ ミースー 伊芸 カミースー おじいさんが 1人で暮らしていた。名前がカミーだっ

たので、屋号をイジーカミースーと呼んでいた。

40 アーシヤマースー 泡瀬ヤマースー イシジェーク (石工)を していた。

41 ナカチグヮー イ中地小 農業と兼業で帽子クマー (パナマ帽子編み)を してい

た。

42 ウフンジャ 大見謝 布団の打ち直しを請け負っていた。山原出身の人。

43 マチヤチニングワー マチヤ知念小 農業と兼業で商店をしていた

44 サンナンヒジヤグヮー 三男比嘉小 漁業をしていた

45 マチューヒジャグヮー 松比嘉小 漁業をしていた。

46 ユナンヒジヤグヮー 四男比嘉小 漁業をしていた。

47 ロクナンヒジャグヮー 六男比嘉小 漁業をしていた。

48 チョーナンヒジャグヮー 長男比嘉小 読谷村から移住。桑江ヌ中屋取の比嘉一門のムート

ゥヤー (本家)。 漁業をしていた。

49 グナンーヒジャグヮー 五男比嘉小 漁業をしていた。

50 キーヌシチャー 木ヌ下 屋敷をおおうほどのカジマルの木が生えていた。

51 イチマンヤー 糸満屋 瓦

52 チブヤ チブヤ 那覇の壺屋から移住。漁業をしていた。

53 :-7r)v- 禰覇小

54 ウラサチグヮー 浦崎小 本部から移住。漁業をしていた。

55 ヤンバルンナンミ 山原稲嶺

56 ブラジルンナンミ ブラジル稲嶺 戸主のおじいさんはブラジルに移民していて、おば

あさんが 1人で住んでいた。

57 ウナガ 翁長 山原から移住。バクヨー (馬の仲買)を していた。

58 クダカ 久高

59 ガナファ 我那覇 帽子クマー (パナマ帽子編みの内職)を する人が集ま

るところだつた。

60 アガリーグヮー アガリー小

61 ンナンミグヮー 稲嶺小 帽子クマー (パナマ帽子編み)を していた。

62 (貸家) 瓦 貸家。
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

63 ^.7 )-2 , - 辺名小 魚の行商をしていた。

64 ワラマチースー ワラマチー主 老人の一人暮 らしだった。ウチナービーグ (商草の一

種)でゴザを作っていた。

65 クシヌクラニーグヮー 後クラニー小

66 アガリーグヮー アガリー小

67 クラニー クラニー 瓦

68 カニクグヮー 兼久小

69 ホーイグヮー ホーイ小 桑江集落のホーイ小からの分家。農業と兼業で魚の

行商もしていた。

70 ウサークラニーグヮー ウサークラニー小

71 カマーチエングヮー カマー知念小 (空家) 空家。カマーチエングヮー (カ マー知念小)と いう家

の屋敷があった。一家は南洋に出稼ぎに出ていて、

屋敷にトートーメーだけ置いてあった。

72 マツシマグヮー 松島小 漁業。

73 ワチナグイグヮー 湧稲国小

74 ボシューヒチャーチエングヮー 募集ヒチャー知念小 日本本上の紡績工場や海外移民を斡旋する仕事をし

ていた。

75 /\yrLf r-f=>)v- 馬車ムチャー知念小 荷馬車で運送業をしていた。

76 マツシマ 松 島

77 ウフミチニー 大道根 漁業と農業を兼業していた。

78 シナビグヮー 砂辺小

79 カニムトゥ 兼本 網作りをしていた。

80 ヤマチグヮー 山内小 イシジェーク (石工)を していた。

81 ナビースー ナビースー オーシロ (大城)と もいった。ナビーというのは戸主

のワラビナー (童名)。 今帰仁のほうから移住してき

たらしい。漁業と農業を兼業していて、舟を持って

いた。タコやシャコ貝をとっていた。

82 ウワングヮー 大湾小

83 イリクラニーグヮー 西クラニー小

84 イリヌホーイグヮー 西ヌホーイ小

85 ワチナグイ 湧稲国

86 チカジヤン 津嘉山 チカジャングヮー (津嘉山小)と もいった。以前はヤ

ブー (鍼灸師)を していたかもしれない。

87 シナビグヮー 砂辺小 サンルーシナビグヮー (サンルー砂辺小)と もいった。

漁業をしていた。
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10 桑江

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

ナーカンダースー ナーカンダースー

メーヌシチャグイグヮー 前ヌ下グイ小

ナーカシチャグイグヮー 中下グイ小

4 ヒジャグヮー 比嘉ガヽ

チカジャングヮー 津嘉山小 瓦

メーリンドー 前伝道 南洋に移民経験あり。

メーチカジャン 前津嘉山

ヒジャグヮー 比嘉ガヽ 瓦 アサギ (離れ)だ け瓦だったが、後に母屋も瓦にした。

アガリリンドー 東伝道 瓦

10 シチャグイ 下グイ

11 リンドーグヮー 伝道小 クチョーリンドーグヮー (区長伝道小)と もいった。

12 リンドーグヮー 伝道小

13 ヒジャグヮー 比嘉ガヽ

14 スルペーチングヮー スルペーチン小

15 ア ワ 安和 茅葺きか瓦葺きかはつきり覚えがないが、瓦葺きだ

ったかもしれないという。

16 ホーイ ホーイ 瓦

17 ウフシチャグイ 大下グイ

18 スルペーチン スルペーチン

19 メンター メンター 以前は屋号をメーヌハルースルペーチングヮー (前 ヌ

原スルペーチン小)と いっていたかもしれない。

20 メーダ 真栄田 戸主を指す 「メーラノオ トー」 (戦後はメーラヌタン

メーと呼んだ)と いう呼び方があり、屋号のようにも

使っていた。大工をしていた。

21 af)r, 与那城 瓦 ユナグスクとも発音する。

22 ウフグスク 大城

23 タンナファグヮー 玉那覇小 瓦 サカヤータンナファグヮー (酒屋玉那覇小)と もいっ

た。酒屋をしていた。現在の当主の 3代前に首里か

ら移住してきた。

24 ヤマーヒジグヮー 山ヒジ小

25 タンナファグヮー 玉那覇小

26 ヤンバルヤーグヮー 山原屋小

27 ヤマヒジグヮー 山ヒジ小

28 チカジャングヮー 津嘉山小 帽子クマー (パナマ帽子編み)を していた。

29 サンラージヤチングヮー 三良座喜味小

30 ヤンバルヤー 山原屋 現在の当主の3代ほど前に名護市の安和あたりから移

住してきたらしい。昭和初期頃に南洋に移民経験あり。

31 クシシチャグイグヮー 後下グイ小 (空家) 空家。一家で移民していた。

32 (貸家) 貸家。十十空襲の後に那覇からトーマ (当 間)と いう

人が来てこの家を借りていた。
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

33 イーマグヮー 上間小

34 ナカミチジャチングヮー 中道座喜味小

35 ナカンダカリ 仲村渠 瓦

36 イリー 伊ネL 瓦 ンマヌヤー (厩舎)に 2階があった。

37 トーヌヤーグヮー 当ヌ屋小

38 トーヌヤー 当ヌ屋

39 i -Y- 新屋

40 ヤマヒジ 山ヒジ

41 メーリンドー 前伝道 メーヌリンドー (前 ヌ伝道)と もいった。

42 リンドー 伝道

43 アガリジャチン 東座喜味 瓦

44 ナーカジャチン 中座喜味

45 ジヤチン 座喜味 ウフジャチン (大座喜味)と もいった。母屋は茅葺き

だったが、シム (台所)は瓦葺きだった。

46 ヤマヒジグヮー 山ヒジ小
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11 桑江ヌ後屋取

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

1 ンマイーヌハタチエン 馬場ヌハタ知念 ヤマニーグヮー (山 根小)と もいった。4:ヤ マニーチ

エングヮーと兄弟。

カヨーダグヮー 嘉陽田小

イユ トゥヤーチエングヮー イユ トゥヤー知念小 農業と兼業で漁業をしていた。

4 ヤマニーチニングヮー 山根知念小 もともとはもっと山手に家があつたので屋号にヤマ

ニーとついた。

5 ナンヨーチニングヮー 南洋知念小 ナンヨーイチチエングヮー (南洋イチ知念小)と もい

った。主人が南洋にいっていた。

カマレー ミドゥルマ カマレー目取真

7 ヌザ トゥジーチニングヮー 野里地知念小 家の敷地は、もともと野里の人が持っていた土地だ

つたらしい。

ムルシマ 盛 島

ウフハージョー 大比屋定 瓦

10 カナークヮシチャグヮー カナークヮシチャ小

11 カマーアワグヮー カマー安和小 (貸家) 貸家。カマー安和小 (カ マー安和小)の屋敷を、のち

に与那覇という人が借りていた。

12 ジナンチエングヮー 次男知念小 14:サ カヤ知念小の次男。

13 カミーナーザトゥグヮー カミー宮里小 瓦

14 サカヤチエングヮー サカヤ知念小 自家製造で酒を造っていた。戸主は村役場職員をし

ていた。

15 ウフチニン 大知念 農業と兼業で馬車引きをしていた。

16 ナーザ トゥグヮー 宮里小

17 ジナンナーザ トゥグヮー 次男宮里小 (空家) 空家。ジナンナーザトゥグヮー (次男宮里小)の屋敷

があつた。昭和 20年頃には一家で南洋に移民してい

た。18:ウ フナーザトゥの分家で、屋号をウフナーザ

トゥジナン (大宮里次男)と もいった。

18 ウフナーザ トゥ 大宮里

19 ウフナーグスクグヮー 大高宮城小

20 ナーグスクグヮー 高宮城小

21 ジルーナーグスクグヮー 次郎高宮城小 瓦

22 カーラヤーナーグスクグヮー 瓦屋高宮城小 瓦

23 ナーグスクグヮー 高宮城小 (空家) 空家。ナーグスクグヮー (高宮城小)の屋敷があった。

一家はフィリピンに移民していたが戦争で全滅して

しまつた。

24 ランプーアワグヮー ランプー安和小 瓦

25 クヮシチャグヮー クヮシチャ小

26 /\y7rr>fr)ry- 浜ヌクヮシチャ小

27 イリムティーナーグスクグヮー 西ムティー高宮城小 瓦 高宮城姓の家は集落の中心部に多 く、そこから見て

西側だからイリムティーと屋号がついた。

28 イリムティーチニングヮー 西ムティー知念小
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

29 イージグヮー 上江洲小

30 タンナファ 玉那覇

31 サンラーハージョーグヮー サンラー比屋定小 ひさしだけ瓦葺きだった。

32 クヮシチャ クヮシチャ

33 afTz?'v- 与那覇小 商店。雑貨、飴玉、米、缶詰などを売っていた。

34 グヤグヮー グヤ小 商店。雑貨、菓子などを売っていた。

35 マチューハージョー マチュー比屋定 ハージョー (比屋定)と もいった。

36 イリカヨーダグヮー 西嘉陽田小 農業と兼業で、戸主が石工をしていた。

37 ウフサクマ 大佐久間 サクマ (佐久間)と もいった。

38 カヨーダ 嘉陽田

39 サクマ 佐久間

40 ウフカヨーダ 大嘉陽田

41 ミドゥルマグヮー 目取真小

42 カマンタクヮシチヤグワー カマンタクヮシチャ小 クヮシチャグヮー (ク ヮシチャ小)と もいった。仕事

は農業だったが、以前に竹細工をやっていて、カマン

タなどを作つていたのではないかと思う。

455



12 謝苅屋取

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

1 コンゴロートーヤマグヮー コンゴロー当山小 コンゴロー、あるいはコンゴロートーヤマ (コ ンゴロー

当山)と もいった。

2 ウカミグヮーウンメー ウカミ小ウンメー おばあさんが法事やムラ行事の拝みを行 っていた。

ユタみたいなもの。

ウフターバ 大田場 瓦 謝苅で一番の財産家。大きいうちだった。

4 サンラータンマグヮー 三郎 田 ノ
‐

句港 山の中だった。女性ばかり10名 ぐらいの家だった。

5 クブンターバ クブン田場 瓦 2～ 30坪ぐらいの大きなうちだった。家の前が広場の

ようになっていて、向上会などの集落行事に利用した。

6 アカムヤーミドゥルマ アカムヤー目取真 アカムヤーという小山の近 くにあったため、屋号に

アカムヤーとついた。

7 カマダーミドゥルマ カマダー目取真 農業と兼業で、荷馬車でサトウキビの運送やマチヤ

(商店)の 品物の運送をしていた。那覇から金武まで

行つていたらしい。

ナコー 名幸 瓦

9 メーヌハルーミドゥルマグヮー 前ヌ原目取真小 メーヌハルーミドゥルマグヮー (前 ヌ原目取真小)と

もいった。

10 ミーヤーターバグヮー 新屋田場小 マチヤターバグヮー (マ チヤ田場小)と もいった。昔

は商店をしていたらしい。

11 ジラーミドゥルマグヮー ジラー目取真小

12 シムチーキンラ シムチー金良 瓦 サンジンソー (易者)を していた。家はいつも客でい

っぱいだった。出張もしていた。

13 カーラヤー 瓦屋 瓦

14 チュンナーグヮー チュンナー小

15 ウフトーヤマ 大当山

16 サーターニーナカムラグヮー サーターニー中村小 サーターヤーの近 くにあった。

17 ナーカナカムラグヮー 中中村小

18 カイグンナカムラグヮー 海軍中村小 戸主が海軍所属の退役軍人だった。戦前、角帽をか

ぶって剣を下げている姿が見られた。

19 アガリナカムラグヮー 東中村小

20 アラカチグヮー 新垣小

21 オーミチ 大 ミチ おばあさんが 1人で住んでいた。おもしろいおばあ

さんで、しょっちゅう人を笑わせていた。平安座出

身の人だった。

22 ナカンミグヮー ナカンミ小

23 メーナカムラグヮー 前中村小

24 ウフナカムラ 大中村

25 アガリターバグヮー 東田場小

26 マーチュートーヤマ マーチュー当山 マーチューモー (ジ ャーガルモーの別名)の近 くにあ

った。クルマガー (滑車つきの井戸)があった。下が

見えないぐらい深かつた。

27 カ ミー ミドゥルマ カミー目取真
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

28 メーヌミドゥルマ 前ヌロ取真 瓦 共同使用の水タンクがあつた。大きなうちで、教育委員

会で保存している。建築年代は 1890年、明治 23年頃。

平成5年まで住居として使い続けられたが、家屋建て直

しをきっかけに、北谷町が費用を負担して解体する条件

で、家に使われていた資材がそつくり寄付された。

29 クシヌミドゥルマ 後ヌロ取真 瓦 井戸と水タンクがあつた。井戸は深さlm4)～ mc
m。 家の敷地内ではなく、ちょっと東側にあった。

30 イリトーヤマ 西当山 井戸、水タンクがあつた。井戸の深さ4～ 5mで、早

魃には涸れる。

31 ウフナーザ トゥ 大宮里 瓦 水タンクがあつた。大きなうち。20～ 30坪 ぐらい。

32 ナーザ トゥグヮー 宮里小 瓦 共同使用の水タンクがあった。大きなうち。20～ 30

坪ぐらい。

33 ナバーナカムラグヮー ナバー中村小 商店。酒、雑貨、日用品を売っていた。

34 カマーナカムラグヮー カマー中村小

35 ハンジャンカナー ハンジャンカナー ナカムラグヮー (中 村小)と もいった。

36 クシナーザトゥグヮー 後宮里小

37 トーヤマグヮー 当山小

38 ソーキチトーヤマグヮー 宗吉当山小 井戸があった。ニーブガー (柄杓でくめる井戸)で、

早魃だと涸れる。

39 イーヌトーヤマグヮー 上ヌ当山小

40 サンラートーヤマグヮー 三良当 ノ‐
「

山

41 マチュートーヤマグヮー マチュー当山小

42 イーヌミドゥルマグヮー 上ヌロ取真小 井戸があった。深さlmぐ らいのニーブガー (柄杓で

くめる井戸)で、早魃だと涸れる。

43 タルーミドゥルマ タルー目取真

44 ^.yf2,- ,r.7l4t

45 チュンナーグヮー チュンナー小 商店。日用品、米などを売っていた。馬車で那覇か

ら品物を仕入れていた。井戸があった。深さは2m
ぐらい。早魃には涸れる。

46 ウサーミドゥルマ ウサー目取真

47 サクマ 佐久間 農業と兼業で山番をしていた。謝苅屋取の組やサー

ター組には入っていない。

48 アラタ 新 田 農業と兼業で山番をしていた。謝苅屋取の組やサー

ター組には入っていない。

49 サクマ 佐久間 農業と兼業で山番をしていた。謝苅屋取の組やサータ

ー組には入っていない。47、 48、 49の家のあるあたり

は山林の中で、昼でも怖いぐらい、松がしげっていた。
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13 崎門屋取

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

メーサチジョーグヮー 前崎門小 (空家) 空家。夫婦で南洋へ移民した。

トゥクンミグヮー 徳嶺小 瓦 屋根はセメント瓦だった。

トゥクンミ 徳嶺 (空家) 空家。一家は南洋あたりへ移民した。

4 メーナカムラグヮー 目Uイ中本寸ガヽ

メーサチジョー 前崎門

6 ナカサチジョー 中崎門 瓦 屋根はセメント瓦だつた。クルマガー (滑車つきの井

戸)と 水タンクがあつた。水タンクはセメント造り。

イチンニーグヮー 池根小

アガリサチジョー 東崎門

9 サチジョー 崎 門 瓦 赤瓦の屋根だった。水タンクがあった。門中のムー

トゥヤー (本家)は沖縄市にある。元はヒジャシマブ

クから移ってきたらしい。

10 マンナカサチジョー 真中崎門 サンラースーともいった。

11 イチンニー 池根 道向こうに細長い池があった。

12 : -rr- 新屋

13 ウクバル 奥原 ヤマクー (木 こり)を していた。

14 カマラーサチジョー 蒲田崎門

15 リーダンニーグヮー リーグン根小 水タンクがあつた。タンクはセメント造 り。

16 ナカガワ 中川 商店。酒、缶詰などを売っていた。戸主は本土出身

の人で、崎門屋取出身の人と結婚したため崎門屋取

に住んでいた。15:リ ーダン根小の離れを借りて小さ

な商店をしていた。

17 リーグンニー リーグン根 瓦 赤瓦の屋根だった。クルマガー (滑車つきの井戸)が

あった。普段は農業をしていたが、製糖の時期だけ

嘉手納製糖工場に勤めていた。

18 ウサーサチジョー ウサー崎門 (空家) 空家。ウサーサチジョー (ウ サー崎門)の屋敷があっ

た。一家は南洋に移民した。

19 アガリサチジョーグヮー 東崎門小 (空家) 空家。アガリサチジョーグヮー (東崎門小)の屋敷が

あった。一家はベルーに移民した。ずっと昔は商店

をしていたらしい。

20 サチジョーグヮー 崎門小

21 サンラーサチジョー 三郎崎門 瓦 クルマガー (滑車つきの井戸)があった。屋根はセメ

ント瓦だった。

22 マチヤ 店 瓦 戦前では大きいほうの店で、缶詰類・米・酒・味噌・

タバコなどを売つていた。屋根はセメント瓦だった。

北谷集落出身の人。

23 ミーヤーグヮー 新屋小 一家はほとんど南洋に移民して、おばあさんが 1人

で住んでいた。

24 ミーサチジョー 新崎門 瓦 屋根は赤瓦だった。水タンクがあった。タンクはセ

メント造り。
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14桃原屋取

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

イリカミグヮー 西亀谷小 瓦 水タンクがあつた。丸い水タンクが 3、 4つ あった。

マチューヒャーダングヮー マチュー比屋根小

3 ウフヒャーグングヮー 大比屋根小 瓦 ヤブーヒャーダングヮー (ヤ ブー比屋根小)と もいっ

た。ヤブー (鍼灸師)を していた。井戸と水タンクを

持っていた。井戸の深さは 18尋。

4 イリヒャーグングヮー 西比屋根小 瓦 水タンクがあつた。

5 イリヒャーダングヮー 西比屋根小 ミドゥルマヌクシー (目 取真ヌ後)と もいった。農業

と兼業で竹細工をしていた。

ハ
リ ウフミドゥルマ 大目取真

シェークーミドゥルマ 大工目取真 大工の棟梁だった

イシグーフー 石グーフー

9 ナガドー 長堂 ナガドーイラファ (長堂伊良波)、 あるいはメーヌイ

ラフア (前 ヌ伊良波)と もいった。

10 ウフヒヤーグングヮーヌスー 大比屋根小ヌスー 3:大比屋根小のおじいさんが住んでいた。商店。駄

菓子、酒、豆腐などを売っていた。タバコも売ってい

たかもしれない。店は昭和初期までしていた。

11 ジルーミドゥルマグヮー 次良目取真小

12 クムイニー クムイニー メーマチューヒャーダングヮー (前 マチュー比屋根

小)と もいった。農業と兼業で竹細工をしていた。

13 ユナバルグヮー 与那原小

14 トーヤマ 当 山

15 ミドゥルマグヮー 目取真小 メーヌミドゥルマグヮー (前 ヌロ取真小)と もいった。

16 屋号ははっきりしないが、9:長堂の親戚が住んでいた。ヤ

マーイラフアグヮー (ヤ マー伊良波小)と いう屋号だった

かもしれない。石工をしていた。

17 メークシントーダヮー 前後ン当小 瓦 農業と兼業で竹細工をしていた。水タンクがあつた。

18 サンルーイラフアグヮー 三良伊良波小

19 メーヌイラフア 前ヌ伊良波

20 イラフアグヮー 伊良波小

21 メーユナバルグヮー 前与那原小

22 メーヒャーグングヮー 前比屋根小

23 ウエユナバル 上与那原 インナー、インナーユナバルグヮー (イ ンナー与那原

小)と もいった。北玉小学校で教員をしていた。

24 アガリイラフア 東伊良波 井戸があった。深さ 10尋。飲料にはあまり使わない

井戸だった。北側は段差があり、道からlmЮ cm
ぐらい上がって畑だった。

25 マンナカグヮー 真ン中小 集落のほぼ中心だから真ん中小と屋号がついた。

26 カミーグヮー 亀谷小

27 サンルーヒャーグングヮー ＝川「
根屋良三

28 ミドゥルマグヮー 目取真小

29 タルーヒャーダングヮー タルー比屋根小

30 アガリマチューヒャーダングヮー 東マチュー比屋根小

31 カミーグヮーヌクシー 亀谷小ヌ後 ジラーヒャーグングヮー (次良比屋根小)と もいった。

32 クシントー 後ン当

33 マチューヒャーグングヮー マチュー比屋根小

34 メーヒャーグングヮー 前比屋根小
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

35 ミーヤーグヮー 新屋小 マンナカヒャーダングヮー (真中比屋根小)と もいっ

た。

36 ヒャーグングヮー 比屋根小

37 クシユナバルグヮー 後与那原小

38 (屋敷跡) 空き地で、畑にしていた。屋敷の跡だけ残っていた。

39 (屋敷跡) 空き地で、畑にしていた。屋敷の跡だけ残っていた。

40 マチューカミグヮー 松亀谷小

41 カミーヒャーグン カミー比屋根 馬車を持っていた。

42 ウシーカミグヮー ウシー亀谷小

43 クルク クルク 夫婦二人で住んでいた。

44 クシカミグヮー 後亀谷小

45 イシジェークーカミグヮー 石大工亀谷小 石工。

46 ヒャーグンヌウンメー 比屋根ヌウンメー おばあさんが一人暮 らししていた。
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15 伊礼

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

1 チサバ チサバ 瓦 ナガサヌニー (ナガサヌ根)と もいった。商店。鰹節

や雑貨などを売 っていた。風呂屋 もしていた。ナガ

サから水を引いて風呂を沸かしていた。また、客馬

車で運送業をしていたほか、村競馬に出す乗馬用の

馬も飼っていた。

メーマシグヮー 前升小

メーヌテイーラグヮー 前ヌ照屋小 村役場職員をしていた。家族には教員もいた。

4 カナーティーラグヮー 力曰「照屋 /」 ヽ 商店。専売品 (タ バコ、塩)、 そうめん、鰹節、米を売

っていた。他に馬車での運送業と小料理屋もしていた。

5 グ ヤ 呉屋 帽子クマー (パナマ帽子を編む内職)の作業をする場

所になっていた。

アガリテイーラグヮー 東照屋小 戦前の区長の家。石工をしていた。

メーマシ 前升 瓦 長男が教員をしていた。

ミーヤーグヮー 新屋小

メーヌチチンミグヮー 前ヌチチンミ小

10 ヒチャグイグヮー ヒチャグイ小

11 アダンナグヮー 安谷屋小

12 ウフチチンミ 大チチンミ

13 タルーチチンミグヮー 樽チチンミ小

14 チチンミ チチンミ

15 タンパル 田原 農業と兼業で竹細工をしていた。バーキ (ざ る)作 り

を専門にしていたが、そのほかにもいろいろとつく

っていた。

16 イーマグヮー 上間小

17 クシヌティーラグヮー 後ヌ照屋小

18 コーチグヮー 幸地小 馬車での運送業のほか、木工品を作っていた。

19 カディカル 嘉手苅 一家のなかに、満鉄職員になった人がいた。

20 タサ トゥ 田里

21 ククバ 国場 大正から昭和初期頃に、入力車を引く仕事をしてい

た。

22 アシン ミ 安次嶺 瓦 商店。専売品 (タ バコ、塩)、 酒などを売っていた。ン

マスーブ (馬比べ)に 出す乗馬用の馬を飼っていた。

23 ア ワ 安和 教員をしていた。また、家族には満鉄職員になった

人がいた。

24 メーヌアガリジョー 前ヌ東門 帽子クマー (パナマ帽子を編む内職)の作業をする場

所になっていた。

25 カナグシク 金城 サンシンカナグシク (三味線金城)と もいった。三味

線造りの職人だった。

26 テーラグヮー 平良小 大正から昭和初期にかけて小料理屋をしていた。

27 タサ トゥ 田里 豆腐を売っていた。

28 ナーグシク 宮城 砂糖づくりなどにつかう石灰を製造・販売していた。

石灰はサンゴを焼いてつくっていた。

29 ウシーアシンミグヮー ウシー安次嶺小 瓦 バシャムチャー (馬 車運送業)の ほか、小料理屋をし

ていた。馬車は客馬車だった。

30 チュンナー 喜友名 バシャムチャー (馬車運送業)を していた。馬車は客

馬車。

31 カミーアワグヮー カミー安和小
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

32 ヤラグヮー 屋良小 瓦

33 クジャー 古謝

34 タルーアワグヮー 樽安和小

35 トゥナチ 渡名喜

36 イシジェークーカナグシク 石工金城 石工をしていた。

37 メーヌミーヤーグヮー 前ヌ新屋小

38 i -Y- 新屋 帽子クマー (パ ナマ帽子を編む内職)の作業をする場

所になっていた。

39 クシヌアガリジョー 後ヌ東門
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16 平安山

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

グヤグヮー 呉屋小

アワグヮー 安和/」ヽ

アガリイトムラ 東糸村

4 ナーカイトムラ 中糸村 ナーカチュンナー (中 喜友名)と もいった。

イリイトムラ 西糸村

ハ
０ メーヌイトゥムラグヮー 前ヌ糸村小

ダンパチヤー 断髪屋

ナーファイトムラ 那覇糸村

Ｑ

υ ウードゥグヮー 小渡/」ヽ

10 タマグスクグヮー 玉城小

11 メーヌウフヤーグワー 前ヌ大屋小

12 タケーシ 高江洲

13 カナーリンドー 加那林道

14 ナカジャグヮー 名嘉座小

15 ?-)v2'v- Y-) vzjr

16 ナカムトゥ 仲本

17 テ ィーラシンシー 照屋先生

18 イリウフヤーグヮー 西大屋小

19 アガリウフヤーグヮー 東大屋小

20 ヌンドゥルチグヮー 祝女殿内小

21 イリー 伊ネL

22 ヤマトゥシマグヮー 大和島小

23 アガリジョーグヮー 東門小

24 ヌンドゥルチ 祝女殿内

25 カマーイリーグヮー 蒲伊礼小

26 ナカザ 名嘉座

27 カーラヤーマテーシグヮー 瓦屋又吉小

28 ウードゥグヮー 小渡/」ヽ

29 ウードゥグヮー /」 渡ヽ/」ヽ

30 サンダーマテーシグヮー 三良又 ″ｒ利士
口

31 ナーカヌヤー 仲之屋

32 イリヒジャグヮー 西比嘉小

33 ナーカヌヤーグヮー 仲之屋小

34 ウードゥグヮー 小渡ガヽ

35 カナーウフヤ 加那大屋

36 イリウフヤグヮー 西大屋小

37 ウフヤ 大屋

38 ミチバタウフヤーグヮー 道端大屋小

39 ナカンダカリ 仲村渠

40 クシヌヒジャグヮー 後ヌ比嘉小

41 ヤマガーグヮー 山川小 巡査をやっていた。家が駐在所だった。
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17 浜川

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

ウクマ 奥 間

メーヌウナファグヮー 前ヌ小那覇小

メーヌヤシチグヮー 前ヌ屋敷小

4 ヒジャグヮー 比嘉小 タルーヒジャグヮー (樽比嘉小)と もいった。南洋に

移民していた。

カミーイリーグヮー 上伊礼小

マンナカウナファグヮー 真中小那覇小

ウナファグヮー /」胡「覇/1ヽ 村役場職員をしていた。

カーラヤー 瓦屋

シチャグイ 下ダイ

10 シチャグイグヮー 下グイ小

11 ナカンダカリグヮー イ中本寸渠小

12 シマブク 島袋 トゥクーンーメー (徳ンーメー)と もいった。

13 マチヤグヮー 店小 商店。雑貨を売っていた。

14 ユージャ 与座

15 テイーラベーチン 照屋ペーチン

16 D>7-t>)v- 運天小

17 シマブク 島袋

18 ア イー フ 照屋

19 クシウナファグヮー 後小刀「覇/」ヽ

20 クラニー 蔵根

21 ウイーヌナカンダカリグヮー 上ヌ仲村渠小
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18 平安山ヌ上屋取

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

ヤクバヌクシ 役場ヌ後 井戸があった。

カマダーウンチュー 蒲太ウンチュー

インガー インガー 理髪店をしていた。砂辺から移住。

4 テーラグヮー テーラ小

:-7r)v- 禰覇小

ヒラグヮーニー 坂小根 井戸があった。

アシンミグヮー アシンミ小

シェークーウンチュー 大エウンチュー

Ｑ

υ ンジュグワー 伊集小

10 アル ミ 有銘 アルミヌイサヌヤー (有銘ヌ医者ヌ屋)と もいった。

個人経営の診療所。共同井戸があった。

11 ナカバルグヮー 名嘉原小 野里から移住。

12 カニクグヮー カニク小 国直から移住。

13 タケーシ タケーシ

14 ニーケーシマブク ニーケー島袋 商店。酒、米、そうめん、昆布、メリケン粉、下駄、

反物などを売つていた。那覇から移住。

15 チシャバグヮー 喜舎場小

16 アガリアラグシク 東新城 井戸があった。

17 カミーアラグシクグワー 亀新城小

18 ウガンニー 御願根 井戸があった。平安山ヌ上屋取のムートゥヤー (本家)。

19 サカヤ 酒屋 サカヤアラグシク (酒屋新城)と もいった。商店。

20 スバヤーウンティングヮー 蕎麦屋運天小 ソバ屋をしていた

21 ンナンミ 稲嶺

22 カナグシク 金城 商店。専売品 (タ バコ)、 雑貨、コンブ、かつお節

そうめんなどを売っていた。

23 アラグシク 新城

24 イジャシチャ イジャシチャ

25 ヒータイスー 兵隊主

26 ニ ー フア 禰覇 井戸があった。

27 : -Y- 新屋 瓦 ミーヤージッチャクグヮー (ミ ーヤー勢理客小)と も

いうが、これは他の集落の人が呼ぶときの屋号で、平

安山ヌ上屋取の人にはミーヤーで通じた。

28 イリヌジッチヤクグヮー 西ヌ勢理客小 井戸があった。

29 ニーファグヮーヌイリ 禰覇小ヌ西 井戸があった。

30 ニーケーグヮー :- l-rlt
31 i-^-:- 砂糖根

32 グジーバーグヮー グジーバー小

33 カミーサーターニーグヮー 亀砂糖根小

34 ミーヤーヌカミーバーバー ミーヤーヌカミーバーバー

35 ニーフアグヮーヌイリヌジナン 禰覇小ヌ西ヌ次男 井戸があった。

36 ナカドゥマイグヮー イ中ツ自ガヽ

37 シンバルチバナグヮー シンバル知花小 嘉手納町千原屋取から移住。

38 タルーサーターニーグヮー 樽砂糖根小 井戸があった。

39 サンドゥウンチュー サンドゥウンチュー イリヌジッチヤクイリ (西 ヌ勢理客西)と もいった。

井戸があつた。
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

40 イリヌジッチャク 西ヌ勢理客 井戸があった。

41 ンジュヌマチヤ 伊集ヌ店 商店。酒、米、メリケン粉、食物などを売っていた。

42 マチシマ 松 島 井戸があった。

43 カーヌハタジナン 川ヌ端次男 井戸があった。

44 カーヌハタ 川ヌ端

45 タルージッチャク 樽勢理客

46 カミシマグヮー 亀島小

47 サーターニーグヮー 砂糖根小

48 トゥンドーシマブク 通堂島袋 ソバ屋をしていた。

49 サンドゥージッチャク 三郎勢理客

50 カミーチバナグヮー 亀知花小

51 クシヌタルージッチャク 後ヌ樽勢理客

52 クルマーチバナグヮー 車知花小 那覇、首里で人力車を引く仕事をしていた。

53 カマーチバナグヮー 蒲知花小 屋根はアミダイガーラ (軒先が瓦葺き)だ った。

54 チバナ 知花

55 ウイーマジーグヮー 上間地小

56 シンジャトゥ 新里

57 チョータローウンチュー 長太郎ウンチュー

58 クシヌジッチャクグヮー 後ヌ勢理客小 ウンティンジッチャクグヮー (運天勢理客小)と 呼んで

いたが、20:蕎麦屋運天小が入つてきたあと、クシヌジッ

チャクグヮー (後 ヌ勢理客小)と呼ぶようになったと思う。

59 ユージ 与儀

60 イチバルグヮー 池原小

61 ウシーアラグシク 牛新城
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19 喜友名小屋取

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

メーイトゥムラ 前糸村 メーヌイトゥムラ (前 ヌ糸村)と もいった。

カナーイトゥムラ 加那糸村

アガリイトゥムラグヮー 東糸村小

4 ウフイトゥムラ 大糸村 ウフヤーイトゥムラ (大屋糸村)と もいった。

ジラーアシンミグヮー 次良安次嶺小

6 コーフーアシンミグヮー 工夫安次嶺小 戸主がケンドーコーフ (県道工夫、県道の保守・管理

作業者)を していた。崎門屋取から比謝橋までを担当

していたらしい。

7 シターアシンミグヮー 思太安次嶺小 空家。日本本土への出稼ぎか、海外への移民で空家

になっていたかもしれない。

ジルーアシン ミ 次良安次嶺

ナカドゥマイグヮー イ中辛自/Jヽ

10 サンルーアシンミ 三良安次嶺 瓦

11 メーヌアシンミグヮー 前ヌ安次嶺小 アシンミグヮー (安次嶺小)と もいった。

12 カジマヤーアシンミグヮー カジマヤー安次嶺小

13 ウシーワカサマチ 牛若狭町 東組の 35:ク ブヌ若狭町からの分家だが、妻の縁戚関

係から西組に入つていた。

14 ミチバタイシチャーグヮー 道端石川小 ウフミチバタ (大道端)と もいった。

15 マチューテーラグヮー 松平良小 東組の44:大平良小からの分家だが、妻の縁戚関係か

ら西組に入つていた。

16 ントゥーハマガージーグヮー 武戸浜川地小

17 ヤマーハマガージー 山浜川地

18 カナークジャ 加那古謝

19 カミーワカサマチ 亀若狭町 イリヌカミーワカサマチ (西ヌ亀若狭町)と もいった。

20 ナーカワカサマチグヮー 中若狭町小 ボージャーワカサマチグヮー (ボージャー若狭町小)と

もいった。ボージャーという呼び名は、廃藩置県のあと、

集落ではじめて断髪した人がこの一家にいたため。

21 ンートゥーワカサマチグヮー 武戸若狭町小

22 ウサーハマガージー ウサー浜川地

23 ミーヤーワカサマチグヮー 新屋若狭町小

24 ハマガージー 浜川地 ウフハマガージー (大浜川地)と もいった。もとはハ

マガー (浜川)集落の人の土地だったため、屋号にハ

マガージーとついた。

25 カミーワカサマチ 亀若狭町 カルヌワカサマチ (角 ヌ若狭町)と もいった。

26 カマルーワカサマチ カマルー若狭町

27 ニオーワカサマチ 仁王若狭町

28 ニオーワカサマチヌメー 仁王若狭町ヌ前

29 カミーヒジャグヮー 亀比嘉小 バーキーヒジャグヮー (バーキー比謝小)と もいった。

バーキ (ざ る)を主とする竹細工をしていた。作った

バーキはよその集落まで売りに行つたり、那覇など

にも卸したりもしていた。

30 タンメーヒジャグヮー タンメー比嘉小

31 タルーヒジャグヮー 樽比嘉小

32 カミーアシンミグヮー 亀安次嶺小

33 アガリカミーワカサマチ 東亀若狭町

34 カマーワカサマチ カマー若狭町
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

35 クブヌワカサマチ クブヌ若狭町 屋敷のあるあたりが窪地だつた。この地域は井戸が

深いので、井戸を掘りやすい窪地に家を建てた。

36 マーチヌミークジャ 松ヌミー古謝 (空家) 空家。松林の中にあった。18:加那古謝と親戚。お年

寄 りの女性が 1人で住んでいて、戦前すでに亡 くな

っていた。

37 ワカサマチ 若狭町

38 ウシーアシンミ 牛安次嶺 瓦

39 ントゥーテーラグヮー 武戸平良小

40 メーヌワカサマチグヮー 前ヌ若狭町小

41 カマラーテーラグヮー カマラー平良小

42 サンルーテーラグヮー 三良平 ノ‐
句

良

43 トーニシ トーニシ トーニシワカサマチグヮー (ト ーニシ若狭町小)と も

いった。

44 ウフテーラグヮー 大平良小

45 イシチャーグヮー 石川小 イシチヤー (石川)と もいった。

46 カニーテーラ カニー平良

47 クヮシチャグヮー /Jヽ橋り|1小

48 カナグシクグヮー 金城小 ホー トゥータンメーともいった。
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" 
砂辺ヌ前屋取

番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

1 マカルートゥキシグヮー 真苅渡慶次小 砂辺ヌ前屋取に2軒あった漁師の家のひとつ。井戸

があった。

カミートゥキシ 亀渡慶次

3 ヤマートゥキシグヮー 山渡慶次小 砂辺ヌ前屋取に2軒あった漁師の家のひとつ。井戸

があった。

4 タルートゥキシグヮー 樽渡慶次小 井戸があった。

カマドゥーチシャバグヮー 蒲戸喜舎場小 井戸があつた。

カミーチシャバ 亀喜舎場 瓦 屋根は一部が瓦葺き。井戸があった。

シマブクグヮー 島袋小 井戸があった。

メーデーラ 真栄平

9 ウフヤートゥキシグヮー 大屋渡慶次小 瓦 トゥキシグヮー (渡慶次小)と もいった。井戸があっ

た。馬車を持っていた。

10 ウフヤーカリカルグヮー 大屋嘉手苅小 瓦 カリカルグヮー (嘉手苅小)と もいった。井戸があった。

11 タケーシグヮー 高江洲小

12 ムトゥブカリカル 本部嘉手苅

13 アラカチ 新垣

14 lJ-:- 川根 瓦 シマブクグヮー (島袋小)と もいった。井戸があった。

馬車を持っていた。

15 ウフカーニーグヮー 大川根小

16 47r)r* 伊波小

17 シナビグヮー 砂辺小

18 ナーカカリカルグヮー 中嘉手苅小 イーヌカリカルグヮー (上 ヌ嘉手苅小)と もいった。

井戸があった。

19 ンーターチシャバグヮー 武太喜舎場小 井戸があった

20 サンラーカリカル 三良嘉手苅 井戸があった。

21 ナカドゥマイ イ中7白 瓦 屋根はセメント瓦だつた。

22 イリー 伊ネL

23 ミーヤーカディカルグヮー 新屋嘉手苅小

24 fv>)v- 喜屋武小 ミーヤーチャングヮー (新屋喜屋武小)と もいう。馬

車を持っていた。

25 スクンミ 祝嶺

26 ウフヤーアラグシク 大屋新城

27 クシヌアラグシク 後ヌ新城 井戸があった。

28 ウフヤーチャングヮー 大屋喜屋武小 馬車を持っていた。

29 チャン 喜屋武 井戸があった。
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21 砂辺

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

マカルーイリーグヮー 真苅伊礼小

ミーガー ミーガー

メンダカリ 前村渠

4 メーククバグヮー 前国場小

5 ガジマルシチャ ガジマル下 商店。酒、そうめん、かつお節、飴玉、メリケン粉、

石油などの日用品を売っていた。

ハ
リ チチンミグヮー 月見小 瓦 商店をしていた。

カ ミーテ イーラ 亀照屋

ウカーニーグヮー 大川根小

Ｑ

υ メーユージグヮー 前与儀小

10 メーイリーグヮー 前伊礼小

11 カンジャー カンジャー

12 ンマニーグヮー ンマニー小

13 メーヌミーガーグヮー 前ヌミーガー小

14 メーヌテイーラグヮー 前ヌ照屋小

15 メーユージ 前与儀

16 チカジャンヤーグヮー 津嘉山屋小

17 メンテ ィーラ 前照屋 瓦

18 ウシーマチダグヮー 牛松田小

19 ウサーチカジャングヮー ウサー津嘉山小

20 メーヌチカジャン 前ヌ津嘉山

21 メーヌイリー 前ヌ伊礼

22 ウフティーラグヮー 大照屋小 瓦

23 チョンナーグヮー チョンナー小 下勢頭から移住。前名嘉小の屋敷に入つた。

24 カミジャーチエングヮー カミジャー知念小

25 ウフカーヌウィー 大川ヌ上

26 カーグヮーニー 川小根

27 サーターニーヌテイーラグヮー サーターニーヌ照屋小

28 ミーイリーグヮー 新伊礼小 サーターニー (砂糖根)、 あるいはサーターニーヌカ

マルー (砂糖根ヌカマルー)と もいった。

29 ミーテ ィーラ 新照屋

30 ユナシチャグヮーヌジナン 与那下小ヌ次男 戸主の名前をとってシンポー (真保)、 あるいはシン

ポーユナシチャグヮー (真保与那下小)と もいった。

31 チンチクドゥングヮー 知念築殿小

32 ヒジャ 比嘉

33 アガリティーラグヮー 東照屋小

34 メーリンドー 前林堂

35 クシヌウフカーニー 後ヌ大川根

36 ミーヤーイリー 新屋伊礼 瓦

37 マチダグヮーイリー 松田小伊礼

38 ユナシチャグヮー 与那下小

39 グンナングヮー グンナン小

40 イリメーグヮー 伊礼前小

41 クラムトゥ 蔵元

42 : -Y- 新屋 瓦
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番 号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

43 チカジヤングヮー 津嘉山小

44 ヌクイリー ヌク伊礼 瓦

45 マンナカイリー 真中伊礼 瓦

46 af y+r 与那下 馬を持っていた。

47 チカジャンリンドー 津嘉山林堂

48 ウフティーラ 大照屋

49 アガリジョー 5積:Fヨ

50 アガリー アガリー

51 _― ドゥクル 根所

52 マチダ 松 田

53 クシイリー 後伊礼 クシリーともいった。

54 仁王ンーメー

55 ナーカグヮー 名嘉小

56 クシヌチカジャン 後ヌ津嘉山

57 ウィーヌイリー 上ヌ伊礼

58 カミジューククバグヮー 亀寿国場小

59 テーラン テーラン

60 ウイーヌインガー 上ヌ犬川 商店をしていた

61 リンドー 林 堂

62 カーバタ 川端

63 ウチインガーグヮー 内犬川小 瓦 カーラヤーインガーグヮー (瓦屋犬川小)と もいった。

64 メーヌチャングヮー 前ヌ喜屋武小

65 /\-< 7/\^ 浜ヌ端

66 ゲンジロー 源次郎

67 ニシマチダ 西松田

68 メーククバジナン 前国場二男 グーニーククバ (グーニー国場)、 あるいはグーニー

アッピーグヮーともいった。

69 チャン 喜屋武

70 シナビグヮー 砂辺小

71 ミーガーグヮー ミーガー小 馬を持っていた。

72 グンナン グンナン

73 ウイーヌチャングヮー 上ヌ喜屋武小

74 リンドーグヮー 林堂小 商店をしていた。

75 ニシイリーグヮー 西伊礼小 商店。酒屋。酒だけ売っていた。

76 ミードゥンチグヮー 新殿内小

77 ウサーンチューター ウサーンチューター

78 コーフーインガーグヮー 工夫犬川小 テツドーコーフ (鉄道工夫。鉄道の保守・管理をする

職)を していた。

79 ウィーヌインガーグヮー 上ヌ犬川小

80 ニシナーカグヮー 西名嘉小

81 ニシシナビグヮー 西砂辺小

82 カミーイリー 亀伊礼

83 ヤマーククバグヮー 山国場小

84 ニシイリー 西伊礼

85 ニシマチダグヮー 西松田小

86 カマルーイリーグヮー カマルー伊礼小

87 カミーイリーグヮー 亀伊礼小
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

88 カナーリンドー 加那林堂

89 カマーインガーグヮー 蒲犬川小

90 カミーマチダグヮー 亀松田小

91 フェーチインガー フェーチ犬川

92 イチヌハタ 池ヌ端

93 ハナグスクグヮー 花城小

94 ククバグヮー 国場小

95 ユージグヮー 与儀小

96 ウシーニシイリーグヮー 牛西伊礼小

97 カマダーリンドーグヮー カマダー林堂小

98 ウサーインガーグヮー ウサー犬川小

99 カマーチエングヮー 蒲知念小

100 マーチューグヮーニー 松小根

101 ヤマーシナビグヮー 山砂辺小 瓦

102 カマデーミーガーグヮー カマデー新川小

103 ミードゥンチ 新殿内

104 マサーインガーグヮー マサー犬川小

105 グシチャーヤー グシチャーヤー
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22 上勢頭屋取

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

グシチングヮー 具志堅小

ウィーヌヤラ 上ヌ屋良

ヤラグヮー 屋良小

4 アガリンナンミグヮー 東稲嶺小

クミジマテーラグヮー 久米島平良小

ヤマチバルグヮー 山内原小

ウフモーテーラグヮーサンナン 大毛平良小三男

ントウーナーグシクグヮー 武戸高宮城小

ウフモーテーラグヮージナン 大毛平良小次男

10 : -Y- 新屋

11 アガリミーヤーグヮー 東新屋小

12 カミー ミーヤー 亀新屋

13 ミーヤーグヮージナン 新屋小次男

14 ヤマーンナンミチョーナン 山稲嶺長男

15 シチャヌヤラ 下ヌ屋良

16 クヮシチャ 小橋川

17 アガリンナンミジナン 東 り稲嶺次男

18 ヤマーンナンミ 山稲嶺

19 アガリンナンミ 東稲嶺

20 ジルーンナンミ 次留稲嶺

21 サンドゥチュンナーグヮー 三戸喜友名小

22 ウフユナファグヮージナン 大与那覇小二男 ウフユナファグヮー (大与那覇小)と もいった。

23 ヌムラグヮー 野本寸/」 ヽ

24 カマダーミーヤーグヮー 蒲戸新屋小

25 ヤマー ミーヤー 山新屋

26 カーグヮーンニージナン 井小根次男

27 カーグヮーンニー 井小根

28 シラギーユナファグヮージナン シラギー与那覇小次男

29 シラギーユナファグヮー シラギー与那覇小

30 コーミージャハナジーダヮー コーミー謝花地小

31 トゥナチグヮー 渡名喜小

32 ジャハナジーグヮー 謝花地小

33 アガリンナンミグヮーサンナン 東稲嶺小三男

34 ントゥーチュンナー 武戸喜友名

35 ントウーチュンナー 武戸喜友名

36 アガリバルマチーチュンナーグヮー 東原松喜友名小

37 カマーチュンナーグヮー 蒲喜友名小

38 カミーカッチン 亀勝連

39 カマダーカッチン カマダー勝連

40 カナーカッチン カナー勝連

41 ウフカッチン 大勝連

42 ジルーカッチン 次郎勝連

43 イーマジーグヮー 上間地小

44 ハギヌユナファグヮーサンナン ハギヌ与那覇小三男
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45 タルーチュンナー 樽喜友名

46 ハギヌユナファグヮージナン ハギヌ与那覇小次男

47 タードーシ タードーシ

48 ハギヌユナファグヮー ハギヌ与那覇小

49 カマデーチュンナーグヮー カマデー喜友名小

50 カーグヮーヌハタ 井小ヌ端

51 ヤマヌンナンミグヮー 山ヌ稲嶺小

52 ンナンミグヮーヌイリ 稲嶺小ヌ西

53 ヤマヌチュンナーグヮー 山ヌ喜友名小

54 クミシ 米須

55 ントゥーンナンミグヮー 武戸稲嶺小

56 ヤマチグヮー 山内小

57 ジーブ 宜保

58 クミシグヮー 米須小

59 シードゥナカマ 勢頭仲間 ナカマ (仲間)と もいった。

60 テーラマーチュー 平良松

61 アカマユージャハナジーグヮー アカマユー謝花地小 ウシモーヌアガリ (牛毛ヌ東)と もいった。

62 ジャハナジーグヮー 謝花地小

63 ウフジャハナジー 大謝花地

64 フイラヌウィー 坂ヌ上

65 ハワイチーチュンナー ハワイチー喜友名

66 ハシグヮーヌハタ 橋小ヌ端

67 ユンヌーチュンナー ユンヌー喜友名

68 カニーチュンナー 金喜友名

69 マチーチュンナーグヮー 松喜友名小

70 ヤマーチュンナー 山喜友名

71 カミーチュンナーグヮー 亀喜友名小

72 マンナカチュンナー 真中喜友名

73 サンドゥーカッチン 三郎勝連

74 ヤマチ 山内

75 ユチャルーカッチン ユチャルー勝連

76 ジーブグヮー 宜保小

77 ナカマグヮー 仲間小

78 ヤマチジナン 山内次男

79 ヤマーカッチン 山勝連

80 ヤマヌカニーナーグシク 山ヌ金高宮城

81 マチダグヮー 町田小

82 アガリグヮー 東小

83 トゥルクンニーユナン トゥルクン根四男

84 ウシージッチャクグヮー 牛勢理客小

85 ジージャケー 地境

86 カミーカッチングヮー 亀勝連小

87 アガリバルタクシ 東原沢岨

88 ウフユナファユナン 大与那覇四男

89 タルージッチャク 樽勢理客

90 カマージッチヤク 蒲勢理客

91 タルーマチシ 樽牧志
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92 ウシーマチシグヮー 牛牧志小

93 ヤマージッチャク 山勢理客

94 ンナンミジーグヮー 稲嶺地小

95 マカビグヮー 真壁小

96 ウフマチシグヮー 大牧志小

97 ヒータイマチシ 兵隊牧志

98 ンナンミジー 稲嶺地

99 アサギグヮー アサギ小

100 ウシーユナファ 牛与那覇

101 afTz 与那覇 グーフともいつた。

102 サンダーユナファグヮー 三良与那覇小

103 カミーユナファ 亀与那覇

104 タルーユナファ 樽与那覇

105 サンドウユナファ 三郎与那覇

106 ヒータイユナファ 兵隊与那覇

107 ウフユナファ 大与那覇

108 ウシージッチャク 牛勢理客

109 タルーマチシグヮー 樽牧志小

110 ウフユナファサンナン 大与那覇三男

111 ウフジッチャクグヮー 大勢理客小

112 ナーカジッチャクグヮー 中勢理客小

113 ウフユナファジナン 大与那覇次男

114 ジナントゥルクンニー 次男 トゥルクン根

115 トゥルクンニー トゥルクン根

116 シマブクヌアガリサンナン 島袋東三男

117 シマブクヌアガリー 島袋東

118 シマブクグヮー 島袋小

119 シマブクヌアガリーユナン 島袋東四男

120 シマブク 島袋

121 クバガーグヮー 久場川小

122 アガリジキラン 東瑞慶覧

123 トゥマイナーグシクグヮー 泊高宮城小

124 タクシグヮー 沢岨小

125 カーラヤー 瓦屋

126 イリジキラン 西瑞慶覧

127 ジキランヌメー 瑞慶覧ヌ前

128 カミータクシグヮー 亀沢岨小

129 マチーナーグシクグヮー 松高宮城小 角小 (カ ドゥグヮー)と もいった。

130 サンドゥユナファグヮー 三郎与那覇小

131 クムイニーグヮー 池根小

132 カミージャファナジー 亀謝花地

133 カニーナーグシク 金高宮城

134 カジマヤーニー 十字路根

135 スンガーチュンナー 寒川喜友名

136 カミージャファナジージナン 亀謝花地次男

137 ジムショヌメーナーグシク 事務所ヌ前高宮城

138 ヌチヤナーグシク 貫木屋高宮城 ヌチヤ (貫木屋)と もいった
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139 マチシマ 松 島

140 カミーナーグシク 亀高宮城

141 クムイニー 池根 クムイニーナーグシク (池根高宮城)と もいった。

142 カマドゥナーグシク 蒲戸高宮城

143 ジルーナーグシク 次郎高宮城

144 クシクムイニーグヮー 後池根小

145 カーヌウイー 井ヌ上

146 マカルチュンナー 真苅喜友名

147 ジャファナジーグヮー 謝花地小

148 タルーヌグニ 樽野国

149 ハジシクバガーグヮー ハジシ久場川小

150 マチークバガー 松久場川

151 ウフクバガーグヮー 大久場川小

152 クバガー 久場川

153 カミークバガー 亀久場川

154 ウフクバガー 大久場川

155 ミチヌシチヤ 道ヌ下

156 サンドゥークバガー 三戸久場川

157 チュンナーヌイリ 喜友名ヌ西

158 ウフチュンナー 大喜友名

159 チュンナーヌクシ 喜友名ヌ後

160 ウフタナカグヮー 大田仲小

161 ジルータナカ 次郎田仲

162 カマドゥチュンナー 蒲戸喜友名

163 スイチュンナーミーヤー 首里喜友名新屋 スイチュンナーグナン (首里喜友名五男)と もいった

164 スイチュンナーヌイリ 首里喜友名ヌ西

165 スイチュンナー 首里喜友名

166 クムイニー 池根

167 クムイヌニーグヮー 池根小

168 クムイヌウイー 池ヌ上

169 ウフタナカ 大田仲

170 ントゥータナカ 武戸田仲

171 ジルーチュンナー 次郎喜友名

172 サンドゥーチュンナー 三戸喜友名

173 マチーチュンナー 松喜友名

174 クシチュンナーグヮー 後喜友名小

175 ントゥーチュンナー 武戸喜友名

176 ナケーマ 仲栄真

177 ジルーヌグングヮー 次郎野国小 ウフヌグニ (大野国)と もいった。

178 ジルージキラン 次郎瑞慶覧

179 カジマヤーンニータナカグヮー 十字路根田仲小

180 コーチョージキラン 校長瑞慶覧

181 フェーヌンナンミ 南ヌ稲嶺

182 シードゥンナンミ 勢頭稲嶺

183 クシバルークバガーグワー 後原久場川小

184 ヒラグヮーンニー 坂小根

185 ウシージキラン 牛瑞慶覧
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186 イリマチシグヮー 西牧志小

187 カミージキラン 亀瑞慶覧

188 ジャーファグヮー 我那覇小

189 ヌグニグヮー 野国小

190 カマデータナカ カマデー田仲

191 )t,-7r 我那覇

192 ナググヮージナン 名護小次男

193 ミーヤーナググヮー 新屋名護小 ナググヮー (名 護小)と もいった。

194 ジキラングヮー 瑞慶覧小

195 ナググヮーチョーナン 名護小長男 ミーヤーナググヮー (ミ ーヤー名護小)と もいった。

196 ナグンナンミ 名護稲嶺

197 マチシ 牧志

198 カンジャーグシクマ 鍛冶屋城間

199 マチューフクジグヮー 松福地小

200 アファグン 阿波根

201 ヤマージキラン 山瑞慶覧

202 tfTr)v- 与那覇小

203 マチーチャン 松喜屋武

204 ヤガグヮー 屋我小

205 カミーフクジグヮー 亀福地小

206 サンラーフクジグヮー 三良福地小

207 ヤジマテーシグヮー 屋宜又吉小

208 カンジャーグシクマグヮー 鍛冶屋城間小

209 イサグヮー 伊佐小

210 カンジヤーウフンミグヮー 鍛冶屋大嶺小

211 カマーフクジグヮー 蒲福地小

212 ナーカフクジグヮー 中福地小

213 チャン 喜屋武

214 ウフフクジ 大福地

215 ウフヤー 大屋

216 クシヌチヤングヮー 後ヌ喜屋武小

217 ウフンミ 大嶺

218 イリマテーシグヮー 西又吉小

219 アガリマテーシグヮー 東又吉小

220 カディカル 嘉手苅 仲原屋取から移住。戦後、仲原に戻った。
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23 下勢頭屋取

番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

サチヤマグヮー サチヤマ小 井戸があった。深さは 7尋 (10。 5m)。

マチーイーザ トゥグヮー 松上里小

3 スイテーラグヮー 首里平良小 カマーバーチーともいった。パナマ帽子編みの内職

をする人が集って作業していた。

4 カミーイーザ トゥグヮー 亀上里小

カミーサクガー 亀佐久川

カミーヤンバルチュンナーグヮー 亀山原喜友名小 井戸があった。深さは 9尋 (13。 5m)。

マチーヤンバルチュンナーグヮー 松山原喜友名小

イリヌテーラ 西ヌ平良

ア ー フ 平 良

10 ウフテーラ 大平良 井戸があった。深さは約 6尋 (9m)。

11 スイテーラグヮー 首里平良小

12 シタージンカ 思太源河

13 アカミチハナグシク 赤道花城 井戸があった。深さは 13尋 (19.5m)。

14 タルージンカ 樽源河 井戸があつた。深さは 13尋 (19。 5m)。

15 シタージンカ 思太源河 井戸と水タンクがあつた。井戸は深さは 13尋 (19。 5

m)。

16 カマージンカ 蒲源河 井戸があった。深さは 13尋 (19。 5m)

17 イリアシンミグヮー 西安次嶺小 井戸があった。深さは7尋 (10。 5m)。

18 アガリアシンミグヮー 東安次嶺小 井戸があった。深さは7尋 (10.5m)

19 ンーターアシンミグヮー 武太安次嶺小

20 メーヌハルアシンミグヮー 前ヌ原安次嶺小

21 チルーバー チルーバー アシンミ (安次嶺)と もいった。

22 マチーアシンミグヮー 松安次嶺小

23 メーヌハルーテーラ 前ヌ原平良 井戸があった。深さは 15尋 (22.5m)。

24 ウシーバー ウシーバー アシンミ (安次嶺)と もいった

25 シターハナグシク 思太花城

26 サンドゥチファグヮー 三良津覇小

27 トゥクータンメー 徳タンメー

28 シチャバルタケーシグヮー 下原高江洲小

29 シチャバルタケーシグヮー 下原高江洲小

30 カニージンカグヮー 金源河小

31 サンドゥジンカグヮー 三良源河小

32 フランスタケーシグワー フランス高江洲小 戸主が若いときにフランス領ニューカレドニアに移

民に出ていたため、屋号にフランスとつけられるよ

うになった。井戸があった。深さは 12尋 (18m)。

33 アカミチサンドウテーラグヮー 赤道三良平良小 水タンクがあつた。

34 シーグヮーニー 岩小根

35 ヤマーハナグシクグヮー 山花城小 チチヌーリともいった。パナマ帽子編みの内職をす

る人が集って作業していた。

36 ナーカチファグワー 中津覇小 井戸があった。深さは 12尋 (18m)。

37 シーグヮーニー 岩小根

38 ウシーチファ 牛津覇

39 メーサクムトゥグヮー 前佐久本小 水タンクがあつた。
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40 ナーカサクムトゥグヮー 中佐久本小

41 クシサクムトゥグヮー 後佐久本小

42 アカミチチュンナー 赤道喜友名 商店。酒などを売っていた。井戸があった。深さは

13尋 (19。 5m)。

43 ナグジンカ 名護源河 水タンクがあつた

44 ハシヌハタジンカグヮー 橋ヌ端源河小

45 ンートークミシグヮー 武戸米須小

46 カミーチュンナーグヮー 亀喜友名小

47 ヤマーチュンナーグヮー 山喜友名小 パナマ帽子編みの内職をする人が集って作業してい

た。

48 ンートージンカ 武戸源河 井戸があった。深さは 13尋 (19。 5m)。

49 サンラージンカ 三良源河 井戸があった。深さは 13尋 (19.5m)

50 カマダージンカグワー 蒲太源河小

51 ウフジンカ 大源河 井戸があった。深さは13尋 (19。 5m)。

52 シチャヌタルーハナグシク 下ヌ樽花城 井戸があった。深さは 13尋 (19。 5m)。

53 シチャヌカミーハナグシク 下ヌ亀花城 井戸があった。深さは 16尋 (24m)。

54 ミーチリハナグシク 目切花城 井戸があった。深さは 16尋 (24m)。

55 シチャバルタケーシ 下原高江洲 水タンクがあつた。

56 チサバグヮー 喜舎場小 戸主が中城村 (現北中城村)喜舎場の出身だったため、

屋号にチサバとついた。

57 ウクバルヌシチャハナグシク 奥原ヌ下花城

58 クムイヌハタイリー 池端西

59 クムイヌハタ 池端 水タンクがあつた。

60 フナクシ 冨名腰

61 ジキラングヮー 瑞慶覧小

62 シェークーチュンナー 細工喜友名

63 クミシグヮー 米須小

64 クミシ 米須

65 ミーヤーサクガー 新屋佐久川 水タンクがあった。

66 シェークーチュンナー 細工喜友名 井戸があった。深さは17尋 (25。 5)。

67 ウチサクガーグヮー 内佐久川小

68 シチャバルサクガーグヮー 下原佐久川小

69 サクガー 佐久川 下原佐久川小 (シ チャバルサクガーグヮー)と もいっ

たかもしれない。

70 ウファカニーグヮー 御墓根小

71 ウファカニー 御墓根

72 シチャバルヤマーチュンナーグヮー 下原山喜友名小

73 マカルーテーラグヮー 員苅平良小

74 マカルーテーラ 員苅平良

75 ンートーチュンナー 武戸喜友名 井戸と水タンクがあった。井戸は深さ21尋 (31。 5m)。

76 イリサクガーグヮー 西佐久川小

77 ヤマグシクグヮー 山城小

78 ヤマグシク 山城

79 ウグヮングヮーニー 御願小根

80 サンドゥーテーラグヮー 三良平良小 井戸があつた。深さは25尋 (37。 5m)。

81 ウクバルグヮー 奥原小

82 ウクバル 奥原 井戸があった。深さは16尋 (24m)
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83 =r 7f a->f - 北ヌ喜友名

84 ヤマーサクガー 山佐久川

85 クムイニーグヮー 池根小

86 クムイニー 池根

87 サンドゥーテーラ 三良平良

88 クシサクガーグヮー 後佐久川小 パナマ帽子編みの内職をする人が集って作業してい

た。

89 クシサクガー 後佐久川

90 イチバル 池原 井戸があった。深さは 20尋 (∞ m)。

91 ウフサクガー 大佐久川 井戸があった。深さは 20尋 (Ю m)。

92 タケーシ 高江洲 井戸があつた。深さは 18尋 (27m)。

93 サンドゥテーラグヮー 三良平良小

94 ウフヤーハナグシク 大屋花城 井戸があつた。深さは 17尋 (25。 5m)。

95 ミーハナグシク 新花城 井戸があった。

96 シチャヌハナグシク 下ヌ花城 井戸があつた。深さは 12尋 (18m)。

97 スズキ 鈴木 商店。雑貨、酒を売っていた。水タンクがあつた。

98 ヘーチチャハナグシク 灰土花城 メーハギハナグシク (メ ーハギ花城)と もいった。井

戸があった。深さは 16尋 (2m)。

99 カナーチファ 加那津覇

100 メーヌテーラグヮー 前ヌ平良小

101 アガリハナグシク 東花城 水タンクがあつた

102 アガリハナグシク 東花城 井戸と水タンクがあつた。井戸の深さは 18尋 (27m)。

103 ウフミチバタハナグシク 大道端花城 井戸があった。深さは 16尋 (2m)。

104 サンドゥテーラグヮー 三郎平良小

105 スイハナグシク 首里花城

106 新平良

107 ハナグシク 花城

108 イーヌチフアグヮー 上ヌ津覇小

109 イーヌハナグシク 上ヌ花城 井戸があった。

110 イーヌマチーハナグシク 上ヌ松花城

111 イーヌカミーハナグシク 上ヌ亀花城

112 アガリー 東 リー

113 ムトゥイーヌカマーハナグシク 元上ヌ蒲花城

114 クシハナグシク 後花城

115 サンラーハナグシク 三良花城 井戸があった。深さは20尋 (Ю m)。

116 イーヌタルーハナグシク 上ヌ樽花城

117 i-7-1 新平良

118 カニータンメー 金タンメー

119 ムルンザ トウ 諸見里

120 アガリンートーチュンナー 東武戸喜友名

121 カミームルンザ トウグヮー 亀諸見里小

122 ムルンザ トウグワー 諸見里小

123 カナータケーシグヮー 加那高江洲小

124 ヒラグヮーシチヤチュンナーグヮー 坂小下喜友名小

125 チルーバー チルーバー アシンミ (安次嶺)と もいった。

126 ナーカチュンナーグヮー 中喜友名小

127 クバマグヮー /Jヽ 浜小
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番号 方言表記 漢字表記 屋根 備考

128 ニシバルチュンナーグヮー 北原喜友名小

129 ウシーヤガ 牛屋我

130 メーヤガ 前屋我

131 ウシーヤガ 牛屋我

132 ウシーヤガ 牛屋我 ヘイショー (平松)と もいった。

133 タルーヤガ 樽屋我

134 マチーヤガ 松屋我

135 ウフヤガ 大屋我
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サーターグミ (砂糖組)

サ トウキビの生産 と製糖は、戦前の北谷町域住民の生活の中心 にあった。各集落 には必

ず一つ以上のサーターヤー (製 糖作業 を行な う小屋 と広場)が あった。年中行事のなかで

もいちばん楽 しみにされたニング ヮチ ヤーは、製糖作業の終わ り頃に行なわれ る行事で、

クスック ィー、 クシユクイなどの別名で もわかるとお り、年間を通 したサ トウキビ生産を

終えたあとの慰労の宴でもあった。

そのサ トウキビ生産のなかで も、製糖作業は人手のかかる大変な作業だった。サーター

グルマという大がか りな装置を使 って大量のサ トウキビを絞 り、その絞 り汁をサーターヤ

ーの大鍋で何時間、何 日もかけて煮詰めて精製 してい く。設備 も人手 も必要になるので、

多 くの場合は、数軒、あるいは集落全体など、複数の家庭で協力 して製糖作業を行なった。

そのような、製糖作業で協力しあう集団単位は、サーターグミと呼ばれていた。

サーターダ ミは、サーターヤーの近 くに家や畑がある家庭で構成 され る場合 と、親戚や

門中など血縁関係のある家庭で構成 され る場合があった。

今回の地名調査では、サーターグ ミに関す る間取 り調査は徹底できず、どの家庭がどの

サーターグ ミに属 したかとい う詳細な情報 は、23集落の うちの限 られた集落で しか聞取

りできなかった。詳 し く聞取 りができた集落の うち、血縁関係 を中心 に組分けされている

例 としてタメーシ (玉 代勢)を 、近接す る家庭で組分けされている例 としてシナビ (砂辺 )

の 2集落のサーターダ ミを挙げてお く。

タメーシ (玉 代勢)に は共同で使用 され るサーターヤーが 2つ あ り、サーターダ ミは、

イーグ ミ (上 組)と シチ ャグ ミ (下 組)の 2つ に分かれていた。組分けはおもに血縁関係

でなされているため、空間的に見た場合 には、 イーグ ミに属す る家庭 とシチャグ ミに属す

る家庭が入 り交 じっている。

シナビ (砂 辺)に は共同で使用 され るサーターヤーが 3つ あって、サーターダ ミは 3つ

に分かれていた。組分けはシナビ (砂 辺)の 集落のなかの地域 区画 を基準 に設定 されてい

て、 タメーシ (玉 代勢)と は対照的に、空間的な区画でもって、どの家がどのサーターグ

ミに属す るかがはっき りと分かれていた。サーターグ ミごとの固有名称はないが、集落の

南半分の区域 にあたるメーチンジュとメーナカチンジュでひとつのサーターグ ミ、集落の

北側 にあるイリナカチンジュでひとつのサーターダ ミ、 イリチンジュでひとつのサーター

グ ミを構成 していた。
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ヽ
∞
い

玉代勢のサーターグミ

%イ ーダミ (上組)

■シチャグミ (下組)

圃イチャバルグミ (板原組)

[I]不 明、あるいは組に所属 していない

玉代勢のサーターグミ(砂糖組 )

ウチハ

●

―ターヤー (個人所有 )

48

チ

43 44

(上組)のサーターヤー

●

ア ラ

シチャンダカリ

′
′

ノ
ィ ―ンダカリ

●

チョー日…ヤマ

チブガ

′ ｀`
司  ノ́ ヘ /1∠



砂辺のサーターグミ

■:メ ーチンジュ・メーナカチンジュ

量鯰警イリナカチンジュ

閻 イリチンジュ

●

イヒャウトゥーシ

サーターヤー (イ リチンジュで共同使用)

ヤ

⑮

●

砂辺のサーターグミ (砂糖組 )

翁
● ガンヤー

サ ー

(イ リナカチンジュ

サーターヤー

(メ ーチンジュと

メーナカチンジ
で

●
ンマイー

● アシビナ…

● ティラ

● クマヤーガマ

● クシムイ

● トゥン

ウガン ●

ジョーモー
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項目索引



凡例

アーマンチュガマ   洞窟  274 (17)

地 名 区分  ページ 集落番号

ゴシック体で太字の地名

通常のゴシック体の地名

明朝体で小さい文字の地名

集落番号一覧

アーマンチュガマ

アカギヤマー

アカハガー

アカハガー

アカハガーバル

アカヒラー

アカミチー

アカミチー

アカミチー

アカミチーカジマヤー

アカミチーヌフィラ

アカミチービラ

アカミチヌヒラグヮー

アカムヤー

アガリ

アガリウタキ

アガリガー

アガリグミ

アガリグミ

アガリジョーモー

アガリトーバル

集落概況

項目にあげられている地名

項目地名の別称

アガリトーバル

アガリバルー

アガリバルー

アガリヤードゥイ

アガリヤードゥイ

アガリンダカリ

アサギ

アザモー

アシジョー

アシジョー

アシビナー

アシビナー

アシビナー

アシビナーギー

アシビナーギー

アシビナージー

アシビナーヌウガンジュ

アシビナーミチ

アシビモーグヮー

アプヤマー

アマジチメー

アラカー

アラカー

アラカーガーラ

アラカチヌカー

アラニモー

アラハミチ

アラビラー

アラビラー

アラファヌシー

アラファヌシー

アランモー

アルミヌイサヌヤー

アルメビョーイン

アンチ ョー

アンチ ョー

アンチ ョー

アンブシモー

アンブシモー

アンブシモー

アンブシモー

アンブスーヤマグヮー

イーグチ

イーグチガーラ

イーグチガーラ

イーグミ

イーザチンヤマ

洞窟

山地

崖

小ハル名

小ハル名

坂道

小ハル名

郡道

郡道

十字路

坂道

坂道

坂道

丘

組

拝所

湧水井戸

砂糖組

組

広場

集落

274

114

114

327

327

143

285

286

383

389

385

385

385

208

205

71

230

205

301

342

217

(17)

(6)

(6)

(21)

(21)

(8)

(18)

(23)

(23)

(23)

(23)

(23)

(12)

(12)

(3)

(14)

(12)

(19)

(21)

(13)

集落

小ハル名

小ハル名

組

組

村渠

神家

広場

小ハル名

生活道

広場

広場

広場

広場

広場

岩山

拝所

馬車道

広場

洞窟

小ハル名

河川

河川

河川

掘井戸

丘

生活道

坂道

坂道

岩瀬

岩瀬

丘

病院

病院

橋

橋

橋

丘

野原

野原

丘

丘

河川

河川

河川

砂糖組

丘

229

128

218

28

41

93

279

210

285

288

231

342

395

162

181

386

393

384

162

362

271

94

229

113

246

84

30

64

83

30

66

84

258

258

31

258

276

143

159

174

174

174

60

82

60

81

65

(1)

(2)

(5)

(17)

(12)

(18)

(18)

(14)

(21)

(23)

(9)

(23)

(23)

(23)

(9)

(22)

(17)

(5)

(14)

(6)

(15)

(4)

(1)

(3)

(4)

(1)

(3)

(4)

(16)

(16)

(1)

(16)

(17)

(8)

(9)

(10)

(10)

(10)

(3)

(4)

(3)

(4)

(3)

ア ー オ

北谷ヌ前屋取 12 謝苅屋取

石平屋取 13 崎門屋取

北谷 14 桃原屋取

玉代勢 15 伊礼

伝道 16 平安山

仲山屋取 17 浜川

屋宜屋取 18 平安山ヌ上屋取

桑江ヌ前屋取 19 喜友名小屋取

桑江ヌ中屋取 20 砂辺ヌ前屋取

10 桑江 21 砂辺

11 桑江ヌ後屋取 22 上勢頭屋取

23 下勢頭屋取
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イートゥシ

イートゥシ

イートゥシガーラ

イートゥシグムイ

イートゥシバル

イーヌアタイ

イーヌカー

イーヌカー

イーヌモー

イーヒージャー

イーマガチ

イーマガニク

イーマガニクヌカー

イーマガニクヌサーターヤー

イーマグヮーヌメーヌカー

イーマジーグヮーヌグーフ

イーマシグーフ

イーマヤードウイ

イームイグヮー

イーヤールイ

イーヤールイグヮー

イーンダカリ

イーンダカリ

イーンバカ

イサヌヤー

イシアナー

イシアナー

イシアナーグムイ

イシグーガマ

イシチチナー

イシビラー

イシマラ

イジュングヮー

イジュングヮー

イシンダヒージャー

イシンダミチ

イシンダミチ

イシンダヤードゥイ

イシンダヤードゥイ

イシンダヤードゥイ

イシンダヤードゥイ

イチ

イチ

イチ

イチ

イチグシク

イチグスク

小ハル名

小ハル名

河川

池沼

小ハル名

丘

掘井戸

掘井戸

丘

湧水井戸

魚垣

小集落

掘井戸

製糖小屋

掘井戸

丘

丘

小集落

丘

組

組

村渠

村渠

掘込墓

商業

採石場

採石場

池沼

洞窟

広場

坂道

洞窟

湧水井戸

湧水井戸

湧水井戸

村道

村道

集落

集落

集落

集落

池沼

池沼

池沼

池沼

丘陵

丘陵

ze (r)

62 (B)

5e (s)

Bo (r)

62 (B)

65 (B)

208 (tz)

818 (zo)

z2o 1rs)

t7b 1ro)

66 (s)

24r (rs)

246 (rs)

247 (rs)

B6b (22)

868 (zz)

868 (zz)

241 1r s)

862 (zz)

B 1b (20)

815 (zo)

81 (+)

e3 (s)

r82 1ro)

s4 (B)

305 1ro)

3eB (zz)

868 (22)

84 (4)

868 (22)

t7s (ro)

rr7 (6)

1 18 (6)

t2e (7)

48 (z)

88 (+)

e6 (s)

38 (2)

28 (r)

5e (s)

82 (4)

t74 (ro)

z4b 1rs)

zb7 1ro)

886 (zt)

155 (e)

e5 (s)

丘陵

組

組

浜

丘陵

小集落

池沼

製糖小屋

掘井戸

河川

河川

拝所

組

集落

魚垣

魚垣

集落

製糖小屋

橋

橋

掘井戸

小ハル名

拝所

掘井戸

砂糖組

組

潟

組

集落

組

掘井戸

岩山

山地

小ハル名

組

組

山地

村渠

村渠

掘井戸

広場

組

集落

小ハル名

岩山

掘井戸

小ハル名

t4t (8)

B8o (ze)

bB (B)

3Bo (zt)

82 (4)

81 (+)

2zo (r s)

2bB (r o)

ee (s)

42 (2)

be (B)

B4o (zr)

zos (tz)

2BB 1r s)

15e (e)

rrb (ro)

zB8 (r s)

246 (r s)

176 1ro)

tez (r r)

864 (zz)

ztl (r s)

77 (3)

276 (rz)

zob (rz)

Bo1 (rg)

ze (r)

Bzb (zr)

2r7 (r s)

z2s (2t)

276 1r z)

361 (22)

tt4 (6)

tzr (7)

28 (1)

4t (2)

z4z (r r)

Bzb (zr)

e3 (5)

338 (2t)

zlo (t+)

1 1B (6)

Bbo (22)

270 1r z)

z7z 1r z)

888 1zz)

z*b (r s)

イチグスク

イチクミ

イチゴー

イチャーバーマグヮー

イチャバルモー

イチャバルヤードゥイ

イチンニーグムイ

イトムラヌサーターヤー

イナグガー

イハガー

イハガー

イヒャウトゥーシ

イリ

イリー

イリーガチ

イリーガチ

イリーダヮー

イリーグヮーヌサーターヤー

イリーグヮーヌメーヌハシ

イリーグヮーメーヌハシ

イリージガー

イリウィーバル

イリウタキ

イリガー

イリグミ

イリグミ

イリグヮーガタ

イリチンジュ

イリトーバル

イリナカチンジュ

イリヌカー

イリヌシー

イリヌヤマ

イリバル

イリヤードゥイ

イリヤードゥイ

イリヤマ

イリンダカリ

イリンダカリ

インガー

インナー

ウィーグミ

ウィーシードゥヤ…ドゥイ

ウィーヌアタイ

ウィーヌシジ

ウィーヌハナグシクヌカー

ウィーバーケー
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ウィーバルグミ

ウィーヒングヮー

ウージガー

ウージバル

ウージバル

ウーチヌカー

ウーチヌカー

ウードゥグヮーヌメーヌカーラグヮー

ウカー

ウカマジー

ウカマジー

ウカミヤー

ウカミヤー

ウガン

ウガンガー

ウガンジュ

ウキンジュガー

ウキンジュガマ

ウククヌメーヌモーグヮー

ウクマガイ

ウクマガイバシ

ウクルンカーラグヮー

ウクルンカーラグヮー

ウクルンワイトゥイ

ウシックヮーガマ

ウシナー

ウシナーミチ

ウシナーミチ

ウシヌホーミ

ウシモー

ウシモー

ウシモー

ウシモーグヮー

ウシモーミチ

ウシモーミチ

ウシモーミチ

ウスクガー

ウスクドー

ウスクドーヌカーラ

ウスクヌイジュングヮー

ウタキ

ウチアラカー

ウチアラカー

ウチグムイ

ウチヤードゥイ

ウチヤードゥイミチ

ウチャタイ

組

小集落

湧水井戸

小ハル名

小ハル名

湧水井戸

湧水井戸

河川

掘井戸

岩山

岩山

神家

神家

丘

掘井戸

拝所

掘井戸

洞窟

広場

河川

橋

河川

河川

切り通し

洞窟

広場

馬車道

馬車道

岩山

広場

広場

広場

広場

馬車道

馬車道

馬車道

湧水井戸

谷間

河川

湧水井戸

丘

小ハル名

小ハル名

池沼

小集落

馬車道

小ハル名

358 (22)

381 (n)
e8 (s)

e5 (s)

206 (rz)

z4b (rs)

zb7 1ro)

tlo (ro)

176 (ro)

302 (rg)

386 (zB)

zle (rz)

B4r (21)

335 (zr)

BB8 (zr)

1e3 (r r)

365 (22)

362 (22)

74 (s)

858 (zz)

365 (22)

206 (tz)

277 (r s)

z7e 1r s)

877 (zo)

3e4 (23)

383 (23)

884 (zB)

244 (r s)

B4z (zt)

86T (zz)

Be4 (n)

ze4 (r a)

360 (zz)

883 (23)

384 (23)

67 (B)

Bbe (22)

BBz (zB)

67 (B)

BB5 (2r)

206 (tz)

ztr (rs)

B8z (zz)

881 (zs)

388 (zB)

328 (zr)

ウチャタイヌメー

ウテ ィガー

ウドゥンジーグミ

ウドゥンジーミチ

ウナガヌクシヌカー

ウナガヌクシヌカー

ウフイジュン

ウフカーニーモー

ウフグムイ

ウフサクビラ

ウフジッチャクグヮーヌメーヌカー

ウフシヌシー

ウフチドー

ウフドーミチ

ウフドーミチ

ウフドーミチ

ウフヌカー

ウフミチ

ウフミチ

ウフモー

ウフモー

ウフヤガヌカー

ウフユナフアヌメーヌカー

ウマニーミチ

ウマヌナガニー

ウミヌカー

ウミヌカーグ ヮー

ウミミチ

ウランダビシ

ウワンクーラー

ウンティンムイ

ウンビ

エキ

エキ

エキグヮー

エキグヮー

エキグヮー

エキグヮー

エキヌメーヌカーラグ ヮー

エキヌメーヌハシグ ヮー

エンナー

エンナーモー

エンブスーモー

エンブスーモーグヮー

オーカワジョー

オータチャー

オータチャー

小ハル名

河川

組

馬車道

河川

河川

湧水井戸

広場

池沼

坂道

掘井戸

拝所

小ハル名

村道

村道

村道

湧水井戸

村道

郡道

広場

広場

掘井戸

掘井戸

生活道

山地

湧水井戸

湧水井戸

生活道

干瀬

潟

丘

小ハル名

停車場

停車場

停車場

停車場

停車場

停車場

河川

鉄橋

野原

野原

丘

丘

丘陵

岩山

岩山
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の
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の

⇒

２２＞

１７＞

１７＞

１８＞

①

↓

０

１８＞

１。＞

１。＞

↓

０

１。＞

１。＞

↓

１７＞

２。＞

８

２

７

０

１

０

９

２

３

４

５

０

５

７

６

１

８

５

３

９

０

９

４

５

７

９

９

３

３

９

３

０

７

１

９

５

０

１

０

７

７

７

４

４

４

３

７

３２

８

３５

３６

１４

１７

１２

３４

３６

３８

８６

３４

Ｈ

２８

３１

３３

Ｈ

Ｈ

３８

Ｈ

ｌ３

３８

３６

Ｈ

３７

１５

１５

１７

６

２

３６

２７

２７

２９

６

８

１０

２９

１７

１７

９

９

１７

１７

９

２７
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オータチャーヌシー 岩山

カ ー コ

掘井戸

岩山

岩山

岩山

小ハル名

広場

掘井戸

掘井戸

洞窟

生活道

河川

河川

河川

建物

小ハル名

河川

河川

小ハル名

広場

橋

洞窟

十字路

潟

イノー

イノー

潟

学校

学校

郡道

郡道

馬車道

村道

郡道

山地

組

掘井戸

小集落

小集落

掘込墓

洞窟

掘井戸

田

273 (17)

2br (ro)

332 (21)

286 (r a)

332 (2t)

286 1r a)

101 (s)

BoB (rg)

BB8 1zt)

861 (zz)

860 (zz)

z6e (r z)

B2b (zt)

826 (zt)

toz (s)

tL4 (6)

L4t (8)

1b5 (e)

t7 t (ro)

zle (r z)

BBe (zt)

BB5 (zt)

1eB (r r)

Bze (zt)

1b6 (e)

156 (e)

Bze (zr)

2e2 1r a)

Bo4 (r g)

zTL (rz)

816 (zo)

384 (zs)

1 15 (6)

B8B (zs)

35e (22)

BbT (zz)

38e (23)

5e (B)

5e (3)

TS (B)

317 (zo)

276 (rz)

7L (3)

カミヤー         拝所

カムドーグムイ      池沼

カヨーダヌクシヌカー   河川

カヨーダヌクシヌクムイ  池沼

カヨーダヌクシヌクムイ  池沼

カンカーヌカミ      拝所

カンシシヨー      岩山

カンシショー        岩山

カンジャージー     岩山

カンジャーヌスバ     谷間

カンジャーヤーヌスバ   谷間

カンジャーヤーヌメーミチ 馬車道

カンタ         小ハル名

カンタヌカー       湧水井戸

カンタヌカーグワー     湧水井戸

カンタバル         小ハル名

ガンヤー        寵屋

ガンヤー        寵屋

ガンヤー         寵屋

ガンヤー         寵屋

ガンヤー         寵屋

ガンヤー         寵屋

ガンヤー        寵屋

ガンヤー         寵屋

ガンヤー        寵屋

ガンヤー         寵屋

ガンヤー         寵屋

ガンヤー         寵屋

ガンヤー         寵屋

ギーマンラ       小ハル名

キジャマ        小ハル名

キジャマミチ       生活道

キシャミチ       鉄道

キシャミチ       鉄道

キシャミチ         鉄道

キシャミチヌウイー   小ハル名

キシャミチヌシチヤ   小ハル名

キタタマショーガッコー 学校

キタタマショーガッコー 学校

キタマエ         行政字名

キヨードーセートー     エ場

キラマジー       岩山

グィークトーバル     集落

グィークトーバル     その他

クイ~ン         小ハル名

クィージヌサチ     岬

グ~フ          丘

221 (r s)

rze (7)

18e (r r)

t74 (ro)

1e1 (r r)

180 1r o)

z7B 1r z)

2eo (r a)

886 (zs)

z6e (r z)

2ss (r o)

248 (r s)

61 (B)

67 (B)

6T (s)

61 (B)

46 (2)

74 (B)

86 (q)

101 (5)

146 (8)

162 (e)

tlz (r o)

te4 (r r)

zlr (r a)

z4B (r s)

zse (r o)

B4B (zt)

Beb (zs)

27 o (tt)
t7t (ro)

172 (r o)

64 (s)

2s6 (r a)

248 (r s)

61 (3)

61 (B)

6e (3)

1oo (s)

28 (r)

To (B)

244 (r s;

217 1r s)

22e (ra)

Bz7 1zt)

Bze (zt)

335 (zt)

カー

カーシヌシー

カーシヌボントゥー

カーシヌボントン

カーシヌメーバル

カーニーモー

カーヌトー

カーバタガー

カーブヤーガマ

カーミチ

カーラ

カーラ

カーラ

カーラグラ

カーラグラジー

カーラグヮー

カーラグヮー

カーラバタ

カーリーモー

ガイセンバシ

ガクフチャーガマ

カジマヤー

ガタ

カチグヮーヌチビ

カチャーラ

カチラ

ガッコー

ガッコー

ガッコーミチ

ガッコーミチ

ガッコーミチ

ガッコーミチ

ガッコーミチ

ガッコーヤマ

カッチングミ

カナータケーシグヮーヌカー

カニク

カニクヤールイ

カニマンウファカ

ガマ

カミガー

カミグサイヌナーシルダ
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グーフ

グーフバル

グーフムイ

ダーフム イグヮー

クェー

クェーウリグチ

クェーエキ

クェーエキ

クェーエキ

クェークシ

クェーグチ

クェーナカ

クェーヌエキ

クェーヌエキ

クェーヌクシ

クェーヌクシヤードゥイ

クェーヌクシヤー ドゥイ

クェーヌナカ

クェーヌナカヤードゥイ

クェーヌナカヤードゥイ

クェーヌメー

クェーヌメーエキ

クェーヌメーカジマヤー

クェーヌメーヤードゥイ

クェーヌメーヤー ドゥイ

クェーメー

クェーンナ トゥ

クェーンナ |ヽ ゥ

クェーンマイー

クェーンマイー

クェーンマイー

クェーンマイー

クガニグムイ

クガニモー

クシカッチング ミ

クシグミ

クシグミ

クシグミヌサーターヤーモー

グシクンニー

グシチングムイ

クシヌカー

クシヌカー

クシメカー

クシヌカーラ

クシヌカジマヤー

クシヌクムイ

クシヌトー

丘

小ハル名

丘

丘

集落

生活道

駅

駅

駅

集落

津口

集落

駅

駅

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

駅

十字路

集落

集落

集落

津口

津口

馬場

馬場

馬場

馬場

礁池

丘

組

組

組

広場

岩山

池沼

掘井戸

掘井戸

掘井戸

河川

十字路

池沼

河川

387

326

335

335

166

128

144

177

192

186

156

152

160

144

186

186

169

152

152

169

138

144

144

138

169

138

190

156

146

162

180

194

31

84

357

285

301

294

289

303

246

275

387

241

277

245

301

(23)

(21)

(21)

(21)

(10)

(7)

(8)

(10)

(11)

(11)

(9)

(9)

(9)

(8)

(11)

(11)

(10)

(9)

(9)

(10)

(8)

(8)

(8)

(8)

(10)

(8)

(11)

(9)

(8)

(9)

(10)

(11)

(1)

(4)

(22)

(18)

(19)

(18)

(18)

(19)

(15)

(23)

(15)

(17)

(15)

(19)

クシヌミチ

クシヌヤードゥイグヮー

クシベー

クシミチ

クシミチ

クシミチ

クシミチ

クシムイ

クシムイ

クシムイグヮーヌモー

クシヤードゥイ

クシヤードゥイ

クシヤードゥイ

クシヤードゥイ

クシヤードゥイグヮー

クシヤジ

クシヤマ

クシヤマガーラ

クシユバー

クシンダカリ

クシンダカリ

クシンダカリ

クシンダカリ

クシントー

クシントーヌカーラグヮー

クシントーヌクムイ

クシントーヌハシ

グスク

グスクヒヌカン

グソーンマイー

クバガーヌハカ

クバガーヌハカ

クビリ

クブグヮー

クマジャク

クマヤー

クマヤーガマ

クミアイ

クミエー

クムイ

クムイ

クムイ

クムイ

クムイ

クムイ

クムイグチー

クムイグチー

生活道

小集落

村渠

村道

村道

生活道

馬車道

丘

丘

広場

組

組

組

集落

小集落

組

山地

河川

小ハル名

村渠

村渠

村渠

村渠

河川

河川

池沼

橋

丘陵

拝所

小ハル名

亀甲墓

亀甲墓

切り通し

谷間

谷間

洞窟

洞窟

公共施設

公共施設

池沼

池沼

池沼

池沼

池沼

池沼

小ハル名

小ハル名

272 (rz)

81 (q)

zbb 1ro)

68 (B)

83 (q)

e6 (s)

248 1rs)

BoB (rg)

BB5 (21)

Bo5 1ro)

28 (r)

4t (z)

tz7 (t)

186 (r r)

81 (q)

r27 (t)

tzl (z)

rz7 (7)

61 (s)

58 (B)

16e 1ro)

ztl 1rs)

B8o 1ze)

28s 1ra)

2Bb 1rs)

zeo (rs)

zer (ra)

60 (s)

60 (s)

88 (q)

868 (22)

3e5 (28)

BBz (zl)

Zze (ra)

Bo1 (rg)

BBB (zL)

BBB (zr)

6e (B)

6e (B)

48 (2)

e7 (s)

e7 (s)

r4B (s)

1e1 (r r)

zlo (t+)

t7 r 1ro)

18e (rr)
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クラニースージ

クラニースージ

クラニーヌクシヌカー

クランモー

クランモーヌウブガー

クランモーヌカー

クランモーヌムイ

クランモーフェーヌカー

クルマナー

クヮーシヤーカジマヤー

クヮーディーサーグムイ

クヮーディーサービジュル

クワクシ

クヮシチャヌクシビラ

クヮシチャングシーヌメーヌミチ

クワナカ

クワマエ

クンチ リミチ

クンディヌシー

グンドー

グンドー

グンドー

クンナトゥ

クンナトウヌカーラグワー

ケービン

ケービンヌシチャー

ケービンミチ

ケービンミチ

ケービンミチ

ケービンミチ

ゲキジョー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ケンドー

ゴー

生活道

生活道

掘井戸

広場

掘井戸

掘井戸

丘

掘井戸

広場

十字路

池沼

拝所

集落

坂道

馬車道

集落

集落

生活道

岩山

郡道

郡道

郡道

小ハル名

河川

鉄道

小ハル名

鉄道

鉄道

鉄道

鉄道

建物

県道

県道

県道

県道

県道

県道

県道

県道

郡道

県道

県道

県道

県道

県道

郡道

戦時施設

名ハ
　
沼
　
沼

小
　
池
　
池

＞

０

７

５

５

５

５

５

０

０

＞

＞

１

２

＞

＞

＞

７

８

８

２

３

１

１

０

１

１

５

６

８

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

０

１

４

５

６

７

８

９

３

＞

Ｏ

は

⊂

⊂

⊂

に

は

は

⊂

は

０

０

０

し

は

Ｏ

Ｇ

Ｌ

に

は

じ

υ

υ

υ

し

に

は

仁

に

は

０

に

９

０

６

０

り

に

は

に

は

に

は

に

は

は

６

５

７

７

４

４

４

４

４

８

７

６

７

８

６

２

５

３

７

８

８

５

８

２

２

１

８

９

４

５

８

４

２

４

６

９

４

５

７

９

２

４

５

７

８

０

１

０

コーチョージュータク

ゴガン

ゴガン

ゴガン

ゴンゴローミチ

サ ー ソ

サークヌトー

サーターグムイ

サーターグムイ

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤー

サーターヤーグムイ

サーターヤーグムイ

サーターヤーヌカー

サーターヤーミチ

サーターヤーモー

サーターヤーモー

サーターヤーモー

サーターヤーモー

サーラバシ

サーラバシ

サカミチ

サカミチ

サクガーヤードゥイ

サチジョーヤードゥイ

建物

その他

その他

その他

郡道

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

製糖小屋

池沼

池沼

掘井戸

村道

広場

丘

広場

広場

橋

橋

坂道

坂道

小集落

集落

2e3 (18)

r42 (s)

tb7 (g)

t72 (ro)

t72 1ro)

327

117

220

31

45

70

85

100

119

130

145

178

193

209

221

230

258

278

293

304

318

339

365

389

230

275

318

64

74

174

279

294

31

68

116

116

380

214

(21)

(6)

(13)

(12)

(13)

(14)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

(22)

(23)

(14)

(17)

(20)

(3)

(3)

(10)

(17)

(18)

(1)

(3)

(6)

(6)

(23)

(13)

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

０
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サチジ ョーヤー ドゥイ

サチバルモー

サンカクパタキグヮー

サンギョークミアイ

サンクミ

サングヮチャーモー

サンゴー

シーグヮー

シーサーニー

シーサーヤー

シーシヤー

シーシヤー

ジージャケー

ジージャケーミチ

シードウウシナー

シードゥヌシー

シードゥバシ

シガイガーラ

シガイガーラ

シガイガーラ

シガイグムイ

シガイビラ

シガグムイ

ジキラング ミ

ジキラングヮーヌサーターヤー

ジキランミチ

ジキランミチ

シチャグミ

シチャグミ

シチャシードゥヤードゥイ

シチャヌカー

シチャヌトー

シチャバルグヮー

シチャバルグヮーヌカー

シチャバルグヮーミチ

シチャヤールイ

シチャンダカリ

シチャンダカリ

ジッチャクグミ

ジ トゥーヒヌカン

シナビ

シナビイノー

シナビトゥガイ

シナビヌメーヤールイ

シマブクヌサーターヤー

ジムス

ジムス

集落

野原

その他

公共施設

組

広場

組

岩山

広場

獅子屋

獅子屋

獅子屋

境界標

馬車道

広場

山地

橋

河川

河川

河川

池沼

坂道

池沼

組

製糖小屋

村道

村道

砂糖組

組

集落

掘井戸

小ハル名

小集落

掘井戸

生活道

組

村渠

村渠

組

拝所

集落

イノー

岬

集落

製糖小屋

集会所

集会所

205 (tz)

tt7 (6)

868 (22)

6e (B)

B8o 1zs)

zle (rz)

b8 (B)

361 (zz)

74 (3)

247 1r s)

TB (s)

342 (21)

368 (zz)

35e (22)

Be4 (28)

Bb8 (zz)

B8e 1zz)

e4 (s)

206 (tz)

Lr4 (o)

tr4 (6)

e6 (s)

e7 (5)

357 (22)

Bez (28)

e6 (s)

63 (3)

81 (4)

1 1B (6)

87 6 (zz)

1 18 (6)

1 15 (6)

381 (ze)

888 (zs)

884 (zB)

815 1zo)

81 (+)

e3 (s)

Bs7 (22)

B4o (zt)

BZz (zt)

BBo (zr)

sze (zr)

BLz (zo)

zbr (r o)

86T (zz)

ze4 (28)

ジムスヌメーヌミチ

ジャーガルシンディリー

ジャーガルビラ

ジャーガルビラ

ジャーガルビラ

ジャーガルミチ

ジャーガルミチ

ジャーガルミチ

ジャーガルミチ

ジャーガルミチ

ジャーガルミチ

ジャーガルモー

ジャーガルヤードゥイ

ジャーガルヤードゥイ

ジャーガルヤードゥイ

ジャリグムイ

ジューサンウコール

ジュショーイン

ジュショーイン

ジュショーイン

ジュンサヌヤー

ジュンサヌヤー

ジ∃―ミチャーバカ

ジョーミチャーバカ

ショーワドーリ

シラハマ

シラヒージャー

シラヒージャー

シラヒカワ

シリーヌサク

シリーヌサク

シリンカー

シルバシ

シルヒージャー

シルヒージャー

シルヒージャー

シルヒージャー

シンバルミチ

シンヨークミアイ

スーガー

スーガー

スーティーチャーヤマグワ~

スクミチ

スターケイ

スミムンガー

セーネンモー

セーマイシ ョ

馬車道

坂道

坂道

坂道

坂道

郡道

郡道

郡道

郡道

郡道

郡道

広場

集落

集落

集落

礁池

拝所

寺

寺

寺

交番

交番

掘込墓

掘込墓

行政字名

浜

河川

河川

河川

谷間

谷間

河川

橋

河川

河川

河川

河川

生活道

公共施設

掘井戸

掘井戸

丘

県道

その他

掘井戸

広場

公共施設

359

219

97

207

219

96

142

158

190

207

218

210

202

93

169

191

72

72

86

100

178

278

195

182

155

271

141

170

170

255

269

94

68

60

82

93

170

272

69

67

98

274

331

102

67

210

161

(22)

(13)

(5)

(12)

(13)

(5)

(8)

(9)

(11)

(12)

(13)

(12)

(5)

(10)

(17)

(11)

(10)

(9)

(17)

(8)

(10)

(10)

(16)

(17)

(5)

(3)

(3)

(4)

(5)

(10)

(17)

(3)

(3)

(5)

(17)

(21)

(5)

(3)

(12)

(9)

１

　

ヽ
ノ

　

ヽ

ノ
　

ヽ

ノ
　

ヽ

ノ
　

０
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セーマイジ ョ

ソンエイシチヤ

ソンエイシチヤ

ソンドー

ソンドー

プンヤクバ

ソンヤマ

タイショーイイン

タイチ ョーヤー

タカアブサー

タカアプサー

タカガマ

タカジー

タキガー

タキグサイウカー

ダキヤマ

ダキヤマ

ダキヤマウタキ

タッチュー

タナカグミ

タマウエ

タマウエ

タマタ

タマタ

タマタ

タマタガーラ

タメーシ

タメーシミチ

チエンヤードゥイ

チヌマタバル

チブガー

チャタン

チャタンイシンダ

チャタンイノー

チャタンエキ

チャタンガーラ

チヤタンガーラ

チャタンガーラ

チヤタンガーラ

チャタンガーラ

チ ャタングス ク

チャタングスク

チャタンサンカ

公共施設

公共施設

公共施設

村道

郡道

役場

山地

商業

建築物

土手

土手

洞窟

岩山

掘井戸

掘井戸

山地

山地

洞窟

岩山

組

行政字名

行政字名

谷間

谷間

谷間

河川

集落

村道

集落

小ハル名

湧水井戸

集落

その他

イノー

停車場

河川

河川

河川

河川

河川

丘陵

丘陵

その他

145

278

291

287

383

291

242

54

396

244

290

244

385

338

338

114

171

173

385

357

113

127

83

95

114

114

78

63

186

95

85

54

41

63

69

60

82

93

141

170

60

94

59

(8)

(17)

(18)

(18)

(23)

(18)

(15)

その他

その他

小ハル名

丘陵

水田地帯

水田地帯

トンネル

トンネル

トンネル

トンネル

トンネル

集落

集落

橋

組

交番

組

集落

丘

丘

掘井戸

橋

標本

標木

標木

山地

洞窟

村道

池沼

池沼

生活道

鉄橋

鉄橋

鉄橋

鉄橋

鉄橋

鉄橋

鉄道

丘

丘

工場

工場

洞窟

拝所

洞窟

河川

河川

218

60

62

95

68

99

144

160

177

24

24

99

358

178

357

298

64

84

98

68

147

147

182

242

334

63

257

274

158

31

69

145

160

178

277

272

191

174

178

192

334

86

117

241

255

(13)

(3)

(3)

(5)

(3)

(5)

(8)

(9)

(10)

(1)

(1)

(5)

(22)

(10)

(22)

(19)

(3)

(4)

(5)

(3)

(8)

(8)

(10)

(15)

(21)

(3)

(16)

(17)

(9)

(1)

(3)

(8)

(9)

(10)

(17)

(17)

(11)

(10)

(10)

(11)

(21)

(4)

(6)

(15)

(16)

チャタンサンカ

チャタンサンカ

チャタンジー

チャタンシジー

チャタンターブックヮ

チャタンターブックヮ

チャタントンネル

チャタントンネル

チャタントンネル

チャタントンネル

チャタントンネル

チャタンヌメー

チャタンヌメーヤードゥイ

チャタンバシ

チヤングミ

チューザ イショ

チュンナーグミ

チュンナーグヮーヤードゥイ

チョーローヤマ

チョーローヤマ

チンガー

ティーチバシグヮー

ァィーチマーチャー

テ ィーチマーチュー

テ ィーチマチャー

テ ィーラヌヤマ

ア イフ

デ ィンドーミチ

テーラグ ヮーグムイ

テーラグヮーグムイ

テーラグヮースージ

テッキョー

テッキョー

テッキョー

テッキョー

テッキョー

テッキョー

テツドー

テンブスーヤマグヮー

テンブスーヤマグヮー

デンプンコージョー

デンプンコージョー

トゥイヌヤーガマ

トゥーティークー

トゥールガマ

トゥクガー

トゥクガー

タ ー ト

＞

３

５

８

５

３

１

１

＞

０

０

３

２

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

１

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

０

＞

＞

＞

３

２

１

１

１

２

２

２

６

１

１

２

２

６

７

４

５

６

６

４

３

１

５

４

３

２

３

３

３

４

５

８

１

３

５

３

０
ノ

′４



トゥクガー

トゥクガーシー

トゥクジヌシーグヮー

トゥタティハラガー

トゥタティハラガー

トゥビラ

トゥビラヌサチ

トゥラジ

トゥラジ

トウラジバル

トゥラジミチ

ドゥリグヮー

ドゥリグヮーヌハタ

トゥルク

トゥルクガマ

トゥルクミチ

トゥン

トゥン

トゥン

トゥン

トゥン

トゥン

トゥンクィールー

トゥントゥングムヤー

トゥンワタルーバシ

トゥンワタルガーラ

トーグヮー

トーヌカー

|ヽ 一ヌカーラグヮー

トーバル

トーバルガー

トーバルガー

トーバルガーラ

トーバルガーラ

トーバルグムイ

トーバルヤードゥイ

トーマグヮーヌクシヌクムイ

トーマヌカー

トーヤマヌカー

トーンナトゥ

トロッコ

トントングムイ

トンネルヤマ

トンネルヤマ

河川

岩山

岩山

崖

崖

岬

岬

小ハル名

小ハル名

小ハル名

生活道

境界標

小ハル名

トロッコ軌道

洞窟

トロッコ軌道

拝所

拝所

拝所

拝所

拝所

拝所

池沼

池沼

橋

河川

掘井戸

掘井戸

河川

小ハル名

湧水井戸

湧水井戸

河川

河川

池沼

集落

池沼

掘井戸

掘井戸

潟

トロッコ軌道

池沼

丘陵

丘陵

381

387

386

114

128

329

329

206

218

218

219

395

382

229

334

360

72

179

247

258

278

340

30

245

389

382

364

303

326

327

221

230

206

217

220

226

30

257

208

329

43

191

155

141

(23)

(23)

(23)

(6)

(7)

(21)

(21)

(12)

(13)

(13)

(13)

(23)

(23)

(14)

(21)

(22)

(3)

(10)

(15)

(16)

(17)

(21)

(1)

(15)

(23)

(23)

(22)

(19)

(21)

(21)

(13)

(14)

(12)

(13)

(13)

(14)

(1)

(16)

(12)

(21)

(2)

(11)

(9)

(8)

”
　

一

‐フ

一
ノ

ナーカヌクムイ

ナーカヌシー

ナーカヌシー

ナーカヌシーグヮー

ナージクビラ

ナージクビラ

ナーシルダ

ナーシルダ

ナーシルダ

ナービグムイ

ナービグムイ

ナービグムイ

ナービグムイ

ナカ

ナカイサーラ

ナカイサーラバル

ナカグスクイシンダ

ナガサ

ナガサンニー

ナガサンニーヌハシ

ナカシェーラ

ナカズニモー

ナカチヤードゥイ

ナカヌシー

ナガバーマ

ナカミチ

ナカミチ

ナカミチ

ナカミチ

ナカミチ

ナカミチ

ナカミチ

ナカミチ

ナカミチ

ナカヤー ドゥイ

ナカヤードゥイ

ナカヤードゥイ

ナカヤジ

ナケーマヤードゥイ

ナルカー

ナルカー

ナルカー

ナルカーミチ

ニードゥクル

_一 ヌファ

池沼

岩瀬

岩山

岩瀬

坂道

坂道

田

田

田

池沼

池沼

礁池

池沼

組

小ハル名

小ハル名

その他

河川

河川

橋

小ハル名

広場

集落

岩瀬

浜

馬車道

生活道

生活道

馬車道

生活道

生活道

郡道

馬車道

馬車道

組

組

集落

組

集落

河川

河川

河川

馬車道

神家

拝所

387 (23)

Bo (r)

361 (zz)

LTS (ro)

1 16 (o)

tze (t)

Tt (s)

Tr (B)

86 (4)

84 (+)

eT (5)

BBT (zr)

LL4 (6)

zob (rz)

61 (s)

61 (3)

42 (z)

241 (rr)
881 1zz)

2s7 1ro)

Bz7 (zt)

1 1e (6)

188 (8)

66 (B)

BBo (zt)

83 (q)

e6 (s)

tly (ro)

248 1r s)

zs6 (r o)

z7t (rz)

287 (rs)

BB 1 (zt)

35e 1zz)

zB (r)

tz7 (7)

rs2 (e)

t27 (7)

1 10 (6)

16e 1ro)

18e (rr)
z4L 1rs)

360 (22)

B4r (zt)

tTe (ro)
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二一ファグヮースージ

ニガン

ニクミ

ニゴー

ニシヌカー

ニシヌカー

ニシヌトーングヮー

ニシハラガー

ニシバルグヮー

ヌーファガーラ

ヌーファバシ

ヌーファバシ

ヌーファビラ

ヌールジー

ヌンドゥルチジー

ノーミンドージョー

ノーリグムイ

ノーリグヮー

ノーリグヮー

ノーリグヮーグムイ

ノーリグヮーグムイ

プリバ

生活道

拝所

組

組

掘井戸

掘井戸

津口

イノー

小集落

河川

橋

橋

坂道

小ハル名

小ハル名

公共施設

池沼

河川

河川

池沼

池沼

停車場

岩山

小ハル名

河川

拝所

馬車道

河川

河川

河川

橋

橋

橋

橋

橋

橋

橋

橋

馬車道

工場

工場

村道

村道

158

340

380

58

364

388

156

155

381

113

99

118

115

62

315

292

336

315

326

317

336

85

302

115

169

222

331

189

170

141

160

192

304

67

176

176

176

177

302

45

70

64

96

＞

１

３

＞

２

３

＞

＞

３

＞

＞

＞

＞

＞

０

８

１

０

１

０

１

＞

９

２

２

３

２

２

９

９

２

６

５

６

６

３

２

１

２

２

２

２

２

４

ハナウチヌサーターヤー

ハマガー

ハマガーウガン

ハマガーテ イーラヌヤマ

ハンザン

ハンザンウガン

ハンザンウシナー

ハンジヤヌウイーエキグワー

ハンジヤメウイーガッコー

ハンジャヌウ ィーガッコー

ハンジヤヌウ ィービラ

ハンジヤヌウィーミチ

ハンジャヌウィーヤードウイ

ハンジヤヌクシー

ハンジャンモーリー

バンジュ

ハンタ

ヒージャーイー

ヒージャーガマ

ヒージャーガマ

ヒージャーモー

ビジュル

ビジュル

ビジュル

ビジュル

ビジュル

ビジュル

ビジュル

ビジュル

ヒラカージー

ヒラカースージ

ヒラグヮー

フィラカージー

フェーヌカー

フェーヌカー

フェーヌトーングヮー

フェーハラガー

フェーヤチガマ

フシクブ

フテンマガーラ

フテンマバシ

フテンマヒージャー

フトゥキントーミチ

フトゥキントーミチ

フナウクイモー

フナウクイモー

フナウクイモー

製糖小屋

集落

岩山

山地

集落

岩山

広場

停車場

学校

学校

坂道

郡道

集落

崖

干瀬

その他

崖

丘

洞窟

洞窟

丘

拝所

拝所

拝所

拝所

拝所

拝所

拝所

拝所

岩山

生活道

坂道

岩山

掘井戸

掘井戸

津口

イノー

灰焼窯

掘井戸

河川

橋

湧水井戸

生活道

生活道

丘

広場

広場

86 (q)

266 (tt)
272 (r z)

242 1r s)

zbz (r o)

2b6 (r o)

2sB (ro)

277 1r z)

2e2 1r a)

Bo4 1ro)

288 (r a)

287 (r s)

2BZ (r s)

26e (r z)

2s6 1ro)

TS (B)

z6e 1r z)

84 (4)

1 16 (6)

rze (7)

tt7 (6)

72 (B)

t4b (8)

161 (e)

1Bo (ro)

2ro (rz1

Bob (r g)

818 (zo)

867 (zz)

861 (zz)

15e (e)

816 (zo)

BB5 (zB)

864 (zz)

388 (28)

Lbr (e)

1b6 (e)

247 (r s)

44 (z)

42 (2)

44 (2)

44 (2)

1 15 (6)

tzr (7)

65 (s)

1 le (6)

t6z (e)

ハーイジー

バーケーモー

ハージョークシ

ハーナームイ

ハーマミチ

ハイスイコー

ハイスイコー

ハイスイロ

ハシ

ハシ

ハシ

ハシグヮー

ハシグヮー

ハシグヮー

ハシグヮー

ハシグヮー

バシャミチ

ハツドーキ

ハツドーキ

ハツドーキミチ

ハツドーキミチ

９

＞

０

３

１

１

０

＞

＞

１

９

＞

０

０

０

０

９

＞

＞

＞

＞

Ｑ
ノ

４
・

ハ ー ホ



フナウクイモー

フナウクイモー

フナウクイモー

フミキリ

フミキリ

ヘイジョー

ヘーヤチガマ

本一グ

ボージバカ

ボージャージー

木―スガー

ホースガー

ホーヤーガー

本一ヤーマーチ

ポトン

マ モ

マーイサーモー

マーイシモー

マーチュー

マーチューモー

マーマーグムイ

マガヤー

マカルーイリーグヮーヌサチ

マタジ

マタジヌシーグヮー

マチグムイ

マチグムイ

マチグムイヌサチ

マチグムイヌシーグヮー

マチダグミ

マックルーウシナー

マテ~ングワ~ガマ

マヤーガマ

マヤーガマ

マヤーガマ

マヤージー

マヤーヤー

マルグムヤー

ミーガー

ミーミチ

ミーミチ

ミーミチ

ミーヤーヌサーターヤー

ミカジチガー

丘

丘

丘

建築物

建築物

集落

灰焼窯

小ハル名

洞窟

岩山

湧水井戸

湧水井戸

湧水井戸

標木

池沼

広場

広場

林

広場

池沼

その他

岬

小ハル名

岩瀬

礁池

礁池

岬

岩山

組

広場

洞窟

割れ目

割れ目

洞窟

岩山

小ハル名

池沼

掘井戸

村道

生活道

村道

製糖小屋

掘井戸

219

230

303

277

291

282

161

328

116

273

208

98

337

343

66

(13)

(14)

(19)

(17)

(18)

(18)

(9)

(21)

(6)

(17)

(12)

(5)

(21)

(21)

(3)

zto (tz)

zzz 1r s)

48 (2)

zro (tz)

48 (z)

B4B (2t)

B2e (zt)

61 (B)

66 (s)

818 (20)

zBT (zt)

B2e (21)

816 (20)

BS7 (zz)

zse (r o)

rze (7)

r4B (8)

1be (g)

362 (22)

886 1zs)

827 (zr)

Bo (r)

864 (zz)

e6 (s)

t7B (ro)

64 (B)

2e4 1r a)

364 (22)

ミジグルマー

ミジタンク

ミチ

ミッチャヌヒラグヮー

ミフーダ

ミヤギビョーイン

ミンタマヤー

ミンタマヤービラ

ムーズニ

ムヌマイーバタキ

ムラウチ

ムラウチ

ムラウチ

ムラヌサーターヤー

ムラヌサーターヤー

ムラヤー

ムラヤー

ムンチャリナー

ムンチャリナー

メーカッチングミ

メーグシクジマ

メーグスクジマグヮー

メーグミ

メーグミ

メーチンジュ

メーナカチンジュ

メーナカムラグヮークシヌクムイ

メーヌウカミガー

メーヌカー

メーヌカー

メーヌカー

メーヌカー

メーヌトー

メーヌトーヌクムイ

メーヌハルー

メーヌハルー

メーヌマーチュー

メーヌマーチューグヮー

メーヌミチ

メーベー

メーベーミチ

メーマシヌサーターヤー

メーミチ

メーミチ

メーヤードゥイ

メーヤードゥイ

メーヤードゥイ

建築物

水タンク

馬車道

坂道

田

商業

谷間

坂道

スニ

その他

小集落

小集落

小ハル名

製糖小屋

製糖小屋

集会所

集会所

広場

広場

組

小ハル名

小ハル名

組

組

組

組

池沼

掘井戸

湧水井戸

掘井戸

掘井戸

掘井戸

河川

池沼

小ハル名

小ハル名

林

林

生活道

村渠

村道

製糖小屋

村道

馬車道

組

組

組

248

209

331

332

71

54

359

360

157

368

59

81

328

193

246

73

86

295

395

357

62

90

285

301

325

325

220

275

44

130

275

387

301

303

62

382

387

387

271

255

64

246

96

243

28

41

127

(15)

(12)

(21)

(21)

(3)

(3)

(22)

(22)

(9)

(22)

(3)

(4)

(21)

(11)

(15)

(3)

(4)

(18)

(23)

(22)

(3)

(5)

(18)

(19)

(21)

(21)

(13)

(17)

(2)

(7)

(17)

(23)

(19)

(19)

(3)

(23)

(23)

(23)

(17)

(16)

(3)

(15)

(5)

(15)

(1)

(2)

(7)
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メーヤードウイ

メーヤジ

メーヤジバル

メーンダカリ

メーンダカリ

メンター

メンター

メンターグムイ

メンターダワー

メンターミチ

メンダカリ

メンダカリ

メンダカリ

モーグヮーヌメー

ヤ ー ユ

ヤードゥイガー

ヤードゥイミチ

ヤードゥイミチ

ヤガグヮーヤードゥイ

ヤカビヌヒラ

ヤクバ

ヤクバヌアガリ

ヤクバヌメー

ヤクバヌメーヌヒラ

ヤジナケーマ

ヤジナケーマ

ヤジバンタビラ

ヤジバンタビラ

ヤジヤードゥイ

ヤマガー

ヤマガーダヮービラ

ヤマガービラ

ヤマガーミチ

ヤマガマー

ヤマガマーモー

ヤマグヮー

ヤマグ ヮーンニー

ヤマシシガマ

ヤマシロビョーイン

ヤマダ

ヤマダヌミチ

ユービンチク

ユクヒラ

ユシミヌカミ

集落

組

小ハル名

村渠

村渠

小ハル名

小ハル名

池沼

小ハル名

生活道

村渠

村渠

村渠

広場

掘井戸

馬車道

馬車道

小集落

坂道

役場

小ハル名

小ハル名

坂道

その他

その他

坂道

坂道

集落

湧水井戸

坂道

坂道

馬車道

拝所

広場

丘

岩山

洞窟

商業

谷間

馬車道

商業

坂道

拝所

138

127

128

217

380

29

61

175

61

64

58

169

325

101

290

287

288

381

207

291

270

270

288

113

127

116

129

124

98

272

272

256

100

101

274

289

362

54

242

243

54

332

394

(18)

(18)

(18)

(23)

(12)

(18)

(17)

(17)

(18)

(6)

(7)

(6)

(7)

(7)

(5)

(17)

(17)

(16)

(5)

(5)

(17)

(18)

(22)

(3)

(15)

(15)

(3)

(21)

(23)

＞

＞

＞

３

３

＞

＞

０

＞

＞

＞

０

１

＞

ユタカバシ

ユナファグミ

ユナンディ

ユヒングヮーヌハタ

ユヒングヮーヌメー

∃ンクミ

フ

ランカングヮー

リューグーシン

リューグーシン

リューグーシン

リンドー

リンドーガー

リンドーミチ

ローラーバシ

ローラーバシ

ローラーバシグヮー

ワ

ワイトゥイ

ワイトゥイ

ワチナグイスージ

ワンドゥー

ン~ン ユグワ~

ンジュグヮー

ンナトゥグヮー

ンナトゥグヮー

ンナトゥダヮー

ンナンミグミ

ンナンミスージ

ンブガー

ンブガー

ンマアミシグムイ

ンマアミシグムイ

ンマイー

ンマイー

ンマイー

ンマイームイ

ンマヌクチー

ンマヌナガニー

ンマヌフア

橋

組

小ハル名

小ハル名

小ハル名

組

橋

拝所

拝所

拝所

集落

掘井戸

村道

橋

橋

橋

切り通し

切り通し

生活道

谷間

河川

河川

潟

潟

潟

組

生活道

掘井戸

湧水井戸

池沼

池沼

馬場

馬場

馬場

丘

十字路

山地

拝所

BBe (zt)

Bb7 (zz)

826 (zt)

tTt (ro)

2tB (r s)

BBo 1zz)

246

161

180

278

90

98

96

68

209

177

(15)

(9)

(10)

(17)

(5)

(5)

(5)

(3)

(12)

(10)

208

385

158

382

285

315

190

242

329

358

158

176

337

66

245

73

341

180

336

31

171

180

(12)

(23)

(9)

(23)

(18)

(20)

(11)

(15)

(21)

(22)

(9)

(10)

(21)

(3)

(15)

(3)

(21)

(10)

(21)

(1)

(10)

(10)

ン
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